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はじめに 
 

 人間は古来より、自らが存在する世界というものに対し、様々な角度から理解しよう

と努めてきた。科学という手段によって数値化し具体化することで世界を把握しようと

する者、冒険という手段によって自らの五感で世界を認識しようとする者、哲学という

手段によって世界の真理を突き止めようとする者など、様々な人が様々な方法で未知な

るものである世界と向き合ってきた。彼らの行動の根底にあったものは、恐らくただの

知識欲だけではなかっただろう。無知から来る未知なるものへの恐怖を乗り越え、自ら

が存在する世界の安寧への希求ではなかっただろうか。 

 これらを理解するにあたって、古代インド人たちは神という存在を考え出した。この

世は神々のリーラー（遊戯）である。この言葉に集約されるように、ありとあらゆるも

のを神々と結び付けて考えた。人々に恵みをもたらす太陽や大地、水、火など、人々に

害を与える天災や疫病など、ありとあらゆるものが神であり、神を崇め鎮めることで安

寧が得られると考えた。さらに、世界は神が創り、維持し、壊し、また創り直し、維持

し、壊し、また創り直し…という無始無終の循環によって世界に秩序が与えられ、安寧

がもたらされるとも考えた。 

 本論文では、そのような世界の循環の一端を担うアルダナーリーシュヴァラの生類創

造神話について論じる。アルダナーリーシュヴァラは、インド三大神1の一柱であるシ

ヴァ神の化身とされている。シヴァ神の前身であるとされるルドラは稲妻や暴風などを

司る神であるが、ルドラが発展して人々の信仰を得るようになった姿であるシヴァ神は、

ブラフマー神やヴィシュヌ神が創造神の役割を持つとされるのと同様に、創造神として

描かれる多くの神話を持つ。その中の 1 つが創造神としてのアルダナーリーシュヴァラ

である。アルダナーリーシュヴァラの姿は、世界の他地域の神話に述べられる神々の多

くと同じように人間に似た形をしているが、しかし 1 つだけ非常な特異性を持つ。それ

は、「右半身が男性（シヴァ神）であり、左半身が女性（シヴァ神の配偶神）である」

という特徴である。この姿は、世界の神々の中でも類を見ない実に独特な姿であろう。

このような男女両性を具有する体を左右二分し、それぞれの半身によって原始の父と原

始の母になることで生類を生み出していくというのが、アルダナーリーシュヴァラの生

類創造神話である。現在インドの人口の 8 割を占めるヒンドゥー教には創造の役割を持

つ神が何柱か存在するが、男女両性を併せ持つがゆえに生類を創造できるという、直接

的で分かりやすい姿をした神はアルダナーリーシュヴァラだけであり2、現在でも人気

の高い神である。そのため、アルダナーリーシュヴァラの役割や性格は現在に至るまで

                                                 
1 ブラフマー神、シヴァ神、ヴィシュヌ神のことである。 
2 男女に分裂する創造者にはブラフマー神もいる。しかし、神格として確立しているのは、

アルダナーリーシュヴァラのみである。 
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に、男女両性を持つ創造者という役割を超えて発展し続け、夫婦愛や性愛、世界との一

体化までをも表す存在と考えられるようになった。 

このように本論文は、アルダナーリーシュヴァラによる生類創造神話を研究すること

によって、インド思想やヒンドゥー文化の一端を解明するだけでなく、世界中に見られ

る創造神話や神観念、現代社会におけるジェンダー理解や性の問題、そして人間が長き

に渡り理解しようと努めてきた「世界とは何か」という疑問に対し、何らかの気付きを

提言しようとするものである。 

本論文における序論第 1 節では、アルダナーリーシュヴァラの役割や図像、異名など

を説明し、アルダナーリーシュヴァラに関する先行研究と本論文で取り扱う男女に分裂

し創造を行なうアルダナーリーシュヴァラの創造神話について概説する。第 2 節では、

プラーナ聖典について説明する。プラーナ聖典とは、様々な人々によって様々な時代に

様々な内容について、語られたり書かれたりした、膨大な量の文献群のことである。こ

こでは、成立年代に関する問題と使用言語、プラーナパンチャラクシャナの問題、18

マハープラーナ、宗派性について説明した後、本論文で引用するプラーナ聖典の概略を

述べる。第 3 節では、本論文の趣旨を示すため、まずアルダナーリーシュヴァラが登場

する以前の時代に描かれていた男女に分裂する創造者たちに関して、プラーナ聖典より

古いとされている文献や先行研究書を用いて説明する。そして、本論文で取り扱うアル

ダナーリーシュヴァラが男女に分裂し創造を行なう神話（以下、アルダナーリーシュヴ

ァラ創造神話と略す）とブラフマー神が男女に分裂して創造を行なう神話（以下、ブラ

フマー創造神話と略す）についての説明、アルダナーリーシュヴァラの定義、本論文の

目的を述べる。 

第 1 章では、プラーナ聖典と『マヌ法典』に見られる 17 のブラフマー創造神話の構

造を、構成要素別の分析と神話全体の流れのパターン化によって考察する。第 1 節では、

初めに神話を構成する記述を神話素のようなまとまった内容ごとに分割したものを構

成要素とし、全ての神話を構成要素毎に分類する。それから構成要素別の分析によって

各構成要素に含まれる記述の同一性を明確にする。第 2 節では、まず第 1 節において分

類した構成要素を神話の流れに沿って配置することで、神話全体の構造の共通性を明ら

かにする。その後、神話の流れの形を考察する。第 3 節において小結を述べる。 

 第 2 章第 1 節と第 2 節では、第 1 章で行なったのと同様の方法を用いて、プラーナ

聖典に見られる 16 のアルダナーリーシュヴァラ創造神話の構造を明らかにする。第 1

節では、各構成要素に含まれる記述の同一性を明確にし、第 2 節では、神話全体の構造

の共通性を明らかにした後、パターン化する。その後、アルダナーリーシュヴァラとい

う神格の成立について考察する。第 3 節では小結を述べる。 

 第 3 章では、ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話の構造を比較

する。第 1 節では、ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話に共通す

る構成要素を比較し、それらに共通性があるかどうかを検討する。第 2 節では、まずブ
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ラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話の全体的な流れのパターンを

比較し、同一の神話のヴァリエーションかどうかを考察する。そして双方の神話のパタ

ーンを比較し、それらが作られた順序、すなわち「男女に分裂し創造を行なう創造者」

の神話の変遷を考察する。第 3 節では小結を述べる。 

 結論では、本論文において行なった研究全体を総括し、結論する。 

 以上のように、本論文ではアルダナーリーシュヴァラ創造神話の構造と変遷について

論じる。また、巻末にはこれらの考察に用いたプラーナ聖典のサンスクリット原典と試

訳を第 2 部資料編として掲載する。 
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序論 

 

第 1 節 アルダナーリーシュヴァラについて 

 

第 1 項 役割と概念 

 アルダナーリーシュヴァラ（ardha-nArI-ICvara）は、サンスクリット語で ardha「半分」、

nArI「女性」、ICvara「シヴァ神」の 3 語から成る複合語で、「半身が女性であるシヴァ神

3」を意味する。 

 その役割は創造や生産が主である。1 つの身体に男性と女性を持っていることから、

男女からなされること、すなわち子をもうけることがその役割の根底にある概念と考え

られる。先行研究では、アルダナーリーシュヴァラは男女という対極にある二者の合一

したものゆえに、完全なるもの、全体であるものであると述べられている4。ミルチャ・

エリアーデによる両性具有の概念も「その中に一切の可能性が結合されて存在する始源

の全体性の明白な徴5」を持つ者、すなわち統一性、全体性を持つ者であるとされ、光

と影、神と悪魔、天と地、善と悪などと同様に 2 つの対立するものであり、それらの融

合体ゆえに全てであり完全であると述べている6。他にも j. n. banerjea はアルダナーリ

ーシュヴァラを「原始の宇宙の両親」と呼び、宗派的に見るとシヴァ派とシャークタ派

を象徴していると述べている7。このようにアルダナーリーシュヴァラは、男性と女性

の結合体ゆえに世界を生み出す者としての役割を担っており、シヴァ神とシヴァ神の配

偶者である女神であることにより宗派の習合をも象徴する存在であるとされる。さらに

男女の結合から創造を行なうという役割が転じて、結婚や男女間の愛情を象徴するとい

う役割も付加されるようになっていった。 

 

 

                                                 
3 「半身に女性を持つシヴァ神」という訳もあるが、意味が不明瞭になる可能性があるので

本論文ではこのように訳した。 

4 [kinsley 1986 p. 52][stutley 2006 p. 9] 
5 [エリアーデ 1973 p. 143 ] 
6 [エリアーデ 1973 pp. 102-167] 

7 [banerjea 1956 pp. 540-552]による。シヴァ派とシャークタ派があると指摘する研究者は他

にも donaldson[donaldson 2007 p. 1103]や stutley[stutley 2006 p. 9]がいる。 



4 

 

第 2 項 図像 

 図像学的には、身体の中心から縦に二分し一方をシヴァ神、他方を女神（シヴァ神の

配偶神）とする形を基本としている。体の左右が男女であること以外の特徴、例えば手

足の本数や持物、装飾品などには定まった形式はなく、むしろそれぞれの図像や文献が

作られた時代や場所における文化の影響を色濃く残す姿となっている。以下に、プラー

ナ聖典のいくつかの記述に見られるアルダナーリーシュヴァラの図像的特徴について

まとめた表を示す（表 1）。 

 

表 1 アルダナーリーシュヴァラの図像の一例 

文献 頭部の特徴 手足の特徴 身体全体の特徴 その他 

brahmANDa-p. 

lm. 44.48 

    
2 つの索綱、腕輪、

与願印 
紅色と金色の肌 

パールヴァティー

とシヴァの特徴 

kAlikA-p. 

45.158-174 

右
（
シ
ヴ
ァ
） 

蓬髪の束、雄牛のよ

うな目、大きな鼻、

長い顎鬚、白く大き

な唇、長い歯、ヘビ

の耳飾り、首の半分

まで青黒い 

活動的な美しい腕、

ヘビの腕輪、腿から

蓮のような足にか

けて粗くつながっ

ているしっかりと

した尻 

恐ろしいトラ皮の

布を着る、灰が塗ら

れている 

  

左
（
パ
ー
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
） 

飾られた編髪を頭の

周りに巻きつけてい

る、小鹿のような目、

胡麻の花のような

鼻、赤味がかった美

しい歯、染められた

唇、金の飾りの耳飾

り、真珠の首飾り 

ゾウの鼻のような

腕、手首と上腕の腕

輪、指輪、バナナの

木の幹のような腿、

美しい踵、柔らかな

足、非常に魅力的で

美しく柔らかく大

きな尻 

金色がかった白色

の肌、ローマーヴァ

リー、柔らかい腰布

を巻く、白檀が塗ら

れている 

  

liGga-p. 

2.19.6-8 

蓬髪の冠、4つの顔、12 の

目 
8 本の腕、大きな腕 

沢山の飾り、赤い花

輪、塗香、赤い服 

創造維持破壊の原

因 

nArada-p. 

3.91.160-162 

三つ目、三日月を付けた冠 

三叉戟、索縄、カパ

ーラ、赤い睡蓮、蓮

のような手 

青い宝石のように

輝く、美しく飾り立

てている 

  

Civa-p. 

3.15.44-47 

額に三つ目、黒い首、頭に

月、輝く蓬髪 

三叉戟、アジャガヴ

ァの弓 

吉祥な印、左半身が

山の娘、樟脳のよう

に輝く白い肢体、ゾ

ウ皮の着衣 
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Civa-p. 

6.4.26-31 

4 つの顔 8 本の腕、大きな腕 

半身が女性、全ての

驚愕すべき特徴、あ

らゆる装飾で飾ら

れた体 

聖音オーム、太陽の

円の中心に立つ、全

ての輝きから成る、

最高者、不可思議 

Civa-p. 

6.6.21-24 

ルドラークシャの首飾り、4

つの顔、12の目 

索縄、こん棒、カパ

ーラ、鉤棒、睡蓮、

ほら貝、チャクラ

（輪） 

辰砂のように赤い

体、左半身が妻 

マンダラに立つ輝

く者 

skanda-p. 

5.3.83.19-25 

不可思議な目、編髪を冠と

している 
三叉戟 

ヘビの聖紐、全身に

灰が塗られている、

ウマーの半身 

供物を与えること

において公平な神、

ダマルーの音を響

かせる、寂静、雄牛

に座る者 

skanda-p. 

6.254.85cd-104 

右
（
シ
ヴ
ァ
） 

首の半分に毒を持

つ、頭のない体の首

飾り、蓬髪で飾られ

た頭 

カパーラ、ヘビの腕

輪 

白く輝く体、白く煌

めく三日月型の宝

石の美しさに輝く

体、ゾウ皮の衣裳 

何千万のブラフマ

ーンダを生み出し

た、雄牛の旗印を持

つ、パールシャダた

ちに仕えられてい

る 

左（パールヴァティー）   
金の装飾品、絹の衣

裳 

魚の乗り物と女性

従者を従える 

 表中の文献については、本論文第 2 部資料編を参照のこと。 

 

 以上のように、シヴァ神側の手には三叉戟や索縄、カパーラなどの持物を携え、三日

月やヘビ、動物の皮を身に着け、灰を塗っており、反対側（女神側）には蓮などの優美

な持物をそなえ、たくさんの装飾品に飾られ、絹などの衣裳を着ている。このように、

それぞれにシヴァ神の特徴と女神の特徴を明確に示している。 

 アルダナーリーシュヴァラはシヴァ神とその配偶神の結合体であるが、それ以外に、

アルダナーリーシュヴァラ同様に 2 神が結合した姿を取る神々が存在する。それらの

神々の組み合わせは o’flaherty によると、次のとおりである（表 2）。 
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表 2 アルダナーリーシュヴァラと同じ姿を取る神の左右の者の名前一覧 

左   右 

pArvatI   Civa 

viSNu   Civa 

lakSmI   Civa 

pArvatI   lakSmI 

lakSmI   viSNu 

viSNu   kRSNa 

lakSmI   rAdhA 

rAdhA   kRSNa 

 [o’flaherty 1980 p. 330]より引用。 

 

 その他に、プラーナ聖典において以下のような組み合わせも見られた（表 3）。 

 

表 3 プラーナ聖典において見つけられた表 2以外の組み合わせの名前一覧 

左   右 文献 

lakSmI   nArAyana nArada-p. 1.16.40cd-43 

mRDAnikA   mRDa skanda-p. 4.1.49.54 

 表中の文献については、本論文第 2 部資料編を参照のこと。 

 

 これらは全てアルダナーリーシュヴァラを基本とし、そこから派生した神々と考えら

れる8。 

 

 

第 3 項 アルダナーリーシュヴァラの異名 

 アルダナーリーシュヴァラという名前として固有名詞化しているが、異なる名で呼ん

でいる文献もある。以下に、プラーナ聖典において見られる異名を数例挙げる。 

・arddhanArICa（半身が女性であるイーシャ神、agni-p. 313.24cd9） 

・CivaCakti（シヴァ・シャクティ、brahma-p. gm. 59.81c） 

・umAmaheCvara（ウマーを持つマヘーシュヴァラ、padma-p. 1.25.5） 

                                                 

8 o’flaherty は、この姿を取る全ての結合体は、シヴァ神の位置（シヴァ神が登場しない場

合は男性神の位置）を中心に考えて作られており、シヴァ神が右側、その配偶神（パール

ヴァティー）が左側に置かれる形、すなわちアルダナーリーシュヴァラが原型であると考

えている。[o’flaherty 1980 p. 330] 
9 本項における文献については、本論文第 2 部資料編を参照のこと。 
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・arddhanArIka（半分女性の身体を持つ者、Civa-p. 7.2.8.29） 

・strIsaGgavAmasubhaga（左側が女性である徳の高い者、skanda-p. 1.3.pUrvArdha9.13cd） 

・vAmArdhadhAriN（半〔身〕に美しい女性を持つ者、skanda-p. 4.2.63.52） 

・vAmAGgavAsaka（女性たちを左の身体に居させる者、skanda-p. 5.1.63.112cd） 

・umArddhaCarIradhRk（ウマーを半身として持つ者、skanda-p. 5.3.26.17ab） 

・naranArICarIra（男女の身体を持つ者、vAyu-p. 24.141） 

・CaNkarArddhAGgadhAriNI（シャンカラを半身として持つ女性、skanda-p. 5.3.76.3） 

 

 

第 4 項 先行研究 

 アルダナーリーシュヴァラについての先行研究は非常に少ない。先に述べた先行研究

10であっても、1 ページに満たない量の言及しかなされていない場合が多い。その中で

アルダナーリーシュヴァラについて多くの論述をなしてきたのが、wendy doniger 

o’flaherty と stella kramrisch である。 

 o’flaherty は、アルダナーリーシュヴァラのみでの研究書を残してはいないものの、

Civa: the erotic ascetic [o’flaherty 1973] の中の創造に関する神話や性的な神話を扱っ

た記述において、多くのサンスクリット文献を用いてアルダナーリーシュヴァラの生産

性について言及し、また women, androgynes, and other mythical beasts [o’flaherty 1980]

では世界中の様々な両性具有者を比較、分類し、アルダナーリーシュヴァラがどの分類

に属するか言及している。 

 kramrisch は the presence of Civa [kramrisch 1981]において、多くのサンスクリット文

献を用い、アルダナーリーシュヴァラがそなえている女神やシャクティの重要性を説き、

1 章を使って論じている。 

 その他の研究者は 2000 年以降に多く、neeta yadav はアルダナーリーシュヴァラに

ついて歴史学的な解釈を交えながら総括的にまとめ上げた研究書11を 2001 年に出版し

た。また ellen goldberg12は図像学的に、alka pande13はヒジュラーとの関連について、

prem saran14はタントラとの関連において述べた研究書をそれぞれ 2002 年、2007 年、

2008 年に出版している。このように近年になって様々な角度からのアルダナーリーシ

ュヴァラ研究が活発になりつつあるが、しかしプラーナ聖典に基づく研究は進んでいる

とは言えないのが実情である。 

                                                 
10 本節第 1項にて言及した先行研究などである。 

11 [yadav 2001] 

12 [goldberg 2002] 

13 [pande 2004] 

14 [saran 2008] 
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第 5 項 分裂する創造者としてのアルダナーリーシュヴァラ 

 本論文で論じるアルダナーリーシュヴァラの神話は、アルダナーリーシュヴァラの状

態にある者が男性半身と女性半身に分裂し、それぞれが独立した男女となり、その 2 人

から創造が起こるというものである。男性半身と女性半身に分裂する創造者という役割

は、アルダナーリーシュヴァラという神が形成された創生期のものとされる15。そのた

め、アルダナーリーシュヴァラの神話の中でも特に重要な神話といえる。 

 

 

 

第 2 節 プラーナ聖典について 

 

 本論文では、プラーナ聖典16と呼ばれる文献群に見られるアルダナーリーシュヴァラ

の神話について論じる。プラーナ聖典とは、古代から長い間をかけて作られ、インド各

地において伝わってきた神話や哲学、風俗、地理、歴史、儀礼など様々な内容を収めて

いる百科事典17とも呼べる膨大な量の文献群、もしくはそれに含まれる 1 つの文献のこ

とで、1 つの文献を指す場合、『シヴァプラーナ』や『ヴィシュヌプラーナ』などのよ

うに「〇〇プラーナ」と称される。ヴェーダ聖典の引用をしている箇所や『マハーバー

ラタ』にも描かれている神話18など古代に述べられたことを収めていながら、紀元後数

世紀に現実に起こった出来事19も記述しており、内容的にも時代や場所的にも多岐にわ

たる。話の進め方は基本的に対話形式となっており、難解な言葉や議論なども物語中の

聞き手によって質問されるという形を取って易しく説明される。このように理解しやす

いため、一般の人々の間でも愛され、伝えられてきた文献であると考えられている。た

だし、プラーナ聖典はヴェーダ聖典と並ぶ重要な宗教文献であるとも考えられており、

宗教的なバラモン教的イデオロギーを世間に浸透させる役割を果たしているとされる

20。 

                                                 
15 詳細は本章第 3節にて説明する。 
16 プラーナ聖典という言葉は複数の文献群にも 1冊の文献にも用いられる。本論文では適

宜使用することとする。 
17 [ルヌー 1996 p. 26] 
18 乳海撹拌神話やブラフマーンダ（宇宙卵）からの創造神話などである。 
19 新しい寺院の讃歌や、周辺の仏教徒の動向、ヒンドゥー教の様々な宗派の動向などであ

る。 

20 [flood 2003 pp. 130-131] 
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第 1 項 成立年代に関する問題 

 ここまでプラーナ聖典を「文献群」や「文献」と述べてきたが、そのように断言する

のは問題かもしれない。f.matchett21によるとプラーナ聖典は本来、見たり聞いたりして

楽しむことを意図されたパフォーマンスという形式のものであり、何世紀にも渡って口

伝で伝えられてきたものだからである。その中で新しい情報を組み込んだり何らかの情

報を省いたりしながら、絶えず変化し続けている。いつ文字媒体へと変化したのかにつ

いても、プラーナ聖典自体が問題視していないため明確にされていない。さらに文書化

された後も内容の変化が起こっていたであろうことも推測できる。そのため、現存する

プラーナ聖典の成立年代に関しては非常に曖昧となってくる。口伝の最初期に語られて

いた内容がそのまま現在まで伝わっている可能性もあるし、途中で変化した可能性もあ

るからである。年代特定を試みた l.rocher は、どのプラーナ聖典にも全体的な年代特

定は不可能であると考えている22。ただし rocher は the purANas の中で、他の学者たち

が唱える年代の説を明記しており大まかな年代特定はなされているようである。 

 

 

第 2 項 使用言語 

 プラーナ聖典はサンスクリット語で書かれたヒンドゥー教の聖典であると言われる。

確かに「多くの」「有名な」プラーナ聖典はサンスクリット語で書かれたヒンドゥー教

の聖典であるが、ジャイナ教の聖典23や土着の言語で書かれた文献24もある。土着の言

語で書かれた文献の多くは、サンスクリット語からの翻訳だが、それ以外にその土地で

生まれまとめられていったものもある。 

 

 

第 3 項 プラーナパンチャラクシャナ（purANa-paJcalakSaNa） 

 プラーナ聖典には、パンチャラクシャナ（5 つの特徴）と呼ばれる定義25がある。そ

れはプラーナ聖典が含むべき 5 つの題材のことである。以下にパンチャラクシャナを示

す。 

                                                 

21 [flood 2003 pp. 129-143] 

22 [rocher 1986 pp. 100-103] 

23 [wendy doniger 1993] 
24 テルグ語やタミル語などがある。[同上] 
25 パンチャラクシャナに関する記述は amarakoCa（紀元後 6世紀頃）に記されており、そ

の時代には既に確立されていたものであることがわかる。[rocher 1986 p. 24-25] 
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1．sarga：第一の創造、宇宙創造 

2．visarga：第二の創造、もしくは年代記を含む世界の破壊と創造 

3．vaMCa：神々や聖仙の系譜 

4．manuvaMCa：マヌヴァンタラ（manuvantara）と呼ばれる人間の祖マヌの時 

  代の記録 

5．vaMCAnucarita：スーリヤヴァンシャとチャンドラヴァンシャに属する諸王朝 

  の系譜 

 

 プラーナ聖典は上記の 5 つの題材を含んでいると定義付けられている。しかし、kane

によるとパンチャラクシャナはマハープラーナの 3％以下の分量しかない26。そしてパ

ンチャラクシャナを部分的に欠いているものさえある。それでもこのパンチャラクシャ

ナは、プラーナ聖典の世界観を示していると考えられており、プラーナ聖典の重要な特

徴とみなされている。 

 

 

第 4 項 18 マハープラーナ 

 プラーナ聖典は、代表的なものとして 18 あるとされている。haraprasad shastri は代

表的な 18 の聖典（マハープラーナ）と副次的な 36（ウパプラーナ）の 54 に加え、100

近くのプラーナ聖典がある27としている。その中で、プラーナ聖典自体が、代表的なも

のとして 18 マハープラーナを述べている。以下にその 18 マハープラーナを示す。 

 

【viSNu-p. 3.6.20-24 に書かれる 18 マハープラーナ】 

   1．brahma-purANa 

   2．padma-purANa 

   3．viSNu-purANa 

   4．Civa-purANa 

   5．bhAgavata-purANa 

   6．nArada-purANa 

   7．mArkaNDeya-purANa 

   8．agni-purANa 

   9．bhaviSya-purANa 

     10．brahmavaivarta-purANa 

    11．liGga-purANa 

                                                 

26 [kane 1962 p. 841] 

27 [shastri 1928 p. 324] 
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    12．varAha-purANa 

    13．skanda-purANa 

    14．vAmana-purANa 

    15．kUrma-purANa 

    16．matsya-purANa 

    17．garuDa-purANa 

    18．brahmANDa-purANa 

 

 他の文献を見てみると、vAyu-p. 104.3-10 では 18 を列挙すると言いながら 16 マハー

プラーナを述べており、上記の viSNu-p. 3.6.20-24 から liGga-p.と viSNu-p.と agni-p.が省

かれ、かわりに Adi-purANa が入っている。skanda-p. 7.1.2.5-7 では、上記の viSNu-p. 

3.6.20-24 から brahmANDa-p.が省かれ、かわりに vAyavIya-purANa が入っている。 

 以上のように、18 マハープラーナは完全に確定しているのではなく、文献により若

干の差異があることが分かる。 

 

 

第 5 項 宗派性 

 プラーナ聖典は、様々な分類によって分けられる。rocher28によると、トリグナの性

質（sAttvika, tAmasa, rAjasa）によって分類する方法29や、五神（ブラフマー、スーリヤ、

アグニ、シヴァ、ヴィシュヌ）に分類する方法がある。様々な分類法の中で、最も一般

的になされる分類がシヴァ派30（Caiva）とヴィシュヌ派（vaiSNava）に分けるというも

のである。全てのプラーナ聖典がどちらかの派に属するという訳ではないが、シヴァ神

に関連する名前を持つ文献、例えば Civa-p. や liGga-p. などはシヴァ派であり、ヴィシ

ュヌ神に関連する名前を持つ文献、viSNu-p. や varAha-p. などはヴィシュヌ派である。

シヴァ派の文献では、シヴァ神やその化身や配偶神を最高神とし、ヴィシュヌ派の文献

でも同様に、ヴィシュヌ神やその化身や配偶神を最高神として扱う。 

 

 

 

                                                 

28 [rocher 1986 pp. 20-21] 

29 matsya-p. 53.68-69 や padma-p. 6.263.81-84 に述べられている。 
30 研究書によっては「シヴァ派」でなく「シヴァ教」や「シヴァ系」と呼んでいるものも

ある。本論文では、基本的に「シヴァ派」を使用するが、例えば「パーシュパタ派」と述

べる際などには「シヴァ系パーシュパタ派」と呼ぶように、分かりやすさを優先し、適宜

使用することとする。「ヴィシュヌ派」に関しても同様である。 
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第 6 項 本論文で引用するプラーナ聖典 

 本論文では、前述の 18 マハープラーナと宗派性をふまえ、アルダナーリーシュヴァ

ラに関する記述があることと文献として信頼性31がおけるテキストであることを考慮

し、15 のプラーナ聖典の記述を引用、翻訳した。以下に、the purANas[rocher 1986]の

説明をもとに、その 15 のプラーナ聖典の概説を述べる32。 

 

agni-purANa 

 典型的な百科事典的プラーナ聖典の 1 つである。あらゆる事柄を取り扱っており

（winternitz）、テキストの様々な章で図像学的な内容を述べている。年代としては、紀

元後 9 世紀前後（haraprasad shastri, wilson, kane, hazra）が有力である。 

 

bhAgavata-purANa 

 南インドのタミルナードゥで編纂されたという見解は研究者の間でほぼ一致してい

るが、年代は紀元後 500～550 年（hazra）、紀元後 800 前半～900 年（Kane）、紀元後

1200～1300 年（Wilson, Burnouf, macdonell, colebrooke など）等、研究者の見解に開き

があり、不確かである。その理由としては、様々な文献に記述されている内容が

bhAgavata-p. に対してなのか devIbhAgavata-purANa に対してなのか判断がつかないため

である。 

 

brahma-purANa 

  多くの神についての記述があり、シヴァ派とヴィシュヌ派の相互関係に基づいた自由

な立場をとる文献である。最近の研究では、様々な時代に様々な人々によって書かれた

ものを集めた文献だと考えられている。 

 

brahmANDa-purANa 

  起源は vAyu-p.と同じとされ、多くの部分で vAyu-p.との一致がある。紀元前 4 世紀か

ら（dikshitar）、紀元後 5～7 世紀頃まで（kane）に成立し、紀元後 11 世紀頃に現在の

形になった（s. n. roy）とされる。 

 

kAlikA-purANa 

  カーマルーパやその周辺であるベンガルに起源があるとされる。hazra によると、現

                                                 

31 クリティカルエディションであることや A 版、b 版などシリーズとして出版されている

ものであること、英訳がなされていること、the purANas[rocher 1986]に記述があることなど

を基準とした。 
32 便宜的にアルファベット順に述べた。 
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存の kAlikA-p.は紀元後 10～11 世紀前半に編纂されたとする。初期の kAlikA-p.は現存す

るものとは異なり、タントラ的要素がほとんどなく、紀元後 7 世紀にベンガルで編纂さ

れたと考えられている。 

 

kUrma-purANa 

  hazra によると、紀元後 8 世紀前半に編纂された。元々、ヴィシュヌ系パーンチャラ

ートラ派に属していたが、後に、シヴァ系パーシュパタ派になり多くの新しい神話や伝

説が付け加えられた。そのため、シヴァ派とヴィシュヌ派が入り混じっている。 

 

liGga-purANa 

  シヴァ派のプラーナ聖典であり、リンガの姿をしたシヴァ神への信仰を示す文献であ

る。紀元後 5 世紀から、7 世紀初めを経て、8～9 世紀に変化しており、遅くとも 800

～1000 年の間には成立していると推定されている。 

 

mArkaNDeya-purANa 

  パンチャラクシャナの定義に従っており、宗派はなく、前半の章で『マハーバーラタ』

の補遺をなしているので、古いプラーナ聖典と考えられている。本論文で扱った章は、

この聖典の最古の部分の一部と考えられている。Pargiter はこの最古の部分を紀元後 3

世紀以前と推定している。全体的な年代としては、紀元後 4～6 世紀（Kane）、hazra と

mehendale は特定はせず最古のプラーナ聖典と 1 つと言及している。 

 

matsya-purANa 

  典型的な百科事典的プラーナ聖典の 1 つである。最も保存が良い最古のプラーナの 1

つとされる（Kane, Winternitz による）。年代は、紀元前 4 世紀～紀元後 3 世紀の間に発

達したという見解（Kilfel, ramachandra dikshitar）や、紀元後 200～400 年の間という見

解（Kane）がある。 

 

padma-purANa 

  ベンガル版と西方版の 2 つの校訂版があり、多くの刊本は西方版に従っている。しか

し、研究者の間では、ベンガル版の方が古くオリジナルではないかと考えられている。

hazra によると、紀元後 9 世紀後半～10 世紀初めに、ベンガル地方の東方で書かれたも

のと推測されている。 

 

Civa-purANa 

  オリジナルの Civa-p. は 12 のサンヒターから成っており、様々な人の手によって、

様々な時代と場所で書かれたとされる。hazra によると、今回扱った 2.1. rudra-saMhitA: 
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sRSTi-khaNDa は、jJAna-saMhitA33の引用であり、3.Catarudra-saMhitA は、jJAna-saMhitA と

VayavIya-saMhitA（紀元後 800～1000 年）と liGga-p.の引用であり、5.umA-saMhitA は、

jJAna-saMhitA から多くの部分を取り入れたものであり、7.VayavIya-saMhitA は、南イン

ドで紀元後 800～1000 年の間に書かれたものとしている。 

 

skanda-purANa 

  Kane によると、プラーナ聖典の中で最も長いとされる。一般的には、単一の文献で

はなく 1 つの名称を持つ多数の作品群であると考えられている。 

 

varAha-purANa 

  パンチャラクシャナの要素をほとんど含んでおらず、プラーナ聖典というよりもむし

ろ儀礼の手引書に近い。記述の多くが、ヴィシュヌ崇拝の規則や方法に費やされている。

成立年代は、Wilson によると紀元後 12 世紀後半だが、一般的には紀元後 10 世紀以前

の比較的遅い時代とされる。 

 

vAyu-purANa 

 古いプラーナ聖典の 1 つであり、紀元後 4～5 世紀に成立したと推測されている。 

 

viSNu-purANa 

  ヴィシュヌ系パーンチャラートラ派の文献とされており、全てがヴィシュヌ系の記述

である。パンチャラクシャナを完全に具えている。研究者によると、アーンドラ地方で

編纂されたと推定される。 

 

 

 

第 3 節 本論文の趣旨 

 
 本論文では、生類の創造をする過程において、1 つの身体に男女両性を持つ状態にあ

る者が男性半身と女性半身に分裂し、それぞれの半身が独立した男女となり、その男女

から生類の創造が起こるという神話を取り扱う。この神話は、アルダナーリーシュヴァ

ラという神の形成に関わる重要な神話と考えられる。というのも、元来シヴァ神には「男

                                                 

33 hazra によると、紀元後 950年以降にヴァーラーナスィーで編集され成立したサンヒタ

ーとされる。Civa-p.の他のサンヒターに多く取り入れられており、ヴェーダ聖典を自称して

いる。 
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女に分裂し創造を行なう」という役割は付加されていなかった34ので、インド神話が発

展、変容していく過程で、シヴァ神が「男女に分裂し創造を行なう」という役割を新た

に得て、アルダナーリーシュヴァラというシヴァ神の化身が成立したと考えられるから

である。さらにもう 1 つ重要なポイントがある。それは、この「男女に分裂し創造を行

なう」役割を持つ者にはブラフマー神もいるということである。ブラフマー神も男女両

性を持つ状態から男性半身と女性半身に分裂し、それぞれの半身が独立した男女となり、

その男女から生類創造を行なうという神話を持っている。両者のこの神話は非常に類似

しているため、同じ神話のヴァリエーションである可能性がある。本論文では、その部

分に焦点を当て、ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話の詳細な分

析と比較を行うことで、アルダナーリーシュヴァラという神の形成過程を明らかにする

ことを目的としている。 

 

 

第 1 項 男女に分裂する創造者たち 

 まずはじめにアルダナーリーシュヴァラへと受け継がれていった「男女に分裂し創造

を行なう者」の起源について述べたい。 

 男女に分裂する創造者という存在は、プラーナ聖典よりもさらに古い時代にすでに登

場している。o’flaherty、kramrisch、yadav の 3 人の先行研究者は、『リグ・ヴェーダ』

の中に分裂する創造者の萌芽があると述べている。O’Flaherty は、天（dyaus）と地（pRthivI）

が最古の分裂する創造者であると述べる35。その後ウパニシャッド聖典の時代にはより

明確な両性具有的創造者プラジャーパティが描かれ、さらに時代を経てブラフマー神へ

と受け継がれ、ブラフマー神からシヴァ神へと受け継がれたとする。Kramrisch は、ル

ドラはアグニであり、牝牛でもある牡牛であり、原初の創造主ヴィシュヴァルーパのイ

メージでもあるとし、生類創造を望むブラフマー神からアルダナーリーシュヴァラとし

て出現した36と述べている。Yadav はヴェーダ聖典における天と地という世界の両親が

プラーナ聖典においてはシヴァ神とパールヴァティー女神になるとしている37。 

  以下に、それぞれの研究者の言及部分の翻訳を示す。 

 

 

                                                 
34 しかしシヴァ神は元来「世界を創造する者」という役割は持っている。[バンダルカル 
1984 pp. 295-338] 
35 [o’flaherty 1980 pp. 310-312] 

36 [kramrisch 1981 pp. 200-201] 

37 [yadav 2001 pp. 113-114] 
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【w.d.o’flaherty の見解38】 

分裂型：分裂する両性具有者としてのプラジャーパティとシヴァ 

 全てのインドの両性具有者の最初のものである天地（dyAvApRthivI）は、分裂する両性

具有者である。世界開闢の行為（ヴィシュヌやインドラ、あるいはヴァルナなど様々な

ものに帰する―原註）は、半分ずつに分けることである。ブラーフマナ聖典39では、そ

の行為の擬人化のニュアンスは明瞭になり、分裂したもの（ここでは、第 3 の基本的単

位〔である天・地のあいだの空間〕を描く別の世界創造説における 3 つ〔を取り上げる

が〕―原註）は、別離（ヴィラハ）の愛を経験する。 

 

  これら三界は結合していた。神々がそれらを 3 つに分けた。世界は自分たちが

 3 つに分けられてしまったことを深く悲しんだ。そして神々は「これらの三界

 から 3 つの悲しみを取り除こう」と言った。インドラは彼らの悲しみを取り除

 き、彼がこの地上から取り除いた悲しみは娼婦(whore)に入り、空間から取り除

 いた悲嘆は中性者(eunuch)に入り、天界から取り除いた悲嘆は罪人あるいは悪

 党に入った。 

 

 〔ここでは〕極端に性的な女性や男性と、非性的な創造者―それによって神話が始ま

るところの両性具有者と対立する存在―へと悲しみが移転されることよって、世界の分

裂という性的な性質が強調されている。 

 父なる天と母なる大地はともに種を持つ太古の両親であるので、擬人化されたレベル

での彼らの分裂は、原初の出来事に割り込んだ子供（世界開闢神）の例である。melanie 

klein40は、幼子が「結合した親」つまり両親的な両性具有者（両親の性を具有する者）

のイメージを持つと指摘している。宇宙レベルでは、分裂は混沌（ここでは非創造的と

みなされる―原註）を一掃し、秩序を確立する必要性を反映しているのである。 

 ブラーフマナ聖典では、プラジャーパティは『リグ・ヴェーダ』のソーマやパルジャ

ニヤのような存在によって予示されていた妊娠する男性の役割を引き受ける。ウパニシ

ャッド聖典の時代までには、プラジャーパティはより明瞭な両性具有者になる。 

 

  太初に、この世にはただ人間（プルシャ）の形をしたアートマンのみが存在し

 ていた。彼はあたりを見まわしたが、自分以外のものを見出さなかった。……

 彼は、実に、すこしも愉しくなかった。それ故に、〔現在でも〕独りでいる人

 は愉しくないのである。彼は第二の者がほしいと思った。彼は女と男が抱擁し

                                                 

38 [o’flaherty 1980 pp. 310-312] 
39 紀元前 800年頃に成立した。（筆者註） 

40 melanie klein（1882～1960 年）は、遊戯療法、対象関係論を提唱した精神分析学者であ

る。（筆者註） 
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 たほどの大きさであった。彼はまさしくこの自分の身体を二つに切り離した

 （apAtayat＜pat）。こうして夫（pati）と妻（patnI）とが生じた。それ故にヤー

 ジュニャヴァルキヤは、「この身体は、自分自身のいわば片われである」と語

 ったといわれる。そういうわけで、〔半身の分離によって生じた〕空間は、〔分

 離した〕女によってまさしく充たされるのである。彼（アートマン）はその女

 と交わった。その結果、人類が生じた。ところで、彼女は考えた。「いったい、

 どうして、彼は私を自分自身から生んでおいて、私と交わったりするのでしょう。

 そうだ、隠れてやりましょう」と。彼女は牝牛となった。〔すると〕他方（アート

 マン）は牡牛となって、彼女とまさしく交わった。そうして牛族が生まれた。彼

 女は牝牛／牝驢馬となった。……単蹄族が生まれた。……山羊・羊族が生まれた。

 このようにして、彼は配偶関係にあるものは何でも、蟻に至るまで、すべて創造

 した。（『ブリハッドアーラニヤカ・ウパニシャッド』1.4.1-5、服部正明訳[服部 

 2005 pp. 130-131]） 

 

 〔この文章によると〕プラジャーパティ〔であること〕は彼の振る舞いから判断でき

るが、彼は実際にはプルシャと呼ばれている。このように、両性具有者の分裂は、より

普遍的で非性的な太古のプルシャの分裂に直接結び付けられている。〔中略〕 

 しかしながら、初期プラーナ聖典の大部分では、両性具有者はプラジャーパティ自身

であり、彼の両半身への分裂〔と分裂した者の結合〕による創造においては、近親婚を

暗示させるものは無い。これらの文献では、太古の両性具有者はしばしば、父親であり

母親であるとみなされる。そして、しばしば、その両性具有者は創造への欲望ゆえに分

かれるということが明瞭に述べられる。ヴァリエーションの 1 つでは、ブラフマーは宇

宙を人々で満たすために、分裂する両性具有者を創造する。そして、この創造に対する

彼の不変の命令は「自身を分けよ」である。この 2 番目のモデル―〔すなわち〕創造者

と分裂した両性具有者―は、シヴァがブラフマーに取って代わった両性具有の次の段階

において、変容された形で用いられる。というのも、プラジャーパティはインドラと同

じく、後代の多くのシヴァ神話の源であり、シヴァの両性具有性がプラジャーパティの

それと連携して発展するからである。 

 

【s.kramrisch の見解41】 

 ルドラはアグニである。アグニ、すなわち火は、最高の象徴として“牝牛でもある牡

牛”を持つ。この火のイメージは、ヴェーダの聖者の心が、究極的なものの探求におい

て到達することのできた最終的な領域に立ち現れた。そこで、それ（火）は創造主の心

の中に灯されたのだと思える。牛の形をとった力の中にある全体性の擬獣化されたイメ

ージは、思想や想像力や言葉が入り込めない封印や番人である。この全体性のイメージ

                                                 

41 [kramrisch 1981 pp. 200-201] 
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の先は創造以前の状態である。両性具有の牛は、太古の時代においては、原初の創造主

ヴィシュヴァルーパのイメージでもある。 

 死すべき者たち（生類）の創造を欲する創造主の心にある、アグニの擬獣化されたイ

メージである両性具有の牛は、アグニであるルドラという擬人化された姿をとり、ブラ

フマーの頭から半男半女の姿のアルダナーリーシュヴァラとして出現する。“半身が女

性である”アルダナーリーシュヴァラのイメージが創造主の熟考する心の中に形作られ

たとき、死すべき者たちを創る手段としての性交の記憶は新たな力を持って彼（ブラフ

マー神）に戻ってきた。 

 

【n.yadav の見解42】 

 シヴァ神に対する信仰と関連して、プラーナ聖典においてしばしば述べられるアルダ

ナーリーシュヴァラの姿は、『リグ・ヴェーダ』の男性と女性の結合によって生じた創

造の神話の概念を示している。1 つの創造的原理が 2 つになるという分裂の過程は、『リ

グ・ヴェーダ』やプラーナ聖典の宇宙論の基礎となっている。それは、男性と女性や夫

婦、父と母など多くの方法で表現される。『リグ・ヴェーダ』の聖仙たちは、この象徴

的意味を、世界の両親であるディヤーヴァー・プリティヴィー（dyAvApRthivI）として表

した。ディヤウス（dyaus）は父であり、プリティヴィーは母である。『リグ・ヴェーダ』

では、彼らはほとんど 1 人では登場しない。讃歌のほとんどで、彼らは密接に結びつけ

られる。彼らは、全ての生き物を創り、それらを支える責任があると言われる。彼らは

『リグ・ヴェーダ』において最も多く名前が挙げられる一対の神である。 

 

  広く拡がり、偉大にして尽くることなき父と母と（天地）は、万物を保護す。

 天地両界はいと奔放なり、美しき婦女のごとく。父〔なる神〕が色美しき形を

 もって彼らを装いたれば。（『リグ・ヴェーダ讃歌』1.160.2、辻直四郎訳[辻 1970 

 p. 77]） 

 

 彼らは神の両親でもある。彼らはお互いから離れることができない。『リグ・ヴェー

ダ』の別の部分においても、ヤマとヤミーの対話やプルーラヴァスとウルヴァシーの物

語など、創造に関する同様の概念が示される。 

 後代、プラーナ聖典において、アルダナーリーシュヴァラの概念は『リグ・ヴェーダ』

の思想を基礎として発展した。男性と女性は、常に創造行為において相伴う。創造の種

は、心の欲望の中に潜んでいる。これについての最古の言及は『リグ・ヴェーダ』自体

の中にある。 

 

  最初に意欲はかの唯一物に現ぜり。こは意（思考力）の第一の種子なりき。詩

                                                 

42 [yadav 2001 pp. 113-114] 
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 人ら（霊感ある聖仙たち）は熟慮して心に求め、有の親縁（起源）を無に発見

 せり。（『リグ・ヴェーダ讃歌』10.129.4、辻直四郎訳[辻 1970 p. 323]） 

 

 ルドラの力（能力）は、同一の広がりを持ち、この範囲内では、生命が両親の結合な

しに生み出されることはあり得ない。シヴァとパールヴァティーは、世界の両親であり、

この親という概念が、ディヤーヴァー・プリティヴィーにも当てはまる。ヴェーダ聖典

の“rodasi43（天と地）”という概念は、プラーナ聖典での表現においてアルダナーリー

シュヴァラになる。 

 この型の文学上の典拠は、ヴェーダ聖典の象徴に由来する。それらはいくつかの名前

のもとに描写される。すなわち、ピター・マーター（pitA-mAtA）、パラールダ・アヴァ

ラーアルダ（上半分と下半分、parArdha-avarArdha）、カタマールダ・ヴィシュヴァール

ダ（未知の部分である半分と全ての部分である半分、katamardha-viCvardha44）、プラーナ・

アパーナ（prANa-apAna）、ユヴァン・ユヴァティー（yuvan-yuvatI）、ミトラヴァルナ・

ウルヴァシー（mitravaruNa-urvaCI）、プールナクンバ・クンビニー（pUrNakumbha-kumbhinI）、

ナラ・ナーリー（nara-nArI）、デーヴァ・デーヴィー（deva-devI）、ダシャ・アディティ

（daCa-aditi）、マナス・カーマ（manas-kAma）、ウパリスヴィット・アダハスヴィット

（uparisvit-adhaHsvit）、プラヤティ・スヴァダ（活動物質45、prayati-svadha）、パラスタ

ット・アヴァスタット（parastat-avastat）、ヴィシュヴァスリッジュ・ヴィシュヴァスリ

シュティ（visvasRj-visvasRSTi46）、スパルナ・スパルニー（suparNa-suparNI）や、その他数

多くの宇宙開闢の創造の図式における相伴う一対の男女である。 

 

 以上のように、3 人の研究者の見解を取り上げたが、それ以外に『リグ・ヴェーダ』

の中からアルダナーリーシュヴァラにつながる可能性のある神話を取り上げたい。 

 まず『プルシャのうた』である。これは、巨人解体神話の一種である。男女という二

者に分裂するのではないが、自身の身体を分けて創造を進めるという役割は一致してい

る。さらに、ヴィラージュという名はブラフマー創造神話において分裂後の男性半身の

名前としてあげられている47。以下に『プルシャのうた』を示す48。 

 

  プルシャのうた（『リグ・ヴェーダ』10・90・2~14） 

 2. プルシャは、過去および未来にわたるこの一切（万有）なり。また不死界（神々） 

   を支配す、食物によって成長するもの（生物界、人間）をも。 

                                                 
43 辞書によると「天と地」は rodasI となっている。 
44 原文に準じる。 
45 スヴァタを指す。 
46 原文に準じる。 

47 kUrma-p. 1.8.6, Civa-p. 7.1.17.3.など。 
48 [辻 1970 pp. 314-315] 
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 3. 彼の偉大はかくのごとし。されどプルシャはさらに強大なり。一切万物は彼 

  の四分の一にして、四分の三は天界における不死なり。 

 4. プルシャは四分の三を備えて上方に昇れり。彼の四分の一はここ（下界）に 

  再び発生せり（現象界の展開）。これ（四分の一）より彼はあらゆる方向に 

  進展せり、食するもの（生物）・食せざるもの（無生物）に向かって。 

 5. 彼よりヴィラージュ生まれたり。ヴィラージュよりプルシャ〔生まれたり〕。 

  彼生まるるや地界を凌駕せり、後方においても、また前方においても。 

 6. 神々がプルシャを祭供（供物）として祭祀を執行したるとき、春はそのアー 

  ジア（グリタ）なりき、夏は薪、秋は供物〔なりき〕。 

 7. 祭祀そのものたる彼を、バルヒス（敷草）の上に、彼らは灌ぎ清めたり、太 

  初に生まれいでたるプルシャを。神々は彼をもって祭祀を行えり、サーディ 

  ア神群も聖仙らもまた。 

 8. この完全に行われたる祭祀より、プリシャッド・アージアは集められたり。 

  これより彼ら（神々）は、空飛ぶもの、森に住むもの、また村に飼わるる獣 

  を作りたり。 

 9. この完全に行われたる祭祀より、詩節（賛歌）と旋律と生じたり。韻律もそ 

  れより生じたり。祭詞もそれより生じたり。 

 10. それ（祭祀）より馬生まれたり。両顎に歯あるすべての獣〔生まれたり〕。 

  牛も実にそれより生まれたり。それより山羊・羊生まれたり。 

 11. 彼らがプルシャを〔切り〕分かちたるとき、いくばくの部分に分割したり 

  や。彼（プルシャ）の口は何になれるや。両腕は何に。両腿は何と、両足は』 

  何と呼ばるるや。 

 12. 彼の口はブラーフマナ（バラモン、祭官階級）なりき。両腕はラージャニ 

  ア（王族・武人階級）となされたり。彼の両腿はすなわちヴァイシア（庶民 

  階級）なり。両足よりシュードラ（奴隷階級）生じたり。 

 13. 月は意（思考器官）より生じたり。眼より太陽生じたり。口よりインドラ 

  とアグニ（火神）と、気息より風生じたり。 

 14. 臍より空界生じたり。頭より天界は転現せり、両足より地界、耳より方処 

  は。かく彼ら（神々）はもろもろの世界を形成せり。 

 

 

 続いて『ナーサディーヤ讃歌』であるが、世界創造の過程において男性と女性に分か

れるという役割は、アルダナーリーシュヴァラに共通する。さらに、前述の 3 人の研究

者の見解とも一致するところがある。以下に『ナーサディーヤ讃歌』を示す49。 

 

                                                 
49 [辻 1970 pp. 322-323] 
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   ナーサディーヤ讃歌（『リグ・ヴェーダ』10・129・1~5） 

 1. そのとき（太初において）無もなかりき、有もなかりき。空界もなかりき、 

  その上の天もなかりき。何ものか発動せし、いずこに、誰の庇護の下に。深 

  くして測るべからざる水は存在せりや。 

 2. そのとき、死もなかりき、不死もなかりき。夜と昼との標識（日月・星辰） 

  もなかりき。かの唯一物（中性の根本原理）は、自力により風なく呼吸せり 

  （生存の徴候）。これよりほかに何ものも存在せざりき。 

 3. 太初において、暗黒は暗黒に蔽われたりき。この一切は標識なき水波なりき。 

  空虚に蔽われ発現しつつあるもの、かの唯一物は、熱の力により出生せり（生 

  命の開始）。 

 4. 最初に意欲はかの唯一物に現ぜり。こは意（思考力）の第一の種子なりき。 

  詩人ら（霊感ある聖仙たち）は熟慮して心に求め、有の親縁（起源）を無に 

  発見せり。 

 5. 彼ら（詩人たち）の縄尺は横に張られたり。下方ありしや、上方ありしや。 

  射精者（能動的男性力）ありき、能力（受動的女性力）ありき。自存力（本 

  能、女性力）は下に、許容力（男性力）は上に。 

 

 

 このように「分裂して創造を行なう」という役割を持つ者は、『リグ・ヴェーダ』の

時代には既に存在しており、アルダナーリーシュヴァラもその役割を引き継いでいった

と考えられる。具体的に男女に分裂する存在としては o’flaherty も言及した『ブリハッ

ドアーラニヤカ・ウパニシャッド』1.4.1-5 に登場するアートマンが最古と考えられる。

以下、確認のためにその神話を再度示そう50。 

 

 太初に、この世にはただ人間（プルシャ）の形をしたアートマンのみが存在し

 ていた。彼はあたりを見まわしたが、自分以外のものを見出さなかった。彼

 は、実に、すこしも愉しくなかった。それ故に、〔現在でも〕独りでいる人は

 愉しくないのである。彼は第二の者がほしいと思った。彼は女と男が抱擁した

 ほどの大きさであった。彼はまさしくこの自分の身体を二つに切り離した

 （apAtayat＜pat）。こうして夫（pati）と妻（patnI）とが生じた。それ故にヤー

 ジュニャヴァルキヤは、「この身体は、自分自身のいわば片われである」と語

 ったといわれる。そういうわけで、〔半身の分離によって生じた〕空間は、〔分

 離した〕女によってまさしく充たされるのである。彼（アートマン）はその女

 と交わった。その結果、人類が生じた。ところで、彼女は考えた。「いったい、

 どうして、彼は私を自分自身から生んでおいて、私と交わったりするのでしょう。

                                                 
50 [服部 2005 pp. 130-131] 
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 そうだ、隠れてやりましょう」と。彼女は牝牛となった。〔すると〕他方（アート

 マン）は牡牛となって、彼女とまさしく交わった。そうして牛族が生まれた。彼

 女は牝牛／牝驢馬となった。……単蹄族が生まれた。……山羊・羊族が生まれた。

 このようにして、彼は配偶関係にあるものは何でも、蟻に至るまで、すべて創造

 した。 

 

 このアートマンは、男女に分裂し創造を行なう者であるが、分裂前の姿が「男と女が

抱擁したほどの大きさ」であり、1 人の人の形ではない。そのため「分裂前も分裂後も

1 人の人の形を取る人型の存在」としては、やはりアルダナーリーシュヴァラになって

初めて成立したと考えても良いのかもしれない。 

 アルダナーリーシュヴァラのように「分裂前も分裂後も 1 人の人の形を取る人型の存

在」の記述は『マヌ法典（manu-smRti）』に見られる。『マヌ法典』は、紀元前 2 世紀か

ら紀元後 2 世紀の間に成立したとされる社会体制や行動規範に関する文献である。その

第 1 章は、社会体制や行動を規範を定めるためにヴァルナを宇宙の秩序と位置付ける世

界創造神話に充てられている。初めにブラフマンが世界を創造する様子が描かれる。そ

の後、人類の創造に移るのであるが、その人類創造においてアルダナーリーシュヴァラ

と同様の概念の存在が示される。以下にその当該部分を示す51。 

 

 1.32．かの主（ブラフマン52）は、自らの身体を二分して、半分によって男と

    なり、半分で女となり、彼女の中にヴィラージュを生み出した。 

 1.33．ブラーフマナのなかの最も優れた者たちよ！かの男子ヴィラージュが苦

    行を行なって自ら創造した者がこのいっさいの創造者である私（マヌ）

    であるとしるべし。 

 

 これはブラフマー創造神話と類似した内容53であり、アルダナーリーシュヴァラ同様

「分裂前も分裂後も 1 人の人の形を取る人型の存在」である。プラーナ聖典の年代特定

が困難なため、この『マヌ法典』の記述がプラーナ聖典に先んじるかどうかは分からな

いが、遅くとも紀元前 2 世紀から紀元後 2 世紀には、このような存在が認識されていた

ということが言える。 

 

 

 

                                                 
51 [渡瀬 1990 p. 26] 
52 原文を見ると「ブラフマン」は男性形であるため「ブラフマー」と訳すこともできる。 
53 第 2章においても、この記述を取り扱う。 
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第 2 項 ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話 

 「男女に分裂し創造を行なう者」の神話には、ブラフマー神によるものとシヴァ神に

よるものがあると先に述べた。それらは内容が類似しており、同一の神話のヴァリエー

ションである可能性がある。本論文は、アルダナーリーシュヴァラという神が形成され

る過程を明らかにするために、ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神

話が同一の神話のヴァリエーション54であることと、それらの神話が作られていった順

番、すなわち神話の変遷を明確にすることを目的としている。 

 まず、本論文ではアルダナーリーシュヴァラという神を「シヴァ神とその配偶神によ

る男女両性具有の状態」と定義することとする。イーシュヴァラという言葉が入ってい

ることからシヴァ神であることは必須と考えられる。一方、「アルダナーリー（半身が

女性）」という修飾語を伴っているため、言葉上では、半身部分は女神である必要はな

いと言える。しかし、現在、一般的に信仰されているアルダナーリーシュヴァラはシヴ

ァ神とその配偶者としての女神55であるため「半身はシヴァ神の配偶者である女神」と

定義する。 

 続いて、ブラフマー創造神話の定義は「世界創造の場面においてブラフマー神が男性

半身と女性半身に分裂する56」という内容が含まれていることとした。この定義に基づ

いてブラフマー創造神話を抜粋したところ、17 種類のヴァリエーション57があった。そ

れらの記述箇所は以下の通りである。 

 

・『マヌ法典』1.1-51 

・agni-p. 17.15-18.1 

・bhAgavata-p. 3.12.51-56 

・brahma-p. 1.41-59 

・brahma-p. 43.30-38 

・brahma-p. gm. 91.33cd-35ab 

・brahmANDa-p. 1.2.9.8cd-42 

・kAlikA-p. 25.44-55 

                                                 
54 本論文では、同一の神話のヴァリエーションであることを決定する定義として、内容の

類似性が高いことと一方が他方の内容を否定するような記述がないことという 2つの条件

を満たしているものとする。 
55 この配偶神をパールヴァティー女神であると断定することも可能だが、図像や記述、現

地の人々の言動などから判断し、ガウリー女神やサティー女神、ウマー女神、カーリー女

神などシヴァ神との夫婦関係が示される女神は全て含むことがより良いと考え、「配偶者と

しての女神」とした。 

56 前後の文脈が類似しているため「左右の親指から男性と女性を創る」という神話（varAha-p. 

2.13-20）も含めた。 
57 前述の『マヌ法典』も含む。 
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・kUrma-p. 1.8.1-12ab 

・liGga-p. 1.70.260cd-276 

・matsya-p. 3.30-32 

・padma-p. 1.40.67-72 

・Civa-p. 2.1.16.3-15ab 

・Civa-p. 5.29.16-30.5 

・Civa-p. 7.1.17.1-6 

・varAha-p. 2.13-20 

・vAyu-p. 10.1-17 

 

 一方、アルダナーリーシュヴァラ創造神話の定義についても同様に「世界創造の場面

においてシヴァ神が男性半身と女性半身に分裂する」という内容が含まれていることと

した。アルダナーリーシュヴァラ創造神話には 16 種類のヴァリエーションがあった。

それらの記述箇所は以下の通りである。 

 

・kUrma-p. 1.10.88-11.14ab 

・liGga-p. 1.5.28-33 

・liGga-p. 1.41.7-13ab 

・liGga-p. 1.41.37-48 

・liGga-p. 1.70.314-329ab 

・liGga-p. 1.99.6cd-14ab 

・mArkaNDeya-p. 47.3-16ab 

・padma-p. 1.3.166-179ab 

・Civa-p. 2.1.15.49-59 

・Civa-p. 3.3.1-30 

・Civa-p. 7.1.16.4-26 

・skanda-p. 1.2.22.35cd-38ab 

・skanda-p. 7.2.9.1-17 

・varAha-p. 2.42-51 

・vAyu-p. 9.67-84 

・viSNu-p. 1.7.1-17ab 

 

 これら 33 の神話の構造を詳細に分析したり神話全体の流れを分類することで、ブラ

フマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話が同じ神話のヴァリエーション

であることを明確にし、それらの神話が作られた順番、すなわち神話の変遷を推察し、

アルダナーリーシュヴァラという神の成立過程について論じて行こうと思う。 
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第 1 章 ブラフマー創造神話 

 

 本章ではブラフマー創造神話の構造について論じる。本論文では、ブラフマー創造神

話の定義を「世界創造の場面においてブラフマー神が男性半身と女性半身に分裂する58」

という内容が含まれていることとした。15 のプラーナ聖典、および『マヌ法典59』の中

から、この定義に基づいたブラフマー創造神話を抜粋すると、『マヌ法典』1.1-51、 

agni-p. 17.15-18.1、bhAgavata-p. 3.12.51-56、brahma-p. 1.41-59、brahma-p. 43.30-38、 

brahma-p. gm. 91.33cd-35ab、brahmANDa-p. 1.2.9.8cd-42、kAlikA-p. 25.44-55、 

kUrma-p. 1.8.1-12ab、liGga-p. 1.70.260cd-276、matsya-p. 3.30-32、padma-p. 1.40.67-72、 

Civa-p. 2.1.16.3-15ab、Civa-p. 5.29.16-30.5、Civa-p. 7.1.17.1-6、varAha-p. 2.13-20、 

vAyu-p.10.1-17 という 17 の神話60があった。それらに共通する構成要素61や特徴的な構

成要素、物語の流れに関わる構成要素を取り出すと、以下の通りであった。 

 

 A62. 発端：ブラフマー神による創造行為63 

 B. 分裂：ブラフマー神が半身により女性に、半身により男性へと分裂する64 

 C. シャタルーパーによる苦行65 

 D. マヌとシャタルーパーに関する記述：マヌとシャタルーパーが夫婦関係に 

   なる66 

                                                 

58 前後の文脈が類似しているため「左右の親指から男性と女性を創る」という神話（varAha-p. 

2.13-20）も含めた。 
59 『マヌ法典』にもブラフマー創造神話が述べられているため、本章で取り扱う。 
60 本論文では、筆者がひとまとまりとして捉えた 1つの物語、すなわちそれぞれの構成要

素（「構成要素」の定義は後述する）を含んだ一連の流れを持つ物語のことを「神話」と呼

び、それぞれの神話にあるひとまとまりの文章や 1つ、もしくはいくつかの構成要素を含

んだ文章を「記述」と呼ぶこととする。 
61 本論文において定義する「構成要素」は、物語中にある神話素の機能や意味などを抜粋

もしくは要約したもののことを指す。神話素とは、C・レヴィ＝ストロースによって提唱さ

れた概念であり、神話（物語）中において、何かしらの機能やテーマなどの意味を持って

いる、最小単位の文章のことである。この神話素と本論文における構成要素が、一致して

いる場合もあるが、いくつかの連続的な神話素を 1つの構成要素として扱っている場合も

あるため、本論文では「構成要素」と呼ぶこととする。 
62 ここでは、便宜的にアルファベットによって分類した。 
63 構成要素 Aは、ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話の起点となる

ものであり、ブラフマー神による創造の過程において男女に分裂する存在が必要な理由や

状況を示している。 
64 構成要素 Bは、ブラフマー神が自分自身の身体を男性半身と女性半身の 2つに分けると

いう内容である。 
65 構成要素 Cは、女性半身シャタルーパーが困難な苦行をするという内容である。 
66 構成要素 Dは、Bにおいて分裂した半身同士が夫婦になるという構成要素である。 
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 E. マヌとシャタルーパーの子供たち67 

 F. その他の者たちの創造68 

 G. サーンキヤ・ヨーガ哲学に関する記述69 

 

 この中で、構成要素 A、B、C、D、E は神話の流れに関わる構成要素であり、F、G

は神話の流れに関わりのない構成要素である70。つまり、構成要素 A→B→C→D→E へ

と物語が進んでいく前後や途中に構成要素 F、G が混在しているという形となっている。 

 本章では、第 1 節において構成要素ごとの細部における分析をし、第 2 節において神

話の流れという全体的な分析を行なう。 

 第 1 節では、まず 17 のブラフマー創造神話の中から抜粋したそれぞれの構成要素に

該当する記述を内容別に詳細に分類する。例えば、構成要素 A（発端：ブラフマー神に

よる創造行為）を分類する場合、「ブラフマー神が創造を行なったが、創造された者た

ちが繁栄しない」という内容を含む記述を A1 と名付け、1 つのヴァリエーションとし

た。A1 においては更なる詳細な分類が可能と考え、A1 において創造された者たちが、

生類の場合に A1①71とし、聖仙の場合に A1②とした。次に「ブラフマー神が創造のた

めに苦行する」という内容を含む記述を A2 というヴァリエーションとした。そして「創

造を進めている過程」にある記述を A3 とし、「ヴィシュヌ神やヴィシュヌ神の化身に

より、創造を促される」という内容の記述を A4 とした。このように A から G までの

全ての構成要素を分類し、そのヴァリエーションから見られる一致や相違について分析

する。一致点があることにより、17 のブラフマー創造神話が同じ物語を述べているこ

とが明らかになり、相違点があることにより、それがいくつものヴァリエーションを持

つことが明らかになる。 

 第 2 節では、17 のブラフマー創造神話全体の流れについて論じる。第 1 節において

分類した構成要素を、それぞれの神話の流れに沿って並べ、17 のブラフマー創造神話

がどのような構成要素の順番から成り立っているかを分析する。このように神話全体の

流れをパターン化することで、ブラフマー創造神話という 1 つの物語の基本的な形態を

導き出そうと試みる。 

                                                 
67 構成要素 E は、構成要素 D の夫婦から生まれる次世代に関するものである。 

68 構成要素 Fは、ブラフマー神が創造の過程において創り出した様々な者たちに関する記

述を集めたものである。 
69 構成要素 Gは、サーンキヤ哲学やヨーガ哲学の思想を取り入れていると思われる記述の

構成要素である。 
70 物語の流れに関わりのない構成要素と判断した理由は、他の構成要素との強い関連性が

なく、仮にこの構成要素が欠如したとしても、物語のつじつまが合わないなどの問題が生

じない故である。 
71 ①、②、③とした理由は、A1、A2、A3、A4 ほどの相違がなく、第 2節において神話全

体の流れを見る際に、その相違がさほど重要視されなくても問題がないと筆者が判断した

ためである。 
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第 1 節 ブラフマー創造神話の構成要素 

 

 

第 1 項 構成要素別分類 

 まず、ブラフマー創造神話を構成要素別に分類すると、以下のようになる。 

 

A. 発端：ブラフマー神による創造行為 

 A1. ブラフマー神が創造を行なったが、創造された者たちが繁栄しない 

 ①創造された者たち：生類 

 ②創造された者たち：聖仙 

 A2. ブラフマー神が創造のために苦行する 

 A3. 創造を進めている過程 

 A4. ヴィシュヌ神やヴィシュヌ神の化身により、創造を促される 

 

B. 分裂：ブラフマー神が半身により女性に、半身により男性へと分裂する 

 B1. ブラフマー神が自分の意志で分裂する 

 ①分裂した男性：ヴィラージュでもありスヴァーヤンブヴァでもあり男性でも 

     あるマヌ 

  分裂した女性：シャタルーパー 

 ②分裂した男性：ヴァイラージャ（ヴィラージュの息子）でもありスヴァーヤ 

     ンブヴァでもあり男性でもあるマヌ 

  分裂した女性：シャタルーパー 

 ③分裂した男性：スヴァーヤンブヴァでもあるマヌ 

  分裂した女性：シャタルーパー 

 ④分裂した男性：記述なし 

  分裂した女性：シャタルーパー 

 ⑤男性半身マヌと女性半身シャタルーパーに分裂するという記述に他の構成 

     要素が混在している 

 ⑥正しく行いをし、運命を観察しているとブラフマー神の身体が男性半身マヌ 

     と女性半身シャタルーパーに二分される 

 ⑦分裂した男女がヴィラージュを創造し、そのヴィラージュがマヌを創造する 

 ⑧シヴァ神に促され、ブラフマー神が男性スヴァーヤンブヴァと女性シャタル 

     ーパーに分裂する 

 ⑨男女に分裂する 
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 ⑩男女に分裂し、それが夫と妻になる 

 ⑪親指から男性と女性を創る 

 B2. ブラフマー神が自身の半身から妻を生み出す 

 

C. シャタルーパーによる苦行 

  ①構成要素 B において分裂した女性半身シャタルーパーが苦行する 

 

D. マヌとシャタルーパーに関する記述：マヌとシャタルーパーが夫婦関係になる 

 D1. マヌとシャタルーパーが夫婦になる 

 ①マヌがシャタルーパーを妻にする 

 ②シャタルーパーがマヌを夫にする 

 ③マヌがシャタルーパーを妻とし、さらにラティという名前の起源が語られる 

 ④シャタルーパーがマヌを夫とし、さらにラティという名前の起源が語られる 

 D2. その他の記述 

 ①maithuna（性行為）と vivAha（結婚）という表現 

 ②mithuna（夫婦）という表現 

 ③maithuna（性行為）という表現 

 

E. マヌとシャタルーパーの子供たち 

 E1. 息子や娘を生み出した 

 ①息子：プリャヴラタとウッターナパーダ、娘：アークーティとプラスーティ 

 ②息子：プリヤヴラタとウッターナパーダ、娘：アークーティとデーヴァフー 

     ティとプラスーティ 

 ③息子：プリヤヴラタとウッターナパーダ、娘：名前は不明 

 ④息子：プリヤヴラタとウッターナパーダのみ 

 E2. 生類たちを生み出した 

 

F. その他の者たちの創造 

 F1. ルドラの創造 

 ①怒りから生まれる。「泣く」ので「ルドラ」と名付けられる 

 ②怒りから生まれる 

 ③「泣く」ので「ルドラ」と名付けられる 

 ④ニーラローヒタ（赤みがかった青色）であるルドラが生まれる 

 F2. 聖者たちの創造 

 F3. その他の者たちの創造 
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G. サーンキヤ・ヨーガ哲学に関する記述 

  G1. トリグナ72に関する記述 

 G2. プルシャとプラクリティという記述 

 ①プルシャとプラクリティ 

 ②プラクリティ 

 G3. ヨーガに関する記述 

 

 続いて、上記の構成要素を神話の流れに沿って配置する（表 4）。この表 4 は、それ

ぞれのブラフマー創造神話の中で、どの構成要素がどの偈で述べられているかを示した

ものである。『マヌ法典』を例に取ると、『マヌ法典』第 1 章 1 偈から 31 偈において構

成要素 A3（創造を進めている過程）を述べており、32 偈で構成要素 B1⑦（分裂：ブ

ラフマー神が半身により女性に、半身により男性へと分裂する：ブラフマー神が自分の

意志で分裂する：分裂した男女がヴィラージュを創造し、そのヴィラージュがマヌを創

造する73）を述べ、34-35 偈で構成要素 F2（聖者たちの創造）を述べ、36-51 偈で構成

要素 F3（その他の者たちの創造）を述べているということである。この表 4 を見ると、

17 のブラフマー創造神話の中で各構成要素が複雑に配置され、それぞれの神話が様々

なヴァリエーションを持って描かれていることが分かる。 

  

                                                 
72 サットヴァ、ラジャス、タマスの 3要素のことである。 

73 B（分裂：ブラフマー神が半身により女性に、半身により男性へと分裂する）におけ

る B1（ブラフマー神が自分の意志で分裂する）の中の⑦（分裂した男女がヴィラージ

ュを創造し、そのヴィラージュがマヌを創造する）という構成要素であるため、B1⑦

（分裂：ブラフマー神が半身により女性に、半身により男性へと分裂する：ブラフマー

神が自分の意志で分裂する：分裂した男女がヴィラージュを創造し、そのヴィラージュ

がマヌを創造する）と表記した。以下、同様の表記を行なう。 
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表 4 神話の構成要素と当該箇所を対応させた表（ブラフマー創造神話） 

文献名 各構成要素の配置（上段：構成要素、下段：対応する偈） 

マヌ法典         

1.1-51 

A3 B1⑦ F2 F3         

1-31 32 34-35 36-51         

agni-p.          

17.15-18.1 

F2 A3 B1③ C① E1③ 
 

  

15 15-17 17.16-17,18.1 18.1 18.1     

bhAgavata-p. 

3.12.51-56 

A1② B1⑥ D2② E1②         

51-52 53-55 54-55 56         

brahma-p.       

1.41-59 

F2 F1② F3 A1① B1⑤ D1① E2   

44-50 46 47-51 52 53-58 58 59   

brahma-p.      

43.30-38 

A3 F3 F2 B1⑨ D2③ E2 

30 31-36 33-34 37-38ab 37-38ab 37-38ab 

brahma-p.gm. 

91.33cd-35ab 

B1⑩             

33cd-35ab             

brahmANDa-p. 

1.2.9.8cd-42 

A1① G1 B1④ G2② F2 F1④ A1①   

8cd-9 10-13 13-15 15 16-29 23 28-29   

B1② G1 G2① C① D1③ E1①   

31-36,39 28-32 33-38 35-36 37-38 40-42   

kAlikA-p.       

25.44-55 

F1③ A3 B1⑦ F2 
   

  

44-46 1-43 50-52 51-54         

kUrma-p.       

1.8.1-12ab 

G1 A3 B1① G3 C① D1② E1①   

2-5 5-6 6-11 7-8 9-11 9-11 9-11   

liGga-p. 1.70.  

260cd-276 

A1① G1 B1① G2② C① D1④ E1①   

261 261-266 267-273 268 269-270 269-273 275-276   

matsya-p.      

3.30-32 

A3 B1④             

30-31 30-32             

padma-p. 

1.40.67-72 

A2 B2 F2           

67 68 69-72           

Civa-p. 2.1.    

16.3-15ab 

A3 F2 F3 B1⑧ C① G3 D2① E1② 

3-9 4-8 9  10-12 12 12 11-13 14-15ab 
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Civa-p. 5.       

29.16-30.5 

F2 F1② F3 A1① B1⑤ C① 

29.16-19 29.17 29.23 29.24 29.24-27,30.1-2 30.3 

D1② E1④ 
     

  

30.3 30.5             

Civa-p. 

7.1.17.1-6 

A3 B1① C① D1② E1①     

7.1.16.4-16 1-3 4 4 5-6     

varAha-p.  

2.13-20 

A4 F1① B1⑪           

13 14-16 18-19           

vAyu-p.    

10.1-17 

A1① G1 B1① C① D1④ E1①   

1 2-5 7-11,14 10-11 10-13 15-17   

 

 以下、原文と和訳を示してこれらの構成要素を詳細に分析していく。 

 

 

第 2 項 構成要素 A の分析 

 構成要素 A（発端：ブラフマー神による創造行為）は、本章で扱うブラフマー創造神

話と次章で論じるアルダナーリーシュヴァラ創造神話の起点となる構成要素である。基

本的には、ブラフマー神による創造の過程において男女に分裂する存在が必要な理由や

状況を示している。A1 では、創造された者たちが繁栄しないため、創造が進まないこ

とを示しており、A2 では、苦行をしている。A3 においても、自身の身体を捨てたり、

女神を念想したり、様々な者たちを創造している。A4 は、varAha-p. がヴィシュヌ神を

最高神とするヴィシュヌ派に属するプラーナ聖典であるため、ヴァラーハ（ヴィシュヌ

神の化身）がブラフマー神に対し、創造を促していると考えられる。 

 このように、多くの記述において創造が容易ではないことが示されている。その中で、

ブラフマー神が男女に分裂し、新しい形の創造を始めるという要素は、創造を進展させ

る上で、重要な役割を担っていると考えられる。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す74。 

 

 A1. ブラフマー神が創造を行なったが、創造された者たちが繁栄しない 

    ①創造された者たち：生類 

 【brahma-p. 1.52】 

 AyataM75 ca prajAsargaM sRjato ’pi prajApateH / 
                                                 
74 他の構成要素の記述と重複することがあるが、分かりやすくするため、省略せず全てを

載せることとする。 
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 sRjyamAnAH prajA naiva vivardhante yadA tadA //52// 

 プラジャーパティ（創造主、ブラフマー）からのたくさんの生類の創造がなさ

 れた時でも、創造された生類は、全く繁栄しなかった。 

 

 【brahmANDa-p. 1.2.9.8cd-9】 

 athAsya sRjataH sargaM prajAnAM parivRddhaye//8cd// 

 na vyavarddhaMta tAH sRSTAH prajAH kenApi hetunA/ 

 tataH sa vidadhe buddhim arthaniCcayagAminIm//9// 

 そして生類の創造を促進させるためにこの者（ブラフマー）が創造している間、

 それらの創造された生類はいかなる理由によっても繁栄しなかった。そこで彼

 （ブラフマー）は原因に近づくための知性を働かせた。 

 

 【brahmANDa-p. 1.2.9.28-29】 

 kriyAvaMtaH prajavaMto maharSibhir alaMkRtAH/ 

 yadA tair iha sRSTais tu dharmmAdyaiC ca maharSibhiH//28// 

 sRjyamAnAH prajAC caiva na vyavarddhaMta dhImataH/ 

 tamomAtrAvRtaH so ’bhUc chokapratihataC ca vai//29// 

 〔彼らは〕儀礼を行い生産（生殖）を行なう者たちであり、偉大なリシたちに

 よって讃えられている。この世界で、これらの創造されたダルマをはじめとす

 る偉大なリシたちによって、生類たちが知者（ブラフマー）から創造されたが、

 繁栄しなかった時、彼（ブラフマー）はタマスの要素に覆われ、そして悲しみ

 に打ちひしがれた。 

 

 【liGga-p. 1.70.261】 

 yadAsya tAH prajAH sRSTA na vyavardhaMta sattamAH / 

 tamomAtrAvRto brahmA tadA Cokena duHkhitaH // 261 // 

 彼に創造されたこれらの素晴らしい生類が繁栄しなかったので、タマスの要素

 に覆われたブラフマー神は、悲しみによって落ち込んだ。 

 

 【Civa-p. 5.29.24】 

 sRjyamAnAH prajAC caiva nAvarddhanta yadA tadA76 / 

                                                                                                                                               

75 原文（n 版）では Aya taM（分書）となっているが、英訳を参照し、単語の有無を考慮し、

AyataM（連書）とした。 

76 k 版では yadAとなっている。この場合、「何度も何度も創造された生類たちが増えなか

った」ことになり、意味的に不可解な点があるので、n 版を採用した。ほぼ平行句である

brahma-p. 1.52 でも tadA となっている。 
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 dvidhA kRtvAtmano dehaM strI caiva puruSo ’bhavat //24// 

 創造された生類たちが繁栄しなかったので、〔ブラフマーは〕自身の体を 2 つ

 にしてまさに男と女になった。 

 

 【vAyu-p. 10.1】 

 evaM bhUteSu lokeSu brahmaNA lokakartRNA / 

 yadA tA na pravarttante prajAH kenApi hetunA // 1 // 

 このように、世界の創造者ブラフマーによって世界〔の生類〕が創られたが、

 それらの生類はいかなる原因によっても増えなかった。 

 

 ②創造された者たち：聖仙 

 【bhAgavata-p. 3.12.51-52】 

 RSINAM bhUrivIryANAm api sargam avistRtam / 

 jJAtvA tad vRddhaye bhUyaC cintayAmAsa kaurava // 51 // 

 聖仙たちの偉大な力によってでさえも発展しない創造を知って、彼（ブラフマ

 ー）は、再びそれの増大77のために熟考した。カウラヴァ78よ。 

 aho adbhutam etan me vyApRtasyApi nityadA / 

 na hy edhante prajA nUnaM daivam atra vighAtakam // 52 // 

 おお。これは驚くべきことだ。私が常に従事しているにもかかわらず、生類が

 全く繁栄しない。この場合、確実に運命が邪魔をしている。 

 

 A2. ブラフマー神が創造のために苦行する 

 【padma-p. 1.40.67】 

 yaM kAlaM te gatA brahmabrahmA taM kAlam eva ca / 

 tapo ghorataraM bhUyaH saMCritaH paramaM padaM // 67 // 

 彼ら苦行をするバラモンたちが去ったまさにその時、〔ブラフマーは〕さらに

 非常に厳しい最高の状態の段階の苦行をしていた。 

 

 A3. 創造を進めている過程 

 【agni-p. 17.15-17】 

 marIcim atryangirasaM pulastyaM pulahaM kratum/ 

                                                 
77 前文に tato parAm upAdAya sa sargAya mano dadhe //50cd//（そして最高の者（女性）を得て、

彼は創造のために専心した。）とあるので、「それの増大」とは創造が進むことを指してい

ると考えられる。 
78 ヴィドゥラのこと。ヴィドゥラとは、マハーバーラタの主要な登場人物の 1人で、「ヴィ

ヤーサとアンバーリカーの召使い女の息子。ドリタラーシトラとパーンドゥの異母弟[上村 

2002 p. 38]」である。 
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 vasiSThaM mAnasAn sapta brahmANAn iti niCcitam//15// 

 ブラフマーの心から生まれた 7 人と言われるマリーチ、アトリ、アンギラス、

 プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ヴァスィシュタを〔創った〕。 

 saptaite janayanti sma prajA rudrAC ca sattama/ 

 dvidhA kRtvAtmo79 deham arddhena puruSo ’bhavat// 16// 

 arddhena nArI tasyAM sa brahmA vai cAsRjat prajAH//17// 

 最高の者よ。この 7人は生き物やルドラたちを生み出した。自身を 2つにして、

 半身によって男性に、半身によって女性になった。そして、かのブラフマーは

 彼女の中に生き物たちを創造した。 

 

 【brahma-p. 43.30】 

 tAdRgbhUtas tato brahmA sarvalokamaheCvaraH/ 

 paJcabhUtasamAyuktaM sRjate ca CanaiH CanaiH80//30// 

 それから、そのような存在である全世界の偉大な神ブラフマーは、五大要素81を

 合わせた〔世界〕を徐々に創っていった。 

 

 【kUrma-p. 1.8.5-6】 

 adharmAcaraNo viprA hiMsA cACubhalakSaNA / 

 svAM tanuM sa tato brahmA tAm apohata bhAsvarAm // 5 // 

 バラモンたちよ。〔その一対は〕アダルマーチャラナ（非法な行い）と不吉な

 性格のヒンサー（暴力）である。そこで、かのブラフマー神は自分のその輝く

 体を捨てた。 

 dvidhAkarot punard deham arddhena puruSo ’bhavat / 

 arddhena nArI puruSo virAjam asRjat prabuH // 6 // 

 さらに身体を 2 つにし、半分が男性に、半分が女性になった。男性神はヴィラ

 ージュ（主）を創った。 

 

 【matsya-p. 3.30-31】 

 sAvitrIM82 lokasRSTyarthaM hRdi kRtvA samAsthitaH / 

                                                 

79 A 版では kRtvA ’’tsano となっている。これは、kRtvA Atsano の連声を分かりやすくしたもの

と思われる。語に関しては、A 版の Atsano ではなく、英訳を参照し、n 版の Atmano を採用

した。よって、表記は kRtvAtmano を採用した。 
80 CanaiH CanaiH に関して、英訳では slowly となっているが、創造を進めていくという状況

から判断し、徐々にと訳した。 
81 地水火風空のことと考えられる。 

82 原文（A 版）は sAvitrI となっているが、英訳を参照し、語形変化を考慮し、sAvitrIM とし

た。 
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 tataH saMjapatas tasya bhittvA deham akalmaSam // 30 // 

 strIrUpam ardham akarod ardhaM puruSarUpavat / 

 CatarUpA ca sA khyAtA sAvitrI ca nigadyate // 31 // 

 〔ブラフマー神は〕世界創造のために、心の中でサーヴィットリーを念想し、

 そして唱える者（ブラフマー）は、汚れのない体を自分から分けて、半身を女

 性の姿にし、半身を男性の姿にした。そして彼女はシャタルーパーと呼ばれ、

 サーヴィットリーとも呼ばれた。 

 

 【Civa-p. 2.1.16.3-9】 

 sRSTyaM tAn aparAMC cApi nAhaM tuSTo ’bhavaM mune83 / 

 tato dhyAtvA CivaM sAmbaM sAdhakAn asRjaM mune // 3 // 

 そして私は他の者たちを創造しても満足しなかった。聖者よ。そこで、アンバ

 ーを共なるシヴァを瞑想し、私はサーダカ（修行者）たちを創造した。聖者よ。 

 marIciM ca svanetrAbhyAM hRdayAd bhRgum eva ca / 

 Ciraso ’girasaM vyAnAt pulahaM munisattamam // 4 // 

 udAnAc ca pulastyaM hi vasiSThaJ ca samAnataH / 

 kratuM tv apAnAc chrotrAbhyAm atriM dakSaM ca prANataH // 5 // 

 asRjaM tvAM tadotsaMgAc chAyAyAH kardamaM munim / 

 saMkalpAd asRjaM dharmaM sarvasAdhanasAdhanam // 6 // 

 マリーチを私の両目から、ブリグを心から、アンギラスを頭から、聖者の最高

 者プラハをヴィヤーナ（気）から、プラスティヤをウダーナ（気）から、ヴァ

 スィシュタをサマーナ（気）から、クラトゥをアパーナ（気）から、アトリを

 耳から、ダクシャをプラーナ84（気）から、あなた（ナーラダ）を膝から、カ

 ルダマ仙を影から、私は創った。〔さらに〕私は、全てを成就させる手段であ

 るダルマをサンカルパ（誓願）から創った。 

 evam etAn ahaM sRSTvA kRtArthaH85 sAdhakottamAn / 

 abhavaM muniCArdUla mahAdevaprasAdataH // 7 // 

 このように私はこれらの最高のサーダカたちを創り、マハーデーヴァの恩恵に

 よって、満足した。聖者の最高者よ。 

 tato mad AjJayA tAta dharmaH saMkalpasaMbhavaH / 

 mAnavaM rUpam ApannaH86 sAdhakais tu pravartitaH // 8 // 

                                                 

83 n 版では’bhavamune となっているが、英訳を参照し、語形変化を考慮し、k 版の’bhavaM 

muneを採用した。 
84 プラーナは風あるいは気を意味し、体内を巡って体調を整えるものである。五風（気）

や十風（気）として知られる。前述の気も全てプラーナに含まれる。 

85 n 版では kRtArthas となっている。 
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 そして、私の命令によって、サンカルパから生まれたダルマは、人間の姿を得

 て、サーダカたちと共に動き始めた。愛しき者よ。 

 tato ’sRjaM svagAtrebhyo vividhebhyo ’mitAn sutAn / 

 surAsurAdikAMs tebhyo dattvA tAM tAM tanuM mune // 9 // 

 そして、私は自分の肢体の様々な部分から、神からアスラまでの無数の息子た

 ちを、彼らにそれぞれの体を与えて創った。聖仙よ。 

 

 【kAlikA-p. 25.1-43】 

 ブラフマー神が原子レベルの創造をし、その維持のためにヴィシュヌ神になり、

 更に地球を水から持ち上げて世界像創造をするためにヴァラーハになる87。 

 

 【Civa-p. 7.1.16.4-26】 

 ブラフマー神による創造の過程でアルダナーリーシュヴァラが創造を行なう88。 

 

 【『マヌ法典』1.1-31[渡瀬 1990 pp. 21-26]】 

 ブラフマンが世界創造と生類創造をする。 

 

 A4. ヴィシュヌ神やヴィシュヌ神の化身により、創造を促される 

 【varAha-p. 2.13】 

 evambhUtasya me devi nAbhipadme89 caturmukhaH / 

 uttasthau sa mayA proktaH prajAH sRja mahAmate //13// 

 このようになっている私（ヴァラーハ）の臍の蓮の上に四面〔のブラフマー〕

 が現れ出た。女神よ。マハーマティー（思慮深き者）よ。私は彼（ブラフマー）

 に「生類を創造せよ」と言った。 

 

 

第 3 項 構成要素 B の分析 

 構成要素 B（分裂：ブラフマー神が半身により女性に、半身により男性へと分裂する）

では、ブラフマー神が自分自身の身体を男性半身と女性半身の 2 つに分けるという形が

基本となっている。 

 多くの記述で女性半身の名前をシャタルーパーとしている。B1④matsya-p. 3.30-32 に

                                                                                                                                               

86 n 版では Apannas となっている。 
87 原文および翻訳は省略する。 
88 第 2 章にて取り扱っている神話なので、詳細は第 2 章を参照のこと。 

89 原文（b 版）は nAMbhipadme だが、英訳を参照し、nAbhipadme とした。 
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もある通り、シャタルーパーという名はブラフマー神の配偶神サラスヴァティー女神の

別名であり、半身同士の関係性が夫婦関係である可能性が高い。B2 の記述も半身の女

性を妻として生み出しており、夫婦関係がある。他の記述も、多くが後に女性半身を妻

にする90ことから、この半身同士には夫婦関係が強くイメージ付けられていると言える。 

 B1①と B1②、B1③に関しては、スヴァーヤンブヴァ（ブラフマー神の息子）という

名とマヌ（男性、人間）という名が述べられ、ブラフマー神から生まれた最初の男性で

あることが主張されていると言える。反対に B1④では、男性半身の特徴が示されてい

ない。女性半身に関しては、B1①～④では、シャタルーパーという名を確実に述べて

いる。B1⑤では、ヴィシュヌ神とナーラーヤナ神、アーパヴァが登場している。それ

ぞれの記述内容に差異はあるが、ヴィラージュを創った者がヴィシュヌ神であること、

ナーラーヤナ神の創造は子宮から生まれたものではないこと、アーパヴァがシャタルー

パーと夫婦になることという構成要素が述べられている。これらの構成要素は B1①～

④には見られないため、他の神話の構成要素が混在した可能性がある。B1⑥では、男

性半身がスヴァーヤンブヴァ、マヌ、女性半身がシャタルーパーという名前であり、こ

れは B1①～③と一致している。B1⑦では、分裂した 2 人がヴィラージュを創り、さら

にそのヴィラージュからマヌが創られており、前章で述べた『マヌ法典』の内容と一致

している。B1⑧では、分裂をシャンカラ（シヴァ神）が指示する。この場面でのシヴ

ァ神の登場はこの文献だけである。Civa-p.が、シヴァ神を最高神とするシヴァ派に属す

るプラーナ聖典であることが、シヴァ神登場の一因と考えられる。B1⑨では、男性と

女性に二分したことのみで、男女の名が述べられていないが、特筆すべきは「右半身が

男性になり、左半身が女性になる」ことであろう。右半身が男性、左半身が女性という

形は、現在のアルダナーリーシュヴァラの姿と同様である91。B1⑩でも同様に右から男

性が創られ、左から女性が創られている。しかし親指という他には見られない構成要素

を持っている。これは、他の神話の構成要素が混入したものと考えられる。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

 B1. ブラフマー神が自分の意志で分裂する 

 ①分裂した男性：ヴィラージュであり、スヴァーヤンブヴァであり、男性マ 

     ヌ 

  分裂した女性：シャタルーパー 

 【kUrma-p. 1.8.6-11】 

 dvidhAkarot punard deham arddhena puruSo ’bhavat / 

 arddhena nArI puruSo virAjam asRjat prabuH //6// 

 さらに身体を 2 つにし、半分が男性に、半分が女性になった。男性神はヴィラ

                                                 
90 本節第 5項を参照のこと。 
91 序論第 1節第 2項を参照のこと。 
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 ージュを創った。 

 nArIM ca CatarUpAkhyAM yoginIM sasRje CubhAm / 

 sA divaM pRthivIM caiva mahimnA vyApya saMsthitA //7// 

 そして、彼は〔女性半身によって〕シャタルーパーという名の吉祥なるヨーギ

 ニーの女性を創った。彼女は偉大さによって、天と地に満ちてとどまった。 

 yogaiCvaryabalopetA jJAnavijJAnasaMyutA / 

 yo ’bhavat puruSAt putro virADavyaktajanmanaH //8// 

 ヨーガの超能力を授けられた者（シャタルーパー）は、〔高い〕知識と判断力

 を持っていた。未顕現から生まれた男性（ブラフマー）から生まれた息子がヴ

 ィラージュである。 

 svAyaMbhuvo manurd devaH so ’bhavat puruSo muniH / 

 sA devI CatarUpAkhyA tapaH kRtvA suduCcaram //9// 

 bharttAraM dIptayaCasaM manum evAnvapadyata / 

 tasmAc ca CatarUpA sA putradvayam asUyata //10// 

 priyavratottAnapAdau kanyAdvayam anuttamam / 

 tayoH prasUtiM dakSAya manuH kanyAM dade punaH //11// 

 その男性（息子）は、スヴァーヤンブヴァ（自生者スヴァヤンブーの息子）で

 あるマヌ神であり、聖者であった。かのシャタルーパーという名の女神は非常

 に困難な苦行をし、輝かしい名声のマヌを夫として得た。そして彼とそのシャ

 タルーパーは 2 人の息子プリヤヴラタとウッターナパーダ、そして 2 人の素晴

 らしい娘をもうけた。彼女たちのうち、プラスーティという娘をマヌはダクシ

 ャに与えた。 

 

 【liGga-p. 1.70.267-273】 

 dvidhA kRtvA svakaM deham ardhena puruSo ’bhavat92 / 

 ardhena nArI sA tasya CatarUpA vyajAyata // 267 // 

 〔ブラフマーは〕自身の体を 2 つにし、半身によって男性になった。彼（ブラ

 フマー）の〔もう一方の〕半身がシャタルーパーという女性として生まれた。 

 prakRtiM bhUtadhAtrIM tAM kAmAd vai sRSTavAn prabhuH / 

 sA divaM pRthivIM caiva mahimnA vyApyadhiSThitA // 268 // 

 〔ブラフマー〕神は意欲（kAma）から、かの〔全〕存在を支えるプラクリティ

 を創った。それ（プラクリティ）は、偉大さによって天と地に満ちて、とどま

 った。 

 brahmaNaH sA tanuH pUrvA divam AvRtya tiSThati / 

                                                 

92 原文（n 版）では puruSobhavat となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

puruSo ’bhavat とした。 
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 yA tv ardhAt sRjato nArI CatarUpA vyajAyata // 269 // 

 sA devI niyutaM taptvA tapaH paramaduCcaram / 

 bhartAraM dIptayaCasaM puruSaM pratyapadyata // 270 // 

 ブラフマーのかの最初の体（男性の半身）は、天を覆ってとどまった。半身か

 ら創られたシャタルーパーという女神は、1 億年の間、最高に困難な苦行をし、

 夫として輝く名声の男性を得た。 

 sa vai svAyaMbhuvaH pUrvaM puruSo manur ucyate / 

 tasyaiva saptatiyugaM manvaMtaram ihocyate // 271 // 

 彼こそ、最初のスヴァーヤンブヴァという男性（人間）マヌであると言われる。

 その 70 の〔大〕ユガ期を、この世界では、マヌヴァンタラと言う。 

 lebhe sa puruSaH patnIM CatarUpAm ayonijAm / 

 tayA sArdhaM sa ramate tasmAt sA ratir ucyate // 272 // 

 かの男性は子宮から生まれたのではないシャタルーパーを妻にした。彼は彼女

 と共に楽しんだ。それゆえ、彼女はラティ93と呼ばれる。 

 prathamaH saMprayogAtmA kalpAdau samapadyata / 

 virAjam asRjad brahmA so ’bhavat94 puruSo virAT // 273 // 

 最初の自身の〔半身同士の〕結合が、カルパの初めに起こった。ブラフマーは

 ヴィラージュを創り、かの男性ヴィラージュが出来た。 

 

 【Civa-p. 7.1.17.1-3】 

 evaM labdhvA parAM Caktim ICvarAd eva CACvatIm / 

 maithunaprabhavAM sRSTiM kartRkAmaH prajApatiH // 1 // 

 svayam apy adbhuto nArI cArddhena puruSo ’bhavat / 

 yArddhena nArI sA tasmAc chatarUpA vyajAyata // 2 // 

 このように、神から、永遠であり最高であるシャクティを得て、性交による生

 殖という創造を欲する創造主（ブラフマー神）は、自身で、半身によって女性、

 〔半身によって〕男性という驚異的な姿になった。半身によって女性に〔なっ

 た〕彼女は、それゆえシャタルーパーとして生まれた。 

 virAjam asRjad brahmA so ’rddhena95 puruSo ’bhavat / 

 sa vai svAyaMbhuvaH pUrvaM puruSo manur ucyate // 3 // 

 ブラフマーは半身によって男性になりヴィラージュを創った。彼は、スヴァー

 ヤンブヴァという最初の男性であり、マヌであると言われる。 

                                                 
93 rati（楽しみ、悦楽）は動詞√ram（楽しむ）からの派生語である。 

94 原文（n 版）では sobhavat となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、so ’bhavat

とした。 

95 n 版では’ddhana となっているが、英訳を参照し、k 版の’rddhena を採用した。 
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 【vAyu-p. 10.7-11,14】 

 svAM tanuM sa tato brahmA tAm apohad abhAsvarAm / 

 dvidhAkarot96 sa taM deham arddhena puruSo ’bhavat // 7 // 

 そこで、かのブラフマーは輝かない自身の体を捨てた。彼はその体を 2 つに分

 け、〔体の〕半身が男性になった。 

 arddhena nArI sA tasya CatarUpA vyajAyata / 

 prAkRtAM bhUtadhAtrIM tAM kAmAn vai sRSTavAn vibhuH // 8 // 

 彼の半身がシャタルーパーという女性として生まれた。〔その後〕遍在する者

 （ブラフマー）は生類を支えるかの大地と欲望を創造した。 

 sA divaM pRthivIM97 caiva mahimnA vyApya dhiSThitA / 

 brahmaNaH sA tanuH pUrvA divam98 AvRtya99 tiSThati // 9 // 

 彼女は偉大さによって天と地に満ちた。ブラフマーのかの以前の体は天を包ん

 でいた。 

 yA tv ardhAt100 sRjate nArI CatarUpA vyajAyata / 

 sA devI niyutan taptvA tapaH paramaduCcaram // 10 // 

 bhartAraM101 dIptayaCasaM puruSaM pratyapadyata / 

 sa vai svAyaMbhuvaH102 pUrvaM puruSo manur ucyate // 11 // 

 半身から創られた女性であるシャタルーパー女神は、1 億年の間、最高に困難

 な苦行をし、〔彼女は〕夫として輝く名声の男性を得た。彼こそ最初のスヴァ

 ーヤンブヴァという男性マヌであると言われる。 

 virAjam asRjat brahmA so ’bhavat puruSo virAT / 

 samrAN mAnasarUpAt103 tu vairAjas tu manuH smRtaH // 14 // 

 ブラフマーはヴィラージュを創った。そのヴィラージュは男性になった。支配

 者の精神的な姿であるために、ヴァイラージャ・マヌと言われる。 

                                                 

96 A 版では dvidhA ’karot となっている。これは dvidhA akarot の連声を分かりやすく記述し

たものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 

97 n 版では pRthivIJ となっている。 

98 A 版では didam となっているが、英訳を参照し、n 版の divam を採用した。 

99 n 版では AvRttya となっている。 

100 n 版では arddhAt となっている。 

101 n 版では bhartAran となっている。 

102 n 版では svAyambhuvaH となっている。 

103 A 版では sa samrAT sAsarUpAt となっている。英訳を参照し、n 版を採用したが、A 版の場

合の訳は「彼は支配者の曲げられた（弓の、お辞儀した）姿であるために、ヴァイラージ

ャ・マヌと言われる。」 
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 ②分裂した男性：ヴィラージュであり、ヴァイラージャ（ヴィラージュの息 

     子）であり、スヴァーヤンブヴァであり、男性マヌ 

  分裂した女性：シャタルーパー 

 【brahmANDa-p. 1.2.9.31-36,39】 

 pratisrotAtmako ’dharmo hiMsA caivACubhAtmikA / 

 tataH pratihate tasya pratIte varaNAtmake //31// 

 svAM tanuM sa tadA brahmA samapohata bhAsvarAm / 

 dvidhA kRtvA svakaM deham arddhena puruSo ’bhavat //32// 

 アダルマ（非法）は流れに逆らう性質であり、そしてヒンサー（暴力）はまさ

 に不吉な性質である。そして彼（ブラフマー）が打ちひしがれて〔タマスに〕

 覆われるようになった時、かのブラフマーは自分の輝く体を捨てた。自分の体

 を二分した後、半身によって男性になった。 

 ardhena nArI sA tasya CatarUpA vyajAyata / 

 prakRtir bhUtadhAtrI sA kAmAd vai sRjataH prabhoH //33// 

 彼の半身によってかの女性シャタルーパーが生じた。彼女は、創造する者であ

 る神がカーマから〔創られたので〕、プラクリティであり生類の母である。 

 sA divaM pRthivIM caiva mahimnA vyApya susthitA / 

 brahmaNaH sA tanuH pUrvA divam AvRtya tiSThataH //34// 

 彼女は偉大さによって天と地に満ち、確立した。それは天を覆って留まってい

 るブラフマーの以前の体であった。 

 yA tv arddhA sRjyate nArI CatarUpA vyajAyata / 

 sA devI niyutaM taptvA tapaH paramaduCcaram104 //35// 

 bharttAraM dIptayaCasaM puruSaM pratyapadyata / 

 sa vai svAyaMbhuvaH pUrvaM puruSo manur ucyate //36// 

 女性として創造された半身はシャタルーパーになった。その女神は、1 億年の

 間、最高に困難な苦行を行ない、夫として輝かしい名声の男性を得た。そして

 まさに彼は以前にスヴァーヤンブヴァであり、プルシャであり、マヌと呼ばれ

 た。 

 virAjam asRjad brahmA so ’bhavat puruSo virAT / 

 samrAT saCatarUpas tu vairAjas tu manuH smRtaH //39// 

 ブラフマーはヴィラージャ（輝く者）を創った。彼はプルシャであり、ヴィラ

 ージュであり、サムラージュ（最高の主）であり、シャタルーパーを伴った者

 であり、ヴァイラージャ（ヴィラージュの息子）であり、マヌと呼ばれる者に

                                                 

104 原文（m 版）では parama duCcaram（分書）となっているが、ほぼ平行句となっている

Civa-p. 5.30.3 を参照し、paramaduCcaram（連書）とした。 
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 なった。 

 

 ③分裂した男性：スヴァーヤンブヴァであり、マヌ 

   分裂した女性：シャタルーパー 

 【agni-p. 17.16-17, 18.1】 

 saptaite janayanti sma prajA rudrAC ca sattama / 

 dvidhA kRtvAtmo105 deham arddhena puruSo ’bhavat // 16// 

 arddhena nArI tasyAM sa brahmA vai cAsRjat prajAH //17// 

 最高の者よ。この 7人は生き物やルドラたちを生み出した。自身を 2つにして、

 半身によって男性に、半身によって女性になった。そして、かのブラフマーは

 彼女の中に生き物たちを創造した。 

 priyavratottAnapAdau manuH svAyambhuvaH sutau / 

 ajIjanat sutAM ramyAM CatarUpAM tapo ’nvitAm //1// 

 スヴァーヤンブヴァであるマヌは苦行に従事しているシャタルーパーにプリ

 ヤヴラタとウッターナパーダという 2 人の息子と美しい娘を産ませた。 

 

 ④分裂した男性：記述なし 

  分裂した女性：シャタルーパー 

 【brahmANDa-p. 1.2.9.13-15】 

 tatas tasmin samudbhUte mithune varaNAtmake / 

 tataH sa bhagavAn AsIt prItaC caitaM hi CiCriye //13// 

 そこで、かの覆う性質を持った双子が生まれた時、かの神（ブラフマー）は喜

 んだ。そしてそれに依拠した。 

 evaM prItAtmanas tasya svadehArddhAd viniHsRtA / 

 nArI paramakalyANI sarvabhUtamanoharA //14// 

 このように喜んだ彼自身の半身から全存在の心を奪う最高に吉祥な女性が現

 れた。 

 sA hi kAmAtmanA sRSTA prakRteH sA surUpiNI / 

 CatarUpeti sA proktA sA proktaiva punaH punaH //15// 

 かの美しい姿の女性は、まさにカーマートマン（欲望106を持つ者、ブラフマー）

 によってプラクリティから創られた。彼女はシャタルーパーとよばれた。彼女

 は何度も何度も〔そう〕呼ばれた。 

 

 

                                                 

105 A 版では kRtvA ’’tsano となっているが、英訳を参照し、n 版の kRtvAtmano を採用した。 
106 繁栄に対する欲望を意味する。 
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 【matsya-p. 3.30-32】 

 sAvitrIM107 lokasRSTyarthaM hRdi kRtvA samAsthitaH / 

 tataH saMjapatas tasya bhittvA deham akalmaSam // 30 // 

 strIrUpam ardham akarod ardhaM puruSarUpavat / 

 CatarUpA ca sA khyAtA sAvitrI ca nigadyate // 31 // 

 〔ブラフマー神は〕世界創造のために、心の中でサーヴィットリーを念想し、

 そして唱える者（ブラフマー）は、汚れのない体を自分から分けて、半身を女

 性の姿にし、半身を男性の姿にした。そして彼女はシャタルーパーと呼ばれ、

 サーヴィットリーとも呼ばれた。 

 sarasvaty atha gAyatrI brahmANI ca paraMtapa / 

 tataH svadehasaMsUtAm AtmajAm ity akalpayat // 32 // 

 さらにサラスヴァティー、ガーヤットリー、ブラフマーニーとも〔呼ばれた〕。

 最高の苦行者よ。そして、自身の体から生み出した娘と考えた。 

 

 ⑤男性半身マヌと女性半身シャタルーパーに分裂するという記述に他の構成 

     要素が混在している 

 【brahma-p. 1.53-58】 

 dvidhA kRtvAtmano108 deham ardhena puruSo ’bhavat / 

 ardhena narI tasyAM tu so ’sRjad vividhAH prajAH //53// 

 彼（ブラフマー）は、自身の身体を 2 つにし、半身によって男性に、半身によ

 って女性になった。彼は彼女に様々な種類の生類を創った。 

 divaM ca pRthivIM caiva mahimnA vyApya tiSThati / 

 virAjam asRjad viSNuH so ’sRjat puruSaM virAT //54// 

 彼（半身の男性）は、天や地に、偉大さによって満ち、とどまった。ヴィシュ

 ヌはヴィラージュを創り、かのヴィラージュはプルシャを創った。 

 puruSaM taM manuM vidyAt tasya manvantaraM smRtam / 

 dvitIyaM mAnasasyaitan manor antaram ucyate //55// 

 そのプルシャをマヌであると知るべきである。彼のマヌヴァンタラとして知ら

 れており、彼（ブラフマー）の心から生まれたマヌの 2 つ目の時代であると言

 われている。 

 sa vairAjaH prajAsarge sasarja puruSaH prabhuH / 

 nArAyaNavisargasya prajAs tasyApy ayonijAH //56// 

                                                 

107 原文（A 版）は sAvitrI となっているが、英訳を参照し、語形変化を考慮し、sAvitrIM と

した。 

108 原文（n 版）では kRtvA ’’tmano となっているが、これは kRtvA Atmano の連声を分かりや

すく記述したものと思われる。ここでは kRtvAtmano とした。 
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 かのヴァイラージャであり、プルシャである神は、生類の創造〔の段階〕にお

 いて創った。ナーラーヤナ（ヴィシュヌ）に創られた生類とマヌの生類もまた、

 子宮から生まれたものではなかった。 

 AyuSmAn kIrtimAn dhanyaH prajAvAMC ca bhaven naraH / 

 AdisargaM viditvemaM yatheSTAM cApnuyAd109 gatim //57// 

 この最初の創造を知ったならば、人は、長寿で、名声を持ち、富を持ち、子を

 持つだろう。そして彼は望んだ目的を得るだろう。 

 sisRkSus tu prajAs tv evam Apavo vai prajApatiH / 

 lebhe sa puruSaH patnIM CatarUpAm ayonijAm //58// 

 このように、プラジャーパティであるアーパヴァ110は、生類を創造することを

 望んだ。かの男性は、子宮から生まれたものではないシャタルーパーを妻とし

 て娶った。 

 

 【Civa-p. 5.29.24-27, 30.1-2】 

 sRjyamAnAH prajAC caiva nAvarddhanta yadA tadA111 / 

 dvidhA kRtvAtmano dehaM strI caiva puruSo ’bhavat //24// 

 創造された生類たちが繁栄しなかったので、〔ブラフマーは〕自身の体を 2 つ

 にしてまさに男と女になった。 

 sasRje ’tha prajAH112 sarvA mahimnA vyApya viCvataH / 

 virAjam asRjad viSNuH113 sa sRSTaH puruSo virAT //25// 

 それから〔ブラフマーは〕全ての生類を創った。偉大さによってあらゆるとこ

 ろに満ちて、ヴィシュヌはヴィラージュを創った。ヴィラージュはかの創られ

 たプルシャである。 

 dvitIyaM taM manuM viddhi manor antaram eva ca / 

 sa vairAjaH prajAH114 sarvAH115 sasarja puruSaH prabhuH //26// 

                                                 

109 原文（n 版）では cA ’’pnuyAd となっているが、これは cA ApnuyAd の連声を分かりやすく

記述したものと思われる。ここでは cApnuyAd とした。 
110 purANic encyclopaedia や主要な辞書では、アーパヴァはヴァスィシュタとされている。

45 偈においてヴァスィシュタが創造されているので、そのようにとらえることは不可能で

はないが、文脈から判断すると、ブラフマー神、もしくはブラフマー神から分かれた半身

の男性を指す可能性が高いと考える。 
111 k 版では yadAとなっている。この場合、「何度も何度も創造された生類たちが増えなか

った」ことになり、意味的に不可解な点があるので、n 版を採用した。ほぼ平行句である

brahma-p.1.52 でも tadA となっている。 

112 n 版では prajAs となっている。 

113 n 版では viSNus となっている。 

114 n 版では prajAs となっている。 
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 次のかの〔者〕を、まさにマヌの他のマヌであると知るべきである。かのヴァ

 イラージャであるプルシャ神は、全ての生類を創った。 

 nArAyaNavisargasya prajAs tasyApy ayonijAH / 

 AyuSmAn kIrtimAn dhanyaH prajAvAMC cAbhavat tataH //27// 

 かのナーラーヤナの創造においては、生類たちは子宮から生まれたのではなか

 った。そこから〔創造されたものは〕長寿であり、有名であり、祝福された者

 であり、子だくさんになった。 

 saMsRSTAsu prajAsv eva Apavo ’tha prajApatiH / 

 leme vai puruSaH patnIM CatarUpAm116 ayonijAm //1// 

 そして生類が創造された時、アーパヴァ117である創造主プルシャは、子宮から

 生まれたのではない妻シャタルーパーを楽しんだ。 

 Apavasya mahimnA tu divam AvRtya tiSThataH / 

 dharmeNaiva mahAtmA sa CatarUpApy118 ajAyata //2// 

 偉大さによって天を覆い、アーパヴァが留まっている時に、かのマハートマン

 （偉大な魂119）はまさにダルマによってシャタルーパーになった。 

 

 ⑥正しく行いをし、運命を観察しているとブラフマー神の身体が男性マヌと女 

     性シャタルーパーに二分される 

 【bhAgavata-p. 3.12.53-55】 

 evaM yuktakRtas tasya daivaM cAvekSatas tadA / 

 kasya rUpam abhUd dvedhA yat kAyam abhicakSate // 53 // 

 このように正しく行いをし、彼（ブラフマー）が運命を観察している時、体の

 形が 2 つになった。それを kAya（身体）と呼ぶ。 

 tAbhyAM rUpavibhAgAbhyAM mithunaM samapadyata / 

 yas tu tatra pumAn so ’bhUn manuH svAyaMbhuvaH svarAT // 54 // 

 これらの姿が分裂した 2 人によって、夫婦を生み出した。そして、そのうちの

 男性〔部分〕は、スヴァーヤンブヴァであり、スヴァラート（自己支配者）で

 あるマヌになった。 

                                                                                                                                               

115 n 版では sarvAs となっている。 

116 k 版では CatarUpam となっているが、語形変化と性の一致を考慮し、n 版の CatarUpAm を

採用した。 
117 このアーパヴァはマヌであり、ヴァスィシュタとは別人である可能性が高い。 

118 k 版では CatarUpA ’py となっている。これは CatarUpA apy の連声を分かりやすく記述した

ものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 
119 ここではアーパヴァのことを指すと思われる。 
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 strI yAsIc120 chatarUpAkhyA mahiSyasya hamAtmanaH / 

 tadA mithunadharmeNa prajA hy edhAmbabhUvire // 55 // 

 力強いマハートマン〔を持つ者〕（ブラフマー）の女性〔部分〕は、 シャタル

 ーパーという名前になった。その時、夫婦関係によって生類は実に繁栄した。 

 

 

 ⑦分裂した男女がヴィラージュを創造し、そのヴィラージュがマヌを創造する 

 【kAlikA-p. 25.50-52】 

 tato brahmA dvidhA bhUtvA puruSo ’rdhena so ’bhavat / 

 ardhena nArI tasyAM tu virAjam asRjat prabhuH //50// 

 それからブラフマーは 2 つになって、半身によって彼は男性となった。そして

 もう半身によって女性になった。神と彼女はヴィラージュを創造した。 

 tam121 Aha bhagavAn brahmA kuru sRSTiM prajApate / 

 tapas taptvA virAT so ’pi manuM svAyambhuvaM tataH //51// 

 sasarja so ’pi tapasA122 brahmANaM paryatoSayat / 

 toSitas tena manasA dakSaM sRSTyai sasarja saH //52// 

 ブラフマー神は彼に言った。「創造をなせ。創造主よ。」かのヴィラージュも、

 苦行をし、スヴァーヤンブヴァであるマヌを創った。彼はまた、苦行によって

 ブラフマーを満足させた。満足した彼（ブラフマー）は、彼（ブラフマー）の

 心によって、〔さらなる〕創造のためにダクシャを創った。 

 

 【『マヌ法典』1.32[渡瀬 1990 p. 26]】 

 かの主（ブラフマン123）は、自らの身体を二分して、半分によって男となり、

 半分で女となり、彼女の中にヴィラージュを生み出した。 

 

 ⑧シヴァ神に促され、ブラフマー神が男性スヴァーヤンブヴァと女性シャタル 

     ーパーに分裂する 

 

 

                                                 

120 原文（n 版）では yA ’’sIc となっている。これは yA AsIc の連声を分かりやすく記述した

ものと思われる。ここでは yAsIc と表記した。 

121 c 版と n 版、双方の註釈には tad という解釈もあるとしているが、いずれも tam を採用

している。 

122 c 版と n 版、双方の註釈には manasAという解釈もあるとしているが、いずれも tapasA

を採用している。 
123 原文を見ると、この「ブラフマン」は男性形であるため「ブラフマー」と訳すこともで

きる。 
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 【Civa-p. 2.1.16.10-12】 

 tato ’haM CaMkareNAtha prerito ’Mtar gatena hi124 / 

 dvidhA kRtvAtmano dehaM dvirUpaC cAbhavaM mune // 10 // 

 そして、それから、私は、私の中にいるシャンカラ（シヴァ）に促され、自身

 の体を 2 つにして、2 人の姿になった。聖者よ。 

 arddhena nArI puruSaC cArddhena saMtato mune / 

 sa tasyAm asRjad dvaMdvaM sarvasAdhanam uttamam // 11 // 

 続けて、半身によって女性になり、半身によって男性になった。聖者よ。彼（男

 性半身）は、彼女（女性半身）において、全て〔を生み出す〕手段として最高

 の 2 人を創った。 

 svAyaMbhuvo manus tatra puruSaH parasAdhanam / 

 CatarUpAbhidhA nArI yoginI sA tapasvinI // 12 // 

 そこで、男性は最高の〔創造の〕手段であるスヴァーヤンブヴァになった。か

 の女性はシャタルーパーと呼ばれるヨーギニー（ヨーガ行者）であり、苦行者

 である。 

 

 ⑨男女に分裂する 

 【brahma-p. 43.37-38ab】 

 dakSiNAMge tathAtmAnaM125 saMcintya puruSaM svayam/ 

 vAme caiva tu nArIM sa dvidhA bhUtam akalpayat//37// 

 tataH prabhRti loke ’smin prajA maithunasaMbhavAH/38ab// 

 彼は、自分で考えてから、右半身で自分自身である男性を、左半身で女性を〔と

 いうように〕、生類を二様に創った。そしてそれ以来、この世界では性行為に

 よって生まれた生類が〔繁栄するようになった〕。 

 

  ⑩男女に分裂し、それが夫と妻になる 

 【brahma-p. gm. 43.33cd-35ab】 

 vinA patnyA na sidhyeta yajJaH CrutinidarCanAt //33cd// 

 CarIram Atmano ’haM vai dvedhA cAkaravaM mune / 

 pUrvArdhena tataH patnI mamAbhUd yajJasiddhaye //34// 

 uttareNa tv ahaM tadvad ardho jAyA iti CruteH /35ab 

 天啓聖典が示すところによると、妻なしではヤジュニャは成就しない。そこで

 私（ブラフマー）は自身の体を 2 つにした。聖仙よ。それからヤジュニャを成

                                                 

124 n 版では haとなっている。 

125 原文（n 版）では tathA ’’tmAnaM となっている。これは tathA AtmAnaM の連声を分かりや

すく記述したものと思われる。ここでは tathAtmAnaM とした。 
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 就させるために最初の半身で私の妻となった。残りの半身で私〔になった〕。「半

 身は妻である」と天啓聖典に〔言われている〕。 

 

 ⑪親指から男性と女性を創る 

 【varAha-p. 2.18-19】 

 tasmin salilamagne tu punar anyaM prajApatim / 

 brahmA sasarjja bhUteSu dakSiNAGguSThataH param //18// 

 しかし彼（ルドラ）が水に沈んでいる間に、ブラフマーは再び、生類たちの間

 に、他の最高のプラジャーパティを、右の親指から、創った。 

 vAme caiva tathAGguSThe tasya patnIm athAsRjat / 

 sa tasyAM janayAmAsa manuM svAyambhuvaM prabhuH //19// 

 その後、まさに同様に、左の親指において彼（プラジャーパティ）の妻を創っ

 た。かの神（プラジャーパティ）は彼女（妻）の中にスヴァーヤンブヴァ・マ

 ヌを創り出した。 

 

 B2. ブラフマー神が自分の半身から妻を生み出す 

 【padma-p. 1.40.68】 

 na ca Caktas tato brahmA prabhur ekas tapaC caran / 

 CarIrArdhAt tato bhAryAm utpAdayati tac chubhAm // 68 // 

 そして、ブラフマー神は 1 人では苦行できなかったので、体の半身から、吉祥

 な妻を生み出した。 

 

 

第 4 項 構成要素 C の分析 

 構成要素 C①（シャタルーパーによる苦行：構成要素 B において分裂した女性半身

シャタルーパーが苦行する）は、シャタルーパーが困難な苦行をする126というものであ

り、ほとんどの記述で一致している。一方で、マヌが苦行をするという構成要素は Civa-p.  

5.30.3 においてのみ見られた。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

 ①構成要素 B において分裂した女性半身シャタルーパーが苦行する 

 【agni-p. 18.1】 

 priyavratottAnapAdau manuH svAyambhuvaH sutau/ 

 ajIjanat sutAM ramyAM CatarUpAM tapo ’nvitAm//1// 

                                                 
126 この苦行の結果、シャタルーパーがマヌを夫にする（構成要素 D）。 
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 スヴァーヤンブヴァであるマヌは苦行に従事しているシャタルーパーにプリ

 ヤヴラタとウッターナパーダという 2 人の息子と美しい娘を産ませた。 

 

 【brahmANDa-p. 1.2.9.35-36】 

 yA tv arddhA sRjyate nArI CatarUpA vyajAyata/ 

 sA devI niyutaM taptvA tapaH paramaduCcaram127//35// 

 bharttAraM dIptayaCasaM puruSaM pratyapadyata/ 

 sa vai svAyaMbhuvaH pUrvaM puruSo manur ucyate//36// 

 女性として創造された半身はシャタルーパーになった。その女神は、1 億年の

 間、最高に困難な苦行を行ない、夫として輝かしい名声の男性を得た。そして

 まさに彼は以前にスヴァーヤンブヴァであり、プルシャであり、マヌと呼ばれ

 た。 

 

 【kUrma-p. 1.8.9-11】 

 svAyaMbhuvo manurd devaH so ’bhavat puruSo muniH / 

 sA devI CatarUpAkhyA tapaH kRtvA suduCcaram // 9 // 

 bharttAraM dIptayaCasaM manum evAnvapadyata / 

 tasmAc ca CatarUpA sA putradvayam asUyata // 10 // 

 priyavratottAnapAdau kanyAdvayam anuttamam / 

 tayoH prasUtiM dakSAya manuH kanyAM dade punaH // 11 // 

 その男性（息子）は、スヴァーヤンブヴァであるマヌ神であり、聖者であった。

 かのシャタルーパーという名の女神は非常 に困難な苦行をし、輝かしい名声の

 マヌを夫として得た。そして彼とそのシャタルーパーは 2 人の息子プリヤヴラ

 タとウッターナパーダ、そして 2 人の素晴らしい娘をもうけた。彼女たちのう

 ち、プラスーティという娘をマヌはダクシャに与えた。 

 

 【liGga-p. 1.70.269-270】 

 brahmaNaH sA tanuH pUrvA divam AvRtya tiSThati / 

 yA tv ardhAt sRjato nArI CatarUpA vyajAyata // 269 // 

 sA devI niyutaM taptvA tapaH paramaduCcaram / 

 bhartAraM dIptayaCasaM puruSaM pratyapadyata // 270 // 

 ブラフマーのかの最初の体（男性の半身）は、天を覆ってとどまった。半身か

 ら創られたシャタルーパーという女神は、1 億年の間、最高に困難な苦行をし、

 夫として輝く名声の男性を得た。 

 

                                                 

127 ほぼ平行句となっている Civa-p. 5.30.3 を参照し、parama duCcaram を連書した。 
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 【Civa-p. 2.1.16.12】 

 svAyaMbhuvo manus tatra puruSaH parasAdhanam / 

 CatarUpAbhidhA nArI yoginI sA tapasvinI // 12 // 

 そこで、男性は最高の〔創造の〕手段であるスヴァーヤンブヴァになった。か

 の女性はシャタルーパーと呼ばれるヨーギニーであり、苦行者である。 

 

 【Civa-p. 5.30.3】 

 sA tu varSaCataM taptvA tapaH paramaduCcaram / 

 bhartAraM dIptatapasaM puruSaM pratyapadyata //3// 

 彼女（シャタルーパー）は、100 年の間、最高に困難な苦行を行ない、熱烈な

 苦行を〔している〕プルシャを夫として得た。 

 

 【Civa-p. 7.1.17.4】 

 sA devI CatarUpA tu tapaH kRtvA suduCcaram / 

 bharttAraM dIptayaCasaM manum evAnvapadyata // 4 // 

 一方、かの女神シャタルーパーは非常に困難な苦行をし、輝かしい名声のマヌ

 を夫として得た。 

 

 【vAyu-p. 10.10-11】 

 yA tv ardhAt128 sRjate nArI CatarUpA vyajAyata / 

 sA devI niyutan taptvA tapaH paramaduCcaram // 10 // 

 bhartAraM129 dIptayaCasaM puruSaM pratyapadyata / 

 sa vai svAyaMbhuvaH130 pUrvaM puruSo manur ucyate // 11 // 

 半身から創られた女性であるシャタルーパー女神は、1 億年の間、最高に困難

 な苦行をし、〔彼女は〕夫として輝く名声の男性を得た。彼こそ最初のスヴァ

 ーヤンブヴァという男性マヌであると言われる。 

 

 

第 5 項 構成要素 D の分析 

 構成要素 D（マヌとシャタルーパーに関する記述）は、分裂した半身同士（マヌとシ

ャタルーパー）が夫婦になるという構成要素である。 

 D1 では「妻になる」もしくは「夫になる」という表現をしている。D1③～④におい

                                                 

128 n 版では arddhAt となっている。 

129 n 版では bhartAran となっている。 

130 n 版では svAyambhuvaH となっている。 
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ては、「妻になる」もしくは「夫になる」という記述に加え、ラティという名が動詞√

ram（楽しむ）に由来するという記述が含まれる。これは妻との性行為が男性にとって

最も素晴らしい悦楽であるということを述べたものと考えられる。D2 では vivAha（結

婚）、 mithuna（夫婦）、maithuna（性行為）という言葉を用いて、創造（生産）を行な

う男女の関係性を述べている。 

 構成要素 D では、相手をパートナーであると認識し合っている男女には創造（生産）

が可能であり、2 人が創造をすべき関係であることを述べていると考えられる。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

 D1. マヌとシャタルーパーが夫婦になる 

 ①マヌがシャタルーパーを妻にする 

 【brahma-p. 1.58】 

 sisRkSus tu prajAs tv evam Apavo vai prajApatiH / 

 lebhe sa puruSaH patnIM CatarUpAm ayonijAm // 58 // 

 このように、プラジャーパティであるアーパヴァは、生類を創造することを望

 んだ。かの男性は、子宮から生まれたものではないシャタルーパーを妻として

 娶った。 

 

 ②シャタルーパーがマヌを夫にする 

 【kUrma-p. 1.8.9-11】 

 svAyaMbhuvo manurd devaH so ’bhavat puruSo muniH / 

 sA devI CatarUpAkhyA tapaH kRtvA suduCcaram // 9 // 

 bharttAraM dIptayaCasaM manum evAnvapadyata / 

 tasmAc ca CatarUpA sA putradvayam asUyata // 10 // 

 priyavratottAnapAdau kanyAdvayam anuttamam / 

 tayoH prasUtiM dakSAya manuH kanyAM dade punaH // 11 // 

 その男性は、スヴァーヤンブヴァであるマヌ神であり、聖者であった。かのシ

 ャタルーパーという名の女神は、非常に困難な苦行をし、輝かしい名声のマヌ

 を夫として得た。そして彼とそのシャタルーパーは 2 人の息子プリヤヴラタと

 ウッターナパーダ、そして 2 人の素晴らしい娘をもうけた。彼女たちのうち、

 プラスーティという娘をマヌはダクシャに与えた。 

 

 【Civa-p. 5.30.3】 

 sA tu varSaCataM taptvA tapaH paramaduCcaram / 

 bhartAraM dIptatapasaM puruSaM pratyapadyata //3// 

 彼女（シャタルーパー）は、100 年の間、最高に困難な苦行を行ない、熱烈な



54 

 

 苦行を〔している〕プルシャを夫として得た。 

 

 【Civa-p. 7.1.17.4】 

 sA devI CatarUpA tu tapaH kRtvA suduCcaram / 

 bharttAraM dIptayaCasaM manum evAnvapadyata // 4 // 

 一方、かの女神シャタルーパーは、非常に困難な苦行をし、輝かしい名声のマ

 ヌを夫として得た。 

 

 ③マヌがシャタルーパーを妻とし、さらにラティという名前の起源が語られる 

 【brahmANDa-p. 1.2.9.37-38】 

 tasyaikasaptatiyugaM manvaMtaram ihocyate/ 

 labdhvA tu puruSaH patnIM CatarUpAm ayonijAm//37// 

 tayA sa ramate sArddhaM tasmAt sA ratir ucyate/ 

 prathamaH saMprayogaH sa kalpAdau samavarttata//38// 

 ここでは 71 ユガが彼のマヌヴァンタラと呼ばれる。そして、プルシャは妻と

 して子宮から産まれなかったシャタルーパーを得て、彼は彼女と共に楽しんだ。

 それゆえ、彼女はラティと呼ばれる。カルパの初めにこの最初の結合があった。 

 

 ④シャタルーパーがマヌを夫とし、さらにラティという名前の起源が語られる 

 【liGga-p. 1.70.269-273】 

 brahmaNaH sA tanuH pUrvA divam AvRtya tiSThati / 

 yA tv ardhAt sRjato nArI CatarUpA vyajAyata // 269 // 

 sA devI niyutaM taptvA tapaH paramaduCcaram / 

 bhartAraM dIptayaCasaM puruSaM pratyapadyata // 270 // 

 ブラフマーのかの最初の体（男性の半身）は、天を覆ってとどまった。半身か

 ら創られたシャタルーパーという女神は、1 億年の間、最高に困難な苦行をし、

 夫として輝く名声の男性を得た。 

 sa vai svAyaMbhuvaH pUrvaM puruSo manur ucyate / 

 tasyaiva saptatiyugaM manvaMtaram ihocyate // 271 // 

 彼こそ、最初のスヴァーヤンブヴァという男性マヌであると言われる。その 70

 の〔大〕ユガ期を、この世界では、マヌヴァンタラと言う。 

 lebhe sa puruSaH patnIM CatarUpAm ayonijAm / 

 tayA sArdhaM sa ramate tasmAt sA ratir ucyate // 272 // 

 かの男性は子宮から生まれたのではないシャタルーパーを妻にした。彼は彼女

 と共に楽しんだ。それゆえ、彼女はラティと呼ばれる。 

 prathamaH saMprayogAtmA kalpAdau samapadyata / 
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 virAjam asRjad brahmA so ’bhavat131 puruSo virAT // 273 // 

 最初の自身の〔半身同士の〕結合が、カルパの初めに起こった。ブラフマーは

 ヴィラージュを創り、かの男性ヴィラージュが出来た。 

 

 【vAyu-p. 10.10-13】 

 yA tv ardhAt132 sRjate nArI CatarUpA vyajAyata / 

 sA devI niyutan taptvA tapaH paramaduCcaram // 10 // 

 bhartAraM133 dIptayaCasaM puruSaM pratyapadyata / 

 sa vai svAyaMbhuvaH134 pUrvaM puruSo manur ucyate // 11 // 

 半身から創られた女性であるシャタルーパー女神は、1 億年の間、最高に困難

 な苦行をし、〔彼女は〕夫として輝く名声の男性を得た。彼こそ最初のスヴァ

 ーヤンブヴァという男性マヌであると言われる。 

 tasyaikasaptatiyugaM manvantaram ihocyate / 

 labdhA tu puruSaH patnIM CatarUpAm ayonijAm // 12 // 

 tayA sa ramate sArddhaM tasmAt135 sA ratir ucyate / 

 prathamaH saMprayogaH sa kalpAdau samavartata136 // 13 // 

 その 71 の〔大〕ユガ期をこの世界ではマヌヴァンタラという。男性は、子宮

 から生まれた者ではないシャタルーパーを妻にし、彼は、彼女と共に楽しんだ。

 それゆえ彼女はラティと呼ばれる。最初の結合が、カルパの初めに行われた。 

 

 D2. その他の記述 

 ①maithuna（性行為）と vivAha（結婚）という表現 

 【Civa-p. 2.1.16.11-13】 

 arddhena nArI puruSaC cArddhena saMtato mune / 

 sa tasyAm asRjad dvaMdvaM sarvasAdhanam uttamam // 11 // 

 続けて、半身によって女性になり、半身によって男性になった。聖者よ。彼（男

 性半身）は、彼女（女性半身）において、全て〔を生み出す〕手段として最高

 の 2 人を創った。 

 svAyaMbhuvo manus tatra puruSaH parasAdhanam / 

                                                 

131 原文（n 版）では sobhavat となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、so ’bhavat

とした。 

132 n 版では arddhAt となっている。 

133 n 版では bhartAran となっている。 

134 n 版では svAyambhuvaH となっている。 

135 A 版では tatmAt となっているが、英訳を参照し、n 版の tasmAt を採用した。 

136 n 版では samavarttata となっている。 
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 CatarUpAbhidhA nArI yoginI sA tapasvinI // 12 // 

 そこで、男性は最高の〔創造の〕手段であるスヴァーヤンブヴァになった。か

 の女性はシャタルーパーと呼ばれるヨーギニーであり、苦行者である。 

 sA punar manunA tena gRhItAtIva137 CobhanA / 

 vivAhavidhinA tAtAsRjat138 sargaM samaithunam // 13 // 

 さらに、結婚儀礼によって最高に吉祥な彼女（シャタルーパー）はかのマヌに

 受け入れられた。愛しき者よ。性交によって創造が起こった。 

 

 ②mithuna（夫婦）という表現 

 【bhAgavata-p. 3.12.54-55】 

 tAbhyAM rUpavibhAgAbhyAM mithunaM samapadyata / 

 yas tu tatra pumAn so ’bhUn manuH svAyaMbhuvaH svarAT // 54 // 

 これらの姿が分裂した 2 人によって、夫婦を生み出した。そして、そのうちの

 男性〔部分〕は、スヴァーヤンブヴァであり、スヴァラートであるマヌになっ

 た。 

 strI yAsIc139 chatarUpAkhyA mahiSyasya hamAtmanaH / 

 tadA mithunadharmeNa prajA hy edhAmbabhUvire // 55 // 

 力強いマハートマン〔を持つ者〕（ブラフマー）の女性〔部分〕は、シャタル

 ーパーという名前になった。その時、夫婦関係によって生類は実に繁栄した。 

 

 

 ③maithuna（性行為）という表現 

 【brahma-p. 43.37-38ab】 

 dakSiNAMge tathAtmAnaM140 saMcintya puruSaM svayam/ 

 vAme caiva tu nArIM sa dvidhA bhUtam akalpayat//37// 

 tataH prabhRti loke ’smin prajA maithunasaMbhavAH/38ab 

 彼は、自分で考えてから、右半身で自分自身である男性を、左半身で女性を〔と

 いうように〕、生類を二様に創った。そしてそれ以来、この世界では性行為に

 よって生まれた生類が〔繁栄するようになった〕。 

                                                 

137 n 版では gRhItA tIvA（分書）となっている。この語は恐らく動詞 grah の変化形であると

考えられるが、不明である。英訳を参照し、「受け入れられた」とした。 

138 n 版では tAtA’sRjat となっている、これは tAtA asRjat の連声を分かりやすく記述したもの

と思われる。ここでは k 版の tAtAsRjat を採用した。 

139 原文（n 版）では yA ’’sIc となっている。これは yA AsIc の連声を分かりやすく記述した

ものと思われる。ここでは yAsIc と表記した。 

140 原文（n 版）では tathA ’’tmAnaM となっている。これは tathA AtmAnaM の連声を分かりや

すく記述したものと思われる。ここでは tathAtmAnaM とした。 



57 

 

 

第 6 項 構成要素 E の分析 

 構成要素 E（マヌとシャタルーパーの子供たち）は、マヌとシャタルーパーの夫婦か

ら生まれる次世代に関するものである。 

 E1 では、マヌとシャタルーパーの息子としてプリヤヴラタとウッターナパーダ 2 人

の名を記述していることで完全に一致している。しかし、娘に関する言及や娘の人数（ア

ークーティとプラスーティの 2 人か、アークーティとデーヴァフーティとプラスーティ

の 3 人か）に関しては様々なヴァラエティーがある。E2 では、マヌの系譜を述べるの

ではなく、創造を進めたということのみを言及している。 

 以下に、構成要素に該当する記述を示す。 

 

 E1. 息子や娘を生み出した 

 ①息子：プリャヴラタとウッターナパーダ、娘：アークーティとプラスーティ 

 【brahmANDa-p. 1.2.9.40-42】 

 sa vairAjaH prajAsargaM sasarja puruSo manuH / 

 vairAjAt puruSAd vIrau CatarUpA vyajAyata //40// 

 かのヴァイラージャでありプルシャであるマヌは、生類の創造をした。シャタ

 ルーパーはヴァイラージャであるプルシャから 2 人の勇者を生んだ。 

 priyavratottAnapAdau putrau putravatAM varau / 

 kanye dve sumahAbhAge yAbhyAM jAtA imAH prajAH //41// 

 2 人の息子プリヤヴラタとウッターナパーダは、息子を持つ者たちにとって最

 も素晴らしい〔息子たち〕である。〔さらにシャタルーパーから〕とても幸運

 な 2 人の娘が生まれ、これらの生類が生まれた。 

 devI nAmnA tathAkUtiH prasUtiC caiva te Cubhe / 

 svAyaMbhuvaH prasUtiM tu dakSAya vyasRjat prabhuH //42// 

 アークーティと名付けられた女神とプラスーティの 2 人は吉祥である。そして

 スヴァーヤンブヴァ神はプラスーティをダクシャに与えた。 

 

 【kUrma-p. 1.8.9-11】 

 svAyaMbhuvo manurd devaH so ’bhavat puruSo muniH / 

 sA devI CatarUpAkhyA tapaH kRtvA suduCcaram // 9 // 

 bharttAraM dIptayaCasaM manum evAnvapadyata / 

 tasmAc ca CatarUpA sA putradvayam asUyata // 10 // 

 priyavratottAnapAdau kanyAdvayam anuttamam / 

 tayoH prasUtiM dakSAya manuH kanyAM dade punaH // 11 // 
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 prajApatir athAkUtiM mAnaso jagRhe ruciH // 12ab // 

 その男性は、スヴァーヤンブヴァであるマヌ神であり、聖者であった。かのシ

 ャタルーパーという名の女神は困難な苦行をし、輝かしい名声のマヌを夫とし

 て得た。そして彼とそのシャタルーパーは 2 人の息子プリヤヴラタとウッター

 ナパーダ、そして 2 人の素晴らしい娘をもうけた。彼女たちのうち、プラスー

 ティという娘をマヌはダクシャに与えた。そして、心から生まれた創造者ルチ

 はアークーティを娶った。 

 

 【liGga-p. 1.70.275-276】 

 vairAjAt puruSAd vIrAc chatarUpA vyajAyata / 

 priyavratottAnapAdau putrau dvau lokasaMmatau // 275 // 

 力強いヴァイラージャとシャタルーパーは、世界から尊敬される 2 人の息子プ

 リヤヴラタとウッターナパーダをもうけた。 

 kanye dve ca mahAbhAge yAbhyAM jAtA imAH prajAH / 

 devI nAma tathAkUtiH prasUtiC caiva te ubhe // 276 // 

 さらに、2 人の吉祥な娘が〔生まれ〕、この 2 人からこれらの生類は生まれた。

 2 人の女神たちは、その名をアークーティとプラスーティという。 

 

 【Civa-p. 7.1.17.5-6】 

 tasmAt tu CatarUpA sA putradvayam asUyata / 

 priyavratottAnapAdau putrau putravatAM varau // 5 // 

 その後、かのシャタルーパーは 2 人の息子をもうけた。プリヤヴラタとウッタ

 ーナパーダという 2 人の息子は、子供を持つ親の力強い息子たちである。 

 kanye dve ca mahAbhAge yAbhyAM jAtAs tv imAH prajAH / 

 AkUtir ekA vijJeyA prasUtir aparA smRtA // 6 // 

 さらに、2 人の非常に吉祥な娘が〔生まれた〕。2 人によってこれらの〔この世

 界の〕生類は生まれた。1 人目（姉）がアークーティと知られるべきで、妹が

 プラスーティといわれる。 

 

 【vAyu-p. 10.15-17】 

 sa vairAjaH prajAsargaH sa sarge puruSo manuH / 

 vairAjAt puruSAd vIrAc chatarUpA vyajAyata // 15 // 

 priyavratottAnapAdau putrau putravatAM varau / 

 kanye dve ca mahAbhAge yAbhyAM jAtAH prajAs tv imAH // 16 // 

 その人類創造はヴァイラージャである。創造において、かの男性はマヌになっ

 た。力強い男性ヴァイラージャとシャタルーパーは、さらに息子をもうけるこ
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 とを願って、プリヤヴラタとウッターナパーダという 2 人の息子をもうけた。

 さらに 2 人の吉祥な娘が〔生まれ〕、この 2 人からこれらの生類は生まれた。 

 devI nAmnA tathAkUtiH141 prasUtiC caiva te Cubhe / 

 svAyaMbhuvaH142 prasUtin tu dakSAya vyasRjat prabhuH // 17 // 

 吉祥な女神たちは、その名をアークーティとプラスーティという。スヴァーヤ

 ンブヴァ神はプラスーティをダクシャに与えた。 

 

 ②息子：プリヤヴラタとウッターナパーダ、娘：アークーティとデーヴァフー 

     ティとプラスーティ 

 【bhAgavata-p. 3.12.56】 

 sa cApi CatarUpAyAM paJcA ’patyAny ajIjanat / 

 priyavratottAnapAdau tisraH kanyAC ca bhArata / 

 AkUtir devahUtiC ca prasUtir iti sattama // 56 // 

 そして、彼はさらに、シャタルーパーとの間に、プリヤヴラタ、ウッターナパ

 ーダと 3 人の娘アークーティ、デーヴァフーティ、プラスーティという 5 人の

 子を授かった。バラタ族の長よ。最高の者よ。 

 

 【Civa-p. 2.1.16.14-15ab】 

 tasyAM tena samutpannas tanayaC ca priyavrataH / 

 tathaivottAnapAdaC ca tathA kanyAtrayaM punaH // 14 // 

 AkUtir devahUtiC ca prasUtir iti viCrutAH //15ab//  

 彼（マヌ）によって彼女（シャタルーパー）の中に家族が増え、プリヤヴラタ

 とウッターナパーダ、更に 3 人の娘、アークーティ、デーヴァフーティ、プラ

 スーティが生まれた。〔彼らは〕良く知られている。 

 

 ③息子：プリヤヴラタとウッターナパーダ、娘：名前は不明 

 【agni-p. 18.1】 

 priyavratottAnapAdau manuH svAyambhuvaH sutau/ 

 ajIjanat sutAM ramyAM CatarUpAM tapo ’nvitAm//1// 

 スヴァーヤンブヴァであるマヌは苦行に従事しているシャタルーパーにプリ

 ヤヴラタとウッターナパーダという 2 人の息子と美しい娘を産ませた。 

 

 

                                                 

141 A 版では tathA ’’kUtiH となっている。これは tathA AkUtiH の連声を分かりやすく記述した

ものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 

142 n 版では svAyambhuvaH となっている。 
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 ④息子：プリヤヴラタとウッターナパーダのみ 

 【Civa-p. 5.30.5】 

 vairAjAt puruSAd dhIrA143 CatarUpA vyajAyata / 

 priyavratottAnapAdau vIrakAyau144 ajAyatAm //5// 

 知的なシャタルーパーはヴァイラージャであるプルシャから〔プリヤヴラタと

 ウッターナパーダを〕もうけた。〔彼女から〕プリヤヴラタとウッターナパー

 ダという強靭な肉体を持つ者たちが生まれた。 

 

 E2. 生類たちを生み出した 

 【brahma-p. 1.59】 

 Apavasya mahimnA tu divam AvRtya tiSThataH / 

 dharmeNaiva muniCreSThAH CatarUpA vyajAyata // 59 // 

 アーパヴァの偉大さによって天は覆われた。最高の聖仙たちよ。ダルマ（法）

 に従って、シャタルーパーは〔生類を〕創造した。 

 

 【brahma-p. 43.37-38ab】 

 dakSiNAMge tathAtmAnaM145 saMcintya puruSaM svayam / 

 vAme caiva tu nArIM sa dvidhA bhUtam akalpayat //37// 

 tataH prabhRti loke ’smin prajA maithunasaMbhavAH /38ab 

 彼は、自分で考えてから、右半身で自分自身である男性を、左半身で女性を〔と

 いうように〕、生類を二様に創った。そしてそれ以来、この世界では性行為に

 よって生まれた生類が〔繁栄するようになった〕。 

 

 

第 7 項 構成要素 F の分析 

 構成要素 F（その他の者たちの創造）では、ブラフマー神がこの創造の過程において

創り出した様々な者たちに関する記述を集めたものである。 

 F1（ルドラの創造）①と②では、ルドラはブラフマーの怒りから生まれる。怒りか

ら生まれることで、ルドラの持っている恐ろしい者や神々の怒りの具現化というイメー

                                                 

143 n 版では vIrAとなっており、その場合の訳は「力強いシャタルーパーはヴァイラージャ

であるプルシャから生まれた。」となる。 

144 宮本久義教授の意見、および英訳を参照し、男性・両数が適切であると判断し、k 版、

n 版共に vIrakAyAm であるところを、vIrakAyau に訂正した。 
145 原文では tathA ’’tmAnaM となっている。これは tathA AtmAnaM の連声を分かりやすく記述

したものと思われる。ここでは tathAtmAnaM とした。 
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ジ146を表していると考えられる。F1①と③では、泣いた（動詞√rud）ためにルドラ（rudra）

と名付けられたという誕生譚が述べられている。 

 F2 は聖者たちの創造という構成要素である。これはブラフマー神が聖者たちを創造

するという内容である。以下に創造された聖者たちの名を挙げる（表 5）。 

  

                                                 
146 [バンダルカル 1984 p. 296] 
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表 5 構成要素 F2における聖者の名147（ブラフマー創造神話） 
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agni-p. 17.15 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥   ⑦                   

brahma-p. 

1.44-50 
③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧   ⑨             ①   ② 

brahmANDa-p. 

1.2.9.16-29 
③ ⑧ ② ④ ⑤ ⑥   ⑨ ①   ⑦   ⑩     ⑪ 〇 

kAlikA-p. 

25.51-54 
② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ①             

padma-p. 

1.40.69-72 
③ ④ ⑪ ⑤ ⑥ ⑦   ⑧ ⑩   ②   ① ⑨       

Civa-p. 

2.1.16.4-8 
① ⑧ ③ ⑤ ④ ⑦   ⑥ ② ⑩ ⑨ ⑪ ⑫         

Civa-p. 

5.29.16-19 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥   ⑦             ⑧   ⑨ 

マヌ法典 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩               

 

 このように、挙げられている人物名は文献によって異なるものの、マリーチ、アトリ、

アンギラス、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ヴァスィシュタの 7 名の名は一致して

いる。 

 構成要素 F3（その他の者たちの創造）では、ブラフマー神によって創造された F1、

F2 の者たち以外の者たちについての記述を示した。ブラフマー神からありとあらゆる

ものが創造されている様子が分かる。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

 

 

                                                 
147 縦軸が文献名、横軸が聖者の名前であり、表中の番号は創造された順番である。例えば、

agni-p. 17.15 では、マリーチ、アトリ、アンギラス、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ヴ

ァスィシュタの順に名が述べられている。番号ではなく〇となっているものは、創造され

たという記述はあるが、順番が不明なものである。この表を載せた意図は、記述の定型化

を調査するためである。表には加えなかったが、brahma-p. 43.33-34 には「マリーチなど

の聖者たち」という記述がある。 
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 F1. ルドラの創造 

 ①怒りから生まれる。「泣く」ので「ルドラ」と名付けられる 

 【varAha-p. 2.14-16】 

 evam uktvA tirobhAvaM gato ’haM so ’pi cintayan / 

 Aste yAvaj jagaddhAtri nAdhyagacchat tu kiJcana //14// 

 tAvat tasya mahAroSo brahmaNo ’vyaktajanmanaH / 

 sambhUya tena bAlaH syAd eko roSAtmasambhavaH //15// 

 このように言って私は消えた。世界の母よ。彼（ブラフマー）もまさにどのよ

 うに〔すべきか〕を考えて、かの未顕現から生まれたブラフマーが非常に怒り、

 それによって〔ブラフマー〕自身の怒りから生まれた 1 人の男の子が生まれ出

 るであろう時まで、留まった。 

 yo rudan vAritas tena brahmaNAvyaktamUrttinA / 

 bravIti nAma me dehi tasya rudreti so dadau //16// 

 泣いている彼はかの未顕現の姿のブラフマーによって〔泣くことを〕止められ、

 「私に名前を下さい」と言った。それゆえ〔ブラフマーは〕その者にルドラと

 いう〔名を〕与えた。 

 

 ②怒りから生まれる 

 【brahma-p. 1.46】 

 nArAyaNAtmakAnAM tu saptAnAM brahmajanmanAm / 

 tato ’sRjat purA brahmA rudraM roSAtmasaMbhavam // 46 // 

 そして、ナーラーヤナの性質を有する 7人がブラフマーから生まれるやいなや、

 すぐにブラフマーは激怒から生まれた息子ルドラを創った。 

 

 【Civa-p. 5.29.17】 

 sapta brahmANa ity ete purANe niCcayaM gatAH / 

 tato ’sRjat punar brahmA rudrAn krodhasamudbhavAn //17// 

 彼らはプラーナ聖典において 7 人のブラフマーと定められている。そしてさら

 にブラフマーは怒りから生じたルドラたちを創った。 

 

 ③「泣く」ので「ルドラ」と名付けられる 

 【kAlikA-p. 25.44-46】 

 tato brahmA varAhAya namaskRtya mahaujase / 

 ardhanArICvaraM kakSAd148 devadevaM vyajAyata //44// 

                                                 

148 c 版では kayAd となっているが、この場合意味に矛盾が生じるので、n 版の kakSAd（脇

の下から）を採用した。しかし N版の英訳にはこの言葉は訳されていない。 



64 

 

 それから、ブラフマーは非常に力強いヴァラーハに敬礼し、脇の下から神々の

 神アルダナーリーシュヴァラを創った。 

 prathamaM jAtamAtraH sa praruroda mahAsvanaH / 

 kiM rodiSIti taM brahmA rudantaM pratyuvAca ha //45// 

 最初、彼は生まれた途端に大声で泣き始めた。「何故、泣いているのだ」とブ

 ラフマーは、泣いているその者に言った。 

 nAma dehIti taM so ’tha pratyuvAca maheCvaraH / 

 rudranAmA rodanAt taM149 mA rodIs tvaM mahACaya //46// 

 そこで、「名前を下さい。」と彼（ブラフマー神）にかのマヘーシュヴァラは言

 った。「泣くが故に、汝はルドラという名前だ。高貴な者よ。泣くでない。」 

 

 ④ニーラローヒタ（赤みがかった青色）であるルドラが生まれる 

 【brahmANDa-p. 1.2.9.23】 

 abhimAnAtmakaM rudraM nirmame nIlalohitam/ 

 Ciraso ’MgirasaM150 caiva CrotrAd atriM tathaiva ca//23// 

 名声151の本質をしたニーラローヒタ（赤みがかった青色）であるルドラを創っ

 た。そして、頭からアンギラスを、耳からアトリを、同様に〔創った〕。 

 

 F2. 聖者たちの創造 

 【agni-p. 17.15】 

 marIcim atryangirasaM pulastyaM pulahaM kratum/ 

 vasiSThaM mAnasAn sapta brahmANAn iti niCcitam//15// 

 ブラフマーの心から生まれた 7 人と言われるマリーチ、アトリ、アンギラス、

 プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ヴァスィシュタを〔創った〕。 

 

 【brahma-p. 1.44-50】 

 sasarja sRSTiM tadrUpAM sraSTum icchan prajApatIn / 

 marIcim atryaGgirasau pulastyaM pulahaM kratum //44// 

 vasiSThaM ca mahAtejAH so ’sRjat sapta mAnasAn / 

 sapta brahmANa ity ete purANe niCcayaM gatAH //45// 

 それらの姿をとった創造を欲して、マリーチ、アトリ、アンギラス、プラステ

 ィヤ、プラハ、クラトゥ、ヴァスィシュタといった創造主たちを創った。彼（ブ

                                                 

149 n 版では rodanAc ca となっている。訳はほぼ同じである。 

150 原文（m 版）では CirasoMgirasaM となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

Ciraso ’MgirasaM とした。 
151 abhimAna の訳は英訳を参照した。 
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 ラフマー）は、その偉大な輝きを持つ心から生まれた 7 人を創った。彼らは、

 7 人のブラフマーとして、プラーナ聖典において、定められている。 

 nArAyaNAtmakAnAM tu saptAnAM brahmajanmanAm / 

 tato ’sRjat purA brahmA rudraM roSAtmasaMbhavam //46// 

 そして、ナーラーヤナの性質を有する 7人がブラフマーから生まれるやいなや、

 すぐにブラフマーは激怒から生まれた息子ルドラを創った。 

 sanatkumAraM ca vibhuM pUrveSAm api pUrvajam / 

 saptasv etA ajAyanta prajA rudrAC ca bho dvijAH //47// 

 そして以前に、最年長であり、遍在するサナトクマーラを〔創った〕。7 人から

 これらの生類やルドラたちが生まれた。おお、再生族の者たちよ。 

 skandaH sanatkumAraC ca tejaH saMkSipya tiSThataH / 

 teSAM sapta mahAvaMCA divyA devagaNAnvitAH //48// 

 kriyAvantaH prajAvanto maharSibhir alaMkRtAH / 

 vidyuto ’CanimeghAMC ca rohitendradhanuMSi ca //49// 

 vayAMsi ca sasarjAdau152 parjanyaM ca sasarja ha / 

 Rco yajUMSi sAmAni nirmame yajJasiddhaye //50// 

 スカンダとサナトクマーラは、輝きを集めて、とどまった。それらの 7 人は、

 神聖であり、偉大なヴァンシャ（系譜）に属し、神々の一団を従えており、儀

 式の執行者たちであり、子を持つ者たちであり、偉大な聖仙によって飾られる。

 稲光と稲妻を伴う雲と虹153と鳥を彼（ブラフマー）は創った。また初めに彼は

 パルジャニヤ（雨雲）を創った。ヤジュニャ（儀礼）を成就するために、リグ

 とヤジュスとサーマンを創った。 

 

 【brahma-p. 43.33-34】 

 marIcyAdIn munIn sarvAn gandharvoragarAkSasAn/ 

 (sapta svargAn sapAtAlAn bhuvanAni caturdaCa/ 

 dvIpAn asRjad aMbhodhIn gaMgAdyAH saritas tathA/ )  

 yakSavidyAdharAMC cAnyAn gaGgAdyAH saritas tathA//33 

 naravAnarasiMhAMC ca vividhAMC ca vihaMgamAn/ 

 jarAyUn aNDajAn devi svedajodbhedajAMs tathA//34// 

 マリーチなどの聖者たち、ガンダルヴァや蛇やラークシャサ、（7 つの天界と〔7

 つの〕地獄、〔すなわち〕14 の世界、及び海を伴った島、ガンガーなどの川を

                                                 

152 原文（n 版）では sasarjA ’’dau となっているが、これは sasarjA Adau の連声を分かりやす

く記述したものと思われる。ここでは sasarjAdau とした。 
153 虹には rohitadhanus（不完全であり、人には見えない直線の虹）と indradhanus（完全な

虹）がある。 
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 創った。）154ヤクシャとヴィディヤーダラや他のもの、及びガンガーなどの川〔を

 創った〕。そして人と猿、ライオン、色々な種の鳥たち、胎生のもの、卵生の

 もの、湿生のもの、芽生のものを創った。女神よ。 

 

 【brahmANDa-p. 1.2.9.16-29】 

 tataH prajAH samudbhUtA yathA proktA mayA purA / 

 prakriyAyAM yathA tubhyaM tretAmadhye mahAtmanaH //16// 

 yadA prajAs tu tAH sRSTA na vyavarddhatadhdhImataH155 / 

 tato ’nyAn mAnasAn putrAn AtmanaH sadRCo ’sRjat //17// 

 そして以前に私によってあなたに「プラクリヤー」で言われたように、トレー

 ターユガの間に、マハートマン（ブラフマー）から生類たちが生まれた。しか

 し知者（ブラフマー）から創造されたそれらの生類たちが繁栄しなかったので、

 自分に似せて〔ブラフマーは〕心から生まれた他の息子たちを創った。 

 bhRgvaMgiromarIcIMC ca pulastyaM pulahaM kratum / 

 dakSam atriM vasiSThaM ca nirmame mAnasAn sutAn //18// 

 ブリグとアンギラス、マリーチ、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ダクシャ、

 アトリ、ヴァスィシュタ〔という〕心から生まれた息子たちを創った。 

 nava brahmANa ity ete purANe niCcayaM gatAH / 

 brahmA yat AtmakAnAM tu sarveSAm AtmayoninAm //19// 

 彼らは、9 人のブラフマーとしてプラーナ聖典において定められている。とい

 うのも、アートマンを源泉とする全ての者にとってのブラフマーだからである。 

 tato ’sRjat punar brahmA dharmaM bhUtasukhAvaham / 

 prajApatiM ruciM caiva pUrveSAm eva pUrvajau //20// 

 さらにブラフマーは、生類に喜びをもたらすダルマと創造者ルチを創った。〔彼

 ら 2 人は〕太古の者たちにとっても年長者である。 

 buddhitaH sasRje dharmaM sarvabhUtasukhAvaham / 

 manasas tu rucir nAma jajJe yo ’vyaktajanmanaH //21// 

 〔ブラフマーは〕知から全ての生類に喜びをもたらすダルマを創った。生まれ

 が未顕現の者の心からルチという名の〔者は〕生まれた。 

 bhRgus tu hRdayAj jajJe RSiH salilayoninaH / 

 prANAd dakSaM asRjan156 brahmA cakSurbhyAM tu marIcim157 //22// 

                                                 

154 この（）は n 版で用いられている。特に説明はなされていないが、恐らく、このシュロ

ーカが加えられている文献と、省かれている文献があるという意味だろう。 

155 原文（m 版）では vyavaddhatadhImataH となっているが、英訳を参照し、

vyavarddhatadhImataH とした。 

156 原文（m 版）では sRjan となっているが、英訳を参照し、asRjan とした。 
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 そして、水から生まれた者（ブラフマー）の心からブリグは生まれた。さらに

 ブラフマーはプラーナからダクシャを、両目からマリーチを創った。 

 abhimAnAtmakaM rudraM nirmame nIlalohitam / 

 Ciraso ’MgirasaM158 caiva CrotrAd atriM tathaiva ca //23// 

 名声の本質をしたニーラローヒターであるルドラを創った。そして、頭からア

 ンギラスを、耳からアトリを、同様に〔創った〕。 

 pulastyaM ca tathodAnAd vyAnAc ca pulahaM punaH / 

 samAnajo vasiSThaC ca hy apAnAn nirmame kratum //24// 

 そしてウダーナからプラスティヤを、さらにヴィヤーナからプラハを同様に

 〔創った〕。ヴァスィシュタはサマーナから生まれた。そしてアパーナからク

 ラトゥを創った。 

 ity ete brahmaNaH putrAH prajAdau dvAdaCa smRtAH / 

 dharmas teSAM prathamajo devatAnAM smRtas tu vai //25// 

 このように生類のはじめ（先祖）には、この 12 人のブラフマーの息子たちが

 知られている。そしてダルマが彼ら神格の中で最も年長の者であると知られて

 いる。 

 bhRgvAdayas tu ye sRSTAs te vai brahmarSayaH smRtAH / 

 gRhamedhipurANAs te dharmas taiH prAk pravarttitaH //26// 

 そしてブリグを始めとする者たちである生類は、ブラフマルシ（梵仙）として

 知られている。彼らは儀礼をする太古の家長である。最初にダルマが彼らによ

 って確立された。 

 dvAdaCaite prasUyaMte prajAH kalpe punaH punaH / 

 teSAM dvAdaCa te vaMCA divyA devaguNAnvitAH //27// 

 この 12 人の者たちは、カルパにおいて何度も何度も生類を創造した。彼ら（生

 類）にとっては、彼ら 12 人の者たちが、神的であり神の性質をそなえたヴァ

 ンシャである。 

 kriyAvaMtaH prajavaMto maharSibhir alaMkRtAH / 

 yadA tair iha sRSTais tu dharmmAdyaiC ca maharSibhiH //28// 

 sRjyamAnAH prajAC caiva na vyavarddhaMta dhImataH / 

 tamomAtrAvRtaH so ’bhUc chokapratihataC ca vai //29// 

 〔彼らは〕儀礼を行い生産（生殖）を行なう者たちであり、偉大なリシたちに

 よって讃えられている。この世界で、これらの創造されたダルマをはじめとす

 る偉大なリシたちによって、生類たちが知者（ブラフマー）から創造されたが、

                                                                                                                                               

157 原文（m 版）では marIcinam となっているが、英訳を参照し、marIcim とした。 

158 原文（m 版）では CirasoMgirasaM となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

Ciraso ’MgirasaM とした。 
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 繁栄しなかった時、彼（ブラフマー）はタマスの要素に覆われ、そして悲しみ

 に打ちひしがれた。 

 

 【kAlikA-p. 25.51-54】 

 tam159 Aha bhagavAn brahmA kuru sRSTiM prajApate / 

 tapas taptvA virAT so ’pi manuM svAyambhuvaM tataH //51// 

 sasarja so ’pi tapasA160 brahmANaM paryatoSayat / 

 toSitas tena manasA dakSaM sRSTyai sasarja saH //52// 

 ブラフマー神は彼に言った。「創造をなせ。創造主よ。」かのヴィラージュも、

 苦行をし、スヴァーヤンブヴァであるマヌを創った。彼はまた、苦行によって

 ブラフマーを満足させた。満足した彼（ブラフマー）は、彼（ブラフマー）の

 心によって、〔さらなる〕創造のためにダクシャを創った。 

 sRSTe dakSe ’tha daCadhA praNato manunA vidhiH / 

 punar eva sutAn anyAn sasarja daCa mAnasAn //53// 

 marIcim atryaMgirasau pulastyaM pulahaM kratum / 

 pracetasaM vasiSTaJ ca bhRguM nAradam eva ca //54// 

 さて、ダクシャが創られた時、創造主（ブラフマー）は、マヌに 10 回敬礼さ

 れた。さらに〔ブラフマーは〕10 人の心から生まれた他の息子たち、マリーチ、

 アトリ、アンギラス、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、プラチェータス、ヴ

 ァスィシュタ、ブリグ、ナーラダを創った。 

 

 【padma-p. 1.40.69-72】 

 AtmanaH sadRCAn putrAn asRjad vai pitAmahaH / 

 viCve prajAnAM patayo yebhyo lokA viniHsRtAH // 69 // 

 ピターマハ（祖父、ブラフマー）は、自分に似た息子たちを創った。〔彼らは〕

 皆、生類の主であり、彼らから世界が現れた。 

 viCveCaM prathamaM tAvan mahAtmA tapasAtmajam / 

 sarvatra saMhataM puNyaM nAmnA dharmaM sa sRSTavAn // 70 // 

 かのマハートマンは、最初に、苦行によって、あらゆる徳を集めたダルマとい

 う名の息子を創った。 

 dakSaM marIcim atriM ca pulastyaM pulahaM kratum / 

 vasiSThaM gautamaM caiva bhRgum aMgirasaM muniM // 71 // 

                                                 

159 c 版と n 版、双方の註釈には tad という解釈もあるとしているが、いずれも tam を採用

している。 

160 c 版と n 版、双方の註釈には manasAという解釈もあるとしているが、いずれも tapasA

を採用している。 
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 ダクシャ、マリーチ、アトリ、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ヴァスィシ

 ュタ、ガウタマ、ブリグと聖者アンギラスを〔創った〕。 

 atyadbhutAs svakRtyena jJeyAs te tu maharSayaH / 

 trayodaCaguNA raMbhA ye vaMCAs tu maharSiNAM // 72 // 

 それらのマハルシ（偉大な聖仙）は、自らのなした行いによって非常に驚異的

 な者たちとして知られるべきである。マハルシたちのその系譜は、13 の徳を支

 柱（基礎）としている。 

 

 【Civa-p. 2.1.16.4-8】 

 marIciM ca svanetrAbhyAM hRdayAd bhRgum eva ca / 

 Ciraso ’girasaM vyAnAt pulahaM munisattamam // 4 // 

 udAnAc ca pulastyaM hi vasiSThaJ ca samAnataH / 

 kratuM tv apAnAc chrotrAbhyAm atriM dakSaM ca prANataH // 5 // 

 asRjaM tvAM tadotsaMgAc chAyAyAH kardamaM munim / 

 saMkalpAd asRjaM dharmaM sarvasAdhanasAdhanam // 6 // 

 マリーチを私の両目から、ブリグを心から、アンギラスを頭から、聖者の最高

 者プラハをヴィヤーナから、プラスティヤをウダーナから、ヴァスィシュタを

 サマーナから、クラトゥをアパーナから、アトリを耳から、ダクシャをプラー

 ナから、あなた（ナーラダ）を膝から、カルダマ仙を影から、私は創った。〔さ

 らに〕私は、全てを成就させる手段であるダルマをサンカルパから創った。 

 evam etAn ahaM sRSTvA kRtArthaH161 sAdhakottamAn / 

 abhavaM muniCArdUla mahAdevaprasAdataH // 7 // 

 このように私はこれらの最高のサーダカたちを創り、マハーデーヴァの恩恵に

 よって、満足した。聖者の最高者よ。 

 tato mad AjJayA tAta dharmaH saMkalpasaMbhavaH / 

 mAnavaM rUpam ApannaH162 sAdhakais tu pravartitaH // 8 // 

 そして、私の命令によって、サンカルパから生まれたダルマは、人間の姿を得

 て、サーダカたちと共に動き始めた。愛しき者よ。 

 

 【Civa-p. 5.29.16-19】 

 marIcim atryaMgirasau pulastyaM plahaM kratum / 

 vasiSThaM tu mahAtejAH163 so ’sRjat sapta mAnasAn //16// 

 そしてかの偉大な輝きを持つ者（ブラフマー）は、マリーチとアトリ、アンギ

                                                 

161 n 版では kRtArthas となっている。 

162 n 版では Apannas となっている。 

163 n 版では mahAtejAs となっている。 
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 ラス、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ヴァスィシュタという 7 人の心から

 生まれた者たちを創った。 

 sapta brahmANa ity ete purANe niCcayaM gatAH / 

 tato ’sRjat punar brahmA rudrAn krodhasamudbhavAn //17// 

 彼らはプラーナ聖典において 7 人のブラフマーと定められている。そしてさら

 にブラフマーは怒りから生じたルドラたちを創った。 

 sanatkumAraM ca RSiM sarveSAm api pUrvajam / 

 sapta caite prajAyaMte paCcAd rudrAC ca sarvataH //18// 

 それから、皆の年長者である聖仙サナトクマーラを〔創った〕。そしてこの（前

 述の）7 人を創った。その後、色々な場所にルドラたちが〔生まれた〕。 

 ataH164 sanatkumAras tu tejaH165 saMkSipya tiSThati / 

 teSAM sapta mahAvaMCA divyA devarSipUjitAH //19// 

 こうしてサナトクマーラは輝きを凝集して留まった。彼ら166の 7 つの神的な偉

 大なヴァンシャはデーヴァルシに崇められた。 

 

 【『マヌ法典』1.34-35[渡瀬 1990 p. 26]】 

 私は生類を創造しようと欲して、至難の苦行を行ない、まず初めに、十人の人

 類の主となる偉大なリシを創造した。〔すなわち〕マリーチ、アトリ、アンギ

 ラス、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、プラチェータス、ヴァシシュタ、ブ

 リグそしてナーラダである。 

 

 F3. その他の者たちの創造 

 【brahma-p. 1.47-51】 

 sanatkumAraM ca vibhuM pUrveSAm api pUrvajam / 

 saptasv etA ajAyanta prajA rudrAC ca bho dvijAH //47// 

 そして以前に、最年長であり、遍在するサナトクマーラを〔創った〕。7 人から

 これらの生類やルドラたちが生まれた。おお、再生族の者たちよ。 

 skandaH sanatkumAraC ca tejaH saMkSipya tiSThataH / 

 teSAM sapta mahAvaMCA divyA devagaNAnvitAH //48// 

 kriyAvantaH prajAvanto maharSibhir alaMkRtAH / 

 vidyuto ’CanimeghAMC ca rohitendradhanuMSi ca //49// 

                                                 

164 n 版では atas となっている。 

165 n 版では tejas となっている。 
166 マリーチ、アトリ、アンギラス、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ヴァスィシュタの

7 人のことである。 
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 vayAMsi ca sasarjAdau167 parjanyaM ca sasarja ha / 

 Rco yajUMSi sAmAni nirmame yajJasiddhaye //50// 

 スカンダとサナトクマーラは、輝きを集めて、とどまった。それらの 7 人は、

 神聖であり、偉大なヴァンシャに属し、神々の一団を従えており、儀式の執行

 者たちであり、子を持つ者たちであり、偉大な聖仙によって飾られる。稲光と

 稲妻を伴う雲と虹と鳥を彼（ブラフマー）は創った。また初めに彼はパルジャ

 ニヤを創った。ヤジュニャを成就するために、リグとヤジュスとサーマンを創

 った。 

 sAdhyAn anyAMs tathA devAn ity evam anuCuCruma / 

 uccAvacAni bhRtAni gAtrebhyas tasya jajJire //51// 

 同様に、サーディヤなどの神々を〔創った〕と、私たちは聞いた。高き者や低

 き者たちは、彼（ブラフマー）の手足から生まれた。 

 

 【brahma-p. 43.31-36】 

 mAtrAyonIni bhUtAni sthUlasUkSmANi yAni ca / 

 caturvidhAni sarvANi sthAvarANi carANi ca //31// 

 マートラーヨーニ（子宮から生じたもの168）は、粗大なものや微細なものであ

 り、全てで 4 種類ある。〔それらは〕動くものや動かないものである。 

 tataH prajApatir brahmA cakre sarvaM carAcaram / 

 saMcintya manasAtmAnaM169 sasarja vividhAH prajAH //32// 

 そして、創造主ブラフマーは、全て動くものと動かないものを作った。心によ

 って、〔自分〕自身で考えて、色々な種類の生類を創った。 

 marIcyAdIn munIn sarvAn gandharvoragarAkSasAn / 

 (sapta svargAn sapAtAlAn bhuvanAni caturdaCa / 

 dvIpAn asRjad aMbhodhIn gaMgAdyAH saritas tathA / )  

 yakSavidyAdharAMC cAnyAn gaGgAdyAH saritas tathA //33// 

 naravAnarasiMhAMC ca vividhAMC ca vihaMgamAn / 

 jarAyUn aNDajAn devi svedajodbhedajAMs tathA //34// 

 マリーチなどや聖者たち、ガンダルヴァや蛇やラークシャサ、（7 つの天界と〔7

 つの〕地獄、〔すなわち〕14 の世界、及び海を伴った島、ガンガーなどの川を

 創った。）ヤクシャとヴィディヤーダラや他のもの、及びガンガーなどの川〔を

                                                 

167 原文（n 版）では sasarjA ’’dau となっているが、これは sasarjA Adau の連声を分かりやす

く記述したものと思われる。ここでは sasarjAdau とした。 
168 mAtrAyonIni の訳が不明である。英訳にも混乱が見られるため、文脈から判断し、「子宮

から生じたもの」とした。 

169 原文（n 版）では manasA ’’tmAnaM となっている。これは manasA  AtmAnaM の連声を分

かりやすく記述したものと思われる。ここでは、manasAtmAnaM とした。 
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 創った〕。そして人と猿、ライオン、色々な種の鳥たち、胎生のもの、卵生の

 もの、湿生のもの、芽生のものを創った。女神よ。 

 brahmaM170 kSatraM171 tathA vaiCyaM CUdraM caiva catuSTayam / 

 antyajAtAMC ca mlecchAMC ca sasarja vividhAn pRthak //35// 

 そしてバラモンとクシャトリア、ヴァイシュヤ、シュードラという 4 種の〔カ

 ースト〕と別にアンティヤジャータ172、ムレーッチャ173といった色々な種類を

 創った。 

 yat kiMcij jIvasaMjJaM tu tRNagulmapipIlikam / 

 brahmA bhUtvA jagatsarvaM nirmame sacarAcaram //36// 

 そしてブラフマーは、草や低木やアリといった何らか命と呼ばれるものを生み、

 動くものや動かないものから成る全世界を創った。 

 

 【Civa-p. 2.1.16.9】 

 tato ’sRjaM svagAtrebhyo vividhebhyo ’mitAn sutAn / 

 surAsurAdikAMs tebhyo dattvA tAM tAM tanuM mune // 9 // 

 そして、私は自分の肢体の様々な部分から、神からアスラまでの無数の息子た

 ちを、彼らにそれぞれの体を与えて創った。聖仙よ。 

 

 【Civa-p. 5.29.23】 

 uccAvacAni bhUtAni gAtrebhyas tasya jajJire / 

 Apavasya prajAsargaM sRjato hi prajApateH //23// 

 創造主アーパヴァ174が生類創造を行なった時、高き者や低き者たちは彼の手足

 から生まれた。 

 

 【『マヌ法典』1.36-51[渡瀬 1990 pp. 27-28]】 

 ブラフマン（ブラフマー）が世界創造と生類創造をする。 

 

 

                                                 

170 原文（n 版）では brahma となっているが、英訳を参照し、brahmaM とした。 

171 原文（n 版）では kSatrraM となっているが、英訳を参照し、kSatraM とした。 
172 最下層の生まれの者のことを指す。一般的にアウトカースト（不可触民、ダリット）と

呼ばれる。 
173 英訳では外国人とされているが、辞書によると外国人、未開人、非アーリア人などを指

すとされている。 
174 ここではマヌのことを指していると考えられる。 
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第 8 項 構成要素 G の分析 

 G は、サーンキヤ・ヨーガ哲学的記述という構成要素である。 

  G1（トリグナに関する記述）は、サーンキヤ哲学における 3 つのグナ（要素）につ

いての記述である。以下に、この構成要素の流れを示す（表 6）。 
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表 6 構成要素 G1におけるトリグナの記述の流れ175（ブラフマー創造神話） 

文
献
名 

brahmANDa-p. 

1.2.9.10-13 

brahmANDa-p. 

1.2.9.28-32 
kUrma-p. 1.8.2-5 

liGga-p.        

1.70.261-266 
vAyu-p. 10.2-5 

記
述
の
流
れ 

ブラフマー神がラ

ジャスとサットヴ

ァを排除する 

        

ブラフマー神がタ

マスに覆われる 

ブラフマー神がタ

マスに覆われる 

ブラフマー神がタ

マスに覆われる 

ブラフマー神がタ

マスに覆われる 

ブラフマー神がタ

マスに覆われる 

  

ブラフマー神の息

子たちもタマスに

蔽われる 

      

  
ブラフマー神がタ

マスを追い出す 
  

ラジャスとサット

ヴァがタマスを追

い払う 

ラジャスとサット

ヴァがタマスを追

い払う 

ブラフマー神が、ラ

ジャス性を抑え、タ

マスを作る 

  
ブラフマー神はラ

ジャスに蔽われる 
      

ラジャスがタマス

を覆う 

  

タマスがヒンサー

とショーカを生み

出す 

アダルマとヒンサ

ーがある 

タマスがアダルマ

ーチャラナとヒン

サーになる 

タマスからアダル

マが、ショーカから

ヒンサーが生まれ

る 

  

 

 このように、トリグナは、トリグナとして同時に登場するのではなく、順番に登場す

る。 

 G2（プルシャとプラクリティという記述）では、シャタルーパーをプラクリティと

し、マヌをプルシャとしている。サーンキヤ哲学では、女性原理であるプラクリティを

男性原理であるプルシャが観照することで世界が展開するとされる。ここでは、マヌと

シャタルーパーの 2 人から生類創造が起こることをサーンキヤ哲学的に説明している

と思われる。 

 G3（ヨーガに関する記述）では、シャタルーパーがヨーギニーであることが述べら

れている。C においてシャタルーパーが苦行を行なうことから、ヨーガをその苦行の一

                                                 

175 横軸に文献を配置し、縦軸に構成要素 G1の記述の流れを示した。brahmANDa-p. 

1.2.9.10-13 を例に取ると、構成要素 G1は、ブラフマー神がラジャスとサットヴァを排除す

る→ブラフマー神がタマスに覆われる→ブラフマー神がタマスを追い出す→ブラフマー神

はラジャスに蔽われる→タマスがヒンサーとショーカを生み出すという順に記述が進んで

いくということである。 
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部ととらえていると考えられる。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

  G1. トリグナに関する記述 

 【brahmANDa-p. 1.2.9.10-13】 

 athAtmani samadrAkSIt tamomAtrAM tu cAriNIm / 

 rajaH sattvaM parityajya vartamAnAM svakarmataH //10// 

 そして〔ブラフマーは〕自身の中にラジャスとサットヴァを排除して、自分自

 身の行為によってうごめくタマス176の要素を見た。 

 tataH sa tena duHkhena CucaM cakre jagatpatiH / 

 tamaC ca vyanudat paCcAd rajasA tu samAvRNot //11// 

 さらにその悲しみによってかの世界の主（ブラフマー）は悲嘆にくれた。そし

 てタマスを追い出し、その後ラジャスによって覆った。 

 tat tamaH pratinuttaM vai mithunaM saMprasUyata177 / 

 adharmAcaraNAt tasya hiMsA Coko vyajAyata //12// 

 追い出されたかのタマスは双子を生んだ。非法な行いゆえに彼（タマス）にヒ

 ンサーとショーカ（悲しみ）が生まれた。 

 tatas tasmin samudbhUte mithune varaNAtmake / 

 tataH sa bhagavAn AsIt prItaC caitaM hi CiCriye //13// 

 そこで、かの覆う性質を持った双子が生まれた時、かの神（ブラフマー）は喜

 んだ。そしてそれに依拠した。 

 

 【brahmANDa-p. 1.2.9.28-32】 

 kriyAvaMtaH prajavaMto maharSibhir alaMkRtAH / 

 yadA tair iha sRSTais tu dharmmAdyaiC ca maharSibhiH //28// 

 sRjyamAnAH prajAC caiva na vyavarddhaMta dhImataH / 

 tamomAtrAvRtaH so ’bhUc chokapratihataC ca vai //29// 

 〔彼らは〕儀礼を行い生産（生殖）を行なう者たちであり、偉大なリシたちに

 よって讃えられている。この世界で、これらの創造されたダルマをはじめとす

 る偉大なリシたちによって、生類たちが知者（ブラフマー）から創造されたが、

 繁栄しなかった時、彼（ブラフマー）はタマスの要素に覆われ、そして悲しみ

 に打ちひしがれた。 

                                                 
176 サーンキヤ学派では、タマスとラジャス、サットヴァの 3要素（トリグナ）を存在物の

構成要素としている。この 3要素のバランスが変化することによって、世界が展開すると

される。 
177 後続の語が adharmAcaraNAt であるため、連声の規則として saMprasUyata になったと考え

られる。 
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 yathAvRtaH178 sa vai brahmA tamomAtrA tu sA punaH / 

 putrANAM ca tamomAtrA aparA niHsRtA ’bhavat //30// 

 かのブラフマーが覆われたように、再び、かのタマスの要素が、〔覆うために

 あった〕。息子たちにとっても、他の現れ出たタマスの要素に〔覆われるよう

 に〕なった。 

 pratisrotAtmako ’dharmo hiMsA caivACubhAtmikA / 

 tataH pratihate tasya pratIte varaNAtmake //31// 

 svAM tanuM sa tadA brahmA samapohata bhAsvarAm / 

 dvidhA kRtvA svakaM deham arddhena puruSo ’bhavat //32// 

 アダルマは流れに逆らう性質であり、そしてヒンサーはまさに不吉な性質であ

 る。そして彼（ブラフマー）が打ちひしがれて〔タマスに〕覆われるようにな

 った時、かのブラフマーは自分の輝く体を捨てた。自分の体を二分した後、半

 身によって男性になった。 

 

 【kUrma-p. 1.8.2-5】 

 tamomAtrAvRto brahmA tadACocata duHkhitaH / 

 tataH sa vidadhe buddhim arthaniCcayagAminIm //2// 

 そして、タマスの要素に覆われたブラフマー神は落ち込んで悲嘆に暮れた。そ

 れから彼（ブラフマー）は目的を解決するための知性を使った。 

 athAtmani samadrAkSIt tamomAtrAM niyAmikAm / 

 rajaH sattvaM ca saMvRttaM varttamAnaM svadharmataH //3// 

 そして、自分の中に〔あらゆるものを〕制御する〔性質を持つ〕タマスを見た。

 ラジャスとサットヴァは自己のダルマとして存在していた。 

 tamas tu vyanudat paCcAd rajaHsattvena saMyutaH / 

 tat tamaH pratinunnaM vai mithunaM samajAyata //4// 

 しかし、その後、タマスはラジャスとサットヴァの結合したものに追い払われ

 た。そして追い払われたタマスは一対のものになった。 

 adharmAcaraNo viprA hiMsA cACubhalakSaNA / 

 svAM tanuM sa tato brahmA tAm apohata bhAsvarAm //5// 

 バラモンたちよ。〔その一対は〕アダルマーチャラナと不吉な性格のヒンサー

 である。そこで、かのブラフマー神は自分のその輝く体を捨てた。 

 

 【liGga-p. 1.70.261-266】 

 yadAsya tAH prajAH sRSTA na vyavardhaMta sattamAH / 

                                                 

178 原文（m 版）では yathA ’’vRtaH となっている。これは yathA AvRtaH の連声を分かりやすく

記述したものと思われる。ここでは yathAvRtaH とした。 
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 tamomAtrAvRto brahmA tadA Cokena duHkhitaH // 261 // 

 彼に創造されたこれらの素晴らしい生類が繁栄しなかったので、タマスの要素

 に覆われたブラフマー神は、悲しみによって落ち込んだ。 

 tataH sa vidadhe buddhim arthaniCcayagAminIM / 

 athAtmani samadrAkSIt tamomAtrAM niyAmikAm // 262 // 

 rajaH sattvaM parityajya vartamAnAM svadharmataH / 

 tataH sa tena duHkhena duHkhaM cakre jagatpatiH // 263 // 

 それから彼は目的を解決するための知性を働かせた。そして自分の中に、〔あ

 らゆるものを〕制御する〔性質を持ち〕、自己のダルマからラジャスとサット

 ヴァを離れ、存在しているタマスを見た。そして、かの世界の主（ブラフマー）

 は、その苦しみに苦しんだ。 

 tamaC ca vyanudat paCcAd rajaH sattvaM tam AvRNot / 

 tat tamaH pratinunnaM vai mithunaM samajAyata // 264 // 

 彼（ブラフマー）はタマスを追い払い、その後ラジャスとサットヴァはそれ（タ

 マス）を覆った。そして、追い払われたタマスは一対のものになった。 

 adharmas tamaso jajJe hiMsA CokAd ajAyata / 

 tatas tasmin samudbhUte mithune dAruNAtmike // 265 // 

 gatAsur bhagavAn AsIt prItiC cainam aCiCriyat / 

 svAM tanuM sa tato brahmA tAm apohata bhAsvarAm // 266 // 

 タマスからアダルマが生じ、ショーカからヒンサーが生じた。そして、かの恐

 ろしい性質の双子（アダルマとヒンサー）が生まれた時、神は死んだ。そして、

 喜びが彼に依拠した。そこでかのブラフマー神は、自分のその輝く体を捨てた。 

 

 【vAyu-p. 10.2-5】 

 tamomAtrAvRto brahmA tadAprabhRti duHkhitaH / 

 tataH sa vidadhe buddhim arthaniCcayagAminIm // 2 // 

 その時から、タマスの要素に包まれたブラフマーは落胆した。そして彼は目的

 を解決するために知性を働かせた。 

 athAtmani179 samasrAkSIt tamomAtrAM niyAmikAm / 

 rAjasatvaM parAjitya vartamAnaM180 ca181 dharmataH // 3 // 

 さて〔ブラフマーは〕自身の中でラジャス性を抑えて、規則正しく機能するも

                                                 

179 A 版では athA ’’tmAni となっている。これは atha AtmAni の連声を分かりやすく記述した

ものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 

180 n 版では varttamAnaM となっている。 

181 n 版では saとなっている。その場合、訳は「さて彼は自身の中でラジャス性を抑えて、

規則正しく機能するものの抑制するタマス〔の要素〕のみを創った」となる。 
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 のの抑制するタマス〔の要素〕のみを創った。 

 tapyate tena duHkhena CokaM182 cakre jagatpatiH / 

 tamaC ca vyanudat tasmAd rajas tamasam183 AvRNot // 4 // 

 世界の主（ブラフマー）は、その苦しみによって、傷ついて悲嘆にくれた。そ

 してタマスは取り除かれ、それ故にラジャスはタマスを覆った。 

 tat tamaH pratinuttaM vai mithunaM sa vyajAyata / 

 adharmAc caraNAj184 jajJe hiMsA CokAd ajAyata // 5 // 

 彼（ブラフマー）は、その追い払われたタマスを双子として生んだ。双子はア

 ダルマである足185から生まれた。ショーカからヒンサーが生じた。 

 

 G2. プルシャとプラクリティという記述 

 ①プルシャとプラクリティ 

 【brahmANDa-p. 1.2.9.33-38】 

 ardhena nArI sA tasya CatarUpA vyajAyata / 

 prakRtir bhUtadhAtrI sA kAmAd vai sRjataH prabhoH //33// 

 彼の半身によってかの女性シャタルーパーが生じた。彼女は、創造する者であ

 る神がカーマから〔創られたので〕、プラクリティであり生類の母である。 

 sA divaM pRthivIM caiva mahimnA vyApya susthitA / 

 brahmaNaH sA tanuH pUrvA divam AvRtya tiSThataH //34// 

 彼女は偉大さによって天と地に満ち、確立した。それは天を覆って留まってい

 るブラフマーの以前の体であった。 

 yA tv arddhA sRjyate nArI CatarUpA vyajAyata / 

 sA devI niyutaM taptvA tapaH paramaduCcaram186 //35// 

 bharttAraM dIptayaCasaM puruSaM pratyapadyata / 

 sa vai svAyaMbhuvaH pUrvaM puruSo manur ucyate //36// 

 女性として創造された半身はシャタルーパーになった。その女神は、1 億年の

 間、最高に困難な苦行を行ない、夫として輝かしい名声の男性を得た。そして

 まさに彼は以前にスヴァーヤンブヴァであり、プルシャであり、マヌと呼ばれ

 た。 

 tasyaikasaptatiyugaM manvaMtaram ihocyate / 

                                                 

182 n 版では CokaJ となっている。 

183 A 版では tasam となっているが、英訳を参照し、n 版の tamasam を採用した。 

184 A 版では caraNAmaj となっているが、英訳を参照し、n 版の caraNAj を採用した。 
185 神のタマス性の表現と考えられる。 

186 原文（m 版）では parama duCcaram（分書）となっているが、ほぼ平行句となっている

Civa-p. 5.30.3 を参照し、paramaduCcaram（連書）とした。 
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 labdhvA tu puruSaH patnIM CatarUpAm ayonijAm //37// 

 tayA sa ramate sArddhaM tasmAt sA ratir ucyate / 

 prathamaH saMprayogaH sa kalpAdau samavarttata //38// 

 ここでは 71 ユガが彼のマヌヴァンタラと呼ばれる。そして、プルシャは妻と

 して子宮から産まれなかったシャタルーパーを得て、彼は彼女と共に楽しんだ。

 それゆえ、彼女はラティと呼ばれる。カルパの初めにこの最初の結合があった。 

 

 ②プラクリティ 

 【brahmANDa-p. 1.2.9.15】 

 sA hi kAmAtmanA sRSTA prakRteH sA surUpiNI / 

 CatarUpeti sA proktA sA proktaiva punaH punaH //15// 

 かの美しい姿の女性は、まさにカーマートマンによってプラクリティから創ら

 れた。彼女はシャタルーパーとよばれた。彼女は何度も何度も〔そう〕呼ばれ

 た。 

 

 【liGga-p. 1.70.268】 

 prakRtiM bhUtadhAtrIM tAM kAmAd vai sRSTavAn prabhuH / 

 sA divaM pRthivIM caiva mahimnA vyApyadhiSThitA // 268 // 

 〔ブラフマー〕神は意欲（kAma）から、かの〔全〕存在を支えるプラクリティ

 を創った。それ（プラクリティ）は、偉大さによって天と地に満ちて、とどま

 った。 

 

 プルシャに関する言及についてだが、プルシャという言葉は男性や人間という意味で

ほぼ全ての神話において用いられている。そのため、サーンキヤ的要素が強いとはいえ

ないのでここでは抜粋しなかった。 

 

 G3. ヨーガに関する記述 

 【kUrma-p. 1.8.7-8】 

 nArIM ca CatarUpAkhyAM yoginIM sasRje CubhAm / 

 sA divaM pRthivIM caiva mahimnA vyApya saMsthitA //7// 

 そして、彼は〔女性半身によって〕シャタルーパーという名の吉祥なるヨーギ

 ニーの女性を創った。彼女は偉大さによって、天と地に満ちてとどまった。 

 yogaiCvaryabalopetA jJAnavijJAnasaMyutA / 

 yo ’bhavat puruSAt putro virADavyaktajanmanaH //8// 

 ヨーガの超能力を授けられた者（シャタルーパー）は、〔高い〕知識と判断力

 を持っていた。未顕現から生まれた男性（ブラフマー）から生まれた息子がヴ
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 ィラージュである。 

 

 【Civa-p. 2.1.16.12】 

 svAyaMbhuvo manus tatra puruSaH parasAdhanam / 

 CatarUpAbhidhA nArI yoginI sA tapasvinI // 12 // 

 そこで、男性は最高の〔創造の〕手段であるスヴァーヤンブヴァになった。か

 の女性はシャタルーパーと呼ばれるヨーギニーであり、苦行者である。 

 

 

 

第 2 節 神話全体の流れ 

 

 最後に神話全体の構成について検討する。以下に、それぞれの要素をそれぞれの神話

の流れに沿ってまとめた表を示す（表 7）。 
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表 7 神話の構成要素と神話の流れを対応した表187（ブラフマー創造神話） 

文
献
名
＼
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成
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素 マ

ヌ
法
典
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1 
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p
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7 

A             A1                     

G             G1   G1                 

B             B1                     

G             G2                     

F   F2   

F2 

F1 

F3 

    
F2 

F1 
F1           

F2 

F1 

F3 

      

A A3 A3 A1 A1 A3   A1 A3 A3 A1 A3 A2 A3 A1 A3 A4 A1 

G                   G1             G1 

F         
F3 

F2 
              

F2 

F3 
    F1   

B B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B2 B1 B1 B1 B1 B1 

G             
G1 

G2 
  G3 G2               

C   C         C   C C     C C C   C 

G                         G3         

D     D2 D1 D2   D1   D1 D1     D2 D1 D1   D1 

E   E1 E1 E2 E2   E1   E1 E1     E1 E1 E1   E1 

F 
F2 

F3 
            F2       F2           

 

この神話の構成要素と神話の流れを対応した表から、構成要素 F（その他の者たちの創

造）、G（サーンキヤ・ヨーガ哲学的記述）を省く188と、以下のようになる（表 8）。 

 

 

                                                 
187 横軸は文献別、縦軸は神話において述べられる構成要素の順番である。例えば、『マヌ

法典』1.1-51では、構成要素が A3→B1→F2→F3の順に述べられていることを示す。 
188 神話の流れに関わりのない要素であるため。 
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表 8 神話の構成要素から F、Gを除いた神話の流れを対応した表（ブラフマー創造神話） 
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A             A1                     
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A A3 A3 A1 A1 A3   A1 A3 A3 A1 A3 A2 A3 A1 A3 A4 A1 

B B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B2 B1 B1 B1 B1 B1 

C   C         C   C C     C C C   C 

D     D2 D1 D2   D1   D1 D1     D2 D1 D1   D1 

E   E1 E1 E2 E2   E1   E1 E1     E1 E1 E1   E1 

 

 上記の表から見て、ほぼ全ての神話に示される構成要素は、以下の通りである。 

 

A. 発端：ブラフマー神による創造行為 

B. 分裂：ブラフマー神が半身により女性に、半身により男性へと分裂する 

 

 非常にシンプルだが、この A→B という流れは、ブラフマー創造神話であると認めら

れるために必要最小限の構成要素を示していると言える。これに更なる構成要素を加え

て、【ブラフマー創造神話基本形】（以下【ブラフマー基本形】と略す）を示す。 

 

 【ブラフマー基本形】 

 A. 発端：ブラフマー神による創造行為 

 B. 分裂：ブラフマー神が半身により女性に、半身により男性へと分裂する 

 C. シャタルーパーによる苦行（欠落している神話もあり） 

 D. マヌとシャタルーパーに関する記述：マヌとシャタルーパーが夫婦関係に 

   なる（欠落している神話もあり） 

 E. マヌとシャタルーパーの子供たち 

 

 このパターンでは、ブラフマー神から分裂した男女が、1 人の男性マヌと 1 人の女性

シャタルーパーになり、彼らが夫婦となって子供たちを生み出すという内容である。多

くの神話がこのパターンを取っており、ブラフマー創造神話の流れの基本的なパターン
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であると言える。bhAgavata-p. 3.12.51-56、brahma-p. 1.41-59、brahma-p. 43.30-38 では、

構成要素 C がないため、分裂した女性半身が苦行をせずに男性半身と夫婦になるのだ

が、後続する構成要素 D、E は、他の神話と同様の者であり、物語全体の流れに大きな

違いはないと言えるだろう。agni-p. 17.15-18.1 では、構成要素 D がないためにマヌと

シャタルーパーが夫婦になるという記述がないが、二人が子供たちを生み出すという記

述から夫婦関係があることが暗示されていると考えられるため、やはり物語全体の流れ

に大きな違いはないと判断した。そのため、構成要素の欠落があってもこれらの神話を

【ブラフマー基本形】であると分類した。以下にこのパターンに該当する神話の構成要

素と神話全体の流れを対応させた表を示す（表 9）。 

 

表 9 神話全体の流れ189【ブラフマー基本形】 
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A A1                     

B B1                     

A A1 A3 A1 A3 A1 A3 A1 A1 A1 A3 A3 

B B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 

C C C C C C C C       C 

D D1 D1 D1 D2 D1 D1 D1 D2 D1 D2   

E E1 E1 E1 E1 E1 E1 E1 E1 E2 E2 E1 

 

 このように、ブラフマー創造神話の全体的な流れは 1 つのパターンを持つと言える。 

 

 

  

                                                 
189 左からアルファベット順に文献を配置したが、分かりやすいように構成要素の欠落があ

る神話は右に配置した。 
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第 3 節 小結 

 

 ここまでプラーナ聖典と『マヌ法典』に見られる 17 のブラフマー創造神話の構造を、

構成要素別の分析と神話全体の流れのパターン化によって明確にしてきた。 

 第 1 節では、構成要素別の分析によって各構成要素に含まれる記述の共通性を調査し

た。構成要素 A（発端：ブラフマー神による創造行為）は基本的には、ブラフマー神に

よる創造の過程において男女に分裂する存在が必要な理由や状況を示している。構成要

素 B（分裂：ブラフマー神が半身により女性に、半身により男性へと分裂する）では、

ブラフマー神が自分自身の身体を男性半身と女性半身の 2 つに分けるという形が基本

となっている。構成要素 C①（シャタルーパーによる苦行：構成要素 B において分裂

した女性半身シャタルーパーが苦行する）は、シャタルーパーが困難な苦行をするとい

うものであり、ほとんどの記述で一致している。構成要素 D（マヌとシャタルーパーに

関する記述）は、分裂した半身同士（マヌとシャタルーパー）が夫婦になるという一致

がある。構成要素 E（マヌとシャタルーパーの子供たち）は、マヌとシャタルーパーの

夫婦から生まれる次世代に関するものである。E1 では、マヌとシャタルーパーの息子

としてプリヤヴラタとウッターナパーダ 2 人の名を記述していることで完全に一致し

ている。構成要素 F（その他の者たちの創造）では、ブラフマー神が様々な者たちを創

造している。F1（ルドラの創造）ではルドラを創造している。F2（聖者たちの創造）

において、ブラフマー神によって創造された聖者たちの中で、マリーチ、アトリ、アン

ギラス、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ヴァスィシュタの 7 名の名が一致している。

構成要素 G（サーンキヤ・ヨーガ哲学的記述）の G1（トリグナに関する記述）では、

トリグナが順番に登場するという一致があった。G2（プルシャとプラクリティという

記述）では、2 人から生類創造が起こることをサーンキヤ哲学的に説明するという共通

点があった。G3（ヨーガに関する記述）では、シャタルーパーがヨーギニーであると

いう一致点があった。このように、各構成要素には多くの共通点があり、元々同一の内

容を述べた記述であった可能性が示せた。 

 続いて、第 2 節では、第 1 節において分類した構成要素を神話の流れに沿って配置す

ることで、神話全体の構造のパターンを調べた。まず、ブラフマー創造神話であると認

められるために必要最小限の構成要素の配置は、ほぼ全ての神話に含まれている A→B

という流れであると考えられる。これをふまえて考察したところ、ブラフマー創造神話

の全体的な流れには、A→B→C→D→E という流れの前後や途中に F と G の構成要素

が点在するという 1 つのパターンがあるのではないかという結論に至った。 

 以上、見てきたように、本章で取り扱った 17 の神話は、各構成要素を 1 つ 1 つ分析

しその一致点を見つけるというやり方によっても、神話の中に置かれている構成要素の

位置関係から物語全体の流れを比較するというやり方によっても、同一の神話のヴァリ
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エーションである可能性が高いことが示された。そして、この 17 の神話には、ほぼ全

てに共通する物語の流れが 1 パターンあり、それが様々なヴァリエーションを持つブラ

フマー創造神話の基本形となっているのではないかと考えられることが分かった。 
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第 2 章 アルダナーリーシュヴァラ創造神話 

 

 本章ではアルダナーリーシュヴァラ創造神話の構造について、第 1 章（ブラフマー創

造神話）において用いた方法と同様の方法で論じる。本論文では、アルダナーリーシュ

ヴァラ創造神話の定義を「世界創造の場面においてシヴァ神が男性半身と女性半身に分

裂する」という内容が含まれていることとした。この定義に基づいたアルダナーリーシ

ュヴァラ創造神話は、kUrma-p. 1.10.88-11.14ab、liGga-p. 1.5.28-33、liGga-p. 1.41.7-13ab、 

liGga-p. 1.41.37-48、liGga-p. 1.70.314-329ab、liGga-p. 1.99.6cd-14ab、mArkaNDeya-p. 47.3-16ab、 

padma-p. 1.3.166-179ab、Civa-p. 2.1.15.49-59、Civa-p. 3.3.1-30、Civa-p. 7.1.16.4-26、 

skanda-p. 1.2.22.35cd-38ab、skanda-p. 7.2.9.1-17、varAha-p. 2.42-51、vAyu-p. 9.67-84、 

viSNu-p. 1.7.1-17ab という 16 の神話である。その中から構成要素を取り出すと以下の通

りであった。 

 

 A190. 発端：ブラフマー神による創造行為 

 C. シャタルーパーによる苦行 

 D. マヌとシャタルーパーに関する記述：マヌとシャタルーパーが夫婦関係に 

      なる 

 E. マヌとシャタルーパーの子供たち 

 F. その他の者たちの創造 

 G. サーンキヤ・ヨーガ哲学的記述 

 H. 創造の過程でブラフマー神が怒る191 

 I. アルダナーリーシュヴァラの出現192 

 J. アルダナーリーシュヴァラが男女に分裂する過程193 

 K. 男性部分194 

 L. 女性部分195 

 M. 仕事を担う196 

                                                 
190 ここでは、便宜的にアルファベットによって分類し、第 1章のブラフマー創造神話の構

成要素と関連させた。 
191 構成要素 Hは、ブラフマー神が創造していく中で、何らかの理由でブラフマー神が怒る

というものである。多くの神話では、その怒りが引き金となり、アルダナーリーシュヴァ

ラが出現する（構成要素 I）。 
192 構成要素 I は、アルダナーリーシュヴァラが出現する場面の記述である。 
193 構成要素 Jは、アルダナーリーシュヴァラがどのように男性半身と女性半身に分裂した

かを述べるものである。 
194 構成要素 Kは、分裂した後の男性半身についての記述である。 
195 構成要素 Lは、分裂した後の女性半身についての記述である。 
196 構成要素 M は、マヌやルドラが守護の仕事や神々の仕事を行なうという記述である。 
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 N. ダクシャの娘197 

 O. スターヌに関する記述198 

 P. ルドラの説明199 

 

 この中で、構成要素 A、H、I、J、K、L、N は物語の流れに関わる構成要素であり、

C、D、E、F、G、M、O、P は関わりのない構成要素である。つまり、構成要素 A→H

→I→J→K→L→N へと物語が進んでいく前後や途中に構成要素 C、D、E、F、G、M、

O、P が混在しているという形となっている。ただし、物語の流れに関わるとした構成

要素がいくつか欠落していたり、物語の流れに関わる構成要素の順序が異なっている神

話も多くあるため、構成要素 A→H→I→J→K→L→N という流れは参考程度に考えて

おくこととする。 

 本章では、第 1 章同様に、第 1 節において構成要素ごとの細部における分析をし、第

2 節において神話の流れという全体的な分析を行なう。 

 第 1 節では、まず 16 のアルダナーリーシュヴァラ創造神話の中から抜粋したそれぞ

れの構成要素に該当する記述を内容別に詳細に分類する200。本章では、分かりやすいよ

うに、第 1 章と関連させて構成要素の分類をした。それゆえ、例えばブラフマー創造神

話に見られた構成要素 A4 は、アルダナーリーシュヴァラ創造神話には見られなかった

ので、本章では省いた。このようにブラフマー創造神話で述べられているがアルダナー

リーシュヴァラ創造神話では述べられていない構成要素は省略し、分析を進めていくこ

ととする。そのようにして、A から P までの全ての構成要素を分類し、そのヴァリエー

ションから見られる一致や相違について分析する。一致点があることにより、16 のア

ルダナーリーシュヴァラ創造神話が同じ物語を述べていることが明らかになり、相違点

があることにより、それがいくつものヴァリエーションを持つことが明らかになる。 

 第 2 節では、16 のアルダナーリーシュヴァラ創造神話全体の流れについて論じる。

第 1 章第 2 節と同様の方法で、16 のアルダナーリーシュヴァラ創造神話がどのような

構成要素の順番から成り立っているかを分析する。このように神話全体の流れをパター

ン化することで、アルダナーリーシュヴァラ創造神話の持つ基本的な物語の形態や、基

本形にいくつかの構成要素を加えてできる異なる形態を明確にする。 

 

 

                                                 
197 構成要素 Nは、分裂した女性半身がダクシャの娘になる場面の記述である。 
198 構成要素 Oは、シヴァ神がスターヌ（不動者）であるとする記述である。 
199 構成要素 Pは、ルドラについての記述であるが、ルドラはシヴァ神の化身としての 1 者

という扱いだけでなく、ルドラという者たちというあたかも 1 つの種族であるかのような

扱いをされることがある。ここでは、そのルドラという者たちに関する記述を示している。 
200 分類の方法は第 1 章と同様である。 
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第 1 節 アルダナーリーシュヴァラ創造神話の構成要素 

 

第 1 項 構成要素別分類 

 アルダナーリーシュヴァラ創造神話を構成要素別に分類すると、以下のようになる。 

 

A. 発端：ブラフマー神による創造行為 

 A1. ブラフマー神が創造を行なったが、創造された者たちが繁栄しない 

 ①創造された者たち：生類 

 ②創造された者たち：聖仙 

 A2. ブラフマー神が創造のために苦行する 

 A3. 創造を進めている過程 

 A5. シヴァ神が生類を生み出さず、世界の破壊が起こるまでスターヌ（不動者）のま 

   までいた 

 A6. バガヴァットとバガーがリンガと台座として存在している 

 

C. シャタルーパーによる苦行 

  ②シャタルーパーが苦行し、汚れを除去する 

 

D. マヌとシャタルーパーに関する記述：マヌとシャタルーパーが夫婦関係になる 

 D1. マヌとシャタルーパーが夫婦になる 

 ①マヌがシャタルーパーを妻にする 

 

E. マヌとシャタルーパーの子供たち 

 E1. 息子や娘を生み出した 

 ①息子：プリャヴラタとウッターナパーダ、娘：アークーティとプラスーティ 

 

F. その他の者たちの創造 

 F2. 聖者たちの創造 

 F3. その他の者たちの創造 

 

G. サーンキヤ・ヨーガ哲学的記述 

  G1. トリグナに関する記述 

 G3. ヨーガに関する記述 
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H. 創造の過程でブラフマー神が怒る 

 ①サナンダナなどが創造に無関心なので、ブラフマー神が怒る 

 ②創造が進まず、自身に対し、ブラフマー神が怒る 

 

I. アルダナーリーシュヴァラの出現 

  I1. ブラフマー神からアルダナーリーシュヴァラが現れる 

 ①ブラフマー神の怒りにより、ルドラが額から生まれる 

 ②ブラフマー神が怒り、生命（呼吸）を捨てたその口から、ルドラが生まれる 

 ③ブラフマー神の苦行中にルドラが鼻から生まれる 

 ④ブラフマー神が苦行中に朗誦した時、口からアルダナーリーシュヴァラが生 

     まれる 

 ⑤ブラフマー神の苦行に満足したシヴァ神が、ブラフマー神の額を貫き、アル 

     ダナーリーシュヴァラとして出現する 

 ⑥苦行によってアヴィムクタからアルダナーリーシュヴァラが生まれる 

 ⑦ブラフマー神の怒りから、アルダナーリーシュヴァラが生まれる 

 I2. ブラフマー神の苦行に満足したシヴァ神が、アルダナーリーシュヴァラに変化す 

    る 

 I3. 元々、アルダナーリーシュヴァラとして存在している 

  I4. リンガ（シヴァ）と台座（女神）の結合体として、アルダナーリーシュヴァラに 

    なる 

 

J. アルダナーリーシュヴァラが男女に分裂する過程 

  J1. ブラフマー神の働きかけによりアルダナーリーシュヴァラが分裂する 

 ①ブラフマー神から分裂するように言われる 

 ②ブラフマー神の信仰を受け、男女別々になる 

 ③ブラフマー神の苦行に満足し、シヴァ神が分裂する 

  J2. 自身の意思で分裂する 

  J3. ヨーガによって分裂する 

 

K. 男性部分が 11 に分かれる 

 ①11 に分かれる 

 ②11 に分かれる。彼らはルドラと呼ばれる三界の支配者とされる 

 ③11 に分かれ、さらに黒い者や白い者などに分かれる 

 ④11 に分かれ、さらに男性部分と共に女性部分も、優しい者、粗野な者、穏や 

     かな者、黒い者、白い者などに分かれる 
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L. 女性部分 

 L1. 女性部分は女神である 

 ①女性は女神とされ、白い者と黒い者の 2 人に分かれる 

 ②女性はサティーとされ、白い者と黒い者の 2 人に分かれる 

 ③女性はウマーとなり、多くの女神や女性を創る 

 ④女性は女神シュラッダーである 

 ⑤女性はダクシャの娘となる 

 ⑥女性は女神とされ、シャクティを生み出す 

 L2. 女性部分から創造が起こる 

 ①優しい者、粗野な者などに分かれる 

 ②優しい者、粗野な者、白い者、黒い者などに分かれる 

 ③女性部分から、全ての女性が生まれたとする 

 

M. 仕事を担う 

  M1. 以前にブラフマー神が生み出したマヌをブラフマー神が守護の仕事に任命する 

  M2. 11 人のルドラが神々の仕事を担う 

 

N. ダクシャの娘 

 ①半身の女性がダクシャの娘になり、ルドラと結婚する 

 ②半身の女性がダクシャの娘になり、ルドラと結婚する。その後パールヴァテ 

     ィーになり、再びルドラの配偶神になる 

 ③半身の女性がダクシャの娘になり、ルドラと結婚する。それとともに、娘 

     （putrI）という言葉の由来を述べる 

 ④半身の女性がダクシャの娘になり、女性という存在が確立する 

 ⑤半身の女性がダクシャの娘になり、女性における享受が確立する 

 ⑥半身から生まれた女神サティーがダクシャに敬われる 

 

O. スターヌ（不動者）に関する記述 

 

P. ルドラの説明 

  P1. ルドラという名の由来 

  P2. 多数のルドラ 

 

 続いて、上記の構成要素を神話の流れに沿って配置する（表 10）。この表 10 は、第

1 章（ブラフマー創造神話）の表 4 と同様の方法で行った。 
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表 10 神話の構成要素と当該箇所を対応させた表（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 

文献名 各構成要素の配置（上段：構成要素、下段：対応する偈） 

  F2 A2 I1③ J1① K② M2 L2② 

kUrma-p.1. 10.88-89 11.1 11.2 11.3-4 11.4-5 11.5 11.6 

10.88-11.14ab N② 
    

  

  11.9-13ab           

liGga-p. A3 I3 J1① L2③ K① N③   

1.5.28-33 28 28 28 29 29 30-33   

liGga-p. A2 I1⑤ J3 G3       

1.41.7-13ab 7-9 7-10 11 11       

liGga-p. A2 H② F3 I1② J2 K① L1③ 

1.41.37-48 37-38 39-41 40-41 42 43-46 43 44-48 

  A5 P2 O I3 J2 K① N⑥ 

liGga-p.1. 314-323 317-320 323-325 324-325 324-325 326 327 

70.314-329ab L1② 
    

  

  327-329ab           

liGga-p.1. A6 I4 J1① L1④ N①     

99.6cd-14ab 6cd-7 8 12 13 13-14     

  G1 A1① A1② F2 H① I1⑦ J1① 

mArkaNDeya-p. 3 3-4 4-10 5-8 8-10 9-10 9-10 

47.3-16ab K④ L2② M1 C② D1① E1①   

  11-12 12 13 14 14 15-16ab   

  A1① F2 A1② H① I1① J1①   

  166 167-169 167-171 169-171 172-173 174   

padma-p.1.3. K③ L2① M1 C② 

166-179ab 175-176ab 175 176cd-178ab 176cd-178ab 

  D1① E1① 
  

  

  176cd-178ab 178cd-179ab       

Civa-p.2.1. F2 H① A2 I1⑥ P2     

15.49-59 49 50-51 54 55-56 59     

Civa-p. A1① A2 I2 J1③ L1⑥ N④   

3.3.1-30 2 5-7 7-8 11-13 19 27   

Civa-p. J1③ A2 L1⑥ N⑤     

7.1.16.4-26 4-6 5 21cd-22 23-25     

 



93 

 

 

  I3 J1② L2③   

skanda-p.1.2. 35cd-36ab 36cd-37ab 37cd-38ab   

22.35cd-38ab K① 
    

  

  37cd-38ab           

  A3 I1④ J1① K② M2 L1⑤ N① 

skanda-p.7.2. 1-5 5-6 7 8 9-10 9-10 9-12 

9.1-17 O G1 
    

  

  14 15-16           

varAha-p. A3 F2 F3 I1① J1① K①   

2.42-51 42-48 43-46 47 48-49 49-50 50   

  A1① A1② F2 H① I1⑦ 

vAyu-p. 67 68-75 68-75 73cd-75 73cd-75 

9.67-84 J1① K① P1 L1① 
  

  

  76-77 77 78-81 84       

  G1 A1① A1② F2 H① I1① J1① 

viSNu-p. 2 3-4 4-11 4-8 9-11 12-13 12-14 

1.7.1-17ab K③ L2① M1 C② D1① E1①   

  14-15 15 16 17 17 18-19ab   

 

 以下、これらの構成要素を原文と和訳を示して詳細に分析していく。 

 

 

第 2 項 構成要素 A の分析  

  構成要素 A（発端：ブラフマー神による創造行為）は、アルダナーリーシュヴァラ

創造神話と第 1 章で論じたブラフマー創造神話の起点となる構成要素である。 

 A1 と A2、A3 は、ブラフマー神による創造の過程にあるということで共通している。

A5（liGga-p. 1.7.314-323）では、ブラフマー神を創造主としているものの、ルドラ（シ

ヴァ神）が多数のルドラを創造した後、生類の創造をやめるといった内容となっている。

これは liGga-p.がシヴァ神を最高神とするシヴァ派のプラーナ聖典であるため、シヴァ

神が創造に介入していると考えられる。A6（liGga-p. 1.99.6cd-7）は、他の A の構成要

素とは全く異なる世界観を持っている。ここでは、創造者がリンガとバガー（台座）に

なっている。これに続く記述（H9）からも分かるように、このリンガとバガーが結合

し、アルダナーリーシュヴァラになる。リンガはシヴァ神を示すものであり、他の A

の構成要素に見られたようなブラフマー神の創造過程という背景が描かれていないた
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め、ブラフマー神の影響力がだいぶ減じられていると言えよう。 

 このように、A6 以外の A の構成要素を含む全ての神話において、ブラフマー創造神

話と似た内容のものが見られた。A6 においては、新しい要素が混入していると考えら

れる。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

 A1. ブラフマー神が創造を行なったが、創造された者たちが繁栄しない 

   ①創造された者たち：生類 

 【mArkaNDeya-p. 47.3-4】 

 devAdyAH sthAvarAMtAC ca traiguNyaviSayAH smRtAH / 

 evaM bhUtAni sRSTAni sthAvarANi carANi ca //3// 

 神々を始めとして動かないものまでが、トリグナから成るものの対象であると

 知られる。このように、〔ブラフマー神によって〕動くものや動かないものと

 いう存在が創られた。 

 yadAsya tAH prajAH sarvA na201 vyavarddhanta dhImataH / 

 athAnyAn mAnasAn putrAn sadRCAn Atmano ’sRjat //4// 

 その賢者（ブラフマー）の〔創造した〕それら全ての生類が増えなかったので、

 〔ブラフマーは〕自分に似た、心から生まれた他の息子たちを創った。 

 

 【padma-p. 1.3.166】 

 evaM bhUtAni sRSTAni sthAvarANi carANi ca / 

 yadAsya tAH prajAH sarvA na vyavarddhaMta dhImataH //166// 

 このように〔ブラフマーによって〕動くものや動かないものという存在が生み

 出された。彼の思考〔によるもの〕だったにもかかわらず、これら全ての生類

 は繁栄しなかった202。 

 

 【Civa-p. 3.3.2】 

 yadA sRSTAH prajAH sarvA203 na vyavarddhaMta vedhasA / 

 tadA ciMtAkuro ’bhUt sa tena duHkhena duHkhitaH //2// 

 創造主（ブラフマー）によって創造された全ての生類が繁栄しなかったので、

 心配した彼（ブラフマー）は、それゆえ非常に苦しんだ。 

 

                                                 

201 e 版では caとなっているが、英訳や B 版（原文、及び英訳）を参照し、naとした。 
202 英訳では「繁栄する」となっているが、否定辞 naが入っているため、「繁栄しない」と

した。 

203 n 版では prajAsarvAH となっている。翻訳はほぼ同じである。 
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 【vAyu-p. 9.67】 

 evaM bhUtAni sRSTAni carANi sthAvarANi ca / 

 yadAsya204 tAH prajAH sRSTA na vyavardhanta dhImataH //67205// 

 このように〔ブラフマーによって〕動くものや動かないものという存在が生み

 出された。彼の思考〔によるもの〕だったにもかかわらず、これらの創造され

 た生類は繁栄しなかった。 

 

 【viSNu-p. 1.7.3-4】 

 evaM bhUtAni sRSTAni carANi sthAvarANi ca //3// 

 このように〔ブラフマーによって〕動くものや動かないものという存在が創ら

 れた。 

 yadAsya tAH prajAH sarvA na vyavardhanta dhImataH / 

 athAnyAn mAnasAn putrAn sadRCAn AtmAno ’sRjat //4// 

 この賢者（ブラフマー）の〔創造した〕それら全ての生類が増えなかったので、

 〔ブラフマーは〕自分に似た心から生まれた他の息子たちを創った。 

 

 ②創造された者たち：聖仙 

 【mArkaNDeya-p. 47.4-10】 

 yadAsya tAH prajAH sarvA na206 vyavarddhanta dhImataH / 

 athAnyAn mAnasAn putrAn sadRCAn Atmano ’sRjat //4// 

 その賢者（ブラフマー）の〔創造した〕それら全ての生類が増えなかったので、

 〔ブラフマーは〕自分に似た、心から生まれた他の息子たちを創った。 

 bhRguM pulastyaM pulahaM kratum aGgirasaM tathA / 

 marIciM dakSam atriM ca vasiSThaM207 caiva mAnasam //5// 

 すなわち、心から生まれた、ブリグ、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、アン

 ギラス、マリーチ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィシュタを〔創った〕。 

 nava brahmaNa ity ete purANe niCcayaM gatAH / 

 tato ’sRjat punar brahmA rudraM krodhAtmasambhavam //6// 

 saGkalpaM caiva dharmaM ca pUrveSAm api pUrvajam / 

 sanandanAdayo ye ca pUrvaM sRSTAH svayambhuvA //7// 

 彼らは 9 人のブラフマーとして、プラーナ聖典において定められている。そし

                                                 

204 A 版では yadA ’sya となっている。これは yadA asya の連声を分かりやすく記述したもの

と思われる。ここでは n 版を採用した。 

205 n 版では 9章 67-77偈に該当する。 

206 e 版では caとなっているが、英訳や B 版（原文、及び英訳）を参照し、naとした。 

207 B 版では vaCiSTaJ となっているが、e版の vasiSThaM と同一人物を指すと考えられる。 
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 て、ブラフマーはさらに、自身の怒りから生まれたルドラと、サンカルパ、前

 述の者たちより先に生まれたダルマを創った。そして、自己創造者（ブラフマ

 ー）によって、以前にサナンダナなどが創られた。 

 na te lokeSu sajjanto nirapekSAH samAhitAH / 

 sarve te ’nAgatajJAnA vItarAgA vimatsarAH //8// 

 彼ら〔サナンダナなど〕は、世界に関わることなく、無関心で〔自身の事に〕

 専心していた。彼らは皆、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。 

 teSv evaM nirapekSeSu lokasRSTau mahAtmanaH / 

 brahmaNo ’bhUn mahAkrodhas tatrotpanno ’rkasannibhaH //9// 

 arddhanArInaravapuH puruSo ’tiCarIravAn / 

 vibhajAtmAnam ity uktvA sa tadAntardadhe tataH //10// 

 このように、彼らが世界創造に無関心であったので、偉大な魂を持つブラフマ

 ーは、大きな怒りを感じた。そこから、太陽に等しく、大きな体を持ち、半身

 が女性である男性の姿の者が生まれた。「〔汝〕自身を分けよ。」と言って、そ

 れから彼（ブラフマー）は消えた。 

 

 【padma-p. 1.3.167-171】 

 athAnyAn mAnasAn putrAn sadRCAn Atmano ’sRjat / 

 bhRguM mAM pulahaM caiva kratum aMgirasaM tathA //167// 

 marIciM dakSam atriM ca vasiSThaM caiva mAnasAn / 

 nava brahmANa ity ete purANe niCcayaM gatAH //168// 

 それから彼は、自分に似た、心から生まれた他の息子たちを創った。ブリグ、

 私（プラスティヤ）、プラハ、クラトゥ、アンギラス、マリーチ、ダクシャ、

 アトリ、ヴァスィシュタこそが〔その〕心から生まれた息子たちである。彼ら

 は 9 人のブラフマーとしてプラーナ聖典に定められている。 

 sanaMdanAdayo ye ca pUrvaM sRSTAs tu vedhasA / 

 na te lokeSv asajjaMta nirapekSAH prajAsu te //169//  

 サナンダナなど、創造者によって以前に創られた彼らは、その世界のにおける

 生類〔の創造〕に無関心で、創造しなかった。 

 sarve hy AgatavijJAnA vItarAgA vimatsarAH / 

 teSv evaM nirapekSeSu lokasRSTau mahAtmanaH //170// 

 brahmaNo ’bhUn208 mahAn krodhas trailokyadahanakSamaH / 

 tasya krodhAt samudbhUtaM jvAlAmAlAvadIpitam //171// 

 まさに全ての者たちは、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。

                                                 

208 原文（n 版）では brahmaNobhUn となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

brahmaNo ’bhUn とした。 
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 このように、彼らが世界創造に無関心であったので、偉大な魂を持つブラフマ

 ーは三界を燃やせるほど大きな怒りを感じた。彼の怒りから燃える炎の輪が生

 じた。 

 

 【vAyu-p. 9.68-75】 

 athAnyAn mAnasAn putrAn sadRCAn Atmano ’sRjat / 

 bhRguM pulastyaM pulahaM kratum AGgirasan tathA //68// 

 marIciM dakSam atriM ca vasiSThaM caiva mAnasam / 

 nava brahmANa ity ete purANe niCcayaM gatAH //69// 

 teSAM brahmAtmakAnAM vai sarveSAM brahmavAdinAm /70ab 

 それから彼は、自分に似た、心から生まれた他の息子たちを創った。すなわち、

 心から生まれた、ブリグ、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、アンギラス、マ

 リーチ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィシュタを〔創った〕。彼らは 9 人のブラ

 フマーとしてプラーナ聖典に定められている。彼らは皆、ブラフマー自身であ

 り、ヴェーダに関して語れる者である。 

 tato ’sRjat punar brahmA rudraM roSAtmasaMbhavam //70cd// 

 saMkalpaM caiva dharmaM ca pUrveSAm api pUrvajaH /71ab 

 そして、祖先の中の祖先ブラフマーはさらに、自身の怒りから生まれたルドラ

 と、サンカルパとダルマを創った。 

 agre sasarjja vai brahmA mAnasAn AtmanaH samAn //71cd// 

 sanandanaM sasanakaM vidvAMsaM ca sanAtanam / 

 sanatkumAraM ca vibhuM sanakaM ca sanandanam //72//  

 na te lokeSu sarjjante209 nirapekSAH sanAtanAH /73ab 

 初めに、ブラフマーは自身に似た心から生まれた息子たち、サナカをともなっ

 たサナンダナと博識なサナータナと遍在するサナトクマーラ（とサナカとサナ

 ンダナ210）を創った。彼らは、世界〔の創造〕に無関心であり、永遠であるの

 で〔創造を〕もたらさない。 

 sarve te hy AgatajJAnA vItarAgA vimatsarAH //73cd// 

 teSv evaM nirapekSeSu lokavRttAnukAraNAt / 

 hiraNyagarbho bhagavAn parameSThI hy acintayat //74//  

 tasya roSAt samutpannaH puruSo ’rkkasamadyutiH / 

 arddhanArInaravapus tejasA jvalanopamaH //75// 

 彼らは皆、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。このように、

 彼らが、世界の〔生産〕活動に無関心であったので、金色の胎児である神パラ

                                                 

209 A 版では sajjante となっているが、英訳を参照し、n 版の sarjjante を採用した。 
210 サナカとサナンダナは繰り返しになっており、英訳では訳されていないため、省略した。 
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 メーシュティン（最高者、ブラフマー）は熟考した。彼の怒りから人が生まれ

 た。〔その者は〕太陽に等しい輝きをしており、半身に女性を持つ男性の姿で

 あり、炎によって非常に輝くようであった。 

 

 【viSNu-p. 1.7.4-11】 

 yadAsya tAH prajAH sarvA na vyavardhanta dhImataH / 

 athAnyAn mAnasAn putrAn sadRCAn AtmAno ’sRjat //4// 

 この賢者（ブラフマー）の〔創造した〕それら全ての生類が増えなかったので、

 〔ブラフマーは〕自分に似た心から生まれた他の息子たちを創った。 

 bhRguM pulastyaM pulahaM kratum aGgirasaM tathA / 

 marIciM dakSam atriM ca vasiSThaM211 caiva mAnasAn212 //5// 

 すなわち、心から生まれた、ブリグ、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、アン

 ギラス、マリーチ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィシュタを〔創った〕。 

 nava brahmANa ity ete purANe niCcayaM gatAH //6// 

 彼らは 9 人のブラフマーとしてプラーナ聖典において定められている。 

 khyAtiM bhUtiM ca saMbhUtiM kSamAM prItiM tathaiva ca / 

 sannatiM ca tathaivorjjAm anasUyAM tathaiva ca //7// 

 prasUtiM ca tataH sRSTvA dadau teSAM mahAtmanAm / 

 patnyo bhavadhvam ity uktvA teSAm eva tu dattavAn //8//213 

 まさに同様に、キヤーティ、ブーティ、サンブーティ、クシャマー、プリーテ

 ィ、サンナティ、ウールッジャー、アナスーヤー、プラスーティを創り、「偉

 大な魂を持つ彼らの妻になれ」と言って、彼女らの創造者（ブラフマー）は〔9

 人の聖仙に彼女たちを〕与えた。 

 sanandanAdayo ye ca pUrvasRSTAs214 tu vedhasA / 

 na te lokeSv asajjanta nirapekSAH prajAsu te //9// 

 サナンダナなど、創造者によって以前に創られた彼らは、世界における生類〔の

 創造〕に無関心で、創造しなかった。 

 sarve te ’bhyAgatajJAnA215 vItarAgA vimatsarAH / 

 teSv evaM nirapekSeSu lokasRSTau216 mahAtmanaH //10//  

                                                 

211 h 版では vaCiSThaM となっているが、n 版の vasiSThaM を採用した。 

212 h 版では mAnasam となっているが、英訳を参照し、n 版の mAnasAn を採用した。 

213 h 版では 7-8偈が欠如している。 

214 h 版では pUrvaM sRSTA となっているが、語形変化を考慮し、n 版の pUrvasRSTAs を採用し

た。 

215 h 版では hy AgatajJAnA となっている。訳はほぼ同じである。 

216 h 版では lokasRSTo となっているが、英訳を参照し、n 版の lokasRSTau を採用した。 
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 brahmaNo ’bhUn217 mahAn krodhas218 trailokyadahanakSamaH / 

 tasya krodhAt samudbhUtajvAlAmAlAtidIpitam219 / 

 brahmaNo ’bhUt220 tadA sarvaM trailokyam akhilaM mune //11// 

 彼らは皆、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。このように彼

 らが世界創造に無関心であったので、偉大な魂を持つブラフマーは、三界を燃

 やすことが出来るほど大きな怒りを感じた。彼の怒りから、燃える火炎の輪が

 生じ、三界全てに満ちた。聖仙よ。 

 

 A2. ブラフマー神が創造のために苦行する 

 【kUrma-p. 1.11.1】 

 evaM sRSTvA marIcyAdIn devadevaH pitAmahaH / 

 sahaiva mAnasaiH putrais tatApa paramaM tapaH //1// 

 このようにマリーチなどを創造してから、神々の神であるピターマハは、心か

 ら生まれた息子たちと共に、最高の苦行をした。 

 

 【liGga-p. 1.41.7-9】 

 na vyavardhaMta loke ’smin prajAH kamalayoninA / 

 vRddhyarthaM bhagavAn brahmA putrair vai mAnasaiH saha //7// 

 duCcaraM vicacAreCaM samuddiCya tapaH svayam / 

 tuSTas tu tapasA tasya bhavo jJAtvA sa vAJchitam //8// 

 lalATamadhyaM nirbhidya brahmaNaH puruSasya tu / 

 putras te ’ham221 iti procya strIpuMrUpo ’bhavat222 tadA //9// 

 蓮から生まれた者（ブラフマー）によって〔創られた〕生類が、この世界で繁

 栄しなかったので、ブラフマー神は繁栄のために、心から生まれた息子たちと

 共に、〔シヴァ〕神に対し、自身で厳しい苦行をした。そして、かの〔シヴァ〕

 神は、彼の苦行に満足し、〔ブラフマーの〕願いを知り、ブラフマー神の額の

                                                 

217 n版では brahmaNobhUnとなっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、brahmaNo ’bhUn

とした。 

218 h 版では mahAkrodas となっている。訳はほぼ同じである。 

219 h 版では samudbhUtajvAlAmAlAvidIpitam となっているが、n 版の

samudbhUtajvAlAmAlAtidIpitam を採用した。 

220 n 版では brahmaNobhUt となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、brahmaNo ’bhUt

とした。 

221 原文（n 版）では teham となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、te ’ham とし

た。 

222 原文（n 版）では strIpuMrUpobhavat となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

strIpuMrUpo ’bhavat とした。 
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 中央を貫き、「私はお前の息子である。」と言って、女性と男性を〔兼ね備えた〕

 姿になった。 

 

 【liGga-p. 1.41.37-38】 

 aSTamUrteH prasAdena viraMciC cAsRjat punaH / 

 sRSTvaitad akhilaM brahmA punaH kalpAMtare prabhuH //37// 

 sahasrayugaparyaMtaM saMsupte ca carAcare / 

 prajAH sraSTumanAs tepe tata ugraM tapo mahat //38// 

 そして、アシュタムールティ223（ルドラ）の恩恵によって、ヴィランチ（ブラ

 フマー）は再び創造した。ブラフマー神は、他の（前の）カルパにおいて、動

 くものや動かないものにおけるその全てを創造した後、千ユガ期の間眠り、〔そ

 の後目が覚めて〕生類を創りたいと考え、それから非常に過酷な苦行をした。 

 

 【Civa-p. 2.1.15.54】 

 tapaH kuru Civasyeti hariNA CikSito ’py aham / 

 tapokArI mahadghoraM paramaM munisattama //54// 

 私はまさにハリ（ヴィシュヌ）によって「シヴァへの苦行をなせ」と教えられ

 た。最高の聖者よ。非常に過酷な最高の苦行した。 

 

 【Civa-p. 3.3.5-7】 

 prabhAveNa vinA CaMbhor na jAyerann imAH prajAH / 

 evaM saMcintayan brahmA tapaH karttuM pracakrame //5// 

 「シャンブ（吉祥者、シヴァ）の創造力なしには、これらの生類は生まれない

 だろう。」そのように考えたブラフマーは、苦行をし始めた。 

 CivayA224 parayA CaktyA saMyuktaM parameCvaram / 

 saMciMtya hRdaye prItyA tepeCaM225 paramaM tapaH //6// 

 最高のシャクティであるシヴァーと結合したパラメーシュヴァラ（シヴァ神）

 を、心の中で喜んで考え、〔ブラフマーは〕主（シヴァ）に対し最高の苦行を

 した。 

 tIvreNa tapasA tasya saMyuktasya svayaMbhuvaH / 

 acireNaiva kAlena tutoSa sa Civo drutam //7// 

                                                 
223 アシュタムールティとは、8つの姿の事である。前文 35-36偈によると、太陽、火、月、

地、風、人、水、虚空の 8つとなっている。 

224 k 版では CivAya となっている。韻律上はどちらでも良く、意味上でもどちらでも不自然

ではないが、ここでは英訳を参照し、n 版の CivayA を採用した。 

225 n 版では tepe sa となっている。この場合、訳は「彼は最高の苦行をした」となる。 
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 かのスヴァヤンブー（自生者、ブラフマー）が、厳しい苦行に専念していたの

 で、すぐさま、かのシヴァ神は満足した。 

 

 【Civa-p. 7.1.16.5】 

 prajAnAm eva vRddhyarthaM tapas taptaM tvayAdhunA226 / 

 tapasA ’nena tuSTo ’smi227 dadAmi ca tavepsitam //5// 

 まさに生類の繁栄のために、今、あなたによって苦行がなされた。この苦行で

 私は満足した。ゆえに、お前の望むものを与えよう。 

 

 A3. 創造を進めている過程 

 【liGga-p. 1.5.28】 

 ardhanArICvaraM dRSTvA sargAdau kanakAMDajaH / 

 vibhajasveti cAhAdau yadA jAtA tadAbhavat //28// 

 創造の初めに、黄金の卵から生まれた者（ブラフマー）である創造者がアルダ

 ナーリーシュヴァラを見て、「〔汝を〕分けよ」と言った時に、彼はそのように

 〔男女 2 つに〕なった。 

 

 【skanda-p. 7.2.9.1-5】 

 yadA sRSTaM mayA sarvaM trailokyaM sacarAcaram / 

 tadA mUrtim imAM tyaktvA bhavaH sRSTo mayA ’dhunA //1// 

 pitAmahamahat tvaM syAt tathA CIghraM vidhIyatAm / 

 brahmaNo vacanaM CrutvA viSNunA sa promoditaH //2// 

 mahadACcaryajanake saMprApto girim Urddhani / 

 na vicAras tvayA kAryaH karttavyaM brahmabhASitam //3// 

 「私によって、動くものから動かないものまでの三界の全て〔のもの〕が創ら

 れた時、私はこの姿を捨て、その時バヴァ（シヴァ）を創ろう。汝は、ピター

 マハの偉大さとなるだろう。直ちに、そのように創りなさい。」ブラフマーの

 言葉を聞き、ヴィシュヌに促されて、非常に不思議な山頂にやってきた。あな

 たによって思議されるべきではなく、ブラフマーに言われたことをなすべきで

 ある。 

 tathety uktvA Civo devas tatraivAntaradhIyata228 / 

 brahmA yayau meruCRMgaM manasaH Cirasi sthitam //4// 

                                                 

226 k 版では tvayA ’dhunA となっている。これは tvayA adhunA の連声を分かりやすく記述し

たものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 

227 n 版では tuSTosmi（連書）となっている。 

228 n 版では tatraivAMtaradhIyata となっている。 
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 「分かりました。」と言って、シヴァ神はそこから消えた。ブラフマーは頭の

 中のメール山の山頂に心で行った。 

 tapas tepe prajAnAtho vedoccAraNatatparaH / 

 atharvavedoccaraNaM yAvac cakre pitAmahaH //5// 

 ヴェーダの朗唱に通暁したピターマハである創造主は、苦行をし、アタルヴァ

 ヴェーダを朗誦した。 

 

 【varAha-p. 2.42-48】 

 navadhA sRSTir utpannA brahmaNo ’vyaktajanmanaH / 

 kathaM sA vavRdhe deva etan me kathayAcyuta //42// 

 未顕現から生まれたブラフマーの 9 種の創造が起きた。それはどのように神に

 おいて増えたのか。それを私に語りなさい。不滅の者よ。 

 varAha uvAca //  

 ヴァラーハは言った。 

 prathamaM brahmaNA sRSTA rudrAdyAs tu tapodhanAH / 

 sanakAdayas tataH sRSTA marIcyAdaya eva ca //43// 

 初めにルドラを始めとする偉大な苦行者たちがブラフマーによって創造され

 た。それから、サナカなどが、そしてマリーチなどが創られた。 

 marIcir atriC ca tathA aGgirAH pulahaH kratuH / 

 pulastyaC ca mahAtejAH pracetA bhRgur eva ca / 

 nArado daCamaC caiva vaCiSThaC ca mahAtapAH //44// 

 〔それは〕マリーチ、アトリ、アンギラス、プラハ、クラトゥ、プラスティヤ、

 偉大な輝きを持つプラチェータス、ブリグ、ナーラダと、10 番目が偉大な苦行

 者ヴァシシュタである。 

 sanakAdayo nivRttyAkhye tena dharmme prayojitAH / 

 pravRttyAkhye marIcyAdyA muktvaikaM nAradaM munim //45// 

 彼（ブラフマー）によって、サナカたちは自制（nivRtti）という名の性質を付

 与され、聖仙ナーラダ 1 人を除くマリーチなどは活動（pravRtti）という名〔の

 性質を付与された〕。 

 yo ’sau prajApatis tvAdyo dakSiNAGguSThasambhavaH / 

 tasyAdau tatra vaMCe tu jagad etac carAcaram //46// 

 それが最初のプラジャーパティで、〔ブラフマーの〕右の親指から生まれた者

 である。そこで、彼（プラジャーパティ）の系譜の最初に、この動くものや動

 かないものから成る世界が〔生じた〕。 

 devAC ca dAnavAC caiva gandharvvoragapakSiNaH / 

 sarvve dakSasya kanyAsu jAtAH paramadhArmmikAH //47// 
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 神やダーナヴァ、ガンダルヴァ、蛇、鳥、という高徳なもの全てがダクシャの

 娘たちから生まれた。 

 yo ’sau rudreti vikhyAtaH putraH krodhasamudbhavaH / 

 bhrukuTIkuTilAt tasya lalATAt parameSThinaH //48// 

 かのルドラと呼ばれる息子は、かのパラメーシュティンの眉をしかめた額から、

 怒りによって生まれた。 

 

 A5. シヴァ神が生類を生み出さず、世界の破壊が起こるまでスターヌ（不動者）の 

   ままでいた 

 【liGga-p. 1.70.314-323】 

 brahmA dRSTvAbravId enaM mA srAkSIr IdRCIH prajAH / 

 sraSTavyA nAtmanas tulyAH prajA deva namo ’stu229 te //314// 

 ブラフマー神はその者（ルドラ）を見て言った。「そのような230生類を創るな231。

 〔汝〕自身に似た生類を創るべきではない。神よ、汝に敬礼する。 

 anyAH sRja tvaM bhadraM te prajA vai mRtyusaMyutAH / 

 nArapsyaMte hi karmANi prajA vigatamRtyavaH //315// 

 汝に幸あれ。汝は他の死を伴う（死すべき）生類を創りなさい。死の来ない生

 類は、儀式を執り行わないだろう。」 

 evam ukto ’bravId enaM nAhaM mRtyujarAnvitAH / 

 prajAH srakSyAmi bhadraM te sthito ’haM232 tvaM sRja prajAH //316// 

 このように言われた彼（ルドラ）は、彼（ブラフマー）に言った。「私は、死

 や老が訪れる生類を創らないだろう。あなたに幸あれ。私は留まるので、あな

 たが生類を創りなさい。 

 ete ye vai mayA sRSTA virUpA nIlalohitAH / 

 sahasrANAM sahasraM tu Atmano nissRtAH prajAH //317// 

 私によって創られた多様な紫紅色の何千もの者たちは自滅する生類である。 

 ete devA bhaviSyaMti rudrA nAma mahAbalAH / 

 pRthivyAm aMtarikSe ca dikSu caiva pariCritAH //318// 

 これらの神々はルドラという名の偉大な力を持つ者たちとなるだろう。〔彼ら

 は〕大地や天地の間、さらに〔あらゆる〕方角に存在している。 

                                                 

229 原文（n 版）では namostu となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、namo ’stu

とした。 
230 前文の 303-313偈において、ルドラが創造した者たちが何千万人の恐ろしい者たちであ

るという描写がなされている。 

231 原文（n 版）ではアオリスト形になっているが、英訳に従い、命令調に訳した。 

232 原文（n 版）では sthitohaM となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、sthito ’haM

とした。 
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 CatarudrAH samAtmAno bhaviSyaMtIti yAjJikAH / 

 yajJabhAjo bhaviSyaMti sarvadevagaNaiH saha //319// 

 100 人のルドラたちは、平静を保ち、儀式を執り行う者たちとなるだろう。全

 ての神々の集まりと共に供物の享受者となるだろう。 

 manvaMtareSu ye devA bhaviSyaMtIha bhedataH / 

 sArdhaM tair IjyamAnAste sthAsyaMtIhAyugakSayAt //320// 

 これらの神々（ルドラたち）は数々のマヌヴァンタラの間、別々に存在するだ

 ろう。この神々（全ての神々）と共に敬われ、この世界で、ユガの終わりに至

 るまでとどまるだろう。」 

 evam uktas tadA brahmA mahAdevena dhImatA / 

 pratyuvAca namaskRtya hRSyamANaH prajApatiH //321// 

 このように、賢者である偉大な神（ルドラ）によって言われた創造主ブラフマ

 ーは、敬礼して、喜んで答えた。 

 evaM bhavatu bhadraM te yathA te vyAhRtaM vibho / 

 brahmaNA samanujJAte tathA sarvam abhUt kila //322// 

 「汝に言われた通り、そのようにしよう。汝に幸あれ。遍在する者よ。」〔その

 ように〕ブラフマーによって認められた時、全て〔の創造〕が起こった。 

 tataH prabhRti deveCo na cAsUyata vai prajAH / 

 UrdhvaretAH sthitaH sthANur yAvad AbhUtasaMplavam //323// 

 それ以来、神々の神（ルドラ）は、生類を生み出さなかった。生類の破滅が起

 こるまで、禁欲生活を保ったスターヌのままでいた。 

 

 A6. バガヴァットとバガーがリンガと台座として存在している 

 【liGga-p. 1.99.6cd-7】 

 sA bhagAkhyA jagaddhAtrI liMgamUrtes trivedikA //6cd// 

 彼女はバガー（幸運なる者、分配者）という名であり、世界の母であり、リン

 ガの像の 3 つの台座である。 

 liMgas tu bhagavAn dvAbhyAM jagatsRSTir dvijottamAH / 

 liMgamUrtiH Civo jyotis tamasaC copari sthitaH //7// 

 そしてリンガはバガヴァット（幸運を持つ者）であり、両者（バガーとバガヴ

 ァット）によって世界の創造がある。バラモンたちよ。リンガの姿をしたシヴ

 ァは、タマスの上にある光として存在している。 
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第 3 項 構成要素 C の分析 

 構成要素 C②（シャタルーパーによる苦行：シャタルーパーが苦行し、汚れを除去す

る）では、「苦行を行ない汚れを除去すること（taponirdhUtakalmaSAm）」という言葉が述

べられている。全ての神話において、一致して述べられているため、何かしらの決まっ

た行為を行なう必要があるという可能性もある。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

 ②シャタルーパーが苦行し、汚れを除去する 

 【mArkaNDeya-p. 47.14】 

 CatarUpAM ca tAM nArIM taponirdhUtakalmaSAm / 

 svAyambhuvo manur devaH patnItve233 jagRhe vibhuH //14// 

 主でありスヴァーヤンブヴァであるマヌ神は、妻として、苦行によって汚れを

 除去したかの女性シャタルーパーを娶った。 

 

 【padma-p. 1.3.176cd-178ab】 

 tato brahmA svayaMbhUtaM pUrvaM svAyaMbhuvaM prabhuM //176cd// 

 AtmAnam eva kRtavAn prajApatye manuM nRpa / 

 CatarUpAM ca tAM nArIM taponirddhUtakalmaSAm //177// 

 svAyaMbhuvo manur nAma patnItve jagRhe prabhuH /178ab 

 それからブラフマーは、以前に〔ブラフマー〕自身から生まれ、〔ブラフマー〕

 自身でもあるスヴァーヤンブヴァをマヌとして創造の〔の仕事〕に任命した。

 王よ。スヴァーヤンブヴァであるマヌという名の神は、妻として、苦行によっ

 て汚れを除去した、かの女性シャタルーパーを娶った。 

 

 【viSNu-p. 1.7.17】 

 CatarUpAM ca tAM nArIM taponirdhUtakalmaSAm / 

 svAyaMbhuvo manur devaH patnItve234 jagRhe prabhuH235 //17// 

 スヴァーヤンブヴァである主マヌ神は、妻として、苦行によって汚れを除去し

 たかの女性シャタルーパーを娶った。 

 

 

                                                 

233 e 版では palItve だが、B 版を参照し patnItve とした。 

234 h 版では palnItve となっているが、英訳を参照し、n 版の patnItve を採用した。 

235 h 版では vibhuH となっている。訳は同じである。 



106 

 

第 4 項 構成要素 D の分析 

 構成要素 D1（マヌとシャタルーパーに関する記述：マヌとシャタルーパーが夫婦に

なる）は、ブラフマー創造神話の内容とほとんど同じである。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

 D1. マヌとシャタルーパーが夫婦になる 

 ①マヌがシャタルーパーを妻にする 

 【mArkaNDeya-p. 47.14】 

 CatarUpAM ca tAM nArIM taponirdhUtakalmaSAm / 

 svAyambhuvo manur devaH patnItve236 jagRhe vibhuH //14// 

 主でありスヴァーヤンブヴァであるマヌ神は、妻として、苦行によって汚れを

 除去したかの女性シャタルーパーを娶った。 

 

 【padma-p. 1.3.176cd-178ab】 

 tato brahmA svayaMbhUtaM pUrvaM svAyaMbhuvaM prabhuM //176cd// 

 AtmAnam eva kRtavAn prajApatye manuM nRpa / 

 CatarUpAM ca tAM nArIM taponirddhUtakalmaSAm //177// 

 svAyaMbhuvo manur nAma patnItve jagRhe prabhuH /178ab 

 それからブラフマーは、以前に〔ブラフマー〕自身から生まれ、〔ブラフマー〕

 自身でもあるスヴァーヤンブヴァをマヌとして創造の〔の仕事〕に任命した。

 王よ。スヴァーヤンブヴァであるマヌという名の神は、妻として、苦行によっ

 て汚れを除去した、かの女性シャタルーパーを娶った。 

 

 【viSNu-p. 1.7.17】 

 CatarUpAM ca tAM nArIM taponirdhUtakalmaSAm / 

 svAyaMbhuvo manur devaH patnItve237 jagRhe prabhuH238 //17// 

 スヴァーヤンブヴァである主マヌ神は、妻として、苦行によって汚れを除去し

 たかの女性シャタルーパーを娶った。 

  

                                                 

236 e 版では palItve だが、B 版を参照し patnItve とした。 

237 h 版では palnItve となっているが、英訳を参照し、n 版の patnItve を採用した。 

238 h 版では vibhuH となっている。訳は同じである。 
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第 5 項 構成要素 E の分析 

 構成要素 E1①（マヌとシャタルーパーの子供たち：息子や娘を生み出した：息子：

プリャヴラタとウッターナパーダ、娘：アークーティとプラスーティ）は、ブラフマー

創造神話の内容とほぼ一致している。C-D-E の一連の構成要素に関して、アルダナーリ

ーシュヴァラ創造神話においては、mArkaNDeya-p. 47.14-16ab と padma-p. 1.3.176cd-179ab

と viSNu-p. 1.7.17-19ab の 3 ヶ所でのみ言及されている。それらの内容はほぼ一致してお

り、言及箇所が少ないながらも、この一連の構成要素がある 1 つの形を確立していると

言うことができる。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

 E1. 息子や娘を生み出した 

 ①息子：プリャヴラタとウッターナパーダ、娘：アークーティとプラスーティ 

 【mArkaNDeya-p. 47.15-16ab】 

 tasmAc ca puruSAt putrau CatarUpA vyajAyata / 

 priyavratottAnapAdau prakhyAtAv AtmakarmabhiH //15// 

 そして、その男性（マヌ）からシャタルーパーは、自身の善業によって名高い

 2 人の息子プリヤヴラタとウッターナパーダを生んだ。 

 kanye dve ca tathAkUtiM239 prasUtiJ ca tataH pitA /16ab 

 そして、父（マヌ）はさらに、アークーティとプラスーティという 2 人の娘を

 〔もうけた〕。 

 

 【padma-p. 1.3.178cd-179ab】 

 tasmAc ca puruSAd devI CatarUpA vyajAyata //178cd// 

 priyavratottAnapAdaprasUtyAkUtisaMjJitam240 /179ab 

 そして、その男性によってシャタルーパー女神は、プリヤヴラタとウッターナ

 パーダとプラスーティとアークーティと呼ばれる〔子供たち〕を生んだ。 

 

 【viSNu-p. 1.7.18-19ab】 

 tasmAt tu241 puruSAd devI CatarUpA242 vyajAyata / 

                                                 

239 B 版では tathA RddhiM となっており、娘の名前がアークーティであるヴァージョンとリ

ッディであるヴァージョンがあることが分かる。 

240 原文（n 版）では priyavratottAtanapAdaprasUtyAkUtisaMjJitam となっているが、英訳を参

照し、priyavratottAnapAdaprasUtyAkUtisaMjJitam とした。 

241 h 版では tasmAc ca となっている。訳はほぼ同じである。 

242 h 版では satarUpA となっているが、英訳を参照し、n 版の CatarUpA を採用した。 
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 priyavratottAnapAdau prasUtyAkUtisaMjJitam //18// 

 kanyAdvayaM ca dharmajJa rUpaudAryaguNAnvitam /19ab 

 その男性とシャタルーパー女神は、プリヤヴラタとウッターナパーダ〔という

 息子〕たちとプラスーティとアークーティと呼ばれる美貌と寛大さと徳をそな

 えた 2 人の娘たちをもうけた。ダルマを知る者よ。 

 

 

第 6 項 構成要素 F の分析  

 構成要素 F（その他の者たちの創造）では、ブラフマー神がこの創造の過程において

創り出した様々な者たちに関する記述を集めたものである。 

 構成要素 F2（聖者たちの創造）は、ブラフマー神がマリーチなどの聖者たちを創造

するという記述である。以下に、創造された者たちの名を挙げる（表 11）。 

 

表 11 構成要素 F2における聖者の名243（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 
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 聖者たちに関

する記述 

mArkaNDeya-p. 

47.5 
⑥ ⑧ ⑤ ② ③ ④   ⑨ ①   ⑦ 

9 人のブラフ

マー 

padma-p. 

1.3.167-168 
⑥ ⑧ ⑤ ② ③ ④   ⑨ ①   ⑦ 

9 人のブラフ

マー 

vAyu-p. 9.69-70ab ⑥ ⑧ ⑤ ② ③ ④   ⑨ ①   ⑦ 
9 人のブラフ

マー 

viSNu-p. 1.7.5-6 ⑥ ⑧ ⑤ ② ③ ④   ⑨ ①   ⑦ 
9 人のブラフ

マー 

kUrma-p. 

1.10.88-89 
① ⑧ ③ ④ ⑤ ⑥   ⑨ ②   ⑦ 

9 人のブラフ

マー 

varAha-p. 2.44 ① ② ③ ⑥ ④ ⑤ ⑦ ⑩ ⑧ ⑨     

 

 一致する内容が多く、形式化が進んでいると言える。表には加えなかったが、Civa-p. 

                                                 
243 縦軸が文献名、横軸が聖者の名前であり、表中の番号は創造された順番である。この表

を載せた意図は、記述の定型化を調査するためである。 
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2.1.15.49 では「ブラフマー神の心から生まれたサナカなど 5 人の息子244」という記述が

ある。 

 構成要素 F3（その他の者たちの創造）では、ブラフマー神による創造の過程にある

ため、世界創造や生類創造がなされている。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

 F2. 聖者たちの創造 

 【kUrma-p. 1.10.88-89】 

 nArAyaNAkhyo bhagavAn yathApurvaM prajApatiH / 

 marIcibhRgvaGgirasaH pulastyaM pulahaM kratum //88// 

 dakSam atriM vasiSThaJ ca so ’sRjad yogavidyayA / 

 nava brahmANa ity ete purANe niCcayo mataH / 

 sarve te brahmaNA tulyAH sAdhakA brahmavAdinaH //89// 

 かのナーラーヤナと呼ばれるプラジャーパティである神245は、以前のように、

 マリーチ、ブリグ、アンギラス、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ダクシャ、

 アトリ、ヴァスィシュタをヨーガの知識によって創造した。彼らは、9 人のブ

 ラフマーとして、プラーナ聖典において定められている。彼らは皆、ブラフマ

 ーと同じく有能であり、ヴェーダについて語れる者である。 

 

 【mArkaNDeya-p. 47.5-8】 

 bhRguM pulastyaM pulahaM kratum aGgirasaM tathA / 

 marIciM dakSam atriM ca vasiSThaM246 caiva mAnasam //5// 

 すなわち、心から生まれた、ブリグ、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、アン

 ギラス、マリーチ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィシュタを〔創った〕。 

 nava brahmaNa ity ete purANe niCcayaM gatAH / 

 tato ’sRjat punar brahmA rudraM krodhAtmasambhavam //6// 

 saGkalpaM caiva dharmaM ca pUrveSAm api pUrvajam / 

 sanandanAdayo ye ca pUrvaM sRSTAH svayambhuvA //7// 

 彼らは 9 人のブラフマーとして、プラーナ聖典において定められている。そし

 て、ブラフマーはさらに、自身の怒りから生まれたルドラと、サンカルパ、前

                                                 
244 サナカたちは、マリーチたちと同様にブラフマー神によって生み出されたものたち

であるが、マリーチたちとは異なるグループの者たちとされており、「9 人のブラフマ

ー」などのようには称されない。 
245 ナーラーヤナは本来はヴィシュヌ神の異名ではあるが、ここではブラフマー神を指して

いると考えられる。 

246 B 版では vaCiSTaJ となっているが、e版の vasiSThaM と同一人物を指すと考えられる。 
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 述の者たちより先に生まれたダルマを創った。そして、自己創造者（ブラフマ

 ー）によって、以前にサナンダナなどが創られた。 

 na te lokeSu sajjanto nirapekSAH samAhitAH / 

 sarve te ’nAgatajJAnA vItarAgA vimatsarAH //8// 

 彼ら〔サナンダナなど〕は、世界に関わることなく、無関心で〔自身の事に〕

 専心していた。彼らは皆、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。 

 

 【padma-p. 1.3.167-169】 

 athAnyAn mAnasAn putrAn sadRCAn Atmano ’sRjat / 

 bhRguM mAM pulahaM caiva kratum aMgirasaM tathA //167// 

 marIciM dakSam atriM ca vasiSThaM caiva mAnasAn / 

 nava brahmANa ity ete purANe niCcayaM gatAH //168// 

 それから彼は、自分に似た、心から生まれた他の息子たちを創った。ブリグ、

 私（プラスティヤ）、プラハ、クラトゥ、アンギラス、マリーチ、ダクシャ、

 アトリ、ヴァスィシュタこそが〔その〕心から生まれた息子たちである。彼ら

 は 9 人のブラフマーとしてプラーナ聖典に定められている。 

 sanaMdanAdayo ye ca pUrvaM sRSTAs tu vedhasA / 

 na te lokeSv asajjaMta nirapekSAH prajAsu te //169//  

 サナンダナなど、創造者によって以前に創られた彼らは、その世界のにおける

 生類〔の創造〕に無関心で、創造しなかった。 

 

 【Civa-p. 2.1.15.49】 

 sanakAdyAH sutA me hi mAnasA brahmasaMmitAH / 

 mahAvairAgyasaMpannA abhavan paJca247 suvratAH //49// 

 まさに、私の心から生まれたサナカなどの 5 人の息子たちは、ブラフマンと同

 等であり、良く戒を守る者たちであり、偉大なる無執着の者たちであった。 

 

 【varAha-p. 2.43-46】 

 prathamaM brahmaNA sRSTA rudrAdyAs tu tapodhanAH / 

 sanakAdayas tataH sRSTA marIcyAdaya eva ca //43// 

 初めにルドラを始めとする偉大な苦行者たちがブラフマーによって創造され

 た。それから、サナカなどが、そしてマリーチなどが創られた。 

 marIcir atriC ca tathA aGgirAH pulahaH kratuH / 

 pulastyaC ca mahAtejAH pracetA bhRgur eva ca / 

 nArado daCamaC caiva vaCiSThaC ca mahAtapAH //44// 

                                                 

247 n 版では paMcaとなっている。 



111 

 

 〔それは〕マリーチ、アトリ、アンギラス、プラハ、クラトゥ、プラスティヤ、

 偉大な輝きを持つプラチェータス、ブリグ、ナーラダと、10 番目が偉大な苦行

 者ヴァシシュタである。 

 sanakAdayo nivRttyAkhye tena dharmme prayojitAH / 

 pravRttyAkhye marIcyAdyA muktvaikaM nAradaM munim //45// 

 彼（ブラフマー）によって、サナカたちは自制という名の性質を付与され、聖

 仙ナーラダ 1 人を除くマリーチなどは活動という名〔の性質を付与された〕。 

 yo ’sau prajApatis tvAdyo dakSiNAGguSThasambhavaH / 

 tasyAdau tatra vaMCe tu jagad etac carAcaram //46// 

 それが最初のプラジャーパティで、〔ブラフマーの〕右の親指から生まれた者

 である。そこで、彼（プラジャーパティ）の系譜の最初に、この動くものや動

 かないものから成る世界が〔生じた〕。 

 

 【vAyu-p. 9.68-75】 

 athAnyAn mAnasAn putrAn sadRCAn Atmano ’sRjat / 

 bhRguM pulastyaM pulahaM kratum AGgirasan tathA //68// 

 marIciM dakSam atriM ca vasiSThaM caiva mAnasam / 

 nava brahmANa ity ete purANe niCcayaM gatAH //69// 

 teSAM brahmAtmakAnAM vai sarveSAM brahmavAdinAm /70ab 

 それから彼は、自分に似た、心から生まれた他の息子たちを創った。すなわち、

 心から生まれた、ブリグ、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、アンギラス、マ

 リーチ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィシュタを〔創った〕。彼らは 9 人のブラ

 フマーとしてプラーナ聖典に定められている。彼らは皆、ブラフマー自身であ

 り、ヴェーダに関して語れる者である。 

 tato ’sRjat punar brahmA rudraM roSAtmasaMbhavam //70cd// 

 saMkalpaM caiva dharmaM ca pUrveSAm api pUrvajaH /71ab 

 そして、祖先の中の祖先ブラフマーはさらに、自身の怒りから生まれたルドラ

 と、サンカルパとダルマを創った。 

 agre sasarjja vai brahmA mAnasAn AtmanaH samAn //71cd// 

 sanandanaM sasanakaM vidvAMsaM ca sanAtanam / 

 sanatkumAraM ca vibhuM sanakaM ca sanandanam //72//  

 na te lokeSu sarjjante248 nirapekSAH sanAtanAH /73ab 

 初めに、ブラフマーは自身に似た心から生まれた息子たち、サナンダナとササ

 ナカと博識なサナータナと遍在するサナトクマーラを創った。彼らは、世界〔の

                                                 

248 A では sajjante となっているが、英訳を参照し、n 版の sarjjante を採用した。 
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 創造〕に無関心であり、永遠であるので〔創造を〕もたらさない。 

 sarve te hy AgatajJAnA vItarAgA vimatsarAH //73cd// 

 teSv evaM nirapekSeSu lokavRttAnukAraNAt / 

 hiraNyagarbho bhagavAn parameSThI hy acintayat //74//  

 tasya roSAt samutpannaH puruSo ’rkkasamadyutiH / 

 arddhanArInaravapus tejasA jvalanopamaH //75// 

 彼らは皆、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。このように、

 彼らが、世界の〔生産〕活動に無関心であったので、金色の胎児である神パラ

 メーシュティンは熟考した。彼の怒りから人が生まれた。〔その者は〕太陽に

 等しい輝きをしており、半身が女性である男性の姿であり、炎によって非常に

 輝くようであった。 

 

 【viSNu-p. 1.7.4-8】 

 yadAsya tAH prajAH sarvA na vyavardhanta dhImataH / 

 athAnyAn mAnasAn putrAn sadRCAn AtmAno ’sRjat //4// 

 この賢者（ブラフマー）の〔創造した〕それら全ての生類が増えなかったので、

 〔ブラフマーは〕自分に似た心から生まれた他の息子たちを創った。 

 bhRguM pulastyaM pulahaM kratum aGgirasaM tathA / 

 marIciM dakSam atriM ca vasiSThaM249 caiva mAnasAn250 //5// 

 すなわち、心から生まれた、ブリグ、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、アン

 ギラス、マリーチ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィシュタを〔創った〕。 

 nava brahmANa ity ete purANe niCcayaM gatAH //6// 

 彼らは 9 人のブラフマーとしてプラーナ聖典において定められている。 

 khyAtiM bhUtiM ca saMbhUtiM kSamAM prItiM tathaiva ca / 

 sannatiM ca tathaivorjjAm anasUyAM tathaiva ca //7// 

 prasUtiM ca tataH sRSTvA dadau teSAM mahAtmanAm / 

 patnyo bhavadhvam ity uktvA teSAm eva tu dattavAn //8//251 

 まさに同様に、キヤーティ、ブーティ、サンブーティ、クシャマー、プリーテ

 ィ、サンナティ、ウールッジャー、アナスーヤー、プラスーティを創り、「偉

 大な魂を持つ彼らの妻になれ」と言って、彼女らの創造者（ブラフマー）は〔9

 人の聖仙に彼女たちを〕与えた。 

 

 

                                                 

249 h 版では vaCiSThaM となっているが、n 版の vasiSThaM を採用した。 

250 h 版では mAnasam となっているが、英訳を参照し、n 版の mAnasAn を採用した。 

251 h 版では 7-8偈が欠如している。 
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 F3. その他の者たちの創造 

 【liGga-p. 1.41.40-41】 

 krodhAviSTasya netrAbhyAM prApatann aCrubindavaH / 

 tatas tebhyo ’CrubiMdubhyo252 bhUtAH pretAs tadAbhavan //40// 

 怒りに満ちた〔ブラフマーの〕両目から、涙の滴りが落ちた。その涙の滴りか

 ら、ブータ（悪鬼）やプレータ（屍鬼）が生じた。 

 sarvAMs tAn agrajAn dRSTvA bhUtapretaniCAcarAn / 

 aniMdata tadA devo brahmAtmAnam ajo vibhuH //41// 

 ブータやプレータ、ニシャーチャラ（夜行鬼）など全ての最初に生まれた者た

 ちを見て、アジャ（生まれない253）神であるブラフマー神は、自身を責めた。 

 

 【varAha-p. 2.47】 

 devAC ca dAnavAC caiva gandharvvoragapakSiNaH / 

 sarvve dakSasya kanyAsu jAtAH paramadhArmmikAH //47// 

 神やダーナヴァ、ガンダルヴァ、蛇、鳥、という高徳なもの全てがダクシャの

 娘たちから生まれた。 

 

 

第 7 項 構成要素 G の分析  

 G は、サーンキヤ・ヨーガ哲学的記述という構成要素である。 

 構成要素 G1（トリグナに関する記述）では、mArkaNDeya-p. 47.3 と viSNu-p. 1.7.2 に

おいて、全てのものはトリグナから成っているというサーンキヤ哲学的な世界観を述べ

ている。skanda-p. 7.2.15-16 では、ブラフマー神の生類創造において、それぞれのグナ

からそれぞれのグナに見合う人々が創られるべきであると説いている。 

 G3（ヨーガに関する記述）では、シヴァ神が男女に分裂する手段としてヨーガを用

いている。他の神話には見られない独特な記述である。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

  G1. トリグナに関する記述 

 【mArkaNDeya-p. 47.3】 

 devAdyAH sthAvarAMtAC ca traiguNyaviSayAH smRtAH / 

 evaM bhUtAni sRSTAni sthAvarANi carANi ca //3// 

                                                 

252 原文（n 版）では tebhyoCrubiMdubhyo となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

tebhyo ’CrubiMdubhyo とした。 
253 一般的な生殖によって生まれたのではない者という意味である。 
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 神々を始めとして動かないものまでが、トリグナから成るものの対象であると

 知られる。このように、〔ブラフマー神によって〕動くものや動かないものと

 いう存在が創られた。 

 

 【viSNu-p. 1.7.2】 

 te sarve samavarttanta ye mayA prAg udAhRtAH254 / 

 devAdyAH sthAvarAntAC ca traiguNyaviSaye sthitAH //2// 

 彼らは皆、以前に私が言ったように生じた。神々を始めとして動かないものま

 でがトリグナから成るものの対象である。 

 

 【skanda-p. 7.2.15-16】 

 rajorUpAH sattvarUpAs tamorUpAC ca ye narAH / 

 sarve te bhavatA kAryA guNatrayavibhAgataH //15// 

 yadA te tAmasaiH kArya tadA raudro bhava svayam / 

 yadA te rAjasaiH kArya tadA tvaM rAjaso bhava / 

 sAttvikais te yadA kArya tadA tvaM sAttviko bhava //16// 

 ラジャスの形や、サットヴァの形、タマスの形の人間たちは皆、あなた（ブラ

 フマー）によって、グナの 3 要素から〔創造〕されるべきである。彼らがタマ

 ス的なものによって創られる時、自身でルドラ的なものとなれ。彼らがラジャ

 ス的なもの〔によって創られる〕時、汝はラジャス的なものとなれ。彼らがサ

 ットヴァ的なもの〔によって創られる〕時、汝はサットヴァ的なものとなれ。 

 

 G3. ヨーガに関する記述 

 【liGga-p. 1.41.11】 

 athArdhamAtrAM kalyANIm AtmanaH parameCvarIm / 

 bubhuje yogamArgeNa vRddhyarthaM jagatAM CivaH //11// 

 それから、世界の繁栄のために、シヴァはヨーガの手段によって〔分裂し〕、

 自身の半分の部分であり、安寧をもたらすパラメーシュヴァリーを享受した。 

 

  

                                                 

254 h 版では udIritAh となっている。訳はほぼ同じである。 
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第 8 項 構成要素 H の分析 

 構成要素 H（創造の過程でブラフマーが怒る）は、アルダナーリーシュヴァラを生み

出すエネルギーとしてブラフマー神の怒りを述べたものと考えられる。 

 H①（サナンダナなどが創造に無関心なので、ブラフマー神が怒る）では、ブラフマ

ー神によってそれまでに創られた者たちが創造に無関心だったために、創造が進まず、

ブラフマー神が怒っている。その者たちに関して「未来の知識を持つ」、「執着から離れ

ている」、「嫉妬しない」、「シヴァ神への瞑想に専心する」など、苦行者や宗教活動者と

しての良い特質が述べられている。ここでは、そのような者たちだけでなく、創造行為、

すなわち子孫繁栄を行なう者たちも必要であるとこを述べていると考えられる。H②

（創造が進まず、自身に対し、ブラフマー神が怒る）では、苦行しても繁栄せず、自分

の涙からはブータやプレータなどが生まれてしまい、ブラフマー神が自分に対して怒っ

ている。この記述の続きは構成要素 I1②（アルダナーリーシュヴァラの出現：ブラフ

マー神が怒り、生命（呼吸）を捨てたその口から、ルドラが生まれる）になるのだが、

そこでは、怒ったブラフマー神が捨てた生命（呼吸）からルドラが生まれている。涙な

どではなく、ブラフマー神の生命そのものを受け継ぐことで、ルドラに創造者の役割が

移行したと考えることもできる。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

 ①サナンダナなどが創造に無関心なので、ブラフマー神が怒る 

 【mArkaNDeya-p. 47.8-10】 

 na te lokeSu sajjanto nirapekSAH samAhitAH / 

 sarve te ’nAgatajJAnA vItarAgA vimatsarAH //8// 

 彼ら〔サナンダナなど〕は、世界に関わることなく、無関心で〔自身の事に〕

 専心していた。彼らは皆、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。 

 teSv evaM nirapekSeSu lokasRSTau mahAtmanaH / 

 brahmaNo ’bhUn mahAkrodhas tatrotpanno ’rkasannibhaH //9// 

 arddhanArInaravapuH puruSo ’tiCarIravAn / 

 vibhajAtmAnam ity uktvA sa tadAntardadhe tataH //10// 

 このように、彼らが世界創造に無関心であったので、偉大な魂を持つブラフマ

 ーは、大きな怒りを感じた。そこから、太陽に等しく、大きな体を持ち、半身

 が女性である男性の姿の者が生まれた。「〔汝〕自身を分けよ。」と言って、そ

 れから彼（ブラフマー）は消えた。 

 

 【padma-p. 1.3.169-171】 

 sanaMdanAdayo ye ca pUrvaM sRSTAs tu vedhasA / 
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 na te lokeSv asajjaMta nirapekSAH prajAsu te //169//  

 サナンダナなど、創造者によって以前に創られた彼らは、その世界のにおける

 生類〔の創造〕に無関心で、創造しなかった。 

 sarve hy AgatavijJAnA vItarAgA vimatsarAH / 

 teSv evaM nirapekSeSu lokasRSTau mahAtmanaH //170// 

 brahmaNo ’bhUn255 mahAn krodhas trailokyadahanakSamaH / 

 tasya krodhAt samudbhUtaM jvAlAmAlAvadIpitam //171// 

 まさに全ての者たちは、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。

 このように、彼らが世界創造に無関心であったので、偉大な魂を持つブラフマ

 ーは三界を燃やせるほど大きな怒りを感じた。彼の怒りから燃える炎の輪が生

 じた。 

 

 【Civa-p. 2.1.15.50-51】 

 mayA jJaptA api256 ca te saMsAravimukhA budhAH / 

 CivadhyAnaikamanaso na sRSTo cakrire matim //50// 

 私によって指示されたにもかかわらず、それらの知者たちは世界257から顔を背

 けていた。創造行為をせず、シヴァに対する瞑想に専心し、信仰していた。 

 pratyuttaraM ca tair dattaM CrutvAhaM258 munisattama / 

 akArSaM krodham atyugraM moham AptaC ca nArada //51// 

 そして、私は彼らによってなされた返答を聞いて、非常に怒った。最高の聖者

 よ。ナーラダよ。そして困惑した。 

 

 【vAyu-p. 9.73cd-75】 

 sarve te hy AgatajJAnA vItarAgA vimatsarAH //73cd// 

 teSv evaM nirapekSeSu lokavRttAnukAraNAt / 

 hiraNyagarbho bhagavAn parameSThI hy acintayat //74//  

 tasya roSAt samutpannaH puruSo ’rkkasamadyutiH / 

 arddhanArInaravapus tejasA jvalanopamaH //75// 

 彼らは皆、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。このように、

 彼らが、世界の〔生産〕活動に無関心であったので、金色の胎児である神パラ

                                                 

255 原文（n 版）では brahmaNobhUn となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

brahmaNo ’bhUn とした。 

256 n 版では Apa となっているが、ここでは k 版を採用した。 
257 世俗的なことを指す。英訳によると創造行為とある。 

258 k 版では CrutvA ’haM となっている、これは CrutvA ahaM の連声を分かりやすく記述した

ものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 
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 メーシュティンは熟考した。彼の怒りから人が生まれた。〔その者は〕太陽に

 等しい輝きをしており、半身が女性である男性の姿であり、炎によって非常に

 輝くようであった。 

 

 【viSNu-p. 1.7.9-11】 

 sanandanAdayo ye ca pUrvasRSTAs259 tu vedhasA / 

 na te lokeSv asajjanta nirapekSAH prajAsu te //9// 

 サナンダナなど、創造者（ブラフマー）によって以前に創られた彼らは、世界

 における生類〔の創造〕に無関心で、創造しなかった。 

 sarve te ’bhyAgatajJAnA260 vItarAgA vimatsarAH / 

 teSv evaM nirapekSeSu lokasRSTau261 mahAtmanaH //10//  

 brahmaNo ’bhUn262 mahAn krodhas263 trailokyadahanakSamaH / 

 tasya krodhAt samudbhUtajvAlAmAlAtidIpitam264 / 

 brahmaNo ’bhUt265 tadA sarvaM trailokyam akhilaM mune //11// 

 彼らは皆、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。このように彼

 らが世界創造に無関心であったので、偉大な魂を持つブラフマーは、三界を燃

 やすことが出来るほど大きな怒りを感じた。彼の怒りから、燃える火炎の輪が

 生じ、三界全てに満ちた。聖仙よ。 

 

 ②創造が進まず、自身に対し、ブラフマー神が怒る 

 【liGga-p. 1.41.39-41】 

 tasyaivaM tapyamAnasya na kiMcit samavartata / 

 tato dIrgheNa kAlena duHkhAt krodho vyajAyata //39// 

 彼がこのように苦行しても、何も繁栄しなかった。その後、長い時間の後、〔ブ

 ラフマーの〕嘆きから怒りが生じた。 

 krodhAviSTasya netrAbhyAM prApatann aCrubindavaH / 

                                                 

259 h 版では pUrvaM sRSTA となっているが、語形変化を考慮し、n 版の pUrvasRSTAs を採用し

た。 

260 h 版では hy AgatajJAnA となっている。訳はほぼ同じである。 

261 h 版では lokasRSTo となっているが、英訳を参照し、n 版の lokasRSTau を採用した。 

262 n版では brahmaNobhUnとなっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、brahmaNo ’bhUn

とした。 

263 h 版では mahAkrodas となっている。訳はほぼ同じである。 

264 h 版では samudbhUtajvAlAmAlAvidIpitam となっているが、n 版の

samudbhUtajvAlAmAlAtidIpitam を採用した。 

265 n 版では brahmaNobhUt となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、brahmaNo ’bhUt

とした。 
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 tatas tebhyo ’CrubiMdubhyo266 bhUtAH pretAs tadAbhavan //40// 

 怒りに満ちた〔ブラフマーの〕両目から、涙の滴りが落ちた。その涙の滴りか

 ら、ブータやプレータが生じた。 

 sarvAMs tAn agrajAn dRSTvA bhUtapretaniCAcarAn / 

 aniMdata tadA devo brahmAtmAnam ajo vibhuH //41// 

 ブータやプレータ、ニシャーチャラなど全ての最初に生まれた者たちを見て、

 アジャ神であるブラフマー神は、自身を責めた。 

 

 

第 9 項 構成要素 I の分析  

 構成要素 I（アルダナーリーシュヴァラの出現）は、アルダナーリーシュヴァラが登

場する場面についての記述である。以下に、I の構成要素をまとめた表を示す（表 12）。 

  

                                                 

266 原文（n 版）では tebhyoCrubiMdubhyo となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

tebhyo ’CrubiMdubhyo とした。 
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表 12 構成要素 I におけるアルダナーリーシュヴァラの描写267 

分類 文献名 誕生時の状況 誕生者についての描写 

I1① 

padma-p. 

1.3.172-173 

ブラフマー神が怒って眉をしかめた額か

ら誕生 

真昼の太陽に等しい光、半身が女性である

男性の姿、巨大な身体を具えたルドラ 

varAha-p. 

2.48-49 

ブラフマー神が怒って眉をしかめた額か

ら誕生 

半身が女性である男性の姿、大きくて非常

に恐ろしい姿、息子ルドラ 

viSNu-p. 

1.7.12-13 

ブラフマー神が怒って眉をしかめた額か

ら誕生 

真昼の太陽に等しい輝き、半身が女性であ

る男性の姿、獰猛で大きな身体を具えたル

ドラ 

I1② 
liGga-p. 

1.41.42 

ブラフマー神が怒りに満ち、生命（呼吸）

を捨てた時に、ブラフマー神の口から誕生 
呼吸から成るルドラ 

I1③ 
kUrma-p. 

1.11.2 

ブラフマー神が苦行をした時に、ブラフマ

ー神の鼻から誕生 

世界を破壊する炎から生まれた者、三叉戟

を持つイーシャーナ、３つの目を持つルド

ラ 

I1④ 
skanda-p. 

7.2.9.5-6 

ブラフマー神が苦行し、アタルヴァヴェー

ダの唱句を創った時、ブラフマー神の口か

ら誕生 

恐ろしい姿をした者、破壊から生まれた

者、見るのが困難な（醜い）者、大きな恐

怖を感じさせる者、半身に女性を持つ男性

の姿、ルドラ 

I1⑤ 
liGga-p. 

1.41.7-10 

シヴァ神がブラフマー神の苦行に満足し、

ブラフマー神の願いを聞き入れるために、

ブラフマー神の額の中央を貫いて、女性と

男性を兼ね備えた姿になる 

女性と男性を兼ね備えた姿、ブラフマー神

の息子マハーデーヴァ、アルダナーリーシ

ュヴァラ 

I1⑥ 
Civa-p. 

2.1.15.55-56 

創造のために苦行しているブラフマー神

の両眉と鼻の間にあるアヴィムクタから

誕生 

マヘーシャの光の海であり、部分を完全に

そなえた世界の神であるアルダナーリー

シュヴァラ 

I1⑦ 

mArkaNDeya-p. 

47.9-10 

ブラフマー神の怒りから誕生 
太陽に等しい、大きな身体を持つ、半身が

女性である男性の姿の者 

vAyu-p. 

9.73cd-75 

ブラフマー神の怒りから誕生 
太陽に等しい輝き、半身が女性である男性

の姿、炎によって非常に輝いている 

I2 
Civa-p.    

3.3.7-8 

ブラフマー神の苦行に満足したシヴァ神

が願いを叶える姿を取る 
願いを叶える姿、アルダナーリーナラ 

 

                                                 
267 横軸の左から、構成要素名、文献名、誕生時の状況：アルダナーリーシュヴァラが生ま

れた時、どのような場面であり何が起こったかをまとめて示したもの、誕生者についての

描写：アルダナーリーシュヴァラについてどのように描かれているかをまとめたものであ

る。 
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I3 

liGga-p. 1.5.28 

創造の初めにブラフマーがアルダナーリ

ーシュヴァラを見た 
アルダナーリーシュヴァラ 

liGga-p. 

1.70.324-325 

最初からアルダナーリーナラ 

太陽に等しい輝き、半身が女性である男

性の姿、輝きにおいて炎に等しい者、マ

ハーデーヴァ神、プルシャ 

skanda-p. 

1.2.22.35cd-36ab 

ブラフマーが生まれた時、アルダナーリ

ーシュヴァラが前に立っていた 

全てに遍在し留まるアルダナーリーシュ

ヴァラ 

I4 liGga-p. 1.99.8 

リンガと台座の結合体であるアルダナー

リーシュヴァラ 

リンガと台座の結合体であるアルダナー

リーシュヴァラ 

 

 構成要素 I1（ブラフマー神からアルダナーリーシュヴァラが現れる）における①（ブ

ラフマー神の怒りにより、ルドラが額から生まれる）、②（ブラフマー神が怒り、生命

（呼吸）を捨てたその口から、ルドラが生まれる）、③（ブラフマー神の苦行中にルド

ラが鼻から生まれる）、④（ブラフマー神が苦行中に唱句を発した時、口からアルダナ

ーリーシュヴァラが生まれる）、⑤（ブラフマー神の苦行に満足したシヴァ神が、ブラ

フマー神の額を貫き、アルダナーリーシュヴァラとして出現する）、⑥（苦行によって

アヴィムクタからアルダナーリーシュヴァラが生まれる）、および⑦（ブラフマー神の

怒りから、アルダナーリーシュヴァラが生まれる）では、ブラフマーの何らかの動きに

より、アルダナーリーシュヴァラが出現している。構成要素 I2（ブラフマー神の苦行

に満足したシヴァ神が、アルダナーリーシュヴァラに変化する）と I3（元々、アルダ

ナーリーシュヴァラとして存在している）では、ブラフマー神が創造行為を行なってい

る間に、アルダナーリーシュヴァラが出現するが、ブラフマー神の行為を出現の原因と

していない。構成要素 I4（リンガ（シヴァ）と台座（女神）の結合体として、アルダ

ナーリーシュヴァラになる）では、ブラフマー神は登場しない。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

  I1. ブラフマー神からアルダナーリーシュヴァラが現れる 

 ①ブラフマー神の怒りにより、ルドラが額から生まれる 

 【padma-p. 1.3.172-173】 

 brahmaNas tu tadA jyotis trailokyam akhilaM dahat / 

 bhrukuTIkuTilAt tasya lalATAt krodhadIpitAt //172// 

 samutpannas tadA rudro madhyAhnArkasamaprabhaH / 

 arddhanArInaravapuH pracaNDotiCarIravAn268 //173// 

 そして、ブラフマーの光は三界全てを燃やせる〔力があった〕。怒りに燃え、

                                                 
268 意味が不明であるため、英訳を参照し、「巨大な体を具えた」とした。 
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 眉をしかめた彼の額から、その時、真昼の太陽に等しい光を持ち、半身が女性

 である男性の姿をしており、巨大な体を具えたルドラが生まれた。 

 

 【varAha-p. 2.48-49】 

 yo ’sau rudreti vikhyAtaH putraH krodhasamudbhavaH / 

 bhrukuTIkuTilAt tasya lalATAt parameSThinaH //48// 

 かのルドラと呼ばれる息子は、かのパラメーシュティン（最高神、ブラフマー）

 の眉をしかめた額から、怒りによって生まれた。 

 arddhanArInaravapuH pracaNDo ’tibhayaGkaraH / 

 vibhajAtmAnam ity uktvA brahmA cAntardadhe punaH //49// 

 〔それは〕半身が女性である男性の姿をしており、大きく、非常に恐ろしい姿

 であった。「〔汝〕自身を分けよ。」と言ってブラフマーは再び消えた。 

 

 【viSNu-p. 1.7.12-13】 

 bhrakuTIkuTilAt tasya lalATAt krodhadIpitAt /  

 samutpannas tadA rudro madhyAhnArkasamaprabhaH //12// 

 ardhanArInaravapuH pracaNDo ’tiCarIravAn / 

 vibhajAtmAnam ity uktvA taM brahmAntardadhe tataH //13// 

 怒りに燃え、眉をしかめた彼の額から、その時、真昼の太陽に等しい輝きを持

 つ、半身が女性である男性の姿の、獰猛で大きな体を具えたルドラが生まれた。

 彼に「〔汝〕自身を分けよ。」と言って、それからブラフマーは消えた。 

 

 ②ブラフマー神が怒り、生命（呼吸）を捨てたその口から、ルドラが生まれる 

 【liGga-p. 1.41.42】 

 jahau prANAMC ca bhagavAn krodhAviSTaH prajApatiH / 

 tataH prANamayo rudraH prAdurAsIt prabhor mukhAt //42// 

 怒りに満ちた創造神（ブラフマー）は〔自身の〕生命（呼吸）を捨てた。そし

 て、神の口から、呼吸から成るルドラが現れた。 

 

 ③ブラフマー神の苦行中にルドラが鼻から生まれる 

 【kUrma-p. 1.11.2】 

 tasyaiva tapato vakrAd rudraH kAlAgnisambhavaH / 

 triCUlapANir ICAnaH prAdurAsIt trilocanaH //2// 

 ちょうど彼（ブラフマー）が苦行をした時、鼻から、世界を破壊する炎から生

 まれ三叉戟を持つイーシャーナであり 3 つの目を持つルドラが生まれた。 
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 ④ブラフマー神が苦行中に朗誦した時、口からアルダナーリーシュヴァラが生 

  まれる 

 【skanda-p. 7.2.9.5-6】 

 tapas tepe prajAnAtho vedoccAraNatatparaH / 

 atharvavedoccaraNaM yAvac cakre pitAmahaH //5// 

 ヴェーダの朗唱に通暁したピターマハである創造主は、苦行をし、アタルヴァ

 ヴェーダを朗誦した。 

 mukhAd rudraH samabhavad raudrarUpo bhavApahaH / 

 arddhanArInaravapur duSprekSyo ’tibhayaGkaraH269 //6// 

 〔ブラフマーの〕口から、恐ろしい姿をした者であり、破壊から生まれた者で

 あり、見るのが困難な者であり、大きな恐怖を感じさせる者であり、半身が女

 性である男性の姿のルドラが生まれた。 

 

 ⑤ブラフマー神の苦行に満足したシヴァ神が、ブラフマー神の額を貫き、アル 

  ダナーリーシュヴァラとして出現する 

 【liGga-p. 1.41.7-10】 

 na vyavardhaMta loke ’smin prajAH kamalayoninA / 

 vRddhyarthaM bhagavAn brahmA putrair vai mAnasaiH saha //7// 

 duCcaraM vicacAreCaM samuddiCya tapaH svayam / 

 tuSTas tu tapasA tasya bhavo jJAtvA sa vAJchitam //8// 

 lalATamadhyaM nirbhidya brahmaNaH puruSasya tu / 

 putras te ’ham270 iti procya strIpuMrUpo ’bhavat271 tadA //9// 

 蓮から生まれた者によって〔創られた〕生類が、この世界で繁栄しなかったの

 で、ブラフマー神は繁栄のために、心から生まれた息子たちと共に、〔シヴァ〕

 神に対し、自身で厳しい苦行をした。そして、かの〔シヴァ〕神は、彼の苦行

 に満足し、〔ブラフマーの〕願いを知り、ブラフマー神の額の中央を貫き、「私

 はお前の息子である。」と言って、女性と男性を〔兼ね備えた〕姿になった。 

 tasya putro mahAdevo hy ardhanArICvaro ’bhavat272 / 

 dadAha bhagavAn sarvaM brahmANaM ca jagadgurum //10// 

                                                 

269 n 版では ’tibhayaMkaraH となっている。 

270 原文（n 版）では teham となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、te ’ham とし

た。 

271 原文（n 版）では strIpuMrUpobhavat となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

strIpuMrUpo ’bhavat とした。 

272 原文（n 版）では ardhanArICvarobhavat となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

ardhanArICvaro ’bhavat とした。 
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 彼（ブラフマー）の息子マハーデーヴァはまさにアルダナーリーシュヴァラに

 なった。神（アルダナーリーシュヴァラ）は、全世界の父ブラフマーを燃やし

 た。 

 

 ⑥苦行によってアヴィムクタからアルダナーリーシュヴァラが生まれる 

 【Civa-p. 2.1.15.55-56】 

 tapasyataC ca sRSTyarthaM bhruvor ghrANasya273 madhyataH / 

 avimuktAbhidhAd274 deCAt svakIyAn me viCeSataH //55// 

 trimUrtInAM maheCasya prAdur AsId ghRNAnidhiH / 

 arddhanArICvaro275 bhUtvA pUrNAMCaH276 sakaleCvaraH //56// 

 そして、創造のために苦行することによって、私の両眉と鼻の間にあるアヴィ

 ムクタ277という名の場所（聖地）自身から、三神の〔うちの 1 人である〕マヘ

 ーシャの光の海が特別に現れ出た。〔それは、〕部分を完全にそなえた世界の神

 アルダナーリーシュヴァラになった278。 

 

 ⑦ブラフマー神の怒りから、アルダナーリーシュヴァラが生まれる 

 【mArkaNDeya-p. 47.9-10】 

 teSv evaM nirapekSeSu lokasRSTau mahAtmanaH / 

 brahmaNo ’bhUn mahAkrodhas tatrotpanno ’rkasannibhaH //9// 

 arddhanArInaravapuH puruSo ’tiCarIravAn / 

 vibhajAtmAnam ity uktvA sa tadAntardadhe tataH //10// 

 このように、彼らが世界創造に無関心であったので、偉大な魂を持つブラフマ

 ーは、大きな怒りを感じた。そこから、太陽に等しく、大きな体を持ち、半身

 が女性である男性の姿の者が生まれた。「〔汝〕自身を分けよ。」と言って、そ

 れから彼（ブラフマー）は消えた。 

 

 

 

                                                 

273 n 版では ghrArNasya となっているが、言葉の意味を考え、英訳を参照し、k 版の ghrANasya

を採用した。 

274 n 版では avimuktAbhi dhAd（分書）となっているが、英訳を参照し、k 版の avimuktAbhidhAd

を採用した。 

275 n 版では ArddhanArICvaro となっているが、言葉の意味を考え、英訳を参照し、k 版の

arddhanArICvaro を採用した。 

276 n 版では pUrNAMCas となっている。 
277 ヴァーラーナスィーにある聖地の名前である。 
278 訳が複雑になってしまうため、文章を区切った。 
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 【vAyu-p. 9.73cd-75】 

 sarve te hy AgatajJAnA vItarAgA vimatsarAH //73cd// 

 teSv evaM nirapekSeSu lokavRttAnukAraNAt / 

 hiraNyagarbho bhagavAn parameSThI hy acintayat //74//  

 tasya roSAt samutpannaH puruSo ’rkkasamadyutiH / 

 arddhanArInaravapus tejasA jvalanopamaH //75// 

 彼らは皆、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。このように、

 彼らが、世界の〔生産〕活動に無関心であったので、金色の胎児である神パラ

 メーシュティンは熟考した。彼の怒りから人が生まれた。〔その者は〕太陽に

 等しい輝きをしており、半身が女性である男性の姿であり、炎によって非常に

 輝くようであった。 

 

 I2. ブラフマー神の苦行に満足したシヴァ神が、アルダナーリーシュヴァラに変化す 

   る 

 【Civa-p. 3.3.7-8】 

 tIvreNa tapasA tasya saMyuktasya svayaMbhuvaH / 

 acireNaiva kAlena tutoSa sa Civo drutam //7// 

 かのスヴァヤンブーが、厳しい苦行に専念していたので、すぐさま、かのシヴ

 ァ神は満足した。 

 tataH pUrNacidICasya mUrtim AviCya kAmadAm / 

 arddhanArInaro bhUtvA tato brahmAntikaM haraH //8// 

 そこで、全知の神（シヴァ）が願いを叶える姿をとって、ハラ（シヴァ）は半

 身が女性である男性になり、ブラフマーに近づいた。 

 

  I3. 元々、アルダナーリーシュヴァラとして存在している 

 【liGga-p. 1.5.28】 

 ardhanArICvaraM dRSTvA sargAdau kanakAMDajaH / 

 vibhajasveti cAhAdau yadA jAtA tadAbhavat //28// 

 創造の初めに、黄金の卵から生まれた者である創造者がアルダナーリーシュヴ

 ァラを見て、「〔汝を〕分けよ」と言った時に、彼はそのように〔男女 2 つに〕

 なった。 

 

 【liGga-p. 1.70.324-325】 

 yasmAd uktaH sthito ’smIti279 tasmAt sthANur iti smRtaH / 

                                                 

279 原文（n 版）では sthitosmIti となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、sthito ’smIti

とした。 
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 eSa devo mahAdevaH puruSo ’rkasamadyutiH280 //324// 

 ardhanArInaravapus tejasA jvalanopamaH / 

 svecchayAsau dvidhA bhUtaH pRthak strI puruSaH pRthak //325// 

 「私は留まる（sthita）」と言ったので、スターヌ（sthANu）として知られる。

 このマハーデーヴァ神プルシャは、太陽に等しい輝きを持ち、半身が女性であ

 る男性の姿をしており、輝きにおいて炎に等しい者であった。自身の意思に従

 って、その者は、別々に女性と男性の 2 つになった。 

 

 【skanda-p. 1.2.22.35cd-36ab】 

 ahaM tv Adau yadA jAtas tadA paCyaM puraH sthitam //35cd// 

 ardhanArICvaraM devaM vyApya viCvam avasthitam /36ab 

 私（ブラフマー）が最初に生まれた時、〔私の〕前に立っている、全てに遍在

 し留まるアルダナーリーシュヴァラ神を見た。 

 

 I4. リンガ（シヴァ）と台座（女神）の結合体として、アルダナーリーシュヴァラに 

   なる 

 【liGga-p. 1.99.8】 

 liMgavedisamAyogAd ardhanArICvaro ’bhavat281 / 

 brahmANaM vidadhe devam agre putraM caturmukham //8// 

 リンガと台座の結合体によって、アルダナーリーシュヴァラになった。〔アル

 ダナーリーシュヴァラは、〕最初に息子として四面のブラフマー神を創った。 

 

 

第 10 項 構成要素 J の分析  

 構成要素 J（アルダナーリーシュヴァラが男女に分裂する過程）は、アルダナーリー

シュヴァラがどのように男性半身と女性半身に分裂したかを述べるものである。 

 J1（ブラフマー神の働きかけによりアルダナーリーシュヴァラが分裂する）には、創

造者の役割の移行がうかがえる。①（ブラフマー神から分裂するように言われる）では、

ルドラ（シヴァ神）が、ブラフマー神から自身を分けるように促され、分裂する。その

後、多くの記述では、ブラフマー神はそこから消えてしまう。これは、男女に分裂する

生類の創造者という役割が、ブラフマー神からシヴァ神へ移行したことを示していると

                                                 

280 原文（n 版）では puruSorkasamadyutiH となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

puruSo ’rkasamadyutiH とした。 

281 原文（n 版）では ardhanArICvarobhavat だが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

ardhanArICvaro ’bhavat とした。 
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考えられる。②（ブラフマー神の信仰を受け、男女別々になる）と③（ブラフマー神の

苦行に満足し、シヴァ神が分裂する）も、ブラフマー神の信仰や苦行を反映し、分裂し

ている。ブラフマー神の意図をシヴァ神が汲み取り、分裂しているため、創造者の役割

の移行が暗示されているということができるだろう。 

 J2（自身の意思で分裂する）と J3（ヨーガによって分裂する）においては、ブラフ

マー神の介入はなく、シヴァ神が独自に判断し分裂している。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

  J1. ブラフマー神の働きかけによりアルダナーリーシュヴァラが分裂する 

 ①ブラフマー神から分裂するように言われる 

 【kUrma-p. 1.11.3-4】 

 arddhanArInaravapuH duSprekSyo ’tibhayaMkaraH / 

 vibhajAtmAnam ity uktvA brahmA cAntarddadhe bhayAt //3// 

 半身が女性である男性の姿の者は、非常に恐ろしく見るのが困難だった。ブラ

 フマーは「〔汝〕自身を分けよ。」と言って、恐れから消えた。 

 tathokto ’sau dvidhA strItvaM puruSatvaM tathAkarot / 

 bibheda puruSatvaJ ca daCadhA caikadhA punaH //4// 

 そして、このように言われたその者（ルドラ）は、女性要素と男性要素の２つ

 になった。そして男性要素をさらに 11 に分けた。 

 

 【liGga-p. 1.5.28】 

 ardhanArICvaraM dRSTvA sargAdau kanakAMDajaH / 

 vibhajasveti cAhAdau yadA jAtA tadAbhavat //28// 

 創造の初めに、黄金の卵から生まれた者である創造者がアルダナーリーシュヴ

 ァラを見て、「〔汝を〕分けよ」と言った時に、彼はそのように〔男女 2 つに〕

 なった。 

 

 【liGga-p. 1.99.12】 

 vibhajasveti viCveCaM viCvAtmAnam ajo vibhuH / 

 sasarja devIM vAmAMgAt patnIM caivAtmanaH samAm //12// 

 「分けよ」とアジャである遍在者（ブラフマー）は、世界の神であるヴィシュ

 ヴァートマン（全てのアートマン、シヴァ）に〔言った〕。そして〔シヴァは〕

 左半身から自分に等しい妻である女神を創った。 

 

 【mArkaNDeya-p. 47.9-10】 

 teSv evaM nirapekSeSu lokasRSTau mahAtmanaH / 
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 brahmaNo ’bhUn mahAkrodhas tatrotpanno ’rkasannibhaH //9// 

 arddhanArInaravapuH puruSo ’tiCarIravAn / 

 vibhajAtmAnam ity uktvA sa tadAntardadhe tataH //10// 

 このように、彼らが世界創造に無関心であったので、偉大な魂を持つブラフマ

 ーは、大きな怒りを感じた。そこから、太陽に等しく、大きな体を持ち、半身

 が女性である男性の姿の者が生まれた。「〔汝〕自身を分けよ。」と言って、そ

 れから彼（ブラフマー）は消えた。 

 

 【padma-p. 1.3.174】 

 vibhajAtmAnam ity uktvA taM brahmAMtardadhe282 tataH / 

 tathoktvo ’sau283 dvidhA strItvaM puruSatvaM tathAkarot //174// 

 彼に「〔汝〕自身を分けよ。」と言って、ブラフマーは消えた。このように言わ

 れ、その者は女性要素と男性要素の 2 つを創った。 

 

 【skanda-p. 7.2.9.7】 

 vibhajAtmAnam ity uktvA brahmA cAntardadhe284 bhayAt / 

 tathokto ’sau dvidhA strItvaM puruSatvaM tathA ’karot //7// 

 「〔汝〕自身を分けよ。」と言って、ブラフマーは恐れから消えた。このように

 言われ、その者は、女性要素と男性要素の 2 つを創った。 

 

 【varAha-p. 2.49-50】 

 arddhanArInaravapuH pracaNDo ’tibhayaGkaraH / 

 vibhajAtmAnam ity uktvA brahmA cAntardadhe punaH //49// 

 〔それは〕半身が女性である男性の姿をしており、大きく、非常に恐ろしい姿

 であった。「〔汝〕自身を分けよ。」と言ってブラフマーは再び消えた。 

 tathokto ’sau dvidhA strItvaM puruSatvaM cakAra saH / 

 bibheda puruSatvaM ca daCadhA caikadhA ca saH //50// 

 彼はそのように言われ、女性要素と男性要素の 2 つになった。彼は、男性要素

 を 11 に分けた。 

 

 

                                                 

282 原文（n 版）では brahmAMtardadheH となっているが、英訳を参照し、brahmAMtardadhe

とした。 

283 原文（n 版）では tathoktvosau となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

tathoktvo ’sau とした。 

284 n 版では cAMtardadhe となっている。 
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 【vAyu-p. 9.76-77】 

 sarvaM tejomayaM jAtam Adityasamatejasam / 

 vibhajAtmAnam285 ity uktvA tatraivAntaradhIyata //76// 

 「全てが輝いた状態で太陽に等しい輝きを持つ〔汝〕自身を分けよ。」と言っ

 て、まさにそこから〔ブラフマーは〕消えた。 

 evam uktvA dvidhA bhUtaH pRthak strI puruSaH pRthak / 

 sa caikAdaCadhA jajJe arddham AtmAnam ICvaraH //77// 

 このように言われ、〔その者は〕別々に男性と女性の 2 つになった。かのイー

 シュヴァラは、自身の半分を 11 に分けた。 

 

 【viSNu-p. 1.7.12-14】 

 bhrakuTIkuTilAt tasya lalATAt krodhadIpitAt /  

 samutpannas tadA rudro madhyAhnArkasamaprabhaH //12// 

 ardhanArInaravapuH pracaNDo ’tiCarIravAn / 

 vibhajAtmAnam ity uktvA taM brahmAntardadhe tataH //13// 

 怒りに燃え、眉をしかめた彼の額から、その時、真昼の太陽に等しい輝きを持

 つ、半身に女性を持つ男性の姿の、獰猛で大きな体を具えたルドラが生まれた。

 彼に「〔汝〕自身を分けよ。」と言って、それからブラフマーは消えた。 

 tathokto ’sau286 dvidhA strItvaM287 puruSatvaM tathA ’karot / 

 vibheda288 puruSatvaM ca daCadhA caikadhA punaH289 //14// 

 このように言われたその者は、女性部分と男性部分の 2 つを創った。そしてさ

 らに男性部分を 11 に分けた。 

 

 ②ブラフマー神の信仰を受け、男女別々になる 

 【skanda-p. 1.2.22.36cd-37ab】 

 dRSTvA tam abruvaM devaM bhajasveti ca bhaktitaH //36cd// 

 tato nArI pRthag jAtA puruSaC ca tathA pRthak /37ab 

 彼（シヴァ）を見て、私は神に、信愛によって「崇めたまえ」と言った。それ

                                                 

285 A 版では vibhajA ’’tmAnam となっている。これは vibhajA AtmAnam の連声を分かりやすく

記述したものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 

286 n 版では tathoktosau となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、tathokto ’sau と

した。 

287 h 版では stritvaM となっているが、n 版の strItvaM を採用した。 

288 h 版では bibheda となっている。訳はほぼ同じである。 

289 h 版では ca saH となっている。この場合、訳は「そして彼は男性部分を 11 に分けた」

となる。 
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 から、女性は別に生まれ、男性も同様に別に〔生まれた〕。 

 

 ③ブラフマー神の苦行に満足し、シヴァ神が分裂する 

 【Civa-p. 3.3.11-13】 

 vatsa vatsa mahAbhAga mama putra pitAmaha / 

 jJAtavAn asmi sarvaM tat tat tvatas te manoratham //11// 

 「愛しき者よ。最高の幸運よ。私の息子であり、ピターマハよ。汝から〔生じ

 た〕汝の心の中にある願いをあれもこれも全て理解した。 

 prajAnAm eva vRddhyarthaM tapas taptaM tvayAdhunA290 / 

 tapasA tena tuSTo ’smi dadAmi ca tavepsitam //12// 

 ity uktvA paramodAraM svabhAvamadhuraM vacaH / 

 pRthak cakAra vapuSo bhAgAd devIM CivAM CivaH //13// 

 今まさに、生類の繁栄のためにあなたによって苦行がなされた。その苦行に私

 は満足したので、あなたの望むものを与えよう。」と、最高に慈悲深い自然で

 甘美な言葉を述べた。シヴァは、吉祥な体からシヴァー女神を別にした。 

 

 【Civa-p. 7.1.16.4-6】 

 vatsa vatsa291 mahAbhAga mama putra pitAmaha / 

 jJAtam eva mayA sarvaM tava vAkyasya gauravam //4// 

 わが子よ、わが子よ、マハーバーガ（大きな幸福）よ。私の息子よ。ピターマ

 ハよ。あなたの言ったことの重大さは私によって全て理解された。 

 prajAnAm eva vRddhyarthaM tapas taptaM tvayAdhunA292 / 

 tapasA ’nena tuSTo ’smi293 dadAmi ca tavepsitam //5// 

 まさに生類の繁栄のために、今、あなたによって苦行がなされた。この苦行で

 私は満足した。ゆえに、お前の望むものを与えよう。 

 ity uktvA paramodAraM svabhAvamadhuraM vacaH / 

 sasarja vapuSo bhAgAd devIM devavaro haraH //6// 

 このように素晴らしく後期で自然で優しい言葉を言い、美しい姿をした偉大な

 神ハラは、〔自分の体の〕部分から女神を創った。 

 

                                                 

290 k 版では tvayA ’dhunA となっている。これは tvayA adhunA の連声を分かりやすく記述し

たものと思われる。ここでは n 版の tvayAdhunA という表記を採用した。 

291 n 版では vatsavatsa（連書）となっている。 

292 k 版では tvayA ’dhunA となっている。これは tvayA adhunA の連声を分かりやすく記述し

たものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 

293 n 版では tuSTosmi（連書）となっている。 
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  J2. 自身の意思で分裂する 

 【liGga-p. 1.41.43-46】 

 ardhanArICvaro294 bhUtvA bAlArkasadRCadyutiH / 

 tadaikAdaCadhAtmAnaM pravibhajya vyavasthitaH //43// 

 〔ルドラは〕朝日に等しい輝きを持つアルダナーリーシュヴァラとなり、それ

 から自身を 11〔の部分〕に分けて、とどまった。 

 ardhenAMCena sarvAtmA sasarjAsau CivAm umAm / 

 sA cAsRjat tadA lakSmIM durgAM CreSThAM sarasvatIm //44// 

 vAmAM raudrIM mahAmAyAM vaiSNavIM vArijekSaNAm / 

 kalAM vikariNIM caiva kAlIM kamalavAsinIm //45// 

 balavikariNIM devIM balapramathinIM tathA / 

 sarvabhUtasya damanIM sasRje ca manonmanIm //46// 

 〔自分の〕半身によって、かの全てのアートマンである者（アルダナーリーシ

 ュヴァラ）は、吉祥（シヴァー）なウマーを創った。彼女は、ラクシュミーと

 最高の者ドゥルガー、サラスヴァティー、ヴァーマー、ラウドリー、マハーマ

 ーヤー、蓮の目をした者ヴァイシュナヴィー、カラーヴィカリニー、蓮に住む

 者カーリー、バラヴィカリニー女神、バラプラマティニー、全存在のダマニー、

 マノーンマニーを創った。 

 

 【liGga-p. 1.70.324-325】 

 yasmAd uktaH sthito ’smIti295 tasmAt sthANur iti smRtaH / 

 eSa devo mahAdevaH puruSo ’rkasamadyutiH296 //324// 

 ardhanArInaravapus tejasA jvalanopamaH / 

 svecchayAsau dvidhA bhUtaH pRthak strI puruSaH pRthak //325// 

 「私は留まる」と言ったので、スターヌとして知られる。このマハーデーヴァ

 神プルシャは、太陽に等しい輝きを持ち、半身が女性である男性の姿をしてお

 り、輝きにおいて炎に等しい者であった。自身の意思に従って、その者は、別々

 に女性と男性の 2 つになった。 

 

 

  J3. ヨーガによって分裂する 

                                                 

294 原文（n 版）では adhanArICvaro となっているが、英訳を参照し、ardhanArICvaro とした。 

295 原文（n 版）では sthitosmIti となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、sthito ’smIti

とした。 

296 原文（n 版）では puruSorkasamadyutiH となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

puruSo ’rkasamadyutiH とした。 
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 【liGga-p. 1.41.11】 

 athArdhamAtrAM kalyANIm AtmanaH parameCvarIm / 

 bubhuje yogamArgeNa vRddhyarthaM jagatAM CivaH //11// 

 それから、世界の繁栄のために、シヴァはヨーガの手段によって〔分裂し〕、

 自身の半分の部分であり、安寧をもたらすパラメーシュヴァリーを享受した。 

 

 

第 11 項 構成要素 K の分析  

 構成要素 K（男性部分が 11297に分かれる）は、分裂した後の男性半身についての記述

である。 

 ③（11 に分かれ、さらに黒い者や白い者などに分かれる）、④（11 に分かれ、さらに

男性部分と共に女性部分も、優しい者、粗野な者、穏やかな者、黒い者、白い者などに

分かれる）では、さらに様々な特徴の者に分かれると述べられており、人間の多様性と、

ここから様々な人間が生まれ、繁栄していくことを示していると考えられる。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

 ①11 に分かれる 

 【liGga-p. 1.5.29】 

 tasyAC caivAMCajAH sarvAH striyas tribhuvane tathA / 

 ekAdaCavidhA rudrAs tasya cAMCodbhavAs tathA //29// 

 三界における全ての女性は彼女の部分から生まれた。同様に 11人のルドラは、

 彼の部分から生まれた。 

 

 【liGga-p. 1.41.43】 

 ardhanArICvaro298 bhUtvA bAlArkasadRCadyutiH / 

 tadaikAdaCadhAtmAnaM pravibhajya vyavasthitaH //43// 

 〔ルドラは〕朝日に等しい輝きを持つアルダナーリーシュヴァラとなり、それ

                                                 
297 ここに登場する 11 という数字は、ヴェーダ文献などにおいて、アムリタを飲んだ

33神のうちの 11人がルドラであるとされている[hang 1922 p. 101]ことに由来すると思

われる。このアルダナーリーシュヴァラ創造神話以外にも、11 とアルダナーリーシュ

ヴァラを述べる偈（liGga-p. 1.18.30）がある。ardhanArICarIrAya avyaktAya namonamaH / 

ekAdaCavibhedAya sthANave te namaH sadA //30//「半身が女性であり、未顕現〔だが〕、11

の異なる〔姿〕をした不動の者であるあなたに敬礼する。」 

298 原文（n 版）では adhanArICvaro となっているが、英訳を参照し、ardhanArICvaro とした。 
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 から自身を 11〔の部分〕に分けて、とどまった。 

 

 【liGga-p. 1.70.326】 

 sa evaikAdaCArdhena sthito ’sau299 parameCvaraH / 

 tatra yA sA mahAbhAgA CaMkarasyArdhakAyinI //326// 

 かのパラメーシュヴァラは、〔男性〕半身を 11 にした。シャンカラ（シヴァ）

 の残りの半〔身〕が、かの幸運な女性である。 

 

 【skanda-p. 1.2.22.37cd-38ab】 

 tasyAC caivAMCajAH sarvAH striyas tribhuvane smRtAH //37cd// 

 ekAdaCa ca rudrAC ca puruSAs tasya cAMCajAH /38ab 

 そして三世界の全ての女性たちは彼女から〔体を〕分けて生まれたと言われて

 いる。そして 11 人のルドラと男性たちは、彼の部分から生まれた。 

 

 【varAha-p. 2.50】 

 tathokto ’sau dvidhA strItvaM puruSatvaM cakAra saH / 

 bibheda puruSatvaM ca daCadhA caikadhA ca saH //50// 

 彼はそのように言われ、女性要素と男性要素の 2 つになった。彼は、男性要素

 を 11 に分けた。 

 

 【vAyu-p. 9.77】 

 evam uktvA dvidhA bhUtaH pRthak strI puruSaH pRthak / 

 sa caikAdaCadhA jajJe arddham AtmAnam ICvaraH //77// 

 このように言われ、〔その者は〕別々に男性と女性の 2 つになった。かのイー

 シュヴァラは、自身の半分を 11 に分けた。 

 

 ②11 に分かれる。彼らはルドラと呼ばれる三界の支配者とされる 

 【kUrma-p. 1.11.4-5】 

 tathokto ’sau dvidhA strItvaM puruSatvaM tathAkarot / 

 bibheda puruSatvaJ ca daCadhA caikadhA punaH //4// 

 そして、このように言われたその者（ルドラ）は、女性要素と男性要素の 2 つ

 になった。そして男性要素をさらに 11 に分けた。 

 ekAdaCaite kathitA rudrAs tribhuvaneCvarAH / 

 kapAlICAdayo viprA devakArye niyojitAH //5// 

                                                 

299 原文（n 版）では sthitosau となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、sthito ’sau

とした。 
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 バラモンたちよ。これらの 11 人はルドラと呼ばれ、三界の支配者であり、カ

 パーリーシャなどであり、神々に関する仕事に従事した。 

 

 【skanda-p. 7.2.9.8】 

 vibheda puruSatvaM ca daCadhA caikadhA punaH / 

 ekAdaCaite kathitA rudrAs tribhuvaneCvarAH //8// 

 そしてさらに、男性要素を 11 に分けた。これらの 11 人はルドラと呼ばれる三

 界の支配者である。 

 

 ③11 に分かれ、さらに黒い者や白い者などに分かれる 

 【padma-p. 1.3.175-176ab】 

 bibheda puruSatvaM ca daCadhA caikadhA ca saH / 

 saumyAsaumyais tathA rUpaiH CAMtaiH strItvaM ca sa prabhuH //175// 

 そして、彼は男性要素を 11 に分けた。そして、その神は女性要素を、優しい

 者や粗野な者、美しい者、穏やかな者に〔分けた〕。 

 vibheda bahudhA caiva svarUpair asitaiH sitaiH /176ab 

 さらに、自身の姿を黒い者や白いものなど多数に分けた。 

 

 【viSNu-p. 1.7.14-15】 

 tathokto ’sau300 dvidhA strItvaM301 puruSatvaM tathA ’karot / 

 vibheda302 puruSatvaM ca daCadhA caikadhA punaH303 //14// 

 このように言われたその者は、女性部分と男性部分の 2 つを創った。そしてさ

 らに男性部分を 11 に分けた。 

 saumyAsaumyais tathA CAntACAntaiH304 strItvaM ca sa prabhuH / 

 vibheda305 bahudhA devaH svarUpair asitaiH sitaiH //15// 

 そしてその神は女性部分を優しい者や粗野な者、穏やかな者、騒がしい者に分

 けた。さらに神は自身の姿を黒い者や白い者など多様に〔分けた〕。 

                                                 

300 n 版では tathoktosau となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、tathokto ’sau と

した。 

301 h 版では stritvaM となっているが、n 版の strItvaM を採用した。 

302 h 版では bibheda となっている。訳はほぼ同じである。 

303 h 版では ca saH となっている。この場合、訳は「そして彼は男性部分を 11に分けた」

となる。 

304 n 版では tadA CAntA ’CAntaiH となっており、h 版では tathA CAntA CAntaiH となっている。こ

こでは平行句である kUrma-p. 1.11.6ab を参照し、tathA CAntACAntaiH とした。 

305 h 版では bibheda となっている。訳はほぼ同じである。 
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 ④11 に分かれ、さらに男性部分と共に女性部分も、優しい者、粗野な者、穏 

  やかな者、黒い者、白い者などに分かれる 

 【mArkaNDeya-p. 47.11-12】 

 sa cokto306 vai pRthak strItvaM puruSatvaM tathAkarot / 

 bibheda puruSatvaM ca daCadhA caikadhA307 tu saH //11// 

 そして、言われた彼は、別々に女性要素と男性要素を創った。そして、彼は男

 性要素を 11 に分けた。 

 saumyAsaumyais308 tathA CAntaiH puMstvaM strItvaM ca sa prabhuH / 

 bibheda bahudhA devaH puruSair asitaiH sitaiH309 //12// 

 そしてその神は優しい者や粗野な者、穏やかな者に男性要素と女性要素を〔分

 けた〕。神は黒い者や白い者など多様に分けた。 

 

 

第 12 項 構成要素 L の分析  

  構成要素 L（女性部分）は、分裂した後の女性半身についての記述である。大きく分

けて L1（女性部分は女神である）と L2（女性部分から創造が起こる）としたが、L1と L2

の内容は、共通項も差異も様々で一概に分類することは難しい。ここではまず構成要素 L

の分類を列挙し、それを見ながら分析を進めたいと思う。 

 L1. 女性部分は女神である 

 ①女性は女神とされ、白い者と黒い者の 2 人に分かれる 

 ②女性はサティーとされ、白い者と黒い者の 2 人に分かれる 

 ③女性はウマーとなり、多くの女神や女性を創る 

 ④女性は女神シュラッダーである 

 ⑤女性はダクシャの娘となる 

 ⑥女性は女神とされ、シャクティを生み出す 

 L2. 女性部分から創造が起こる 

 ①優しい者、粗野な者などに分かれる 

 ②優しい者、粗野な者、白い者、黒い者などに分かれる 

 ③女性部分から、全ての女性が生まれたとする 

 

                                                 

306 e 版では coktA だが B 版（サンスクリット版、英語版）を参照し cokto とした。 

307 e 版では caikadhAM だが B 版を参照し caikadhA とした。 

308 e 版では saumyAsaumyais だが B 版を参照し saumyAsomyais とした。 

309 e 版では amitaiH CitaiH だが B 版を参照し asitaiH sitaiH とした。 
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 L1 では、分裂した女性部分を女神であると断言しており、シヴァ神と女神からなる

アルダナーリーシュヴァラという序論第 3 節にて定義したアルダナーリーシュヴァラ

の姿を述べている。一方、構成要素 L2 では、女神になるという記述はない。しかし、

分裂した女性部分から様々な者たちや全ての女性たちが生まれたとする内容には、創造

者の役割が明確に示されていると言える。 

 L2①、L2②は、K③、K④と同様に、人間の多様性とこの女性から様々な人間が生ま

れ繁栄していくことを示した内容と考えられる。 

 L1①と L1②における白い者と黒い者という記述も同様に人間の多様性を示している

と考えられるが、具体的に白い者をアーリヤ系の人間、黒い者をドラヴィダ系の人間と

とらえていると考えられる。 

 L1③と L2③では、分裂した女性半身のみから女性が繁栄していく様子が描かれてお

り、男性の関与は見られない。これは、女性や女神の存在感が増大していることを示し

ていると思われる。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

 L1. 女性部分は女神である 

 ①女性は女神とされ、白い者と黒い者の 2 人に分かれる 

 【vAyu-p. 9.84】 

 AtmAnaM vibhajasveti soktA devI svayaMbhuvA / 

 sA tu proktA dvidhA bhUtA CuklA kRSNA ca vai dvijAH //84// 

 その女神は、「汝自身を分けよ」とスヴァヤンブーに言われた。そして言われ

 た彼女は、白い者と黒い者の 2 つになった。再生族の者たちよ。 

 

 ②女性はサティーとされ、白い者と黒い者の 2 人に分かれる 

 【liGga-p. 1.70.327-329ab】 

 prAg uktA tu mahAdevI strI saiveha satI hy abhUt / 

 hitAya jagatAM devI dakSeNArAdhitA purA //327// 

 そして、以前に述べたマハーデーヴィーが、世界の幸福のために、この世界で

 サティーという女性になった。その女神は、ダクシャによって以前から敬われ

 ていた者である。 

 kAryArthaM dakSiNaM tasyAH CuklaM vAmaM tathAsitam / 

 AtmAnaM vibhajasveti proktA devena CaMbhunA //328// 

 〔彼女は〕「〔創造という〕役割のために、その右半身を白い者に、左半身を同

 様に黒い者に、自身を分けよ。」とシャンブ神に言われた。 

 sA tathoktA dvidhA bhUtA CuklA kRSNA ca vai dvijAH /329ab 

 このように言われた彼女は、白い者と黒い者の 2 つになった。再生族の者たち
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 よ。 

 

 ③女性はウマーとなり、多くの女神や女性を創る 

 【liGga-p. 1.41.44-48】 

 ardhenAMCena sarvAtmA sasarjAsau CivAm umAm / 

 sA cAsRjat tadA lakSmIM durgAM CreSThAM sarasvatIm //44// 

 vAmAM raudrIM mahAmAyAM vaiSNavIM vArijekSaNAm / 

 kalAM vikariNIM caiva kAlIM kamalavAsinIm //45// 

 balavikariNIM devIM balapramathinIM tathA / 

 sarvabhUtasya damanIM sasRje ca manonmanIm //46// 

 〔自分の〕半身によって、かの全てのアートマンである者は、吉祥なウマーを

 創った。彼女は、ラクシュミーと最高の者ドゥルガー、サラスヴァティー、ヴ

 ァーマー、ラウドリー、マハーマーヤー、蓮の目をした者ヴァイシュナヴィー、

 カラーヴィカリニー、蓮に住む者カーリー、バラヴィカリニー女神、バラプラ

 マティニー、全存在のダマニー、マノーンマニーを創った。 

 tathAnyA bahavaH sRSTAs tayA nAryaH sahasraCaH / 

 rudraiC caiva mahAdevas tAbhis tribhuvaneCvaraH //47// 

 sarvAtmanaC ca tasyAgre hy atiSThat parameCvaraH / 

 mRtasya tasya devasya brahmaNaH parameSThinaH //48// 

 同様に、彼女によって、何千もの他の多くの女性たちが創られた。そして、ル

 ドラたちや彼女たちと共に、三界の主であり、マハーデーヴァであるパラメー

 シュヴァラは、全てのアートマンであり死んでしまった310かのパラメーシュテ

 ィンであるブラフマー神の前に立った。 

 

 ④女性は女神シュラッダーである 

 【liGga-p. 1.99.13】 

 CraddhA hy asya CubhA patnI tataH puMsaH purAtanI / 

 saivAjJayA vibhor devI dakSaputrI babhUva ha //13// 

 そしてまさに、この男性（シヴァ）から〔出た〕光り輝く太古の妻は、シュラ

 ッダーである。かの女神こそ、神311の命によりダクシャの娘となったのである。 

 

 ⑤女性はダクシャの娘となる 

 

                                                 
310 42偈において「生命（呼吸）を捨てた」ため、死んだと考えられる。 
311 誰を指しているのかは不明。可能性としては、この場面に登場しているシヴァ神とブラ

フマー神、そしてこの前後に登場しているヴィシュヌ神の 3者の誰かであると考えられる。 
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 【skanda-p. 7.2.9.9-10】 

 kRtvA nAmAni sarveSAM devakArye niyojitAH / 

 vibhajya punar ICAnI svAtmAnaM CaMkarAd vibhoH //9// 

 mahAdevaniyogena pitAmaham upasthitA / 

 tAm Aha bhagavAn brahmA dakSasya duhitA bhava //10// 

 全てのものに命名し、〔彼らは〕神の仕事を担った。さらにシャンカラ神から

 自分自身を分けて〔創られた〕イーシャーニー（女性半身）は、マハーデーヴ

 ァの命令により、ピターマハに近づいた。ブラフマー神は彼女に「ダクシャの

 娘になれ。」と言った。 

 

 ⑥女性は女神とされ、シャクティを生み出す 

 【Civa-p. 3.3.19】 

 sarvAsAm eva CaktInAM tvattaH khalu samudbhavaH / 

 tasmAt tvAM312 paramAM CaktiM prArthayAmy akhileCvarIm //19// 

 実に、全てのシャクティはあなたから生じる。それ故に、最高のシャクティで

 あり、全存在の女神であるあなたに願う。 

 

 【Civa-p. 7.1.16.21cd-22】 

 evaM sA yAcitA devI brahmaNA brahmayoninA //21cd// 

 Caktim ekAM bhruvor madhyAt sasarjAtmasamaprabhAm / 

 tAm Aha prahasan prekSya devadevavaro haraH //22// 

 このように、ブラフマーの母体であるブラフマーによって、懇願されたかの女

 神は、両眉の中央から、自身と等しい輝きを持つ 1 人のシャクティを創った。

 神々にとっての偉大な神ハラは微笑んで、彼女を見て言った。 

 

 L2. 女性部分から創造が起こる 

 ①優しい者、粗野な者などに分かれる 

 【padma-p. 1.3.175】 

 bibheda puruSatvaM ca daCadhA caikadhA ca saH / 

 saumyAsaumyais tathA rUpaiH CAMtaiH strItvaM ca sa prabhuH //175// 

 そして、彼は男性要素を 11 に分けた。そして、その神は女性要素を、優しい

 者や粗野な者、美しい者、穏やかな者に〔分けた〕。 

 

 【viSNu-p. 1.7.15】 

 saumyAsaumyais tathA CAntACAntaiH313 strItvaM ca sa prabhuH / 

                                                 

312 n 版では tvaM となっている。英訳を参照し、k 版の tvAM を採用した。 
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 vibheda314 bahudhA devaH svarUpair asitaiH sitaiH //15// 

 そしてその神は女性部分を優しい者や粗野な者、穏やかな者、騒がしい者に分

 けた。さらに神は自身の姿を黒い者や白い者など多様に〔分けた〕。 

 

 ②優しい者、粗野な者、白い者、黒い者などに分かれる 

 【kUrma-p. 1.11.6】 

 saumyAsaumyais tathA CAntACAntaiH strItvaJ ca sa prabhuH / 

 bibheda bahudhA devaH svarUpair asitaiH sitaiH //6// 

 それから、かの神は、女性要素を、その者本人の姿によって吉祥な者、粗野な

 者、穏やかな者、騒がしい者、色黒の者、色白の者などたくさんに分けた。 

 

 【mArkaNDeya-p. 47.12】 

 saumyAsaumyais315 tathA CAntaiH puMstvaM strItvaM ca sa prabhuH / 

 bibheda bahudhA devaH puruSair asitaiH sitaiH316 //12// 

 そしてその神は優しい者や粗野な者、穏やかな者に男性要素と女性要素を〔分

 けた〕。神は黒い者や白い者など多様に分けた。 

 

 ③女性部分から、全ての女性が生まれたとする 

 【liGga-p. 1.5.29】 

 tasyAC caivAMCajAH sarvAH striyas tribhuvane tathA / 

 ekAdaCavidhA rudrAs tasya cAMCodbhavAs tathA //29// 

 三界における全ての女性は彼女の部分から生まれた。同様に 11人のルドラは、

 彼の部分から生まれた。 

 

 【skanda-p. 1.2.22.37cd-38ab】 

 tasyAC caivAMCajAH sarvAH striyas tribhuvane smRtAH //37cd// 

 ekAdaCa ca rudrAC ca puruSAs tasya cAMCajAH /38ab 

 そして三世界の全ての女性たちは彼女から〔体を〕分けて生まれたと言われて

 いる。そして 11 人のルドラと男性たちは、彼の部分から生まれた。 

                                                                                                                                               

313 n 版では tadA CAntA ’CAntaiH となっており、h 版では tathA CAntA CAntaiH となっている。こ

こでは平行句である kUrma-p. 1.11.6ab を参照し、tathA CAntACAntaiH とした。 

314 h 版では bibheda となっている。訳はほぼ同じである。 

315 e 版では saumyAsaumyais だが B 版を参照し saumyAsomyais とした。 

316 e 版では amitaiH CitaiH だが B 版を参照し asitaiH sitaiH とした。 
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第 13 項 構成要素 M の分析  

 構成要素 Mは、マヌやルドラたちが守護の仕事や神々の仕事を行なうという記述である。 

  M1（以前にブラフマー神が生み出したマヌをブラフマー神が守護の仕事に任命する）

では、ブラフマー神によってマヌが創造や創造の守護を命じられている。このことによ

ってマヌが創造者となるのだが、この文脈において、マヌはアルダナーリーシュヴァラ

とは別人である。ここでは、アルダナーリーシュヴァラによる創造の神話とマヌによる

創造の神話が混在して書かれていると言える。 

 M2（11 人のルドラが神々の仕事を担う）という構成要素のついては、この内容を補

足するような記述が見当たらないため、詳細は不明である。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

  M1. 以前にブラフマー神が生み出したマヌをブラフマー神が守護の仕事に任命する 

 【mArkaNDeya-p. 47.13】 

 tato brahmAtmasambhUtaM pUrvaM svAyambhuvaM317 prabhuH / 

 AtmanaH sadRCaM kRtvA prajApAlye318 manuM dvija //13// 

 それから神は、以前にブラフマー自身から生まれたスヴァーヤンブヴァを自身

 に似せて創り、マヌとして、人々の守護〔の仕事〕に〔任命した〕。再生族の

 者よ。 

 

 【padma-p. 1.3.176cd-178ab】 

 tato brahmA svayaMbhUtaM pUrvaM svAyaMbhuvaM prabhuM //176cd// 

 AtmAnam eva kRtavAn prajApatye manuM nRpa / 

 CatarUpAM ca tAM nArIM taponirddhUtakalmaSAm //177// 

 svAyaMbhuvo manur nAma patnItve jagRhe prabhuH /178ab 

 それからブラフマーは、以前に〔ブラフマー〕自身から生まれ、〔ブラフマー〕

 自身でもあるスヴァーヤンブヴァをマヌとして創造の〔の仕事〕に任命した。

 王よ。スヴァーヤンブヴァであるマヌという名の神は、妻として、苦行によっ

 て汚れを除去した、かの女性シャタルーパーを娶った。 

 

 

                                                 

317 B 版では svAyambhuvaH となっている。この場合の訳は「それから人々の守護において

スヴァーヤンブヴァ神は前述のブラフマー自身から生まれた者を自身に似せて創りマヌと

〔した〕。再生族の者よ。」 

318 B 版では prajApAlo。この場合の訳は「それから人々の守護者である神はブラフマー自身

から生まれた前述のスヴァーヤンブヴァを自身に似せて創りマヌと〔した〕。再生族の者よ。」 
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 【viSNu-p. 1.7.16】 

 tato brahmAtmasaMbhUtaM pUrvaM svAyaMbhuvaM319 prabhuH / 

 AtmAnam eva kRtavAn prajApAlye manuM320 dvija //16// 

 それから神は、以前にブラフマー自身から生まれ、〔ブラフマー〕自身でもあ

 るスヴァーヤンブヴァをマヌとして〔創造の〕守護〔の仕事〕に任命した。再

 生族の者よ。 

 

  M2. 11 人のルドラが神々の仕事を担う 

 【kUrma-p. 1.11.5】 

 ekAdaCaite kathitA rudrAs tribhuvaneCvarAH / 

 kapAlICAdayo viprA devakArye niyojitAH //5// 

 バラモンたちよ。これらの 11 人はルドラと呼ばれ、三界の支配者であり、カ

 パーリーシャなどであり、神々に関する仕事に従事した。 

 

 【skanda-p. 7.2.9.9-10】 

 kRtvA nAmAni sarveSAM devakArye niyojitAH / 

 vibhajya punar ICAnI svAtmAnaM CaMkarAd vibhoH //9// 

 mahAdevaniyogena pitAmaham upasthitA / 

 tAm Aha bhagavAn brahmA dakSasya duhitA bhava //10// 

 全てのものに命名し、〔彼らは〕神の仕事を担った。さらにシャンカラ神から

 自分自身を分けて〔創られた〕イーシャーニーは、マハーデーヴァの命令によ

 り、ピターマハに近づいた。ブラフマー神は彼女に「ダクシャの娘になれ。」

 と言った。 

 

 

第 14 項 構成要素 N の分析  

 構成要素 N（ダクシャの娘）は、分裂した女性半身がダクシャの娘になる場面の記述で

あり、ほぼ全てのアルダナーリーシュヴァラ創造神話に記述されている。 

 ダクシャの娘とはサティー女神であり、ダクシャとは F2 において、マリーチやアト

リたちと共にブラフマー神によって創造された聖者である。このダクシャには、シヴァ

神との確執を描いたとも言える神話が残されている。それは「ダクシャが儀礼を行う際

にシヴァ神を除外したため、怒ったシヴァ神の妻サティーがその祭火の中に自らの身を

                                                 

319 h 版では sAyambhuvaM となっているが、英訳を参照し、n 版の svAyambhuvaM を採用し

た。 

320 n 版では manuH となっているが、英訳を参照し、h 版の manuM を採用した。 
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投じて死んだ」という神話である。N の要素はこの神話へつながるための導入部になっ

ている可能性がある321。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

 ①半身の女性がダクシャの娘になり、ルドラと結婚する 

 【liGga-p. 1.99.13-14ab】 

 CraddhA hy asya CubhA patnI tataH puMsaH purAtanI / 

 saivAjJayA vibhor devI dakSaputrI babhUva ha //13// 

 そしてまさに、この男性（シヴァ）から〔出た〕光り輝く太古の妻は、シュラ

 ッダーである。かの女神こそ、神322の命によりダクシャの娘となったのである。 

 satIsaMjJA tadA sA vai rudram evACritA patim /14ab 

 彼女はサティーという名で、その時まさにルドラを夫にした。 

 

 【skanda-p. 7.2.9.9-12】 

 kRtvA nAmAni sarveSAM devakArye niyojitAH / 

 vibhajya punar ICAnI svAtmAnaM CaMkarAd vibhoH //9// 

 mahAdevaniyogena pitAmaham upasthitA / 

 tAm Aha bhagavAn brahmA dakSasya duhitA bhava //10// 

 全てのものに命名し、〔彼らは〕神の仕事を担った。さらにシャンカラ神から

 自分自身を分けて〔創られた〕イーシャーニーは、まはーっデーヴァの命令に

 より、ピターマハに近づいた。ブラフマー神は彼女に「ダクシャの娘になれ。」

 と言った。 

 sApi tasya niyogena prAdur AsIt prajApateH / 

 niyogAd brahmaNo dakSo dadau rudrAya tAM satIm //11// 

 彼女も、彼（ブラフマー）の命令により、創造者（ダクシャ）から現れた。ダ

 クシャはブラフマーの命令により、ルドラにかのサティーを与えた。 

 dAkSIM rudro ’pi jagrAha svakIyAm eva CUlabhRt / 

 atha barhmA babhASe taM sRSTiM kuru satIpate //12// 

                                                 
321 この構成要素 Nは前述の L1と重複している場合がある。というのも、どちらも分裂後

の女性半身のことを説明している記述であり、どちらも女神になるという内容が述べられ

ているからである。例えば、N①（skanda-p. 7.2.9.9-12）は、L1（skanda-p. 7.2.9.9-10）を全

て含め、さらなる内容を付加した記述となっている。そのため、L1と Nの分別が不明瞭と

なり、分かりにくい可能性がある。しかし、ダクシャの娘になるという内容は、アルダナ

ーリーシュヴァラ創造神話とダクシャの儀礼の神話との関連を示す可能性があり、ダクシ

ャの娘と限定して書かれていることに意味がある特別な構成要素である可能性があるので、

2 つの構成要素に分けた。 
322 誰を指しているのかは不明。可能性としては、この場面に登場しているシヴァ神とブラ

フマー神、そしてこの前後に登場しているヴィシュヌ神の 3者の誰かであると考えられる。 
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 三叉戟を持つ者であるルドラも、その人自身（ルドラ）であるダクシャの娘を

 受け入れた。そして、ブラフマーは彼に「創造をせよ。サティーの夫よ。」と

 言った。 

 

 ②半身の女性がダクシャの娘になり、ルドラと結婚する。その後パールヴァテ 

  ィーになり、再びルドラの配偶神になる 

 【kUrma-p. 1.11.9-13ab】 

 tAm Aha bhagavAn brahmA dakSasya duhitA bhava / 

 sApi tasya niyogena prAdurAsIt prajApateH //9// 

 ブラフマー神は彼女に「ダクシャの娘になれ」と言った。彼女は彼の命令によ

 り、プラジャーパティ（創造者、ダクシャ）から生じた。 

 niyogAd brahmaNo devIM dadau rudrAya tAM satIm / 

 dAkSIM rudro ’pi jagrAha svakIyAm eva CUlabhRt //10// 

 〔ダクシャは〕ブラフマー神の命令により、ルドラに、かのサティー女神を与

 えた。三叉戟を持つ者であるルドラも、その人自身（ルドラ）であるダクシャ

 の娘を受け入れた323。 

 prajApativinirdeCAt kAlena parameCvarI / 

 vibhajya punar ICAnI AtmAnaM CaMkarAd vibhoH //11// 

 menAyAm abhavat putrI tadA himavataH satI /12ab 

 時が過ぎて、プラジャーパティの命令により、パラメーシュヴァリーであるイ

 ーシャーニーは、さらにシャンカラ神から自身を分けて、それから、サティー

 はヒマヴァットとメーナーの娘になった。 

 sa cApi parvatavaro dadau rudrAya pArvatIm //12cd// 

 hitAya sarvadevAnAM trailokyasyAtmano dvijAH /13ab 

 そして、その最高の山（ヒマヴァット）は、また、パールヴァティーを、三界

 の全ての神々と自身の幸福の為に、ルドラに与えた。再生族の者たちよ。 

 

 ③半身の女性がダクシャの娘になり、ルドラと結婚する。それとともに、娘 

  （putrI）という言葉の由来を述べる 

 【liGga-p. 1.5.30-33】 

 strIliMgam akhilaM sA vai pulliMgaM nIlalohitaH / 

 taM dRSTvA bhagavAn brahmA dakSamAlokya suvratAM //30// 

 bhajasva dhAtrIM jagatAM mamApi ca tavApi ca / 

 punnAmno narakAt trAti iti putre tv ihoktitaH //31// 

                                                 
323 後続の文章から考えると、アルダナーリーシュヴァラ（ルドラが半身にサティーを受け

入れた）になったと考えられる。 
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 praCastA tava kAMteyaM syAt putrI viCvamAtRkA / 

 tasmAt putrI satI nAmnA tavaiSA ca bhaviSyati //32// 

 全ての女性性を持つ者は彼女であり、男性性を持つ者はニーラローヒターであ

 る。彼（シヴァ）を見てからブラフマー神はダクシャを見て、「世界の創造者

 にして、良く戒律を守る者であり、私のものであり、また汝（シヴァ）のもの

 でもある、〔彼女を〕崇めよ。息子（putra）〔の語源〕が「人（puMs）に由来し、

 地獄から救う（trAti）」とここで言えるならば〔娘（putrI）も同様の意味を持つ〕

 324。〔この〕娘は汝（シヴァ）の妻であり、世界の母として賞賛される〔であろ

 う〕。それ故、彼女は、サティーという名で汝（ダクシャ）の娘となるであろ

 う。」〔と言った〕。 

 evam uktas tadA dakSo niyogAd brahmaNo muniH / 

 labdhvA putrIM dadau sAkSAt satIM rudrAya sAdaram //33// 

 このように言われた聖者ダクシャは、ブラフマーの命令により娘を得て、その

 まま、敬意を示して、ルドラにサティーを与えた。 

 

 ④半身の女性がダクシャの娘になり、女性という存在が確立する 

 【Civa-p. 3.3.27】 

 tAm AjJAM parameCasya CirasA pratigRhya sA / 

 brahmaNo vacanAd devI dakSasya duhitAbhavat325 //27// 

 かの女神は、最高神（ブラフマー）のその願いを、頭を〔下げて〕受け入れ、

 ブラフマーの言葉に従って、ダクシャの娘になった。 

 

 ⑤半身の女性がダクシャの娘になり、女性における享受が確立する 

 【Civa-p. 7.1.16.23-25】 

 brahmANaM tapas ArAdhya kuru326 tasya yathepsitam / 

 tAm AjJAM parameCasya CirasA pratigRhya sA //23// 

 brahmaNo vacanAd devI dakSasya duhitAbhavat327 /24ab 

 「ブラフマーを苦行により崇め、彼の望むことをしなさい。」彼女は頭〔を下

 げること〕によって、パラメーシャ（最高神、シヴァ）のその命令を受け入れ、

                                                 
324 意味は不確定だが、英訳を参照し、このように訳す。 

325 k 版では duhitA ’bhavat となっている。これは duhitA abhavat の連声を分かりやすく記述

したものと思われる。ここでは n 版の duhitAbhavat という表記を採用した。 

326 n 版では ArAdhyakuru（連書）となっているが、英訳を参照し、語形変化を考慮し、k 版

の ArAdhya kuru を採用した。 

327 k 版では duhitA ’bhavat となっている。これは duhitA abhavat の連声を分かりやすく記述

したものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 
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 ブラフマーの言葉から、女神はダクシャの娘となった。 

 dattvaivam328 atulAM CaktiM brahmaNe brahmarUpiNIm //24cd// 

 viveCa deham devasya devaC cAMtaradhIyata / 

 tadAprabhRti329 loke ’smin striyAM bhogaH pratiSThitaH //25// 

 このように、ブラフマンの姿（性質）をした比類ないシャクティをブラフマー

 に与えて、〔女神は〕神（シヴァ）の体に入った。そして、神は（姿を）消し

 た。この時以来、この世界において、女性における享受が確立された。 

 

 ⑥半身から生まれた女神サティーがダクシャに敬われる 

 【liGga-p. 1.70.327】 

 prAg uktA tu mahAdevI strI saiveha satI hy abhUt / 

 hitAya jagatAM devI dakSeNArAdhitA purA //327// 

 そして、以前に述べたマハーデーヴィーが、世界の幸福のために、この世界で

 サティーという女性になった。その女神は、ダクシャによって以前から敬われ

 ていた者である。 

 

 

第 15 項 構成要素 O の分析  

 構成要素 Oは、シヴァ神がスターヌであるとする記述である。これは、前後の内容に深

く関わるものではないため、後代に付け加えられた可能性が高い。シヴァ神にスターヌ

という性格や名前を付加して定着させる意図があるのだろう。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

 【liGga-p. 1.70.323-325】 

 tataH prabhRti deveCo na cAsUyata vai prajAH / 

 UrdhvaretAH sthitaH sthANur yAvad AbhUtasaMplavam //323// 

 それ以来、神々の神は、生類を生み出さなかった。生類の破滅が起こるまで、

 禁欲生活を保ったスターヌのままでいた。 

 yasmAd uktaH sthito ’smIti330 tasmAt sthANur iti smRtaH / 

 eSa devo mahAdevaH puruSo ’rkasamadyutiH331 //324// 

                                                 

328 k版では dattbaivamとなっているが、英訳を参照し、語形変化を考慮し、n版の dattvaivam

を採用した。 

329 n 版では tadA prabhRti（分書）となっている。訳は同じとする。 

330 原文（n 版）では sthitosmIti となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、sthito ’smIti

とした。 
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 ardhanArInaravapus tejasA jvalanopamaH / 

 svecchayAsau dvidhA bhUtaH pRthak strI puruSaH pRthak //325// 

 「私は留まる」と言ったので、スターヌとして知られる。このマハーデーヴァ

 神プルシャは、太陽に等しい輝きを持ち、半身が女性である男性の姿をしてお

 り、輝きにおいて炎に等しい者であった。自身の意思に従って、その者は、別々

 に女性と男性の 2 つになった。 

 

 【skanda-p. 7.2.9.14】 

 sthANuvatsaMsthito yasmAt tasmAs sthANur bhavAmy aham //14// 

 柱のようにとどまるが故に、私はスターヌ〔と呼ばれる者〕となるであろう。 

 

 

第 16 項 構成要素 P の分析  

 構成要素 P は、ルドラについての記述であるが、ルドラはシヴァ神の化身としての 1

者という扱いだけでなく、ルドラという者たちというあたかも 1 つの種族であるかのよ

うな扱いをされることがある。ここでは、そのルドラという者たちに関する記述を示し

ている。 

 P1（ルドラという名の由来）では、泣く、わめく（動詞√rud）の派生語としてルド

ラという名の誕生譚が述べられている。P2（多数のルドラに関する記述）では、ルド

ラは人間と言うよりも神々に近い存在として描かれている。 

 以下に、この構成要素に該当する記述を示す。 

 

  P1. ルドラという名の由来 

 【vAyu-p. 9.78-81】 

 tenoktAs te mahAtmAnaH sarva eva mahAtmanA / 

 jagato bahulIbhAvam adhikRtya hitaiSiNaH //78//  

 lokavRttAntahetor hi prayatadhvam atandritAH / 

 viCvaM viCvasya lokasya sthApanAya hitAya ca //79// 

 彼ら全ての偉大な魂を持つ者たちは、かの偉大な者332に言われた。「世界の繁栄

 に関して幸福を祈り、世界の一部始終のために、全世界の全ての秩序と恩恵の

 ために、倦むことなく努めなさい。」 

 evam uktvAs tu rurudur dadruvuC ca samantataH / 

                                                                                                                                               

331 原文（n 版）では puruSorkasamadyutiH となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

puruSo ’rkasamadyutiH とした。 
332 シヴァ神もしくはブラフマー神を指していると思われるが、明確には分からない。 
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 rodanAd dravaNAc333 caiva rudrA nAmneti viCrutAH //80// 

 このように言われ、彼らは泣いて四方八方に走り回った。泣いて走ったために

 〔彼らは〕ルドラという名で知られている。 

 yair hi vyAptam idaM sarvaM trailokyaM sacarAcaram / 

 teSAm anuttarA334 loke sarvalokaparAyaNAH //81// 

 彼らによって、この動くものや動かないものの全てが三界に満ちた。世界にお

 ける彼らの長たちが全世界の維持者となった。 

 

  P2. 多数のルドラ 

 【liGga-p. 1.70.317-320】 

 ete ye vai mayA sRSTA virUpA nIlalohitAH / 

 sahasrANAM sahasraM tu Atmano nissRtAH prajAH //317// 

 私によって創られた多様な紫紅色の何千もの者たちは自滅する生類である。 

 ete devA bhaviSyaMti rudrA nAma mahAbalAH / 

 pRthivyAm aMtarikSe ca dikSu caiva pariCritAH //318// 

 これらの神々はルドラという名の偉大な力を持つ者たちとなるだろう。〔彼ら

 は〕大地や天地の間、さらに〔あらゆる〕方角に存在している。 

 CatarudrAH samAtmAno bhaviSyaMtIti yAjJikAH / 

 yajJabhAjo bhaviSyaMti sarvadevagaNaiH saha //319// 

 100 人のルドラたちは、平静を保ち、儀式を執り行う者たちとなるだろう。全

 ての神々の集まりと共に供物の享受者となるだろう。 

 manvaMtareSu ye devA bhaviSyaMtIha bhedataH / 

 sArdhaM tair IjyamAnAste sthAsyaMtIhAyugakSayAt //320// 

 これらの神々（ルドラたち）は数々のマヌヴァンタラの間、別々に存在するだ

 ろう。この神々（全ての神々）と共に敬われ、この世界で、ユガの終わりに至

 るまでとどまるだろう。」 

 

 【Civa-p. 2.1.15.59】 

 CrutvA mama vacaH335 so ’tha336 devadevo maheCvaraH / 

 

                                                 

333 n 版では drAvaNAc となっている。意味はほぼ同じである。 

334 n 版では anucarA となっている。この場合の訳は「世界における彼らの末裔たちが全世

界の維持者となった。」となる。 

335 n 版では vacas となっている。 

336 n 版では sothaとなっている。これはアヴァグラハ記号を省略しているものと考えられ

る。 
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 sasarja svAtmanas tulyAn rudro rudragaGAn bahUn337 //59// 

 さて、私の言葉を聞いて、かのデーヴァデーヴァであり、マヘーシュヴァラで

 あるルドラは、自分自身に良く似たたくさんのルドラの一団を創った。 

 

 

 

第 2 節 神話全体の流れ 

 

 最後に神話全体の構成について検討する。以下に、それぞれの構成要素をそれぞれの

神話の流れに沿ってまとめた表を示す（表 13）。 

  

                                                 

337 n 版では bahUnaとなっているが、英訳を参照し、語形変化を考慮し、k 版の bahUn を採

用した。 
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表 13 神話の構成要素と神話の流れを対応した表338（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 

文
献
＼
構
成
要
素 

k
U

rm
a-

p
. 1

.1
0

.8
8

-1
1

.1
4

ab
  

l
iG

g
a-

p
. 1

.5
.2

8
-3

3
  

l
iG

g
a-

p
. 1

.4
1

.7
-1

3
ab

  

l
iG

g
a-

p
. 1

.4
1

.3
7

-4
8

  

l
iG

g
a-

p
. 1

.7
0

.3
14

-3
2

9
ab

  

l
iG

g
a-

p
. 1

.9
9

.6
cd

-1
4

ab
  

m
Ar

k
aN

D
ey

a-
p

. 4
7

.3
-1

6
ab

  

p
ad

m
a-

p
. 1

.3
.1

66
-1

7
9

ab
  

C
iv

a-
p

. 2
.1

.1
5

.4
9

-5
9

  

C
iv

a-
p

. 3
.3

.1
-3

0
  

C
iv

a-
p

. 7
.1

.1
6

.4
-2

6
  

s
k

an
d

a-
p

. 1
.2

.2
2

.3
5

cd
-3

8a
b

  

s
k

an
d

a-
p

. 7
.2

.9
.1

-1
7

  

v
ar

Ah
a-

p
. 2

.4
2

-5
1

  

v
Ay

u
-p

. 9
.6

7
-8

4
  

v
iS

Nu
-p

. 1
.7

.1
-1

7
ab

  

F F2               F2               

G             G1                 G1 

H                 H               

J                     J1           

A A2 A3 A2 A2 A5 A6 A1 A1 A2 A1 A2   A3 A3 A1 A1 

F             F2 F2           F2 F2 F2 

A               A1   A2             

H       H     H H             H H 

F       F3                   F3     

P         P2                       

O         O                       

I I1 I3 I1 I1 I3 I4 I1 I1 I1 I2   I3 I1 I1 I1 I1 

J J1 J1 J3 J2 J2 J1 J1 J1   J1   J1 J1 J1 J1 J1 

K K     K K   K K         K K K K 

L   L2   L1   L1 L2 L2   L1 L1 L2       L2 

M M2           M1 M1         M2     M1 

N         N N       N N           

K   K                   K         

L L2       L1               L1       

N N N                     N       

O                         O       

P                 P2           P1   

C             C C               C 

D             D1 D1               D1 

E             E1 E1               E1 

G     G3                   G1       

L                             L1   

                                                 
338 横軸は文献別、縦軸は神話において述べられる構成要素の順番である。 
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 アルダナーリーシュヴァラ創造神話は、ブラフマー創造神話と比較すると、構成要素

が複雑に点在し、多様性があると言える。ここから、F（その他の者たちの創造）、G（サ

ーンキヤ・ヨーガ哲学的記述）、H（創造の過程でブラフマーが怒る）、M2（仕事を担

う：11 人のルドラが神々の仕事を担う）、O（スターヌに関する記述）、P（ルドラの説

明）といった流れに関わりのない構成要素を省くと、以下のようになる（表 14）。 

 

表 14 神話の構成要素から F、G、H、M2、O、Pを除いた神話の流れを対応した表（アル

ダナーリーシュヴァラ創造神話） 

文
献
＼
構
成
要
素 

k
Ur

m
a-

p.
 1

.1
0.

88
-1

1.
14

ab
 

l
iG

g
a-

p.
 1

.5
.2

8
-3

3 

l
iG

g
a-

p.
 1

.4
1.

7
-1

3a
b 

l
iG

g
a-

p.
 1

.4
1.

37
-4

8 

l
iG

g
a-

p.
 1

.7
0.

31
4

-3
29

ab
 

l
iG

g
a-

p.
 1

.9
9.

6c
d-

14
ab

 

m
Ar

ka
ND

ey
a-

p.
 4

7.
3-

16
ab

 

p
ad

m
a-

p.
 1

.3
.1

66
-1

79
ab

 

C
iv

a-
p.

 2
.1

.1
5.

49
-5

9 

C
iv

a-
p.

 3
.3

.1
-3

0 

C
iv

a-
p.

 7
.1

.1
6.

4
-2

6 

s
ka

nd
a-

p.
 1

.2
.2

2.
35

cd
-3

8a
b 

s
ka

nd
a-

p.
 7

.2
.9

.1
-1

7 

v
ar

Ah
a-

p.
 2

.4
2

-5
1 

v
Ay

u-
p.

 9
.6

7
-8

4 

v
iS

Nu
-p

. 
1.

7.
1

-1
7a

b 

J                     J1           

A A2 A3 A2 A2 A5 A6 A1 A1 A2 
A1 

A2 
A2   A3 A3 A1 A1 

I I1 I3 I1 I1 I3 I4 I1 I1 I1 I2   I3 I1 I1 I1 I1 

J J1 J1 J3 J2 J2 J1 J1 J1   J1   J1 J1 J1 J1 J1 

K K     K K   K K         K K K K 

L L2 L2   L1   L1 L2 L2   L2 L2 L2 L1   L1 L2 

M             M1 M1               M1 

N N       N N       N N   N       

K   K                   K         

L         L1                       

N   N                             

C             C C               C 

D             D1 D1               D1 

E             E1 E1               E1 

 

 上記の表から見て、ほとんど全ての神話に示される構成要素は以下の通りである。 

 

A. 発端：ブラフマー神による創造行為 

I. アルダナーリーシュヴァラの出現 
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J. アルダナーリーシュヴァラが男女に分裂する過程 

 

 この A→I→J という流れは、アルダナーリーシュヴァラ創造神話であると認められ

るために必要最小限の構成要素を示していると言える。これに更なる構成要素を加えて、

以下に基本パターンを示す。 

 

 【アルダナーリーシュヴァラ創造神話基本形】（以下【アルダナーリーシュヴ

 ァラ基本形】と略す。） 

 A. 発端：ブラフマー神による創造行為 

 I. アルダナーリーシュヴァラの出現 

 J. アルダナーリーシュヴァラが男女に分裂する過程 

 K. 男性部分（欠落している神話あり） 

 L. 女性部分（欠落している神話あり） 

 

 これは多くの神話に共通するパターンである。アルダナーリーシュヴァラ創造神話は

多様性があり、【アルダナーリーシュヴァラ基本形】以外にも 3 つのパターンが考えら

れる。それら 3 パターンは、この基本形にいくつかの構成要素を加えてできるパターン

である。すなわち、【アルダナーリーシュヴァラ基本形】は全てのパターンに含まれて

いるということであり、それゆえ基本形であると考えた。以下にこのパターンに該当す

る神話の構成要素と神話全体の流れを対応させた表を示す（表 15） 
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表 15 神話全体の流れ【アルダナーリーシュヴァラ基本形】 

文
献
＼
構
成
要
素 

k
Ur

m
a-

p.
 1

.1
0.

88
-1

1.
14

ab
 

l
iG

g
a-

p.
 1

.5
.2

8
-3

3 

l
iG

g
a-

p.
 1

.4
1.

37
-4

8 

l
iG

g
a-

p.
 1

.7
0.

31
4

-3
29

ab
 

l
iG

g
a-

p.
 1

.9
9.

6c
d

-1
4a

b 

m
Ar

ka
ND

ey
a-

p.
 4

7.
3-

16
ab

 

p
ad

m
a-

p.
 1

.3
.1

66
-1

79
ab

 

C
iv

a-
p.

 3
.3

.1
-3

0 

C
iv

a-
p.

 7
.1

.1
6.

4
-2

6 

s
ka

nd
a-

p.
 1

.2
.2

2.
35

cd
-3

8a
b 

s
ka

nd
a-

p.
 7

.2
.9

.1
-1

7 

v
ar

Ah
a-

p.
 2

.4
2

-5
1 

v
Ay

u-
p.

 9
.6

7
-8

4 

v
iS

Nu
-p

. 
1.

7.
1

-1
7a

b 

J                 J1           

A A2 A3 A2 A5 A6 A1 A1 
A1 

A2 
A2   A3 A3 A1 A1 

I I1 I3 I1 I3 I4 I1 I1 I2   I3 I1 I1 I1 I1 

J J1 J1 J2 J2 J1 J1 J1 J1   J1 J1 J1 J1 J1 

K K   K K   K K       K K K K 

L L2 L2 L1   L1 L2 L2 L1 L1 L2 L1   L1 L2 

M           M1 M1             M1 

N N     N N     N N   N       

K   K               K         

L       L1                     

N   N                         

C           C C             C 

D           D1 D1             D1 

E           E1 E1             E1 

 

 続いて、基本形にいくつかの構成要素を加えて作られる 3 つのパターンを示そう。ま

ず 1 つ目は、ブラフマー創造神話が混在していると考えられるパターンである。 

 

 【アルダナーリーシュヴァラ創造神話変化形 1】（以下【アルダナーリーシュ

 ヴァラ変化形 1】と略す。） 

 A. 発端：ブラフマー神による創造行為 

 I. アルダナーリーシュヴァラの出現 

 J. アルダナーリーシュヴァラが男女に分裂する過程 

 K. 男性部分 

 L. 女性部分 

 M1. 以前にブラフマー神が生み出したマヌをブラフマー神が守護の仕事に任 
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   命する 

 C. シャタルーパーによる苦行 

 D1. マヌとシャタルーパーに関する記述：マヌとシャタルーパーが夫婦関係に 

   なる：マヌがシャタルーパーを妻にする 

 E1. マヌとシャタルーパーの子供たち：息子：プリャヴラタとウッターナパー 

   ダ、娘：アークーティとプラスーティ 

 

 このパターンは、A→I→J→K→L という連続した流れの後に、M1→C→D1→E1 と

いう【ブラフマー基本形】の後半と同じ構成要素の流れが続いている。K にて、男性半

身は 11 人に分かれ339、L にて女性半身も様々な者に分かれる。その後、アルダナーリ

ーシュヴァラとは全く別人であるマヌ（M1）が突然登場し、更にシャタルーパーも突

然登場し、そして苦行（C）し、そのマヌがシャタルーパーを妻とし（D1）、2 人の息

子と 2 人の娘を生み出す（E1）のである。つながりのある一連の神話というよりも、

むしろ 2 つの異なった神話がただ連続して述べられているかのような印象を受ける。そ

れゆえ、このパターンは、アルダナーリーシュヴァラ創造神話の中にブラフマー創造神

話の一連の構成要素 C→D1→E1 が混在していると言うことができる。以下にこのパタ

ーンに該当する神話の構成要素と神話全体の流れを対応させた表を示す（表 16）。 

 

表 16 神話全体の流れ【アルダナーリーシュヴァラ変化形 1】 

文
献
＼
構
成
要
素 

m
Ar

k
aN

D
ey

a-
p

. 4
7

.3
-1

6
ab

 

p
ad

m
a-

p
. 1

.3
.1

66
-1

7
9

ab
 

v
iS

Nu
-p

. 1
.7

.1
-1

7
ab

 

A A1 A1 A1 

I I1 I1 I1 

J J1 J1 J1 

K K K K 

L L2 L2 L2 

M M1 M1 M1 

C C C C 

D D1 D1 D1 

E E1 E1 E1 

                                                 

339 mArkaNDeya-p. 47.3-16ab では、11人がさらに様々な者に分かれる。 
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 以下に、他のパターンを示そう。2 パターンに分けてあるが、内容が類似しているの

でアルダナーリーシュヴァラ創造神話変化形 2-1（以下【アルダナーリーシュヴァラ変

化形 2-1】と略す）とアルダナーリーシュヴァラ創造神話変化形 2-2（以下【アルダナ

ーリーシュヴァラ変化形 2-2】と略す）とした。 

 

 【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-1】 

 A. 発端：ブラフマー神による創造行為 

 I. アルダナーリーシュヴァラの出現 

 J. アルダナーリーシュヴァラが男女に分裂する過程 

 K. 男性部分（欠落している神話もあり） 

 L1. 女性部分：女性部分は女神である 

 

 このパターンにおいて重要な構成要素は、構成要素 L1（女性部分：女性部分は女神

である）である。構成要素 L1 では、分裂後の女性半身が女神になることが述べられて

いる。この姿は、序論第 3 節においておこなったアルダナーリーシュヴァラの定義であ

る「シヴァ神とシヴァ神の配偶者である女神から成る」に当てはまる。そのため、この

女神になるというパターンは、アルダナーリーシュヴァラという神格の確立を示すパタ

ーンであると言える。以下に【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-1】に該当する神話

の構成要素と神話全体の流れを対応させた表を示す（表 17）。 

 

表 17 神話全体の流れ【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-1】 

文
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1
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7
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l
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g
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.9
9

.6
cd
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4

ab
 

C
iv

a-
p

. 3
.3

.1
-3

0 

C
iv

a-
p

. 7
.1

.1
6

.4
-2

6 

s
k

an
d

a-
p

. 7
.2

.9
.1

-1
7 

v
Ay

u
-p

. 9
.6

7
-8

4 

J         J1     

A A2 A5 A6 
A1 

A2 
A2 A3 A1 

I I1 I3 I4 I2   I1 I1 

J J2 J2 J1 J1   J1 J1 

K K K       K K 

L L1   L1 L1 L1 L1 L1 

N   N N N N N   

L   L1           
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 「シヴァ神とシヴァ神の配偶者である女神から成る」という定義であるアルダナーリ

ーシュヴァラを述べているパターンにはもう 1 つある。それは以下のパターンである。 

 

 【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-2】 

 A. 発端：ブラフマー神による創造行為 

 I. アルダナーリーシュヴァラの出現 

 J. アルダナーリーシュヴァラが男女に分裂する過程 

 K. 男性部分（欠落している神話もあり） 

 L2. 女性部分：女性部分から創造が起こる 

 N. ダクシャの娘 

 

 このパターンに登場するダクシャの娘とはサティー女神というシヴァ神の配偶神で

あり、女性部分が最終的にダクシャの娘になるという内容は「シヴァ神とシヴァ神の配

偶者である女神から成る」というアルダナーリーシュヴァラの定義に従っている。この

パターンでは、構成要素 N の前後に必ず構成要素 L が述べられている。構成要素 N に

おいても述べた340が、構成要素 L と N は、分裂後の女性半身についての記述なので、

不可分であり、重複することもある。構成要素 L は、L1（女性部分は女神である）と

L2（女性部分から創造が起こる）に分けられる。構成要素 L1 が述べられる場合、前述

の【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-1】となる。一方、構成要素 L2 の場合、そこ

には女性部分が女神であるという構成要素がないため、構成要素 N のダクシャの娘、

すなわちサティー女神であるという内容が【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-1】に

おける構成要素 L1 と同じ役割を果たしている。そのため、このパターンは【アルダナ

ーリーシュヴァラ変化形 2-1】と同じ流れのパターンであると判断し、【アルダナーリ

ーシュヴァラ変化形 2-2】と名付けた。 

 以下に【アルダ変化形 2-2】に該当する神話の構成要素と神話全体の流れを対応させ

た表を示す（表 18341）。 

  

                                                 
340 本章第 1節第 14項を参照のこと。 
341 表 17では、構成要素 L1を含むパターンは【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-1】で

あると判断したので、構成要素 L2を含む神話だけを取り上げた。 
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表 18 神話全体の流れ【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-2】 

文
献
＼
構
成
要
素 

k
U

rm
a-

p
. 1

.1
0

.8
8

-1
1

.1
4

ab
 

l
iG

g
a-

p
. 1

.5
.2

8
-3

3 

A A2 A3 

I I1 I3 

J J1 J1 

K K   

L L2 L2 

N N   

K   K 

N   N 

 

 

 このように、アルダナーリーシュヴァラ創造神話は、構成要素が多く、構成要素の有

無や順番に多様性がある。しかし、欠落や順序不同がありながらも、基本パターンとそ

の基本パターンに他の構成要素が加えられたパターンの計 4 パターンが見いだせた。 

 

 

 

第 3 節 小結 

 

 本章では、第 1 章で行なったのと同様の方法を用いて、プラーナ聖典に見られる 16

のアルダナーリーシュヴァラ創造神話の構造を明らかにしてきた。 

 第 1 節では、各構成要素を分析することによってそれぞれの構成要素に含まれる記述

の共通性を調べた。構成要素 A（発端：ブラフマー神による創造行為）は基本的には、

ブラフマー神による創造の過程において男女に分裂する存在が必要な理由や状況を示

していた。ただし、A6（バガヴァットとバガーがリンガと台座として存在している）

においては、ブラフマー神が登場せず、シヴァ神の世界創造が述べられていた。構成要

素 C②（シャタルーパーによる苦行：シャタルーパーが苦行し、汚れを除去する）、お

よび構成要素 D1（マヌとシャタルーパーに関する記述：マヌとシャタルーパーが夫婦

になる）、構成要素 E1①（マヌとシャタルーパーの子供たち：息子や娘を生み出した：
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息子：プリャヴラタとウッターナパーダ、娘：アークーティとプラスーティ）は、内容

的にほぼ一致しており、この一連の構成要素がある 1 つの形を確立していると言うこと

ができる。構成要素 F2（聖者たちの創造）は、ブラフマー神がマリーチなどの聖者た

ちを創造するという記述である。ブリグ、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、アンギラ

ス、マリーチ、アトリ、ヴァスィシュタという 8 人の名が一致していた。構成要素 G1

（トリグナに関する記述）では、mArkaNDeya-p. 47.3 と viSNu-p. 1.7.2 の内容がほぼ一致

していた。構成要素 H①（サナンダナなどが創造に無関心なので、ブラフマー神が怒る）

では、ブラフマー神によってそれまでに創られた者たちが創造に無関心だったために、

創造が進まず、ブラフマー神が怒っているという内容の一致が見られた。構成要素 I（ア

ルダナーリーシュヴァラの出現）は、アルダナーリーシュヴァラが登場する場面という

同一の内容であった。構成要素 J1（ブラフマー神の働きかけによりアルダナーリーシ

ュヴァラが分裂する）では、アルダナーリーシュヴァラがブラフマー神からの何らかの働

きかけを受け、男性半身と女性半身に分裂するという共通の内容を持つ記述であった。構

成要素 K（男性部分が 11 に分かれる）は、分裂した後の男性半身が 11 に分かれるとい

う一致が見られた。構成要素 L（女性部分）は、分裂した後の女性半身についての記述で

あり、様々な内容を述べているが、女性部分が多数の女性に分裂する、もしくは女神にな

るという共通点が見られた。構成要素 M は、マヌやルドラたちが守護の仕事や神々の仕事

を行なうという共通の記述があった。構成要素 N（ダクシャの娘）は、分裂した女性半身

がダクシャの娘になるという同一の場面を述べていた。構成要素 O は、シヴァ神がスター

ヌ（不動者）であるいう共通点があった。このように、各構成要素には多くの共通点があ

り、元々同一の内容を述べた記述であった可能性が示せた。 

 続いて、第 1 章と同様に、第 2 節において構成要素を神話の流れに沿って配置し、神

話全体の構造のパターンを示した。最初に A→I→J という流れを提示したのだが、こ

れはアルダナーリーシュヴァラ創造神話であると認められるために必要最小限の構成

要素を示していると言える。この流れに他の構成要素を加えて、アルダナーリーシュヴ

ァラ創造神話の基本パターンは、A→I→J→K→L となるのではないかと考察した。続

いて基本形にいくつかの構成要素を加えて作られる他のパターンを示す。 

 1 つ目はアルダナーリーシュヴァラ創造神話の中にブラフマー創造神話の構成要素

が混在している【アルダナーリーシュヴァラ変化形 1】である。これは

A→I→J→K→L→M1→C→D1→E1 という流れになる。 

 2 つ目は分裂した女性半身が女神になる【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-1】で

ある。これは A→I→J→K→L1 という流れであり、「アルダナーリーシュヴァラはシ

ヴァ神とシヴァ神の配偶者である女神から成る」とされている現在のアルダナーリーシ

ュヴァラと同様の姿を示すパターンである。このパターンと類似する【アルダナーリー

シュヴァラ変化形 2-2】として A→I→J→K→L2→N という流れを持つものもある。こ

の場合、構成要素 N（ダクシャの娘）が、構成要素 L1 と同様、女神になることを示し



157 

 

ている。 

 このように、アルダナーリーシュヴァラ創造神話の全体的な流れには 4 つのパターン

があることが分かった。 

 以上、見てきたように、本章で取り扱った 16 の神話は、第 1 章と同様に、各構成要

素を分析し一致点を見つける方法によっても、物語全体の流れを比較するというやり方

によっても、同一の神話のヴァリエーションである可能性が高いことが示された。そし

て、この 16 のアルダナーリーシュヴァラ創造神話は、構成要素が多く、構成要素の有

無や順番に多様性があるため、共通性が分かりにくくなっているが、詳細に分析してい

くと、基本パターンと呼べる 1 つのパターンがあり、さらにその基本パターンに他の構

成要素を加えてできる 3 つのパターンも見つけられた。その 3 つのパターンの中で、【ア

ルダナーリーシュヴァラ変化形 2-1】と【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-2】では、

分裂した女性半身が女神となっており、それは「アルダナーリーシュヴァラはシヴァ神

とシヴァ神の配偶者である女神から成る」とされる現在のアルダナーリーシュヴァラと

同様の姿を述べている。そのため、これらのパターンが確立した時点で、アルダナーリ

ーシュヴァラという神格が成立したということができるのではないだろうか。 
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第 3 章 ブラフマー創造神話とアルダナーリー

シュヴァラ創造神話の比較 

 

 本章では、ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話の構成を比較す

る。ここで明らかにしたい点は、以下の 2 点である。 

 まず第一に、ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話が同一の神話

のヴァリエーションであるかどうかという点である。第 1 章にて 17 のブラフマー創造

神話を分析し、それらが全て同一の神話のヴァリエーションであると考えられると結論

した。第 2 章でも 16 のアルダナーリーシュヴァラ創造神話を分析し、それらが同一の

神話のヴァリエーションである可能性が高いことを示した。そこで、本章では 17 のブ

ラフマー創造神話と 16 のアルダナーリーシュヴァラ創造神話が全て、同一の神話のヴ

ァリエーションであることを示したい。 

 第 2 の点は、以上のことを前提として、これらの神話の成立の順序、すなわちブラフ

マー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話のどちらが先につくられ、どのよう

に変遷していったかについて明らかにしようと考えている。序論第 3 節で述べた先行研

究などから見て、本来、ブラフマー神が持っていた「男女に分裂し創造を行なう」とい

う役割を、アルダナーリシュヴァラ（シヴァ神）が受け継いだと考えるのが一般的と言

えるが、確定的な証拠があるとは言えない。そのため、ここで今一度そのことについて

考察したいと思う。 

 本章第 1 節ではブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話に共通す

る構成要素を比較し、その一致点と相違点を分析する。第 2 節では神話全体の流れのパ

ターンを比較し、双方の神話が同一の神話であるかどうかを検討した後、それぞれのパ

ターンが作られた順序、すなわち「男女に分裂し創造を行なう創造者」の神話がどのよ

うに変遷していったのかについて考察する。そして、第 3 節において本章の小結を述べ

る。 

 

 

 

第 1 節 構成要素 

 

第 1 項 構成要素の有無 

 まず、第 1 章と第 2 章で分類した神話の構成要素を合わせて表にする。縦軸が構成要
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素の羅列、横軸がブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話である。表

の見方は、構成要素 A を例に取ると、ブラフマー創造神話の縦列の中で〇と表記して

ある構成要素 A1①、A1②、A2、A3、A4 はブラフマー創造神話に見られた記述であり、

空欄となっている A5、A6 は見られなかった記述である。アルダナーリーシュヴァラ創

造神話も同様である。以下に表を示す（表 19）。 

 

表 19 ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話における各構成要素の有

無 

ど
ち
ら
の
神
話
か
＼
構
成
要
素 

ブ
ラ
フ
マ
ー
創
造
神
話 

ア
ル
ダ
ナ
ー
リ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
創
造
神
話 

 

ど
ち
ら
の
神
話
か
＼
構
成
要
素 

ブ
ラ
フ
マ
ー
創
造
神
話 

ア
ル
ダ
ナ
ー
リ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
創
造
神
話 

 

ど
ち
ら
の
神
話
か
＼
構
成
要
素 

ブ
ラ
フ
マ
ー
創
造
神
話 

ア
ル
ダ
ナ
ー
リ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
創
造
神
話 

 

ど
ち
ら
の
神
話
か
＼
構
成
要
素 

ブ
ラ
フ
マ
ー
創
造
神
話 

ア
ル
ダ
ナ
ー
リ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
創
造
神
話 

 

ど
ち
ら
の
神
話
か
＼
構
成
要
素 

ブ
ラ
フ
マ
ー
創
造
神
話 

ア
ル
ダ
ナ
ー
リ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
創
造
神
話 

A1① 〇 〇 
 

B1⑪ 〇   
 

F1② 〇   
 

I1⑦   〇 
 

L1⑤   〇 

② 〇 〇 
 

B2 〇   
 

③ 〇   
 

I2   〇 
 

⑥   〇 

A2 〇 〇 
 

C① 〇   
 

④ 〇   
 

I3   〇 
 

L2①   〇 

A3 〇 〇 
 

②   〇 
 

F2 〇 〇 
 

I4   〇 
 

②   〇 

A4 〇   
 

D1① 〇 〇 
 

F3 〇 〇 
 

J1①   〇 
 

③   〇 

A5   〇 
 

② 〇   
 

G1 〇 〇 
 

J1②   〇 
 

M1   〇 

A6   〇 
 

③ 〇   
 

G2① 〇   
 

③   〇 
 

M2   〇 

B1① 〇   
 

④ 〇   
 

② 〇   
 

J2   〇 
 

N①   〇 

② 〇   
 

D2① 〇   
 

G3 〇 〇 
 

J3   〇 
 

②   〇 

③ 〇   
 

② 〇   
 

H①   〇 
 

K①   〇 
 

③   〇 

④ 〇   
 

③ 〇   
 

②   〇 
 

②   〇 
 

④   〇 

⑤ 〇   
 

E1① 〇 〇 
 

I1①   〇 
 

③   〇 
 

⑤   〇 

⑥ 〇   
 

② 〇   
 

②   〇 
 

K④   〇 
 

⑥   〇 

⑦ 〇   
 

③ 〇   
 

③   〇 
 

L1①   〇 
 

O   〇 

⑧ 〇   
 

④ 〇   
 

④   〇 
 

②   〇 
 

P1   〇 

⑨ 〇   
 

E2 〇   
 

⑤   〇 
 

③   〇 
 

P2   〇 

⑩ 〇   
 

F1① 〇   
 

⑥   〇 
 

④   〇 
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 この中から、ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話に共通する構

成要素が含まれる A、C、D1、E1、F1、F2、F3、G1、G3、I1342、P1343、について、

比較していく。 

 

 

第 2 項 構成要素 A の比較 

 構成要素 A（発端：ブラフマー神による創造行為）に関しては、ブラフマー創造神話

もアルダナーリーシュヴァラ創造神話も、ブラフマー神による創造の過程であるという

内容が基本である。 

 構成要素 A1（ブラフマー神が創造を行なったが、創造された者たちが繁栄しない）、

A2（ブラフマー神が創造のために苦行する）、A3（創造を進めている過程）では双方の

内容に似ている部分も多く、ほぼ同一の神話の一部である可能性がうかがえる。A4（ヴ

ィシュヌ神やヴィシュヌ神の化身により、創造を促される）は、ブラフマー創造神話の

みに見られる構成要素であり、内容的に見るとブラフマー神の創造行為にヴィシュヌ神

が介入する形となっている。その理由としては、varAha-p.がヴィシュヌ系プラーナ聖典

であることが挙げられるだろう。A5（シヴァ神が生類を生み出さず、世界の破壊が起

こるまでスターヌのままでいた）、A6（バガヴァットとバガーがリンガと台座として存

在している）は、アルダナーリーシュヴァラ創造神話のみに見られる構成要素であり、

内容的にはブラフマー神の創造行為にシヴァ神（アルダナーリーシュヴァラ）が介入す

る形となっている。すなわち A5、A6 では、アルダナーリーシュヴァラが、男女に分裂

し生産を行なう創造以外にも、異なる形態の創造をなしているということである。それ

ゆえ、アルダナーリーシュヴァラの創造者という役割が、より明確化されていると考え

られる。 

 以下に構成要素 A の記述を示す344。 

 

ブラフマー創造神話（原文は第 1 章第 1 節第 2 項を参照のこと） 

 A1. ブラフマー神が創造を行なったが、創造された者たちが繁栄しない 

    ①創造された者たち：生類 

 【brahma-p. 1.52】プラジャーパティからのたくさんの生類の創造がなされた時

 でも、創造された生類は、全く繁栄しなかった。 

                                                 
342 構成要素 F1と合わせて、構成要素 I1について論じる。 
343 構成要素 F1、および構成要素 I1と合わせて、構成要素 P1について論じる。 
344 本章では、サンスクリット原文を省略する。サンスクリット原文に関しては、第 1章第

1 節、および第 2章第 1節を参照のこと。 
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 【brahmANDa-p. 1.2.9.8cd-9】そして生類の創造を促進させるためにこの者（ブ

 ラフマー）が創造している間、それらの創造された生類はいかなる理由によっ

 ても繁栄しなかった。そこで彼（ブラフマー）は原因に近づくための知性を働

 かせた。 

 

 【brahmANDa-p. 1.2.9.28-29】〔彼らは〕儀礼を行い生産（生殖）を行なう者たち

 であり、偉大なリシたちによって讃えられている。この世界で、これらの創造

 されたダルマをはじめとする偉大なリシたちによって、生類たちが知者（ブラ

 フマー）から創造されたが、繁栄しなかった時、彼（ブラフマー）はタマスの

 要素に覆われ、そして悲しみに打ちひしがれた。 

 

 【liGga-p. 1.70.261】彼に創造されたこれらの素晴らしい生類が繁栄しなかった

 ので、タマスの要素に覆われたブラフマー神は、悲しみによって落ち込んだ。 

 

 【Civa-p. 5.29.24】創造された生類たちが繁栄しなかったので、〔ブラフマーは〕

 自身の体を 2 つにしてまさに男と女になった。 

 

 【vAyu-p. 10.1】このように、世界の創造者ブラフマーによって世界〔の生類〕

 が創られたが、それらの生類はいかなる原因によっても増えなかった。 

 

 ②創造された者たち：聖仙 

 【bhAgavata-p. 3.12.51-52】聖仙たちの偉大な力によってでさえも発展しない創

 造を知って、彼（ブラフマー）は、再びそれの増大のために熟考した。カウラ

 ヴァよ。おお。これは驚くべきことだ。私が常に従事しているにもかかわらず、

 生類が全く繁栄しない。この場合、確実に運命が邪魔をしている。 

 

 A2. ブラフマー神が創造のために苦行する 

 【padma-p. 1.40.67】彼ら苦行をするバラモンたちが去ったまさにその時、〔ブ

 ラフマーは〕さらに非常に厳しい最高の状態の段階の苦行をしていた。 

 

 A3. 創造を進めている過程 

 【agni-p. 17.15-17】ブラフマーの心から生まれた 7 人と言われるマリーチ、ア

 トリ、アンギラス、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ヴァスィシュタを〔創

 った〕。最高の者よ。この 7 人は生き物やルドラたちを生み出した。自身を 2

 つにして、半身によって男性に、半身によって女性になった。そして、かのブ
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 ラフマーは彼女の中に生き物たちを創造した。 

 

 【brahma-p. 43.30】それから、そのような存在である全世界の偉大な神ブラフ

 マーは、五大要素を合わせた〔世界〕を徐々に創っていった。 

 

 【kUrma-p. 1.8.5-6】バラモンたちよ。〔その一対は〕アダルマーチャラナと不

 吉な性格のヒンサーである。そこで、かのブラフマー神は自分のその輝く体を

 捨てた。さらに身体を 2 つにし、半分が男性に、半分が女性になった。男性神

 はヴィラージュを創った。 

 

 【matsya-p. 3.30-31】〔ブラフマー神は〕世界創造のために、心の中でサーヴィ

 ットリーを念想し、そして唱える者（ブラフマー）は、汚れのない体を自分か

 ら分けて、半身を女性の姿にし、半身を男性の姿にした。そして彼女はシャタ

 ルーパーと呼ばれ、サーヴィットリーとも呼ばれた。 

 

 【Civa-p. 2.1.16.3-9】そして私は他の者たちを創造しても満足しなかった。聖者

 よ。そこで、アンバーを共なるシヴァを瞑想し、私はサーダカたちを創造した。

 聖者よ。マリーチを私の両目から、ブリグを心から、アンギラスを頭から、聖

 者の最高者プラハをヴィヤーナから、プラスティヤをウダーナから、ヴァスィ

 シュタをサマーナから、クラトゥをアパーナから、アトリを耳から、ダクシャ

 をプラーナから、あなた（ナーラダ）を膝から、カルダマ仙を影から、私は創

 った。〔さらに〕私は、全てを成就させる手段であるダルマをサンカルパから

 創った。このように私はこれらの最高のサーダカたちを創り、マハーデーヴァ

 の恩恵によって、満足した。聖者の最高者よ。そして、私の命令によって、サ

 ンカルパから生まれたダルマは、人間の姿を得て、サーダカたちと共に動き始

 めた。愛しき者よ。そして、私は自分の肢体の様々な部分から、神からアスラ

 までの無数の息子たちを、彼らにそれぞれの体を与えて創った。聖仙よ。 

 

 【kAlikA-p. 25.1-43】ブラフマー神が原子レベルの創造をし、その維持のために

 ヴィシュヌ神になり、更に地球を水から持ち上げて世界像創造をするためにヴ

 ァラーハになる。 

 

 【Civa-p. 7.1.16.4-26】ブラフマー神による創造の過程でアルダナーリーシュヴ

 ァラが創造を行なう。 
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 【『マヌ法典』1.1-31[渡瀬 1990 pp. 21-26]】ブラフマンが世界創造と生類創造を

 する。 

 

 A4. ヴィシュヌ神やヴィシュヌ神の化身により、創造を促される。 

 【varAha-p. 2.13】このようになっている私（ヴァラーハ）の臍の蓮の上に四面

 〔のブラフマー〕が現れ出た。女神よ。マハーマティーよ。私は彼（ブラフマ

 ー）に「生類を創造せよ」と言った。 

 

アルダナーリーシュヴァラ創造神話（原文は第 2 章第 1 節第 2 項を参照のこと） 

 A1. ブラフマー神が創造を行なったが、創造された者たちが繁栄しない 

   ①創造された者たち：生類 

 【mArkaNDeya-p. 47.3-4】神々を始めとして動かないものまでが、トリグナから

 成るものの対象であると知られる。このように、〔ブラフマー神によって〕動

 くものや動かないものという存在が創られた。その賢者（ブラフマー）の〔創

 造した〕それら全ての生類が増えなかったので、〔ブラフマーは〕自分に似た、

 心から生まれた他の息子たちを創った。 

 

 【padma-p. 1.3.166】このように〔ブラフマーによって〕動くものや動かないも

 のという存在が生み出された。彼の思考〔によるもの〕だったにもかかわらず、

 これら全ての生類は繁栄しなかった。 

 

 【Civa-p. 3.3.2】創造主（ブラフマー）によって創造された全ての生類が繁栄し

 なかったので、心配した彼（ブラフマー）は、それゆえ非常に苦しんだ。 

 

 【vAyu-p. 9.67】このように〔ブラフマーによって〕動くものや動かないものと

 いう存在が生み出された。彼の思考〔によるもの〕だったにもかかわらず、こ

 れらの創造された生類は繁栄しなかった。 

 

 【viSNu-p. 1.7.3-4】このように〔ブラフマーによって〕動くものや動かないも

 のという存在が創られた。この賢者（ブラフマー）の〔創造した〕それら全て

 の生類が増えなかったので、〔ブラフマーは〕自分に似た心から生まれた他の

 息子たちを創った。 

 

 ②創造された者たち：聖仙 

 【mArkaNDeya-p. 47.4-10】その賢者（ブラフマー）の〔創造した〕それら全て

 の生類が増えなかったので、〔ブラフマーは〕自分に似た、心から生まれた他
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 の息子たちを創った。すなわち、心から生まれた、ブリグ、プラスティヤ、プ

 ラハ、クラトゥ、アンギラス、マリーチ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィシュタ

 を〔創った〕。彼らは 9 人のブラフマーとして、プラーナ聖典において定めら

 れている。そして、ブラフマーはさらに、自身の怒りから生まれたルドラと、

 サンカルパ、前述の者たちより先に生まれたダルマを創った。そして、自己創

 造者（ブラフマー）によって、以前にサナンダナなどが創られた。彼ら〔サナ

 ンダナなど〕は、世界に関わることなく、無関心で〔自身の事に〕専心してい

 た。彼らは皆、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。このよう

 に、彼らが世界創造に無関心であったので、偉大な魂を持つブラフマーは、大

 きな怒りを感じた。そこから、太陽に等しく、大きな体を持ち、半身が女性で

 ある男性の姿の者が生まれた。「〔汝〕自身を分けよ。」と言って、それから彼

 （ブラフマー）は消えた。 

 

 【padma-p. 1.3.167-171】それから彼は、自分に似た、心から生まれた他の息子

 たちを創った。ブリグ、私（プラスティヤ）、プラハ、クラトゥ、アンギラス、

 マリーチ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィシュタこそが〔その〕心から生まれた

 息子たちである。彼らは 9 人のブラフマーとしてプラーナ聖典に定められてい

 る。サナンダナなど、創造者によって以前に創られた彼らは、その世界のにお

 ける生類〔の創造〕に無関心で、創造しなかった。まさに全ての者たちは、未

 来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。このように、彼らが世界創

 造に無関心であったので、偉大な魂を持つブラフマーは三界を燃やせるほど大

 きな怒りを感じた。彼の怒りから燃える炎の輪が生じた。 

 

 【vAyu-p. 9.68-75】それから彼は、自分に似た、心から生まれた他の息子たち

 を創った。すなわち、心から生まれた、ブリグ、プラスティヤ、プラハ、クラ

 トゥ、アンギラス、マリーチ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィシュタを〔創った〕。

 彼らは 9 人のブラフマーとしてプラーナ聖典に定められている。彼らは皆、ブ

 ラフマー自身であり、ヴェーダに関して語れる者である。そして、祖先の中の

 祖先ブラフマーはさらに、自身の怒りから生まれたルドラと、サンカルパとダ

 ルマを創った。初めに、ブラフマーは自身に似た心から生まれた息子たち、サ

 ナカをともなったサナンダナと博識なサナータナと遍在するサナトクマーラ

 を創った。彼らは、世界〔の創造〕に無関心であり、永遠であるので〔創造を〕

 もたらさない。彼らは皆、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。

 このように、彼らが、世界の〔生産〕活動に無関心であったので、金色の胎児

 である神パラメーシュティンは熟考した。彼の怒りから人が生まれた。〔その

 者は〕太陽に等しい輝きをしており、半身に女性を持つ男性の姿であり、炎に
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 よって非常に輝くようであった。 

 

 【viSNu-p. 1.7.4-11】この賢者（ブラフマー）の〔創造した〕それら全ての生類

 が増えなかったので、〔ブラフマーは〕自分に似た心から生まれた他の息子た

 ちを創った。すなわち、心から生まれた、ブリグ、プラスティヤ、プラハ、ク

 ラトゥ、アンギラス、マリーチ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィシュタを〔創っ

 た〕。彼らは 9 人のブラフマーとしてプラーナ聖典において定められている。

 まさに同様に、キヤーティ、ブーティ、サンブーティ、クシャマー、プリーテ

 ィ、サンナティ、ウールッジャー、アナスーヤー、プラスーティを創り、「偉

 大な魂を持つ彼らの妻になれ」と言って、彼女らの創造者（ブラフマー）は〔9

 人の聖仙に彼女たちを〕与えた。サナンダナなど、創造者（ブラフマー）によ

 って以前に創られた彼らは、世界における生類〔の創造〕に無関心で、創造し

 なかった。彼らは皆、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。こ

 のように彼らが世界創造に無関心であったので、偉大な魂を持つブラフマーは、

 三界を燃やすことが出来るほど大きな怒りを感じた。彼の怒りから、燃える火

 炎の輪が生じ、三界全てに満ちた。聖仙よ。 

 

  A2. ブラフマー神が創造のために苦行する 

 【kUrma-p. 1.11.1】このようにマリーチなどを創造してから、神々の神である

 ピターマハは、心から生まれた息子たちと共に、最高の苦行をした。 

 

 【liGga-p. 1.41.7-9】蓮から生まれた者によって〔創られた〕生類が、この世界

 で繁栄しなかったので、ブラフマー神は繁栄のために、心から生まれた息子た

 ちと共に、〔シヴァ〕神に対し、自身で厳しい苦行をした。そして、かの〔シ

 ヴァ〕神は、彼の苦行に満足し、〔ブラフマーの〕願いを知り、ブラフマー神

 の額の中央を貫き、「私はお前の息子である。」と言って、女性と男性を〔兼ね

 備えた〕姿になった。 

 

 【liGga-p. 1.41.37-38】そして、アシュタムールティの恩恵によって、ヴィラン

 チは再び創造した。ブラフマー神は、他の（前の）カルパにおいて、動くもの

 や動かないものにおけるその全てを創造した後、千ユガ期の間眠り、〔その後

 目が覚めて〕生類を創りたいと考え、それから非常に過酷な苦行をした。 

 

 

 【Civa-p. 2.1.15.54】私はまさにハリによって「シヴァへの苦行をなせ」と教え

 られた。最高の聖者よ。非常に過酷な最高の苦行した。 
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 【Civa-p. 3.3.5-7】「シャンブの創造力なしには、これらの生類は生まれないだ

 ろう。」そのように考えたブラフマーは、苦行をし始めた。最高のシャクティ

 であるシヴァーと結合したパラメーシュヴァラを、心の中で喜んで考え、〔ブ

 ラフマーは〕主（シヴァ）に対し最高の苦行をした。かのスヴァヤンブーが、

 厳しい苦行に専念していたので、すぐさま、かのシヴァ神は満足した。 

 

 【Civa-p. 7.1.16.5】まさに生類の繁栄のために、今、あなたによって苦行がな

 された。この苦行で私は満足した。ゆえに、お前の望むものを与えよう。 

 

 A3. 創造を進めている過程 

 【liGga-p. 1.5.28】創造の初めに、黄金の卵から生まれた者である創造者がアル

 ダナーリーシュヴァラを見て、「〔汝を〕分けよ」と言った時に、彼はそのよう

 に〔男女 2 つに〕なった。 

 

 【skanda-p. 7.2.9.1-5】「私によって、動くものから動かないものまでの三界の

 全て〔のもの〕が創られた時、私はこの姿を捨て、その時バヴァを創ろう。汝

 は、ピターマハの偉大さとなるだろう。直ちに、そのように創りなさい。」ブ

 ラフマーの言葉を聞き、ヴィシュヌに促されて、非常に不思議な山頂にやって

 きた。あなたによって思議されるべきではなく、ブラフマーに言われたことを

 なすべきである。「分かりました。」と言って、シヴァ神はそこから消えた。ブ

 ラフマーは頭の中のメール山の山頂に心で行った。ヴェーダの朗唱に通暁した

 ピターマハである創造主は、苦行をし、アタルヴァヴェーダを朗誦した。 

 

 【varAha-p. 2.42-48】未顕現から生まれたブラフマーの 9 種の創造が起きた。そ

 れはどのように神において増えたのか。それを私に語りなさい。不滅の者よ。

 ヴァラーハは言った。初めにルドラを始めとする偉大な苦行者たちがブラフマ

 ーによって創造された。それから、サナカなどが、そしてマリーチなどが創ら

 れた。〔それは〕マリーチ、アトリ、アンギラス、プラハ、クラトゥ、プラス

 ティヤ、偉大な輝きを持つプラチェータス、ブリグ、ナーラダと、10 番目が偉

 大な苦行者ヴァシシュタである。彼（ブラフマー）によって、サナカたちは自

 制という名の性質を付与され、聖仙ナーラダ 1 人を除くマリーチなどは活動と

 いう名〔の性質を付与された〕。それが最初のプラジャーパティで、〔ブラフマ

 ーの〕右の親指から生まれた者である。そこで、彼（プラジャーパティ）の系

 譜の最初に、この動くものや動かないものから成る世界が〔生じた〕。神やダ

 ーナヴァ、ガンダルヴァ、蛇、鳥、という高徳なもの全てがダクシャの娘たち
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 から生まれた。かのルドラと呼ばれる息子は、かのパラメーシュティンの眉を

 しかめた額から、怒りによって生まれた。 

 

 A5. シヴァ神が生類を生み出さず、世界の破壊が起こるまでスターヌのままでいた 

 【liGga-p. 1.70.314-323】ブラフマー神はその者（ルドラ）を見て言った。「そ

 のような生類を創るな。〔汝〕自身に似た生類を創るべきではない。神よ、汝

 に敬礼する。汝に幸あれ。汝は他の死を伴う（死すべき）生類を創りなさい。

 死の来ない生類は、儀式を執り行わないだろう。」このように言われた彼（ル

 ドラ）は、彼（ブラフマー）に言った。「私は、死や老が訪れる生類を創らな

 いだろう。あなたに幸あれ。私は留まるので、あなたが生類を創りなさい。私

 によって創られた多様な紫紅色の何千もの者たちは自滅する生類である。これ

 らの神々はルドラという名の偉大な力を持つ者たちとなるだろう。〔彼らは〕

 大地や天地の間、さらに〔あらゆる〕方角に存在している。100 人のルドラた

 ちは、平静を保ち、儀式を執り行う者たちとなるだろう。全ての神々の集まり

 と共に供物の享受者となるだろう。これらの神々（ルドラたち）は数々のマヌ

 ヴァンタラの間、別々に存在するだろう。この神々（全ての神々）と共に敬わ

 れ、この世界で、ユガの終わりに至るまでとどまるだろう。」このように、賢

 者である偉大な神（ルドラ）によって言われた創造主ブラフマーは、敬礼して、

 喜んで答えた。「汝に言われた通り、そのようにしよう。汝に幸あれ。遍在す

 る者よ。」〔そのように〕ブラフマーによって認められた時、全て〔の創造〕が

 起こった。それ以来、神々の神は、生類を生み出さなかった。生類の破滅が起

 こるまで、禁欲生活を保ったスターヌのままでいた。 

 

 A6. バガヴァットとバガーがリンガと台座として存在している 

 【liGga-p. 1.99.6cd-7】彼女はバガーという名であり、世界の母であり、リンガ

 の像の 3 つの台座である。そしてリンガはバガヴァットであり、両者（バガー

 とバガヴァット）によって世界の創造がある。バラモンたちよ。リンガの姿を

 したシヴァは、タマスの上にある光として存在している。 

 

 

第 3 項 構成要素 C の比較  

 構成要素 C（シャタルーパーによる苦行）では、ブラフマー創造神話は①（B におい

て分裂した女性半身シャタルーパーが苦行する）のみであり、アルダナーリーシュヴァ

ラ創造神話は②（シャタルーパーが苦行し、汚れを除去する）のみである。 

 ①と②はどちらも、シャタルーパーが苦行し、マヌを夫としている。しかし、①（ブ
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ラフマー創造神話）では、苦行をした結果、マヌを夫としているのに対し、②（アルダ

ナーリーシュヴァラ創造神話）では、苦行により汚れを除去した後、マヌを夫としてい

る。すなわち、苦行の恩恵が、①では夫を得ることであり、②では汚れの除去である。

さらに②では、汚れの除去の恩恵（結果）が夫を得ることである。そして、アルダナー

リーシュヴァラ創造神話では、「苦行によって汚れを除去した（taponirdhUtakalmaSAm）」

という一語が必ず書かれており、文章もほとんど平行句である。ブラフマー創造神話で

は、内容はほぼ一致しており、平行句もあるが、アルダナーリーシュヴァラ創造神話ほ

どの一致はない。構成要素 C に関しては、アルダナーリーシュヴァラ創造神話の記述

の方がより定型化されていると言える。 

 以下に構成要素 C の記述を示す。 

 

ブラフマー創造神話（原文は第 1 章第 1 節第 4 項を参照のこと） 

 ①構成要素 B において分裂した女性半身シャタルーパーが苦行する 

 【agni-p.18.1】スヴァーヤンブヴァであるマヌは苦行に従事しているシャタル

 ーパーにプリヤヴラタとウッターナパーダという 2人の息子と美しい娘を産ま

 せた。 

 

 【brahmANDa-p.1.2.9.35-36】女性として創造された半身はシャタルーパーになっ

 た。その女神は、1 億年の間、最高に困難な苦行を行ない、夫として輝かしい

 名声の男性を得た。そしてまさに彼は以前にスヴァーヤンブヴァであり、プル

 シャであり、マヌと呼ばれた。 

 

 【kUrma-p.1.8.9-11】その男性は、スヴァーヤンブヴァであるマヌ神であり、聖

 者であった。かのシャタルーパーという名の女神は非常に困難な苦行をし、輝

 かしい名声のマヌを夫として得た。そして彼とそのシャタルーパーは 2 人の息

 子プリヤヴラタとウッターナパーダ、そして 2 人の素晴らしい娘をもうけた。

 彼女たちのうち、プラスーティという娘をマヌはダクシャに与えた。 

 

 

 【liGga-p.1.70.269-270】ブラフマーのかの最初の体（男性の半身）は、天を覆

 ってとどまった。半身から創られたシャタルーパーという女神は、1 億年の間、

 最高に困難な苦行をし、夫として輝く名声の男性を得た。 

 

 【Civa-p.2.1.16.12】そこで、男性は最高の〔創造の〕手段であるスヴァーヤン

 ブヴァになった。かの女性はシャタルーパーと呼ばれるヨーギニーであり、苦

 行者である。 
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 【Civa-p.5.30.3】彼女（シャタルーパー）は、100 年の間、最高に困難な苦行を

 行ない、熱烈な苦行を〔している〕プルシャを夫として得た。 

 

 【Civa-p.7.1.17.4】一方、かの女神シャタルーパーは非常に困難な苦行をし、輝

 かしい名声のマヌを夫として得た。 

 

 【vAyu-p.10.10-11】半身から創られた女性であるシャタルーパー女神は、1 億

 年の間、最高に困難な苦行をし、〔彼女は〕夫として輝く名声の男性を得た。

 彼こそ最初のスヴァーヤンブヴァという男性マヌであると言われる。 

 

アルダナーリーシュヴァラ創造神話（原文は第 2 章第 1 節第 3 項を参照のこと） 

 ②シャタルーパーが苦行し、汚れを除去する 

 【mArkaNDeya-p. 47.14】主でありスヴァーヤンブヴァであるマヌ神は、妻とし

 て、苦行によって汚れを除去したかの女性シャタルーパーを娶った。 

 

 【padma-p. 1.3.176cd-178ab】それからブラフマーは、以前に〔ブラフマー〕自

 身から生まれ、〔ブラフマー〕自身でもあるスヴァーヤンブヴァをマヌとして

 創造の〔の仕事〕に任命した。王よ。スヴァーヤンブヴァであるマヌという名

 の神は、妻として、苦行によって汚れを除去した、かの女性シャタルーパーを

 娶った。 

 

 【viSNu-p. 1.7.17】スヴァーヤンブヴァである主マヌ神は、妻として、苦行によ

 って汚れを除去したかの女性シャタルーパーを娶った。 

 

 

 

第 4 項 構成要素 D1 の比較 

 構成要素 D1（マヌとシャタルーパーに関する記述：マヌとシャタルーパーが夫婦関

係になる）では、アルダナーリーシュヴァラ創造神話の記述は構成要素 D1①（マヌと

シャタルーパーが夫婦になる：マヌがシャタルーパーを妻にする）だけであり、ほぼ平

行句となっている。一方、ブラフマー創造神話では、マヌとシャタルーパーが夫婦にな

るという根本的な内容は一致しているが、マヌがシャタルーパーを娶るかシャタルーパ

ーがマヌを夫にするか、ラティの語源の説明が付加されているかどうかといった違いが

述べられている。構成要素 C と同様に、構成要素 D1 でも、アルダナーリーシュヴァラ
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創造神話の方が、より完全に定型化されていると言える。 

 以下に構成要素 D1 の記述を示す。 

 

ブラフマー創造神話（原文は第 1 章第 1 節第 5 項を参照のこと） 

 D1. マヌとシャタルーパーが夫婦になる 

 ①マヌがシャタルーパーを妻にする 

 【brahma-p.1.58】このように、プラジャーパティであるアーパヴァは、生類を

 創造することを望んだ。かの男性は、子宮から生まれたものではないシャタル

 ーパーを妻として娶った。 

 

 ②シャタルーパーがマヌを夫にする 

 【kUrma-p.1.8.9-11】その男性は、スヴァーヤンブヴァであるマヌ神であり、聖

 者であった。かのシャタルーパーという名の女神は、非常に困難な苦行をし、

 輝かしい名声のマヌを夫として得た。そして彼とそのシャタルーパーは 2 人の

 息子プリヤヴラタとウッターナパーダ、そして 2人の素晴らしい娘をもうけた。

 彼女たちのうち、プラスーティという娘をマヌはダクシャに与えた。 

 

 【Civa-p.5.30.3】彼女（シャタルーパー）は、100 年の間、最高に困難な苦行を

 行ない、熱烈な苦行を〔している〕プルシャを夫として得た。 

 

 【Civa-p.7.1.17.4】一方、かの女神シャタルーパーは、非常に困難な苦行をし、

 輝かしい名声のマヌを夫として得た。 

 

 ③マヌがシャタルーパーを妻とし、さらにラティという名前の起源が語られる 

 【brahmANDa-p.1.2.9.37-38】ここでは 71 ユガが彼のマヌヴァンタラと呼ばれる。

 そして、プルシャは妻として子宮から産まれなかったシャタルーパーを得て、

 彼は彼女と共に楽しんだ。それゆえ、彼女はラティと呼ばれる。カルパの初め

 にこの最初の結合があった。 

 

 ④シャタルーパーがマヌを夫とし、さらにラティという名前の起源が語られる 

 【liGga-p.1.70.269-273】ブラフマーのかの最初の体（男性の半身）は、天を覆

 ってとどまった。半身から創られたシャタルーパーという女神は、1 億年の間、

 最高に困難な苦行をし、夫として輝く名声の男性を得た。彼こそ、最初のスヴ

 ァーヤンブヴァという男性マヌであると言われる。その 70 の〔大〕ユガ期を、

 この世界では、マヌヴァンタラと言う。かの男性は子宮から生まれたのではな

 いシャタルーパーを妻にした。彼は彼女と共に楽しんだ。それゆえ、彼女はラ
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 ティと呼ばれる。最初の自身の〔半身同士の〕結合が、カルパの初めに起こっ

 た。ブラフマーはヴィラージュを創り、かの男性ヴィラージュが出来た。 

 

 【vAyu-p.10.10-13】半身から創られた女性であるシャタルーパー女神は、1 億

 年の間、最高に困難な苦行をし、〔彼女は〕夫として輝く名声の男性を得た。

 彼こそ最初のスヴァーヤンブヴァという男性マヌであると言われる。その 71

 の〔大〕ユガ期をこの世界ではマヌヴァンタラという。男性は、子宮から生ま

 れた者ではないシャタルーパーを妻にし、彼は、彼女と共に楽しんだ。それゆ

 え彼女はラティと呼ばれる。最初の結合が、カルパの初めに行われた。 

 

アルダナーリーシュヴァラ創造神話（原文は第 2 章第 1 節第 4 項を参照のこと） 

  D1. マヌとシャタルーパーが夫婦になる 

 ①マヌがシャタルーパーを妻にする 

 【mArkaNDeya-p. 47.14】主でありスヴァーヤンブヴァであるマヌ神は、妻とし

 て、苦行によって汚れを除去したかの女性シャタルーパーを娶った。 

 

 【padma-p. 1.3.176cd-178ab】それからブラフマーは、以前に〔ブラフマー〕自

 身から生まれ、〔ブラフマー〕自身でもあるスヴァーヤンブヴァをマヌとして

 創造の〔の仕事〕に任命した。王よ。スヴァーヤンブヴァであるマヌという名

 の神は、妻として、苦行によって汚れを除去した、かの女性シャタルーパーを

 娶った。 

 

 【viSNu-p. 1.7.17】スヴァーヤンブヴァである主マヌ神は、妻として、苦行によ

 って汚れを除去したかの女性シャタルーパーを娶った。 

 

 

第 5 項 構成要素 E1 の比較 

 構成要素 E1（マヌとシャタルーパーの子供たち：息子や娘を生み出した）は、マヌ

とシャタルーパーに二人の息子であるプリヤヴラタとウッターナパーダと娘たちが生

まれるというものである。この構成要素に関して、ブラフマー創造神話では娘に関する

内容が異なって書かれているが、アルダナーリーシュヴァラ創造神話では E1①（息子：

プリャヴラタとウッターナパーダ、娘：アークーティとプラスーティ）に統一されてい

る345。そのため、アルダナーリーシュヴァラ創造神話の方が定型化が進んでいると言え

                                                 

345 mArkaNDeya-p. 47.15-16ab の b 版では、娘の 1人がアークーティではなく、リッディとな

っているため、異なる説もある。 
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る。 

 以下に構成要素 E1 の記述を示す。 

 

ブラフマー創造神話（原文は第 1 章第 1 節第 6 項を参照のこと） 

 E1. 息子や娘を生み出した 

 ①息子：プリャヴラタとウッターナパーダ、娘：アークーティとプラスーティ 

 【brahmANDa-p.1.2.9.40-42】かのヴァイラージャでありプルシャであるマヌは、

 生類の創造をした。シャタルーパーはヴァイラージャであるプルシャから 2 人

 の勇者を生んだ。2 人の息子プリヤヴラタとウッターナパーダは、息子を持つ

 者たちにとって最も素晴らしい〔息子たち〕である。〔さらにシャタルーパー

 から〕とても幸運な 2 人の娘が生まれ、これらの生類が生まれた。アークーテ

 ィと名付けられた女神とプラスーティの 2 人は吉祥である。そしてスヴァーヤ

 ンブヴァ神はプラスーティをダクシャに与えた。 

 

 【kUrma-p.1.8.9-11】その男性は、スヴァーヤンブヴァ、聖者であった。かのシ

 ャタルーパーという名の女神は困難な苦行をし、輝かしい名声のマヌを夫とし

 て得た。そして彼とそのシャタルーパーは 2 人の息子プリヤヴラタとウッター

 ナパーダ、そして 2 人の素晴らしい娘をもうけた。彼女たちのうち、プラスー

 ティという娘をマヌはダクシャに与えた。そして、心から生まれた創造者ルチ

 はアークーティを娶った。 

 

 

 【liGga-p.1.70.275-276】力強いヴァイラージャとシャタルーパーは、世界から

 尊敬される 2 人の息子プリヤヴラタとウッターナパーダをもうけた。さらに、

 2 人の吉祥な娘が〔生まれ〕、この 2 人からこれらの生類は生まれた。2 人の女

 神たちは、その名をアークーティとプラスーティという。 

 

 【Civa-p.7.1.17.5-6】その後、かのシャタルーパーは 2 人の息子をもうけた。プ

 リヤヴラタとウッターナパーダという 2 人の息子は、子供を持つ親の力強い息

 子たちである。さらに、2 人の非常に吉祥な娘が〔生まれた〕。2 人によってこ

 れらの〔この世界の〕生類は生まれた。1 人目（姉）がアークーティと知られ

 るべきで、妹がプラスーティといわれる。 

 

 【vAyu-p.10.15-17】その人類創造はヴァイラージャである。創造において、か

 の男性はマヌになった。力強い男性ヴァイラージャとシャタルーパーは、さら

 に息子をもうけることを願って、プリヤヴラタとウッターナパーダという 2 人
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 の息子をもうけた。さらに 2 人の吉祥な娘が〔生まれ〕、この 2 人からこれら

 の生類は生まれた。吉祥な女神たちは、その名をアークーティとプラスーティ

 という。スヴァーヤンブヴァ神はプラスーティをダクシャに与えた。 

 

 ②息子：プリヤヴラタとウッターナパーダ、娘：アークーティとデーヴァフー 

  ティとプラスーティ 

 【bhAgavata-p.3.12.56】そして、彼はさらに、シャタルーパーとの間に、プリヤ

 ヴラタ、ウッターナパーダと 3 人の娘アークーティ、デーヴァフーティ、プラ

 スーティという 5 人の子を授かった。バラタ族の長よ。最高の者よ。 

 

 【Civa-p.2.1.16.14-15b】彼（マヌ）によって彼女（シャタルーパー）の中に家

 族が増え、プリヤヴラタとウッターナパーダ、更に 3 人の娘、アークーティ、

 デーヴァフーティ、プラスーティが生まれた。〔彼らは〕良く知られている。 

 

 ③息子：プリヤヴラタとウッターナパーダ、娘：名前は不明 

 【agni-p.18.1】スヴァーヤンブヴァであるマヌは苦行に従事しているシャタル

 ーパーにプリヤヴラタとウッターナパーダという 2人の息子と美しい娘を産ま

 せた。 

 

 ④息子：プリヤヴラタとウッターナパーダのみ 

 【Civa-p.5.30.5】知的なシャタルーパーはヴァイラージャであるプルシャから

 〔プリヤヴラタとウッターナパーダを〕もうけた。〔彼女から〕プリヤヴラタ

 とウッターナパーダという強靭な肉体を持つ者たちが生まれた。 

 

アルダナーリーシュヴァラ創造神話（原文は第 2 章第 1 節第 5 項を参照のこと） 

 E1. 息子や娘を生み出した 

 ①息子：プリャヴラタとウッターナパーダ、娘：アークーティとプラスーティ 

 【mArkaNDeya-p. 47.15-16ab】そして、その男性（マヌ）からシャタルーパーは、

 自身の善業によって名高い 2人の息子プリヤヴラタとウッターナパーダを生ん

 だ。そして、父（マヌ）はさらに、アークーティとプラスーティという 2 人の

 娘を〔もうけた〕。 

 

 【padma-p. 1.3.178cd-179ab】そして、その男性によってシャタルーパー女神は、

 プリヤヴラタとウッターナパーダとプラスーティとアークーティと呼ばれる

 〔子供たち〕を生んだ。 
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 【viSNu-p. 1.7.18-19ab】その男性とシャタルーパー女神は、プリヤヴラタとウ

 ッターナパーダ〔という息子〕たちとプラスーティとアークーティと呼ばれる

 美貌と寛大さと徳をそなえた 2 人の娘たちをもうけた。ダルマを知る者よ。 

 

 

 

第 6 項 構成要素 F1、I1 の分析 

 ブラフマー創造神話の F1①と F1②に共通する内容に「ルドラがブラフマー神の怒り

から生まれる」というものがある。これはアルダナーリーシュヴァラ創造神話では構成

要素 I1（アルダナーリーシュヴァラの出現：ブラフマー神からアルダナーリーシュヴ

ァラが現れる）における①（ブラフマー神の怒りにより、ルドラが額から生まれる）、

②（ブラフマー神が怒り、生命（呼吸）を捨てたその口から、ルドラが生まれる）、⑦

（ブラフマー神の怒りから、アルダナーリーシュヴァラが生まれる）と共通している。

比較しやすいよう、ブラフマー創造神話 F1①、②とアルダナーリーシュヴァラ創造神

話 I1①、②、⑦を、表にして以下に示す（表 20）。 
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表 20 構成要素 F1①、②と I1①、②、⑦におけるルドラ（アルダナーリーシュヴァラ）の

描写 

分類 文献名 誕生時の状況 誕生者についての描写 

ブラフマー創造神話 

F1

① 

bhAgavata-p. 

3.12.7-10 

ブラフマー神が思考によって制御しよ

うとしているにもかかわらず、ブラフマ

ー神の両眉の中央から、一瞬にして激怒

が誕生 

ブラフマー神の激怒、赤味がかった青色

の息子、泣いている、ルドラ 

varAha-p. 

2.14-16 

どうすべきか考えたブラフマー神が非

常に怒った、そのブラフマー神の怒りか

ら誕生 

1人の男の子、泣いている、ルドラ 

F1

② 

brahma-p. 

1.46 

7人（マリーチたち）が生まれた後すぐ

にブラフマー神の怒りから誕生 
息子ルドラ 

Civa-p.  

5.29.17 

ブラフマー神の怒りから誕生 
ルドラ（「ルドラたちを創った」とある

ので、ルドラだけではない） 

アルダナーリーシュヴァラ創造神話 

I1① 

padma-p. 

1.3.172-173 

ブラフマー神が怒って眉をしかめた額

から誕生 

真昼の太陽に等しい光、半身が女性であ

る男性の姿、巨大な身体を具えたルドラ 

varAha-p. 

2.48-49 

ブラフマー神が怒って眉をしかめた額

から誕生 

半身が女性である男性の姿、大きくて非

常に恐ろしい姿、息子ルドラ 

viSNu-p. 

1.7.12-13 

ブラフマー神が怒って眉をしかめた額

から誕生 

真昼の太陽に等しい輝き、半身が女性で

ある男性の姿、獰猛で大きな身体を具え

たルドラ 

I1② 
liGga-p. 

1.41.42 

ブラフマー神が怒りに満ち、生命（呼吸）

を捨てた時に、ブラフマー神の口から誕

生 

呼吸から成るルドラ 

I1⑦ 

mArkaNDeya-p. 

47.9-10 

ブラフマー神の怒りから誕生 
太陽に等しい、大きな身体を持つ、半身

が女性である男性の姿の者 

vAyu-p. 

9.73cd-75 

ブラフマー神の怒りから誕生 
太陽に等しい輝き、半身が女性である男

性の姿、炎によって非常に輝いている 

 

 

 完全な一致はしていないが、ブラフマー神の怒り、もしくは怒ったブラフマー神の頭
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部から生まれたという誕生時の状況と誕生者がルドラという名であること346が一致し

ており、同一の記述のヴァリエーションと考えることができるだろう。ここから言える

ことは、ブラフマー創造神話においてブラフマー神が創造の過程で生み出した者たちの

中の 1 人である男性ルドラは、アルダナーリーシュヴァラ創造神話においては男女に分

裂し創造を行なう者であるルドラ（アルダナーリーシュヴァラ）となっているというこ

とである。このことをふまえて、ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造

神話のどちらが先に書かれたかを考えてみたい。 

  元々、創造された者たちの中の 1 人として描かれていたルドラが、時代を経て、神話

のヴァリエーションが増えていき、男女に分裂する創造者の役割を持つアルダナーリー

シュヴァラに変化することは十分にあり得ることである。しかし、逆に男女に分裂する

創造者であるアルダナーリーシュヴァラが、その役割をブラフマー神に返して、創造さ

れた者たちの中の 1 人へと戻ることは可能だろうか。それも男女に分裂する創造者の性

格を一切見せずにである。神話には多数のヴァリエーションがあり、その中には初期の

内容をそのまま受け継いだ記述が残っていても不思議ではない。しかし、ブラフマー創

造神話におけるルドラには、男女に分裂する創造者の可能性を感じさせない記述しか見

受けられない。本論文で取り扱っていない神話の中にそのようなものがある可能性は否

定できないが、本論文で取り上げた神話から考察すると、ルドラがアルダナーリーシュ

ヴァラに変化したと考えるのが自然である。そのため、この構成要素から導き出せる結

論は、ブラフマー創造神話は、アルダナーリーシュヴァラ創造神話に先行する神話であ

るということである。 

  以下に、構成要素 F1①、F1②、I1①、I1②、I1⑦の記述を示す。 

 

ブラフマー創造神話（原文は第 1 章第 1 節第 7 項を参照のこと） 

  F1. ルドラの創造 

 ①怒りから生まれる。「泣く」ので「ルドラ」と名付けられる 

 【bhAgavata-p.3.12.7-10】思考によって制御しようとしているにもかかわらず、

 一瞬にしてプラジャーパティの両眉の中央から、彼の激怒が、赤味がかった青

 色の息子として生まれた。神々の年長者であるかのバヴァ神は泣いた。「創造

 者よ、世界の父よ。私に名と〔住む〕場所をくれ。」蓮から生まれた者は、彼

 のそのような言葉を受け入れ、吉祥な言葉で〔次のように〕言った。「泣くで

 ない。それを汝にやろう。神の最高者よ。興奮した子供のように泣いたので、

 それ故、人々は汝をルドラという名で呼ぶであろう。 

 

                                                 
346 I1⑦ではルドラという名は述べられていないが、他のアルダナーリーシュヴァラ創造神

話における誕生者の描写とほぼ同じ描写をしているため、同一人物であることは明らかで

あろう。 
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 【varAha-p.2.14-16】このように言って私は消えた。世界の母よ。彼（ブラフマ

 ー）もまさにどのように〔すべきか〕を考えて、かの未顕現から生まれたブラ

 フマーが非常に怒り、それによって〔ブラフマー〕自身の怒りから生まれた 1

 人の男の子が生まれ出るであろう時まで、留まった。泣いている彼はかの未顕

 現の姿のブラフマーによって〔泣くことを〕止められ、「私に名前を下さい」

 と言った。それゆえ〔ブラフマーは〕その者にルドラという〔名を〕与えた。 

 

 ②怒りから生まれる 

 【brahma-p.1.46】そして、ナーラーヤナの性質を有する 7 人がブラフマーから

 生まれるやいなや、すぐにブラフマーは激怒から生まれた息子ルドラを創った。 

 

 【Civa-p.5.29.17】彼らはプラーナ聖典において 7 人のブラフマーと定められて

 いる。そしてさらにブラフマーは怒りから生じたルドラたちを創った。 

 

アルダナーリーシュヴァラ創造神話（原文は第 2 章第 1 節第 9 項を参照のこと） 

  I1. ブラフマー神からアルダナーリーシュヴァラが現れる 

 ①ブラフマー神の怒りにより、ルドラが額から生まれる 

 【padma-p. 1.3.172-173】そして、ブラフマーの光は三界全てを燃やせる〔力が

 あった〕。怒りに燃え、眉をしかめた彼の額から、その時、真昼の太陽に等し

 い光を持ち、半身が女性である男性の姿をしており、巨大な体を具えたルドラ

 が生まれた。 

 

 【varAha-p. 2.48-49】かのルドラと呼ばれる息子は、かのパラメーシュティン（最

 高神、ブラフマー）の眉をしかめた額から、怒りによって生まれた。〔それは〕

 半身が女性である男性の姿をしており、大きく、非常に恐ろしい姿であった。

 「〔汝〕自身を分けよ。」と言ってブラフマーは再び消えた。 

 

 【viSNu-p. 1.7.12-13】怒りに燃え、眉をしかめた彼の額から、その時、真昼の

 太陽に等しい輝きを持つ、半身が女性である男性の姿の、獰猛で大きな体を具

 えたルドラが生まれた。彼に「〔汝〕自身を分けよ。」と言って、それからブ

 ラフマーは消えた。 

 

 ②ブラフマー神が怒り、生命（呼吸）を捨てたその口から、ルドラが生まれる 

 【liGga-p. 1.41.42】怒りに満ちた創造神（ブラフマー）は〔自身の〕生命（呼

 吸）を捨てた。そして、神の口から、呼吸から成るルドラが現れた。 
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 ⑦ブラフマー神の怒りから、アルダナーリーシュヴァラが生まれる 

 【mArkaNDeya-p. 47.9-10】このように、彼らが世界創造に無関心であったので、

 偉大な魂を持つブラフマーは、大きな怒りを感じた。そこから、太陽に等しく、

 大きな体を持ち、半身が女性である男性の姿の者が生まれた。「〔汝〕自身を

 分けよ。」と言って、それから彼（ブラフマー）は消えた。 

 

 【vAyu-p. 9.73cd-75】彼らは皆、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しな

 かった。このように、彼らが世界の〔生産〕活動に無関心であったので、金色

 の胎児である神パラメーシュティンは熟考した。彼の怒りから人が生まれた。

 〔その者は〕太陽に等しい輝きをしており、半身が女性である男性の姿であり、

 炎によって非常に輝くようであった。 

 

 

第 7 項 構成要素 F1、P1 の分析 

 ブラフマー創造神話にある構成要素 F1（その他の者たちの創造：ルドラの創造）に

は、F1①と F1③に共通する「泣いた（動詞√rud）ためにルドラ（rudra）と名付けられ

た」という誕生譚が含まれている。これは、アルダナーリーシュヴァラ創造神話の構成

要素 P1（ルドラの説明：ルドラという名の由来）と共通する。しかし、共通する内容

の誕生譚であるにも関わらず相違点が多くある。ブラフマー創造神話 F1①、F1③では、

1 人のルドラがブラフマー神に対し名前をくれるように要求し、その結果ルドラと言う

名を得ている。アルダナーリーシュヴァラ創造神話 P1 では、ルドラは多数いて、泣き

わめいて走り回ったためにルドラと呼ばれるようになったとしている。これらの構成要

素を同一と断言するには難しいため、類似する記述をさらに見つけ出し検討する必要が

ある。 

 以下に構成要素 F1①、F1③、P1 の記述を示す。 

 

ブラフマー創造神話（原文は第 1 章第 1 節第 7 項を参照のこと） 

 F1. ルドラの創造 

 ①怒りから生まれる。「泣く」ので「ルドラ」と名付けられる 

 【bhAgavata-p.3.12.7-10】思考によって制御しようとしているにもかかわらず、

 一瞬にしてプラジャーパティの両眉の中央から、彼の激怒が、赤味がかった青

 色の息子として生まれた。神々の年長者であるかのバヴァ神は泣いた。「創造

 者よ、世界の父よ。私に名と〔住む〕場所をくれ。」蓮から生まれた者は、彼

 のそのような言葉を受け入れ、吉祥な言葉で〔次のように〕言った。「泣くで

 ない。それを汝にやろう。神の最高者よ。興奮した子供のように泣いたので、



180 

 

 それ故、人々は汝をルドラという名で呼ぶであろう。 

 

 【varAha-p.2.14-16】このように言って私は消えた。世界の母よ。彼（ブラフマ

 ー）もまさにどのように〔すべきか〕を考えて、かの未顕現から生まれたブラ

 フマーが非常に怒り、それによって〔ブラフマー〕自身の怒りから生まれた 1

 人の男の子が生まれ出るであろう時まで、留まった。泣いている彼はかの未顕

 現の姿のブラフマーによって〔泣くことを〕止められ、「私に名前を下さい」

 と言った。それゆえ〔ブラフマーは〕その者にルドラという〔名を〕与えた。 

 

 ③「泣く」ので「ルドラ」と名付けられる 

 【kAlikA-p.25.44-46】それから、ブラフマーは非常に力強いヴァラーハに敬礼し、

 脇の下から神々の神アルダナーリーシュヴァラを創った。最初、彼は生まれた

 途端に大声で泣き始めた。「何故、泣いているのだ」とブラフマーは、泣いて

 いるその者に言った。そこで、「名前を下さい。」と彼（ブラフマー神）にかの

 マヘーシュヴァラは言った。「泣くが故に、汝はルドラという名前だ。高貴な

 者よ。泣くでない。」 

 

アルダナーリーシュヴァラ創造神話（原文は第 2 章第 1 節第 16 項を参照のこと） 

  P1. ルドラという名の由来 

 【vAyu-p. 9.78-81】彼ら全ての偉大な魂を持つ者たちは、かの偉大な者に言わ

 れた。「世界の繁栄に関して幸福を祈り、世界の一部始終のために、全世界の

 全ての秩序と恩恵のために、倦むことなく努めなさい。」このように言われ、

 彼らは泣いて四方八方に走り回った。泣いて走ったために〔彼らは〕ルドラと

 いう名で知られている。彼らによって、この動くものや動かないものの全てが

 三界に満ちた。世界における彼らの長たちが全世界の維持者となった。 

 

 

第 8 項 構成要素 F2 の分析 

 F2 は聖者たちの創造という構成要素である。これはブラフマー神が聖者たちを創造

するという内容である。以下に、神話中に述べられる創造された聖者たちの名とその記

述順を記した表を示す（表 21）。 
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表 21 構成要素 F2における聖者の名347 

   
 

マ
リ
ー
チ 

ア
ト
リ 

ア
ン
ギ
ラ
ス 

プ
ラ
ス
テ
ィ
ヤ 

プ
ラ
ハ 

ク
ラ
ト
ゥ 

プ
ラ
チ
ェ
ー
タ
ス 

ヴ
ァ
ス
ィ
シ
ュ
タ 

ブ
リ
グ 

ナ
ー
ラ
ダ 

ダ
ク
シ
ャ 

カ
ル
ダ
マ 

ダ
ル
マ 

ガ
ウ
タ
マ 

サ
ナ
ト
ク
マ
ー
ラ 

ル
チ 

ル
ド
ラ 

ブ
ラ
フ
マ
ー
創
造
神
話 

agni-p. 17.15 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥   ⑦                   

brahma-p. 

1.44-50 

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧   ⑨             ①   ② 

brahmANDa-p. 

1.2.9.16-29 

③ ⑧ ② ④ ⑤ ⑥   ⑨ ①   ⑦   ⑩     ⑪ 〇 

kAlikA-p. 

25.51-54 

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ①             

padma-p. 

1.40.69-72 

③ ④ ⑪ ⑤ ⑥ ⑦   ⑧ ⑩   ②   ① ⑨       

Civa-p. 

2.1.16.4-8 

① ⑧ ③ ⑤ ④ ⑦   ⑥ ② ⑩ ⑨ ⑪ ⑫         

Civa-p. 

5.29.16-19 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥   ⑦             ⑧   ⑨ 

マヌ法典 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩               

ア
ル
ダ
ナ
ー
リ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
創
造
神
話 

mArkaNDeya-p

. 47.5 

⑥ ⑧ ⑤ ② ③ ④   ⑨ ①   ⑦             

padma-p. 

1.3.167-168 

⑥ ⑧ ⑤ ② ③ ④   ⑨ ①   ⑦             

vAyu-p. 

9.69-70ab 

⑥ ⑧ ⑤ ② ③ ④   ⑨ ①   ⑦             

viSNu-p. 

1.7.5-6 

⑥ ⑧ ⑤ ② ③ ④   ⑨ ①   ⑦             

kUrma-p. 

1.10.88-89 

① ⑧ ③ ④ ⑤ ⑥   ⑨ ②   ⑦             

varAha-p. 

2.44 

① ② ③ ⑥ ④ ⑤ ⑦ ⑩ ⑧ ⑨               

                                                 
347 縦軸が文献名、横軸が聖者の名前であり、表中の番号は創造された順番である。表には

加えなかったが、ブラフマー創造神話：brahma-p. 43.33-34 には「マリーチなどの聖者たち」

という記述があり、アルダナーリーシュヴァラ創造神話：Civa-p. 2.1.15.49 には「ブラフマ

ー神の心から生まれたサナカなど 5人の息子」という記述がある。 
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 ブラフマー創造神話ではマリーチ、アトリ、アンギラス、プラスティヤ、プラハ、ク

ラトゥ、ヴァスィシュタの名は一致しているが、プラチェータスなど他の者は登場する

文献と登場しない文献がある。聖者の名の記述順もまったく一致していない。一方、ア

ルダナーリーシュヴァラ創造神話では、varAha-p. 2.44 以外の文献において名も記述順

も完全に一致しており、定型化されていると言える。以下にこの聖者たちがどのように

描写されているかについての表を示す（表 22）。 

 

表 22 構成要素 F2 における聖者たちの人数の描写 

ブ
ラ
フ
マ
ー
創
造
神
話 

agni-p. 17.15 ブラフマー神の心から生まれた 7 人 

brahma-p. 1.44-50 7 人のブラフマー＋サナトクマーラ、ルドラ 

brahmANDa-p. 

1.2.9.16-29 

9 人のブラフマー＋ダルマ、ルチ、ルドラ（12 人が神の性質を具えた系譜の

先祖） 

kAlikA-p. 25.51-54 ブラフマー神の心から生まれた 10 人＋ダクシャ 

padma-p. 1.40.69-72 ひじょうに驚異的なマハルシ（偉大な聖仙） 

Civa-p. 2.1.16.4-8 最高のサーダカ達 

Civa-p. 5.29.16-19 7 人のブラフマー＋サナトクマーラ、ルドラ 

マヌ法典 10 人の人類の主となる偉大なリシ 

ア
ル
ダ
ナ
ー
リ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ 

創
造
神
話 

mArkaNDeya-p. 47.5 9 人のブラフマー 

padma-p. 1.3.167-168 9 人のブラフマー 

vAyu-p. 9.69-70ab 9 人のブラフマー 

viSNu-p. 1.7.5-6 9 人のブラフマー 

kUrma-p. 1.10.88-89 9 人のブラフマー 

varAha-p. 2.44   

 

 ブラフマー創造神話における brahma-p. 1.44-50、brahmANDa-p. 1.2.9.16-29、Civa-p. 

5.29.16-19 では、「彼らは 7 人（もしくは 9 人）のブラフマーとしてプラーナ聖典に定

められている」という同一の描写が見られ、アルダナーリーシュヴァラ創造神話では

varAha-p. 2.44 以外の記述で「彼らは 9 人のブラフマーとしてプラーナ聖典に定められ

ている」という同一の描写がなされている。 

 表 21 と表 22 から見て、ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話

における構成要素 F2 は同一の記述と言える。さらに、アルダナーリーシュヴァラ創造

神話の記述内容の方が、定型化しているため、後代に成立したと考えることが出来る。 

 以下に構成要素 F2 の記述を示す。 
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ブラフマー創造神話（原文は第 1 章第 1 節第 7 項を参照のこと） 

 【agni-p. 17.15】ブラフマーの心から生まれた 7 人と言われるマリーチ、アト

 リ、アンギラス、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ヴァスィシュタを〔創っ

 た〕。 

 

 【brahma-p. 1.44-50】それらの姿をとった創造を欲して、マリーチ、アトリ、

 アンギラス、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ヴァスィシュタといった創造

 主たちを創った。彼（ブラフマー）は、その偉大な輝きを持つ心から生まれた

 7 人を創った。彼らは、7 人のブラフマーとして、プラーナ聖典において、定

 められている。そして、ナーラーヤナの性質を有する 7 人がブラフマーから生

 まれるやいなや、すぐにブラフマーは激怒から生まれた息子ルドラを創った。

 そして以前に、最年長であり、遍在するサナトクマーラを〔創った〕。7 人から

 これらの生類やルドラたちが生まれた。おお、再生族の者たちよ。スカンダと

 サナトクマーラは、輝きを集めて、とどまった。それらの 7 人は、神聖であり、

 偉大なヴァンシャに属し、神々の一団を従えており、儀式の執行者たちであり、

 子を持つ者たちであり、偉大な聖仙によって飾られる。稲光と稲妻を伴う雲と

 虹と鳥を彼（ブラフマー）は創った。また初めに彼はパルジャニヤを創った。

 ヤジュニャを成就するために、リグとヤジュスとサーマンを創った。 

 

 【brahma-p. 43.33-34】マリーチなどの聖者たち、ガンダルヴァや蛇やラークシ

 ャサ、（7 つの天界と〔7 つの〕地獄、〔すなわち〕14 の世界、及び海を伴った

 島、ガンガーなどの川を創った。）ヤクシャとヴィディヤーダラや他のもの、

 及びガンガーなどの川〔を創った〕。そして人と猿、ライオン、色々な種の鳥

 たち、胎生のもの、卵生のもの、湿生のもの、芽生のものを創った。女神よ。 

 

 【brahmANDa-p. 1.2.9.16-29】そして以前に私によってあなたに「プラクリヤー」

 で言われたように、トレーターユガの間に、マハートマンから生類たちが生ま

 れた。しかし知者から創造されたそれらの生類たちが繁栄しなかったので、自

 分に似せて〔ブラフマーは〕心から生まれた他の息子たちを創った。ブリグと

 アンギラス、マリーチ、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ダクシャ、アトリ、

 ヴァスィシュタ〔という〕心から生まれた息子たちを創った。彼らは、9 人の

 ブラフマーとしてプラーナ聖典において定められている。というのも、アート

 マンを源泉とする全ての者にとってのブラフマーだからである。さらにブラフ

 マーは、生類に喜びをもたらすダルマと創造者ルチを創った。〔彼ら 2 人は〕

 太古の者たちにとっても年長者である。〔ブラフマーは〕知から全ての生類に

 喜びをもたらすダルマを創った。生まれが未顕現の者の心からルチという名の
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 〔者は〕生まれた。そして、水から生まれた者の心からブリグは生まれた。さ

 らにブラフマーはプラーナからダクシャを、両目からマリーチを創った。名声

 の本質をしたニーラローヒターであるルドラを創った。そして、頭からアンギ

 ラスを、耳からアトリを、同様に〔創った〕。そしてウダーナからプラスティ

 ヤを、さらにヴィヤーナからプラハを同様に〔創った〕。ヴァスィシュタはサ

 マーナから生まれた。そしてアパーナからクラトゥを創った。このように生類

 のはじめ（先祖）には、この 12 人のブラフマーの息子たちが知られている。

 そしてダルマが彼ら神格の中で最も年長の者であると知られている。そしてブ

 リグを始めとする者たちである生類は、ブラフマルシとして知られている。彼

 らは儀礼をする太古の家長である。最初にダルマが彼らによって確立された。

 この 12 人の者たちは、カルパにおいて何度も何度も生類を創造した。彼ら（生

 類）にとっては、彼ら 12 人の者たちが、神的であり神の性質をそなえたヴァ

 ンシャである。〔彼らは〕儀礼を行い生産（生殖）を行なう者たちであり、偉

 大なリシたちによって讃えられている。この世界で、これらの創造されたダル

 マをはじめとする偉大なリシたちによって、生類たちが知者から創造されたが、

 繁栄しなかった時、彼（ブラフマー）はタマスの要素に覆われ、そして悲しみ

 に打ちひしがれた。 

 

 【kAlikA-p. 25.51-54】ブラフマー神は彼に言った。「創造をなせ。創造主よ。」

 かのヴィラージュも、苦行をし、スヴァーヤンブヴァであるマヌを創った。彼

 はまた、苦行によってブラフマーを満足させた。満足した彼（ブラフマー）は、

 彼（ブラフマー）の心によって、〔さらなる〕創造のためにダクシャを創った。

 さて、ダクシャが創られた時、創造主は、マヌに 10 回敬礼された。さらに〔ブ

 ラフマーは〕10 人の心から生まれた他の息子たち、マリーチ、アトリ、アンギ

 ラス、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、プラチェータス、ヴァスィシュタ、

 ブリグ、ナーラダを創った。 

 

 【padma-p. 1.40.69-72】ピターマハは、自分に似た息子たちを創った。〔彼らは〕

 皆、生類の主であり、彼らから世界が現れた。かのマハートマンは、最初に、

 苦行によって、あらゆる徳を集めたダルマという名の息子を創った。ダクシャ、

 マリーチ、アトリ、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ヴァスィシュタ、ガウ

 タマ、ブリグと聖者アンギラスを〔創った〕。それらのマハルシは、自らのな

 した行いによって非常に驚異的な者たちとして知られるべきである。マハルシ

 たちのその系譜は、13 の徳を支柱（基礎）としている。 

 

 【Civa-p. 2.1.16.4-8】マリーチを私の両目から、ブリグを心から、アンギラスを
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 頭から、聖者の最高者プラハをヴィヤーナから、プラスティヤをウダーナから、

 ヴァスィシュタをサマーナから、クラトゥをアパーナから、アトリを耳から、

 ダクシャをプラーナから、あなた（ナーラダ）を膝から、カルダマ仙を影から、

 私は創った。〔さらに〕私は、全てを成就させる手段であるダルマをサンカル

 パから創った。このように私はこれらの最高のサーダカたちを創り、マハーデ

 ーヴァの恩恵によって、満足した。聖者の最高者よ。そして、私の命令によっ

 て、サンカルパから生まれたダルマは、人間の姿を得て、サーダカたちと共に

 動き始めた。愛しき者よ。 

 

 【Civa-p. 5.29.16-19】そしてかの偉大な輝きを持つ者（ブラフマー）は、マリ

 ーチとアトリ、アンギラス、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ヴァスィシュ

 タという 7 人の心から生まれた者たちを創った。彼らはプラーナ聖典において

 7 人のブラフマーと定められている。そしてさらにブラフマーは怒りから生じ

 たルドラたちを創った。それから、皆の年長者である聖仙サナトクマーラを〔創

 った〕。そしてこの（前述の）7 人を創った。その後、色々な場所にルドラたち

 が〔生まれた〕。こうしてサナトクマーラは輝きを凝集して留まった。彼らの 7

 つの神的な偉大なヴァンシャはデーヴァルシに崇められた。 

 

 【『マヌ法典』1.34-35[渡瀬 1990 p. 26]】私は生類を創造しようと欲して、至難

 の苦行を行ない、まず初めに、十人の人類の主となる偉大なリシを創造した。

 〔すなわち〕マリーチ、アトリ、アンギラス、プラスティヤ、プラハ、クラト

 ゥ、プラチェータス、ヴァシシュタ、ブリグそしてナーラダである。 

 

アルダナーリーシュヴァラ創造神話（原文は第 2 章第 1 節第 6 項を参照のこと） 

 【kUrma-p. 1.10.88-89】かのナーラーヤナと呼ばれるプラジャーパティである

 神は、以前のように、マリーチ、ブリグ、アンギラス、プラスティヤ、プラハ、

 クラトゥ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィシュタをヨーガの知識によって創造し

 た。彼らは、9 人のブラフマーとして、プラーナ聖典において定められている。

 彼らは皆、ブラフマーと同じく有能であり、ヴェーダについて語れる者である。 

 

 【mArkaNDeya-p. 47.5-8】すなわち、心から生まれた、ブリグ、プラスティヤ、

 プラハ、クラトゥ、アンギラス、マリーチ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィシュ

 タを〔創った〕。彼らは 9 人のブラフマーとして、プラーナ聖典において定め

 られている。そして、ブラフマーはさらに、自身の怒りから生まれたルドラと、

 サンカルパ、前述の者たちより先に生まれたダルマを創った。そして、自己創

 造者によって、以前にサナンダナなどが創られた。彼ら〔サナンダナなど〕は、
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 世界に関わることなく、無関心で〔自身の事に〕専心していた。彼らは皆、未

 来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。 

 

 【padma-p. 1.3.167-169】それから彼は、自分に似た、心から生まれた他の息子

 たちを創った。ブリグ、私（プラスティヤ）、プラハ、クラトゥ、アンギラス、

 マリーチ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィシュタこそが〔その〕心から生まれた

 息子たちである。彼らは 9 人のブラフマーとしてプラーナ聖典に定められてい

 る。サナンダナなど、創造者によって以前に創られた彼らは、その世界のにお

 ける生類〔の創造〕に無関心で、創造しなかった。 

 

 【Civa-p. 2.1.15.49】まさに、私の心から生まれたサナカなどの 5 人の息子たち

 は、ブラフマンと同等であり、良く戒を守る者たちであり、偉大なる無執着の

 者たちであった。 

 

 【varAha-p. 2.43-46】初めにルドラを始めとする偉大な苦行者たちがブラフマー

 によって創造された。それから、サナカなどが、そしてマリーチなどが創られ

 た。〔それは〕マリーチ、アトリ、アンギラス、プラハ、クラトゥ、プラステ

 ィヤ、偉大な輝きを持つプラチェータス、ブリグ、ナーラダと、10 番目が偉大

 な苦行者ヴァシシュタである。彼（ブラフマー）によって、サナカたちは自制

 という名の性質を付与され、聖仙ナーラダ 1 人を除くマリーチなどは活動とい

 う名〔の性質を付与された〕。それが最初のプラジャーパティで、〔ブラフマー

 の〕右の親指から生まれた者である。そこで、彼（プラジャーパティ）の系譜

 の最初に、この動くものや動かないものから成る世界が〔生じた〕。 

 

 【vAyu-p. 9.68-75】それから彼は、自分に似た、心から生まれた他の息子たち

 を創った。すなわち、心から生まれた、ブリグ、プラスティヤ、プラハ、クラ

 トゥ、アンギラス、マリーチ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィシュタを〔創った〕。

 彼らは 9 人のブラフマーとしてプラーナ聖典に定められている。彼らは皆、ブ

 ラフマー自身であり、ヴェーダに関して語れる者である。そして、祖先の中の

 祖先ブラフマーはさらに、自身の怒りから生まれたルドラと、サンカルパとダ

 ルマを創った。初めに、ブラフマーは自身に似た心から生まれた息子たち、サ

 ナンダナとササナカと博識なサナータナと遍在するサナトクマーラを創った。

 彼らは、世界〔の創造〕に無関心であり、永遠であるので〔創造を〕もたらさ

 ない。彼らは皆、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。このよ

 うに、彼らが、世界の〔生産〕活動に無関心であったので、金色の胎児である

 神パラメーシュティンは熟考した。彼の怒りから人が生まれた。〔その者は〕
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 太陽に等しい輝きをしており、半身が女性である男性の姿であり、炎によって

 非常に輝くようであった。 

 

 【viSNu-p. 1.7.4-8】この賢者（ブラフマー）の〔創造した〕それら全ての生類

 が増えなかったので、〔ブラフマーは〕自分に似た心から生まれた他の息子た

 ちを創った。すなわち、心から生まれた、ブリグ、プラスティヤ、プラハ、ク

 ラトゥ、アンギラス、マリーチ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィシュタを〔創っ

 た〕。彼らは 9 人のブラフマーとしてプラーナ聖典において定められている。

 まさに同様に、キヤーティ、ブーティ、サンブーティ、クシャマー、プリーテ

 ィ、サンナティ、ウールッジャー、アナスーヤー、プラスーティを創り、「偉

 大な魂を持つ彼らの妻になれ」と言って、彼女らの創造者（ブラフマー）は〔9

 人の聖仙に彼女たちを〕与えた。 

 

 

第 9 項 構成要素 G1 の分析 

 構成要素 G1（サーンキヤ・ヨーガ哲学に関する記述：トリグナに関する記述）は、

ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話に共通する構成要素ではあ

るが、内容的にはかなり異なっている。 

 ブラフマー創造神話においては、トリグナは「タマスのみがあった」や「ラジャスと

サットヴァがタマス追い出す」など順番に登場する。この内容は、『マイトリ・ウパニ

シャッド（maitry-upaniSad348）』5.2 と類似している。『マイトリ・ウパニシャッド』5.2

には、最初に世界にはタマスのみしか存在しておらず、その後、タマスが変化してラジ

ャスになり、さらにラジャスが変化してサットヴァになることで世界創造をするという

記述がある。ブラフマー創造神話では、最初にブラフマー神がタマスのみに覆われ、そ

の後、ラジャスのみ、もしくはラジャスとサットヴァが登場し、タマスにとって代わる

形となっている。『マイトリ・ウパニシャッド』ではブラフマー神が創造者ではないの

でブラフマー創造神話の内容と完全一致はしていないものの、トリグナが順番に登場す

るという内容は一致している。そのため、ブラフマー創造神話の記述は『マイトリ・ウ

パニシャッド』5.2 から影響を受けたと考えられる。 

 アルダナーリーシュヴァラ創造神話においては、2 種類の内容が見られる。1 つは、

アルダナーリーシュヴァラ創造神話 skanda-p. 7.2.15-16 に見られる「ラジャス性の人、

サットヴァ性の人、タマス性の人」という記述である。これも『マイトリ・ウパニシャ

                                                 
348 『マイトリ・ウパニシャッド』は、サンスクリット語で書かれた哲学書であるウパニシ

ャッド聖典の 1つであり、紀元前 4世紀後半から紀元前 3世紀の間に成立したとされる[辻 

1990 pp. 30-35]。 
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ッド』5.2 に見られる記述に類似している。『マイトリ・ウパニシャッド』5.2 では、創

造者のタマス性を持つ部分がルドラであり、ラジャス性を持つ部分がブラフマーであり、

サットヴァ性を持つ部分がヴィシュヌであり、一存在が 3 種になっていると述べられる。

一方、skanda-p. 7.2.15-16 では、ブラフマー神がトリグナからラジャス形、サットヴァ

形、タマス形の人間たちを創るべきであり、タマス性の者はルドラ的となり、ラジャス

性の者はラジャス的となり、サットヴァ性の者はサットヴァ的となるだろうという内容

である。ブラフマー神とヴィシュヌ神が登場するか否かの違いが見られるが、トリグナ

により分類をするなど内容的に類似しており、skanda-p. 7.2.15-16 が『マイトリ・ウパ

ニシャッド』5.2 から影響を受けたと言える。 

 アルダナーリーシュヴァラ創造神話に見られる 2 種類目の記述は、「全ての存在がト

リグナから成る」という内容である。サットヴァ、ラジャス、タマスをトリグナとして

まとめているのはサーンキヤ哲学の体系化が進んだ『サーンキヤ・カーリカー

（sAMkhya-kAlikA）』（紀元後 4 世紀頃成立）以降のことと考えられる。そのため、この

記述は、比較的新しいものと言える。 

 以上、見てきたように『マイトリ・ウパニシャッド』のみを取り入れているブラフマ

ー創造神話は、より新しいサーンキヤ哲学の考えも取り入れているアルダナーリーシュ

ヴァラ創造神話より、古い時代に書かれた可能性がある。 

 以下に『マイトリ・ウパニシャッド』5.2、および構成要素 G1 の記述を示す。 

 

『マイトリ・ウパニシャッド』5.2349 

 最初に、この（世界）はタマスのみであった。それが最高存在の中にあるかも

 知れない。最高存在は押しやられた時に平衡を失った。その姿はまさにラジャ

 スである。そのラジャスが押しやられた時に平衡を失った。まさにそれがサッ

 トヴァの姿である。そのサットヴァが押しやられた時に精髄が流れ出た。……

 彼（創造主）の姿については既に述べられた。さて、ブラフマチャーリンたち

 よ、まさにタマス性を持った彼の部分は、このルドラである。ブラフマチャー

 リンたちよ、まさにラジャス性を持った彼の部分は、このブラフマーである。

 ブラフマチャーリンたちよ、まさにサットヴァ性を持った彼の部分は、このヴ

 ィシュヌである。まさにその 1 人の者は 3 種、8 種、11 種、12 種、そして無数

 に生まれた。…… 

 

ブラフマー創造神話（原文は第 1 章第 1 節第 8 項を参照のこと） 

  G1. トリグナに関する記述 

 【brahmANDa-p. 1.2.9.10-13】そして〔ブラフマーは〕自身の中にラジャスとサ

                                                 

349 [radhakrishnan 1953 pp. 814-815]（[湯田 2000 pp. 571-572]を参照し翻訳の修正をした。） 
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 ットヴァを排除して、自分自身の行為によってうごめくタマスの要素を見た。

 さらにその悲しみによってかの世界の主（ブラフマー）は悲嘆にくれた。そし

 てタマスを追い出し、その後ラジャスによって覆った。追い出されたかのタマ

 スは双子を生んだ。非法な行いゆえに彼（タマス）にヒンサーとショーカ）が

 生まれた。そこで、かの覆う性質を持った双子が生まれた時、かの神（ブラフ

 マー）は喜んだ。そしてそれに依拠した。 

 

 【brahmANDa-p. 1.2.9.28-32】〔彼らは〕儀礼を行い生産（生殖）を行なう者たち

 であり、偉大なリシたちによって讃えられている。この世界で、これらの創造

 されたダルマをはじめとする偉大なリシたちによって、生類たちが知者（ブラ

 フマー）から創造されたが、繁栄しなかった時、彼（ブラフマー）はタマスの

 要素に覆われ、そして悲しみに打ちひしがれた。かのブラフマーが覆われたよ

 うに、再び、かのタマスの要素が、〔覆うためにあった〕。息子たちにとっても、

 他の現れ出たタマスの要素に〔覆われるように〕なった。アダルマは流れに逆

 らう性質であり、そしてヒンサーはまさに不吉な性質である。そして彼（ブラ

 フマー）が打ちひしがれて〔タマスに〕覆われるようになった時、かのブラフ

 マーは自分の輝く体を捨てた。自分の体を二分した後、半身によって男性にな

 った。 

 

 【kUrma-p. 1.8.2-5】そして、タマスの要素に覆われたブラフマー神は落ち込ん

 で悲嘆に暮れた。それから彼（ブラフマー）は目的を解決するための知性を使

 った。そして、自分の中に〔あらゆるものを〕制御する〔性質を持つ〕タマス

 を見た。ラジャスとサットヴァは自己のダルマとして存在していた。しかし、

 その後、タマスはラジャスとサットヴァの結合したものに追い払われた。そし

 て追い払われたタマスは一対のものになった。バラモンたちよ。〔その一対は〕

 アダルマーチャラナと不吉な性格のヒンサーである。そこで、かのブラフマー

 神は自分のその輝く体を捨てた。 

 

 【liGga-p. 1.70.261-266】彼に創造されたこれらの素晴らしい生類が繁栄しなか

 ったので、タマスの要素に覆われたブラフマー神は、悲しみによって落ち込ん

 だ。それから彼は目的を解決するための知性を働かせた。そして自分の中に、

 〔あらゆるものを〕制御する〔性質を持ち〕、自己のダルマからラジャスとサ

 ットヴァを離れ、存在しているタマスを見た。そして、かの世界の主（ブラフ

 マー）は、その苦しみに苦しんだ。彼（ブラフマー）はタマスを追い払い、そ

 の後ラジャスとサットヴァはそれ（タマス）を覆った。そして、追い払われた

 タマスは一対のものになった。タマスからアダルマが生じ、ショーカからヒン
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 サーが生じた。そして、かの恐ろしい性質の双子（アダルマとヒンサー）が生

 まれた時、神は死んだ。そして、喜びが彼に依拠した。そこでかのブラフマー

 神は、自分のその輝く体を捨てた。 

 

 【vAyu-p. 10.2-5】その時から、タマスの要素に包まれたブラフマーは落胆した。

 そして彼は目的を解決するために知性を働かせた。さて〔ブラフマーは〕自身

 の中でラジャス性を抑えて、規則正しく機能するものの抑制するタマス〔の要

 素〕のみを創った。世界の主（ブラフマー）は、その苦しみによって、傷つい

 て悲嘆にくれた。そしてタマスは取り除かれ、それ故にラジャスはタマスを覆

 った。彼（ブラフマー）は、その追い払われたタマスを双子として生んだ。双

 子はアダルマである足から生まれた。ショーカからヒンサーが生じた。 

 

アルダナーリーシュヴァラ創造神話（原文は第 2 章第 1 節第 7 項を参照のこと） 

  G1. トリグナに関する記述 

 【mArkaNDeya-p. 47.3】神々を始めとして動かないものまでが、トリグナから成

 るものの対象であると知られる。このように、〔ブラフマー神によって〕動く

 ものや動かないものという存在が創られた。 

 

 【viSNu-p. 1.7.2】彼らは皆、以前に私が言ったように生じた。神々を始めとし

 て動かないものまでがトリグナから成るものの対象である。 

 

 【skanda-p. 7.2.15-16】ラジャスの形や、サットヴァの形、タマスの形の人間た

 ちは皆、あなた（ブラフマー）によって、グナの 3 要素から〔創造〕されるべ

 きである。彼らがタマス的なものによって創られる時、自身でルドラ的なもの

 となれ。彼らがラジャス的なもの〔によって創られる〕時、汝はラジャス的な

 ものとなれ。彼らがサットヴァ的なもの〔によって創られる〕時、汝はサット

 ヴァ的なものとなれ。 

 

 

第 10 項 構成要素 F3 の分析と G3 の分析 

 構成要素 F3（その他の者たちの創造：その他の者たちの創造350）は、ブラフマー創

造神話においてもアルダナリーシュヴァラ創造神話においても様々な者たちを創造し

ている場面を描いている。創造の場面であるという一致はあるものの、全ての記述が異

                                                 
350 構成要素 Fも構成要素 F3も「その他の者たちの創造」と名付けたため、このような表

記になった。 
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なる内容を述べているため、同様の記述内容とは言えないだろう。 

 構成要素 G3（サーンキヤ・ヨーガ哲学的記述：ヨーガに関する記述）においては、

ブラフマー創造神話はシャタルーパーがヨーギニーであるという内容であり、アルダナ

ーリーシュヴァラ創造神話はシヴァ神がヨーガによって男女に分裂したという内容で

ある。ブラフマー創造神話の構成要素 G3 である kUrma-p. 1.8.7-8 と Civa-p. 2.1.16.12 の

記述は同様の内容であると言えるが、それらとアルダナーリーシュヴァラ創造神話の構

成要素 G3 である liGga-p. 1.41.11 の記述が同一であるとは言えない。 

 以下に、F3、および G3 の記述を示す。 

 

ブラフマー創造神話（原文は第 1 章第 1 節第 7 項を参照のこと） 

 F3. その他の者たちの創造 

 【brahma-p. 1.47-51】そして以前に、最年長であり、遍在するサナトクマーラ

 を〔創った〕。7 人からこれらの生類やルドラたちが生まれた。おお、再生族の

 者たちよ。スカンダとサナトクマーラは、輝きを集めて、とどまった。それら

 の 7 人は、神聖であり、偉大なヴァンシャに属し、神々の一団を従えており、

 儀式の執行者たちであり、子を持つ者たちであり、偉大な聖仙によって飾られ

 る。稲光と稲妻を伴う雲と虹と鳥を彼（ブラフマー）は創った。また初めに彼

 はパルジャニヤを創った。ヤジュニャを成就するために、リグとヤジュスとサ

 ーマンを創った。同様に、サーディヤなどの神々を〔創った〕と、私たちは聞

 いた。高き者や低き者たちは、彼（ブラフマー）の手足から生まれた。 

 

 【brahma-p. 43.31-36】マートラーヨーニ（子宮から生じたもの）は、粗大なも

 のや微細なものであり、全てで 4 種類ある。〔それらは〕動くものや動かない

 ものである。そして、創造主ブラフマーは、全て動くものと動かないものを作

 った。心によって、〔自分〕自身で考えて、色々な種類の生類を創った。マリ

 ーチなどや聖者たち、ガンダルヴァや蛇やラークシャサ、（7 つの天界と〔7 つ

 の〕地獄、〔すなわち〕14 の世界、及び海を伴った島、ガンガーなどの川を創

 った。）ヤクシャとヴィディヤーダラや他のもの、及びガンガーなどの川〔を

 創った〕。そして人と猿、ライオン、色々な種の鳥たち、胎生のもの、卵生の

 もの、湿生のもの、芽生のものを創った。女神よ。そしてバラモンとクシャト

 リア、ヴァイシュヤ、シュードラという 4 種の〔カースト〕と別にアンティヤ

 ジャータ、ムレーッチャといった色々な種類を創った。そしてブラフマーは、

 草や低木やアリといった何らか命と呼ばれるものを生み、動くものや動かない

 ものから成る全世界を創った。 
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 【Civa-p. 2.1.16.9】そして、私は自分の肢体の様々な部分から、神からアスラ

 までの無数の息子たちを、彼らにそれぞれの体を与えて創った。聖仙よ。 

 

 【Civa-p. 5.29.23】創造主アーパヴァが生類創造を行なった時、高き者や低き者

 たちは彼の手足から生まれた。 

 

 【『マヌ法典』1.36-51[渡瀬 1990 pp. 27-28]】ブラフマン（ブラフマー）が世界

 創造と生類創造をする。 

 

アルダナーリーシュヴァラ創造神話（原文は第 2 章第 1 節第 6 項を参照のこと） 

 F3. その他の者たちの創造 

 【liGga-p. 1.41.40-41】怒りに満ちた〔ブラフマーの〕両目から、涙の滴りが落

 ちた。その涙の滴りから、ブータやプレータが生じた。ブータやプレータ、ニ

 シャーチャラなど全ての最初に生まれた者たちを見て、アジャ神であるブラフ

 マー神は、自身を責めた。 

 

 【varAha-p. 2.47】神やダーナヴァ、ガンダルヴァ、蛇、鳥、という高徳なもの

 全てがダクシャの娘たちから生まれた。 

 

ブラフマー創造神話（原文は第 1 章第 1 節第 8 項を参照のこと） 

 G3. ヨーガに関する記述 

 【kUrma-p. 1.8.7-8】そして、彼は〔女性半身によって〕シャタルーパーという

 名の吉祥なるヨーギニーの女性を創った。彼女は偉大さによって、天と地に満

 ちてとどまった。ヨーガの超能力を授けられた者（シャタルーパー）は、〔高

 い〕知識と判断力を持っていた。未顕現から生まれた男性（ブラフマー）から

 生まれた息子がヴィラージュである。 

 

 【Civa-p. 2.1.16.12】そこで、男性は最高の〔創造の〕手段であるスヴァーヤン

 ブヴァになった。かの女性はシャタルーパーと呼ばれるヨーギニーであり、苦

 行者である。 

 

アルダナーリーシュヴァラ創造神話（原文は第 2 章第 1 節第 7 項を参照のこと） 

 G3. ヨーガに関する記述 

 【liGga-p. 1.41.11】それから、世界の繁栄のために、シヴァはヨーガの手段に

 よって〔分裂し〕、自身の半分の部分であり、安寧をもたらすパラメーシュヴ

 ァリーを享受した。 
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第 2 節 神話全体の流れの比較 

 

 本節では、第 1 章第 2 節で述べたブラフマー創造神話の全体的な流れのパターンと第

2章第 2節で取り上げたアルダナーリーシュヴァラ創造神話の全体的な流れのパターン

を比較し、これらの神話が同一の神話であるかどうか、そして神話のパターンが作られ

た順序について考察する。 

 まず、本章第 1 節においてブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話

に共通する構成要素の比較をおこない、双方の神話が同一の構成要素を多く含む神話で

あることが分かった。本節では、まず、神話の流れに共通性があるかどうかを検討し、

その後、神話の変遷について言及したい。 

 

 

第 1 項 神話の流れから見る共通性 

 神話の流れが共通しているかどうかを知るために、双方の神話の基本形を比較する。

以下に、第 1 章第 2 節と第 2 章第 2 節で導き出した双方の神話の基本パターンを示し

たい。 

 

 【ブラフマー基本形】 

 A. 発端：ブラフマー神による創造行為 

 B. 分裂：ブラフマー神が半身により女性に、半身により男性へと分裂する 

 C. シャタルーパーによる苦行（欠落している神話もあり） 

 D. マヌとシャタルーパーに関する記述：マヌとシャタルーパーが夫婦関係に 

   なる（欠落している神話もあり） 

 E. マヌとシャタルーパーの子供たち 

 

 【アルダナーリーシュヴァラ基本形】 

 A. 発端：ブラフマー神による創造行為 

 I. アルダナーリーシュヴァラの出現 

 J. アルダナーリーシュヴァラが男女に分裂する過程 

 K. 男性部分（欠落している神話あり） 

 L. 女性部分（欠落している神話あり） 
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 双方の神話の基本形を比較すると、【ブラフマー基本形】では、ブラフマー神の創造

の場面において、ブラフマー神が男性半身と女性半身に分裂し、1 人の男性マヌと 1 人

の女性シャタルーパーになり、彼らが夫婦となって子供たちを生み出すという内容であ

る。 

一方、【アルダナーリーシュヴァラ基本形】では、ブラフマー神やシヴァ神の創造の場

面において、アルダナーリーシュヴァラが現れ、男性半身と女性半身に分裂し、それぞ

れが 1 人の人になって、男性部分のその後についての記述があり、女性部分のその後に

ついての記述があるというものである。 

 これらを比較すると、構成要素 B と構成要素 J には 1 人の神が男性半身と女性半身

に分裂するという一致が見られる。さらに構成要素 D、および構成要素 K、L では、分

裂した男性半身と女性半身がそれぞれ 1 人の男性と 1 人の女性になっている。 

 このように、神話全体の流れの基本形の比較から見ても、ブラフマー創造神話とアル

ダナーリーシュヴァラ創造神話は共通する内容が多く、同一の神話のヴァリエーション

である可能性は非常に高いと言える。 

 

 

第 2 項 神話の変遷 

 ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話が同一の神話であるとし

て、では、その神話の変遷、すなわちどのように神話が変化していったのかについて考

えてみたい。 

 アルダナーリーシュヴァラ創造神話には、前述の基本形以外に 3 つのパターンがある。

以下にそれらを示す。 

 

 【アルダナーリーシュヴァラ変化形 1】 

 A. 発端：ブラフマー神による創造行為 

 I. アルダナーリーシュヴァラの出現 

 J. アルダナーリーシュヴァラが男女に分裂する過程 

 K. 男性部分 

 L. 女性部分 

 M1. 以前にブラフマー神が生み出したマヌをブラフマー神が守護の仕事に任 

    命する 

 C. シャタルーパーによる苦行 

 D1. マヌとシャタルーパーに関する記述：マヌとシャタルーパーが夫婦関係に 

   なる：マヌがシャタルーパーを妻にする 

 E1. マヌとシャタルーパーの子供たち：息子：プリャヴラタとウッターナパー 
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   ダ、娘：アークーティとプラスーティ 

 

 【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-1】 

 A. 発端：ブラフマー神による創造行為 

 I. アルダナーリーシュヴァラの出現 

 J. アルダナーリーシュヴァラが男女に分裂する過程 

 K. 男性部分（欠落している神話もあり） 

 L1. 女性部分：女性部分は女神である 

 

 【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-2】 

 A. 発端：ブラフマー神による創造行為 

 I. アルダナーリーシュヴァラの出現 

 J. アルダナーリーシュヴァラが男女に分裂する過程 

 K. 男性部分（欠落している神話もあり） 

 L2. 女性部分：女性部分から創造が起こる 

 N. ダクシャの娘 

 

 最初に注目する点は C→D→Eという一連の構成要素である。これらの構成要素は【ブ

ラフマー基本形】と【アルダナーリーシュヴァラ変化形 1】に共通して見られる。しか

し、第 2 章でも述べたように、【アルダナーリーシュヴァラ変化形 1】では、

A→I→J→K→L という【アルダナーリーシュヴァラ基本形】の後に、それまで全く言

及されていなかったマヌが構成要素 M1 の中で突然登場し、その後シャタルーパーも突

然登場し、C→D→E と物語が進んでいく。そのため、A→I→J→K→L→C→D→E とい

うつながりのある一連の神話ではなく、A→I→J→K→L と C→D→E という 2 つの異

なった神話がただ連続して述べられているかのように見える。一方で、【ブラフマー基

本形】における A→B→C→D→E という流れの中に矛盾や断絶はなく、1 つの自然な流

れを持つ神話となっている。さらに、先行研究や本章第 1 節からもブラフマー創造神話

がアルダナーリーシュヴァラ創造神話に先行する可能性が高いことが示されている。そ

れゆえ【アルダナーリーシュヴァラ変化形 1】の構成要素 C→D→E は、【ブラフマー

基本形】から引き継いだ可能性があり、【ブラフマー基本形】が【アルダナーリーシュ

ヴァラ変化形 1】より先に作られたと推測することができる。 

 さらにここから【アルダナーリーシュヴァラ基本形】と想定した形が【アルダナーリ

ーシュヴァラ変化形 1】より先に成立した可能性も示せる。なぜならば、【アルダナー

リーシュヴァラ基本形】が述べられた後に、構成要素 C→D→E という 2 つ目の神話が

述べられているからである。本節第 1 項で分析したように、構成要素 D と構成要素 K、

L は、分裂した男性半身と女性半身がそれぞれ 1 人の男性と 1 人の女性になっていると
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いう点で一致している。【アルダナーリーシュヴァラ基本形】における構成要素 K、L

は構成要素 D にとって代わることが可能であり、神話の構成上、A→I→J→C→D→E

という流れを作ることも可能である。この場合、アルダナーリーシュヴァラがマヌとシ

ャタルーパーに分裂することにはなるが、突然マヌが登場するという物語の断絶を避け

ることができる。しかし、本論文で用いた【アルダナーリーシュヴァラ変化形 1】に該

当する神話は全て、【アルダナーリーシュヴァラ基本形】の後に構成要素 C→D→E を

述べている。このことは、【アルダナーリーシュヴァラ基本形】が確立した後に【アル

ダナーリーシュヴァラ変化形 1】が作られた可能性が高いことを示していると考えられ

るだろう。 

 次に【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-1】と【アルダナーリーシュヴァラ変化形

2-2】について考えてみたい。この 2 つのパターンには序論第 3 節において定義した「シ

ヴァ神とシヴァ神の配偶者である女神から成る」アルダナーリーシュヴァラが述べられ

ている。すなわち、分裂した女性半身が女神であるという内容が述べられているという

ことである。この 2 つのパターン以外には、女性半身が女神であると明言する構成要素

を含むものはないため、この【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-1】と【アルダナー

リーシュヴァラ変化形 2-2】がもっとも新しく作られたパターンであると考えられる。

そして【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-1】と【アルダナーリーシュヴァラ変化形

2-2】は、以上の理由から、アルダナーリーシュヴァラという神格の成立を示すパター

ンでもあると言えるだろう。 

最後に【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-1】と【アルダナーリーシュヴァラ変化形

2-2】のどちらが先に作られたのかについて考察する。2 つのパターンを比べてみると、

【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-1】が先行すると考えるのが自然であろう。とい

うのも、構成要素 N では「ダクシャの娘」と人物が特定されているが、構成要素 L1 で

はダクシャ以外の名前も登場するため、ダクシャの娘はそのヴァラエティーの 1 人351に

すぎないのではないかと推測できる。実際に、アルダナーリーシュヴァラの女性半身は、

サティー女神だけでなく、パールヴァティー女神やウマー女神、ガウリー女神、カーリ

ー女神などヴァラエティーがあり、厳密に特定されていない。本論文では便宜上、構成

要素 L1 と N に分別したが、実際には構成要素 N は L1 の派生形であると考えても良い

かも知れない。  

                                                 
351 しかしアルダナーリーシュヴァラ創造神話において構成要素 Nを含む神話は確かに多

い。その理由としては、第 2 章第 1 節第 14 項でも述べたように、「ダクシャが儀礼を行う

際にシヴァ神を除外したため、怒ったシヴァ神の妻サティーがその祭火の中に自らの身

を投じて死んだ」という神話への導入部分とされているためである可能性が高い。実際、

このダクシャの儀礼の神話の中でもシヴァ神とサティー女神がアルダナーリーシュヴ

ァラの形を取るという内容が記されており、ダクシャの儀礼の神話とアルダナーリーシ

ュヴァラには何らかの関係が見て取れる。 
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 このように、「男女に分裂する創造者」の神話は、①【ブラフマー基本形】、②【ア

ルダナーリーシュヴァラ基本形】、③【アルダナーリーシュヴァラ変化形 1】、④【ア

ルダナーリーシュヴァラ変化形 2-1】、⑤【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-2】と

いう順序で成立した可能性が高いと言える。 

 

 

 

第 3 節 小結 

 本章では、ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話の構成を比較し

た。 

 第 1 節では、ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話に共通する構

成要素を比較し、それらに共通性があるかどうかを検討した。構成要素 A（発端：ブラ

フマー神による創造行為）に関しては、ブラフマー創造神話もアルダナーリーシュヴァ

ラ創造神話も、ブラフマー神による創造の過程であるという共通点があった。構成要素

C（シャタルーパーによる苦行）では、ブラフマー創造神話もアルダナーリーシュヴァ

ラ創造神話も、シャタルーパーが苦行しマヌを夫としているという一致があるが、アル

ダナーリーシュヴァラ創造神話の記述の方がより定型化されていた。構成要素 D1（マ

ヌとシャタルーパーに関する記述：マヌとシャタルーパーが夫婦関係になる）でも、ア

ルダナーリーシュヴァラ創造神話の方がより定型化されていると分かった。構成要素

E1（マヌとシャタルーパーの子供たち：息子や娘を生み出した）でも、アルダナーリ

ーシュヴァラ創造神話の方が定型化が進んでいると分かった。ブラフマー創造神話の構

成要素 F1①と F1②に共通する「ルドラがブラフマー神の怒りから生まれる」とアルダ

ナーリーシュヴァラ創造神話の構成要素 I1（アルダナーリーシュヴァラの出現：ブラ

フマー神からアルダナーリーシュヴァラが現れる）における①（ブラフマー神の怒りに

より、ルドラが額から生まれる）、②（ブラフマー神が怒り、生命（呼吸）を捨てたそ

の口から、ルドラが生まれる）、⑦（ブラフマー神の怒りから、アルダナーリーシュヴ

ァラが生まれる）も共通点があり、同一の記述のヴァリエーションと考えられる。 さ

らに構成要素 F1①、F1②、I1①、I1②、I1⑦の比較から、ブラフマー創造神話がアル

ダナーリーシュヴァラ創造神話に先行する可能性が高いと分かった。続いて、ブラフマ

ー創造神話の構成要素F1①とF1③に共通する「泣いた（動詞√rud）ためにルドラ（rudra）

と名付けられた」という誕生譚とアルダナーリーシュヴァラ創造神話の構成要素 P1（ル

ドラの説明：ルドラという名の由来）は類似してるが、同一であると断言することはで

きないため、更なる究明が必要である。構成要素 F2（聖者たちの創造）では、ブラフ

マー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話には共通の記述内容が見られ、アル

ダナーリーシュヴァラ創造神話がより後代に成立した可能性があることが分かった。構
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成要素 G1（サーンキヤ・ヨーガ哲学に関する記述：トリグナに関する記述）は、ブラ

フマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話に共通するが、内容的にはかなり

異なっており、『マイトリ・ウパニシャッド』のみを取り入れているブラフマー創造神

話より、新しいサーンキヤ哲学の考えも取り入れているアルダナーリーシュヴァラ創造

神話の方がより後代に書かれた可能性が示された。構成要素 F3（その他の者たちの創

造：その他の者たちの創造）は、ブラフマー創造神話においてもアルダナリーシュヴァ

ラ創造神話においても様々な者たちを創造している場面を描いているが、描かれている

者たちの相違が多く、同様の記述内容ということができないと判断した。構成要素 G3

（サーンキヤ・ヨーガ哲学的記述：ヨーガに関する記述）においても、同一であるとは

言えないと判断した。以上のように、様々な構成要素を分析したところ、ブラフマー創

造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話には共通する内容の構成要素が多数見ら

れることが分かった。 

 第 2 節では、まず、ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話の全体

的な流れのパターンを比較したところ、ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァ

ラ創造神話は共通する内容が多く、同一の神話のヴァリエーションである可能性は非常

に高いと分かった。続いて、第 1 章と第 2 章で導き出した神話の流れのパターンを比較

し、それらが作られた順序、すなわち「男女に分裂し創造を行なう創造者」の神話の変

遷を考察した。その結果、「男女に分裂する創造者」の神話は、①【ブラフマー基本形】、

②【アルダナーリーシュヴァラ基本形】、③【アルダナーリーシュヴァラ変化形 1】、

④【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-1】、⑤【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-2】

という順序で成立したのではないかということが分かった。 
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結論 
 

 本論文では序論第 1 節において、アルダナーリーシュヴァラの役割や図像、異名など

の説明をした後、アルダナーリーシュヴァラに関する先行研究と本論文で取り扱う男女

に分裂し創造を行なうアルダナーリーシュヴァラの神話について概説した。第 2 節では、

プラーナ聖典について成立年代に関する問題と使用言語、プラーナパンチャラクシャナ

の問題、18 マハープラーナ、宗派性について説明した。それから、本論文で引用した

15 のプラーナ聖典の概略を述べた。第 3 節では、本論文の趣旨を示すため、アルダナ

ーリーシュヴァラが登場する以前の時代に描かれていた男女に分裂する創造者たちに

関して、先行研究やプラーナ聖典より古いとされている文献を用いて説明した。そして、

本論文で取り扱ったアルダナーリーシュヴァラ創造神話とブラフマー創造神話につい

ての説明、アルダナーリーシュヴァラの定義、本論文の目的を述べた。 

 第 1 章では、プラーナ聖典と『マヌ法典』に見られる 17 のブラフマー創造神話の構

造を把握するべく、第 1 節にて、それぞれの神話を類似した記述内容や神話素を含む構

成要素毎の分類し、その構成要素を取り上げ、比較し、分析した。その結果、同一の内

容の構成要素が多数あることが判明した。第 2 節では、神話全体の流れに沿って構成要

素を配置し、その位置関係や構成要素の有無を分析した。すると、これらの神話の多く

は共通する全体的な流れのパターンを持つと考えられることが分かった。以上から、ブ

ラフマー創造神話は同一の神話のヴァリエーションである可能性が高いという結論を

得た。 

 第 2 章でも、第 1 章で行なったのと同様の方法を用いて、プラーナ聖典に見られる

16 のアルダナーリーシュヴァラ創造神話の構造を分析した。第 1 節では、各構成要素

に含まれる記述に共通性がある可能性が高いことが判明し、第 2 節では、神話全体の構

造にも共通性があることが分かった。そのため、ブラフマー創造神話同様、アルダナー

リーシュヴァラ創造神話も同一の神話のヴァリエーションであるだろうと考えた。そし

て、神話全体の流れを見ると、1 種の基本形パターンと 3 種の変化形パターンがあると

可能性が高いことが判明した。その変化形のうち 2 種において、半身の女性が女神にな

るという内容が含まれており、これをもってアルダナーリーシュヴァラという神格の成

立であると判断できるだろうと結論した。 

 第 3 章において、ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話の構造を

比較したところ、それら 33 の神話が全て同一の神話のヴァリエーションである可能性

が高いと判明した。第 1 節では、ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造

神話に共通する構成要素を比較し、多くの構成要素に共通性や同一性があることを突き

止めた。第 2 節では、ブラフマー創造神話とアルダナーリーシュヴァラ創造神話の全体

的な流れの基本形を比較し、それらに共通性があることを明らかにした。以上をふまえ
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て、最後に「男女に分裂し創造を行なう者」の神話の変遷について考察を行なった。そ

の結果、①【ブラフマー基本形】、②【アルダナーリーシュヴァラ基本形】、③【アル

ダナーリーシュヴァラ変化形 1】、④【アルダナーリーシュヴァラ変化形 2-1】、⑤【ア

ルダナーリーシュヴァラ変化形 2-2】という順序に成立したのではないかと結論できた。

ここまで基本形や変化形などという言い方で述べてきたので、物語の内容が分かりにく

いかもしれない。そのため、神話に登場する固有名詞などを使い、具体的に述べると以

下のようになる。 

 元来、ブラフマー神には生類を創造する者という役割が具わっていた。そこで、ブラ

フマー神が半身によって男性マヌになり、半身によって女性シャタルーパーになり、マ

ヌとシャタルーパーが夫婦関係を結び、2 人から生まれた子供が繁栄していくという生

類創造の形の神話が語られるようになった352。その生類創造神話と共に、ルドラの誕生

譚もよく語られていたと考えられる。ある時、ブラフマー神が行なうはずの男女に分裂

する役割をルドラが引き受けるようになった。それからルドラは男女に分裂する創造者

として語られるようになったが、マヌとシャタルーパーの生類創造神話も同時に語られ

ていた。その後、ルドラにはシヴァ神の化身という性格が強く表れるようになり、分裂

した半身の女性にもシヴァ神の配偶神としての性格が付加されるようになった。そして、

シヴァ神とその配偶神である女神から成る神であるアルダナーリーシュヴァラが確立

し、現在までその形を維持している。 

 これが、アルダナーリーシュヴァラの成立過程であり、アルダナーリーシュヴァラ創

造神話の変遷であろう。 

 以上のように、本論文では「男女に分裂し創造を行なう者」の神話の構造と変遷を見

てきた。このことにより、アルダナーリーシュヴァラという神格は、「男女に分裂し創

造を行う者」の神話の変遷と共に徐々に作られていって成立したと考えられることが分

かった。換言すれば、アルダナーリーシュヴァラは元来、創造者という役割を受け持つ

ために作られた神格であったと言えるだろう。 

 しかしその後、時代を経るに従って、男女両性を持つという特徴ゆえに、創造者とい

う役割だけでなく、男女から構成されるもの（例えば夫婦や性行為など）を司る者であ

ったり、男女という対極物の一致ゆえに世界との一体化を体現する者などの性格を付加

されていったと考えられる。それらを描いた神話に関しては、本論文の巻末に記載した

資料編を参照されたい。資料編には、本論文で用いた 33 の創造神話だけでなく、筆者

が現在までに試訳を行なったアルダナーリーシュヴァラに関する全ての神話を提示し

ている。そこには、本論文では言及し切れなかった多様なアルダナーリーシュヴァラの

姿が垣間見える。それらの神話の研究は今後の課題としたい。古代から現代に至るまで

のアルダナーリーシュヴァラに具わった性格、役割、側面を解明していくことで、イン

                                                 
352 『マヌ法典』に記載されているため、この生類創造神話は紀元前 2 世紀から紀元後 2 世

紀の間には、成立していたと考えられる。 
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ド思想における神話や神観念について、新たなことが判明するかも知れない。このこと

により、古代インド人がどのように世界の構造を考えていたのかについて多少なりとも

理解が進むだろうと思われる。それはすなわち「世界とは何だろうか」という我々人間

たちの大いなる疑問を解き明かす 1 つの手がかりとなるだろうと考えている。 

 

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 
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agni-purANa :A 版（底本）、n 版、aitm 版（英訳） 

 

ch.17-15-ch.18.1（ブラフマー創造神話） 

marIcim atryangirasaM1 pulastyaM pulahaM kratum / 

vasiSThaM mAnasAn sapta brahmANAn iti niCcitam //15// 

ブラフマーの心から生まれた 7 人と言われるマリーチ、アトリ、アンギラス、プラステ

ィヤ、プラハ、クラトゥ、ヴァスィシュタを〔創った〕。 

saptaite janayanti sma prajA rudrAC ca sattama / 

dvidhA kRtvAtmo2 deham arddhena puruSo ’bhavat // 16// 

arddhena nArI tasyAM sa brahmA vai cAsRjat prajAH //17// 

最高の者よ。この 7 人は生き物やルドラたちを生み出した。自身を 2 つにして、半身に

よって男性に、半身によって女性になった。そして、かのブラフマーは彼女の中に生き

物たちを創造した。 

 

agmir uvAca // 

アグニは言った。 

priyavratottAnapAdau manuH svAyambhuvaH sutau / 

ajIjanat sutAM ramyAM CatarUpAM tapo ’nvitAm //1// 

スヴァーヤンブヴァ（自生者スヴァヤンブーの息子）であるマヌは苦行に従事している

シャタルーパーにプリヤヴラタとウッターナパーダという 2 人の息子と美しい娘を産

ませた。 

 

 

 

ch.63.11-123 

saGkarSaNaM viCvarUpaM liGgaM vai rudramUrtikaM / 

arddhanArICvaraM tatra4 hariCaGkaramAtRkAH //11// 

bhairavaM ca tathA sUryaM grahAMs tadvad vinAyakam / 

gaurIm indrAdibhiH sevyAM citrajAM ca balAbalAm //125// 

                                                 
1 原文では単数形となっているが、他の文献の平行句や英訳を参照し、2人とした。 

2 A 版では kRtvA ’’tsano となっている。これはまず、kRtvA Atsano の連声を分かりやすくした

ものと思われる。そして、Atsano であるが、英訳を参照し、n 版の Atmano の方が適格と考

えた。よって、表記は kRtvAtmano を採用した。 
3 63章は、図像の説明をしている章である。 

4 n 版では tadvadd だが、翻訳は同じとなる。 
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サンカルシャナ、ヴィシュヴァルーパ、そしてルドラの印であるリンガ、アルダナーリ

ーシュヴァラ、ハリ、シャンカラ、マートリカーたち、ヴァイラヴァ、スーリヤ、星々、

ヴィナーヤカと、インドラたちによって敬われているガウリーと、チトラ6から生まれ

たバラとアバラ7も〔安置すべきである〕。 

 

 

 

ch.178.10ab8 

namo ’rddhanArICaharam amitAGgyai ca nAsikAm /10ab 

「計り知れない（大きな）肢に敬礼あれ。」〔と言って〕アルダナーリーシャであるハラ

に、そして鼻に対して〔敬礼すべきである〕。 

 

 

 

ch.178.18cd-20 

lalitA vijayA bhadrA bhavAnI kumudA CivA //18cd// 

vAsudevI tathA gaurI maGgalA kamalA satI / 

caitrAdau dAnakAle ca prIyatAm iti vAcayet //19// 

チャイトラ月などや捧げものをする時などに「ラリター、ヴィジャヤー、バドラー、バ

ヴァーニー、クムダー、シヴァー、そしてヴァースデーヴィー、ガウリー、マンガラー、

カマラー、サティーは満足させられるべきである」と言うべきである。 

phalam ekaM9 parityAjyaM vratAnte CayanaM dadet10 / 

                                                                                                                                               

5 n 版では 7cd-9ab である。 
6 citra の解釈は不明である。形容詞として訳す場合、「様々な」という意味なので、citrajAM

は「様々な生まれの」と訳すことができる。人名とする場合、①ビーマセーナに殺された

ドリタラーシュトラの息子、②スブラマンヤの幼少期の遊び友達であるガジャラージャ（ゾ

ウの王）、③パーンダヴァに敵対するカウラヴァの戦士、④カウラヴァに敵対するチェーデ

ィ王国出身のパーンダヴァの戦士のいずれかとされる[mani 1975 p. 184]。そのため citrajAM

は「チトラから生まれた」と訳すことができる。英訳では citrajAM は訳されていない。ここ

では、「チトラから生まれた」という訳を用いた。 
7 balAbalAm の解釈は不明である。英訳によると何らかの固有名詞として訳されているため、

それに準じた。[mani 1975 p. 99]では、バラは①カシュヤパと妻ダナーウの息子（アスラ）、

②ヴァルナとヴァルナの長兄の妻の息子（神）、③イクシュヴァーク王朝におけるパリーク

シトと妻スショーバナ（蛙の娘）の息子、④クンバカルナの戦いで戦った猿、⑤ヴァーユ

神がスブラマンヤに捧げた戦士、⑥古代バーラタのマハリシ。アンギラスの息子、⑦サナ

ータナ・ヴィシュヴァデーヴァ、⑧ヴィシュヌのパールシャダ、⑨マーヤースラの息子と

あり、アバラはパーンチャジャンヤの 15 人の息子（神）の 1 人と書かれている。ここでの

「バラとアバラ」は複数形のため、合わせて 3 人以上を指すことになるので、何かしらの

一団を示している可能性もある。 
8 178 章は、ラリター女神に対するムーラガウリーヴラタのやり方を説明している章である。 
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umAmaheCvaraM haimaM vRSabhaM ca gavA saha //20// 

ヴラタの最後には、1 つの果物が捧げられ、台が与えられるべきである。黄金のウマー

マへーシュヴァラ〔像〕と牝牛を伴った雄牛を〔捧げるべきである〕。 

 

 

 

ch.199.9-11ab 

strINAm umAvrataM CrIdaM tRtIyAsv aSTamISu ca / 

gaurIM maheCvaraM cApi yajet saubhAgyam ApnuyAt //9// 

〔毎月〕3 日目と 8 日目にウマーヴラタ〔を行なうこと〕は、女性に幸福を授ける〔こ

とである〕。ガウリーとマヘーシュヴァラを信仰すべきである。〔そうすれば〕幸福を得

るだろう。 

umAmaheCvarau prArcya hy aviyogAdi cApnuyAt / 

mUlavratakarI strI ca hy umeCavratakAriNI //10// 

sUryyabhaktA tu yA nArI dhruvaM sA puruSo bhavet /11ab 

まさにウマーマヘーシュヴァラを信仰すれば〔神との〕別離がなくなるであろう。なぜ

ならウメーシャヴラタの行為者は主要なヴラタの実践者であり、女性である〔からであ

る〕。まさに太陽を崇拝する女性は必ず男性になるであろう11。 

 

 

 

ch.293.41-4612 

CrIkaNTho ’nantasUkSmau ca trimUrttir amareCvaraH / 

agnICo bhAvabhUtiC ca tithICaH sthANuko haraH //41// 

daNDICo bhautikaH sadyojAtaC cAnugraheCvaraH / 

akrUraC ca mahAsenaH CaraNyA devatA amUH //42// 

彼らシュリーカンタ、アナンタ、スークシュマ、トリムールティ、アマレーシュヴァラ、

アグニーシャ、バーヴァブーティ、ティティーシャ、スターヌカ、ハラ、ダンディーシ

ャ、バウティカ、サドヨージャータ、アヌグラヘーシュヴァラ、アクルーラ、マハーセ

ーナは守護の神々である。 

tataH krodICacaNDau ca paJcAntakaCivottamau / 

tathaiva rudrakUrmau ca triNetraC caturAnanaH //43// 

                                                                                                                                               

9 原文では phalalekaM だが、n 版を参照し、phalam ekaM とした。 
10 動詞√dAの optative（本来は dadyAt）と思われる。英訳もそのように訳している。 
11 変成男子のことと思われる。 
12 293 章は、様々なマントラの説明をしている章である。これらの神々は、マントラの主宰

神、守護神である崇められるべき神々と考えられる。 
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ajeCaCarmAsomeCau tathA lAGgalidArukau / 

arddhanArICvaraC comA kAntaC cASADhi daNDinau //44// 

atrir mInaC ca meSaC ca lohitaC ca CikhI13 tathA / 

chagalaNDadviraNDau dvau samahAkAlabAlinau //45// 

bhujaGgaC ca pinAkI ca khaGgICaC ca bakaH punaH / 

Cveto bhRgur guDICAkSAH kSayaH saMvarttakaH smRtaH //46// 

クローディーシャ、チャンダ、パンチャーンタカ、シヴォータマ、ルドラ、クールマ、

トリネートラ、チャトゥラーナナ、アジェーシャ、シャルマン、ソーメーシャ14、ラー

ンガリ、ダールカ、アルダナーリーシュヴァラ、ウマー、カーンタ、アーシャーディ、

ダンディン、アトリ、ミーナ、メーシャ、ローヒタ、シキン、チャガランダ、ドゥヴィ

ランダ、マハーカーラ、バーリン、ブージャンガ、ピナーキー、カンギーシャ、バカ、

シュヴェータ、ブリグ、グディー、イーシャー、アクシャ、クシャヤ、サンヴァルタカ

もまた〔守護の神々と〕言われている。 

 

 

 

ch.313.22-26ab15 

kruddhaH prasAdI bhavati yudhi mantrAmbupAnataH16 / 

aJjanaM tilakaM vaCyo jihvAgre kavitA bhavet //2217// 

怒った人は戦いの時にマントラ〔で清められた〕水を飲むことによって恩寵を与えられ

た人になる。〔マントラが唱えられて作られた〕アイシャドウとティラカを〔コントロ

ールする者は〕、舌先に詩が生じるであろう。 

tajjapAn maithunaM vaCye18 tajjapAd yonivIkSaNaM / 

sparCAd vaCI tilahomAt sarvaJ caiva tu sidhyati //2319// 

そのジャパ（念誦）により性行為をコントロールすることができる。そのジャパにより

ヨーニ（女性器）を凝視する〔ことをコントロールできる〕。触れることによってコン

トロールする者となる。そして胡麻を供えることによって、まさに全てのことが成就す

る。 

                                                 
13 ヘビの名と考えられる。 
14 原文は両数形となっているが、英訳を参照し、3人とした。 
15 313 章は、様々な神々への信仰に関するマントラについての章である。 

16 n 版では mAtrAmbupAnataH なので、訳は「怒った人は戦いの時に富の水を飲むことによっ

て喜ばしい人になる。」 

17 n 版では 18cd-19ab である。 
18 言葉が不明であったため、英訳を参照し、文脈も加味し、ここでは「コントロールする

ことができる」とした。 

19 n 版では 19cd-20ab である。 
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saptAbhimantritaJ cAnnaM bhuJjaMs tasya CriyaH sadA / 

arddhanArICarUpo ’yaM lakSmyAdivaiSNavAdikaH //2420// 

7 度正しく礼拝された食物を食する者は常に吉祥が〔授かる〕。これ（マントラ21）はア

ルダナーリーシャの姿でもあり、ラクシュミーなどヴィシュヌ派の者（神々）でもある。 

anaGgarUpA CaktiC ca dvitIyA madanAturA / 

pavanavegA bhuvanapAlA vai sarvasiddhidA22 //25// 

anaGgamadanAnaGgamekhalAn tAJ japocchriye23 /26ab24 

シャクティ（力）であるアナンガルーパーと二番目であるマダナートゥラー25、パヴァ

ナヴェーガー、ブヴァナパーラー、サルヴァスィッディダー、アナンガマダナー、アナ

ンガメーカラー〔のマントラ〕を念誦するべきである。 

 

 

 

  

                                                 

20 n 版では 20cd-21ab である。 
21 英訳を参照して訳した。 

22 原文では sarvasiddhikA だが、n 版と英訳を参照し sarvasiddhidA とした。 
23 言葉が不明であったため、英訳を参照し、文脈も加味し、ここでは「念誦すべきである」

とした。 

24 n 版では 21cd-23 である。 
25 このパダは他にも「〔ガウリーに次いで〕二番目のシャクティであるアナンガルーパー、

マダナートゥラー」と訳すこともできる。 
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bhAgavata-purANa :n 版（底本）、aitm 版（英訳） 

 

3.ch.12.51-56（ブラフマー創造神話） 

RSINAM bhUrivIryANAm api sargam avistRtam / 

jJAtvA tad vRddhaye bhUyaC cintayAmAsa kaurava // 51 // 

聖仙たちの偉大な力によってでさえも発展しない創造を知って、彼（ブラフマー）は、

再びそれの増大26のために熟考した。カウラヴァ27よ。 

aho adbhutam etan me vyApRtasyApi nityadA / 

na hy edhante prajA nUnaM daivam atra vighAtakam // 52 // 

おお。これは驚くべきことだ。私が常に従事しているにもかかわらず、生類が全く繁栄

しない。この場合、確実に運命が邪魔をしている。 

evaM yuktakRtas tasya daivaM cAvekSatas tadA / 

kasya rUpam abhUd dvedhA yat kAyam abhicakSate // 53 // 

このように正しく行いをし、彼（ブラフマー）が運命を観察している時、体の形が 2 つ

になった。それをカーヤ（身体）と呼ぶ。 

tAbhyAM rUpavibhAgAbhyAM mithunaM samapadyata / 

yas tu tatra pumAn so ’bhUn manuH svAyaMbhuvaH svarAT // 54 // 

これらの姿が分裂した 2 人によって、夫婦を生み出した。そして、そのうちの男性〔部

分〕は、スヴァーヤンブヴァであり、スヴァラート（自己支配者）であるマヌになった。 

strI yAsIc28 chatarUpAkhyA mahiSyasya hamAtmanaH / 

tadA mithunadharmeNa prajA hy edhAmbabhUvire // 55 // 

力強いマハートマン（偉大な魂）〔を持つ者〕（ブラフマー）の女性〔部分〕は、シャタ

ルーパーという名前になった。その時、夫婦関係によって生類は実に繁栄した。 

sa cApi CatarUpAyAM paJcA ’patyAny ajIjanat / 

priyavratottAnapAdau tisraH kanyAC ca bhArata / 

AkUtir devahUtiC ca prasUtir iti sattama // 56 // 

そして、彼はさらに、シャタルーパーとの間に、プリヤヴラタ、ウッターナパーダと 3

人の娘アークーティ、デーヴァフーティ、プラスーティという 5 人の子を授かった。バ

                                                 
26 前文に tato parAm upAdAya sa sargAya mano dadhe //50cd//（そして最高の者（女性）を得て、

彼は創造のために専心した。）とあるので、「それの増大」とは創造が進むことを指してい

ると考えられる。 
27 ヴィドゥラのこと。ヴィドゥラとは、マハーバーラタの主要な登場人物の 1 人で、「ヴィ

ヤーサとアンバーリカーの召使い女の息子。ドリタラーシトラとパーンドゥの異母弟」[上

村 2002 p. 38]である。 
28 原文では yA ’’sIc となっている。これは yA AsIc の連声を分かりやすく記述したものと思わ

れる。ここでは yAsIcと表記した。 
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ラタ族の長よ。最高の者よ。 

 

 

 

4.ch.4.329 

tato viniHCvasya satI vihAya taM Cokena roSeNa ca dUyatA hRdA / 

pitror agAt straiNavimUDhadhIr gRhAn premNAtmano yo ’rdham adAt sa tAM priyaH //3// 

そこで女性の性質として判断力が惑わされ、悲しみと怒りによって心が打ちひしがれて、

サティーはため息をつき彼（シヴァ）をあとに残して両親の元へ行った。〔その〕彼は、

〔サティーを含めた〕従者たちへの愛情ゆえに自身の半分を愛する彼女に与えた。 

 

 

 

4.ch.16.1730 

mAtRbhaktiH parastrISu patnyAm ardha ivAtmanaH / 

prajAsu pitRvatsnigdhaH kiGkaro brahmavAdinAm //17// 

〔彼は〕他の女性に対しては母に対するようなバクティ〔を持ち〕、妻に対しては自身

の半身のよう〔に扱い〕、人々に対しては父に対するような愛情〔を持ち〕、ブラフマン

について語れる者たちにとっては召使い〔のよう〕である。 

 

 

 

12.ch.12.1131 

UrdhvatiryagavAksargo rudrasargas tathaiva ca / 

ardhanArInarasyAtha yataH svAyaMbhuvo manuH / 

CatarUpA ca yA strINAmAdyA prakRtir uttamA//11// 

天にいる者たちと地上にいる者（動物）たち、地下にいる者たちの創造、同様に、ルド

ラの創造、そしてアルダナーリーナラの〔創造〕、〔アルダナーリーナラ〕からのスヴァ

ーヤンブヴァ・マヌと最初の女性と名付けられた最高の女性原理であるシャタルーパー

の〔創造〕。 

                                                 
29 夫シヴァと父ダクシャが不仲ゆえにサティーが死を選ぶ、という神話の一部である。儀

礼においてダクシャから不当な扱いを受けたシヴァは怒り、サティーに「父ダクシャに会

いに行ってはならない」と言った。サティーは、友人や親類に会いたいが、シヴァを恐れ

てもいた。結局、理性を失ったサティーは両親の元へ行った、という内容である。 
30 バーラタの王プリトゥに対する讃歌の一部である。 
31 バーガヴァタプラーナ 12スカンダの概要について述べた章の一部である。内容は、前述

の bAgavata-p. 3.12.51-56 のことと考えられる。 
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brahma-purANa :n 版（底本）、aitm 版（英訳） 

 

ch.1.41-59（ブラフマー創造神話） 

tatra jajJe svayaM brahmA svayaMbhUr iti naH Crutam / 

hiraNyavarNo bhagavAn uSitvA parivatsaram //41// 

tadaNDam akarod dvaidhaM divaM bhuvam athApi ca / 

tayoH Cakalayor madhya AkACam akarot prabhuH //42// 

そこで、スヴァヤンブー（自生者）であるブラフマーが自身を創造したと私たち32は聞

いた。黄金色の神（ブラフマー）は一年間とどまって、それからその卵を天と地の 2 つ

にした。2 つに分けられたものの中央に神（ブラフマー）は虚空を創った。 

ap pAriplavAM pRthvIM diCaC ca daCadhA / 

tatra kAlaM mano vAcaM kAmaM krodham atho ratim //43// 

〔ブラフマーは〕水に浮いた大地と 10 の方角を〔創った〕。そこに、カーラ（時間）、

マナス（心）、ヴァーチュ（言葉）、カーマ（愛欲）、クローダー（怒り）、ラティ（享楽）

を〔創った〕。 

sasarja sRSTiM tadrUpAM sraSTum icchan prajApatIn / 

marIcim atryaGgirasau pulastyaM pulahaM kratum //44// 

vasiSThaM ca mahAtejAH so ’sRjat sapta mAnasAn / 

sapta brahmANa ity ete purANe niCcayaM gatAH //45// 

それらの姿をとった創造を欲して、マリーチ、アトリ、アンギラス、プラスティヤ、プ

ラハ、クラトゥ、ヴァスィシュタといった創造主たちを創った。彼（ブラフマー）は、

その偉大な輝きを持つ心から生まれた 7人を創った。彼らは、7人のブラフマーとして、

プラーナ聖典において、定められている。 

nArAyaNAtmakAnAM tu saptAnAM brahmajanmanAm / 

tato ’sRjat purA brahmA rudraM roSAtmasaMbhavam //46// 

そして、ナーラーヤナの性質を有する 7 人がブラフマーから生まれるやいなや、すぐに

ブラフマーは激怒から生まれた息子ルドラを創った。 

sanatkumAraM ca vibhuM pUrveSAm api pUrvajam / 

saptasv etA ajAyanta prajA rudrAC ca bho dvijAH //47// 

そして以前に、最年長であり、遍在するサナトクマーラを〔創った〕。7 人からこれら

の生類やルドラたちが生まれた。おお、再生族の者たちよ。 

skandaH sanatkumAraC ca tejaH saMkSipya tiSThataH / 

teSAM sapta mahAvaMCA divyA devagaNAnvitAH //48// 

kriyAvantaH prajAvanto maharSibhir alaMkRtAH / 

                                                 
32 話者であるローマハルシャナとダクシャや他の聖者たちのことである。 
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vidyuto ’CanimeghAMC ca rohitendradhanuMSi ca //49// 

vayAMsi ca sasarjAdau33 parjanyaM ca sasarja ha / 

Rco yajUMSi sAmAni nirmame yajJasiddhaye //50// 

スカンダとサナトクマーラは、輝きを集めて、とどまった。それらの 7 人は、神聖であ

り、偉大なヴァンシャ（系譜）に属し、神々の一団を従えており、儀式の執行者たちで

あり、子を持つ者たちであり、偉大な聖仙によって飾られる。稲光と稲妻を伴う雲と虹
34と鳥を彼（ブラフマー）は創った。また初めに彼はパルジャニヤ（雨雲）を創った。

ヤジュニャ（儀礼）を成就するために、リグとヤジュスとサーマンを創った。 

sAdhyAn anyAMs tathA devAn ity evam anuCuCruma / 

uccAvacAni bhRtAni gAtrebhyas tasya jajJire //51// 

同様に、サーディヤなどの神々を〔創った〕と、私たちは聞いた。高き者や低き者たち

は、彼（ブラフマー）の手足から生まれた。 

AyataM35 ca prajAsargaM sRjato ’pi prajApateH / 

sRjyamAnAH prajA naiva vivardhante yadA tadA //52// 

プラジャーパティ（創造主、ブラフマー）からのたくさんの生類の創造がなされた時で

も、創造された生類は、全く繁栄しなかった。 

dvidhA kRtvAtmano36 deham ardhena puruSo ’bhavat / 

ardhena narI tasyAM tu so ’sRjad vividhAH prajAH //53// 

彼（ブラフマー）は、自身の身体を 2 つにし、半身によって男性に、半身によって女性

になった。彼は彼女に様々な種類の生類を創った。 

divaM ca pRthivIM caiva mahimnA vyApya tiSThati / 

virAjam asRjad viSNuH so ’sRjat puruSaM virAT //54// 

彼（半身の男性）は、天や地に、偉大さによって満ち、とどまった。ヴィシュヌはヴィ

ラージュ（主）を創り、かのヴィラージュはプルシャを創った。 

puruSaM taM manuM vidyAt tasya manvantaraM smRtam / 

dvitIyaM mAnasasyaitan manor antaram ucyate //55// 

そのプルシャをマヌであると知るべきである。彼のマヌヴァンタラとして知られており、

彼（ブラフマー）の心から生まれたマヌの 2 つ目の時代であると言われている。 

sa vairAjaH prajAsarge sasarja puruSaH prabhuH / 

                                                 
33 原文では sasarjA ’’dau となっているが、これは sasarjA Adau の連声を分かりやすく記述し

たものと思われる。ここでは sasarjAdau とした。 
34 虹には rohitadhanus（不完全であり、人には見えない直線の虹）と indradhanus（完全な虹）

がある。 
35 原文では Aya taM（分書）となっているが、英訳を参照し、単語の有無を考慮し、AyataM

（連書）とした。 
36 原文では kRtvA ’’tmano となっているが、これは kRtvA Atmano の連声を分かりやすく記述

したものと思われる。ここでは kRtvAtmano とした。 
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nArAyaNavisargasya prajAs tasyApy ayonijAH //56// 

かのヴァイラージャ（ヴィラージュの息子）であり、プルシャである神は、生類の創造

〔の段階〕において創った。ナーラーヤナ（ヴィシュヌ）に創られた生類とマヌの生類

もまた、子宮から生まれたものではなかった。 

AyuSmAn kIrtimAn dhanyaH prajAvAMC ca bhaven naraH / 

AdisargaM viditvemaM yatheSTAM cApnuyAd37 gatim //57// 

この最初の創造を知ったならば、人は、長寿で、名声を持ち、富を持ち、子を持つだろ

う。そして彼は望んだ目的を得るだろう。 

sisRkSus tu prajAs tv evam Apavo vai prajApatiH / 

lebhe sa puruSaH patnIM CatarUpAm ayonijAm //58// 

このように、プラジャーパティであるアーパヴァ38は、生類を創造することを望んだ。

かの男性は、子宮から生まれたものではないシャタルーパーを妻として娶った。 

Apavasya mahimnA tu divam AvRtya tiSThataH / 

dharmeNaiva muniCreSThAH CatarUpA vyajAyata //59// 

アーパヴァの偉大さによって天は覆われた。最高の聖仙たちよ。ダルマ（法）に従って、

シャタルーパーは〔生類を〕創造した。 

 

 

 

ch.43.30-38ab（ブラフマー創造神話） 

tAdRgbhUtas tato brahmA sarvalokamaheCvaraH / 

paJcabhUtasamAyuktaM sRjate ca CanaiH CanaiH39 //30// 

それから、そのような存在である全世界の偉大な神ブラフマーは、五大要素40を合わせ

た〔世界〕を徐々に創っていった。 

mAtrAyonIni bhUtAni sthUlasUkSmANi yAni ca / 

caturvidhAni sarvANi sthAvarANi carANi ca //31// 

マートラーヨーニ（子宮から生じたもの41）は、粗大なものや微細なものであり、全て

                                                 
37 原文では cA ’’pnuyAd となっているが、これは cA ApnuyAd の連声を分かりやすく記述した

ものと思われる。ここでは cApnuyAd とした。 
38 purANic encyclopaedia や主要な辞書では、アーパヴァはヴァスィシュタとされている。45

偈においてヴァスィシュタが創造されているので、そのようにとらえることは不可能では

ないが、文脈から判断すると、ブラフマー、もしくはブラフマーから分かれた半身の男性

を指す可能性が高いと考える。 
39 CanaiH CanaiH に関して、英訳では slowly となっているが、創造を進めていくという状況

から判断し、「徐々に」と訳した。 
40 地水火風空のことと考えられる。 
41 mAtrAyonIni の訳が不明である。英訳にも混乱が見られるため、文脈から判断し、「子宮か

ら生じたもの」とした。 
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で 4 種類ある。〔それらは〕動くものや動かないものである。 

tataH prajApatir brahmA cakre sarvaM carAcaram / 

saMcintya manasAtmAnaM42 sasarja vividhAH prajAH //32// 

そして、創造主ブラフマーは、全て動くものと動かないものを作った。心によって、〔自

分〕自身で考えて、色々な種類の生類を創った。 

marIcyAdIn munIn sarvAn gandharvoragarAkSasAn / 

(sapta svargAn sapAtAlAn bhuvanAni caturdaCa / 

dvIpAn asRjad aMbhodhIn gaMgAdyAH saritas tathA / )  

yakSavidyAdharAMC cAnyAn gaGgAdyAH saritas tathA //33// 

naravAnarasiMhAMC ca vividhAMC ca vihaMgamAn / 

jarAyUn aNDajAn devi svedajodbhedajAMs tathA //34// 

マリーチなどや聖者たち、ガンダルヴァや蛇やラークシャサ、（7 つの天界と〔7 つの〕

地獄、〔すなわち〕14 の世界、及び海を伴った島、ガンガーなどの川を創った。）43ヤク

シャとヴィディヤーダラや他のもの、及びガンガーなどの川〔を創った〕。そして人と

猿、ライオン、色々な種の鳥たち、胎生のもの、卵生のもの、湿生のもの、芽生のもの

を創った。女神よ。 

brahmaM44 kSatraM45 tathA vaiCyaM CUdraM caiva catuSTayam / 

antyajAtAMC ca mlecchAMC ca sasarja vividhAn pRthak //35// 

そしてバラモンとクシャトリア、ヴァイシュヤ、シュードラという 4 種の〔カースト〕

と別にアンティヤジャータ46、ムレーッチャ47といった色々な種類を創った。 

yat kiMcij jIvasaMjJaM tu tRNagulmapipIlikam / 

brahmA bhUtvA jagatsarvaM nirmame sacarAcaram //36// 

そしてブラフマーは、草や低木やアリといった何らか命と呼ばれるものを生み、動くも

のや動かないものから成る全世界を創った。 

dakSiNAMge tathAtmAnaM48 saMcintya puruSaM svayam / 

vAme caiva tu nArIM sa dvidhA bhUtam akalpayat //37// 

                                                 
42 原文では manasA ’’tmAnaM となっている。これは manasA  AtmAnaM の連声を分かりやす

く記述したものと思われる。ここでは、manasAtmAnaM とした。 

43 この（）は n 版で用いられている。特に説明はなされていないが、恐らく、このシュロ

ーカが加えられている文献と、省かれている文献があるという意味だろう。 
44 原文では brahmaとなっているが、英訳を参照し、brahmaM とした。 
45 原文では kSatrraM となっているが、英訳を参照し、kSatraM とした。 
46 最下層の生まれの者のことを指す。一般的にアウトカースト（不可触民、ダリット）と

呼ばれる。 
47 英訳では外国人とされているが、辞書によると外国人、未開人、非アーリア人などを指

すとされている。 
48 原文では tathA ’’tmAnaM となっている。これは tathA AtmAnaM の連声を分かりやすく記述

したものと思われる。ここでは tathAtmAnaM とした。 
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tataH prabhRti loke ’smin prajA maithunasaMbhavAH /38ab 

彼は、自分で考えてから、右半身で自分自身である男性を、左半身で女性を〔というよ

うに〕、生類を二様に創った。そしてそれ以来、この世界では性行為によって生まれた

生類が〔繁栄するようになった〕。 

 

 

 

ch.72.2-449 

yadA yadA tv adharmasya vRddhir bhavati bho dvijAH50 / 

dharmaC ca hrAsam abhyeti tadA devo janArdanaH //2// 

avatAraM karoty atra dvidhA kRtvA ’’tmanas tanum / 

sAdhUnAM rakSaNArthAya dharmasaMsthApanAya ca //3// 

おお、再生族の者たちよ。アダルマが増えダルマが減る時にはいつもジャナールダナ神

（ヴィシュヌ）は、良き者たちを守るため、そしてダルマを堅固にするために、自身の

体を二分してここ（地上）に降下（化身）する。 

duSTAnAM nigrahArthAya hy anyeSAM ca suradviSAm / 

prajAnAM rakSaNArthAya jAyate ’sau yuge yuge //4// 

なぜならかの者（ヴィシュヌ）は悪い者やまたその他の神々の敵たちを罰するために、

生類たちを守るために、ユガ毎に生まれる。 

 

 

 

gautamI-mAhAtmya ch.40.106-10751 

jitvA ripUn devagaNAn prapUjya guruM namaskartum agAd viCAkhaH / 
                                                 
49 この章は、プリティヴィーの重荷を取り除くためにハリが取った化身の物語である。

この文章ではヴィシュヌが自身の身体を二分するのだが、男女に二分するのか、ヴィシ

ュヌが二人になるのかは不明である。 

50 この句は bhagavadgItA4.7a:yadA yadA hi dharmasya glAnir bhavati bhArata /7ab [radhakrishnan 

1948 p. 154] 、「実に、美徳（正法）が衰え、不徳（非法）が栄える時」[上村 1992 p. 51]と

近似している。続く bhagavadgItA4.7c-8 についても abhyutthAnam adharmasya tadA ’tmAnaM 
sRjAmy aham //7cd// paritrANAya sAdhUnAM vinACAya ca duSkRtAm / dharmasaMsthApanArthAya 

saMbhavAmi yuge yuge //8// [radhakrishnan 1948 pp. 154-155]、「私は自身を現わすのである。

（七）」「善人を救うため、悪人を滅ぼすため、美徳を確立するために、私は世紀ごとに出

現する。（八）」[上村 1992 p. 51]とあり、平行句ではないにしても内容が近似している。

bhagavadgItA の成立年代が紀元前 4 世紀～紀元後 4 世紀[上村 1998 p. 27]と brahma-p. に先

行することから、brahma-p. が bhagavadgItA を模倣した可能性が考えられる。 
51 この文章は、「ピッパラーダの両親が神々のせいで死んだために、復讐を考えているピッ

パラーダが、シヴァに帰依し、神々を殺す力を恩恵として求める」という神話の中で、シ

ヴァの描写として書かれたものである。 
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cukopa dRSTvA gaNanAthamUDham aGke tam Aropya jahAsa somaH //106// 

ICAGkarUDho ’pi CiCusvabhAvAn na mAtur aGkaM pramumoca bAlaH / 

kruddhaM sutaM bodhitum apy aCaktas tato ’rdhanAritvam avApa somaH //107// 

敵に打ち勝ち、神々を崇め、ヴィシャーカ（スカンダ）は尊敬する人（父シヴァ）に敬

礼しに行った。〔ヴィシャーカは〕ガナナータ（ガネーシャ）が彼のひざに乗っている

のを見て怒った。ソーマ（シヴァ）は〔スカンダもひざに〕登らせて笑った。子供（ス

カンダ）はイーシャ（シヴァ）のひざに登ったにもかかわらず、子供の性質上、母のひ

ざを離れなかった。それゆえ怒っている息子を理解することさえできず、シヴァは半身

が女性の姿を取った。 

 

 

 

gautamI-mAhAtmya ch.59.8152 

eke tarkair vimuhyanti lIyante tatra cApare / 

CivaCaktyos tadA ’dvaitaM sundaraM naumi vigraham //81// 

ある者たちは論理（反論）に惑わされ、そして他の者たちはそこに沈潜している。そこ

で私は不二の美しいシヴァシャクティの姿を崇めます。 

 

 

 

gautamI-mAhAtmya ch.91.33cd-35ab（ブラフマー創造神話） 

vinA patnyA na sidhyeta yajJaH CrutinidarCanAt //33cd// 

CarIram Atmano ’haM vai dvedhA cAkaravaM mune / 

pUrvArdhena tataH patnI mamAbhUd yajJasiddhaye //34// 

uttareNa tv ahaM tadvad ardho jAyA iti CruteH /35ab 

天啓聖典が示すところによると、妻なしではヤジュニャは成就しない。そこで私（ブラ

フマー）は自身の体を 2 つにした。聖仙よ。それからヤジュニャを成就させるために最

初の半身で私の妻となった。残りの半身で私〔になった〕。「半身は妻である」と天啓聖

典に〔言われている〕。 

  

                                                 
52 この文章は、マハーシャニとの戦いに敗れ、侮辱されたインドラが、妻インドラーニー

から「私と共に苦行をし、マハーシャニを倒す力を手にいれましょう。妻と共に苦行する

と永遠の恩恵を受けられます。」と言われ、苦行に行き、その時にシヴァに対し行なった讃

歌の一部である。シヴァが自身の妻を褒め称え、女神がシヴァを抱きしめるとダルマが現

れ、続いて次々と良いものが現れ、シヴァと女神が触れ合ったために世界の罪がとり除か

れた、といった女神（妻）の必要性を述べた内容となっている。 
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brahmANDa-purANa :m 版（底本）、aitm 版（英訳） 

 

1.2.ch.9.8cd-42（ブラフマー創造神話） 

athAsya sRjataH sargaM prajAnAM parivRddhaye //8cd// 

na vyavarddhaMta tAH sRSTAH prajAH kenApi hetunA / 

tataH sa vidadhe buddhim arthaniCcayagAminIm //9// 

そして生類の創造を促進させるためにこの者（ブラフマー）が創造している間、それら

の創造された生類はいかなる理由によっても繁栄しなかった。そこで彼（ブラフマー）

は原因に近づくための知性を働かせた。 

athAtmani samadrAkSIt tamomAtrAM tu cAriNIm / 

rajaH sattvaM parityajya vartamAnAM svakarmataH //10// 

そして〔ブラフマーは〕自身の中にラジャスとサットヴァを排除して、自分自身の行為

によってうごめくタマス53の要素を見た。 

tataH sa tena duHkhena CucaM cakre jagatpatiH / 

tamaC ca vyanudat paCcAd rajasA tu samAvRNot //11// 

さらにその悲しみによってかの世界の主（ブラフマー）は悲嘆にくれた。そしてタマス

を追い出し、その後ラジャスによって覆った。 

tat tamaH pratinuttaM vai mithunaM saMprasUyata54 / 

adharmAcaraNAt tasya hiMsA Coko vyajAyata //12// 

追い出されたかのタマスは双子を生んだ。非法な行いゆえに彼（タマス）にヒンサー（暴

力）とショーカ（悲しみ）が生まれた。 

tatas tasmin samudbhUte mithune varaNAtmake / 

tataH sa bhagavAn AsIt prItaC caitaM hi CiCriye //13// 

そこで、かの覆う性質を持った双子が生まれた時、かの神（ブラフマー）は喜んだ。そ

してそれに依拠した。 

evaM prItAtmanas tasya svadehArddhAd viniHsRtA / 

nArI paramakalyANI sarvabhUtamanoharA //14// 

このように喜んだ彼自身の半身から全存在の心を奪う最高に吉祥な女性が現れた。 

sA hi kAmAtmanA sRSTA prakRteH sA surUpiNI / 

CatarUpeti sA proktA sA proktaiva punaH punaH //15// 

かの美しい姿の女性は、まさにカーマートマン（欲望55を持つ者、ブラフマー）によっ

                                                 
53 サーンキヤ学派では、タマスとラジャス、サットヴァの 3要素（トリグナ）を存在物の

構成要素としている。この 3要素の優劣が変化することによって、世界が展開するとされ

る。 
54 後続の語が adharmAcaraNAt であるため、連声の規則として saMprasUyata になったと考え

られる。 
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てプラクリティから創られた。彼女はシャタルーパーとよばれた。彼女は何度も何度も

〔そう〕呼ばれた。 

tataH prajAH samudbhUtA yathA proktA mayA purA / 

prakriyAyAM yathA tubhyaM tretAmadhye mahAtmanaH //16// 

yadA prajAs tu tAH sRSTA na vyavarddhatadhdhImataH56 / 

tato ’nyAn mAnasAn putrAn AtmanaH sadRCo ’sRjat //17// 

そして以前に私によってあなたに「プラクリヤー」で言われたように、トレーターユガ

の間に、マハートマンから生類たちが生まれた。しかし知者（ブラフマー）から創造さ

れたそれらの生類たちが繁栄しなかったので、自分に似せて〔ブラフマーは〕心から生

まれた他の息子たちを創った。 

bhRgvaMgiro marIcIMC ca pulastyaM pulahaM kratum / 

dakSam atriM vasiSThaM ca nirmame mAnasAn sutAn //18// 

ブリグとアンギラス、マリーチ、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ダクシャ、アトリ、

ヴァスィシュタ〔という〕心から生まれた息子たちを創った。 

nava brahmANa ity ete purANe niCcayaM gatAH / 

brahmA yat AtmakAnAM tu sarveSAm AtmayoninAm //19// 

彼らは、9 人のブラフマーとしてプラーナ聖典において定められている。というのも、

アートマンを源泉とする全ての者にとってのブラフマーだからである。 

tato ’sRjat punar brahmA dharmaM bhUtasukhAvaham / 

prajApatiM ruciM caiva pUrveSAm eva pUrvajau //20// 

さらにブラフマーは、生類に喜びをもたらすダルマと創造者ルチを創った。〔彼ら 2 人

は〕太古の者たちにとっても年長者である。 

buddhitaH sasRje dharmaM sarvabhUtasukhAvaham / 

manasas tu rucir nAma jajJe yo ’vyaktajanmanaH //21// 

〔ブラフマーは〕知から全ての生類に喜びをもたらすダルマを創った。生まれが未顕現

の者（ブラフマー）の心からルチという名の〔者は〕生まれた。 

bhRgus tu hRdayAj jajJe RSiH salilayoninaH / 

prANAd dakSaM asRjan57 brahmA cakSurbhyAM tu marIcim58 //22// 

そして、水から生まれた者（ブラフマー）の心からブリグは生まれた。さらにブラフマ

ーはプラーナ（呼吸）からダクシャを、両目からマリーチを創った。 

abhimAnAtmakaM rudraM nirmame nIlalohitam / 

Ciraso ’MgirasaM59 caiva CrotrAd atriM tathaiva ca //23// 

                                                                                                                                               
55 繁栄に対する欲望を意味する。 
56 原文では vyavaddhatadhImataH となっているが、英訳を参照し、vyavarddhatadhImataH とし

た。 
57 原文では sRjan となっているが、英訳を参照し、asRjan とした。 
58 原文では marIcinam となっているが、英訳を参照し、marIcim とした。 
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名声60の本質をしたニーラローヒター（赤みがかった青色）であるルドラを創った。そ

して、頭からアンギラスを、耳からアトリを、同様に〔創った〕。 

pulastyaM ca tathodAnAd vyAnAc ca pulahaM punaH / 

samAnajo vasiSThaC ca hy apAnAn nirmame kratum //24// 

そしてウダーナ（呼吸）からプラスティヤを、さらにヴィヤーナからプラハを同様に〔創

った〕。ヴァスィシュタはサマーナ（呼吸）から生まれた。そしてアパーナ（呼吸）か

らクラトゥを創った。 

ity ete brahmaNaH putrAH prajAdau dvAdaCa smRtAH / 

dharmas teSAM prathamajo devatAnAM smRtas tu vai //25// 

このように生類のはじめ（先祖）には、この 12 人のブラフマーの息子たちが知られて

いる。そしてダルマが彼ら神格の中で最も年長の者であると知られている。 

bhRgvAdayas tu ye sRSTAs te vai brahmarSayaH smRtAH / 

gRhamedhipurANAs te dharmas taiH prAk pravarttitaH //26// 

そしてブリグを始めとする者たちである生類は、ブラフマルシ（梵仙）として知られて

いる。彼らは儀礼をする太古の家長である。最初にダルマ（法）が彼らによって確立さ

れた。 

dvAdaCaite prasUyaMte prajAH kalpe punaH punaH / 

teSAM dvAdaCa te vaMCA divyA devaguNAnvitAH //27// 

この 12 人の者たちは、カルパにおいて何度も何度も生類を創造した。彼ら（生類）に

とっては、彼ら 12 人の者たちが、神的であり神の性質をそなえたヴァンシャである。 

kriyAvaMtaH prajavaMto maharSibhir alaMkRtAH / 

yadA tair iha sRSTais tu dharmmAdyaiC ca maharSibhiH //28// 

sRjyamAnAH prajAC caiva na vyavarddhaMta dhImataH / 

tamomAtrAvRtaH so ’bhUc chokapratihataC ca vai //29// 

〔彼らは〕儀礼を行い生産（生殖）を行なう者たちであり、偉大なリシたちによって讃

えられている。この世界で、これらの創造されたダルマをはじめとする偉大なリシたち

によって、生類たちが知者（ブラフマー）から創造されたが、繁栄しなかった時、彼（ブ

ラフマー）はタマスの要素に覆われ、そして悲しみに打ちひしがれた。 

yathAvRtaH61 sa vai brahmA tamomAtrA tu sA punaH / 

putrANAM ca tamomAtrA aparA niHsRtA ’bhavat //30// 

かのブラフマーが覆われたように、再び、かのタマスの要素が、〔覆うためにあった〕。

息子たちにとっても、他の現れ出たタマスの要素に〔覆われるように〕なった。 

                                                                                                                                               
59 原文では CirasoMgirasaM となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

Ciraso ’MgirasaM とした。 
60 abhimAna の訳は英訳を参照した。 
61 原文では yathA ’’vRtaH となっている。これは yathA AvRtaH の連声を分かりやすく記述した

ものと思われる。ここでは yathAvRtaH とした。 
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pratisrotAtmako ’dharmo hiMsA caivACubhAtmikA / 

tataH pratihate tasya pratIte varaNAtmake //31// 

svAM tanuM sa tadA brahmA samapohata bhAsvarAm / 

dvidhA kRtvA svakaM deham arddhena puruSo ’bhavat //32// 

アダルマ（非法）は流れに逆らう性質であり、そしてヒンサーはまさに不吉な性質であ

る。そして彼（ブラフマー）が打ちひしがれて〔タマスに〕覆われるようになった時、

かのブラフマーは自分の輝く体を捨てた。自分の体を二分した後、半身によって男性に

なった。 

ardhena nArI sA tasya CatarUpA vyajAyata / 

prakRtir bhUtadhAtrI sA kAmAd vai sRjataH prabhoH //33// 

彼の半身によってかの女性シャタルーパーが生じた。彼女は、創造する者である神がカ

ーマから〔創られたので〕、プラクリティであり生類の母である。 

sA divaM pRthivIM caiva mahimnA vyApya susthitA / 

brahmaNaH sA tanuH pUrvA divam AvRtya tiSThataH //34// 

彼女は偉大さによって天と地に満ち、確立した。それは天を覆って留まっているブラフ

マーの以前の体であった。 

yA tv arddhA sRjyate nArI CatarUpA vyajAyata / 

sA devI niyutaM taptvA tapaH paramaduCcaram62 //35// 

bharttAraM dIptayaCasaM puruSaM pratyapadyata / 

sa vai svAyaMbhuvaH pUrvaM puruSo manur ucyate //36// 

女性として創造された半身はシャタルーパーになった。その女神は、1 億年の間、最高

に困難な苦行を行ない、夫として輝かしい名声の男性を得た。そしてまさに彼は以前に

スヴァーヤンブヴァであり、プルシャであり、マヌと呼ばれた。 

tasyaikasaptatiyugaM manvaMtaram ihocyate / 

labdhvA tu puruSaH patnIM CatarUpAm ayonijAm //37// 

tayA sa ramate sArddhaM tasmAt sA ratir ucyate / 

prathamaH saMprayogaH sa kalpAdau samavarttata //38// 

ここでは 71 ユガが彼のマヌヴァンタラと呼ばれる。そして、プルシャは妻として子宮

から産まれなかったシャタルーパーを得て、彼は彼女と共に楽しんだ。それゆえ、彼女

はラティ63と呼ばれる。カルパの初めにこの最初の結合があった。 

virAjam asRjad brahmA so ’bhavat puruSo virAT / 

samrAT saCatarUpas tu vairAjas tu manuH smRtaH //39// 

ブラフマーはヴィラージャ（輝く者）を創った。彼はプルシャであり、ヴィラージュで

                                                 

62 原文では parama duCcaram（分書）となっているが、ほぼ平行句となっている Civa-p. 5.30.3

を参照し、paramaduCcaram（連書）とした。 
63 rati（楽しみ、悦楽）は動詞 ram（楽しむ）からの派生語である。 
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あり、サムラージュ（最高の主）であり、シャタルーパーを伴った者であり、ヴァイラ

ージャであり、マヌと呼ばれる者になった。 

sa vairAjaH prajAsargaM sasarja puruSo manuH / 

vairAjAt puruSAd vIrau CatarUpA vyajAyata //40// 

かのヴァイラージャでありプルシャであるマヌは、生類の創造をした。シャタルーパー

はヴァイラージャであるプルシャから 2 人の勇者を生んだ。 

priyavratottAnapAdau putrau putravatAM varau / 

kanye dve sumahAbhAge yAbhyAM jAtA imAH prajAH //41// 

2 人の息子プリヤヴラタとウッターナパーダは、息子を持つ者たちにとって最も素晴ら

しい〔息子たち〕である。〔さらにシャタルーパーから〕とても幸運な 2 人の娘が生ま

れ、これらの生類が生まれた。 

devI nAmnA tathAkUtiH prasUtiC caiva te Cubhe / 

svAyaMbhuvaH prasUtiM tu dakSAya vyasRjat prabhuH //42// 

アークーティと名付けられた女神とプラスーティの 2 人は吉祥である。そしてスヴァー

ヤンブヴァ神はプラスーティをダクシャに与えた。 

 

 

 

1.2.ch.27.96-9864 

tatas te muditA viprAH prakRtisthe maheCvare / 

gandhodakaiH suCuddhaiC ca kuCapuSpavimiCritaiH //96// 

snApayaMti mahAkumbhair adbhir devaM maheCvaram / 

gAyaMti vividhair guhyair huMkAraiC65 cApi susvaraiH //97// 

そしてかの喜んだバラモンたちは、マヘーシュヴァラ（シヴァ）がプラクリティの状態

にあったので、草と花が混ぜられた完全に浄化された香水の入った大きな壺の水によっ

て、マヘーシュヴァラ神を沐浴させた。〔そのバラモンたちは〕様々な秘密の huM とい

う音で美しい声によって歌った。 

namo digvAsase deva kiMkiNIdhrAya vai namaH / 

arddhanArICarIrAya sAMkhyayogapravarttine //98// 

神よ。ディグヴァーサス（シヴァ）に敬礼する。キンキニー66を付けた神に敬礼する。

                                                 
64 聖者たちが、クリタユガの時に、ヒマーラヤの頂にあるデーヴァドゥーラの森で、シヴ

ァに対し苦行をする神話の一部である。乱れた髪や赤茶色の目、赤く直立したリンガを持

ち、全裸に灰を塗っている恐ろしいシヴァを見て、恐れて拒絶した聖者たちは、ブラフマ

ーに庇護を求める。しかしブラフマーがシヴァを信仰せよと言うので、聖者たちが戸惑い

ながらもシヴァを崇めていると、それに満足したシヴァから恩恵を授かり、聖者たちは喜

んで、シヴァ讃歌を唱えるという内容である。 
65 原文では hukAraiC となっているが、英訳を参照し、huMkAraiC とした。 
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半身が女性である者に〔敬礼する〕。サーンキヤとヨーガを広めた67者に〔敬礼する〕。 

 

 

 

2.3.ch.39.32-3668 

jagrAha tAni sarvANi sucaMdro lIlayaiva hi / 

cikSepa CivaCUlaM ca rAmo nRpataye yadA //32// 

babhUva puSpamAlAM ca tac chUlaM nRpater gale / 

dadarCa ca puras tasya bhadrakAlIM jagatprasUm //33// 

スチャンドラはにそれら全てをつかんだ。そして、ラーマが王（スチャンドラ）にシヴ

ァの三叉戟を投げた時、その三叉戟は王の首で花輪になった。そして、〔ラーマは〕彼

（ラーマ）の前に世界の母であるバドラカーリー（吉祥な黒い女性）を見た。 

vahaMtIM muMDamAlAM ca vikaTAsyAM bhayaMkarIm / 

siMhasthAM ca trinetrAM ca triCUlavaradhAriNIm //34// 

dRSTvA vihAya CastrAstraM namaskRtya samaiData / 

rAma uvAca// 

namo ’stu69 te CaMkaravallabhAyai jagatsavitryai samalaMkRtAyai //35// 

nAnAvibhUSAbhir ibhArigAyai prapannarakSAvihitodyamAyai / 

dakSaprasUtyai himavadbhavAyai maheCvarArddhAMgasamAsthitAyai //36// 

〔ラーマは〕ヴァハンティー（流水）であり、骸骨の輪を持ち、おどろおどろしい顔を

しており、恐ろしい女性であり、ライオンに乗っており、三つ目であり、素晴らしい三

叉戟を持つ女性を見て、武器やミサイルを置き、〔女神に〕敬礼し、賞賛した。ラーマ

は言った。「シャンカラの愛する人に、世界の母に、良く飾られた者に、色々な飾りに

よって〔飾られた者に〕、ライオン〔に乗って〕行く者に、やって来る者を拒まずに守

る者に、ダクシャの娘に、ヒマヴァットの娘に、マヘーシュヴァラを半身に持つ者に敬

礼する。」 

                                                                                                                                               
66 舞踊などの際に足に付ける小さな鈴のこと。ヒンディー語ではグングルーと呼ばれる。 
67 アルダナーリーシュヴァラの男性半身をプルシャ、女性半身をプラクリティとし、サー

ンキヤ哲学の原理であるプルシャとプラクリティに対応していると考えていると思われる。 
68 パラシュラーマの戦いの物語の一部である。3日間戦い続け、たくさんの王や戦士を殺

したラーマのところへ、スチャンドラがたくさんの戦士を引き連れやってきた。お互いに

お互いの戦士を殺し合った。ラーマがアーチャマナの儀礼によって放ったミサイルに対し、

スチャンドラが尊崇から敬礼したところ、そのミサイルはスチャンドラを傷つけなかった。

怒ったラーマは槍やこん棒、斧などを投げつけた。すると、その中の三叉戟がスチャンド

ラの首で花輪となり、ラーマは眼前にバドラカーリーを見た。そして、ラーマはバドラカ

ーリーに敬礼した。するとバドラカーリーはラーマに「スチャンドラを倒す」という恩恵

を与えた。という話である。 
69 原文では namostu となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、namo ’stu とした。 
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lalitA-mAhAtmya ch.30.58-6170 

tad bANapAtanAj jAtadhairyaviplava ICvaraH / 

parvatasya sutAM gaurIM pariNeSyati satvaram //58// 

そして、矢の雨が降ることで、イーシュヴァラ（シヴァ）は忍耐力を失います。すぐに

〔シヴァは〕山の娘ガウリーと結婚するでしょう。 

sahasrakoTayaH kAmA matprasAdAt tvadudbhavAH / 

sarveSAM deham AviCya dAsyaMti ratim uttamAm //59// 

私（ラリターアンビカー）の恩恵によって、10 億のカーマがあなた（カーマ神）から

生まれます。〔それらは〕全ての〔人の〕体に入り、最高のラティを与えるでしょう。 

matprasAdena vairAgyAt saMkruddho ’pi sa ICvaraH / 

dehadAhaM vidhAtuM te na samartho bhaviSyati //60// 

私の恩恵によって、利欲の性質を持つがゆえに、かのイーシュヴァラはたとえ憤怒して

いても、あなたの体を燃やすことはないでしょう。 

adRCyamUrtiH sarveSAM prANinAM bhavamohanaH / 

svabhAryAvirahACaMkI dehasyArdhaM pradAsyati / 

prayAto ’sau kAtarAtmA tvadbANAhatamAnasaH //61// 

バヴァ（シヴァ）を魅惑する者（カーマ）は、全ての生きとし生ける者によって、目に

見えない存在〔であれ〕。自分の妻から離れることを恐れる者（シヴァ）は、体の半分

を〔妻に〕与えるでしょう。あなたの矢に心を射ぬかれたその者（シヴァ）は、心をか

き乱されます。 

 

 

 

 

 

  

                                                 
70 ラリターアンビカー女神がラティに慈悲を示したため、シヴァに焼かれたカーマが回復

した。そこで、カーマがラリターに感謝を示したところ、ラリターは「全世界を喜ばせな

さい。（以下、翻訳文）」と言った。後続のラリターの台詞はガンダルパを酷評する者は種

なしになる、など、様々な者たちへの恩恵を述べている。 
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lalitA-mAhAtmya ch.5.3071 

sivo vA yAM samArAdhya dhyAnayogabalena ca / 

ICvaraH sarvasiddhAnAm arddhanArICvaro ’bhavat //30// 

そして、シヴァは彼女を崇め、瞑想とヨーガの力によって、全ての成就者たちのイーシ

ュヴァラであるアルダナーリーシュヴァラになった。 

 

 

 

lalitA-mAhAtmya ch.39.50-5172 

Civo ’py atraiva sAMnidhyaM tava prItyA karotv iti / 

atha CrItripurAdakSabhAgAt kAmeCvaraH paraH //50// 

ICAnaH sarvavidyAnAm ICvaraH sarvadehinAm / 

AvirAsIn mahAdevaH sAkSAc chRGgAranAyakaH //51// 

「ここであなた（シヴァ）の愛によってシヴァもまた近づくべし」と〔言った〕。それ

から、最高のカーメーシュヴァラであり、全知者たちにとってのイーシャーナであり、

体を持つ者（生類）全てにとってのイーシュヴァラであり、彼自身愛情を持つ者である

マハーデーヴァが、シュリートリプラーの右側に現れた。 

 

 

 

lalitA-mAhAtmya ch.44.4873 

siMdUrakAMcanasamobhayabhAgam ardhanArICvaraM girisutAharabhUpacihnam / 

pACadvayAkSavalayeSTadahastam eva smRtvA nyasel lipipadeSu samIhitArtham //48// 

等しく（1 つの身体に）紅色と金色の 2 つの部分を持っており、山の娘とハラの王の印

を持ち、2 つの索綱と腕輪を〔持ち〕、与願印をしている、アルダナーリーシュヴァラ

                                                 
71 ヴィシュヌがアガスティヤに解脱する方法を述べている物語の一部である。基本的に人

間が解脱するための方法について述べているが、「最高のシャクティを崇める者は、様々な

方法で解放され、世俗の者が受ける苦しみを受けない。」という文章の後にこの一文が書か

れている。 
72 この 39 章は、カーマークシー女神の化身や恩恵について述べている章である。ブラフマ

ーがカーマークシー女神に世界の幸福のためにここにいるように求めたため、女神はカー

ンチーに住む地を得た。カーマークシー女神はヴィシュヌの妻ラクシュミーでもある。そ

してブラフマーはシヴァにも「カーマークシーに近づきなさい」と言ったため、シヴァは

シュリートリプラー（カーマークシー）とアルダナーリーシュヴァラを形成した。その後、

カーマークシーの額にある目から美しい少女が現れ、ブラフマーと原初の男女の婚姻を行

なった。 

73 aitm において「女神への瞑想」と題された章の一部である。この偈頌の前は、カーマ

やカーマの化身に対しニヤーサ儀礼などを行なうよう述べられている。 
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を瞑想し、リピ（文字）〔が書かれた〕地面の上で望みのためにニヤーサ儀礼をするべ

きである。 
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kAlikA-purANa :c 版（底本）、n 版（サンスクリット、英訳） 

 

ch.1.9-1374 

bhUyas tac chrotum icchAmo haraM kAlI purA katham / 

mohayAmAsa yatinaM satIrUpeNa ceCvaram //9// 

更に、私たちは聞きたい。どのようにしてカーリーは以前にサティーの姿によって苦行

者であるハラ神を魅惑したのか。 

sarvadA dhyAnanilayaM yaminaM yatinAM varam / 

saMkSobhayAmAsa kathaM saMsAravimukhaM haram //10// 

どのようにして、常に瞑想に耽っており、自制しており、苦行者たちの中の最高者であ

り、世界から顔を背けるハラを興奮せしめたのか。 

satI vA katham utpannA dakSadArAsu CobhanA / 

kathaM haro manaCcakre dAragrahaNakarmaNi //11// 

あるいはどのように輝かしいサティーがダクシャの妻にうまれたのか。どのようにハラ

は妻を得ることを決心したのか。 

kathaM vA dakSakopena tyaktadehA satI purA / 

himavattanayA jAtI bhUyo vA katham AgatA //12// 

あるいは、どのようにサティーは以前にダクシャへの怒りによって体を捨てることにな

ったのか。そしてさらに、どのようにヒマーラヤの娘として生まれたのか。 

katham ardhaCarIraM sAharat75 smararipoH punaH / 

etat sarvaM samAcakSva vistareNa dvijottama //13// 

さらにどのようにカーマの敵（シヴァ）の半身を得たのか。再生族の最高者よ。このこ

とを全て詳しく話してください。 

 

 

 

ch.25.44-55（ブラフマー創造神話） 

tato brahmA varAhAya namaskRtya mahaujase / 

ardhanArICvaraM kakSAd76 devadevaM vyajAyata //44// 

                                                 

74 kAlikA-p. の冒頭部分である。聖者カマタたちがヒマーラヤの麓に住む聖仙マールカンデ

ーヤに質問するという形で、kAlikA-p. にはどのようなことが書かれているかを大まかに示

している。ここでアルダナーリーシュヴァラについて書かれているということは、kAlikA-p. 

においてアルダナーリーシュヴァラは主要な登場人物、すなわち何かしらの重要な役割を

担っている存在と考えられていると言えよう。 

75 n 版では sA ’harata となっている。これは sA Aharata の連声を分かりやすく記述したもの

と思われる。この場合、訳は原文の sAharat と同じになる。 
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それから、ブラフマーは非常に力強いヴァラーハに敬礼し、脇の下から神々の神アルダ

ナーリーシュヴァラを創った。 

prathamaM jAtamAtraH sa praruroda mahAsvanaH / 

kiM rodiSIti taM brahmA rudantaM pratyuvAca ha //45// 

最初、彼は生まれた途端に大声で泣き始めた。「何故、泣いているのだ」とブラフマー

は、泣いているその者に言った。 

nAma dehIti taM so ’tha pratyuvAca maheCvaraH / 

rudranAmA rodanAt taM77 mA rodIs tvaM mahACaya //46// 

そこで、「名前を下さい。」と彼（ブラフマー神）にかのマヘーシュヴァラは言った。「泣

くが故に、汝はルドラという名前だ。高貴な者よ。泣くでない。」 

evam uktaH punaH so ’tha saptavArAn ruroda saH / 

tato ’parANi nAmAni sapta brahmAkarot punaH //47// 

彼はこのように言われた〔が〕、彼はさらに 7 回も泣いた。そこで、ブラフマーはさら

に 7 つの他の名前を与えた。 

CarvaM bhavaM bhImaJ ca mahAdevaM caturthakam / 

paJcamaM cogram ICAnaM SaSThaM paCupatiM param //48// 

シャルヴァ、バヴァ、ビーマ、4 つ目にマハーデーヴァ、そして 5 つ目にウグラ、6 つ

目にイーシャーナ、最後にパシュパティ〔という 7 つの名を与えた〕。 

mayA yathA vibhaktas tvaM tathAtmA svo vibhajyatAm / 

tvayApi bhUrisRSTyarthaM bhavAMC cApi prajApatiH //49// 

「私が汝を分けたように、そのように汝は、汝によっても、多くの創造〔がある〕ため

に、自身を分けなさい。汝も創造主である。」 

tato brahmA dvidhA bhUtvA puruSo ’rdhena so ’bhavat / 

ardhena nArI tasyAM tu virAjam asRjat prabhuH //50// 

それからブラフマーは 2 つになって、半身によって彼は男性となった。そしてもう半身

によって女性になった。神と彼女はヴィラージュを創造した。 

tam78 Aha bhagavAn brahmA kuru sRSTiM prajApate / 

tapas taptvA virAT so ’pi manuM svAyambhuvaM tataH //51// 

sasarja so ’pi tapasA79 brahmANaM paryatoSayat / 

                                                                                                                                               

76 c 版では kayAd となっているが、この場合、訳は「〔ブラフマーは〕それぞれから神々の

神アルダナーリーシュヴァラを創った」となるため、意味に矛盾が生じる。それゆえ、こ

こでは n 版の kakSAd（脇の下から）を採用したが、n 版の英訳にはこの言葉は訳されてい

ない。 

77 n 版では rodanAc ca となっている。訳はほぼ同じである。 

78 c 版と n 版、双方の註釈には tad という解釈もあるとしているが、いずれも tam を採用

している。 
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toSitas tena manasA dakSaM sRSTyai sasarja saH //52// 

ブラフマー神は彼に言った。「創造をなせ。創造主よ。」かのヴィラージュも、苦行をし、

スヴァーヤンブヴァであるマヌを創った。彼はまた、苦行によってブラフマーを満足さ

せた。満足した彼（ブラフマー）は、彼（ブラフマー）の心によって、〔さらなる〕創

造のためにダクシャを創った。 

sRSTe dakSe ’tha daCadhA praNato manunA vidhiH / 

punar eva sutAn anyAn sasarja daCa mAnasAn //53// 

marIcim atryaMgirasau pulastyaM pulahaM kratum / 

pracetasaM vasiSTaJ ca bhRguM nAradam eva ca //54// 

さて、ダクシャが創られた時、創造主（ブラフマー）は、マヌに 10 回敬礼された。さ

らに〔ブラフマーは〕10 人の心から生まれた他の息子たち、マリーチ、アトリ、アン

ギラス、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、プラチェータス、ヴァスィシュタ、ブリグ、

ナーラダを創った。 

etAn utpAdya manasA manuM svAyambhuvaM punaH / 

yUyaM sRjadhvam ity uktvA lokeCo ’ntardadhe punaH //55// 

世界の神（ブラフマー）は、彼らを心から生み出した後、さらにスヴァーヤンブヴァで

あるマヌに「汝等は創造をせよ。」と言って、再び消えた。 

 

 

 

ch.30.10980 

tulyA jaTArdhaCubhrAMCuCubhraCIrSA81 mahAbalAH / 

ardhanArICvarAH kecid yathArudras tathaiva te //109// 

ある者たちは蓬髪と半月（三日月）と白髪を持つ非常に力強い者たちに等しく、〔ある

者たちは〕アルダナーリーナラであり、〔ある者たちは〕まさにルドラのようであった。 

 

 

 

 

                                                                                                                                               

79 c 版と n 版、双方の註釈には manasA という解釈もあるとしているが、いずれも tapasA

を採用している。 
80 ヴァラーハが世界を破壊し、神々も恐れているので、シヴァがヴァラーハを倒すという

神話の一部である。ブラフマーとヴィシュヌとシヴァが協力して、まずヴィシュヌの身体

からヴァラーハを追い出し、シヴァがヴァラーハと戦った。苦戦を強いられるシヴァにヴ

ィシュヌがエネルギーを送ると、シヴァが大きな咆哮をあげた。この文章は、咆哮をあげ

た際に現れたたくさんのガナの一団について描写しているものである。 

81 n 版では jaTArdhaCubhrAMCuCubhraCIrSAM となっている。 
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ch.30.161cd-16482 

ardhanArICvarAC cAnye hy ardhanArICvaraM haram //161cd// 

dhyAnasthaM praviviCus te tulyarUpA harasya te / 

umAsahAyo hi yadA ramate sasukhaM haraH //162// 

ardhanArICarIrAs tu dvArapAlA bhavanti te / 

AkACamArge gacchantam anugacchanti nityaCaH //163// 

そして他の者たちは、アルダナーリーシュヴァラであり、ハラ（シヴァ）に良く似た姿

をしており、瞑想に耽るアルダナーリーシュヴァラであるハラに入っていった。そして、

ハラがウマーと共に楽しみを享受する時には、彼らアルダナーリーシュヴァラたちはド

アの守り人となる。空を行く〔シヴァに〕彼らは常についていく。 

dhyAnasthaM paricaryanti salilAdibhir ICvaram / 

nAnACastradharAH Cambhor gaNAs te pramathAH smRtAH //164// 

瞑想に耽るイーシュヴァラに水など〔を提供すること〕によって、彼らは給仕する。彼

らは色々な武器を持ち、プラマタと呼ばれるシャンブの眷属である。 

 

 

 

ch.41.2-383 

katham ardhaCarIraM sA jahAra ca piNAkinaH / 

etan naH pRcchatAM samyak kathayasva mahAmate //2// 

そしてどのように彼女はピナーカを持つ者（シヴァ）の半身を得たのか。知者よ。質問

する私たちにそれを全て話してください。 

mArkaNDeya uvAca // 

マールカンデーヤは言った。 

CRNudhvaM muniCArdUlA yathA dAkSAyaNI satI / 

bhUtA girisutA pUrvaM yathArdham aharat tanum //3// 

素晴らしい聖者たちよ。ダクシャの娘サティーは以前どのように山の娘となり、どのよ

うに〔ハラの〕半身を得たのか。聞きなさい。 

 

                                                 
82 前述の現れたガナに関する描写の続きである。30 章 109 偈の後、ヴァラーハは倒され、

ブラフマーとヴィシュヌとシヴァが創造について相談をした。その後、シヴァが瞑想に入

った際には、これらのガナがシヴァの周りを取り囲んでいる。これらのガナはプラマタと

呼ばれており、4グループに分けられている。それぞれ様々な姿や役割を持っており、ここ

ではアルダナーリーシュヴァラの姿のガナについて描写されている。 
83 41 章 1偈において「カーリーはどのようにヒマーラヤの娘として生まれたのか？どのよ

うにダクシャの娘（サティー＝カーリー）は体を捨て、シヴァを夫としたのか？」という

質問もなされている。 
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ch.41.66-6784 

anayaiva giriCreStha ardhanArICvaro haraH / 

bhaviSyati ca sauhArdAjyotsnayaivAmRtAtmanaH //66// 

最高の山よ。まさに彼女と共にハラは、愛情あふれる光とアムリタ〔の関係〕として、

アルダナーリーシュヴァラとなるだろう。 

CarIrArdhaM harasyaiSA kariSyati nijAspade / 

svarNagaurI suvarNAbhA tapasA toSite hare //67// 

金色に輝くスヴァルナガウリーが苦行〔をすること〕によって、ハラが満足した時、彼

女は〔自分〕自身にハラの半身を得るだろう。 

 

 

 

ch.45 

RSaya UcuH // 

聖仙たちは言った。 

vicitram idam AkhyAtaM brahman kAlIharAgamam / 

puNyaM pApaharaM nityaM CrutisaukhyapradaM varam //1// 

バラモンよ。この驚嘆すべきであり、吉祥であり、悪を取り払い、永遠であり、耳を喜

ばせる最高のカーリーとハラの結合が語られた。 

bhUyaH kathaya Carvasya kAlItanvardham uttamam / 

kathaM jahAra gaurI vA kathambhUtAtha kAlikA //2// 

kena vA kAraNenACu kRSNA gaurItvam AgatA / 

tan naH kathaya tattvena muniCreSTha85 dvijottama //3// 

さらにもっとお話し下さい、シャルヴァ（シヴァ）の最高なるカーリーの半身について。 

 

 

 

 

                                                 
84 前述の 41 章 2～3 偈にてなされている質問に答えた内容である。サティーは、体を捨て

た後、シヴァーに対し子宝の苦行をするメーナカー（ヒマーラヤの妻）の娘として生まれ

た。メーナカーは苦行をし、最初にマイナーカを授かった後、苦行に満足したシヴァーが

メーナカーの腹に入り、カーリーとして生まれた。ある日、聖仙ナーラダがやってきて、「カ

ーリーがシヴァの妻になるだろう。現在過去未来においてシヴァは彼女以外を妻としない。」

と言い、この 66～67 偈を述べた。 

85 n 版では muniCreSThi となっている。訳は同じである。 
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どうしてガウリー（白き者）86が〔黒さを〕捨てたのか。あるいはカーリカー87（黒き者）

はさてどのようになったのか。あるいはどのような理由によって黒き者（カーリー）は

白さを得たのか。それを私たちにありのままに話してください。最高の聖者よ。再生族

の最上者よ。 

mArkaNDeya uvAca // 

マールカンデーヤは言った。 

idaM tu mahadAkhyAnaM kathayiSyAmi vo ’dhunA / 

maharSayas tac chRnvantu tattvena CubhadaM param //4// 

さて私はこの長い物語を今あなたに語りましょう。偉大な聖仙たちはこの素晴らしい吉

祥〔な話〕をありのままにお聞きなさい。 

etad aurvaM purA rAjA sagaraH pRSTavAn munim / 

sa taM yathA samAcaSTa tad vo ’tha nigadAmy aham //5// 

サガラ王は以前これ（このエピソード）を聖者アウルヴァにたずねました。では彼（ア

ウルヴァ）が彼（サガラ）に語ったことをあなた方に私が話しましょう。 

purAbhUt somavaMCe88 ca sagaro nAma pArthivaH / 

sa CrImAn balavAn dakSaH sarvaCAstrArthapAragaH //6// 

以前、月の系譜〔の時代〕にサガラ89という名の王がいた。彼は吉祥であり、力強く、

才知があり、あらゆる聖典を熟知していた。 

so ’bhUd ekarathenaiva jitvA sarvAn mahIbhujaH / 

sArvabhaumo narapatiH sarvarAjaguNair yutaH //7// 

彼（サガラ）は一台の戦車によって全ての王に打ち勝った者であり、全知全能であり、

人々の主であり、あらゆる王の素質を具えていた。 

taM prAptarAjyaM rAjAnaM sagaraM pArthivottamam / 

sabhAjayitum atyarthaM munayaH samupAgatAH //8// 

王位に即位したかの王の最高者サガラ王を大いに賞賛するために聖者たちが集まって

きた。 

prAcyodIcyA90 mahAtmAno dAkSiNAtyAs tathottarAH / 

munayo brAhmaNAC caiva nRpaM draSTuM samAgaman //9// 

                                                 
86 ガウリーは白さの象徴的な表現であり、カーリー、あるいはカーリカーは黒さの象徴的

な表現であると考えられる。ここではそれらは全て同一人物であるとされており、のちに

パールヴァティーという呼び名も出てくる。 
87 カーリーとカーリカーという呼び名は同一人物の同一状態（パールヴァティーが黒くな

っている状態）を指すと考えられる。違いは韻律ゆえと思われる。 
88 ソーマヴァンシャとはチャンドラヴァンシャ（月の系譜）のことを指す。 
89 サガラ王とはスーリヤヴァンシャに属するアヨーディヤの王である。この章は、アウル

ヴァ仙に子を授かるよう祈った時の物語に組み込まれている物語と考えられる。 
90 辞書によると udIcya は「北に住む人々、北部」の意味があるが、その他に「サラスヴァ

ティー川の北部および西部地域」という意味もあるため、ここでは「西」とした。 
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東西南北から聖者やバラモンなど偉大な者たちがまさに王を見るために集まってきた。 

AgateSv atha sarveSu mahAtmA jvalanopamaH / 

aurvo nAma muniH CrImAn Agato nandituM nRpam //10// 

そして全て〔の聖者〕がやって来た時に、炎に例えられる偉大なアウルヴァという名の

吉祥なる聖者が王を祝福しに来た。 

tam AgataM numiM dRSTvA jvalantam iva pAvakam / 

saparyayA mahatyA tu sagaras tam apUjayat //11// 

燃えているかのように輝いている到着したかの聖者（アウルヴァ）を見て、サガラは大

いなる尊敬の念と共に彼に敬礼した。 

pAdyam AcamanIyaM ca dattvaivArghapurogamam91 / 

niveCayAmAsa ca taM muniCreSThaM varAsane //12// 

アルガ〔のための水〕をはじめパーディヤ（足を洗う水）、アーチャマニーヤ（口を漱

ぐ水）を捧げて、そして〔サガラは〕かの最高の聖者をすばらしい座に就かせた。 

uvAca ca mahAtmAnam aurvaM sa sagaro nRpaH / 

praNamya ca yathAyogyaM kuCalaM ta iti dvijam //13// 

それからかのサガラ王は、偉大な魂を持つ再生族の者アウルヴァに正しく敬礼し、そし

て彼に、ご機嫌はいかがですか。と言った。 

sa ca prAha muniCreSTho nararAja sadA mama / 

sarvatra kuCalaM tvAM tu draSTuM kuCalam utsahe //14// 

かの最高の聖者は言った。人々の王よ。いかなる時でもいかなる地でも私は元気です。

あなたがお元気かどうかを見るために私はやってきた。 

tvattaH ko ’nyo ’sti kuCalI pRthivyAM savarAjasu / 

ya ekaH saJjigAyACu bhavAn sakalapArthivAn //15// 

あなた 1 人がまさに全ての王たちを征服した。そのあなた以外にこの地上において王た

ちの中で繁栄している者がいるだろうか。 

kuCalaM vardhatAM nityaM tava rAjavarottama / 

yathA nItyA sadAcAraiH pRthivIM CAdhi92 bhUpate //16// 

力強い最上の王よ。大地を治める者よ。常にあなたの繁栄を増やしなさい。道徳規範に

基づくよき行いによって世界を治めなさい。 

tava vRddhau jagadvRddhir vRddhau ceSTAM tataH kuru / 

CubhrAMCuvRddhau satataM sAgarasyeva vardhanam //17// 

あなたが反映すれば世界が繁栄する。それゆえ、あなたは繁栄において努力をするべき

である。月が繁栄する（満ちる）時に、常に海（サガラ）が繁栄する（満ちる）ように。 

                                                 
91 argha（アルガ）は客人を尊敬して歓待することを言い、その際に用いられる清めの水を

arghya（アルギヤ）という。 
92 CAdhi の訳は不明である。英訳を参照し、「治めなさい」と訳した。 
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prathamaM sadguNair AtmA kriyatAM nRpa yojanam / 

tataH svabhAryA mahiSI kriyatAM tadguNair yutA //18// 

王よ。まず〔あなた〕自身が美徳を具えるべきである。次に自分の妻である王妃を同じ

美徳を具えた者にするべきである。 

nityA saMyojitA cet syAd vanitA svayam eva hi / 

svaguNeSu pravekSyantI mahaty api dhRtavratA //19// 

まさに妻自身が内に具えている〔貞淑さ〕が大いなるものであるとしても、自分（サガ

ラ）の美徳の中に〔彼女の〕貞淑さが確立するであろう。 

CrUyate himavatputrI CambhusaMgatamAnasA / 

kriyAbhyupAyair bahubhiH CambhunA sA prayojitA //20// 

ヒマーラヤの娘（パールヴァティー）がシャンブと一緒になりたいと考えた時、彼女は

シャンブによって多くの行動の手段を具えたと言われている。 

tato ’timahatA premNA CaMkarasyAtha pArvatI / 

CarIram ardham aharat tasyaivAnumate satI //21// 

そして、シャンカラ（シヴァ）に対する強い愛情によって、山の娘サティーは、彼自身

の同意を得て、半身を得た。 

ardhanArICvaras tena tadA prabhRti CaMkaraH / 

abhavan nRpaCArdUla nAnyAM bhAryAM gRhItavAn //22// 

最高の王よ。それゆえに、それ以降シャンカラはアルダナーリーシュヴァラになった。

他のいかなる女性も〔妻として〕持たなかった。 

tasmAt tvam api rAjendra svajAyAm Atmanottare93 / 

guNaiH saMyojaya laghuM saMyojaya tataH sutam //23// 

それゆえ、ラージェーンドラ（サガラ）よ。まさにあなたも自身の左にいる自分の妻を

美徳を具えた者にするべきである。そして若い息子を同様に〔美徳を具えた者に〕する

べきである。 

mArkaNDeya uvAca // 

マールカンデーヤは言った。 

ity aurvabhASitaM CrutvA sagaro ’pi mudAnvitaH / 

idaM munim apRcchat sa nRpatiH smitasantataH //24// 

このようなアウルヴァの言葉を聞き、サガラは喜んだ。〔そして〕かの微笑みに溢れた

王はこの聖仙にたずねた。 

sagara uvAca // 

サガラは言った。 

kathaM sA girijA devI kAyArdham aharat satI / 

CaMkarasya dvijaCreSTha tad ahaM Crotum utsahe //25// 

                                                 
93 uttara の意味は不明である。英訳では欠如している。ここでは「左にいる」と訳した。 
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再生族の最高者よ。かのギリジャー女神であるサティーは、どのようにしてシャンカラ

の半身を得たのですか。私はそれを聞きたいです。 

nItyA yayA vA yoktavyA svAtmA bhAryA suto ’thavA / 

tAM nItiM ca sadAcArasaMhitAM Crotum utsahe //26// 

そして私と妻とさらには息子がどのような道徳規範によって行動するべきか、その道徳

規範と日々の振る舞いの決まりを聞きたいです。 

rAjanItiM satAM nItim anyeSAM ca kRtAtmanAm / 

pRthak pRthak Crotum icchur ahaM tvAM nAthaye dvija //27// 

王の道徳規範と知者の道徳規範、そして他にも成就した者たちの〔道徳規範〕を別々に

聞きたいと願う私はあなたにたずねましょう。再生族の者よ。 

yadA94 guhyam idaM brahman na tadA Crotum utsahe / 

tathA nAjJApayAmi tvAM Crotum icchuC ca tatsamam / 

kRpayA kathanIyaM cet tadA kathaya tan mune //28// 

バラモンよ。もし、これが秘密であるならば私は聞くことを望みません。そのように聞

きたいと思っている私は同じようにあなたに命令しません。語られるべきならばどうぞ、

その時にはそれを語って下さい。聖者よ。 

mArkaNDeya uvAca // 

マールカンデーヤは言った。 

ity evaM sagareNoktam aurvo ’pi dvijasattama / 

pratyuvAca mahAtmAnaM kRpAlus tatra bhUpatau//29// 

再生族の最高者よ。サガラによってこのように言われたので王に憐れみを抱くアウルヴ

ァは、偉大な魂を持つ者に言った。 

aurva uvAca // 

アウルヴァは言った。 

CRnu rAjan pravakSyAmi yad yat pRSTam iha tvayA / 

yathA harasya tanvardhaM bhUbhRtputrI purAharat //30// 

王よ。聞きなさい。今あなたによってたずねられたそれぞれの〔質問〕に答えましょう。

どのように山の娘は以前にハラの半身を得たのか。 

yathA nItis tvayA kAryA yatra yatra nRpottama / 

sarveSAM ca sadAcAraM kramAd vakSyAmi tac chRNu //31// 

そこここでなされるべき道徳規範である全ての良きふるまいを順番に話そう。王の最上

者よ。それを聞きなさい。 

yadoDhA himavatputrI CaMkarena mahAtmanA / 

kiyantaM sa tadA kAlaM tatra ninye sahomayA //32// 

                                                 

94 n 版では yadi となっている。訳は同じである。 
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ヒマーラヤの娘が偉大な魂を持つシャンカラと結婚した時、しばらくの間、彼はウマー

と共にそこで過ごした。 

ramamANas tayA sArdhaM sAnau kuJje darISu ca / 

vijahAra ciraM tatra pArvatIM modayan haraH //33// 

ハラは彼女と共に山の頂や木陰、洞窟などで喜びを享受し、パールヴァティーを喜ばせ

つつ、ハラは散策した。 

atha kAle tu samprApte CambhuH kailAsaparvatam / 

sagaNo bhAryayA sArdham agacchat tridivopamam //34// 

やがて時が来て、眷属を伴ったシャンブは妻と共に 3 番目の天に等しいカイラーサ山に

行った。 

sa tvayA krIDamAnaC ca tyaktadhyAnAtmacintanaH / 

tadvaktracandre netrANi cakorAn95 iva cAkarot //35// 

そして彼女と戯れていた彼は瞑想や省察を放棄してしまった。さらに月のような〔彼女

の〕顔にチャコーラ鳥のような目をやった。 

puSpANi kvacid AhRtya girijAM prati CaMkaraH / 

sarvAGgasaGginIM mAlAM vidadhe ’timanoharAm //36// 

シャンカラは山の娘のためにどこかで花々を摘んで、〔彼女の〕愛らしい体全体〔のた

め〕にとても魅力的な花輪を用意した。 

kadAcid AdarCatale yugapac cAtmano mukham / 

mukhaM tathaivAparNAyA vIkSAJ cakre vRSadhvajaH //37// 

ある時はヴリシャドゥヴァジャ（雄牛の旗印を持つ者、シヴァ）は鏡面に自分の顔とア

パルナー（パールヴァティー）の顔を同時に見た。 

kadAcin mRganAbhInAM vilepair gandhapatrakam96 / 

tasyA ghanastanayuge vililekha smarAntakaH //38// 

またある時はスマラーンタカ（カーマの殺戮者、シヴァ）は彼女の豊満な両の乳房にム

スクのペーストでガンダパトラカを描いた。 

gandhasAravilepena97 tilakAny ambikAtanau / 

lalATe cAkaroc cAru candravad ghanasandhiSu //39// 

ムスクのペーストでアンビカーの体に塗った〔シヴァは、彼女の〕額にティラカを付け、

                                                 
95 cakora（チャコーラ鳥）とは辞書によるとハイイロイワシャコというウズラの類の鳥であ

り、月から降り注ぐ光（アムリタ）を飲むことで生きるとされている。文学的な約束事

（kavisamaya）として、このような表現がある。 
96 gandhapatraka は芳香のある葉を持つ物のことであり、一般的にはオレンジの木に使われ

る。ここでは木の種類が明確ではないので「ガンダパトラカ」とした。 
97 gandhasAra とは辞書によるとサンダルウッドのことだが、英訳によるとムスクとしている。

英訳は gandha（におい）、sAra（エッセンス）ということから解釈してると思われる。ここ

では英訳に従い、ムスクと訳した。 
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色々な節目にも付けた。98 

umAniryAsasaMsaktakeCapACeSu citrakam / 

candanAgurukastUrIkuMkumasya vilepanaiH //40// 

cakAra yena tasyAs tu keCapACo vyarAjata / 

nartanAyAvatIrNasya Cikhipucchasya99 sAmyadhRk //41// 

ウマーの髪の束は草木の汁 に染められており、彼女の髪の束がそれによってまるで踊

ろうとして羽を広げたクジャクの尾に似たような輝きを持っているところの白檀、沈香、

麝香、サフランの軟膏を塗られている。 

jAmbUnada100mayAJ CuddhAn kuNDalAdyAn manoharAn / 

alaMkArAn umAdehe101 samAkArSId vRSadhvajaH //42// 

ヴリシャドゥヴァジャはジャンブーナダ川の純金のイヤリングなど美しい飾りをウマ

ーの体に飾った。 

tair jAmbUnadasambhUtair yojitair girijAtanuH / 

vibhAti jaladApUrNe kAlikeva taDidgaNaiH //43// 

このジャンブーナダ川からの装飾品で飾られたギリジャー（パールヴァティー）の体は

雲で蔽われた〔空の〕中で、稲光を伴った黒い〔雲の〕ように輝いた。 

sarvair divyair alaMkArair nAnAratnaiH sadaMCukaiH / 

saMpUrNamaNDitA kAlI sAdRCyaM prakRter dadhau //44// 

全ての神聖な装飾品や色々な宝、良き衣裳によって完璧に飾られたカーリーは自然（創

造主、プラクリティ）に良く似た相貌をしていた。 

evaM sadA sAnurAgas tasyAM Cambhur jagatpatiH / 

jagaddhitAya cikrIDa kAlyA dayitayA saha //45// 

このように、彼女への愛情にあふれる世界の主シャンブは、世界の〔安寧の〕ために妻

カーリーと戯れた。 

kAlI ca jagatAM mAtA mahAmAyA jaganmayI / 

yoganidrA jagadbuddhir vidyAvidyAtmikAkhilA //46// 

prakRtiH paramA mUrtiH102 sargAntasthitikAriNI / 

sammohya CaMkaraM yatnAj jagatAM ca hitaiSiNI / 

reme tena samaM devI candrikeva sudhAMCunA //47// 

そして、カーリーであり、世界の母であり、マハーマーヤーであり、世界を内包する者

                                                 
98 この文章は翻訳が不明である。英訳は「Hara haing applied the paste made of the musk 

to the body of Ambika put tilakas on her forehead, and on close joints」となっている。 

99 原文では Cikhitucchasya となっているが、英訳を参照し、n 版の Cikhipucchasya を採用し

た。 
100 jAmbUnada（ジャンブーナダ川）とは、ジャンブードヴィーパに流れる川のことである。 
101 原文では umA dehe（分書）だが、英訳を参照し、umAdehe（連書）とした。 

102 原文では mUtiH となっているが、n 版の mUrtiH を採用した。 



245 

 

であり、ヨーガ・ニドラーであり、世界の統覚であり、知と無知を本質とする完全な存

在であり、創造者（プラクリティ）であり、最高の姿をしている創造維持破壊を起こす

者（パールヴァティー）はシャンカラを魅了し、そして努力〔をすること〕により世界

のために働く者〔となった〕。月が月光と共にあるように、彼女（パールヴァティー）

は彼（シヴァ）と楽しんだ。 

athaikadA smaraharaH kailAsAgre sahomayA / 

ramamANo mudA yukto dadRCe ’psarasaH CubhAH //48// 

さてある時、カイラーサ山の頂でウマーと共に興じ、喜びを得ていたスマラハラは美し

いアプサラスたちを見た。 

rUpayauvanasampannAH sarvalakSaNasaMyutAH / 

tAsAM madhyagatA veCyA urvaCI ca manoharA //49// 

〔彼女たちは〕完璧な姿と若々しさをそなえ、全ての〔吉祥な〕特徴を持っていた。彼

女たちの中に魅惑的な〔天界の〕遊女ウルヴァスィーがいた。 

tAH sarvA raktagaurAMgyaH sarvAlaGkArabhUSitAH / 

munInAM ca mano ’tyarthaM CaktA mohayituM haThAt //50// 

白桃色の肌をして、あらゆる装飾品によって飾られている彼女たちは皆、聖者の心を一

瞬にして強く魅了することができる。 

tAH praNamya haraM dRSTvA girijAM ca manoramAm / 

agre prAJjalayas tasthus tadbhItinatamastakAH //51// 

彼女たちはハラと美しいギリジャーを見て敬礼し、〔彼らの〕眼前で合掌し、彼（シヴ

ァ）に対する畏怖から頭を下げたままだった。 

atha prAha tadA bhargaH pArvatIm idam adbhutam / 

tAsAM samakSaM tasyAM tu bhASituM syAd yad apriyam //52// 

そしてその時バルガ（シヴァ）はパールヴァティーにこの不思議なことを言った。〔そ

れは〕彼女たちの目の前で彼女（パールヴァティー）にとって不快であったかも知れな

い（ことである）。 

kAli bhinnAJjanaCyAme urvaCyAdyapsarogaNaiH / 

tvayeha strIsvabhAvena saMlApaH kriyatAm iti //53// 

「カーリーよ。アイライナーのように黒い女性よ。今、あなたの女性としても性質を持

って、ウルヴァスィーなどのアプサラスの一団とお話ししなさい。」と。 

tac chrutvA vacanaM tasya yathAyogyaM ca sorvaCI / 

apsarasaH samAbhASya visRSTA girijA tayA //54// 

彼のこの言葉を聞いてウルヴァスィーを伴ったギリジャーはアプサラス達と出来る限

り適切に対話し、彼女（ウルヴァスィー）から離れた。 

atha sA krodhavaCagA pArvatI bhargabhAvitAt / 

kAlI bhinnAJjanaCyAmety uditA hy abhavat kSaNAt //55// 



246 

 

さてかのパールヴァティーはバルガから発せられた「黒いアイライナーのカーリー」と

〔いう〕言葉で、突然怒った。 

sA cApsarasAM purato varNoddeCavikatthanam / 

na sehe manyunA yuktA girijendukalAbhRtaH //56// 

そして熱情にかられたかのギリジャーはアプサラスたちの前での月を付けた者（シヴァ）

からの肌の色を指摘する皮肉に耐えられなかった。 

atha sA roSasaMyuktA tyaktvA vRSabhavAhanam103 / 

apahnute CailasAnau roSApahnutim AgatA //57// 

そして怒った彼女はヴリシャバヴァーハナ（乗り物が雄牛である者、シヴァ）〔のもと〕

を離れ、山の頂の岩〔陰〕に隠れ、怒りを隠しおおせた。 

mArgamANo ’tha virahavyAkulo vRSavAhanaH / 

nAsasAda kiyatkAlaM pArvatIM parvatottame //58// 

そして〔パールヴァティーとの〕離別に当惑したヴリシャヴァーハナはパールヴァティ

ーを探しつつ、最高の山で長い間見つけられずにいた。 

virahavyAkulaM jJAtvA svayaM sA pArvatI haram / 

AtmAnaM darCayAmAsa girisAnAv apahnute //59// 

〔シヴァが〕離別に当惑していると知り、かのパールヴァティーは自ら、ハラに山の隠

れている場所で自分を見せた。 

tAm AsAdya tataH CambhuH kimartham abhajaH priye / 

mAnaM manonudaM devi viCIrNa iva cAbravIt //60// 

それからシャンブは彼女のもとに到着して「愛しい人よ。なぜ離れたのだ？自尊心を害

されたか？女神よ。そして〔私は悲しみに〕打ちひしがれたようだった」と言った104。 

bhartur AgaH purandhrINAM mAnagrahaNakAraNam / 

tad vinA grahaNAt tasya bhIru prApnoti vAcyatAm //61// 

「妻たちの機嫌が悪い理由は夫の罪である。それゆえ、それ（機嫌）が悪いことの理由

なしにそれ（機嫌）を損ねているのならば、咎められることになる。心弱き者よ。 

tasmAt kimartham akaro roSaM tvaM jalajAnane / 

tad AcakSva drutaM kAnte mano me na prasIdati //62// 

それゆえに蓮のような顔の者よ。あなたはなぜ怒ったのか。それをすぐに教えてくれ。

愛する人よ。私の心は穏やかでない。」 

ity uktvA CaMkaro devIM tAm AliGgitum udyataH / 

                                                 

103 n 版では vRSavAhanaM となっているが、韻律の関係上、c 版の vRSabhavAhanaM を採用し

た。いずれもシヴァの異名であり、いずれも「乗り物が雄牛である者」という意味である。 
104 この偈の訳には「それからシャンブは彼女のもとに到着して「愛しい人よ。なぜ離れた

のだ？自尊心を害されたか？女神よ。」と〔悲しみに〕打ちひしがれたように語った。」と

する可能性があり、iva の位置関係から考えるとこちらが有力であると思われるが、英訳に

従った訳を採用した。 
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kAlI taM vArayAmAsa vacanaM cAbravId idam //63// 

と言って、シャンカラはかの女神（パールヴァティー）を抱きしめようとした。〔しか

し〕カーリーは彼を制し、そして次の言葉を言った。 

na dRSTapUrvA kim ahaM yena bhinnAJjanopamA / 

kriyate mayi bhUteCa bhavatApsarasAM puraH //64// 

「全存在の主（シヴァ）よ。アプサラスたちの目の前で私について〔黒色の〕アイライ

ナーに似ているとした（例えた）あなたは、私を以前（その時）に見なかったでしょう？ 

jAtihInaM vRttihInaM rUpahInam adakSiNam / 

hInAMgam atiriktAMgaM tena doSeNa nAkSipet //65// 

低いカーストの者や無職の者、姿の醜い者、寛容さがない者、身体〔の一部〕が欠損し

ている者、過多の者をそのような欠点によって嘲笑うべきではありません。 

iti brahmA purA prAha vedaughArthAvaniCcayam / 

taM cAvamanya bhavatA parihAso ’bhyabhASyata //66// 

このように以前にブラフマーがヴェーダの教えだと言いました。そしてあなたはこれ

（この教え）を破り、嘲笑して言いましたね。 

yAvan na me CarIrasya bhavitrI suvarNagauratA105 / 

na sameSye tvayA tAvad iti satyaM bravImi te//67// 

私の体が金色がかった白色にならない間は、あなたと一緒にはなりません。このように

私はあなたに誓います106。 

CarIragauratAM Cambho na sameSye tvayA vinA / 

tatra me CRNu sandhAya AtmanaH CirasA Cape //68// 

シャンブよ。あなたがいないのなら私は白い体にならないでしょう（なりたくありませ

ん）。それゆえお聞きなさい。〔また〕一緒に〔なりましょう〕。私は頭（心の中）で私

の〔この〕誓いをします。」 

ity uktvA sA tadA devI tasyaiva purato yayau / 

mahAkoSIprapAtAkhyaM himavatsAnum uttamam //69// 

このように言ってかの女神（パールヴァティー）はそのあと彼の前から大カウシ川の源

泉と呼ばれる素晴らしいヒマーラヤの山頂へと行ってしまった。 

mahAdevo ’pi taM bhAvyaM jJAnena kRtaniCcayam / 

arthaM jJAtvA tadAparNAM sarvajJo nApyavArayat //70// 

全知者マハーデーヴァ（シヴァ）もまた、知によってかの未来が決定されていることを

知り、アパルナー（パールヴァティー）を妨げなかった。 

sA gatvA pUrvavat tatra CambhusaMgatamAnasA / 

Catam ArAdhayAmAsa varSANi vRSabhadhvajam //71// 

                                                 

105 原文では svarNagauratA だが、n 版の suvarNagauratA を採用した。 
106 原文では「真実を言います」だが、これは誓いの言葉を指す決まり文句である。 
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シャンブと共にいたいと心に思う彼女は、以前のようにそこへ行って、ヴリシャバドヴ

ァジャに対して 100 年間崇め続けた。 

ekaM pAdaM samutkSipya vAmenAkramya sA kSitim / 

uttarAbhimukhI bhUtvA nirAhArA nirantaram //72// 

vaiyAghracarmavasanA sordhvamUrddhAnanA107 satI / 

jyotir mayaM paraM CAntaM CivaM CivakaraM varam //73// 

AtmasvarUpatattvajJA tattvenArAdhayad dharam /74ab 

一方の足を揚げ、左〔足〕によって地に立ち、かの自分自身の本質をわきまえているサ

ティーは北を向き、常に断食し、トラの皮を身にまとい頭や顔を上方に向けた。輝きを

持つ最上者であり、寂静であり、吉祥を授ける吉祥なるハラを、本質である者として崇

拝した。 

tAM cintayantIM paramaniCcalAM tattvamAnasAm //74cd// 

mene munigaNaH sthANur yo na jAnAti tattvataH / 

evaM tasyAs tapasyantyA jagmur varSANi vai Catam //75// 

anyeSAM ca yathA CaCvad ekaM nRpatisattama /76ab 

完全なる不動の姿勢を取り、真理を心の中で瞑想する彼女（パールヴァティー）を、真

実が見抜けないかの如く聖者たちは木の幹108と考えた。このように、彼女は苦行をして

100 年が過ぎ、それは他の人にとってはあたかも永遠なる一年が過ぎたようだった。王

の最高者（サガラ）よ。 

tatas tAM CatavarSAnte CaMkaro yogatatparaH //76cd// 

AtmAnaM darCayAmAsa kramAd ekaM sa satrapam / 

prathamaM darCayAmAsa brahmANaM ca hariM tataH //77// 

そこで 100 年が終わった時に、ヨーガに専心したかのシャンカラは恐る恐る少しずつ自

身〔の姿〕を彼女に見せた。まず最初にブラフマーとして、そしてハリとして〔自分を〕

見せた。 

tatas tu CAmbhavaM dehaM tatas teSAm athaikatAm / 

jyotirmayatvaM CuddhatvaM sarveSAM hetutAM tataH //78// 

そしてシャンブとしての姿を〔現し〕それから輝きを持ち清浄さを持ちあらゆるものの

原因であるそれら〔三神〕の一体化〔した姿〕を〔見せた〕。 

tatas tu CambhurUpaM sa darCayAmAsa CaMkaraH / 

yoganidrAM mahAmAyAM yoginIM kAlikAmbikAm //79// 

それからかのシャンカラはシャンブの姿を、ヨーガニドラーでありマハーマーヤーであ

りヨーギニーでありカーリカーであるアンビカーに見せた。 

                                                 

107 原文では sordhvamUddhAnanA となっており、n 版では sordhvamurddhAnanA となっている

が、英訳を参照し、sordhvamUrddhAnanA とした。 
108 英訳を参照し、このように訳した。 
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prathamaM darCayitvA tu tasyAH prakRtirUpatAm / 

paCcAt sA pArvatIty eva kramAt tasyA adarCayat //80// 

そしてまず、彼女の創造者としての姿を見せて、そして彼女がパールヴァティーである

と〔示し〕、少しずつ彼女の〔本質を〕示した。 

tapasA sambhRtenACu jJAnam AsAdya pArvatI / 

antardRSTyA bahirdRSTyA tattvaM jJAtvA yathAtatham //81// 

CambhuM jaganmayaM mene tathAtmAnaM jaganmayIm / 

brahmA viSNur haraC cApi tataH sarvam idaM jagat //82// 

苦行を行なっていることにより、パールヴァティーはすぐに知を得て、内面を見ること

や外面を見ることによって本質をありのままに知り、シャンブを世界の内包者と〔知り〕、

自身を世界の内包者と〔知り〕、ブラフマーとヴィシュヌとハラこそが、それゆえその

全世界と理解した。 

ahaM samastaprakRtir yoganidrA tathA satI / 

iti dhyAnena sA devI prApya dhyAnaM tadAtyajat / 

unmIlya nayanadvandvaM bahiH CambhuM dadarCa ca //83// 

「私（パールヴァティー）は全ての創造者でありヨーガニドラーであり同様にサティー

である」と、かの女神（パールヴァティー）は瞑想によって知り、瞑想を終わりにした。

そして両眼を開いて外にいる（具現化されている）シャンブを見た。 

sA dRSTvA CaMkaraM devaM devadevam umApatim / 

tuSTAva109 vAgbhir iSTAbhir yaminaM yogatatparam //84// 

彼女は、神々の主であり、ウマーの夫であるシャンカラ神を見て、尊崇の言葉によって、

自己を抑制しており、ヨーガに専心する者（シヴァ）を満足させた。 

pArvaty uvAca // 

パールヴァティーは言った。 

namas te jagatAM nAtha namas te keCavAvyaya / 

pradhAnapuruSAtIta kAraNatrayakAraNa //85// 

「世界の主（シヴァ）よ。敬礼します。ケーシャヴァよ。不滅の者よ。プラダーナとプ

ルシャを超越した者よ。〔世界存在の〕3 つの原因（創造維持破壊）の原因よ。敬礼し

ます。 

yogamohamanorAgadharmAdharmamayas tathA / 

vidyAvidyAsvarUpaC ca CAmbhavaH kAya eSa te //86// 

シャンブとしてのあなたのこの体は、ヨーガ（瞑想）とモーハ（迷妄）、マノーラーガ

（心の執着）、ダルマ、アダルマから成る者であり、知と無知の姿をしている。 

tvaM niHCreyaH CreyasA yujyamAno dRCyo ’dRCyo yogamUrtir manISI / 

samyak CraddhA pauruSe tattvarUpaM tvaM vai jyotiH CAntirUpaM purastAt //87// 

                                                 
109 文法的に不明だが、英訳を参照し、「満足させた」とした。 
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あなた（シヴァ）は無比なる者であり、最高のものと結び付いた者であり、目に見える

者でもあり見えない者でもあります。あなたはヨーガの印を持ち、知者です。正しい信

仰であり、男性性における本質の姿をしており、光であり、〔苦行者たちの110〕面前で

は静謐な姿をした者です。 

brahmA viSNus tvaM haras tvaM mahendraH CUryaH somo vAyur agnir dhaneCaH / 

tvaM toyeCaH Camano rAkSasaC ca CeSas tvatto bhidyate ko ’pi nAsmin //88// 

あなた（シヴァ）はブラフマーであり、ヴィシュヌであり、ハラです。あなたはマヘー

ンドラであり、スーリヤであり、ソーマであり、ヴァーユであり、アグニであり、ダネ

ーシャ（クベーラ）です。あなたはトーイェーシャ（ヴァルナ、水神）であり、シャマ

ナ（殺す者）であり、ラークシャサであり、シェーシャです。このようにあなたと分か

たれる者はそこにはありません。 

tvaM bhUmir dyaur dyusadAM cApi panthAs tvaM sthAvaro jaGgamo bhUrvalasthaH111 / 

jJAnaM jJeyaM dhyAnagamyaM ca tattvaM parAtparaM vyaktarUpaM pareSAm //89// 

あなた（シヴァ）はブーミ（地）であり、ディヤウスであり、そして天に住む者たちの

場所でもあります。あなたは植物であり、動物であり、洞窟にある大地です。知であり、

知られるべき者であり、瞑想によって認識されうる者であり、本質であり、最高者の中

の最高者であり、他の者たちの顕現体です。 

tvaM puruSaH paramAtmA pradhAnaM tvaM hi jyAyAn Agamo jJAnagamyaH / 

bhAvaH kRtyaM paJcarUpI samastair AsAdyas te112 gocarAs tadbhavAya //90// 

あなた（シヴァ）はプルシャであり、パラマートマンであり、プラダーナ（第一義的な

もの113）です。あなたは最高のアーガマであり、知識によって到達できる者です。本質

であり、目的であり、5 つの姿の者114であり、全ての者によって到達されうる者であり、

あなたのそれらの対象は実在に帰結しています。 

kIrtiH115 kIrtya116 stutyarUpI stutiC ca draSTA dRCyaH sthairyadhRk sthAvaraC ca / 

nityo ’nityo muktayogo viyogo dAnAdAne bhedasAmaprayogaH //91// 

                                                 
110 誰の面前であるか原文からは判断できないが、英訳を参照し、苦行者たちの面前とした。 
111 英訳では the earth in the water(?)（水の中にある大地か？）となっており、意味が曖昧と

されている。直前の sthAvara-（動かざるもの＝植物）と jaGgama-（動くもの＝動物）との関

係から、bhUrvalastha-を鉱物ととらえることも可能である。しかし einoo card によると、

sthAvara-と jaGgama-が羅列されることは頻繁だが、そこに bhUrvalastha-も共に羅列されてい

る例は全く見られない。 
112 ここでは「あなたのそれらの対象は実在に帰結しています」と訳したが、「それらの対

象はその実在に帰結しています」と訳すこともできる。英訳では、この teは訳されていな

い。 
113 サーンキヤ哲学的な解釈をすると根本原質となる。 
114 英訳によると「5つの感官が平衡状態を保っているところの者」としている。 

115 原文では kItiH だが、n 版の kIrtiH を採用した。 

116 原文では kItyaH であり、n 版では kIvyaH だが、英訳を参照し、kIrtya とした 
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〔あなた（シヴァ）は〕栄光であり、賞賛されるべき者であり、崇められるべき姿を持

つ者であり、そして讃美であり、目撃者であり、見られるべき者であり、不動を持つ者

であり、不動の者です。永遠であり、永遠でない者であり、解脱した者であり、独存者

であり、ダーナ（布施の行為）とアダーナ（布施しない行為）においてその差異を同一

視して見る者です。 

nItir neyo dIkSito dakSiNAC ca sArAt sAraH saMvidhAtA vidheyaH / 

Aryo117 ’nAryo rUpadhRg rUpahIno divyo devo mAnuSo ’mAnuSaC ca //92// 

〔あなた（シヴァ）は〕ニーティ（正義）であり、ネーヤ（正義に従う者）であり、印

可された者であり、たくさんの寄進であり、原因の原因である創造者であり、規定され

た者です。アーリヤ（高貴な者）であり、アナーリヤ（卑賤な者）であり、姿を持つ者

であり、姿を持たない者であり、神聖であり、神であり、人であり、人ではありません。 

sRjyaH sraSTA pAlakaH pAlyarUpaC cetA ceyo normiyuktas tathormiH / 

vidyAvidyAvedavAdaikarUpo rUpArUpas tIkSNasaumyaikarUpaH //93// 

〔あなた（シヴァ）は〕創造された者であり、創造者であり、守護者であり、守護され

る者であり、思索者であり、思索される者であり、欲望を失った者であり、同様に欲望

である者です。知と無知というヴェーダの教えの一形態であり、有形無形であり、鋭さ

と穏やかさを 1 つのものとする者です。 

bhAvAbhAvaH CobhanaH CuddharUpI CaCvaddAntaH118 CAntir ugrA munInAm / 

dvandvo ’dvandvaH sarvago ’sarvagaC ca bhrAnto ’bhrAntaH siddhasiddhipradaC ca //94// 

〔あなた（シヴァ）は〕有であり、無であり、輝きであり、純粋な姿の者であり、永遠

の者であり、制御された者であり、聖仙たちのすさまじいまでの寂静さです。ペアであ

り、ペアでなく、遍在であり、遍在でなく、混乱した者であり、混乱した者でなく、ス

ィッダ（成就者）としてのスィッディ（完全性）を与える者です。 

ekasthas tvaM sarvagoptA sudeho nirdehas tvaM deha ekaH surANAm / 

sthUlaH sUkSmo nirvikAraH CarIrI viCvAtmA tvaM nAsti bhinno bhavattaH //95// 

あなた（シヴァ）は一所に立つ者であり、全てを庇護する者であり、美しい体を持つ者

であり、体を持たぬ者です。あなたは神々の唯一の身体です。あなたは粗大にして微細

であり、変化せず、体を持つ者であり、宇宙の本質です。あなたとは別のものではあり

ません。 

kAryAkArye yasya rUpe namas119 te vyApyAvyApye bhAgahIno ’tipUrNaH / 

yogajJAnasthAtmakaM yasya nityaM rUpaM yasya CrIda tasmai namas te //96// 

なされるべきものとなされないべきものの姿であり、〔そして〕浸透されたものと浸透

されていないもの〔の姿であり〕、その一部が欠けている者と過度にある者〔の姿を持

                                                 

117 n 版では Anyo となっている。 

118 n 版では CaCtraddAntaH だが、原文の CaCvaddAntaH を採用した。英訳では訳されていない。 
119 英訳を参照し、samas を namas に訂正した。 
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つ〕あなた（シヴァ）に敬礼します。常にヨーガの知に依拠することを本質とする者で

あり、姿が吉祥を与える者である、あなたに敬礼します。 

pradhAnapuMsor api yo vidhAtA yaH kAlarUpI puruSaH pareCaH / 

tam ICam ugraM varadaM vareNyaM namAmi cinnItivitAnakaM tvAm //97// 

〔あなた（シヴァ）は〕プラダーナとプンス120の創造者であり、時の姿を取ったプルシ

ャであり、他の者たち全ての主です。そのような強い力を持つ者であり、恩恵を与える

者であり、祈りを捧げられる神であり、思考と正義を広げる者であるあなたに敬礼しま

す。 

akSayo yo ’vyayaH sAkSI kSetrajJaH kSetradhRgvaraH / 

tasmai namas te viCvAtman vRSadhvaja maheCvaraH //98// 

全てのものの本質（シヴァ）よ。雄牛を旗印とする者よ。マヘーシュヴァラよ。消滅せ

ざる者であり、不変の者であり、目撃者であり、知田者であり、優れた大地の維持者で

あるあなたに敬礼します。」 

jJAnAmRtavinisyandi yasya ciccandramAH sadA / 

tad rUpam ekaM yaM jJeyaM bhaktimAtraM namo ’stu te //99// 

その人の知の月が常に知のアムリタを流し出している〔姿〕であり、バクティのみとし

て知られる唯一の姿を持つ、そのあなた（シヴァ）に敬礼します。 

aurva uvAca // 

アウルヴァは言った。 

iti stuto mahAdevaH sarvabhUtAnukampakaH / 

prasannavadanaH prAha pArvatIM pratiharSayan //100// 

このように、賞賛され、全人類に憐れみを抱いた、顔に喜びを浮かべるマハーデーヴァ

は喜びつつ、パールヴァティーに言った。 

ICvara uvAca // 

イーシュヴァラは言った。 

prIto ’smi devi bhadraM te varaM varaya vAJchitam / 

tapasApy AyitaC cAhaM tvayA brahmA tathA hariH //101// 

「私（シヴァ）は満足した。女神（パールヴァティー）よ。祝福あれ。望む恩恵を選び

なさい。まさに〔あなたの〕苦行によって、あなたによって、私とブラフマーとハリは

喜んだ。 

tapasA tvatsamo nAsti CIlena ca guNena ca / 

tvAM vinA na hi tRpyAmi priye kuru yathepsitam //102// 

苦行、振る舞い、徳に関してあなた（パールヴァティー）に等しい者はいない。愛しき

者よ。実にあなたなしでは私（シヴァ）は満足しない。〔自分が〕望むようなことをし

なさい。」 

                                                 
120 サーンキヤ哲学的に見ると、プラダーナとプンスは女性原理と男性原理を表している。 
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tataH sA mohitA prAha mAyayA himavatsutA / 

そしてかの山の娘はマーヤー（幻影）に惑わされ、言った。 
121  

jAmbunadAbhagauro me deho bhavatu sAmpratam / 

ananyakAntas tvaM cApi bhUyA matto vinA hara //103// 

「すぐに私（パールヴァティー）の体が金色がかった白色になりますように。ハラよ。

あなたも、他の愛しき者を持たない者になって下さい。」 

evam ukto mahAdevaH pArvatyA pArvatIM tataH / 

AkACagaMgAtoyaughe majjayAmAsa bhAminIm //104// 

そこで、このようにパールヴァティーによって言われたマハーデーヴァは、美しいパー

ルヴァティーを天から流れ落ちるガンガーの水流で沐浴させた。 

sA nimajjya samuttIrNA vidyudgaurI vyajAyata / 

sitAmbhomadhyagA devI CAradAbhre taDid yathA //105// 

沐浴して、あがってきた彼女は輝く白色の肌になった。澄んだ水の中にいる女神は秋空

の〔雷の〕閃光のようだった。 
122 

CambhuC cAMgIcakArACu nAhaM tvatto vinA priye / 

manasApi grahISyAmi nAnyAM satyaM bravImi te //106// 

そしてシャンブはすぐに約束した。「私はあなた以外に〔妻を持た〕ない。愛しき者よ。

心の中でさえも他の女性と一緒にならない。と、私はあなたに誓う。」 

aurva uvAca // 

アウルヴァは言った。 

atha toyAt samuttIrNA pArvatI modasaMyutA / 

tapaHkleCaparityaktA candrikeva vidhor yathA //107// 

さて水からあがってきたパールヴァティーは喜んだ。苦行の苦しみから解放され、月明

かりのようだった。 

atha tAM pArvatIM devIm AdAya vRSabhadhvajaH123 / 

jagAma CailaM kailAsaM svam ACramapadaM laghu //108// 

それからヴリシャバドヴァジャは、かのパールヴァティー女神を連れて、すぐにカイラ

ーサ山の自分のアーシュラマ（隠遁所）に行った。 

tadA gatvA haro devIm adhivAsya vibhUSya ca / 

pUrvavan modayAmAsa narmahAsakathAdibhiH //109// 

                                                 

121 n 版ではここに aurva uvAca //「アウルヴァは言った」という一文が入る。 

122 n 版ではここに ICvara uvAca //「イーシュヴァラ（シヴァ）は言った」という一文が入る。 

123 n 版では vRSadhvajaH だが、韻律の関係上、vRSabhadhvajaH を採用した。意味は同じであ

る。 
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そしてハラは〔カイラーサ山に〕行ってから、女神を住まわせて〔宝石などで〕飾り、

以前のように冗談や笑い話や物語を語るなどして、喜ばせた。 

sApi sauvarNagaurAGgI vIkSya rUpaM manoharam / 

gRhItasamayaM CambhuM prApyAtIva mumoda ha //110// 

金色がかった白い肌をしている彼女（パールヴァティー）もまた、〔自分自身の〕美し

い姿を見て、誓願を受け入れたシャンブを得て、非常に喜んだ。 

evaM tayos tu Civayor anyonyaramamANayoH / 

jagAma suciraM kAlaM kailAse parvatottame //111// 

このように最高の山カイラーサで、シヴァたち 2 人が互いに喜んでいる間に、大変長い

時間が過ぎた。 

athaikadA mahAdevasamIpe himavatsutA / 

AsInA dadRCe tasya svAM chAyAm urasi sthitAm //112// 

さてある時、マハーデーヴァの隣に座っているヒマーラヤの娘は、彼の胸に自分の影（反

映）が映っているのを見た。 

sphaTikAbhrasame svacche hRdi Cambhor manohare / 

yogijJAnAdarCatale cArvaGgIM124 pratibimbitAm //113// 

苦行者の知の鏡の表面であり、水晶のように美しく澄んだシャンブの心に、美しい体の

女性が反映しているのを〔見た〕。 

AtmacchAyAM gIrisutA vAmabhAge manohare / 

dadarCa125 vanitArUpAM smitavaktrAM manoharAm //114// 

美しい〔シヴァの胸の〕左側に、山の娘は、美しく微笑む女性の姿をした自分の影を見

た。 

bhrAntyA dRSTyAtha pArvatyAs tadA jJAnam ajAyata / 

kRtasatyo ’pi giriCaH kim anyAM vanitAM dadhau //115// 

mAyayA sthApitAM gAtre vIkSantIM kuTilaM ca mAm /116ab 

その時パールヴァティーの間違った見解によって、〔誤った〕認識が起きた。ギリシャ

（シヴァ）は、その体にマーヤーによって置かれて、そして意地悪く私を見つめている

他の女性を、どうして置いているのか。 

iti tasyAs tadA vaktraM malinaM bhrukUTIyutam126 / 

babhUva vRSaketuC ca CyAma utpAtako yathA //116// 

と。それから彼女の顔は暗くなり、眉がしかめられた。そして、ヴリシャケートゥも、

まるで誓願を破った結果であるかのように、黒くなった。 

                                                 

124 n 版では cArvaGgI となっており、この場合の訳は「美しい体の女性は、反映した女性を

見た」となる。 

125 原文では dadaCa だが、n 版を参照し、dadarCaとした。 
126 原文では bhrukuTIyutam だが、英訳を参照し、bhrUkuTIyutam とした。 
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sA dRSTvAtha tadA chAyAM viSNumAyAvimohitA / 

apahnutaM gireH CRGgaM mAnAd roSAd viveSa ha //117// 

その時、ヴィシュヌマーヤーに惑わされて、影を〔本物の女性と〕見た彼女（パールヴ

ァティー）は、自尊心と怒りから、山の頂にある隠れ家に入ってしまった。 

atha tAM mArgamANas tu CaMkaro virahAkulaH / 

cirAd apahnutAM devIm AsasAda tato haraH //118// 

さて離別に悩まされたシャンカラは彼女（パールヴァティー）を探して、長い時間の後、

ハラは隠れているかの女神を見つけた。 

tAm AsAdya mahAdevo vivarNavadanAM priyAm / 

uvAca roSaNe hetuM jJAtum icchur yathAtatham //119// 

マハーデーヴァは、青白い顔色をしたその愛する人に近づいて、「〔あなたの〕怒りの原

因をありのまま知りたい」と言った。 

ICvara uvAca // 

イーシュヴァラは言った。 

kim arthas tvaM varArohe mahyaM kupyasi kopane / 

roSahetum ahaM vaktuM tavecchAmIha vallabhe //120// 

「あなたはなぜ私に対して怒っているのか。美しい腰の女よ。私はあなたに怒りの原因

を話して欲しい。愛する者よ。 

na tubhyam aparAdhyAmi vAcA vA mAnasAthavA / 

kAyena vA kathaM kopaM kartum arhasi bhAmini //121// 

私はあなたに対して言葉もしくは心、もしくは行いによって悪いことをしていない。そ

れなのになぜあなたは怒るのか？美しい127女（パールヴァティー）よ。」 

devy uvAca // 

女神は言った。 

samayena mayA pUrvaM tathA samprArthito bhavAn / 

kathaM taM parihAya tvam anyAM bhAryAM samIhase //122// 

「あなた（シヴァ）は以前に、私に誓願によって約束しましたね。なぜ、あなたはそれ

（誓願）を破って、他の女を妻にしたいと望むのですか。 

pratyakSeNa mayA dRSTA tava hRdy antare hara / 

cArvaGgI vanitA kAcit toyaniryAtabhasmani //123// 

ハラよ。水によって灰が洗われたあなたの胸の内に、誰かしらの美しい体の女性〔がい

るの〕を直接、目で見ました。 

bhavAn sarvajJAnamayaH sarvagaH parameCvaraH / 

toSito me tapovrAtair na tuSTas tvaM maheCvara //124// 

                                                 
127 bhAminI には「美しい」という意味以外に「怒った」という意味もある。英訳に従い、「美

しい」と訳したが、「怒った」も含意している可能性がある。 
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全ての知に溢れた者であり、遍在者であり、パラメーシュヴァラであるあなた（シヴァ）

は、私の多くの苦行によって満足した〔と思いましたが、しかし〕あなたは満足してい

なかったのですね。マヘーシュヴァラよ。 

tasmAd ahaM tapas taptuM CaCvad gantuM samutsahe / 

anujAnIhi mAM128 Cambho mA vilambaM vRthA kRthAH //125// 

それゆえ私は、永遠に苦行しに行くことにいたします。私をお許しください。シャンブ

よ。引きとどめないで下さい。」 
129 

iti CrutvA vacas tasyAH smitavistAritAnanaH / 

CaMkaraH pArvatIM prAha sandigdhAm iva bhAminIm //126// 

このような彼女の言葉を聞いて、シャンカラは顔中に微笑みを浮かべ、疑っているよう

な美しいパールヴァティーに言った。 
130 

nAham anyAM striyaM voDhA nAhaM samayabhedakaH / 

tava mithyAmatir jAtA mUgdhe mUDhatayAdhunA //127// 

「私は他の女と結婚していない。私は誓願を破っていない。今、無知ゆえにあなたに思

い違いが生じた。無垢131な女（パールヴァティー）よ。 

tvam icchasi yadi CrotuM tatra hetuM ca pArvati / 

tad ahaM kathaye tattvaM mAnaM mAnini mA kRthAH //128// 

もしあなたが、それに関して理由を聞きたいならば、パールヴァティーよ、それならば

私は真実を語ろう。自尊心のある女よ。言いたいことを留めることはない。 

mama vakSasi vistIrNe darpaNasv acchabhAsini / 

tavaiva vapuSaC chAyAbimbitA lokitA tvayA//129// 

鏡のように透明に輝く私の広い胸には、まさにあなた〔自身〕（パールヴァティー）の

美しい姿の影の反映があなたによって見られた。 

idAnIm eva budhyasva tvAm Rte nAsti sA mayi / 

nAtra mAnas tvayA kAryo hRdayAntarasaMsthite //130// 

まさに今、あなた（パールヴァティー）は分かったはずだ。あなた以外には私〔の胸〕

には、その女性はいない。〔ゆえに〕心の中にある〔悪い〕考えが、あなたによってな

されるべきではない。」 

devy uvAca // 

女神（パールヴァティー）は言った。 

                                                 

128 n 版では mAである。付帯辞なので意味は同じ。 

129 n 版ではここに aurva uvAca //「アウルヴァは言った」という一文が入る。 

130 n 版ではここに ICvara uvAca //「イーシュヴァラは言った」という一文が入る。 
131 mUgdhA を「無垢な」と訳したが、「無知な」という意味も含意している可能性がある。 
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mayi sthitAyAM chAyAsti mAm Rte nAsti sA punaH / 

katham etan mayA jJeyaM tan me vada vRSadhvaja //131// 

「私がいる時、影もいる。しかし、私無しでは彼女はいない。ヴリシャドゥヴァジャ（シ

ヴァ）よ。いかにしてこれが私によって知られるべきでしょうか。それを私に教えてく

ださい。」 

ICvara uvAca // 

イーシュヴァラ（シヴァ）は言った。 

gavAkSAbhyantare sthitvA tajjAlena manohare / 

paCya toyaughaniryAtabhUtilepam uro mama //132// 

「美しい者（パールヴァティー）よ。丸窓の中にとどまり、水流によって塗られた〔灰〕

を洗い流した、私の胸を見なさい。 

tathA tvaM maNDitaM dehaM vIkSyAdarCatale punaH / 

maddhRdAsannam AsAdya tAdRkchAyAM vilokaya //133// 

そして、あなたは、鏡の表面にある飾られた体を見て、〔今度は〕私の胸に近づいて、

それに似た影を見なさい。 

yathA drakSyasi dehe svaM tat kuru tvaM tathA mama / 

Alokaya nijAM chAyAM tvaM132 vinA nAsti tat punaH //134// 

あなたが〔私自身の〕体の中にあるそれを、あなた〔自身〕のようにしなさい。あなた

がいなければ。それ（影）はない〔ということを〕あなたの影の中に見なさい。 

tvam eva jJAsyasi cchAyAM madvakSasi manohare / 

jJAtvA visRjya mAnaM mAM tvaM cApy upapatsyasi //135// 

あなたは、まさに私の胸にいる影〔があなたであること〕を知るだろう。美しい女（パ

ールヴァティー）よ。〔それを〕知って、自尊心を捨て、そしてあなたは私を受け入れ

なさい。」 

aurvya uvAca // 

アウルヴァは言った。 

evam uktA hareNAtha pArvatIndukalAbhRtaH / 

toyair nirdhAvya hRdayaM svAM chAyAM punar aikSata //136// 

そしてこのようにハラによって言われたパールヴァティーは、三日月を付けた者（シヴ

ァ）の心を水で拭い、再び自分の影を見た。 

dRSTvAdarCatale vaktraM nijaM dehaM ca pArvatI / 

AlokayAmAsa tadA CaCvac chaMkaravakSasi //137// 

パールヴァティーは、鏡の表面に〔映る〕自分の顔や体を見て、それから長い間シャン

カラの胸の上を見つめていた。 

yathA sA kurute devI kApaTyaM netravibhramam / 

                                                 

132 原文では tvAM となっているが、後続の vinAとの関係から、n 版の tvaM を採用した。 
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tathA sA kurute cchAyA karakam pAdikaM tathA //138// 

その女神が見せかけの目の動きや手足〔の動き〕をすると、その影も同じようにする。 

tataH punar gavAkSasya jAle sthitvA himAdrijA / 

tathA vyalokayac chambhor hRdayaM vItabhUtikam //139// 

そして再び、ヒマーラヤの娘は、丸窓の幻影の中にとどまり、さらにシャンブのブーテ

ィカが消えた胸を見た。 

tayA tatra tu pArvatyA vRSabhadhvajavakSasi / 

na kApi dRSTA vanitA dRSTaM jAlasya maNDalam //140// 

しかしヴリシャバドゥヴァジャの胸のところに、かのパールヴァティーは、いかなる女

性も見ず、幻影の輪が見えた。 

evaM bahuvidhair devI tadopAyais tathetaraiH / 

niryAtasaMCayA bhUtvA lajjAM prApa varAMganA //141// 

このようにこの時、美しい女神（パールヴァティー）は、色々な異なる方法で、疑いか

ら抜け出し、恥じた。 

tAM lajjitAM girisutAm ISadbhItAm adhomukhIm / 

Cambhur AliMgya pANibhyAM mukhaM cAsyAC cucumba ca //142// 

シャンブは、恥ずかしがって、少し恐れてうつむくその山の娘を両手で抱きしめ、そし

て彼女の口に口づけた。 

sa tAm Aha mahAdevo devIm ACvAsayan muhuH / 

mA vrIDasva mahAbhAge bhrAntiH kasya na jAyate //143// 

かのマハーデーヴァは、その女神（パールヴァティー）を何度も落ち着かせようとして、

〔次のように〕言った。「吉祥な者よ。恥じるでない。間違いをおかさない者などいな

い。 

mAnas tvayi varastrIbhiH kAryaH premakaro yataH / 

tvayApi viralaH kAryo mAno devi na sarvadA //144// 

あなたの中の自尊心は、愛をつくり出したので、あなたによっても、常にではないが、

時々は自尊心がつくられて〔良い〕。女神よ。」 

ity uktA devadevena mainAkasahajAmbikA / 

CaMkaraM praNayAt prAha sUnRtaM madhuraM vacaH //145// 

このように神々の神（シヴァ）によって言われた、マイナーカ（メーナーの息子）と共

に生まれたアンビカーは、愛情からシャンカラに優しく甘い言葉をかけた。 

devy uvAca // 

女神（パールヴァティー）は言った。 

yathA tavAhaM satataM chAyevAnugatA hara / 

bhaveyaM sAhacaryeNa tathA mAM kartum arhasi //146// 

「ハラよ。私はいつもあなたの影のように付いていきたいので、私がそうできるように、
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同行させて下さい。 

sarvagAtreNa saMsparCaM nityAliMganavibhramam / 

aham icchAmi bhavatas tattvaM cet kartum arhasi //147// 

全身によって接触し、常に抱擁している歓喜を、私は望みます。もしあなたに真実があ

るならば、そうして下さい。」 

bhAgavAn uvAca // 

神（シヴァ）は言った。 

rocate tan mahyam api yas tvam icchasi bhAminI / 

tatropAyam ahaM vakSye yadi CaknoSi taM kuru //148// 

「私は美しいあなた（パールヴァティー）が望むこと、それを私も喜ぶ。そこで、私は

方法を言う。もし、あなたができるならば、それをしなさい。 

ardhaM mama gRhANa tvaM CarIrasya manohare / 

ardhaM bhavatu me nArI athaivArdhaM pumAn iti //149// 

魅力的な女（パールヴァティー）よ。私の〔体の〕半分は女性に、そして残りの半分は

男性になるように、あなたは私の身体の半分を取りなさい。 

yadi tvam api CaknoSi kartuM tad ardham IdRCam / 

tadAhaM te hariSyAmi CarIrArdhaM varAnane //150// 

もしあなたが、そのように半分にすることができるならば、そのときは私はあなたの半

身を受け入れよう。美しい顔の女（パールヴァティー）よ。 

tavaivArdhaM tathA nArI hy ardhaM bhavatu pUruSaH / 

vidyate tatra Caktir me tvam anujJAtum arhasi //151// 

まさにあなたの半身が女性に、半身が男性になるならば、そこで私のシャクティは知ら

れる。あなたは同意しなさい。」 

devy uvAca // 

女神（パールヴァティー）は言った。 

tavaivAhaM hariSyAmi CarIrArdhaM vRSadhvaja / 

kiM tv ahaM tv evam icchAmi tac cet tvaM kartum icchasi //152// 

「私はあなたの半身を受け入れましょう。ヴリシャドゥヴァジャよ。しかし、私はあな

たがそれを望むならば、その〔以下の〕ように望みます。 

yadAham ardhaM bhavato bhUtvA tiSThAmi tAvatA / 

tyajAmy ahaM yadA te ’rdhaM sampUrNaM syAt tadA dvayam //153// 

もし私があなたの半身になってとどまる間、その間、私は捨てます133。あなたの半分〔と

なって〕完全になるならば、その時は、2 人〔が合体した姿〕となるでしょう134。 

                                                 
133 何を捨てるのかは不明であり、英訳にも訳されていない。 
134 この文章は、英訳でも混乱が見られる。この訳以外にも「あなたの半分が完全であるな

らば、その時は 2人〔も完全である〕でしょう。」という訳もできる。 
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ity ardhabhAgaharaNaM bhaved yadi yathepsitam / 

tavaivAhaM tadA Cambho CarIrArdhaM harAmy aham //154// 

このように、もし半分の部分を取ることを、あなたが望むならば、私はその時、あなた

の半身を取ります。シャンブよ。」 

ICvara uvAca // 

イーシュヴァラは言った。 

evam astu bhaven nityaM yathArdhaM hartum arhasi / 

CarIrasyArdhaharaNaM bhUyas tava yathepsitam //155// 

「常にあなた（パールヴァティー）が半分を取るような形に、そのようにあれ。さらに

あなたが望むように〔私は〕体の半分を取る。」 

aurvya uvAca // 

アウルヴァは言った。 

atha gaurI tadA pUrvam anubhUtaM tapaHsthitau / 

yoganidrAsvarUpaM tadAtmano ’cintayad dhiyA //156// 

そしてそれからガウリーは、以前に苦行に励んでいた時に認識した、自分のヨーガニド

ラーとしての姿を、知によって考えた。 

haraM praNamya prathamaM brahmANaM ca tataH param / 

tatas trijagatAm ICaM hariM nArAyaNaM prabhum //157// 

最初にハラに敬礼し、続いてブラフマーに、そして三世界の神ハリであるナーラーヤナ

神に〔敬礼した〕。 

cintayitvA yadA teSAm ekatA sA jaganmayI / 

AtmAnaM yoganidrAM ca cintayitvA tapasvinI //158// 

dakSiNe svaCarIrasya bhAgArdhaM CaCabhRdbhRtaH / 

CarIrasya tadA vAmam atipremNA nijaM hare //159// 

苦行者である全世界を内包する彼女（パールヴァティー）が、彼ら自身〔と同一である〕

と考え、ヨーガニドラー本人であると考え、自分の体の右半分にシャシャブリドブリト

ゥ（月を付けた者、シヴァ）〔の半分〕を〔得て〕、ハラの体の左側に強い愛情によって

自分自身を〔同化させた〕。 

haro ’pi svaCarIrArdhaM gaurikAye tadA svayam / 

premNA nyaveCayat tasyAC cikIrSuH priyam adbhutam //160// 

彼女が気に入る素晴らしいことをしたいハラもまた、愛情によってガウリーの体に、自

分の半身を取り込ませた。 

atha sthitvA tadA bhargaH kAlyA saha ciraM tadA / 

parityajya CarIrArdhaM pRthag eva babhau rucA //161// 

そしてバルガは、カーリーと共に、長い間〔そう〕していて、まさに半分を〔彼女に〕

与えて、光によって輝いた。 



261 

 

kAlI bhUtvA svarNagaurI CarIrArddhaM ca CaMkaram / 

prAptamodA tadAtmAnaM santuSTA ca jaganmayI //162// 

金色がかった白色の世界の母カーリーは、体の半分がシャンカラとなり、喜んで自分自

身に満足した。 

evaM yadA CarIrArdham AdAya parameCvarI / 

rahasye tiSThati tadA rAjate ’tIva CobhanA //163// 

このように、輝くパラメーシュヴァリー（パールヴァティー）が〔シヴァの〕半身を得

て、隠遁所にとどまっている時、非常に輝いていた。 

arddhaM dhammillasaMyuktaM jaTAjUTArddhayojitam / 

ekasmin CravaNe bhogI bhAge jAmbUnadArcitam //164// 

kuNDalaM CravaNe ’nyasmin CIrSe tasyA vyarAjata / 

arddhaM mRgAkSi cAnyArddhaM vRSabhAkSi vyajAyata //165// 

〔頭の〕半分（女性側）は飾られた編髪を頭の周りに巻きつけており、半分（男性側）

は蓬髪の房の束がある。一方（男性側）の耳にはヘビがおり、他方（女性側）の耳には

金の飾りで飾られた耳飾りがある。頭部において、半分（女性側）は彼女の子鹿のよう

な目が輝いている。他方（男性側）の半分は雄牛のような目がある。 

arddhaM sthUlanasaM cAru tilapuSpanasaM param / 

dIrghaCmaCru tathaivArddham arddhaM CmaCruvivarjitam //166// 

半分（男性側）は大きな鼻で、もう一方（女性側）は美しい胡麻の花の〔ような〕鼻で

ある。半分（男性側）は長いあごひげがあり、半分（女性側）はあごひげがない。 

AraktacArudaCanaM raktauSTham ekatas tathA / 

aparaM CuklavipulaM dIrghAkRtiradaM param //167// 

一方（女性側）には赤みがかった美しい歯と染められた唇があり、もう一方（男性側）

は白く大きな〔唇〕と長い形の歯がある。 

arddhanIlagalaM cArddham aparaM hArasaMyutam / 

arddhaM kaMkaNakeyUrayuktabAhu tathAparam //168// 

nAgakeyUrasaMyuktaM sthUlabAhunirUrmikam / 

ardhaM vilolasubhujaM karihastabhujaM param //169// 

〔男性側の〕首の半分までが青黒く、そしてもう一方（女性側）は真珠の首飾りがつけ

られている。半分（女性側）は腕輪を手首と上腕につけており、もう一方（男性側）は

蛇の腕輪をつけ、粗い腕を持ち、指輪をしていない。半分（男性側）は活動的な美しい

腕を持ち、もう一方（女性）はゾウの鼻のような腕をしている。 

ekatra sormikACAkhA135 karasyAnyatra tAM vinA / 

ekastanaM tu hRdayaM romAvalyardhasaMyutam //170// 

一方（女性側）では手の指に指輪がはめられ、もう一方（男性側）にはそれがない。〔一

                                                 
135 原文は somikACAkhA となっているが、英訳を参照し、sormikACAkhA とした。 
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方136の〕胸部には 1 つの乳房があり、もう一方（女性側）には半〔身〕にローマーヴァ

リー137がつけられている。 

rambhAstambhasamAnoru supArSNi mRdupAdakam / 

ekaM tathAparaM sthUlaM saMhatorupadAmbujam //171// 

一方（女性側）にはバナナ138の木の幹のような腿を〔持ち〕、美しい踵を〔持ち〕、柔ら

かな足を〔持ち〕、もう一方（男性側）は、腿から蓮のような足にかけて粗くつながっ

ている139。 

ekaM cArumRdusthUlajaghanaM sumanoharam / 

tathAparaM dRDhakaTi saMhatorddhapadAnvayam //172// 

一方（女性側）は、非常に魅力的で美しく柔らかく大きな尻を〔持ち〕、もう一方（男

性側）は、しっかりとした尻で、〔それは〕腰から足にかけてつながっている。 

ekaM vaiyAghracarmaughayuktaM bhUtivilepanam / 

aparaM mRdu kauCeyavasanaM candanokSitam //173// 

一方（男性側）は、恐ろしいトラ皮の布を着て、灰が塗られており、もう一方（女性側）

は、柔らかい腰布を〔巻き〕サンダルウッドが付けられている。 

evam arddhaM tathA jAtaM yoSillakSaNasaMyutam / 

aparaM balavad bhUrI sugUDhaM puruSAkRti //174// 

同様に、半分（女性側）は、若い女性の特徴をそなえて生まれており、もう一方（男性

側）は、大変力強く、神秘的な男性の姿をしている。 

evam arddhaM smararipor jahAra girijA satI / 

hitAya sarvajagatAM kAlikA kAlikopamA //175// 

このように、山の娘であるサティー、すなわち黒い雲に例えられるカーリカーは、全世

界の利のために、カーマの敵（シヴァ）の半分を得た。 

tasyAH CarIraM rAjendra haratanvarddhasaMyutam / 

yenopameyaM tatrAsti mArgitaM bhuvanatraye //176// 

王たちの王（サガラ）よ。彼女（パールヴァティー）の体は、ハラの半身を得ている。

三界において、それと比較されるべきものが探された。 

santAnaH pArijAto vA ekAntaviCadas taruH / 

amoghayA yathA vallyA tau cApi yayatur na hi //177// 

                                                 
136 男性側と女性側の対比表現なので、本来は男性側の胸を表現しているべきだが、

ekastanaM は「1 つの乳房」という女性的な表現となるため、男女どちらの描写をしている

か、明確ではない。 
137 ローマーヴァリー（romAvalI）とは、へそから上部にある、体の中心線に向かって生え

る産毛のことであり、美女の特徴の 1つとされているものである。 
138 バナナの一種であるプランタンのことである。 
139 他にも「腿の下部が腿の上部と蓮のような足につながっている」と訳すことも可能であ

る。英訳では、ここの訳をしていない。 
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アモーガー140といったつる植物に〔巻かれた〕究極に輝く木は、如意樹の木やパーリジ

ャータの木、それらでも〔彼女に比べ〕られなかった。 

bahudhA ca pRthak tena tau remAte nareCvara / 

arddhanArICvaro bhUtvA sa tu reme kadAcana //178// 

そして、人々の主（サガラ）よ。様々に異なる方法で彼ら二人は楽しんだ。そして、時々、

彼はアルダナーリーシュヴァラになって楽しんだ。 

iti yady api bhUteCaH svayaM Caknoti kAlikAm / 

gaurIM kartuM tadA sarvabhUtakAraNakAraNaH //179// 

tathApi tAM girisutAM saMyojya vividhaiH purA / 

tapasy ayojayad devaH kriyopAyair anekaCaH //180// 

このように全存在の原因の原因である生類の主（シヴァ）が自身でカーリカー（黒い者）

からガウリー（白い者）に変えることができた。それでも以前と同じように、神（シヴ

ァ）は、様々な方法で、彼女をともなって、儀礼と言う方法で、繰り返し苦行させた。 

taponirdhUtasarvAGgIM paCcAd gaurIm athAkarot / 

arddhaM ca pradadau tasyai CarIrasya maheCvaraH //181// 

マヘーシュヴァは全ての身体を苦行によって〔浄化した〕女性を、その後ガウリーにし、

そして彼女に体の半分を与えた。 

naivAsya tattvaM jAnanti CakrAdyAH sakalAH surAH / 

CarIrArddhapradAnasya tapase yojanasya ca //182// 

シャクラ（インドラ）など神々は皆、この〔シヴァがパールヴァティーに〕半身を与え

たという事実〔と、パールヴァティーが〕苦行を行なったという〔事実〕を知らない。 

etasya tattvaM jAnanti mahAtmAno mahAbalAH / 

nandI bhRGgI mahAkAlo vetAlo141 bhairavas tathA //183// 

ナンディン、ブリンギン、マハーカーラ、ヴェータラ、バイラヴァといった偉大な魂を

持つ力強い者たちはこの事実を知っている。 

aGgabhUtA maheCasya vItabhItAs tapodhanAH / 

ye mAnuSaCarIreNa prApire tapaso balAt //184// 

gaNAnAm AdhipatyaM tu te jAnanti haraM param /185ab 

〔彼らは〕マヘーシャの体〔の一部〕になっており、恐れを知らない者たちであり、偉

大な苦行者であり、苦行の力から人間の体を持ち、苦行の力でガナの統治者の立場を得

た。そのような彼らはハラが最高者であることを知っている。 

evaM sadA tvayA yojyAH sAnugA nRpasattama //185cd// 

vanitA satkriyopAyais tato bhadram avApsyasi /186ab 

                                                 
140 らっぱ形の鼻をつけるつる植物のこと。学名を Bignonia Svaveolens といい、ツリガネ

カズラの一種である。 
141 原文では vetalo となっているが、英訳を参照し、vetAlo とした。 



264 

 

このように、王の最高者よ。あなたと共に従者たちと妻が正しいことを行なうという方

法によって、そこからあなたは吉祥を得るだろう。 

ya idaM CRNuyAn nityam adbhutaM puNyadAyakam // 186cd// 

CivayoH prItikaraNaM CarIrArddhagrahaM tathA / 

gaurItvasAdhanaJ caiva kAlikAyAH CubhAvaham //187// 

na tasya vighnA jAyante sa ca puNyatamo mataH / 

dIrghAyuH sa sukhI bhUyAt putrapautrasamanvitaH //188// 

この永遠で不可思議で吉祥を与える、このような、シヴァたち 2 人の半身を得た喜びや、

カーリカーが白い肌を得た幸福を聞く者である、最も吉祥な考えを持つ者は、障害に直

面することがなく、そして子や子孫に囲まれて幸せな長寿を全うするだろう。 

satataM pariCRNvAnaH CivayoC caritaM mahat / 

Civalokam avApnoti suciraM CivavallabhaH //189// 

常にシヴァたち 2 人の偉大な物語を聞く者は、長い間、シヴァの恩寵を受け、〔死後〕

シヴァローカ（シヴァの天界）へ到達する。 

iti CrIkAlikApurANe ’rddhanArICvaracarite paJcacatvAriMCo ’dhyAyaH // 

以上が吉祥なカーリカープラーナにおけるアルダナーリーシュヴァラの物語第 45 章で

ある。 

 

 

 

ch. 83.40-42142 

iti te kathitaM rAjaJ charIrArdhaM yathAdrijA / 

Cambhor jahAra vetAlabhairavau ca yathAhvayau //40// 

このように〔以下のことが〕あなたに語られた。王（サガラ）よ。どのようにして山の

娘がシャンブの半身を得たのか。そして、ヴェーターラとバイラヴァはどうしてその名

になったのか。 

yasya vA tanayau jAtau yathA yAtau gaNeCatAm / 

kim anyat kathaye tubhyaM tad vadasva nRpottama //41// 

さらに、その人に 2 人の息子たちがどのように生まれ、集団の長になったのか。他にあ

なたのために話すべきことは何か。言いなさい。王の最上の者よ。 

mArkaNDeya uvAca // 

マールカンデーヤは言った。 

ity aurvvasya ca saMvAdaH sagareNa mahAtmanA / 

yo ’sau kAyArdhaharaNaM Cambhor girijayA kRtaH //42// 

                                                 
142 ここで述べられる「山の娘がシャンブ（シヴァ）の半身を得た」という物語は、前述の

kAlikA-p. 45 で述べられた物語である。 
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以上が、ギリジャーによってシャンブの半身が得られたという〔内容の〕アウルヴァと

偉大な魂を持つサガラの対話である。 

 

 

 

ch.90.27-28143 

yathA ca kAlikA devI mohayAmAsa CaMkaram / 

yathotpannA CarIrArdhaM kRtaM Cambhor yathA tathA //27// 

そしてどのようにカーリカー女神はシャンカ（シヴァ）を魅惑したのか。どのように〔彼

女は〕生まれたのか。どのようにシャンブの半身になったのか。ありのままに〔全て話

した〕。 

kAlikAyai namas tubhyam iti yo bhASate svayam / 

tasya haste sthitA muktis trivargas tu vaCAnugaH //28// 

「カーリカーよ、あなたに敬礼す。」と自ら唱える者、その者の手には、解脱と自身の

意のままになる人生の三大目的144がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                 

143 ここで述べられる「山の娘がシャンブ（シヴァ）の半身になった」という物語も、kAlikA-p. 

83 同様、前述の kAlikA-p. 45 で述べられた物語である。 
144 人生の三大目的とは、ダルマ（法）とアルタ（実利）とカーマ（性愛）のことである。

ここでは、「解脱と人生の三大目的」と分けて述べているが、解脱も人生の目的の中に入れ

「人生の四大目的」と言うこともある。 
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kUrma-purANa :n 版（底本）、aitm 版（英訳） 

 

1.ch.8.1-12ab（ブラフマー創造神話） 

kUrma uvAca //  

クールマは言った。 

evaM bhUtAni sRSTAni sthAvarANi carANi ca / 

yadAsya tAH prajAH sRSTA na vyavarddhanta dhImataH //1// 

このように、〔ブラフマーによって〕動くものや動かないものという存在が生み出され

た。彼（ブラフマー）の思考〔によるものだったが〕、これらの創造された生類は繁栄

しなかった。 

tamomAtrAvRto brahmA tadACocata duHkhitaH / 

tataH sa vidadhe buddhim arthaniCcayagAminIm //2// 

そして、タマスの要素に覆われたブラフマー神は落ち込んで悲嘆に暮れた。それから彼

（ブラフマー）は目的を解決するための知性を使った。 

athAtmani samadrAkSIt tamomAtrAM niyAmikAm / 

rajaH sattvaM ca saMvRttaM varttamAnaM svadharmataH //3// 

そして、自分の中に〔あらゆるものを〕制御する〔性質を持つ〕タマスを見た。ラジャ

スとサットヴァは自己のダルマとして存在していた。 

tamas tu vyanudat paCcAd rajaHsattvena saMyutaH / 

tat tamaH pratinunnaM vai mithunaM samajAyata //4// 

しかし、その後、タマスはラジャスとサットヴァの結合したものに追い払われた。そし

て追い払われたタマスは一対のものになった。 

adharmAcaraNo viprA hiMsA cACubhalakSaNA / 

svAM tanuM sa tato brahmA tAm apohata bhAsvarAm //5// 

バラモンたちよ。〔その一対は〕アダルマーチャラナ（非法な行い）と不吉な性格のヒ

ンサー（暴力）である。そこで、かのブラフマー神は自分のその輝く体を捨てた。 

dvidhAkarot punard deham arddhena puruSo ’bhavat / 

arddhena nArI puruSo virAjam asRjat prabuH //6// 

さらに身体を 2 つにし、半分が男性に、半分が女性になった。男性神はヴィラージュを

創った。 

nArIM ca CatarUpAkhyAM yoginIM sasRje CubhAm / 

sA divaM pRthivIM caiva mahimnA vyApya saMsthitA //7// 

そして、彼は〔女性半身によって〕シャタルーパーという名の吉祥なるヨーギニーの女

性を創った。彼女は偉大さによって、天と地に満ちてとどまった。 

yogaiCvaryabalopetA jJAnavijJAnasaMyutA / 
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yo ’bhavat puruSAt putro virADavyaktajanmanaH //8// 

ヨーガの超能力を授けられた者（シャタルーパー）は、〔高い〕知識と判断力を持って

いた。未顕現から生まれた男性（ブラフマー）から生まれた息子がヴィラージュである。 

svAyaMbhuvo manurd devaH so ’bhavat puruSo muniH / 

sA devI CatarUpAkhyA tapaH kRtvA suduCcaram //9// 

bharttAraM dIptayaCasaM manum evAnvapadyata / 

tasmAc ca CatarUpA sA putradvayam asUyata //10// 

priyavratottAnapAdau kanyAdvayam anuttamam / 

tayoH prasUtiM dakSAya manuH kanyAM dade punaH //11// 

その男性は、スヴァーヤンブヴァであるマヌ神であり、聖者であった。かのシャタルー

パーという名の女神は非常に困難な苦行をし、輝かしい名声のマヌを夫として得た。そ

して彼とそのシャタルーパーは二人の息子プリヤヴラタとウッターナパーダ、そして二

人の素晴らしい娘をもうけた。彼女たちのうち、プラスーティという娘をマヌはダクシ

ャに与えた。 

prajApatir athAkUtiM mAnaso jagRhe ruciH /12ab 

そして、心から生まれた創造者ルチはアークーティを娶った。 

 

 

 

1.ch.10.88-ch.11.14ab（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 

nArAyaNAkhyo bhagavAn yathApurvaM prajApatiH / 

marIcibhRgvaGgirasaH pulastyaM pulahaM kratum //88// 

dakSam atriM vasiSThaJ ca so ’sRjad yogavidyayA / 

nava brahmANa ity ete purANe niCcayo mataH / 

sarve te brahmaNA tulyAH sAdhakA brahmavAdinaH //89// 

かのナーラーヤナと呼ばれるプラジャーパティである神145は、以前のように、マリーチ、

ブリグ、アンギラス、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィ

シュタをヨーガの知識によって創造した。彼らは、9 人のブラフマーとして、プラーナ

聖典において定められている。彼らは皆、ブラフマーと同じく有能であり、ヴェーダに

ついて語れる者である。 

saGkalpaJ caiva dharmaJ ca yugadharmAMC ca CACvatAn / 

sthAnAbhimAninaH sarvAnyathA te kathitaM purA //90// 

そして、以前あなたに語ったように、サンカルパ、ダルマ、全てのユガに関するダルマ、

各人にふさわしい場所を〔話した〕。 

                                                 
145 ナーラーヤナはヴィシュヌの異名ではあるが、ここではブラフマーを指していると考え

られる。 
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kUrma uvAca // 

クールマは言った。 

evaM sRSTvA marIcyAdIn devadevaH pitAmahaH / 

sahaiva mAnasaiH putrais tatApa paramaM tapaH //1// 

このようにマリーチなどを創造してから、神々の神であるピターマハは、心から生まれ

た息子たちと共に、最高の苦行をした。 

tasyaiva tapato vakrAd rudraH kAlAgnisambhavaH / 

triCUlapANir ICAnaH prAdurAsIt trilocanaH //2// 

ちょうど彼（ブラフマー）が苦行をした時、鼻から、世界を破壊する炎から生まれ三叉

戟を持つイーシャーナであり 3 つの目を持つルドラが生まれた。 

arddhanArInaravapuH duSprekSyo ’tibhayaMkaraH / 

vibhajAtmAnam ity uktvA brahmA cAntarddadhe bhayAt //3// 

半身が女性である男性の姿の者は、非常に恐ろしく見るのが困難だった。ブラフマーは

「〔汝〕自身を分けよ。」と言って、恐れから消えた。 

tathokto ’sau dvidhA strItvaM puruSatvaM tathAkarot / 

bibheda puruSatvaJ ca daCadhA caikadhA punaH //4// 

そして、このように言われたその者（ルドラ）は、女性要素と男性要素の 2 つになった。

そして男性要素をさらに 11 に分けた。 

ekAdaCaite kathitA rudrAs tribhuvaneCvarAH / 

kapAlICAdayo viprA devakArye niyojitAH //5// 

バラモンたちよ。これらの 11 人はルドラと呼ばれ、三界の支配者であり、カパーリー

シャなどであり、神々に関する仕事に従事した。 

saumyAsaumyais tathA CAntACAntaiH strItvaJ ca sa prabhuH / 

bibheda bahudhA devaH svarUpair asitaiH sitaiH //6// 

それから、かの神は、女性要素を、その者本人の姿によって吉祥な者、粗野な者、穏や

かな者、騒がしい者、色黒の者、色白の者などたくさんに分けた。 

tA vai vibhUtayo viprA viCrutAH Caktayo bhuvi / 

lakSmyAdayo yad vapuSA viCvaM vyApnoti CAMkarI //7// 

バラモンたちよ。ラクシュミーなどの者たちは、〔この〕地上で、遍在する者として、

〔そして〕シャクティとして有名であった。シャーンカリーはその姿によって、全〔世

界〕に満ちている。 

vibhajya punar ICAnI svAtmAMCam akarod dvijAH / 

mahAdevaniyogena pitAmaham upasthitA //8// 

再生族の者たちよ。さらにイーシャーニーは自分の部分を分けて、偉大な神（シヴァ）

の命令によってピターマハに近づいた。 
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tAm Aha bhagavAn brahmA dakSasya duhitA bhava / 

sApi tasya niyogena prAdurAsIt prajApateH //9// 

ブラフマー神は彼女に「ダクシャの娘になれ」と言った。彼女は彼の命令により、プラ

ジャーパティ（ダクシャ）から生じた。 

niyogAd brahmaNo devIM dadau rudrAya tAM satIm / 

dAkSIM rudro ’pi jagrAha svakIyAm eva CUlabhRt //10// 

〔ダクシャは〕ブラフマー神の命令により、ルドラに、かのサティー女神を与えた。三

叉戟を持つ者であるルドラも、その人自身（ルドラ）であるダクシャの娘を受け入れた
146。 

prajApativinirdeCAt kAlena parameCvarI / 

vibhajya punar ICAnI AtmAnaM CaMkarAd vibhoH //11// 

menAyAm abhavat putrI tadA himavataH satI /12ab 

時が過ぎて、プラジャーパティ（ブラフマー）の命令により、パラメーシュヴァリーで

あるイーシャーニーは、さらにシャンカラ神から自身を分けて、それから、サティーは

ヒマヴァットとメーナーの娘になった。 

sa cApi parvatavaro dadau rudrAya pArvatIm //12cd// 

hitAya sarvadevAnAM trailokyasyAtmano dvijAH /13ab 

そして、その最高の山（ヒマヴァット）は、また、パールヴァティーを、三界の全ての

神々と自身の幸福の為に、ルドラに与えた。再生族の者たちよ。 

saiSA mAheCvarI147 devI CaMkarArddhaCarIriNI //13cd// 

CivA satI haimavatI surAsuranamaskRtA /14ab 

まさにこの者は、シャンカラの身体の半分をそなえているマヘーシュヴァリー女神であ

り、神々とアスラから尊敬されるシヴァーでありサティーでありヒマヴァットの娘であ

る。 

 

 

 

1.ch.15.71-73 

saMstUya bhagavAn ICaM Cambhus tatrAgamat svayam / 

vIkSya devAdhidevaM tam umAM sarvaguNair vRtAm //71// 

tuSTAva bhagavAn brahmA dakSaH sarve divaukasaH / 

viCeSAt pArvatIM devIm ICvarArddhaCarIriNIm //72// 

stotrair nAnAvidhair dakSaH praNamya ca kRtAJjaliH / 

                                                 
146 後続の文章から考えると、アルダナーリーシュヴァラ（ルドラが半身にサティーを受け

入れた）になったと考えられる。 
147 原文では mAheCvarI となっているが、英訳を参照し、maheCvarI とした。 
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tato bhagavatI devI prahasantI maheCvaram //73// 

神（ブラフマー）はイーシュヴァラを讃え、シャンブ本人がそこへやって来た。あらゆ

る美徳を兼ね備えたウマーと、かの神々の神（シヴァ）を見て、ブラフマー神とダクシ

ャと天に住む者たちの全てが〔シヴァとウマーを〕賞賛した。特にダクシャは色々な種

類のストートラによってシヴァ神の半身であるパールヴァティー女神に敬礼し合掌し

た。そこで偉大な女神はマヘーシュヴァラに笑いかけた。 

 

 

 

1.ch.16.154 

praNemur AdarAd devyo gAyanti smAtilAlasAH / 

praNemur girijAM devIM vAmapArCve pinAkinaH //154// 

女神たちは尊敬の念から敬礼した。熱心に歌った。ピナーカを持つ者（シヴァ）の左側

にいるギリジャー女神に敬礼した。 

 

 

 

1.ch.35.22-28 

kadAcit tatra vasatA vyAsenAmitatejasA / 

bhramamANena bhikSA vai naiva labdhA dvijottamAH //22// 

ある時、そこ（ヴァーラーナスィー）に住む無限の栄光を持つヴィヤーサは歩きまわっ

ていたのだが、しかし施し（恩恵）を得られなかった。バラモンよ。 

tataH krodhAvRtatanur narANAm iha vAsinAm / 

vighnaM sRjAmi sarveSAM yena siddhir hi hIyate //23// 

そこで体に怒りをみなぎらせた〔ヴィヤーサ〕は「ここに住む全ての人に障害をもたら

そう。それによってまさに成就は奪い去られる。」〔と言った〕。 

tatkSaNAt sA mahAdevI CaMkarArddhaCarIriNI / 

prAdur AsIt svayaM prItyA deSaM kRtvA tu mAnuSam //24// 

その瞬間、シャンカラの半身である、かのマハーデーヴィーは恩恵によって、自身を人

間の体として顕現した。 

bho bho vyAsa mahAbuddhe CaptavyA na tvayA purI / 

gRhANa bhikSAM mattas tvam uktvaivaM pradadau CivA //25// 

「おお、おお、ヴィヤーサよ。偉大な知者よ。お前によって町が呪われるべきではない。

お前は私から施し（恩恵）を受け取りなさい。」そのように言ってシヴァーは〔恩恵を〕

与えた。 

uvAca ca mahAdevI krodhanas tvaM yato mune / 
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iha kSetre na vastavyaM kRtaghno ’si yataH sadA //26// 

そして、マハーデーヴィーは言った。「聖仙よ。お前は怒りに傾きやすく恩知らずだ。

そのため常にこの地に住むべきではない。」 

evam uktaH sa bhagavAn dhyAnAj jJAtvA parAM CivAm / 

uvAca praNato bhRtvA stutvA ca pravaraiH stavaiH //27// 

このように言われたかのバガヴァット（ヴィヤーサ）は瞑想によって素晴らしいシヴァ

ーを認識した後、敬礼して従い、そして最高の讃歌で褒め称えたのち言った。 

caturddaCyAm athASTamyAM praveCaM dehi CAGkari / 

evam astv ity anujJAya devI cAntaradhIyata //28// 

「14 日目と 8 日目に〔町へ〕入ることを許可してください。シャンカリーよ。」女神は

「そうであれ」と許可し、そして消えた。 

 

 

 

2.ch.18.43148 

viCvaM paCupatiM bhImaM naranArICarIriNam / 

namaH sUryAya rudrAya bhAsvate parameSThine //43// 

全世界であり、パシュパティであり、恐ろしい者であり、男女の身体を持つ者であり、

スーリヤ（太陽）であり、ルドラであり、輝く者であり、パラメーシュティン（最高の

主宰者）である者に敬礼する。 

 

 

 

2.ch.31.20-21149 

na hy eSa bhagavAn ICaH svAtmano vyatiriktayA / 

kadAcid ramate rudras tAdRCo hi maheCvaraH / 

ayaM sa bhagavAn ICaH svayaMjyotiH sanAtanaH //20// 

このイーシャ神は、自分自身とは異なる者とは楽しまない。ルドラはそのようなマヘー

シュヴァラである。この彼は、自身で輝いている者、永遠のイーシャ神である。 

svAnandabhUtA kathitA devI AgantukA CivA //21// 

 

 

                                                 
148 バラモンが行なうべき儀礼の中にある太陽神信仰において唱えるスーリヤフリダヤ讃

歌の一節である。 
149 シヴァの偉大さを理解できないブラフマーに対してシヴァが言った言葉である。あらゆ

る執着を捨てるべきであるにも関わらず、バラモン（恐らくシヴァの信者）たちが妻や従

者たちと楽しみを享受するのは何故か？というブラフマーの問いに答える形となっている。 
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〔シヴァ〕自身の喜びをなす者であり、来た者150が女神シヴァーである。 

 

 

 

2.ch.39.24151 

naranArICarIrAya yoginAM gurave namaH / 

namo dAntAya CAMtAya tApasAya harAya ca //24// 

男女の体を持つ者であり、ヨーガ行者たちのグルである者に敬礼いたします。自制して

いる者であり、寂静な者であり、苦行者でもあるハラに敬礼いたします。 

 

 

 

2.ch.46.85152 

darCanaM devadevasya naranArICarIratA / 

devyA vibhAgakathanaM devadevAt pinAkinaH //85// 

男女の体を持つ状態としての神々の神（シヴァ）の顕現、女神が神々の神であるピナー

カを持つ者（シヴァ）から分離する物語。 

 

 

 

  

                                                 
150 英訳では not extraneous (coming from outside)（外から来た者ではない）となっており、

反対の意味で訳している。 
151 もう一度シヴァに会いたいと望む聖者たちが、ヒマーラヤの頂にあるデーヴァダールの

森にやってきて苦行をしていた。クリタユガにシヴァはガウリーを伴って、デーヴァダー

ルの森へやって来た。シヴァを見た聖者たちは、ひれ伏し、讃歌を唱えて、シヴァを崇め

た。この文章は、その讃歌の一部である。 

152 この文章は、kUrma-p. の最後の部分であり、このプラーナ聖典で語られた主要な題材を

述べている章の一部である。前述の 1.ch.10.88-ch.11.14ab に該当する部分と考えられる。 
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liGga-purANa :n 版（底本）、aitm 版（英訳） 

 

1.ch.5.28-33（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 

ardhanArICvaraM dRSTvA sargAdau kanakAMDajaH / 

vibhajasveti cAhAdau yadA jAtA tadAbhavat //28// 

創造の初めに、黄金の卵から生まれた者である創造者がアルダナーリーシュヴァラを見

て、「〔汝を〕分けよ」と言った時に、彼はそのように〔男女 2 つに〕なった。 

tasyAC caivAMCajAH sarvAH striyas tribhuvane tathA / 

ekAdaCavidhA rudrAs tasya cAMCodbhavAs tathA //29// 

三界における全ての女性は彼女の部分から生まれた。同様に 11 人のルドラは、彼の部

分から生まれた。 

strIliMgam akhilaM sA vai pulliMgaM nIlalohitaH / 

taM dRSTvA bhagavAn brahmA dakSamAlokya suvratAM //30// 

bhajasva dhAtrIM jagatAM mamApi ca tavApi ca / 

punnAmno narakAt trAti iti putre tv ihoktitaH //31// 

praCastA tava kAMteyaM syAt putrI viCvamAtRkA / 

tasmAt putrI satI nAmnA tavaiSA ca bhaviSyati //32// 

全ての女性性を持つ者は彼女であり、男性性を持つ者はニーラローヒターである。彼（シ

ヴァ）を見てからブラフマー神はダクシャを見て、「世界の創造者にして、良く戒律を

守る者であり、私のものであり、また汝（シヴァ）のものでもある、〔彼女を〕崇めよ。

putra〔の語源〕が「puMs（人）に由来し、地獄から救う（trAti）」とここで言えるなら

ば〔putrI も同様の意味を持つ〕153。〔この〕娘は汝（シヴァ）の妻であり、世界の母と

して賞賛される〔であろう〕。それ故、彼女は、サティーという名で汝（ダクシャ）の

娘となるであろう。」〔と言った〕。 

evam uktas tadA dakSo niyogAd brahmaNo muniH / 

labdhvA putrIM dadau sAkSAt satIM rudrAya sAdaram //33// 

このように言われた聖者ダクシャは、ブラフマーの命令により娘を得て、そのまま、敬

意を示して、ルドラにサティーを与えた。 

 

 

 

1.ch.18.30154 

ardhanArICarIrAya avyaktAya namonamaH / 

                                                 
153 意味は不確定だが、英訳を参照し、このように訳す。 
154 ヴィシュヌによって唱えられたシヴァ讃歌の一部である。 
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ekAdaCavibhedAya sthANave te namaH sadA //30// 

半身が女性であり、未顕現〔だが〕、11155の異なる〔姿〕をした不動の者であるあなた

に敬礼する。 

 

 

 

1.ch.21.62156 

naranArICarIrAya devyAH priyakarAya ca / 

jaTine muMDine caiva vyAlayajJopavItine //62// 

男女の体を持つ者に、女神を喜ばせる者に、蓬髪を持つ者に、剃髪した者に、蛇を聖紐

にしている者に、敬礼する。 

 

 

 

1.ch.28.1-2157 

tasyopari mahAdevaM niSkalaM sakalAkRtiM / 

kAMtArdhArUDhadehaM ca pUjayed dhyAnavidyayA //2// 

さらに、無属性であり有属性である、最愛の人を半〔身〕に乗せた体を持つマハーデー

ヴァを瞑想の知によって崇拝すべきである。 

 

 

 

1.ch.33.3-4158 

vakSyAmi vo hitaM puNyaM bhaktAnAM munipuMgavAH / 

strIliMgam akhilaM devI prakRtir mama dehajA //3// 

聖者たちよ。私は、あなたが信徒たちに対して〔なすべき〕利と善について語ろう。全

ての女性の表徴は私の体から生まれた女神プラクリティである。 

puMlliMgaM puruSo viprA mama dehasamudbhavaH / 

ubhAbhyAm eva vai sTSTir mama viprA na saMCayaH //4// 

バラモンたちよ。男性の表徴は私の体に由来するプルシャである。これら 2 つによって

                                                 
155 帰敬偈なので内容については詳しく触れられていないが、11人の者について、おいてア

ルダナーリーシュヴァラが生まれた後に、11 人のルドラに分裂する記述があり、それに関

連する者である可能性がある。 
156 ブラフマーの前でヴィシュヌによって唱えられたシヴァ讃歌の一部である。 
157 リンガを瞑想することによるシヴァ信仰の方法を述べている。 
158 これはシヴァの述べたことである。シヴァに由来するプルシャとプラクリティから創造

が起こるゆえ、シヴァに帰依し、シヴァ派の行者を非難してはならないと説いている。 
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こそ、私の創造が〔ある。それは〕疑いのないことである。バラモンたちよ。 

 

 

 

1.ch.33.16159 

namo devAdhidevAya mahAdevAya vai namaH / 

ardhanArICarIrAya sAMkhyayogapravartine //16// 

神々の神に、偉大な神に、敬礼する。半身が女性である者に、サーンキヤヨーガ160のグ

ルに、敬礼する。 

 

 

 

1.ch.41.7-13ab（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 

na vyavardhaMta loke ’smin prajAH kamalayoninA / 

vRddhyarthaM bhagavAn brahmA putrair vai mAnasaiH saha //7// 

duCcaraM vicacAreCaM samuddiCya tapaH svayam / 

tuSTas tu tapasA tasya bhavo jJAtvA sa vAJchitam //8// 

lalATamadhyaM nirbhidya brahmaNaH puruSasya tu / 

putras te ’ham161 iti procya strIpuMrUpo ’bhavat162 tadA //9// 

蓮から生まれた者（ブラフマー）によって〔創られた〕生類が、この世界で繁栄しなか

ったので、ブラフマー神は繁栄のために、心から生まれた息子たちと共に、〔シヴァ〕

神に対し、自身で厳しい苦行をした。そして、かの〔シヴァ〕神は、彼の苦行に満足し、

〔ブラフマーの〕願いを知り、ブラフマー神の額の中央を貫き、「私はお前の息子であ

る。」と言って、女性と男性を〔兼ね備えた〕姿になった。 

tasya putro mahAdevo hy ardhanArICvaro ’bhavat163 / 

                                                 
159 前述の 33 章 3-4 偈以降で、シヴァ信仰やシヴァ派の行者への信仰により、恩恵を授けら

れるということをシヴァに説かれた聖者たちが、シヴァに帰依し、敬礼した。そして、彼

らは喜んでシヴァへの浄化儀礼を始めるのだが、この文章は、その際に唱えられたシヴァ

讃歌の一部である。 

160160 liGga-p. 1.33.3-4 において、女性の表徴プラクリティと男性の表徴プルシャから創造が

あると述べていることから、サーンキヤ哲学の世界の展開論と重ね合わせて、このような

表現をしていると考えられる。しかし、サーンキヤ哲学の理論では、プルシャとブラクリ

ティは一体化しないので、エピックサーンキヤの考え方に近いと言える。 
161 原文では teham となっているが、アヴァグラハの省略と考え、te ’ham とした。 
162 原文では strIpuMrUpobhavat となっているが、アヴァグラハの省略と考え、

strIpuMrUpo ’bhavat とした。 
163 原文では ardhanArICvarobhavat となっているが、アヴァグラハの省略と考え、

ardhanArICvaro ’bhavat とした。 
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dadAha bhagavAn sarvaM brahmANaM ca jagadgurum //10// 

彼（ブラフマー）の息子マハーデーヴァはまさにアルダナーリーシュヴァラになった。

神（アルダナーリーシュヴァラ）は、全世界の父ブラフマーを燃やした。 

athArdhamAtrAM kalyANIm AtmanaH parameCvarIm / 

bubhuje yogamArgeNa vRddhyarthaM jagatAM CivaH //11// 

それから、世界の繁栄のために、シヴァはヨーガの手段によって〔分裂し〕、自身の半

分の部分であり、安寧をもたらすパラメーシュヴァリーを享受した。 

tasyAM hariM ca brahmANaM sasarja parameCvaraH / 

viCveCvaras tu viCvAtmA cAstraM pACupatiM tathA //12// 

パラメーシュヴァラと彼女はハリとブラフマーを創った。同様に、全てのアートマンで

ある世界の主宰神（シヴァ）は、パーシュパティという名の武器を〔創った。〕 

tasmAd brahmA mahAdevyAC cAMCajaC ca haris tathA /13ab 

故に、ブラフマーとハリは、マハーデーヴィーの一部から生まれた。 

 

 

 

1.ch.41.37-48（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 

aSTamUrteH prasAdena viraMciC cAsRjat punaH / 

sRSTvaitad akhilaM brahmA punaH kalpAMtare prabhuH //37// 

sahasrayugaparyaMtaM saMsupte ca carAcare / 

prajAH sraSTumanAs tepe tata ugraM tapo mahat //38// 

そして、アシュタムールティ164（ルドラ）の恩恵によって、ヴィランチ（ブラフマー）

は再び創造した。ブラフマー神は、他の（前の）カルパにおいて、動くものや動かない

ものにおけるその全てを創造した後、千ユガ期の間眠り、〔その後目が覚めて〕生類を

創りたいと考え、それから非常に過酷な苦行をした。 

tasyaivaM tapyamAnasya na kiMcit samavartata / 

tato dIrgheNa kAlena duHkhAt krodho vyajAyata //39// 

彼がこのように苦行しても、何も繁栄しなかった。その後、長い時間の後、〔ブラフマ

ーの〕嘆きから怒りが生じた。 

krodhAviSTasya netrAbhyAM prApatann aCrubindavaH / 

tatas tebhyo ’CrubiMdubhyo165 bhUtAH pretAs tadAbhavan //40// 

怒りに満ちた〔ブラフマーの〕両目から、涙の滴りが落ちた。その涙の滴りから、ブー

                                                 
164 アシュタムールティとは、8つの姿の事である。前文 35-36偈によると、太陽、火、月、

地、風、人、水、虚空の 8つとなっている。 
165 原文では tebhyoCrubiMdubhyo となっているが、アヴァグラハの省略と考え、

tebhyo ’CrubiMdubhyo とした。 
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タ（悪鬼）やプレータ（屍鬼）が生じた。 

sarvAMs tAn agrajAn dRSTvA bhUtapretaniCAcarAn / 

aniMdata tadA devo brahmAtmAnam ajo vibhuH //41// 

ブータやプレータ、ニシャーチャラ（夜行鬼）など全ての最初に生まれた者たちを見て、

アジャ（生まれない166）神であるブラフマー神は、自身を責めた。 

jahau prANAMC ca bhagavAn krodhAviSTaH prajApatiH / 

tataH prANamayo rudraH prAdurAsIt prabhor mukhAt //42// 

怒りに満ちた創造神（ブラフマー）は〔自身の〕生命（呼吸）を捨てた。そして、神の

口から、呼吸から成るルドラが現れた。 

ardhanArICvaro167 bhUtvA bAlArkasadRCadyutiH / 

tadaikAdaCadhAtmAnaM pravibhajya vyavasthitaH //43// 

〔ルドラは〕朝日に等しい輝きを持つアルダナーリーシュヴァラとなり、それから自身

を 11〔の部分〕に分けて、とどまった。 

ardhenAMCena sarvAtmA sasarjAsau CivAm umAm / 

sA cAsRjat tadA lakSmIM durgAM CreSThAM sarasvatIm //44// 

vAmAM raudrIM mahAmAyAM vaiSNavIM vArijekSaNAm / 

kalAM vikariNIM caiva kAlIM kamalavAsinIm //45// 

balavikariNIM devIM balapramathinIM tathA / 

sarvabhUtasya damanIM sasRje ca manonmanIm //46// 

〔自分の〕半身によって、かの全てのアートマンである者（アルダナーリーシュヴァラ）

は、吉祥（シヴァー）なウマーを創った。彼女は、ラクシュミーと最高の者ドゥルガー、

サラスヴァティー、ヴァーマー、ラウドリー、マハーマーヤー、蓮の目をした者ヴァイ

シュナヴィー、カラーヴィカリニー、蓮に住む者カーリー、バラヴィカリニー女神、バ

ラプラマティニー、全存在のダマニー、マノーンマニーを創った。 

tathAnyA bahavaH sRSTAs tayA nAryaH sahasraCaH / 

rudraiC caiva mahAdevas tAbhis tribhuvaneCvaraH //47// 

sarvAtmanaC ca tasyAgre hy atiSThat parameCvaraH / 

mRtasya tasya devasya brahmaNaH parameSThinaH //48// 

同様に、彼女によって、何千もの他の多くの女性たちが創られた。そして、ルドラたち

や彼女たちと共に、三界の主であり、マハーデーヴァであるパラメーシュヴァラは、全

てのアートマンであり死んでしまった168かのパラメーシュティンであるブラフマー神

の前に立った。 

 

                                                 
166 一般的な生殖によって生まれたのではない者という意味である。 
167 原文では adhanArICvaro となっているが、英訳を参照し、ardhanArICvaro とした。 
168 42偈において「生命（呼吸）を捨てた」ため、死んだと考えられる。 
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1.ch.54.65169 

sahasrakiraNaH CrImAn aSTahastaH sumaMgalaH / 

ardhanArIvapuH sAkSAt trinetras tridaCAdhipaH //65// 

千の光線を発する吉祥な者（シヴァ）は、8 本の腕と吉祥な印を持ち、まさしく半〔身〕

が女性の姿であり、三眼を持つ神々の神である。 

 

 

 

1.ch.70.260cd-276（ブラフマー創造神話） 

evaM bhUtAni sRSTAni sthAvarANi carANi ca // 260cd // 

このように〔ブラフマーによって〕動くものや動かないものという存在が生み出された。 

yadAsya tAH prajAH sRSTA na vyavardhaMta sattamAH / 

tamomAtrAvRto brahmA tadA Cokena duHkhitaH // 261 // 

彼に創造されたこれらの素晴らしい生類が繁栄しなかったので、タマスの要素に覆われ

たブラフマー神は、悲しみによって落ち込んだ。 

tataH sa vidadhe buddhim arthaniCcayagAminIM / 

athAtmani samadrAkSIt tamomAtrAM niyAmikAm // 262 // 

rajaH sattvaM parityajya vartamAnAM svadharmataH / 

tataH sa tena duHkhena duHkhaM cakre jagatpatiH // 263 // 

それから彼は目的を解決するための知性を働かせた。そして自分の中に、〔あらゆるも

のを〕制御する〔性質を持ち〕、自己のダルマからラジャスとサットヴァを離れ、存在

しているタマスを見た。そして、かの世界の主（ブラフマー）は、その苦しみに苦しん

だ。 

tamaC ca vyanudat paCcAd rajaH sattvaM tam AvRNot / 

tat tamaH pratinunnaM vai mithunaM samajAyata // 264 // 

彼（ブラフマー）はタマスを追い払い、その後ラジャスとサットヴァはそれ（タマス）

を覆った。そして、追い払われたタマスは一対のものになった。 

adharmas tamaso jajJe hiMsA CokAd ajAyata / 

tatas tasmin samudbhUte mithune dAruNAtmike // 265 // 

gatAsur bhagavAn AsIt prItiC cainam aCiCriyat / 

svAM tanuM sa tato brahmA tAm apohata bhAsvarAm // 266 // 

タマスからアダルマが生じ、ショーカからヒンサーが生じた。そして、かの恐ろしい性

                                                 
169 雨についての説明の一部である。シヴァは雨の創造者であり、太陽であるシヴァが発す

る光線によって水が得られるとされる。 
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質の双子（アダルマとヒンサー）が生まれた時、神は死んだ。そして、喜びが彼に依拠

した。そこでかのブラフマー神は、自分のその輝く体を捨てた。 

dvidhA kRtvA svakaM deham ardhena puruSo ’bhavat170 / 

ardhena nArI sA tasya CatarUpA vyajAyata // 267 // 

〔ブラフマーは〕自身の体を 2 つにし、半身によって男性になった。彼（ブラフマー）

の〔もう一方の〕半身がシャタルーパーという女性として生まれた。 

prakRtiM bhUtadhAtrIM tAM kAmAd vai sRSTavAn prabhuH / 

sA divaM pRthivIM caiva mahimnA vyApyadhiSThitA // 268 // 

〔ブラフマー〕神は意欲から、かの〔全〕存在を支えるプラクリティを創った。それ（プ

ラクリティ）は、偉大さによって天と地に満ちて、とどまった。 

brahmaNaH sA tanuH pUrvA divam AvRtya tiSThati / 

yA tv ardhAt sRjato nArI CatarUpA vyajAyata // 269 // 

sA devI niyutaM taptvA tapaH paramaduCcaram / 

bhartAraM dIptayaCasaM puruSaM pratyapadyata // 270 // 

ブラフマーのかの最初の体（男性の半身）は、天を覆ってとどまった。半身から創られ

たシャタルーパーという女神は、1 億年の間、最高に困難な苦行をし、夫として輝く名

声の男性を得た。 

sa vai svAyaMbhuvaH pUrvaM puruSo manur ucyate / 

tasyaiva saptatiyugaM manvaMtaram ihocyate // 271 // 

彼こそ、最初のスヴァーヤンブヴァという男性マヌであると言われる。その 70 の〔大〕

ユガ期を、この世界では、マヌヴァンタラと言う。 

lebhe sa puruSaH patnIM CatarUpAm ayonijAm / 

tayA sArdhaM sa ramate tasmAt sA ratir ucyate // 272 // 

かの男性は子宮から生まれたのではないシャタルーパーを妻にした。彼は彼女と共に楽

しんだ。それゆえ、彼女はラティと呼ばれる。 

prathamaH saMprayogAtmA kalpAdau samapadyata / 

virAjam asRjad brahmA so ’bhavat171 puruSo virAT // 273 // 

最初の自身の〔半身同士の〕結合が、カルパの初めに起こった。ブラフマーはヴィラー

ジュを創り、かの男性ヴィラージュが出来た。 

samrAT ca CatarUpA vai vairAjaH sa manuH smRtaH / 

sa vairAjaH prajAsargaM sasarja puruSo manuH // 274 // 

そして、シャタルーパーは支配者になった。ヴァイラージャはマヌと言われる。かのヴ

ァイラージャである男性マヌは人類創造をした。 

                                                 
170 原文では puruSobhavat となっているが、アヴァグラハの省略と考え、puruSo ’bhavat とし

た。 
171 原文では sobhavat となっているが、アヴァグラハの省略と考え、so ’bhavat とした。 
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vairAjAt puruSAd vIrAc chatarUpA vyajAyata / 

priyavratottAnapAdau putrau dvau lokasaMmatau // 275 // 

力強いヴァイラージャとシャタルーパーは、世界から尊敬される 2 人の息子プリヤヴラ

タとウッターナパーダをもうけた。 

kanye dve ca mahAbhAge yAbhyAM jAtA imAH prajAH / 

devI nAma tathAkUtiH prasUtiC caiva te ubhe // 276 // 

さらに、2 人の吉祥な娘が〔生まれ〕、この 2 人からこれらの生類は生まれた。2 人の女

神たちは、その名をアークーティとプラスーティという。 

 

 

 

1.ch.70.314-329ab（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 

brahmA dRSTvAbravId enaM mA srAkSIr IdRCIH prajAH / 

sraSTavyA nAtmanas tulyAH prajA deva namo ’stu172 te //314// 

ブラフマー神はその者（ルドラ）を見て言った。「そのような173生類を創るな174。〔汝〕

自身に似た生類を創るべきではない。神よ、汝に敬礼する。 

anyAH sRja tvaM bhadraM te prajA vai mRtyusaMyutAH / 

nArapsyaMte hi karmANi prajA vigatamRtyavaH //315// 

汝に幸あれ。汝は他の死を伴う（死すべき）生類を創りなさい。死の来ない生類は、儀

式を執り行わないだろう。」 

evam ukto ’bravId enaM nAhaM mRtyujarAnvitAH / 

prajAH srakSyAmi bhadraM te sthito ’haM175 tvaM sRja prajAH //316// 

このように言われた彼（ルドラ）は、彼（ブラフマー）に言った。「私は、死や老が訪

れる生類を創らないだろう。あなたに幸あれ。私は留まるので、あなたが生類を創りな

さい。 

ete ye vai mayA sRSTA virUpA nIlalohitAH / 

sahasrANAM sahasraM tu Atmano nissRtAH prajAH //317// 

私によって創られた多様な紫紅色の何千もの者たちは自滅する生類である。 

ete devA bhaviSyaMti rudrA nAma mahAbalAH / 

pRthivyAm aMtarikSe ca dikSu caiva pariCritAH //318// 

これらの神々はルドラという名の偉大な力を持つ者たちとなるだろう。〔彼らは〕大地

や天地の間、さらに〔あらゆる〕方角に存在している。 

                                                 
172 原文では namostu となっているが、アヴァグラハの省略と考え、namo ’stu とした。 
173 前文の 303-313偈において、ルドラが創造した者たちが何千万人の恐ろしい者たちであ

るという描写がなされている。 
174 原文ではアオリスト形になっているが、英訳に従い、命令調に訳した。 
175 原文では sthitohaM となっているが、アヴァグラハの省略と考え、sthito ’haM とした。 
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CatarudrAH samAtmAno bhaviSyaMtIti yAjJikAH / 

yajJabhAjo bhaviSyaMti sarvadevagaNaiH saha //319// 

百人のルドラたちは、平静を保ち、儀式を執り行う者たちとなるだろう。全ての神々の

集まりと共に供物の享受者となるだろう。 

manvaMtareSu ye devA bhaviSyaMtIha bhedataH / 

sArdhaM tair IjyamAnAste sthAsyaMtIhAyugakSayAt //320// 

これらの神々（ルドラたち）は数々のマヌヴァンタラの間、別々に存在するだろう。こ

の神々（全ての神々）と共に敬われ、この世界で、ユガの終わりに至るまでとどまるだ

ろう。」 

evam uktas tadA brahmA mahAdevena dhImatA / 

pratyuvAca namaskRtya hRSyamANaH prajApatiH //321// 

このように、賢者である偉大な神（ルドラ）によって言われた創造主ブラフマーは、敬

礼して、喜んで答えた。 

evaM bhavatu bhadraM te yathA te vyAhRtaM vibho / 

brahmaNA samanujJAte tathA sarvam abhUt kila //322// 

「汝に言われた通り、そのようにしよう。汝に幸あれ。遍在する者よ。」〔そのように〕

ブラフマーによって認められた時、全て〔の創造〕が起こった。 

tataH prabhRti deveCo na cAsUyata vai prajAH / 

UrdhvaretAH sthitaH sthANur yAvad AbhUtasaMplavam //323// 

それ以来、神々の神（ルドラ）は、生類を生み出さなかった。生類の破滅が起こるまで、

禁欲生活を保ったスターヌのままでいた。 

yasmAd uktaH sthito ’smIti176 tasmAt sthANur iti smRtaH / 

eSa devo mahAdevaH puruSo ’rkasamadyutiH177 //324// 

ardhanArInaravapus tejasA jvalanopamaH / 

svecchayAsau dvidhA bhUtaH pRthak strI puruSaH pRthak //325// 

「私は留まる」と言ったので、スターヌとして知られる。このマハーデーヴァ神プルシ

ャは、太陽に等しい輝きを持ち、半身が女性である男性の姿をしており、輝きにおいて

炎に等しい者であった。自身の意思に従って、その者は、別々に女性と男性の２つにな

った。 

sa evaikAdaCArdhena sthito ’sau178 parameCvaraH / 

tatra yA sA mahAbhAgA CaMkarasyArdhakAyinI //326// 

かのパラメーシュヴァラは、〔男性〕半身を 11 にした。シャンカラの残りの半〔身〕が、

                                                 
176 原文では sthitosmIti となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、sthito ’smIti とし

た。 
177 原文では puruSorkasamadyutiH となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

puruSo ’rkasamadyutiH とした。 
178 原文では sthitosau となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、sthito ’sau とした。 
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かの幸運な女性である。 

prAg uktA tu mahAdevI strI saiveha satI hy abhUt / 

hitAya jagatAM devI dakSeNArAdhitA purA //327// 

そして、以前に述べたマハーデーヴィーが、世界の幸福のために、この世界でサティー

という女性になった。その女神は、ダクシャによって以前から敬われていた者である。 

kAryArthaM dakSiNaM tasyAH CuklaM vAmaM tathAsitam / 

AtmAnaM vibhajasveti proktA devena CaMbhunA //328// 

〔彼女は〕「〔創造という〕役割のために、その右半身を白い者に、左半身を同様に黒い

者に、自身を分けよ。」とシャンブ神に言われた。 

sA tathoktA dvidhA bhUtA CuklA kRSNA ca vai dvijAH /329ab 

このように言われた彼女は、白い者と黒い者の 2 つになった。再生族の者たちよ。 

 

 

 

1.ch.76.34-37179 

sarvavidhnAn atikramya Civaloke mahIyate / 

tatra bhuktvA mahAbhogAn yAvadAbhUtasaMplavam //34// 

jJAnaM vicArato labdhvA rudrebhyas tatra mucyate /35ab 

全ての障害を乗り越えて、シヴァローカにおいて喜ぶ。そこにおいて、世界の終わりに

至るまで、大きな喜びを享受し、熟考することによりルドラたちから知を得て、そこで

解脱した。 

ardhanArICvaraM devaM caturbhujam anuttamam //35cd// 

varadAbhayahastaM ca CUlapadmadharaM prabhum / 

strIpuMbhAvena saMsthAnaM sarvAbharaNabhUSitam //36// 

kRtvA bhaktyA pratiSThApya Civaloke mahIyate /37ab 

最高の 4 本の腕を持つアルダナーリーシュヴァラ神であり、恩寵を与える施無畏印をな

す者であり、三叉戟と蓮を持つ者であり、男女の姿を具えた者であり、全ての飾りに飾

られた者を、バクティ（信愛）によって、作り、建立すれば、シヴァローカによって喜

びを得られる。 

tatra bhuktvA mahAbhogAn aNimAdiguNair yutaH //37cd// 

AcaMdratArakaM jJAnaM tato labdhvA vimucyate /38ab 

そこで大きな喜びを享受し、アニマン（微小化）などの能力を具え、月や星に至る知を

得て、それから解脱する。 

yaH kuryAd devadeveCaM sarvajJaM nakulICvaram //38cd// 

                                                 
179 76 章では、シヴァ像の安置により得られる恩恵について述べた章である。様々な姿のシ

ヴァ像を安置することで、それぞれ異なる恩恵が得られると述べられている。 
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vRtaM CiSyapraCiSyaiC ca vyAkhyAnodyatapANinam / 

kRtvA bhaktyA pratiSThApya CivalokaM sa gacchati //39// 

デーヴァデーヴェーシャ（神々の神）である全知のラクリーシュヴァラ180を創り、弟子

や孫弟子たちによって取り囲まれ、解釈に着手し、バクティによって建立する者は、シ

ヴァローカへ行く。 

bhuktvA tu vipulAMs tatra bhogAn yugaCataM naraH / 

jJAnayogaM samAsAdya tatraiva ca vimucyate //40// 

そして人はそこで 100 ユガの間、大きな享受を楽しみ、そしてジュニャーナヨーガを得

て、まさにそこで解脱する。 

 

 

 

1.ch.99.6cd-14ab（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 

sA bhagAkhyA jagaddhAtrI liMgamUrtes trivedikA //6cd// 

彼女はバガー（幸運なる者、分配者）という名であり、世界の母であり、リンガの像の

3 つの台座である。 

liMgas tu bhagavAn dvAbhyAM jagatsRSTir dvijottamAH / 

liMgamUrtiH Civo jyotis tamasaC copari sthitaH //7// 

そしてリンガはバガヴァット（幸運を持つ者）であり、両者（バガーとバガヴァット）

によって世界の創造がある。バラモンたちよ。リンガの姿をしたシヴァは、タマス（闇）

の上にある光として存在している。 

liMgavedisamAyogAd ardhanArICvaro ’bhavat181 / 

brahmANaM vidadhe devam agre putraM caturmukham //8// 

リンガと台座の結合体によって、アルダナーリーシュヴァラになった。〔アルダナーリ

ーシュヴァラは、〕最初に息子として四面のブラフマー神を創った。 

prahiNoti182 sma tasyaiva jJAnaM jJAnamayo haraH / 

viCvAdhiko ’sau183 bhagavAn ardhanArICvaro vibhuH //9// 

かの知をそなえた者であり、何よりも優れた者であり、かのバガヴァットであり、アル

ダナーリシュヴァラであり、遍在者であるハラは、まさに彼（ブラフマー）に知を授け

                                                 

180 英訳では nakulICvara となっている。lakulICa はパーシュパタ派の開祖（シヴァ神の 28 番

目の化身）であり、nakula はシヴァの名の 1 つであるため、ラクリーシュヴァラもナクリー

シュヴァラも可能である。 
181 原文では ardhanArICvarobhavat だが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

ardhanArICvaro ’bhavat とした。 
182 原文では prAhiNoti だが、英訳を参照し、prahiNoti とした。 
183 原文では viCvAdhikosau だが、アヴァグラハ記号の省略と考え、viCvAdhiko ’sau とした。 
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た184。 

hiraNyagarbhaM taM devo jAyamAnam apaCyata / 

so ’pi185 rudraM mahAdevaM brahmApaCyata CaMkaram //10// 

神（ルドラ、シヴァ）は、かの生まれたヒラニヤガルバ（ブラフマー）を見た。そのブ

ラフマーも、シャンカラであり、マハーデーヴァであるルドラを見た。 

taM dRSTvA saMsthitaM devam ardhanArICvaraM prabhum / 

tuSTAva vAgbhir iSTAbhir varadaM vArijodbhavaH //11// 

〔そこに〕いるかの主アルダナーリーシュヴァラ神を見て、蓮から生まれた者（ブラフ

マー）は、吉祥な言葉によって、恩恵を与える者（シヴァ）を崇めた。 

vibhajasveti viCveCaM viCvAtmAnam ajo vibhuH / 

sasarja devIM vAmAMgAt patnIM caivAtmanaH samAm //12// 

「分けよ」とアジャ（生まれない者186）である遍在者（ブラフマー）は、世界の神であ

るヴィシュヴァートマン（全てのアートマン、シヴァ）に〔言った〕。そして〔シヴァ

は〕左半身から自分に等しい妻である女神を創った。 

CraddhA hy asya CubhA patnI tataH puMsaH purAtanI / 

saivAjJayA vibhor devI dakSaputrI babhUva ha //13// 

そしてまさに、この男性（シヴァ）から〔出た〕光り輝く太古の妻は、シュラッダーで

ある。かの女神こそ、神187の命によりダクシャの娘となったのである。 

satIsaMjJA tadA sA vai rudram evACritA patim /14ab 

彼女はサティーという名で、その時まさにルドラを夫にした。 

 

 

 

2.ch.11.7-8188 

brahmA haro ’pi189 sAvitrI CaMkarArdhaCarIriNI / 

viSNur maheCvaro lakSmIr bhavAnI parameCvarI //7// 

ハラは実にブラフマーであり、シャンカラの半身である者はサーヴィットリーである。

マヘーシュヴァラはヴィシュヌであり、偉大なバヴァーニー女神はラクシュミーである。 

vajrapANir mahAdevaH CacI CaileMdrakanyakA / 

                                                 
184 英訳を参照し「まさに彼（ブラフマー）に知を授けた」と訳したが、「まさに彼（シヴ

ァ）の知を授けた」という翻訳も可能である。 
185 原文では sopi だが、アヴァグラハ記号の省略と考え、so ’pi とした。 
186 一般的な生殖によって生まれたのではない者という意味である。 
187 誰を指しているのかは不明。可能性としては、この場面に登場しているシヴァとブラフ

マー、そしてこの前後に登場しているヴィシュヌの 3者であると考えられる。 
188 シヴァとシヴァーの偉大さについて述べた章の一部である。 
189 原文は haropi だが、アヴァグラハ記号の省略と考え、haro ’pi とした。 
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jAtavedAH svayaM rudraH svAhA CarvArdhakAyinI //8// 

マハーデーヴァはヴァジュラを持つ者（インドラ）であり、ヒマーラヤの神の娘はシャ

チーである。ルドラ自身が火であり、シャルヴァを半身に持つ者はスヴァーハーである。 

 

 

 

2.ch.19.6-8 

maMDale cAgrato ’paCyan190 devadevaM sahomayA / 

devAC ca munayaH sarve vidyutkoTisamaprabham //6// 

そして全ての神と聖者たちは、眼前にあるマンダラ山において、何千万本の稲妻に似た

輝きを持ち、ウマーと共にいる神々の神（シヴァ）を見た。 

aSTabAhuM caturvaktraM dvAdaCAkSaM mahAbhujam / 

ardhanArICvaraM devaM jaTAmukuTadhAriNam //7// 

sarvAbharaNasaMyuktaH raktamAlyAnulepanam / 

raktAMbaradharaM sRSTisthitisaMhArakArakam //8// 

〔そのシヴァは〕8 本の腕、4 つの顔、12 の目、大きな腕を持ち、アルダナーリーシュ

ヴァラ神であり、蓬髪の冠を付けており、あらゆる飾りを身に着けており、赤い花輪と

塗香を付けており、赤い服を着ており、創造維持破壊の原因である。 

 

 

 

2.ch.27.107-108191 

ajeCaH kSemarudraC ca somAMCo192 lAMgalI tathA / 

daMDAruC cArdhanArI ca ekAMtaC cAMta eva ca //107// 

pAlI bhujaMganAmA ca pinAkI khaGgir eva ca / 

kAma ICas tathA Cveto bhRguH SoDaCa vai smRtAH //108// 

アジェーシャ、クシェーマルドラ、ソーマーンシャ、ラーンガリー、ダンダール、アル

ダナーリー、エーカーンタ、アンタ、パーリー、ブジャンガナーマー、ピナーキー、カ

ンギー、カーマ、イーシャ、シュヴェータ、ブリグの 16 人と言われている。 

  

                                                 
190 原文は cAgrato paCyan となっているが、この文章の主語が複数形のため、動詞も複数形

である必要がある。そこで、cAgrato ’paCyan とした。 
191 27 章は、王（クシャトリヤ）に必要である敵や死に打ち勝つ儀礼であるジャヤービシェ

ーカについて説明している。その中で、南と南東の間に向かってマヒマーの神々に信仰を

捧げるのだが、そのマヒマーの 1 人としてアルダナーリーという名の神が登場する。 
192 原文では somAM ’Co だが、英訳を参照し、somAMCo とした。 
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mArkaNDeya-purANa :e 版（底本）、b 版、b 版（英訳） 

 

ch.47.3-16ab193（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 

devAdyAH sthAvarAMtAC ca traiguNyaviSayAH smRtAH / 

evaM bhUtAni sRSTAni sthAvarANi carANi ca //3// 

神々を始めとして動かないものまでが、トリグナから成るものの対象であると知られる。

このように、〔ブラフマー神によって〕動くものや動かないものという存在が創られた。 

yadAsya tAH prajAH sarvA na194 vyavarddhanta dhImataH / 

athAnyAn mAnasAn putrAn sadRCAn Atmano ’sRjat //4// 

その賢者（ブラフマー）の〔創造した〕それら全ての生類が増えなかったので、〔ブラ

フマーは〕自分に似た、心から生まれた他の息子たちを創った。 

bhRguM pulastyaM pulahaM kratum aGgirasaM tathA / 

marIciM dakSam atriM ca vasiSThaM195 caiva mAnasam //5// 

すなわち、心から生まれた、ブリグ、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、アンギラス、

マリーチ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィシュタを〔創った〕。 

nava brahmaNa ity ete purANe niCcayaM gatAH / 

tato ’sRjat punar brahmA rudraM krodhAtmasambhavam //6// 

saGkalpaM caiva dharmaM ca pUrveSAm api pUrvajam / 

sanandanAdayo ye ca pUrvaM sRSTAH svayambhuvA //7// 

彼らは 9 人のブラフマーとして、プラーナ聖典において定められている。そして、ブラ

フマーはさらに、自身の怒りから生まれたルドラと、サンカルパ、前述の者たちより先

に生まれたダルマを創った。そして、自己創造者（ブラフマー）によって、以前にサナ

ンダナなどが創られた。 

na te lokeSu sajjanto nirapekSAH samAhitAH / 

sarve te ’nAgatajJAnA vItarAgA vimatsarAH //8// 

彼ら〔サナンダナなど〕は、世界に関わることなく、無関心で〔自身の事に〕専心して

いた。彼らは皆、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。 

teSv evaM nirapekSeSu lokasRSTau mahAtmanaH / 

brahmaNo ’bhUn mahAkrodhas tatrotpanno ’rkasannibhaH //9// 

arddhanArInaravapuH puruSo ’tiCarIravAn / 

vibhajAtmAnam ity uktvA sa tadAntardadhe tataH //10// 

                                                 

193 e 版では 47 章となっているが、b 版では 50 章となっている。 

194 e 版では caとなっているが、英訳や B 版（サンスクリット語、及び英訳）を参照し、

naとした。 

195 B 版では vaCiSTaJ となっているが、e版の vasiSThaM と同一人物を指すと考えられる。 
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このように、彼らが世界創造に無関心であったので、偉大な魂を持つブラフマーは、大

きな怒りを感じた。そこから、太陽に等しく、大きな体を持ち、半身が女性である男性

の姿の者が生まれた。「〔汝〕自身を分けよ。」と言って、それから彼（ブラフマー）は

消えた。 

sa cokto196 vai pRthak strItvaM puruSatvaM tathAkarot / 

bibheda puruSatvaM ca daCadhA caikadhA197 tu saH //11// 

そして、言われた彼は、別々に女性要素と男性要素を創った。そして、彼は男性要素を

11 に分けた。 

saumyAsaumyais198 tathA CAntaiH puMstvaM strItvaM ca sa prabhuH / 

bibheda bahudhA devaH puruSair asitaiH sitaiH199 //12// 

そしてその神は優しい者や粗野な者、穏やかな者に男性要素と女性要素を〔分けた〕。

神は黒い者や白い者など多様に分けた。 

tato brahmAtmasambhUtaM pUrvaM svAyambhuvaM200 prabhuH / 

AtmanaH sadRCaM kRtvA prajApAlye201 manuM dvija //13// 

それから神は、以前にブラフマー自身から生まれたスヴァーヤンブヴァを自身に似せて

創り、マヌとして、人々の守護〔の仕事〕に〔任命した〕。再生族の者よ。 

CatarUpAM ca tAM nArIM taponirdhUtakalmaSAm / 

svAyambhuvo manur devaH patnItve202 jagRhe vibhuH //14// 

主でありスヴァーヤンブヴァであるマヌ神は、妻として、苦行によって汚れを除去した

かの女性シャタルーパーを娶った。 

tasmAc ca puruSAt putrau CatarUpA vyajAyata / 

priyavratottAnapAdau prakhyAtAv AtmakarmabhiH //15// 

そして、その男性（マヌ）からシャタルーパーは、自身の善業によって名高い二人の息

子プリヤヴラタとウッターナパーダを生んだ。 

kanye dve ca tathAkUtiM203 prasUtiJ ca tataH pitA /16ab 

                                                 

196 e 版では coktA だが B 版（サンスクリット版、英語版）を参照し cokto とした。 

197 e 版では caikadhAM だが B 版を参照し caikadhA とした。 

198 e 版では saumyAsaumyais だが B 版を参照し saumyAsomyais とした。 

199 e 版では amitaiH CitaiH だが B 版を参照し asitaiH sitaiH とした。 

200 B 版では svAyambhuvaH となっている。この場合の訳は「それから人々の守護において

スヴァーヤンブヴァ神は前述のブラフマー自身から生まれた者を自身に似せて創りマヌと

〔した〕。再生族の者よ。」 

201 B 版では prajApAlo。この場合の訳は「それから人々の守護者である神はブラフマー自身

から生まれた前述のスヴァーヤンブヴァを自身に似せて創りマヌと〔した〕。再生族の者よ。」 

202 e 版では palItve だが、B 版を参照し patnItve とした。 

203 B 版では tathA RddhiM となっており、娘の名前がアークーティであるヴァージョンとリ

ッディであるヴァージョンがあることが分かる。 
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そして、父（マヌ）はさらに、アークーティとプラスーティという二人の娘を〔もうけ

た〕。 
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matsya-purANa :A 版（底本）、h 版（サンスクリット、英訳） 

 

ch.3.30-32（ブラフマー創造神話） 

sAvitrIM204 lokasRSTyarthaM hRdi kRtvA samAsthitaH / 

tataH saMjapatas tasya bhittvA deham akalmaSam // 30 // 

strIrUpam ardham akarod ardhaM puruSarUpavat / 

CatarUpA ca sA khyAtA sAvitrI ca nigadyate // 31 // 

〔ブラフマー神は〕世界創造のために、心の中でサーヴィットリーを念想し、そして唱

える者（ブラフマー）は、汚れのない体を自分から分けて、半身を女性の姿にし、半身

を男性の姿にした。そして彼女はシャタルーパーと呼ばれ、サーヴィットリーとも呼ば

れた。 

sarasvaty atha gAyatrI brahmANI ca paraMtapa / 

tataH svadehasaMsUtAm AtmajAm ity akalpayat // 32 // 

さらにサラスヴァティー、ガーヤットリー、ブラフマーニーとも〔呼ばれた〕。最高の

苦行者よ。そして、自身の体から生み出した娘と考えた205。 

 

 

 

ch.60.25206 

namo ’rdhanArICaharam asitAGgIti nAsikAm / 

nama ugrAya lokeCaM laliteti punar bhuvau //25// 

「アルダナーリーシャハラ（半身が女性であるハラ神）207に敬礼する」、「アスィターン

ギー208に〔敬礼する〕」と〔唱えて〕鼻を〔崇めよ〕。「ウグラ（最高者）に敬礼する」

と〔唱えて〕ローケーシャ（世界の主）を両眉でもって崇めよ。さらに「ラリター209に

〔敬礼する〕」と〔唱えて女神を両眉でもって崇めよ〕。 

 

 

 

                                                 
204 原文は sAvitrI となっているが、英訳を参照し、語形変化を考慮し、sAvitrIM とした。 
205 この後、ブラフマーが、自分の息子たちに知られないように彼女を見たいがために、頭

を 5つにするという物語へと移っていく。 
206 白分第 3 日目にサティー女神とシヴァを祀り、唱えるマントラの一部である。 

207 原文、h 版共に ardhanArICaharam だが、英訳を参照し、このように訳した。 
208 原文では asitAGgI だが、英訳を参照し、このように訳した。 
209 原文では lalitA だが、英訳を参照し、このように訳した。 
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ch.157.12210 

tasyAs tadbhASitaM CrutvA provAca kamalAsanaH / 

evaM bhava tvaM bhUyaC ca bhartRdehArdhadhAriNI //12// 

彼女の話したことを聞いてカマラーサナ（蓮に座している者、ブラフマー）は言った。

「そのようになれ。そしてさらにお前は夫（シヴァ）の半身を持つ者〔となれ〕。」 

 

 

 

ch.179.89-90211 

sapta tA mAtaro devyaH sArdhanArICvaraH CivaH / 

nivesya raudraM tat sthAnaM tatraivAntardhIyata //89// 

その 7 人の母神がかのルドラの状態に入ると、半身が女性であるイーシュヴァラすなわ

ちシヴァ神はまさにその場で消えた。 

samAtRvargas ya harasya mUrtir yadA yadA yAti ca tatsamIpe / 

deveCvarasyApi nRsiMhamUrteH pUjAM vidhatte tripurAndhakAriH //90// 

母神の一団がハラの像のそのそばに行くたびに、トリプラーンダカーリ（トリプラとア

ンダカの敵、シヴァ）はヌリスィンハの姿をしているデーヴェーシュヴァラ212（ヴィシ

ュヌ）のプージャーをした。 

 

 

 

 

                                                 
210 シヴァがパールヴァティーを顧みずに他の女性に近づいたことに対し、パールヴァティ

ーが呪いの言葉を発している間に、彼女の怒りが恐ろしい獅子の姿を取って現われた。こ

の獅子の口の中に入ろうかと考え始めた彼女に対し、ブラフマーが、「恩恵を与えよう。だ

から苦行をやめなさい。」と言った。パールヴァティーは、懸命に苦行しシヴァを得たが、

シヴァは彼女に黒いと言ったので、金色の肌になりたいと願った。この文章は、それに対

するブラフマーの返答である。この後、パールヴァティーの黒い肌は金色になり、取り払

われた黒さがラートリー女神として生まれた。ラートリーは、パールヴァティーの怒りか

ら現れた獅子を乗り物とした。 

211 h 版では 88-89 偈にあたる。ヴィシュヌが世界や創造、ヴィシュヌ派の人々を名乗るた

めに子孫繁栄と幸福の女神である 32 人のマートリカーを創造した。彼女たちは、シヴァが

創ったラウドラーデーヴィーを守護することや子宝を求める者たちへ子供を与えること、

自分たちを個別に崇める者たちの望みを全て叶えることも命じられた。そしてヴィシュヌ

がその場で消えると、そこにクリタサウチャティールタが出来た。シヴァがラウドラーデ

ーヴィーを彼女たちに与えた。その後、この文章が述べられる。 
212 イーシュヴァラは通常シヴァ神を指すが、ここでは前後の文脈や英訳から見てヴィシュ

ヌ神を指すと思われる。 
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ch.192.28213 

ardhanArICvaraM devaM paTe bhaktyA likhApayet / 

CaGkhatUryaninAdaiC ca brahmaghoSaiC ca sadvijaiH //28// 

アルダナーリーシュヴァラ神をバクティによって布214に描くべきである。そしてほら貝

とラッパの音、再生族たちによるヴェーダの朗誦によって〔崇められるべきである〕。 

 

 

 

ch.260.1-10215 

sUta uvAca // 

スータは言った。 

adhunA saMpravakSyAmi ardhanArICvaraM param / 

ardhena devadevasya nArIrUpaM suCobhanam //1// 

さて、神々の神（シヴァ）の半身によって非常に美しい女性の姿を取る最高の者アルダ

ナーリーシュヴァラについて話そう。 

ICArdhe tu jaTAbhAgo bAlendukalayA yutaH / 

umArdhe cApi dAtavyau sImantatilakAv ubhau //2// 

シヴァ側の半身には、三日月で飾られた編髪がつくられるべきであり、そしてまたウマ

ー側にも 2 つのシーマーンタティラカ216がつくられるべきである。 

vAsukiM217 dakSine karNe vAme kuNDalam AdiCet / 

bAlikA copariSTAt tu kapAlaM dakSine kare / 

triCUlaM vA ’pi kartavyaM devadevasya CUlinaH //3// 

                                                 
213 シュックラティールタにおいてなすべきことの 1 つである。 
214 paTa は英訳によると木の板とされており、今でいうところのキャンバスのようなものだ

と考えられる。ここは、アルダナーリーシュヴァラを図像化し、崇めていたことがうかが

える興味深い記述である。 
215 これは、図像についての説明をしている一部分である。ch.260.1-10 にてアルダナーリー

シュヴァラの説明をしたのち、ch.260.11-21ab においてウマーマヘーシュヴァラという図像

の説明をし、ch.260.21cd-27 においてハリハラの説明をしている。ウマーマヘーシュヴァラ

は、シヴァとウマーが並んでいる 2 体の図像であり、アルダナーリーシュヴァラの形とは

異なる。ハリハラは、シヴァとヴィシュヌがアルダナーリーシュヴァラの形を取っている

図像である。そのため、ウマーマヘーシュヴァラは、形はアルダナーリーシュヴァラとは

異なるが概念やシヴァとウマーの関係性が一致しており、ハリハラは、構成している神が

異なるが形がアルダナーリーシュヴァラと一致しているため、類似性を持つので 3 者につ

いて同じ章で取り扱っているのだろう。ここから分かることは、この 3 者はそれぞれ別々

の存在として認識され名を付けられていたということである。 
216 両数になっているのは、シーマーンタ（髪の分け目）によって髪が二分されているから

だろうか。 

217 h 版では vAsukir なので、その場合の訳は「右耳にヴァースキ（蛇の王）が（おり）、左

〔耳〕にイヤリングを飾るべきである。」 
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右耳にヴァースキ（蛇の王）を、左〔耳〕に耳飾りを飾るべきである。そしてバーリカ

ー218は上方にあり、右手には、カパーラかもしくは槍を持つシヴァの三叉戟がつくられ

るべきである。 

vAmato darpaNaM dadyAd utpalaM ca viCeSataH / 

vAmabAhuC ca219 kartavyaH keyUravalayAnvitaH //4// 

左には鏡とそして蓮が特につくられるべきである。そして左腕は腕輪と上腕の腕輪がつ

くられるべきである。 

upavItaM ca kartavyaM maNimuktAmayaM tathA//5// 

宝石や真珠からできている紐（数珠）をつくるべきである。 

stanabhAraM tathA ’rdhe tu vAme pInaM220 prakalpayet / 

hArArdham221 ujjvalaM kuryAc chroNy ardhe222 tu tathaiva ca //6// 

そして、左半身はしっかりとした重みのある乳房をつけるべきである。半〔身〕に輝く

真珠の首飾りをつくるべきである。〔もう一方の〕半〔身〕には、腰〔帯223〕が同様に

〔つくられるべきである〕。 

liGgArdham UrdhvagaM224 kuryAd vyAlAjinakRtAmbaram225 / 

vAne lambaparIdhAnaM kaTisUtratrayAnvitam //7// 

nAnAratnasamopetaM dakSiNaM bhujagAnvitam / 

devasya dakSiNaM pAdaM padmopari susaMsthitam //8// 

半身のリンガは直立し、トラ皮の覆いが掛けられ、〔もう一方の〕左側はたくさんの宝

石を付けた三枚の腰布が垂れ下がっている。右側は蛇をつくる〔べきである〕。神の右

足は蓮の上に美しく置かれる〔べきである〕。 

kiMcid UrdhvaM tathA vAmaM bhUSitaM nUpureNa tu / 

ratnair vibhUSitAn kuryAd aGgulISv aGgulIyakAn //9// 

少し上には、同様に左〔足〕がアンクレットなどにより飾られ、足の指には宝石によっ

て飾られた指輪が〔つくられるべきである〕。 

sAlaktakaM tathA pAdaM pArvatyA darCayet sadA / 

ardhanArICvarasyedaM rUpam asminn udAhRtam //10// 

                                                 
218 何のことか不明である。英訳では、bAlikA を mAlikA ととらえているようで「首から首飾

りをさげている」と訳している。これから類推すると、もとは mAlikA（花輪）であった可能

性がある。 

219 h 版では utpalan tu となっている。 

220 A 版では pItaM となっている。この場合、訳は「黄色く重みのある乳房」となる。 

221 h 版では parArghyam となっている。 

222 原文は ardhaだが、h 版を参照し ardhe にした。 
223 英訳では a girdle（腰帯）と訳されている。 

224 原文では UrdhagaM だが、h 版を参照し UrdhvagaM にした。 

225 原文では vyAlAjinakRtAm varam となっているが、h 版の vyAlAjinakRtAbaram を採用した。 
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さらに、パールヴァティーの足はいつもラックで染められている〔状態〕で見せるべき

である。アルダナーリーシュヴァラのこの姿が、以上のように説明された。 
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nArada-purANa :n 版（底本）、aitm 版（英訳） 

 

1.ch.16.40cd-43 

CaGkhacakradharaM CAntiM nArAyaNam anAmayam //40cd// 

lakSmIsaMCritavAmAGkaM tathAbhayakaraM prabhum / 

kirITakuNDaladharaM nAnAmaNDanaCobhitam //41// 

bhrAjatkaustubhamAlADhyaM CrIvatsAGkitavakSasam / 

pItAmbaradharaM devaM surAsuranamaskRtam //42// 

dhyAyed anAdinidhanaM sarvakAmaphalapradam / 

antaryAmI jJAnarUpI paripUrNaH sanAtanaH //43// 

ほら貝とチャクラ（輪）を持ち、寂静であり、病から解放されており、ラクシュミーを

左〔半〕身としており、恐れない者であり、主であり、冠と耳飾りを身に着けており、

色々な装飾品によって輝いており、輝くカウストゥバ226のネックレスをたくさん〔着け

ており〕、胸にシュリーヴァトサ227の印をつけており、黄色い衣裳を身に着けた神であ

り、神とアスラから敬礼されており、無始無終であり、全ての願いの果を与えるナーラ

ーヤナを瞑想するべきである。〔ナーラーヤナは〕アンタルヤーミン（内制者）であり、

知の姿をしており、完全なる者であり、永遠の者である。 

 

 

 

3.ch.66.120-121 

yatra svICapadaM noktaM tatra sarvatra yojayet /120ab 

〔ここまでに述べられたマントラにおいて〕ICa という接尾辞の言及がなかった場合、

あらゆる箇所で補うべきである。 

munis syAd dakSiNAmUrtir gAyatrIchanda Iritam //120cd// 

devatA cArddhanArICo viniyogo ’khilAptaye /121ab 

全てを成就するために、聖者はダクシナームールティ228と、讃歌はガーヤトリーの韻律

と、そして神はアルダナーリーシャと結び付けられるべきである。 

halo bIjAni coktAni svarAH Caktaya IritAH //121cd// 

子音は種子と言われ、母音はシャクティと言われる。 

 

                                                 
226 吉祥な神の宝石の名前。 
227 CrIvatsa とは「幸福の女神にとって愛しき者の意。神（特にヴィシュヌ神）の胸にある三

角形の印。時にはラクシュミー女神を表示する。」[中村 1988 p. 378]とされており、ヴィシ

ュヌの特徴の 1 つである。 
228 タントラにおけるシヴァの姿のこと。 
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3.ch.82.157cd 

kalASoDaCasaMpUrNA kRSNadehArddhadhAriNI //157cd// 

16 のカラー229によって完全体となっている女性、クリシュナの半身を持つ女性。 

 

 

 

3.ch.83.9-15 

sanatkumAraH provAca smRtvA rAdhApadAMbujam / 

sanatkumAra uvAca // 

CRNu nArada vakSyAmi rAdhAMCAnAM samudbhavam //9// 

CaktInAM paramACcaryaM maMtrasAdhanapUrvakam / 

yA tu rAdhA mayA proktA kRSNArddhAMgasamudbhavA //10// 

golokavAsinI sA tu nityA kRSNasahAyinI / 

tejomaMDalamadhyasthA dRCyAdRCyasvarUpinI //11// 

蓮のようなラーダーの足を想って、サナトクマーラは言った。サナトクマーラは言った。

「ナーラダよ。聞きなさい。ラーダーの身体が〔どのように〕生じたのか、シャクティ

が〔いかに〕最も驚異的なものなのか、唱えられるべきマントラと共に話そう。そして、

クリシュナの半身として生じた、私によって語られたラーダーは、ゴーローカ（クリシ

ュナの天界）に住んでおり、永遠であり、クリシュナと共に在る者であり、光の輪の中

央におり、顕現および未顕現を本質とする者である。 

kadAcit tu tayA sArddhaM sthitasya munisattama / 

kRSNasya vAmabhAgAt tu jAto nArAyaNaH svayam //12// 

聖者の最高者よ。ある時、彼女と共にいる時、クリシュナの体の左側からナーラーヤナ

は自分自身で生まれた。 

rAdhikAyAC ca vAmAMgAn mahAlakSmIr babhUva ha / 

tataH kRSNo mahAlakSmIM dattvA nArAyaNAya ca //13// 

vaikuMThe sthApayAmAsa CaCvatpAlanakarmaNi / 

atha golokanAthasya lomnAM vivarato mune //14// 

jAtAC cAsaMkhyagopAlAs tejasA vayasA samAH / 

prANatulyapriyAH sarve babhUvuH pArSadA vibhoH //15// 

まさにマハーラクシュミーはラーダーの体の左側から生まれた。そしてそれから、クリ

シュナはマハーラクシュミーをナーラーヤナに与え、永遠に庇護を与えるヴァイクンタ

（ヴィシュヌの最高天）に〔とどまるよう〕任命した。聖者よ。それから、ゴーローカ

                                                 
229 カラーとは 16分割された 1つの部分のことを言う。 
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の神（クリシュナ）の体毛の穴から、輝きも年齢も等しい数えきれないほどの牛飼いが

生まれた。〔彼らは〕皆、〔クリシュナの〕プラーナに等しい愛しき者であり、主（クリ

シュナ）の従者となった。 

 

 

 

3.ch.91.160-162 

kaCyapo munir AkhyAtaC chaMdo ’nuSTubudAhRtam / 

arddhanArICvaraH prokto devatA jagatAM patiH //160// 

カシュヤパは聖者と言われた。韻律はアヌシュトゥブと呼ばれている。アルダナーリー

シュヴァラという神格は世界の主と呼ばれる。 

rephAdivyaMjanaiH SaDbhiH kuryAd aMgAni SaT kramAt / 

trinetraM nIlamaNibhaM CUlapACaM kapAlakam //161// 

raktotpalaM ca hastAbjair dadhataM cArubhUSaNam / 

bAleMdubaddhamukuTam arddhanArICvaraM smaret //162// 

r の文字などの 6 つの子音によって、順番通りに 6 つのアンガ（身体）を〔念想〕すべ

きである。三つ目の者であり、青い宝石（サファイア）のように輝く者であり、三叉戟

と索縄とカパーラと赤い睡蓮を蓮のような手に持つ者であり、美しく飾り立てている者

であり、三日月を付けた冠をしている者であるアルダナーリーシュヴァラを念想するべ

きである。 

 

 

 

4.ch.104.202 

avimuktasya mAhAtmyam umAmAheCvarasya ca / 

mahaujasaH prabhAvaC ca jaMbUtIrthasya230 varNanam //202// 

アヴィムクタとウマーマヘーシュヴァラのマーハートミヤ（縁起譚）とマハウジャスの

栄光、ジャンブーティールタの描写。 

 

 

 

uttara-bhAga ch.73.49 

arddhAlakam avastrAddham asthyutpaladalasrajam / 

arddhapuMlakSaNaM vaMde puruSaM kRSNapiMgalam //49// 

半〔身〕に蓬髪を〔そなえ〕、半〔身〕が裸であり、骨と蓮弁の花輪を〔それぞれ半身

                                                 
230 原文は jaMbUtIthasya だが、英訳を参照し、jaMbUtIrthasya とした。 
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に身に着け〕、半身は男性の特徴を〔示し〕、〔それぞれの半身が〕黒色（クリシュナ）

と黄褐色（ピンガラ）の〔肌色をしている〕男性に、私は敬礼する。 

 

 

 

uttara-bhAga ch.80.107ab 

yasya dhyAnaM nagajaniyuto ’harniCaM vai girICo bhaktiklinno rahasi kurute hy 

arddhanArICvarAkhyaH /107ab 

アルダナーリーシュヴァラと呼ばれており、山の娘を伴い、バクティに浸っているギリ

ーシャは、昼夜、密かにその者（クリシュナ）の瞑想を行なっている。 
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padma-purANa :n 版（底本）、aitm 版（英訳） 

 

1.ch.3.166-179ab（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 

evaM bhUtAni sRSTAni sthAvarANi carANi ca / 

yadAsya tAH prajAH sarvA na vyavarddhaMta dhImataH //166// 

このように〔ブラフマーによって〕動くものや動かないものという存在が生み出された。

彼の思考〔によるもの〕だったにもかかわらず、これら全ての生類は繁栄しなかった231。 

athAnyAn mAnasAn putrAn sadRCAn Atmano ’sRjat / 

bhRguM mAM pulahaM caiva kratum aMgirasaM tathA //167// 

marIciM dakSam atriM ca vasiSThaM caiva mAnasAn / 

nava brahmANa ity ete purANe niCcayaM gatAH //168// 

それから彼は、自分に似た、心から生まれた他の息子たちを創った。ブリグ、私（プラ

スティヤ）、プラハ、クラトゥ、アンギラス、マリーチ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィ

シュタこそが〔その〕心から生まれた息子たちである。彼らは 9 人のブラフマーとして

プラーナ聖典に定められている。 

sanaMdanAdayo ye ca pUrvaM sRSTAs tu vedhasA / 

na te lokeSv asajjaMta nirapekSAH prajAsu te //169//  

サナンダナなど、創造者によって以前に創られた彼らは、その世界のにおける生類〔の

創造〕に無関心で、創造しなかった。 

sarve hy AgatavijJAnA vItarAgA vimatsarAH / 

teSv evaM nirapekSeSu lokasRSTau mahAtmanaH //170// 

brahmaNo ’bhUn232 mahAn krodhas trailokyadahanakSamaH / 

tasya krodhAt samudbhUtaM jvAlAmAlAvadIpitam //171// 

まさに全ての者たちは、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。このよう

に、彼らが世界創造に無関心であったので、偉大な魂を持つブラフマーは三界を燃やせ

るほど大きな怒りを感じた。彼の怒りから燃える炎の輪が生じた。 

brahmaNas tu tadA jyotis trailokyam akhilaM dahat / 

bhrukuTIkuTilAt tasya lalATAt krodhadIpitAt //172// 

samutpannas tadA rudro madhyAhnArkasamaprabhaH / 

arddhanArInaravapuH pracaNDotiCarIravAn233 //173// 

そして、ブラフマーの光は三界全てを燃やせる〔力があった〕。怒りに燃え、眉をしか

                                                 
231 英訳では「繁栄する」となっているが、否定辞 naが入っているため、「繁栄しない」と

した。 
232 原文では brahmaNobhUnとなっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、brahmaNo ’bhUn

とした。 
233 意味が不明であるため、英訳を参照し、「巨大な体を具えた」とした。 



299 

 

めた彼の額から、その時、真昼の太陽に等しい光を持ち、半身が女性である男性の姿を

しており、巨大な体を具えたルドラが生まれた。 

vibhajAtmAnam ity uktvA taM brahmAMtardadhe234 tataH / 

tathoktvo ’sau235 dvidhA strItvaM puruSatvaM tathAkarot //174// 

彼に「〔汝〕自身を分けよ。」と言って、ブラフマーは消えた。このように言われ、その

者は女性要素と男性要素の 2 つを創った。 

bibheda puruSatvaM ca daCadhA caikadhA ca saH / 

saumyAsaumyais tathA rUpaiH CAMtaiH strItvaM ca sa prabhuH //175// 

そして、彼は男性要素を 11 に分けた。そして、その神は女性要素を、優しい者や粗野

な者、美しい者、穏やかな者に〔分けた〕。 

vibheda bahudhA caiva svarUpair asitaiH sitaiH /176ab 

さらに、自身の姿を黒い者や白い者など多数に分けた。 

tato brahmA svayaMbhUtaM pUrvaM svAyaMbhuvaM prabhuM //176cd// 

AtmAnam eva kRtavAn prajApatye manuM nRpa / 

CatarUpAM ca tAM nArIM taponirddhUtakalmaSAm //177// 

svAyaMbhuvo manur nAma patnItve jagRhe prabhuH /178ab 

それからブラフマーは、以前に〔ブラフマー〕自身から生まれ、〔ブラフマー〕自身で

もあるスヴァーヤンブヴァをマヌとして創造の〔の仕事〕に任命した。王よ。スヴァー

ヤンブヴァであるマヌという名の神は、妻として、苦行によって汚れを除去した、かの

女性シャタルーパーを娶った。 

 

tasmAc ca puruSAd devI CatarUpA vyajAyata //178cd// 

priyavratottAnapAdaprasUtyAkUtisaMjJitam236 /179ab 

そして、その男性によってシャタルーパー女神は、プリヤヴラタとウッターナパーダと

プラスーティとアークーティと呼ばれる〔子供たち〕を生んだ。 

 

 

 

1.ch.13.316-318237 

yajJaCrAddhaM kRtaM kSudrair aihikasvArthatatparaiH /316ab 

                                                 
234 原文では brahmAMtardadheH となっているが、英訳を参照し、brahmAMtardadhe とした。 
235 原文では tathoktvosau となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、tathoktvo ’sau

とした。 
236 原文では priyavratottAtanapAdaprasUtyAkUtisaMjJitam となっているが、英訳を参照し、

priyavratottAnapAdaprasUtyAkUtisaMjJitam とした。 
237 アスラ達が苦行している場面である。神々は、その苦行を失敗させようと画策しており、

ここではわざと逆の価値観を述べている。 
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世俗的な自分の目的に従う劣った者たちによって、〔ルドラ（シヴァ）への〕ヤジュニ

ャ（儀礼）とシュラーダがなされる。 

ye tv amI vaiSNavA dharmA ye ca rudrakRtAs tathA //316cd// 

kudharmA dArasahitair hiMsAprAyAH kRtAhitaiH /317ab 

妻を伴っており、それはヴィシュヌ派のダルマであり、同様にルドラのなしたものであ

る悪いダルマに従う人々は、人のためにならないことと共にヒンサーをしている。 

arddhanArICvaro rudraH kathaM mokSaM gamiSyati //317cd// 

vRto bhUtagaGair bhUribhUSitaC cAsthibhis tathA / 

na svargo naiva mokSo ’tra238 lokAH kliCyaMti vai tathA //318// 

アルダナーリーシュヴァラであり、ブータの一団に囲まれており、骨によって良く飾ら

れたルドラが、どうして解脱をもたらそうか。天界でもなく、解脱でもなく、まさにこ

こで人々は苦しむ239。 

 

 

 

1.ch.25.5 

umAmaheCvarasyArcAm arcayet sUryanAmabhiH / 

sUryArcAM CivaliMgaM ca ubhayaM pUjayed yataH //5// 

スーリヤの名〔を唱えながら〕、ウマーマヘーシュヴァラ信仰をするべきである。それ

以降、スーリヤ信仰とシヴァリンガ〔信仰〕両方をするべきである。 

 

 

 

1.ch.29.27ab240 

namo ’ rddhanArICaharam241 asitAMgIti nAsikAm /27ab 

「アルダナーリーシュヴァラであるハラに敬礼する」〔と言って、シヴァを崇め〕、白い

体を持つ者よ、〔「あなたに敬礼する」と言って〕鼻を〔崇めなさい〕。 

 

 

 

 

 

                                                 
238 原文では mokSotraとなっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、mokSo ’traとした。 
239 意味が分かりにくいので、意訳した。 
240 これは、サウバーギヤ・シャヤナの誓願の文句の一部である。 
241 原文では namorddhanArICaharam となっているが、アヴァグラハ記号を省略しているもの

と考え、namo ’rddhanArICaharam とした。 
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1.ch.34.56 

CarIrArdhe ca te gaurI sadA sthAsyati CaMkara / 

anayA Cobhase deva tvayA trailokyasuMdara //56// 

シャンカラよ。あなたの半身に常にガウリーが住するでしょう。神よ。三界の美しい者

よ。彼女によって、あなたによって242、あなたは美しく輝く。 

 

 

 

1.ch.40.67-72（ブラフマー創造神話） 

yaM kAlaM te gatA brahmabrahmA taM kAlam eva ca / 

tapo ghorataraM bhUyaH saMCritaH paramaM padaM // 67 // 

彼ら苦行をするバラモンたちが去ったまさにその時、〔ブラフマーは〕さらに非常に厳

しい最高の状態の段階の苦行をしていた。 

na ca Caktas tato brahmA prabhur ekas tapaC caran / 

CarIrArdhAt tato bhAryAm utpAdayati tac chubhAm // 68 // 

そして、ブラフマー神は１人では苦行できなかったので、体の半身から、吉祥な妻を生

み出した。 

AtmanaH sadRCAn putrAn asRjad vai pitAmahaH / 

viCve prajAnAM patayo yebhyo lokA viniHsRtAH // 69 // 

ピターマハは、自分に似た息子たちを創った。〔彼らは〕皆、生類の主であり、彼らか

ら世界が現れた。 

viCveCaM prathamaM tAvan mahAtmA tapasAtmajam / 

sarvatra saMhataM puNyaM nAmnA dharmaM sa sRSTavAn // 70 // 

かの偉大な魂を持つ者（ブラフマー）は、最初に、苦行によって、あらゆる徳を集めた

ダルマ（法）という名の息子を創った。 

dakSaM marIcim atriM ca pulastyaM pulahaM kratum / 

vasiSThaM gautamaM caiva bhRgum aMgirasaM muniM // 71 // 

ダクシャ、マリーチ、アトリ、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ヴァスィシュタ、ガ

ウタマ、ブリグと聖者アンギラスを〔創った〕。 

atyadbhutAs svakRtyena jJeyAs te tu maharSayaH / 

trayodaCaguNA raMbhA ye vaMCAs tu maharSiNAM // 72 // 

それらのマハルシ（偉大な聖仙）は、自らのなした行いによって非常に驚異的な者たち

として知られるべきである。マハルシたちのその系譜は、13 の徳を支柱（基礎）とし

ている。 

 

                                                 
242 意味が不明であり、英訳では訳されていない。 
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1.ch.44.85-89a 

devy uvAca // 

女神は言った。 

tapasA duSkareNAptaH patir vai CaMkaro mayA / 

sa mAM CyAmalavarNeti bahuCaH proktavAn rahaH //85// 

「厳しい苦行によって、私によってシャンカラ（シヴァ）が夫として得られました。彼

は私に密かに何度も「黒色〔の肌の者〕よ」と言いました。 

tasmAd ahaM kAMcanAbhavarNA tannAmasaMyutA / 

bhartur bhUtapater aMgam ekato nirviSaM bhavet //86// 

それゆえ、私は輝く金色〔の肌〕となり、それと関連する名前243を持つ者となり、全存

在の主である夫の体の一部分となり、毒（黒色）を取り除きましょう。」 

tasyAs tadbhASitaM CrutvA provAca jagadICvaraH / 

evaM bhava tvaM bhUyaC ca bhartur dehArddhacAriNI //87// 

彼女から、その言葉を聞いて、世界の主は言った。「そのようになれ。そしてお前は〔自

分の〕夫の半身を持つ者となるであろう。」 

tatas tatyAja tAM kRSNAM phullanIlotpalatvacaM / 

tvak ca sApy abhavad bhImA ghaMTAhastA trilocanA //88// 

nAnAbharaNasaMpUrNA pItakauCeyadhAriNI /89ab 

それから、〔彼女は〕その花開いた青い蓮のような青黒い肌〔色〕を捨てた。そして、

まさにその肌は、手に鐘を持っており、三つ目をしており、色々な飾りに満ちており、

黄色いシルクの衣裳を着ている恐ろしい女性になった。 

 

 

 

1.ch.62.99244 

umayAhetunA CaMbhor jJAnaM lokeSu saMtatam / 

jJAnamAtA ca sA jJeyA CaMbhor ardhAGgavAsinI //99// 

ウマーによって、世界における世界を否定することによって245常にシャンブの知が〔あ

るべきである〕。彼女（ウマー）は、知の母として、そしてシャンブの半身を占める者

として知られるべきである。 

 

                                                 
243 英訳や他のプラーナ文献を参照し、この名前は「ガウリー」であると考えられる。 
244 世界創造の時に、ブラフマーから言われ、マーヤーは 11 人の女神に分かれた。このウ

マーはその 11人のうちの 1人である。 
245 英訳を参照し、ahetunA とした。 
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5.ch.39.33-37 

tasmai sa kathayAmAsa hayaM nItaM raghoH pateH / 

vAjimedhAya nirmuktaM svacchaMdagatim adbhutam //33// 

rakSitaM CatrusUdena mahAbalasametinA / 

tac chrtvA vacanaM tasya nRpo vIramaNir mahAn //34// 

nAtipraCaMsayAmAsa tatkarmasu mahAmatiH /35ab 

彼（息子）は彼（ヴィーラマニ）に馬祠祭のために解き放たれ、自由に動き回る、強力

な力を持っているシャトルスーダ（シャトルグナ、敵を殺す者）によって守られた、主

ラグ（ラーマの先祖）の不可思議な馬を捕まえたと話した。そして、偉大な王ヴィーラ

マニは彼（息子）の言葉を聞いて、マハーマティ（偉大な考えを持つ者）は、その行為

についてあまり賞賛しなかった。 

nItvA punaH samAyAMtAM caurasyeva viceSTitam //35cd// 

kathayAmAsa jAmAtre CivAyAdbhutakarmaNe / 

ardhAMganAdharAyAMgabhUSAya caMdradhAriNe //36// 

あたかも泥棒がしたように捕まえられた馬を連れて行って、義理の兄弟であり、驚異的

なことをなす者であり、半身に女性を持つ者であり、体を飾るものとして月を付けた者

であるシヴァに話した。 

tena saMmaMtrayAmAsa nRpo vIramaNir mahAn / 

putrasRSTaM mahatkarmaviniMdyaM mahatAM mataH //37// 

偉大なる者たちに賞賛される偉大なヴィーラマニ王は、息子によってなされた大きな非

難されるべき行為を彼〔シヴァに〕相談した。 

 

 

 

6.ch.88.31-33 

dAnaM vrataM tapo vApi kiM tu pUrvaM mayA kRtam / 

yenAhaM martyajA martye bhavAnIvAbhavaM246 kila //31// 

tavAMgArddhaharA nityaM garuDoparigAminI / 

iMdrAdidevatA vAsam agamaM ca tvayA saha //32// 

それによって、実に私が死すべき存在として生まれ、死すべき者たち〔の世界〕におい

て、バヴァーニー（パールヴァティー）のようになり、あなたの半身となり、常にガル

ダに乗り行く者となり、あなたと共にインドラなどの神の住処へ行ったところのその

                                                 
246 原文では bhavAnIvA ’bhavaM となっているが、これは bhavAnIvA abhavaM の連声を分かり

やすく記述したものと思われる。ここでは bhavAnIvAbhavaM とした。 
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〔行為〕は、以前に私によってなされたどのような布施であり、どのような誓願であり、

もしくはどのような苦行だったのか。 

atas tvAM praSTum icchAmi kiM kRtaM tu mayA Cubham / 

janmAMtare ca kiM CIlAkA cAhaM kasya kanyakA //33// 

それゆえ、あなたにたずねたい。前世において、私によってどのような吉祥な行いが〔な

されたのか〕？そして、私はどのような性格（本質）〔だったのか〕？誰の娘〔だった

のか〕？ 

 

 

 

6.ch.206.10-11 

brahmano mAnasaM yena lobhitaM bhAratIM prati / 

CivasyArddhaCarIraM ca pArvatyai yena dApitam //10// 

tAbhyAm anyo jano loke vaCI vA jJAnavAn api / 

yaH smaraM taM kSamo jetuM striyaH prakRticaMcalAH //11// 

彼（カーマ）によって、ブラフマーの心はバーラティー（サラスヴァティー）の方に惹

きつけられ、また彼（カーマ）によって、シヴァの半身がパールヴァティーに与えられ

た。そのようなスマラ（カーマ）に打ち勝つことができる者は、世界において、制御で

きる者あるいは知者であっても、その 2 人（ブラフマーとシヴァ）以外にはいないだろ

う。〔なぜなら〕女性は性格が気まぐれ〔だからである〕。 

 

 

 

 

  



305 

 

Civa-purANa :p 版（底本）、n 版、aitm 版（英訳） 

 

2.1.ch.15.49-59（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 

sanakAdyAH sutA me hi mAnasA brahmasaMmitAH / 

mahAvairAgyasaMpannA abhavan paJca247 suvratAH //49// 

まさに、私の心から生まれたサナカなどの 5 人の息子たちは、ブラフマンと同等であり、

良く戒を守る者たちであり、偉大なる無執着の者たちであった。 

mayA jJaptA api248 ca te saMsAravimukhA budhAH / 

CivadhyAnaikamanaso na sRSTo cakrire matim //50// 

私によって指示されたにもかかわらず、それらの知者たちは世界249から顔を背けていた。

創造行為をせず、シヴァに対する瞑想に専心し、信仰していた。 

pratyuttaraM ca tair dattaM CrutvAhaM250 munisattama / 

akArSaM krodham atyugraM moham AptaC ca nArada //51// 

そして、私は彼らによってなされた返答を聞いて、非常に怒った。最高の聖者よ。ナー

ラダよ。そして困惑した。 

kruddhasya mohitasyAtha vihvalasya mune mama / 

krodhena khalu netrAbhyAM prApatann aCrubiMdavaH251 //52// 

聖者よ。私が怒り、困惑し、動揺した時、まさにその時、怒りによって両目から涙の滴

りが落ちた。 

tasminn avasare tatra smRtena manasA mayA / 

probodhito ’haM252 tvaritam Agatena253 hi viSNunA //53// 

その時、そこで、私が心で思ったので、急いでやって来たヴィシュヌによって、私は覚

醒させられた。 

tapaH kuru Civasyeti hariNA CikSito ’py aham / 

tapokArI mahadghoraM paramaM munisattama //54// 

                                                 

247 n 版では paMcaとなっている。 

248 n 版では Apa となっているが、ここでは原文を採用した。 
249 世俗的なことを指す。英訳によると創造行為とある。 
250 原文では CrutvA ’haM となっている、これは CrutvA ahaM の連声を分かりやすく記述した

ものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 
251 原文では naCruviMdavaH となっている。辞書[monier 1899]によると、viMdu-という表記も

使われるが、biMdu-という表記が通常とあるので、n 版の naCrubiMdavaH を採用した。 

252 n 版では probodhitohaM となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

probodhito ’haM とした。 

253 n 版では AgatenAとなっているが、英訳を参照し、語形変化を考慮し、k 版の Agatena を

採用した。 



306 

 

私はまさにハリによって「シヴァへの苦行をなせ」と教えられた。最高の聖者よ。非常

に過酷な最高の苦行した。 

tapasyataC ca sRSTyarthaM bhruvor ghrANasya254 madhyataH / 

avimuktAbhidhAd255 deCAt svakIyAn me viCeSataH //55// 

trimUrtInAM maheCasya prAdur AsId ghRNAnidhiH / 

arddhanArICvaro256 bhUtvA pUrNAMCaH257 sakaleCvaraH //56// 

そして、創造のために苦行することによって、私の両眉と鼻の間にあるアヴィムクタ258

という名の場所（聖地）自身から、三神の〔うちの 1 人である〕マヘーシャの光の海が

特別に現れ出た。〔それは、〕部分を完全にそなえた世界の神アルダナーリーシュヴァラ

になった259。 

tamajaM CaMkaraM sAkSAt tejorACim umApatim260 / 

sarvajJaM sarvakartAraM nIlalohitasaMjJakam //57// 

dRSTvA natvA mahAbhaktyA stutvAhaM261 tu praharSitaH / 

avocaM devadeveCaM sRja tvaM vividhAH prajAH //58// 

かのアジャであり、シャンカラそのものであり、輝きの塊であり、ウマーの夫であり、

全知者であり、全てを創造する者であるニーラローヒタと呼ばれる者を見て、敬礼し、

大きなバクティによって崇め、私は非常に嬉しくなり、デーヴァデーヴェーシャ（神々

の神の主）に言った。「あなたは、色々な種類の生類を創造しなさい。」 

CrutvA mama vacaH262 so ’tha263 devadevo maheCvaraH / 

sasarja svAtmanas tulyAn rudro rudragaGAn bahUn264 //59// 

さて、私の言葉を聞いて、かのデーヴァデーヴァ（神々の神）であり、マヘーシュヴァ

                                                 

254 n 版では ghrArNasya となっているが、言葉の意味を考え、英訳を参照し、原文の ghrANasya

を採用した。 

255 n 版では avimuktAbhi dhAd（分書）となっているが、英訳を参照し、原文の avimuktAbhidhAd

を採用した。 

256 n 版では ArddhanArICvaro となっているが、言葉の意味を考え、英訳を参照し、原文の

arddhanArICvaro を採用した。 

257 n 版では pUrNAMCas となっている。 
258 ヴァーラーナスィーにある聖地の名前である。 
259 訳が複雑になってしまうため、文章を区切った。 

260 原文では upApatim となっているが、英訳を参照し、n 版の umApatim を採用した。 
261 原文では stutvA ’haM となっている。これは stutvA ahaM の連声を分かりやすく記述した

ものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 

262 n 版では vacas となっている。 

263 n 版では sothaとなっている。これはアヴァグラハ記号を省略しているものと考えられ

る。 

264 n 版では bahUnaとなっているが、英訳を参照し、語形変化を考慮し、原文の bahUn を採

用した。 
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ラであるルドラは、自分自身に良く似たたくさんのルドラの一団を創った。 

 

 

 

2.1.ch.16.3-15ab（ブラフマー創造神話） 

sRSTyaM tAn aparAMC cApi nAhaM tuSTo ’bhavaM mune265 / 

tato dhyAtvA CivaM sAmbaM sAdhakAn asRjaM mune // 3 // 

そして私は他の者たちを創造しても満足しなかった。聖者よ。そこで、アンバーを共な

るシヴァを瞑想し、私はサーダカ（修行者）たちを創造した。聖者よ。 

marIciM ca svanetrAbhyAM hRdayAd bhRgum eva ca / 

Ciraso ’girasaM vyAnAt pulahaM munisattamam // 4 // 

udAnAc ca pulastyaM hi vasiSThaJ ca samAnataH / 

kratuM tv apAnAc chrotrAbhyAm atriM dakSaM ca prANataH // 5 // 

asRjaM tvAM tadotsaMgAc chAyAyAH kardamaM munim / 

saMkalpAd asRjaM dharmaM sarvasAdhanasAdhanam // 6 // 

マリーチを私の両目から、ブリグを心から、アンギラスを頭から、聖者の最高者プラハ

をヴィヤーナから、プラスティヤをウダーナから、ヴァスィシュタをサマーナから、ク

ラトゥをアパーナから、アトリを耳から、ダクシャをプラーナから、あなた（ナーラダ）

を膝から、カルダマ仙を影から、私は創った。〔さらに〕私は、全てを成就させる手段

であるダルマをサンカルパから創った。 

evam etAn ahaM sRSTvA kRtArthaH266 sAdhakottamAn / 

abhavaM muniCArdUla mahAdevaprasAdataH // 7 // 

このように私はこれらの最高のサーダカたちを創り、マハーデーヴァの恩恵によって、

満足した。聖者の最高者よ。 

tato mad AjJayA tAta dharmaH saMkalpasaMbhavaH / 

mAnavaM rUpam ApannaH267 sAdhakais tu pravartitaH // 8 // 

そして、私の命令によって、サンカルパから生まれたダルマは、人間の姿を得て、サー

ダカたちと共に動き始めた。愛しき者よ。 

tato ’sRjaM svagAtrebhyo vividhebhyo ’mitAn sutAn / 

surAsurAdikAMs tebhyo dattvA tAM tAM tanuM mune // 9 // 

そして、私は自分の肢体の様々な部分から、神からアスラまでの無数の息子たちを、彼

らにそれぞれの体を与えて創った。聖仙よ。 

                                                 

265 n 版では’bhavamune となっているが、英訳を参照し、語形変化を考慮し、原文の’bhavaM 

muneを採用した。 

266 n 版では kRtArthas となっている。 

267 n 版では Apannas となっている。 
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tato ’haM CaMkareNAtha prerito ’Mtar gatena hi268 / 

dvidhA kRtvAtmano dehaM dvirUpaC cAbhavaM mune // 10 // 

そして、それから、私は、私の中にいるシャンカラに促され、自身の体を 2 つにして、

2 人の姿になった。聖者よ。 

arddhena nArI puruSaC cArddhena saMtato mune / 

sa tasyAm asRjad dvaMdvaM sarvasAdhanam uttamam // 11 // 

続けて、半身によって女性になり、半身によって男性になった。聖者よ。彼（男性半身）

は、彼女（女性半身）において、全て〔を生み出す〕手段として最高の 2 人を創った。 

svAyaMbhuvo manus tatra puruSaH parasAdhanam / 

CatarUpAbhidhA nArI yoginI sA tapasvinI // 12 // 

そこで、男性は最高の〔創造の〕手段であるスヴァーヤンブヴァになった。かの女性は

シャタルーパーと呼ばれるヨーギニーであり、苦行者である。 

sA punar manunA tena gRhItAtIva269 CobhanA / 

vivAhavidhinA tAtAsRjat270 sargaM samaithunam // 13 // 

さらに、結婚儀礼によって最高に吉祥な彼女（シャタルーパー）はかのマヌに受け入れ

られた。愛しき者よ。性交によって創造が起こった。 

tasyAM tena samutpannas tanayaC ca priyavrataH / 

tathaivottAnapAdaC ca tathA kanyAtrayaM punaH // 14 // 

AkUtir devahUtiC ca prasUtir iti viCrutAH //15ab//  

彼（マヌ）によって彼女（シャタルーパー）の中に家族が増え、プリヤヴラタとウッタ

ーナパーダ、更に 3 人の娘、アークーティ、デーヴァフーティ、プラスーティが生まれ

た。〔彼らは〕良く知られている。 

 

 

 

2.2.ch.2.4-6271 

satI hi katham utpannA dakCadAreSu272 CobhanA / 

kathaM haro manaC cakre dArAharaNakarmaNi //4// 

吉祥なサティーはまさにどのようにダクシャの妻に生まれたのか。ハラはどうして妻を

                                                 

268 n 版では haとなっている。 

269 n 版では gRhItA tIvA（分書）となっている。この語は恐らく動詞 grah の変化形であると

考えられるが、不明である。英訳を参照し、「受け入れられた」とした。 

270 n 版では tAtA’sRjat となっている、これは tAtA asRjat の連声を分かりやすく記述したもの

と思われる。ここでは k 版の tAtAsRjat を採用した。 
271 ブラフマーがナーラダにシヴァの吉祥な物語について質問している場面である。 

272 原文では daCadAreSu となっているが、英訳を参照し、n 版を採用した。 



309 

 

得ることを決心したのか。 

kathaM vA dakSakopena tyaktadehA satI purA / 

himavattanayA jAtA bhUyo vAkACam273 AgatA //5// 

さらにサティーはどうして以前にダクシャへの怒りによって体を捨てたのか。〔どうし

て〕ヒマーラヤの娘として生まれたのか。さらに〔どうして〕天空に到着したのか。 

pArvatyAC ca tapo ’tyugraM vivAhaC ca kathaM tv abhUt / 

katham arddhaCarIrasthA babhUva smaranACinaH //6// 

どうしてパールヴァティーはとても厳しい苦行をしたのか。そして〔どのようにシヴァ

とパールヴァティーの〕結婚が〔なされたのか〕。どうして〔彼女は〕スマラナーシン

（カーマを殺す者、シヴァ）の半身を占めるようになったのか。 

 

 

 

2.2.ch.31.7 

sA saty eva sadArAdhyA sarvA pApaphalapradA274 / 

trilokamAtA kalyANI CaMkarArddhAMgabhAginI //7// 

かのサティーのみが常に崇められるべき者であり、全てであり、罪の結果を与える者で

あり、三界の母であり、安寧を与える者であり、シャンカラを半身として持つ者である。 

 

 

 

2.2.ch.43.40 

punaH kRtvA tapas tatra CivaM vavre patiM ca sA / 

gaurI bhUtvArddhavAmAMgI275 lIlAC cakre ’dbhutAH CivA //40// 

彼女は再び苦行をし、そしてそこでシヴァを夫として選んだ。白い〔肌〕になり、〔シ

ヴァの〕左半身になったシヴァーは、素晴らしいリーラー（遊戯）をした。 

 

 

 

 

                                                 
273 原文では vA ’’kACam となっている。これは vA AkACAm の連声を分かりやすく記述したも

のと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 

274 原文では sarvapApaphalapradA となっているが、韻律の関係上、n 版の sarvA pApaphalapradA

を採用した。 
275 原文では bhUtvA ’rdhavAmAMgI となっている。これは、bhUtvA arddhavAmAMgI の連声を分

かりやすく記述したものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 
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2.3.ch.8.29-31 

anayA kanyayA te ’dre arddhanArICvaro276 haraH / 

bhaviSyati tathA harSad inayor militaM277 punaH //29// 

山〔の神278〕よ。あなたのこの娘〔の半身を得ること〕によって、ハラはアルダナーリ

ーシュヴァラになるであろう。そしてさらに喜んで、神と女神の一体化が〔なされるで

あろう〕。 

CarIrArddhaM harasyaiSA hariSyati sutA tava / 

tapaH prabhAvAt saMtoSya maheCaM sakaleCvaram //30// 

苦行の影響力によって、宇宙の主マヘーシャを崇め、お前のその娘はハラの半身を得る

だろう。 

svarNagaurI suvarNAbhA279 tapasA toSya taM haram / 

vidyudgauratamA ceyaM tava putrI bhaviSyati //31// 

金色に輝くスヴァルナガウリーは、苦行によって、かのハラを満足させ、そしてお前の

この娘は稲妻〔のごとく〕最高に白い〔肌〕となるであろう。 

 

 

 

2.5.ch.49.17280 

arddhanArICvaraM bhAnuM bhAnukoTiCataprabham / 

yajJaM yajJapatiM rudram ICAnaM varadaM Civam //17// 

半身が女性であるシヴァを、太陽である者を、10 億の太陽の輝きである者を、ヤジュ

ニャである者を、ヤジュニャの主を、ルドラを、イーシャーナを、恩恵を与える者を、

シヴァを〔瞑想していた〕。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 

276 n 版では ardhanArICvaro となっている。 

277 n 版では militam となっている。 
278 英訳を参照し補った。 

279 n版では surNAbhAとなっているが、韻律や英訳を参照し、原文の suvarNAbhAを採用した。 
280 ダーナヴァの王アンダカが苦行としてシヴァの 108 の姿を瞑想している場面である。そ

の 108 の姿の 1 つにアルダナーリーシュヴァラが含まれている。 
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2.5.ch.59.24281 

tato vijJAya saMjJAM tAM sarvajJArddhaCarIriNI / 

tenaiva kaMdukenAtha yugapan nirjaghAna tau //24// 

そして、全知者の半身を持つ者（パールヴァティー）は、その合図に気が付いて、まさ

にその鞠によって、彼ら 2 人を同時に打倒した。 

 

 

 

3.ch.3.1-30（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 

nandICvara uvAca // 

ナンディーシュヴァラは言った。 

CRNu tAta mahAprAjJa vidhikAmaprapUrakam / 

arddhanArInarAkhyaM hi CivarUpam anuttamam //1// 

愛しき者よ。偉大なる知者よ。創造主の〔世界創造の〕願いを叶える者であり、至高の

アルダナーリーナラと呼ばれるシヴァの姿について聞きなさい。 

yadA sRSTAH prajAH sarvA282 na vyavarddhaMta vedhasA / 

tadA ciMtAkuro ’bhUt sa tena duHkhena duHkhitaH //2// 

創造主（ブラフマー）によって創造された全ての生類が繁栄しなかったので、心配した

彼（ブラフマー）は、それゆえ非常に苦しんだ。 

nabhovANI tadAbhUd283 vai sRSTiM mithunajAM kuru / 

tac chrutvA maithunIM sRSTiM brahmA kartum amanyata //3// 

その時、「夫婦から生み出す創造をなせ。」〔という〕天からの声があった。それを聞い

て、ブラフマーは性交による創造をすることを考えた。 

nArINAM kulam ICAnAn nirgataM na purA yataH / 

tato maithunajAM sRSTiM kartuM Ceke na padmabhUH //4// 

〔それ〕以前には、イーシャーナから生じた女性たちの系譜はなかったので、蓮から生

まれた者は、性交から生み出す創造をすることができなかった。 

prabhAveNa vinA CaMbhor na jAyerann imAH prajAH / 

                                                 
281 2 人のダイトゥヤがパールヴァティーを誘拐しようと企むという物語である。最初に、

シヴァの命令を受け、ナーラダがダイトゥヤの住処へ行き、パールヴァティーの美しさを

讃える讃歌を唱えた。ヴィダラとウトゥパラがカーマに惑わされ、女神を誘拐しようと考

えた。ある時、シヴァが遊んでいるところで、パールヴァティーはボール遊びをしていた。

ヴィダラとウトゥパラは、シヴァの従者のふりをして近づいたが、目つきが異常だったの

で、すぐにシヴァが気が付き、パールヴァティーに目で合図をした。 

282 n 版では prajAsarvAH となっている。翻訳はほぼ同じである。 
283 原文では tadA ’bhUd となっている。これは tadA AbhUd の連声を分かりやすく記述したも

のと思われる。ここでは n 版の tadAbhUd を採用した。 
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evaM saMcintayan brahmA tapaH karttuM pracakrame //5// 

「シャンブの創造力なしには、これらの生類は生まれないだろう。」そのように考えた

ブラフマーは、苦行をし始めた。 

CivayA284 parayA CaktyA saMyuktaM parameCvaram / 

saMciMtya hRdaye prItyA tepeCaM285 paramaM tapaH //6// 

最高のシャクティであるシヴァーと結合したパラメーシュヴァラを、心の中で喜んで考

え、〔ブラフマーは〕主（シヴァ）に対し最高の苦行をした。 

tIvreNa tapasA tasya saMyuktasya svayaMbhuvaH / 

acireNaiva kAlena tutoSa sa Civo drutam //7// 

かのスヴァヤンブーが、厳しい苦行に専念していたので、すぐさま、かのシヴァ神は満

足した。 

tataH pUrNacidICasya mUrtim AviCya kAmadAm / 

arddhanArInaro bhUtvA tato brahmAntikaM haraH //8// 

そこで、全知の神が願いを叶える姿をとって、ハラはアルダナーリーナラとなり、ブラ

フマーに近づいた。 

taM dRSTvA CaMkaraM devaM CaktyA paramayAnvitam286 / 

praNamya daNDavad brahmA sa tuSTAva kRtAJjaliH //9// 

最高のシャクティ（シヴァー）と結合したかのシャンカラ神を見て、かのブラフマーは

五体投地の礼をして、合掌して賞賛した。 

atha devo mahAdevo vAcA meghagabhIrayA / 

saMbhavAya susaMprIto viCvakarttA maheCvaraH //10// 

そこで、マハーデーヴァであり、マヘーシュヴァラである世界の創造神（シヴァ）は、

創造（アルダナーリーナラとして生まれたこと）に大喜びし、轟く雷鳴の〔ような〕声

で、〔言った〕。 

ICvara uvAca // 

イーシュヴァラは言った。 

vatsa vatsa mahAbhAga mama putra pitAmaha / 

jJAtavAn asmi sarvaM tat tat tvatas te manoratham //11// 

「愛しき者よ。最高の幸運よ。私の息子であり、ピターマハよ。汝から〔生じた〕汝の

心の中にある願いをあれもこれも全て理解した。 

                                                 
284 原文では CivAya となっている。韻律上はどちらでも良く、意味上でもどちらでも不自然

ではないが、ここでは英訳を参照し、n 版の CivayA を採用した。 

285 n 版では tepe sa となっている。この場合、訳は「彼は最高の苦行をした」となる。 

286 n 版では praramayAnvitam となっている。この場合、翻訳は「吉祥なるシャクティと結

合したかのシャンカラ神を見て」となる。ここでは英訳を参照し、原文の paramayAnvitam

を採用した。 
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prajAnAm eva vRddhyarthaM tapas taptaM tvayAdhunA287 / 

tapasA tena tuSTo ’smi dadAmi ca tavepsitam //12// 

ity uktvA paramodAraM svabhAvamadhuraM vacaH / 

pRthak cakAra vapuSo bhAgAd devIM CivAM CivaH //13// 

今まさに、生類の繁栄のためにあなたによって苦行がなされた。その苦行に私は満足し

たので、あなたの望むものを与えよう。」と、最高に慈悲深い自然で甘美な言葉を述べ

た。シヴァは、吉祥な体からシヴァー女神を別にした。 

tAM dRSTvA paramAM CaktiM pRthagbhUtAM CivAgatAm / 

praNipatya288 vinItAtmA prArthayAmAsa tAM vidhiH //14// 

別になったかの最高のシャクティであるシヴァーを見て、創造者（ブラフマー）は、尊

敬を込めて礼をし、彼女に願った。 

brahmovAca // 

ブラフマーは言った。 

devadevena sRSTo ’ham289 Adau tvatpatinA Cive / 

prajAH sarvA niyuktAC ca CaMbhunA paramAtmanA //15// 

私は、初めにあなたの夫である神々の神によって創られた。シヴァーよ。そして、最高

の魂を持つシャンブによって、全ての生類を〔創るように〕命じられた。 

manasA nirmitAH sarve Cive devAdayo mayA / 

na vRddhim upagacchaMti sRjyamAnAH punaH punaH //16// 

シヴァーよ。神々など全てのものが私によって心で〔念想し〕創られた。〔しかし〕彼

らは、繁栄しなかったので、〔私によって〕繰り返し創造された。 

mithunaprabhavAm eva kRtvA sRSTim ataH param / 

saMvarddhayitum icchAmi sarvA eva mama prajAH //17// 

これ以降、私は、夫婦から生じる創造をして、私の全ての生類が繁栄することを願った。 

na nirgataM purA tvatto nArINAM kulam avyayam / 

tena nArIkulaM CreSThaM mama Caktir na vidyate //18// 

以前、あなたから女性たちの途切れない系譜は生じなかった。それ故に、最高の女性の

系譜を〔創る〕私のシャクティは知られていなかった。 

sarvAsAm eva CaktInAM tvattaH khalu samudbhavaH / 

tasmAt tvAM290 paramAM CaktiM prArthayAmy akhileCvarIm //19// 

実に、全てのシャクティはあなたから生じる。それ故に、最高のシャクティであり、全

                                                 
287 原文では tvayA ’dhunA となっている。これは tvayA adhunA の連声を分かりやすく記述し

たものと思われる。ここでは n 版の tvayAdhunA という表記を採用した。 

288 原文の印刷が不鮮明だったので、英訳と n 版を参照し、praNipatya とした。 

289 n 版では sRSToham となっている。これはアヴァグラハ記号を省略したものと思われる。 

290 n 版では tvaM となっている。英訳を参照し、原文の tvAM を採用した。 
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存在の女神であるあなたに願う。 

Cive nArIkulaM sraSTuM CaktiM dehi namo ’stu te / 

carAcaraM jagadviddhihetor291 mAtaH CivaM priye //20// 

シヴァーよ。動くものや動かないものを創る女性の系譜〔を得るための〕シャクティを

与えたまえ。あなたに敬礼する。世界創造の原因である母よ。シヴァの最愛の者よ。 

anyaM tvattaH prArthayAmi varaM ca varadeCvari / 

dehi me taM kRpAM kRtvA jaganmAtar namo ’stu te //21// 

そして、恩恵を授ける女神よ。私はあなたから〔もう 1 つ〕他の恩恵を願う。私に、憐

れみを示し、それ（恩恵）を与えたまえ。世界の母よ。あなたに敬礼する。 

carAcaravivRddhyartham ICenaikena sarvage / 

dakSasya mama putrasya putrI bhava bhavAmbike //22// 

遍在する母よ。イーシャ 1 人と一緒になって、動くものや動かないものを繁栄するため

に、我が息子ダクシャの娘となれ。〔全〕存在の母よ。 

evaM saMyAcitA devI brahmaNA parameCvarI / 

tathAstv iti vacaH procya tac chaktiM vidhaye dadau //23// 

このように、ブラフマーによって懇願されたパラメーシュヴァリー女神（シヴァー）は、

「そのようにあれ。」という言葉を述べ、そのシャクティを創造者（ブラフマー）に与

えた。 

tasmAdd hi sA CivA devI CivaCaktir jaganmayI / 

Caktim ekAM bhruvor madhyAt sasarjAtmasamaprabhAm //24// 

それから、シヴァのシャクティであり、世界を内包するかのシヴァー女神は、眉の間か

ら、自身に等しい輝きを持つ 1 つのシャクティを創った。 

tAm Aha prahasan prekSya CaktiM devavaro haraH / 

kRpAsindhur maheCAno lIlAkArI bhavAmbikAm //25// 

神々の中で最も優れた者であり、慈悲の海であり、偉大なイーシャーナであり、遊戯を

なす者であるハラは、全存在の母であるかのシャクティ（シヴァー）を見て、微笑みな

がら言った。 

Civa uvAca // 

シヴァは言った。 

tapasArAdhitA devi brahmaNA parameSThnA / 

prasannA bhava suprItyA kuru tasyAkhilepsitam //26// 

女神よ。パラメーシュティンであるブラフマーによって、〔あなたは〕苦行で創られた。

〔それに〕満足せよ。喜んで彼の全ての願いをなせ。 

tAm AjJAM parameCasya CirasA pratigRhya sA / 

                                                 

291 原文は jagadviddhi hetor（分書）となっているが、n 版の jagadviddhihetor（連書）を採用

した。 
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brahmaNo vacanAd devI dakSasya duhitAbhavat292 //27// 

かの女神は、最高神（ブラフマー）のその願いを、頭を〔下げて〕受け入れ、ブラフマ

ーの言葉に従って、ダクシャの娘になった。 

dattvaivam atulAM CaktiM brahmaNo sA CivA mune / 

viveCa dehaM CaMbhor hi CaMbhuC cAntardadhe prabhuH //28// 

聖者よ。かのシヴァーはこのように、比類なきシャクティをブラフマーに与えて、シャ

ンブの体に入った。そしてシャンブ神は消えた。 

tadA prabhRti loke ’smin striyA bhAgaH prakalpitaH / 

AnandaM prApa sa vibhiH sRSTir jAtA ca maithunI //29// 

それ以来、この世界では、女性によって〔引き受けられた〕部分（存在）が創られた。

かの創造主（ブラフマー）は喜びを得た。そして、創造は性交から起こるようになった。 

etat te kathitaM tAta CivarUpaM mahottamam / 

arddhanArInarArddhaM hi mahAmaMgaladaM satAm //30// 

愛しき者よ。この最高に偉大なシヴァの姿であり、徳のある者たちに大きな吉祥を与え

る、半身が女性で半身が男性の者〔のこと〕があなたに語られた。 

 

 

 

3.ch.15.44-47293 

unmIlya netrakamale supte iva dinakSaye / 

apaCyad agre cotthAya Cambhum arkaCatAdhikam //44// 

夜には眠りについていた蓮の目を持つ者294が〔その蓮のように、その目を〕開けて、そ

してまず最初に起き上がり、百の太陽よりも〔輝いている〕シャンブを見た。 

bhAle locanam Alokya kaNThekAlaM vRSadhvajam / 

vAmAGgasanniviSTAdritanayaM candraCekharam //45// 

kaparddhena virAjaMtaM triCUlAjagavAyudham / 

sphuratkarpUragaurAMgaM pariNaddhagajAjinam //46// 

parijJAya mahAdevaM guruvAkyata AgamAt / 

harSabASpAkulAsannakaNTharomAJcakaJcukaH //47// 

額に〔3 つ目の〕目があり、黒い首をしており、吉祥な印を持っており、体の左側に山

の娘を座らせ、月を頭につけ、蓬髪によって輝き、三叉戟やアジャガヴァの弓といった

                                                 
292 原文では duhitA ’bhavat となっている。これは duhitA abhavat の連声を分かりやすく記述

したものと思われる。ここでは n 版の duhitAbhavat という表記を採用した。 
293 グリハパティはインドラに恩恵をたずねられても、シヴァから恩恵をもらうからとして、

拒否した。それに対しインドラが怒り、ヴァジュラを落としたため、グリハパティは気絶

した。そこへシヴァが現れ、グリハパティに起きるように促した。以下、翻訳部分である。 
294 ヴィシュヴァーナラとシュチシュマティーの息子であるグリハパティのこと。 
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武器を持ち、樟脳〔のように〕輝く白い肢体を持ち、ゾウ皮で〔身を〕包む者を見て、

〔グリハパティは〕アーガマからの師の言葉によって、〔この者が〕マハーデーヴァだ

と認識し、〔彼は〕喜びによって涙で目が霞み、喜びによって頭の方まで毛が逆立った。 

 

 

 

4.ch.1.1 

yo dhatte nijamAyayaiva295 bhuvanAkAraM vikArojjhito yasyAhuH karuNAkaTAkSavibhavau  

svargApavargAbhidhau296 / 

pratyagbodhasukhAd vayaM hRdi sadA paCyanti yaM yoginaH297 tasmai  

CailasutAJcitArddhavapuSe CaCvan namas tejase //1// 

まさに自分のマーヤーによって世界の姿を取る者であり、変容から免れている者であり、

その者の憐れみの視線の力を〔人々が〕天界と解脱298の名称で呼ぶところの者であり、

我々ヨーガ行者が内的な理解の喜びから、心の中で常に見つめている者であり、半分が

山の神の娘であるという美しい姿に特色付けられた者である、輝く者に常に敬礼する。 

 

 

 

4.ch.22.4 

sa eva hi dvijo299 jAtaH puMstrIrUpaprabhedataH / 

yaH pumAn sa CivaH khyAtaH strICaktiH sA hi kathyate //4// 

まさにかの者こそが、男女の姿に分裂することによって二者となった。その男性はシヴ

ァと呼ばれ、彼女は女性のシャクティと呼ばれる。 

 

 

 

5.ch.29.16-ch.30.5（ブラフマー創造神話） 

marIcim atryaMgirasau pulastyaM plahaM kratum / 

                                                 

295 原文では nijamAyAyaiva だが、英訳を参照し、n 版の nijamAyayaiva を採用した。 

296 n 版では suvargApavarggAbhidhau となっている。 

297 n 版では yoginas となっている。 
298 「天界と解脱（svargApavarga）」という言葉は、yoga-sUtra 2.18 に示される bhogApavarga

（享受と解脱）という用語を模している可能性がある。そして、シヴァの svarga（天界）と

apavarga（解脱）は、シヴァ派にとっての究極の目的と考えられているため、その意を示し

ていることも考えられる。 

299 n 版では dvidhAとなっている。その場合、訳は「まさにかの者こそが、男女の姿に分裂

することによって二様になった。」である。 
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vasiSThaM tu mahAtejAH300 so ’sRjat sapta mAnasAn //16// 

そしてかの偉大な輝きを持つ者（ブラフマー）は、マリーチとアトリ、アンギラス、プ

ラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ヴァスィシュタという 7 人の心から生まれた者たちを

創った。 

sapta brahmANa ity ete purANe niCcayaM gatAH / 

tato ’sRjat punar brahmA rudrAn krodhasamudbhavAn //17// 

彼らはプラーナ聖典において 7 人のブラフマーと定められている。そしてさらにブラフ

マーは怒りから生じたルドラたちを創った。 

sanatkumAraM ca RSiM sarveSAm api pUrvajam / 

sapta caite prajAyaMte paCcAd rudrAC ca sarvataH //18// 

それから、皆の年長者である聖仙サナトクマーラを〔創った〕。そしてこの（前述の）7

人を創った。その後、色々な場所にルドラたちが〔生まれた〕。 

ataH301 sanatkumAras tu tejaH302 saMkSipya tiSThati / 

teSAM sapta mahAvaMCA divyA devarSipUjitAH //19// 

こうしてサナトクマーラは輝きを凝集して留まった。彼ら303の 7 つの神的な偉大なヴァ

ンシャはデーヴァルシ（神仙）に崇められた。 

prajAyante kriyAvanto maharSibhir alaMkRtAH / 

vidyuto ’CanimeghAMC ca rohitendradhanUMSi ca //20// 

マハルシ（偉大な聖仙）たちによって讃えられた儀礼の執行者たちは、稲光と稲妻を伴

う雲と虹を創った。 

payAMsi ca sasarjAdau parjanyaM ca sasarja ha / 

Rco yajUMSi sAmAni nirmame yajJasiddhaye //21// 

そして、まず、水を創った。さらに雨（雨雲）を創った。ヤジュニャを成就するために、

リグとヤジュスとサーマンを創った304。 

pUjyAMs tair ayajan devAn ity evam anuCuCruma / 

mukhAd devAn ajanayat pitQMC caivAtha vakSasaH / 

prajanAc ca manuSyAn vai jaghanAn nirmame ’surAn //22// 

〔彼らは〕それら（リグとヤジュスとサーマン）によって信仰されるべき神々を崇めた。

そのように〔私たちが〕聞いている。そして口から神々を創り、同様に胸からピトリ（先

祖）を〔創った〕。さらに受胎によって人々を〔創り〕、そして臀部からアスラを創った

                                                 

300 n 版では mahAtejAs となっている。 

301 n 版では atas となっている。 

302 n 版では tejas となっている。 
303 マリーチ、アトリ、アンギラス、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、ヴァスィシュタの

7 人のことである。 
304 創造者が明記されていない。これまでに名の挙がった人物の内の 1人と考えるか、集合

的に 7人のブラフマーを単数形で表しているか、どちらかである。 
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305。 

uccAvacAni bhUtAni gAtrebhyas tasya jajJire / 

Apavasya prajAsargaM sRjato hi prajApateH //23// 

創造主アーパヴァ306が生類創造を行なった時、高き者や低き者たちは彼の手足から生ま

れた。 

sRjyamAnAH prajAC caiva nAvarddhanta yadA tadA307 / 

dvidhA kRtvAtmano dehaM strI caiva puruSo ’bhavat //24// 

創造された生類たちが繁栄しなかったので、〔ブラフマーは〕自身の体を 2 つにしてま

さに男と女になった。 

sasRje ’tha prajAH308 sarvA mahimnA vyApya viCvataH / 

virAjam asRjad viSNuH309 sa sRSTaH puruSo virAT //25// 

それから〔ブラフマーは〕全ての生類を創った。偉大さによってあらゆるところに満ち

て、ヴィシュヌはヴィラージュを創った。ヴィラージュはかの創られたプルシャである。 

dvitIyaM taM manuM viddhi manor antaram eva ca / 

sa vairAjaH prajAH310 sarvAH311 sasarja puruSaH prabhuH //26// 

次のかの〔者〕を、まさにマヌの他のマヌであると知るべきである。かのヴァイラージ

ャであるプルシャ神は、全ての生類を創った。 

nArAyaNavisargasya prajAs tasyApy ayonijAH / 

AyuSmAn kIrtimAn dhanyaH prajAvAMC cAbhavat tataH //27// 

かのナーラーヤナの創造においては、生類たちは子宮から生まれたのではなかった。そ

こから〔創造されたものは〕長寿であり、有名であり、祝福された者であり、子だくさ

んになった。 

 

                                                 
305 ここも創造者が明記されていない。 
306 purANic encyclopaedia や主要な辞書ではアーパヴァはヴァスィシュタとされている。実

際に、16 偈においてヴァスィシュタが創造されているので、そのようにとらえることは不

可能ではない。しかし、後述の 30 章 1 偈に登場するアーパヴァはプルシャ（スヴァーヤン

ブヴァ・マヌ）と明記されている。そのため、ここに出てくるアーパヴァがヴァスィシュ

タでなくスヴァーヤンブヴァ・マヌである可能性も否定できない。英訳によると、「アーパ

ヴァは水生生物の創造を行なっている時に、」と記述されているが、この根拠はアーパヴァ

が Apa（水）の派生語の可能性があるということからと推測される。 
307 原文では yadA となっている。この場合、「何度も何度も創造された生類たちが増えなか

った」ことになり、意味的に不可解な点があるので、n 版を採用した。ちなみに、ほぼ平行

句である brahma-p.1.52 でも tadA となっている。 

308 n 版では prajAs となっている。 

309 n 版では viSNus となっている。 

310 n 版では prajAs となっている。 

311 n 版では sarvAs となっている。 
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sUta uvAca// 

スータは言った。 

saMsRSTAsu prajAsv eva Apavo ’tha prajApatiH / 

leme vai puruSaH patnIM CatarUpAm312 ayonijAm //1// 

そして生類が創造された時、アーパヴァである創造主プルシャは、子宮から生まれたの

ではない妻シャタルーパーを楽しんだ。 

Apavasya mahimnA tu divam AvRtya tiSThataH / 

dharmeNaiva mahAtmA sa CatarUpApy313 ajAyata //2// 

偉大さによって天を覆い、アーパヴァが留まっている時に、かのマハートマン（偉大な

魂314）はまさにダルマによってシャタルーパーになった。 

sA tu varSaCataM taptvA tapaH paramaduCcaram / 

bhartAraM dIptatapasaM puruSaM pratyapadyata //3// 

彼女は、100 年の間、最高に困難な苦行を行ない、熱烈な苦行を〔している〕プルシャ

を夫として得た。 

sa vai svAyaMbhuvo jajJe puruSo manur ucyate / 

tasyaikasaptatiyugaM manvaMtaram ihocyate //4// 

かのスヴァーヤンブヴァが生まれた。〔その〕プルシャはマヌと呼ばれている。彼の 71

ユガをこの世ではマヌヴァンタラと呼ぶ。 

vairAjAt puruSAd dhIrA315 CatarUpA vyajAyata / 

priyavratottAnapAdau vIrakAyau316 ajAyatAm //5// 

知的なシャタルーパーはヴァイラージャであるプルシャから〔プリヤヴラタとウッター

ナパーダを〕もうけた。〔彼女から〕プリヤヴラタとウッターナパーダという強靭な肉

体を持つ者たちが生まれた。 

 

 

 

6.ch.4.26-31 

paMcIkaraNam uccArya bhAvayet svaguruM budhaH / 

                                                 

312 原文では CatarUpam となっているが、語形変化と性の一致を考慮し、n 版の CatarUpAm を

採用した。 
313 原文では CatarUpA ’py となっている。これは CatarUpA apy の連声を分かりやすく記述した

ものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 
314 ここではアーパヴァのことを指すと思われる。 

315 n 版では vIrAとなっており、その場合の訳は「力強いシャタルーパーはヴァイラージャ

であるプルシャから生まれた。」となる。 
316 宮本久義教授の意見、および英訳を参照し、男性・両数が適切であると判断し、原文、

n 版共に vIrakAyAm であるところを、vIrakAyau に訂正した。 
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vakSyamANaprakAreNa prANAyAmAn317 SaD Acaret //26318// 

nAbhau bAhvoH319 saMdhiSu ca pRSThe320 caiva yathAkramam / 

prakSAlya hastau ca tato dvir Acamya yathAvidhi //27// 

dakSahastena saMgRhya jalaM vAmena pANinA / 

samAcchAdya dviSaDvAraM praNavenAbhimaMtrayet //28// 

パンチーカラナ321〔のマントラ〕を唱えて、知者（行者）は、自分の師を〔想起するべ

し〕。〔今から〕述べる方法によって、〔行者〕は 6 つのプラーナーヤーマ（ヨーガの呼

吸法）を行うべし。まさに臍と腕と関節と背中において、順番通りに〔触れ322〕、そし

て両手を洗い、儀軌に従って 2 度浄化のために口をすすぎ、右手で水をすくい、左手で

覆って、12 回プラナヴァ（聖音、オーム）を唱えるべきである。 

evaM trivAraM saMprokSya Cirasi triH pibet tataH / 

samAhitena manasA dhyAyann oMkAram ICvaram //29// 

sauramaNDalamadhyasthaM sarvatejomayaM param / 

aSTabAhuM caturvaktram arddhanArIkam323 adbhutam //30// 

sarvAC caryaguNopetaM324 sarvAlaMkAraCobhitam /31ab 

同様に、聖音オームであり、太陽の円の中心に立っており、全ての輝きから成っており、

最高の者であり、8 本の腕を持っており、4 つの顔を持っており、半身が女性の姿をし

ており、不可思議な者であり、全ての驚愕するべき特徴をそなえた者であり、あらゆる

装飾で飾られているイーシュヴァラを瞑想することを心に留めながら、3 回頭に振り撒

き、そして 3 回飲むべきである。 

evaM dhyAtvAtha325 vidhivad dadyAd arghyatrayaM tataH //31cd// 

このように儀軌に従って瞑想し、それから 3 つのアルギヤ（客人歓待のための清めの水）

                                                 

317 原文では prANayAmAn だが、英訳を参照し、n 版の prANAyAmAn を採用した。 

318 n 版では 26 偈と 27 偈が逆順になっている。英訳を参照し、原文を採用した。 

319 n 版では bAhvauH となっているが、言葉が不明であるため、原文の bAhvoH を採用した。 

320 n 版では pRSTha となっているが、英訳を参照し、原文の pRSTheを採用した。 
321 原義は 5 つとなることである。 『ヴェーダーンタ・サーラ : 原文対訳』[中村 1962 p. 

55]によると「さて五分の結合（paJcIkaraNa）とは、まず虚空など（虚空・風・火・水・地）

五つ（の微細な元素）の一つ一つを、平等に二分し、次に（かくして生じた）十の部分の

うち最初の五つの部分を一つ一つ四箇ずつに平等に分割し、そののちそれらのそれぞれ四

箇（の小部分）が各自の他の部分を捨てて、（他の元素の）他の部分と結合することである。」

となっている。 
322 英訳を参照し補った。 

323 n 版では arddhanArImakam となっているが、言葉の意味が不明であることと韻律の関係

から、原文の arddhanArIkam を採用した。 

324 n 版では caryyaguNopetaM となっている。 
325 原文では dhyAtvA ’tha となっている。これは dhyAtvA atha の連声を分かりやすく記述した

ものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 
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を与えるべし326。 

 

 

 

6.ch.6.21-24 

niruddhaprAna AsIno mUlenaiva svamUlataH / 

Caktim utthApya tattejaHprabhAvAt piMgalAdhvanA //21// 

puSpAMjalau nirgamayya maNDalasthasya bhAsvataH / 

sindUrAruNadehasya vAmArddhadayitasya ca //22// 

akSasrakpACakhaTvAMgakapAlAMkuCapaMkajam / 

CaMkhaM cakraM dadhAn asya caturvaktrasya locanaiH //23// 

rAjitasya dvAdaCabhis tasya hRtpaMkajodare / 

praNavaM pUrvam uddhRtya hrAMhrIMsas327 tad anantaram //24// 

自身のムーラ328からその根源（ムーラ）と共に〔その〕気を制御して座っている〔行者〕

は、その輝きの力によって、ピンガラー管の通路によって、シャクティを花々が満たさ

れた手に引き上げて、マンダラに立つ輝く者であり、体が辰砂の色のように赤くなって

いる者であり、左半〔身〕が妻である者であり、ルドラークシャ329の首輪と索縄とカト

ヴァーンガ（こん棒）とカパーラ（頭蓋骨）とアンクシャ（鉤棒）と睡蓮とほら貝とチ

ャクラを持つ者であり、4 つの顔を持つ者であり、12 の目を持つ輝く者である彼の心の

蓮の中に、最初にプラヴァナ（聖音オーム）を唱え、その後、hrAm と hrIm と sah を〔唱

えるべきである〕。 

 

 

 

6.ch.13.52-56 

iyam bhagavatI sAkSAc chaMkarArddhaCarIriNI// 

paJcavaktrA daCabhujA tripaJcanayanojjvalA//52// 

眼前にいるこの吉祥なる者はシャンカラを半身として持つ者である。〔彼女は〕5 つの

                                                 
326 与える対象に関して、原文でも英訳でも記述されていないが、これはシヴァに対する儀

礼の一部なので、恐らくシヴァに対して捧げていると思われる。 

327 原文では hrAMhrIsas となっているが、英訳を参照し、n 版の hrAMhrIMsas を採用した。 
328 ムーラダーラチャクラ（会陰部の辺りにあるチャクラ）のことと思われる。 
329 ルドラークシャとはホルトノキ科ジュズボダイジュの種子のこと。「ルドラークシャは

主神シヴァ自身であり、シヴァ、またはルドラがひじょうに大切にしているもの」[西岡 1996 

p. 50]であり、「神聖で、縁起の良いものとされ、ただ触れただけでも罪は魔術のように洗わ

れてしまうし、それを見ただけでもたいへんな御利益があり、不幸の兆しのある人からは、

それがとり除かれる」[同上 p. 50]ものである。一般的に数珠にされ儀礼においてマントラ

を唱える際に使われる。 
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顔を持ち、10 の腕を持ち、15 の輝いた目を持つ。 

navaratnakirITodyaccandralekhAvataMsinI// 

CuddhasphaTikasaMkACA daCAyudhadharA330 CubhA//53// 

〔彼女は〕9 つの宝石の冠とその頂〔の上〕に昇っている三日月を付けており、純粋な

水晶のようであり、10 の武器を持った吉祥な者である。 

hArakeyUrakaTakakiMkiNInUpurAdibhiH// 

bhUSitAvayavA divyavasanA ratnabhUSaNA//54// 

〔彼女は〕真珠の首飾りと上腕につける腕輪と腕輪とアンクレット（足首につける鈴）

とアンクレットなどによって四肢が飾られており、神々しい衣裳〔を身につけた〕者で

あり、宝石で飾られた者である。 

viSNunA vidhinA devaRSigandharvanAyakaiH331// 

mAnavaiC ca sadA sevyA sarvAtmavyApinI332 CivA//55// 

ヴィシュヌやヴィディ（ブラフマー）、神々、聖仙、ガンダルヴァの長たちや人間たち

によって、〔彼女は〕常に従われており、全てのアートマンに遍住している者であり、

シヴァーである。 

sadACivasya devasya dharmapatnI manoharA// 

jagadambAtrijananI333 triguNA nirguNApy ajA//56// 

〔彼女は〕サダーシヴァ神の妻であり、心を魅了する者であり、世界の母であり、三界

の母であり、トリグナを持たないにもかかわらずトリグナを持ち、不生の者である。 

 

 

 

6.ch.15.4ab 

mAyACaktiyuto vAme sakalaC ca kriyAdhikaH /4ab 

マーヤーシャクティを左側に持つサカラは、活動性を有している。 

 

 

6.ch.15.12ab 

gaurICaktiyuto vAme sarvasaMhArakRtprabhuH /12ab 

ガウリーシャクティを左側に持つ者は、世界を崩壊させる神である。 

                                                 

330 n 版では dayAyudhadharA となっており、この場合の訳は「慈悲の武器を持った者」とな

る。 

331 n 版では devaRSigaMdharvvanAyakaiH となっている。 

332 n 版では sarvvAtmavyApinI となっている。 

333 原文では jagadambAtrijananI（連書）であるが、英訳を参照し、 n 版の jagadambA trijananI

（分書）を採用した。 
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6.ch.15.22ab 

ramACaktiyuto vAme sarvarakSAkaro334 mahAn /22ab 

ラマー（ラクシュミー）シャクティを左側に持つ全ての守護者は、偉大な者である。 

 

 

6.ch.15.31ab 

vAgdevIsahito vAme sRSTikarttA jagatprabhuH /31ab 

左側に言葉の女神を左側に持つ創造者は、世界の神である。 

 

 

 

7.1.ch.15.16-33 

brahmovAca // 

ブラフマーは言った。 

jaya deva mahAdeva jayeCvara maheCvara / 

jaya sarvaguNaCreSTha335 jaya sarvasurAdhipa //16// 

勝利あれ。神よ。マハーデーヴァよ。勝利あれ。イーシュヴァラよ。マヘーシュヴァラ

よ。勝利あれ。全ての美徳を持つ最上者よ。勝利あれ。全ての神々の主よ。 

jaya prakRti kalyANi jaya prakRtinAyike / 

jaya prakRtidUre tvaM jaya prakRtisundari //17// 

勝利せよ。安寧をもたらすプラクリティよ。勝利せよ。女主人であるプラクリティよ。

勝利せよ。プラクリティを超越した女性336よ。あなたは勝利せよ。美しいプラクリティ

よ。 

jayAmoghamahAmAya jayAmoghamanoratha / 

jayAmoghamahAlIla jayAmoghamahAbara //18// 

勝利せよ。果をもたらすマハーマーヤ337（偉大なる幻想）よ。勝利せよ。果をもたらす

マノーラタ（心の喜び）よ。勝利せよ。果をもたらすマハーリーラ338（素晴らしい遊戯）

                                                 

334 原文では savarakSAkaro となっているが、英訳を参照し、n 版の sarvarakSAkaro を採用し

た。 

335 n 版では sarvaguNa CreSTha（分書）となっているが、英訳を参照し、原文を採用した。 
336 この語には「女性」を示す言葉は含まれていない。しかし、この一連の讃歌において、

女神（女性）を指す言葉と神（男性）を指す言葉が混在しているため、その相違を明確に

するべく、これ以下、女神に関する言葉において「女性」と記述する。 
337 言葉の意味、および英訳を参照し、マハーマーヤーの男性形と考えた。 
338 言葉の意味、および英訳を参照し、マハーリーラーの男性形と考えた。 
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よ。勝利せよ。果をもたらすマハーバラ（偉大な力）よ。 

jaya viCvajaganmAtar jaya viCvajaganmaye / 

jaya viCvajagaddhAtri jaya viCvajagatsakhi //19// 

勝利せよ。全世界の母よ。勝利せよ。全世界を構成する女性よ。勝利せよ。全世界を創

る女性よ。勝利せよ。全世界に寄り添う女性よ。 

jaya CACvatikaiCvarya jaya CACvatikAlaya / 

jaya CACvatikAkAra jaya CACvatikAnuga //20// 

勝利せよ。永遠なる主よ。勝利せよ。永遠なる住処よ。勝利せよ。永遠なる姿よ。勝利

せよ。永遠なる信者よ339。 

jayAtmatrayanirmAtri jayAtmatrayapAlini / 

jayAtmatrayasaMhartri jayAtmatrayanAyike //21// 

勝利せよ。3 つのアートマンを創造する女性よ。勝利せよ。3 つのアートマンを維持す

る女性よ。勝利せよ。3 つのアートマンを破壊する女性よ。勝利せよ。3 つのアートマ

ンの女主人よ。 

jayAvalokanAyatta jagatkAraNabRMhaNa340 / 

jayopekSAkaTAkSotthahutabhugbhuktabhautika //22// 

勝利せよ。〔世界の〕照覧に依拠する者よ。世界の原因を促す者よ。勝利せよ。放棄す

る視線によって生まれた炎によって全世界を享受する者よ。 

jaya devAdyavijJeye svAtmasUkSmadRCojjvale / 

jaya sthUlAtmaCaktyeCe jaya341 vyAptacarAcare //23// 

勝利せよ。神々を始めとした者たちには把握しえない女性よ。自身の微細な顕現によっ

て輝く女性よ。勝利せよ。粗大なアートマシャクティ（アートマンの力）を求める女性

よ。勝利せよ。動くものや動かないものに遍在する女性よ。 

jaya nAnaikavinyastaviCvatattvasamuccaya342 / 

jayAsuraCironiSThaCreSThAnugakadaMbaka343 //24// 

勝利せよ。あらゆる世界原理を一所に集める者よ。勝利せよ。その者の信徒のグループ

がアスラの頭上に乗る、そのような最高の者よ。 

jayopACritasaMrakSAsaMvidhAnapaTIyasi / 

                                                 
339 英訳では lord of permanent devotees（永遠なる信者たちの神）となっている。 

340 n 版では jayAvalokanAyattajagatkAraNabRMhaNa（連書）となっている。この場合、訳は「照

覧に依存し、世界を繁栄させる原因となる者よ」となる。 

341 n 版では sthUlAtmaCaktyeCejaya（連書）となっている。言葉の意味、および英訳を参照し、

原文の sthUlAtmaCaktyeCe jaya（分書）を採用した。 

342 n 版では nAmaikavinyastaviCvatattvasamuccaya となっている。この場合、訳は「名のある

世界原理を一所に集める者よ」となる。 
343 原文では jayAsuraCironiSTha CreSThAnugakadaMbaka（分書）となっているが、英訳を参照し、

n 版の jayAsuraCironiSThaCreSThAnugakadaMbaka（連書）を採用した。 
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jayonmUlitasaMsAraviSAMkurodgame //25// 

勝利せよ。（彼女に）依拠する者たちを守れる立場にいる女性よ。勝利せよ。発芽した

現象世界の毒の木の芽が根絶された女性よ。 

jaya prAdeCikaiCvaryavIryaCauryavijRmbhaNa344 / 

jaya viCvabahirbhUta nirastaparavaibhava //26// 

勝利せよ。限られた〔力〕や支配力、力強さ、男らしさを増大する者よ。勝利せよ。世

界の外に依拠する者よ。敵の威力を鎮圧した者よ。 

jaya praNItapaMcArthaprayogaparamAmRta / 

jaya paMcArthavijJAnasudhAstotrasvarUpiNi //27// 

勝利せよ。五原理345の企図をもたらす究極の不死者よ。勝利せよ。パンチャールタの知

を持つ繁栄をもたらすストートラの姿をした女性よ。 

jayAtighorasaMsAramahArogabhiSagvara346 / 

jayAnAdimalAjJAnatamaHpaTalacaMdrike //28// 

勝利せよ。非常に恐ろしい世界の苦しみの治癒者よ。勝利せよ。無始以来の汚れを持つ

無知の闇という覆い〔を取り払う〕月明かりである女性よ。 

jaya tripurakAlAgne jaya tripurabhairavai / 

jaya triguNanirmukte jaya triguNamardini //29// 

勝利せよ。トリプラを殺す黒い（死の）炎である女性よ。勝利せよ。トリプラを脅かす

女性よ。勝利せよ。トリグナにとらわれていない女性よ。勝利せよ。トリグナを破壊す

る女性よ347。 

jaya prathamasarvajJa jaya sarvaprabodhike348 / 

jaya pracuradivyAMga jaya prArthitadAyini //30// 

勝利せよ。最高の全知者よ。勝利せよ。全てを悟る女性よ。勝利せよ。多産である神的

な肢体を持つ者よ。勝利せよ。願いを叶える女性よ。 

kva deva te paraM dhAma kva ca tucchaM ca no vacaH / 

                                                 

344 n 版では prAdeCikaiCvaryavIryaCauryavijRMbhaNaとなっている。 

345 五原理とは、シヴァ派の一派であるパーシュパタ（pACupata）派における思想である。

その 5つとは「(1)「結果（カールヤ）」すなわち原物質（プラダーナ）より生じたマハット

などのもの。(2)「原因（カーラナ）」すなわち主宰神（イーシュヴァラ）、大主宰神（マハ

ー・イーシュヴァラ）、原物質。(3)「ヨーガ」すなわち、聖音オームを唱えること、黙想す

ること、意識を集中すること、などの瞑想に没頭すること。(4)「儀軌（ヴィディ）」すなわ

ち一日に三回（はじめ、中、最後）に行なわれる（灰による）沐浴に始まり、秘密の動作

（グーダ・チャルヤー）に終わる諸崇拝方法。(5)「苦の終わり（ドゥフカ・アンタ）」すな

わち究極的救済である。」[バンダルカル 1984 pp. 354-355] 

346 n 版では jayAti ghorasaMsAramahArogabhiSagvara（分書）となっている。この場合、訳は

「勝利せよ。越えよ。恐ろしい世界の苦しみの治癒者よ」となる。 
347 英訳によると「トリグナを持っている女性よ」となっている。 

348 n 版では sarvaprabodhikaと男性形になっている。 
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tathApi bhagavan bhaktyA pralapaMtaM kSamasva mAm //31// 

神よ。あなたの最高の住処はどこか。そして、私たちの価値なき言葉はどこなのか。そ

れはもとより、神よ、信愛によって戯言を言う私を許したまえ。 

vijJApyaivaMvidhaiH sUktair viCvakarmA caturmukhaH / 

namaCcakAra rudrAya rudrANyai ca muhurmuhuH //32// 

このような種類の讃歌によって宣揚して、4つの顔を持つ全世界の創造主（ブラフマー）

は、ルドラとルドラーニーに何度も何度も敬礼した。 

idaM stotravaraM puNyaM brahmaNA samudIritam / 

arddhanArICvaraM nAma Civayor harSavarddhanam //33// 

ブラフマーによって唱えられた『アルダナーリーシュヴァラ』という名のこの神聖な素

晴らしいストートラは、シヴァたち 2 人（シヴァとパールヴァティー）の喜びを高める。 

 

 

 

7.1.ch.16.4-26（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 

ICvara uvAca // 

イーシュヴァラは言った。 

vatsa vatsa349 mahAbhAga mama putra pitAmaha / 

jJAtam eva mayA sarvaM tava vAkyasya gauravam //4// 

わが子よ、わが子よ、マハーバーガ（大きな幸福）よ。私の息子よ。ピターマハよ。あ

なたの言ったことの重大さは私によって全て理解された。 

prajAnAm eva vRddhyarthaM tapas taptaM tvayAdhunA350 / 

tapasA ’nena tuSTo ’smi351 dadAmi ca tavepsitam //5// 

まさに生類の繁栄のために、今、あなたによって苦行がなされた。この苦行で私は満足

した。ゆえに、お前の望むものを与えよう。 

ity uktvA paramodAraM svabhAvamadhuraM vacaH / 

sasarja vapuSo bhAgAd devIM devavaro haraH //6// 

このように素晴らしく後期で自然で優しい言葉を言い、美しい姿をした偉大な神ハラは、

〔自分の体の〕部分から女神を創った。 

yAm Ahur brahmavidvAMso devIM divyaguNAnvitAm / 

 

 

                                                 

349 n 版では vatsavatsa（連書）となっている。 
350 原文では tvayA ’dhunA となっている。これは tvayA adhunA の連声を分かりやすく記述し

たものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 

351 n 版では tuSTosmi（連書）となっている。 



327 

 

parasya paramAM352 CaktiM bhavasya paramAtmanaH //7// 

ヴェーダについて知る者353たちは、彼女が、最高のアートマンである偉大なバヴァの神

的な美徳を具えた、素晴らしいシャクティ女神であると言った。 

yasyAM na khalu vidyaMte janmamRtyujarAdayaH354 / 

yA bhavAnI bhavasyAMgAt samAvirabhavat kila //8// 

その彼女にはまさに生死老などが知られていない。そのバヴァーニーは、まさにバヴァ

の体から現れた。 

yasyA vAco nivartante manasA ceMdriyaiH saha / 

sA bhartur vapuSo bhAgAj jAteva samadRCyata //9// 

彼女〔自身〕の心と感官と共に、言葉を消した彼女は、美しい夫の〔体の〕一部から生

まれたように見えた。 

yA sA jagad idaM kRtsnaM mahimnA vyApya tiSThati / 

CarIriNIva sA devI vicitraM samalakSyata //10// 

偉大さによって、この世界全てに満ちて留まったかの女神は、体を持った存在であるか

のごとく、様々に顕現した。 

sarvaM jagad idaM caiSA saMmohayati mAyayA / 

ICvarAt saiva jAtAbhUd355 ajAtA paramArthataH //11// 

そして彼女はマーヤーによってこの世界全てを惑わせた。彼女は実にイーシュヴァラか

ら生まれた者であり、勝義には生まれていない者であった。 

na yasyAH356 paramo bhAvaH surANAm api gocaraH / 

viCvAmareCvarI357 caiva vibhaktA bhartur aMgataH //12// 

彼女の最高の状態（姿）は、神々にも見えなかった。そして、まさに全ての神々に対し

ての女神（パールヴァティー）は夫の体から分かれた。 

tAM dRSTvA parameCAnIM sarvalokamaheCvarIm / 

sarvajJAM sarvagAM sUkSmAM sadasadvyaktivarjitAm //13// 

paramAM nikhilaM bhAsA bhAsayantIm idaM jagat / 

praNipatya mahAdevIM prArthayAmAsa vai virAT //14// 

                                                 

352 n 版では parasyaparamAM（連書）となっているが、英訳を参照し、語形変化を考慮し、

原文の parasya paramAM を採用した。 
353 「ブラフマンについて知る者」という解釈もある。ここでは、英訳に従った。 

354 n 版では janma mRtyujarAdayaH（分書）となっているが、英訳を参照し、原文の

janmamRtyujarAdayaH を採用した。 
355 原文では jAtA ’bhUd となっている。これは jAtA abhUd の連声を分かりやすく記述したもの

と思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 

356 n 版では yasyAとなっているが、語形変化を考慮し、原文の yasyAH を採用した。 
357 原文では viCvA ’mareCvarI となっている。これは viCvA amareCvarI の連声を分かりやすく記

述したものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 
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かのパラメーシャーニー（最高の支配者）であり、全世界の偉大な女神であり、全知者

であり、遍在者であり、微細であり、有と無の表れを取り払った者であり、〔彼女の〕

輝きによってこの世界全体を照らす素晴らしいマハーデーヴィーを見て、ヴィラージュ

は敬礼し、懇願した。 

brahmovAca// 

ブラフマーは言った。 

devi devena sRSTo ’ham Adau sarvajaganmayi358 / 

prajAsarge niyuktaC ca sRjAmi sakalaM jagat //15// 

女神よ。最初の創造時に、私は神によって創られた。そして生類の創造に任命され、全

世界を創った。 

manasA nirmitAH sarve devi devAdayo mayA / 

na vRddhim upagacchanti sRjyamAnAH punaH punaH //16// 

女神よ。神など全て〔の存在〕は、私によって心から創られた。〔しかし〕何度も何度

も創られた者たちは、繁栄しなかった。 

mithunaprabhavAm eva kRtvA sRSTim ataH param / 

saMvardhayitum icchAmi sarvA eva mama prajAH //17// 

そしてそれから、私の全ての生類が、夫婦によって生まれる創造をして、繁栄を願った。 

na nirgataM purA tvatto nArINAM kulam avyayam / 

tena nArIkulaM sraSTuM Caktir mama na vidyate //18// 

以前、あなたから女性たちの断絶しない系譜が始まらなかった。それゆえ、女性たちの

系譜を創るシャクティは、私にはなかった。 

sarvAsAm eva CaktInAM tvattaH khalu samudbhavaH / 

tasmAt sarvatra sarveSAM sarvaCaktipradAyinIm //19// 

tvAm eva varadAM mAyAM prArthayAmi sureCvarIm / 

carAcaravivRddhyartham aMCenaikena sarvage //20// 

dakSasya mama putrasya putrI bhava bhavArdini /21ab 

まさに全てのシャクティはあなたから生じた。それゆえ、私は、あらゆる所で全ての人

〔に対して〕全てのシャクティを与える女性であり、恩恵を授ける女性であり、マーヤ

ーであり、神々にとっての女神であるあなたに懇願する。動くものや動かないものの繁

栄のために、一部分によって、わが息子であるダクシャの娘となるべし。遍在者よ。 

evaM sA yAcitA devI brahmaNA brahmayoninA //21cd// 

Caktim ekAM bhruvor madhyAt sasarjAtmasamaprabhAm / 

tAm Aha prahasan prekSya devadevavaro haraH //22// 

このように、ブラフマーの母体であるブラフマーによって、懇願されたかの女神は、両

眉の中央から、自身と等しい輝きを持つ 1 人のシャクティを創った。神々にとっての偉

                                                 
358 sarvajaganmayi の翻訳が不明なので、英訳に従って訳した。 
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大な神ハラは微笑んで、彼女を見て言った。 

brahmANaM tapas ArAdhya kuru359 tasya yathepsitam / 

tAm AjJAM parameCasya CirasA pratigRhya sA //23// 

brahmaNo vacanAd devI dakSasya duhitAbhavat360 /24ab 

「ブラフマーを苦行により崇め、彼の望むことをしなさい。」彼女は頭〔を下げること〕

によって、パラメーシャのその命令を受け入れ、ブラフマーの言葉から、女神はダクシ

ャの娘となった。 

dattvaivam361 atulAM CaktiM brahmaNe brahmarUpiNIm //24cd// 

viveCa deham devasya devaC cAMtaradhIyata / 

tadAprabhRti362 loke ’smin striyAM bhogaH pratiSThitaH //25// 

このように、ブラフマンの姿（性質）をした比類ないシャクティをブラフマーに与えて、

〔女神は〕神（シヴァ）の体に入った。そして、神は（姿を）消した。この時以来、こ

の世界において、女性における享受が確立された。 

prajAsRSTiC ca vipreMdrA maithunena pravartate / 

brahmApi prApa sAnandaM santoSaM munipuMgavAH //26// 

そして、生類創造は性交によって起こる〔ようになった〕。バラモンの長たちよ。ブラ

フマーもまた、喜ばしい満足を得た。聖者の高名なる者たちよ。 

 

 

 

7.1.ch.17.1-6（ブラフマー創造神話） 

vAyur uvAca // 

ヴァーユは言った。 

evaM labdhvA parAM Caktim ICvarAd eva CACvatIm / 

maithunaprabhavAM sRSTiM kartRkAmaH prajApatiH // 1 // 

svayam apy adbhuto nArI cArddhena puruSo ’bhavat / 

yArddhena nArI sA tasmAc chatarUpA vyajAyata // 2 // 

このように、神から、永遠であり最高であるシャクティを得て、性交による生殖という

創造を欲する創造主（ブラフマー神）は、自身で、半身によって女性、〔半身によって〕

                                                 

359 n 版では ArAdhyakuru（連書）となっているが、英訳を参照し、語形変化を考慮し、原文

の ArAdhya kuru を採用した。 
360 原文では duhitA ’bhavat となっている。これは duhitA abhavat の連声を分かりやすく記述

したものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 

361 原文では dattbaivamとなっているが、英訳を参照し、語形変化を考慮し、n版の dattvaivam

を採用した。 

362 n 版では tadA prabhRti（分書）となっている。訳は同じとする。 
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男性という驚異的な姿になった。半身によって女性に〔なった〕彼女は、それゆえシャ

タルーパーとして生まれた。 

virAjam asRjad brahmA so ’rddhena363 puruSo ’bhavat / 

sa vai svAyaMbhuvaH pUrvaM puruSo manur ucyate // 3 // 

ブラフマーは半身によって男性になりヴィラージュを創った。彼は、スヴァーヤンブヴ

ァという最初の男性であり、マヌであると言われる。 

sA devI CatarUpA tu tapaH kRtvA suduCcaram / 

bharttAraM dIptayaCasaM manum evAnvapadyata // 4 // 

一方、かの女神シャタルーパーは非常に困難な苦行をし、輝かしい名声のマヌを夫とし

て得た。 

tasmAt tu CatarUpA sA putradvayam asUyata / 

priyavratottAnapAdau putrau putravatAM varau // 5 // 

その後、かのシャタルーパーは 2 人の息子をもうけた。プリヤヴラタとウッターナパー

ダという 2 人の息子は、子供を持てる親の力強い息子たちである。 

kanye dve ca mahAbhAge yAbhyAM jAtAs tv imAH prajAH / 

AkUtir ekA vijJeyA prasUtir aparA smRtA // 6 // 

さらに、2 人の非常に吉祥な娘が〔生まれた〕。2 人によってこれらの〔この世界の〕生

類は生まれた。1 人目（姉）がアークーティと知られるべきで、妹がプラスーティとい

われる。 

 

 

 

7.1.ch.32.50-52 

dvAdaCAMtaHsthitasyendoH parastAc chvetapaMkaje / 

samAsInaM mahAdevaM CaMkaraM364 bhaktavatsalam //50// 

arddhanArICvaraM devaM nirmalaM madhurAkRtim / 

CuddhasphaTikasaMkACaM prasannaM CItaladyutim //51// 

dhyAtvA hi mAnase devaM svasthacitto ’tha mAnavaH / 

CivanAmASTakenaiva bhavapuSpaiH365 samarcayet //52// 

〔行者は〕12 枚の〔花弁の〕中にいる月よりもさらに遠くにある白い蓮の中に座って

いる、マハーデーヴァであり、信者に対して親切であり、アルダナーリーシュヴァラ神

であり、汚れなく喜ばしい姿をしており、清浄な水晶のようであり、清らかであり、冷

涼であり、輝いている〔シヴァ〕を瞑想し、そして自身の平常心を保っている人（行者）

                                                 

363 n 版では’ddhana となっているが、英訳を参照し、原文の’rddhena を採用した。 

364 n 版では CaMkaram となっている。 

365 n 版では bhavapuSpais となっている。 
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は、心の中でシヴァの 8 つの名〔の唱名366〕と聖なる花々によって〔シヴァ〕神を崇め

るべきである。 

 

 

 

7.2.ch.8.26-31 

devA UcuH // 

神々は言った。 

bhagavan kena mArgeNa pUjanIyo ’si bhUtale / 

kasyAdhikAraH pUjAyAM vaktum arhasi tattvataH //26// 

吉祥な者よ。この世界であなたはどのような方法で祀られるべきでしょうか。プージャ

ー（儀礼）において、誰に権威が〔ありますか〕。ありのままに語って下さい。 

tataH sasmitam Alokya devIM devavaro haraH / 

svarUpaM darCayAmAsa ghoraM sUryAtmakaM param //27// 

そして、神の最高者であるハラは微笑みながら女神を見て、恐ろしく太陽のような最高

の姿を現した。 

sarvaiC varyaguNopetaM sarvatejomayaM param / 

Caktibhir mUrtibhiC cAMgair grahair devaiC ca saMvRtam //28// 

aSTabAhuM catrvaktram arddhanArIkam adbhutam /29ab 

全ての支配力という特質をそなえた者であり、全ての輝きを持つ者であり、最高者であ

り、シャクティたちや身像367や星々や神々に囲まれた者であり、8 本の腕を持ち、4 つ

の顔を持ち、アルダナーリーカ（半分女性の身体）の身体をした不可思議な者だった。 

dRSTvaivam adbhutAkAraM devA viSNupurogamAH //29cd// 

buddhvA divAkaraM devaM devIM caiva niCAkaram / 

paJcabhUtAni CeSANi tanmayaM ca carAcaram //30// 

このように、不可思議な姿を見て、ヴィシュヌをはじめとする神々は、太陽としての神、

月としての女神、さらに残りのものが五大要素であり、動くものと動かないもの〔全て〕

が彼自身であると理解した368。 

evam uktvA namaCcakrus tasimai cArghyaM pradAya vai //31// 

そのように言って、アルギヤ（客人歓待儀礼の水）を捧げ、彼（シヴァ）に敬礼した。 

 

 

 

                                                 
366 英訳を参照し補った。 
367 英訳を参照し、mUrtibhiC と aMgair を一語として訳した。 
368 文章が複雑になるため、一旦、文章を終わりにした。 
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7.2.ch.24.51 

arddhanArICvare pUjye paurvAparyaM na vidyate / 

tatra tatropacArANAM liMge vAnyatra vA kvacit //51// 

アルダナーリーシュヴァラが崇められるべき場合には、〔儀礼の〕次第は知られていな

い。リンガに対しても、あるいはその他の場合でも、儀礼に関しての〔次第は決められ

ていない〕。 

 

 

 

7.2.ch.27.26-27 

raM vahnyeti svAheti madhye hutvAhutitrayam / 

sarpiSA vA samidbhir vA pariSecanam Acaret //26// 

途中で「raM vahnyeti svAhA」と言って、ギーまたは祠薪と共に 3 回の祈願儀礼をし、パ

リシェーチャナ（散水儀礼）を行なうべし。 

evaM kRte CivAgniH syAt smaret tatra CivAsanam / 

tatrAvAhya yajed devam ardhanArICvaraM Civam / 

dIpAntaM pariSicyAtha samiddhomaM samAcaret //27// 

このようになされたならば〔それは〕シヴァの炎になるだろう。そこで〔行者は〕シヴ

ァの座〔としてのそれ〕を瞑想するべきである。そこに〔シヴァを〕勧請し、アルダナ

ーリーシュヴァラであるシヴァ神に対して儀礼をするべきである。さて、散水儀礼をし

て、光を最後とする祠薪を用いた儀礼をするべきである。 
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skanda-purANa :c 版（底本）、n 版、aitm 版（英訳） 

 

1.1.ch.17.98-99 

ekadA paryaTan rAjA nAmnA citraratho mahAn / 

kailAsam369 Agatas tatra sa dadarCa parAdbhutam //98// 

sabhAtalaM maheCasya gaNaiC caiva virAjitam / 

arddhAMgalagnayA devyA CobhitaM ca maheCvaram //99// 

かつて、放浪していたチトララタ（輝く戦車）という名の偉大な王は、カイラーサ山へ

やってきた。そこで彼は、非常に驚異的でありガナによって輝くマヘーシャの集会場と

〔シヴァの〕半身となった女神によって輝くマヘーシュヴァラを見た。 

 

 

 

1.1.ch.17.113-115 

bRhaspatir uvAca // 

ブリハスパティは言った。 

kArtike mAsi saMprApte maMdavAre trayodaCI / 

saMpUrtis tu bhavet tatra saMpUrNavratasiddhaye //113// 

カールティカ月の土曜日で 13 日になったならば、そこで、全ての誓願成就のためにな

された願が成就する。 

vRSabho rAjataH kAryaH pRSThe tasya supIThakam / 

tasyopari nyased devam umAkAMtaM370 trilocanam //114// 

〔信者によって〕銀の雄牛が作られるべきである。その〔雄牛の〕背に、すばらしい良

き座が〔あるべきである〕。〔信者は〕その〔座の〕上にウマーの愛する者である三つ目

の神を置くべきである。 

paMcavaktraM daCabhujam arddhAGge371 girijAM satIm / 

evaM comAmaheCaM ca sauvarNaM kArayed budhaH //115// 

〔信者はその像を〕五面十臂であり、半身に山の娘サティーを〔具えた姿で作るべきで

ある〕。知者（信者）は、このように金のウマーマヘーシャ〔の像〕を作るべきである。 

 

 

 

                                                 

369 c 版では kailACam となっているが、英訳を参照し、n 版の kailAsam を採用した。 

370 c 版では umAkAtaM となっているが、英訳を参照し、n 版の umAkAMtaM を採用した。 

371 n 版では arddhAMgeとなっている。 
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1.1.ch.34.32 

nirvikAro vikAraiC ca bahubhir vikalIkRtaH / 

arddhAMgalagnA sA devI dRSTA tena Civasya ca //32// 

ヴィカーラ（変質）しないもの（シヴァ）は、多くのヴィカーラ（変質、ガウリー）に

よって、弱められた。そして、かの女神は、彼（ナーラダ）によって、シヴァの半身に

なっているのが見られた。 

 

 

 

1.2.ch.3.61-64 

cintAM372 suvipulAM prApto narake duSkRtI yathA / 

yadi tiSThAmi cAtraiva ardhadehadharo hy aham //61// 

私は地獄にいる罪人のように大きな心配をしている。そして、もし私がここに留まるな

らば、〔私は〕アルダデーハダラ（半身である者）になる（である）。 

naro hi gRhiNIhIno ardhadeha iti smRtaH / 

yathAtmanA vinA dehe kAryaM kiMcin na sidhyati //62// 

evaM gRhiNyA hIno hi na sa karmasu Casyate / 

yo naraH strISu deheSu anuraktas tv asau paCuH //63// 

まさに妻のいない男はアルダデーハ（半身者）であると言われる。体の中にアートマン

なしでは、何の結果も成就しないように、そのように、まさに妻を欠いている者は儀礼

において、ふさわしくない。女性たちと肉体に執着している男は獣である。 

anayor hi phalaM grAhyaM sAratA nAtra373 kAcana / 

ardhadehI ca manujas tv asaMspRCyaH satAM mataH //64// 

まさにこの 2 人（男性半身と女性半身）において果が得られるべきである〔が〕、ここ

には、いかなる価値もない。そして半身の男は、触られるべきでないと〔言うのが〕善

き人々の意見である。 

 

 

 

1.2.ch.6.135-136 

tataH karaM samudyamya prAhendro devasaGgame374 / 

harAGgaruddhavAmArddhA375 yAvad devI gireH sutA //135// 

                                                 

372 n 版では ciMtAM となっている。 

373 c 版では nA ’traとなっている。これは na atraの連声を分かりやすく記述したものと思わ

れる。ここでは n 版の表記を採用した。 

374 n 版では devasaMgame となっている。 
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gaNAdhICo vayaM yAvad yAvat tribhuvanaM tv idam / 

tAvan nandyAd idaM sthAnaM nAradasthApitaM surAH //136// 

それから、インドラは神々の集まりで、手を挙げて言った。ハラの体の左半〔身〕にな

っている者あり、山の娘である女神がいる限り、ガナーディーシャ（ガネーシャ）がい

る限り、私たちがいる限り、そして、この三界がある限りは、ナーラダが設立したこの

地は、喜びにあふれるだろう。神々よ。 

 

 

 

1.2.ch.22.35cd-38ab（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 

ahaM tv Adau yadA jAtas tadA paCyaM puraH sthitam //35cd// 

ardhanArICvaraM devaM vyApya viCvam avasthitam /36ab 

私（ブラフマー）が最初に生まれた時、〔私の〕前に立っている、全てに遍在し留まる

アルダナーリーシュヴァラ神を見た。 

dRSTvA tam abruvaM devaM bhajasveti ca bhaktitaH //36cd// 

tato nArI pRthag jAtA puruSaC ca tathA pRthak /37ab 

彼（シヴァ）を見て、私は神に、信愛によって「崇めたまえ」と言った。それから、女

性は別に生まれ、男性も同様に別に〔生まれた〕。 

tasyAC caivAMCajAH sarvAH striyas tribhuvane smRtAH //37cd// 

ekAdaCa ca rudrAC ca puruSAs tasya cAMCajAH /38ab 

そして三世界の全ての女性たちは彼女から〔体を〕分けて生まれたと言われている。そ

して 11 人のルドラと男性たちは、彼の部分から生まれた。 

 

 

 

1.2.ch.29.42-46ab 

tapasA duSkareNAptaH376 patitve CaGkaro mayA / 

sa mAM CyAmalavarNeti bahuCaH proktavAn bhavaH //42// 

syAm ahaM kAJcanAkArA377 vAllabhyena ca saMyutA / 

bhartur bhUtapater aGge378 hy ekato nirviCaGkitA379 //43// 

                                                                                                                                               

375 n 版では harAMgaruddhavAmArddhA となっている。 

376 c 版では duSkareNA ’’ptaH となっている。これは duSkareNA AptaH の連声を分かりやすく記

述したものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 

377 n 版では kAMcanAkArA となっている。 

378 n 版では aMgeとなっている。 

379 n 版では nirviCaMkitA となっている。 
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「厳しい苦行によって、私によって、夫としてシャンカラが得られました。かのバヴァ

は私に何度も「黒色の〔肌の者〕よ」と言いました。それゆえ、私は〔シヴァへの〕愛

ゆえに、金色からなる者になりましょう。そうなれば、躊躇することなく、ブータの主

である夫の体の一部になりましょう。」 

tasyAs tadbhASitaM CrutvA provAca jalajAsanaH / 

evaM bhavatu bhUyas tvaM bhartur dehArdhadhAriNI //44// 

彼女から、その言葉を聞いて、蓮に座る者は言った。「そのようになれ。そしてお前は

〔自分の〕夫の半身を持つ者となるであろう。」 

tatas tasyAH CarIrAt tu strI sunIlAmbujatviSA380 / 

nirgatA sAbhavad bhImA ghaNTAhastA381 trilocanA //45// 

nAnAbharaNapUrNANgI382 pItakauCeyavAsinI /46ab 

それから、彼女の体から、とても黒い蓮の輝きを持っており、恐ろしく、手に鐘を持っ

ており、三つ目をしており、色々な飾りを体全体につけており、黄色いシルクの衣裳を

着ている、かの女性が現れた。 

 

 

 

1.2.ch.30.13cd-14ab 

ardhanArICvaraM rUpaM yathA rudrasya sarvadam //13cd// 

tathA mahIsamudrasya snAnaM sarvaphalapradam /14ab 

ルドラのアルダナーリーシュヴァラの姿が全てを授けるように、マヒー川383と海〔の合

流点〕での沐浴は全ての果を与える。 

 

 

 

1.2.ch62.3-5 

deva daityena ghoreNa durjayena surAsuraiH / 

pIDitA dArukeNa smaH svasthAnAc cApi cyAvitAH //3// 

na viSNunA na candreNa384 na cAnyenApi385 kenacit / 

                                                 

380 n 版では sunIlAMbujatviSA となっている。 

381 n 版では ghaMTAhastA となっている。 

382 n 版では nAnAbharaNapUrNAMgI となっている。 
383 マディヤプラデーシュ州のビンディヤ山脈西部から、ラージャスターン州を通り、グジ

ャラート州に出て、カンベイ湾に注ぐ川。 

384 n 版では caMdreNaになっている。 

385 c 版では cA ’nyenA ’pi となっている。これは ca anyena api の連声を分かりやすく記述し
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Cakyo hantuM386 sa duSTAtmA ardhanArICvaraM vinA //4// 

tena sampIDyamAnAnAm387 asmAkaM CaraNaM bhava / 

ity uktvA rurudur devAs trAhitrAhIti cAbruvan388 //5// 

「神よ。〔我々は〕神とアスラ達によって征服しがたい、恐ろしいダイティヤであるダ

ールカに悩まされている。そして自分たちの住処からも追い出された。ヴィシュヌによ

っても、チャンドラによっても、また他の何者によっても、かの悪者は殺すことが不可

能である。アルダナーリーシュヴァラ以外によっては。それゆえ、悩まされている我々

の守護をしてくれ。」と言い、泣いた。そして神々は「救いたまえ、救いたまえ。」と言

った。 

 

 

 

1.3.pUrvArdha3.37 

ardhAGgI389 sA tava deva CivaCaktyAtmakaM vapuH / 

eka eva mahAdevo na pare tvadvinA vibho //37// 

彼女はあなたの半身である。神よ。〔あなたの〕身体はシヴァ・シャクティから成って

いる。マハーデーヴァは、まさに 1 つであり、あなた以外の他のものは〔存在〕しない。

神よ。 

 

 

 

1.3.pUrvArdha9.13cd 

strIsaGgavAmasubhago390 vidhir vihitasundaraH391 //13cd// 

左側が女性である徳の高い者、運命を定める者、美しき姿をそなえし者。 

 

 

 

 

                                                                                                                                               

たものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 

386 n 版では haMtuM となっている。 

387 n 版では saMpIDyamAnAnAm となっている。 

388 c 版では cA ’bruvan となっている。これは ca abruvan の連声を分かりやすく記述したも

のと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 

389 n 版では ardhAMgI となっている。 

390 n 版では strIsaMgavAmasubhago となっている。 

391 n 版では vihitasuMdaraH となっている。 
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1.3.uttarArdha4.47cd-51ab 

prAleyaCailakanyApi tatra kRtvA tapaH purA //47cd// 

alabdha vAmadehArddhaM392 manmathAreH praseduSaH393 / 

gauryA pratiSThitaM tatra pravAlAdrICvarAbhidham //48// 

liGgaM bhogapradaM puMsAM kaivalyAya prakalpate / 

tatra gaurInideCena durgA mahiSamardinI //49// 

sAkSAdbhUya satAM datte mantrasiddhim avighnataH / 

khaDgatIrtham iti khyAtaM tatra gauryACrame navam //50// 

sakRn nimajjanAn nQNAM paJcapAtakanACanam /51ab 

以前に雪山の娘（パールヴァティー）はそこで苦行をして、喜んだマンマターリ（愛の

神カーマの敵、シヴァ）の左半身を得た。ガウリーによって、プラヴァーラードリーシ

ュヴァラ（若葉の山の主）という名〔のリンガ〕が、そこに立てられた。〔その〕リン

ガは、人々に解脱のための喜びを与える。そこに、ガウリーの要請によって、マヒシャ

マルディニー（マヒシャをやっつける者）であるドゥルガーは、〔人々の〕眼前に現れ

出て、障害なく、良き人々にマントラの成就を与えた。そのガウリーの住処に、カドガ

（剣）ティールタと呼ばれる新しい〔聖地〕が〔できた〕。〔そこで〕一度でも沐浴すれ

ば、人々の 5 つのパータカ（罪）が消滅する。 

 

 

 

1.3.uttarArdha16.13 

ardhanArICvaraM rUpaM tvayA cen na prakACitam / 

prabhavAmi kathaM sruSTuM jagad etac carAcaram //13// 

もしも、あなたによって、アルダナーリーシュヴァラの姿が顕現されなかったならば、

私はどのようにしてこの動くものや動かないものから成る世界を創造させることがで

きるだろうか。 

 

 

 

1.3.uttarArdha21.19cd-24 

ity uktveCo niSaNNas tAM pArCvadeCe394 nyaveCayat //19cd// 

このように言って、座っているイーシャは彼女をわきへ座らせた。 

                                                 

392 c 版では alabdhavAmadehArddhaM（連書）となっているが、ここでは n 版の alabdha 

vAmadehArddhaM を採用した。 

393 言葉が不明なので、英訳を参照し、「喜んだ」とした。 

394 c 版では pArCbadeCe となっているが、英訳を参照し、n 版の pArCvadeCe を採用した。 
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gaurIM svakIya evAGge gUhamAnAm iva hriyA / 

aGgadvayaM395 tayor aikyam agAt premNA ca lInayoH //20// 

あたかも〔シヴァが〕恥ずかしさによって〔シヴァ〕自身の身体にガウリーを隠すよう

に、愛情によって寄り添った彼らの 2 つの身体が 1 つになった。 

arthadvayam ivAhnAya396 sannikarSopalambhataH397 / 

ardhe karpUradhavalam ardhe sindhUrapATalam398 //21// 

あたかも〔2 人が〕寄り添うことによって、2 つのものが〔1 つになることに〕で、半

分は樟脳のように白く、半分は辰砂で赤色をしている399。 

tadvicitram abhUd aGgaM400 Civayor ekatAM gatam / 

ardhe kuntaladAmArdhahAramadhye401 tu kuJcikA402 //22// 

シヴァたち（シヴァとシヴァーの 2 人）が 1 つになった体はとても素晴らしいものであ

った。半分（女性側）には花冠を付けた束ねた髪と、ネックレスの中央にフェンネルの

花が〔ついていた〕。 

aGgAd403 ardhenducUDasya vapurardhendukUlitam404 / 

ekanUpuratATaGkaparihAryamanoharam405 //23// 

三日月を頭に頂いている神の身体は、半身にシルクを着け406、心を魅了する 1 つのアン

クレットと耳飾り、腕輪を〔付けている〕。 

ekapiGgalasadhrIco407 gAtram ekastanaM babhau / 

devyai dattvA ca dhAmArthaM vAmadevo jagAda tAm //24// 

クベーラの友人（シヴァ）の身体は、1 つの乳房に輝いた。〔このように〕女神が依拠

するために〔自分の体を〕与え、そしてヴァーマデーヴァ（シヴァ）は彼女に言った。 

                                                 

395 n 版では aMgadvayaM となっている。 

396 c 版では ivA ’hnAya となっている。これは iva AhnAya（もしくは iva ahnAya）の連声を分

かりやすく記述したものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 

397 n 版では sannikarSopalaMbhataH となっている。 

398 n 版では siMdhUrapATalam となっている。 
399 AhnAya（もしくは ahnAya）の解釈が不明であり、英訳も混乱している。ここでは、英訳

に従って訳した。 

400 n 版では aMgaM となっている。 

401 n 版では kuMtaladAmArdhahAramadhye となっている。 

402 n 版では kuMcikA となっている。 

403 n 版では aMgAd となっている。 

404 c 版では vapurarndhendukUlitam となっているが、英訳を参照し、n 版の

vapurardhendukUlitam を採用した。 

405 n 版では ekanUpuratATaMkaparihAryamanoharam となっている。 
406 訳が不明だったので、英訳を参照し、このように訳した。 

407 n 版では ekapiMgalasadhrIco となっている。 
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3.1.ch.29.18 

samAruhya mahokSANaM bhUtavRndaniSevitaH408 / 

girijArdhavapuH CUlI sUryakoTisamaprabhaH //18// 

〔神は〕大きな雄牛に乗り、ブータの一団に囲まれた者であり、半身がギリジャーの体

をしており、三叉戟を持っており、千万の太陽に等しい輝きを持つ者である。 

 

 

 

3.1.ch.47.51 

rAmanAthamahAliGgadakSine409 girijA mudA / 

vartate paramAnandaCivasyArdhaCarIriNI //51// 

ラーマナータ〔と呼ばれる〕マハーリンガの南に、パラマーナンダ（最高の至福）であ

るシヴァを半身とする、喜び溢れるギリジャーがいる。 

 

 

 

3.1.ch.48.107 

namas te girijArdhAya niSpApaM kuru mAM sadA / 

rudrAkSamAlAbharaNa candraCekhara CaGkara410 //107// 

半〔身〕がギリジャーである者に、敬礼します。常に私を罪から遠ざけたまえ。ルドラ

―クシャの数珠を付けた者よ。月を頭に付けた者よ。シャンカラよ。 

 

 

 

4.1.ch.14.40cd-43ab 

dvijarAja tapas taptaM yad atyugraM tvayAtra vai //40cd// 

再生族の王よ。まさにここであなたによって非常に厳しい苦行がなされた。 

yac ca kratukriyotsargas tvayA mahyaM niveditaH / 

athApi taM yat tv idaM liGgaM411 mama candreCvarAbhidham412 //41// 

tato ’tra413 liGge414 tvan nAmni soma somArdharUpadhRk / 

                                                 

408 n 版では bhUtavRMdaniSevitaH となっている。 

409 n 版では rAmanAthamahAliMgaM dakSine となっている。訳はほぼ同じである。 

410 n 版では CaMkara となっている。 

411 n 版では liMgam となっている。 

412 n 版では caMdreCvarAbhidham となっている。 
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pratimAsaM paJcadaCyAM415 CuklAyAM sarvagopy416 aham //42cd// 

ahorAtraM vasiSyAmi trailokyaiCvaryasaMyutaH /43ab 

そして、クラトゥ（儀礼）の執行によって出てきたものがあなたによって私に捧げられ

た。そしてさらに、私のチャーンドレーシュヴァラと呼ばれるこのリンガ、〔すなわち〕

あなたによって命名されたこのリンガに、ウマーの半身の姿を持つ者であり、三界の神

通力を持つ者であり、遍在者である私は、毎月白分 15 日目に昼も夜も依拠するであろ

う。ソーマよ。 

 

 

 

4.1.ch.17.36 

nidhanAdivivarjita kRtanatikRt417 kRtivihitamanoratha pannagabhRt418 / 

nagabhartRsutArpitavAmavapuH svavapuH paripUritasarvajagat //36// 

死などから隔絶された者よ。〔皆に〕敬礼される者よ。行為が遂行されることを望む者

よ。蛇を持つ者よ。山の神の娘を〔体の〕左側に持つ者よ。自分の体によって全世界に

遍在する者よ。 

 

 

 

4.1.ch.29.238ab 

mahApAtakarACighnI mahAdevArdhahArinI /238ab 

積み重なるマハーパータカ419（大罪）を根絶する女性、マハーデーヴァの半〔身〕を奪

う女性（796 番目の名前）。 

 

 

 

 
                                                                                                                                               

413 n 版では tatotra となっている。これはアヴァグラハを省略しているものと考えられる。 

414 n 版では liMge となっている。 

415 n 版では paMcadaCyAM となっている。 
416 英訳を参照し、sarvago ’apy のアヴァグラハを省略しているものと考えた。 
417 英訳では nidhanAdivivarjita と kRtanatikRt を 1 つの言葉（連書したもの）として訳してお

り、「死などから隔絶された者たちに敬礼される者よ」となっている。この場合、「死など

から隔絶された者たち」は神々を指す可能性がある。 

418 A 版では kRtivihitamanorathapannagabhRt（連書）となっているが、英訳に従って、

kRtivihitamanoratha pannagabhRt（分書）とした。 
419 マハーパータカは『マヌ法典』第 9章、11 章および 12章に規定されている最も大きな

罪の事である。 
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4.1.ch.30.78 

AH kACivAsijanatA nanu vaJcitAbhUd420 bhAle vilocanavatA vanitArdhabhAjA / 

AdAya yat sukRtabhAjanam iSTadehaM nirvANamAtram apavarjayatA punarbhu421 //78// 

ああ、カーシー422（ヴァーラーナスィー）に住む人々は、額に目を持つ者（シヴァ）で

あり、妻を半〔身〕に持つ者（シヴァ）であり、善行の器として望まれた体を持ち、再

生することなく、ニルヴァーナ（解脱）のみを与える者（シヴァ）によって、確かに欺

かれているのかも知れない。 

 

 

 

4.1.ch.49.54 

itthaM parItya mArtaNDo423 mRDaM424 devaM mRDAnikAm / 

atha tuSTAva prItAtmA CivavAmArdhahAriNIm //54// 

このように、心の中で喜んでいるマールタンダ（太陽神）はムリダ神を右繞し、それか

ら、シヴァの左半〔身〕を持つ者425であるムリダーニカー（ムリダの妻）を崇めた。 

 

 

 

4.2.ch.59.1-3 

sarvajJahRdayAnanda426 gaurIcumbitamUrdhaja427 / 

tArakAntaka428 SaDvaktra tAriNe bhadrakAriNe //1// 

全知者の心の喜びよ。ガウリーにキスされた神を持つ者よ。ターラカ（ダイティヤの名

前）を殺す者よ。6 つの顔を持つ者よ。守護者よ。吉祥者よ。 

sarvajJAnanidhe tubhyaM namaH sarvajJasUnave / 

sarvathAjitamArAya kumArAya mahAtmane //2// 

                                                 

420 n 版では vaMcitAbhUd となっている。c 版では vaJcitA ’bhUd となっている。これは vaJcitA 

abhUd の連声を分かりやすく記述したものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 
421 言葉の語形が不明なため、英訳を参照し、「再生することなく」としたが、なぜ否定形

になっているのかは分からない。 
422 カーシでも良いが、ここでは英訳に従い、カーシーとした。 

423 n 版では mArtaMDo となっている。 

424 c 版では mRDan となっているが、語形変化を考慮し、n 版の mRDaM を採用した。 
425 女神が左側に置かれる場合が多いことと英訳を参照し、このように訳したが、「シヴァ

を左半〔身〕に持つ者」という訳も考えられる。 

426 n 版では sarvajJahRdayAnaMdaとなっている。 

427 n 版では gaurIcuMbitamUrdhaja となっている。 

428 n 版では tArakAMtaka となっている。 
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全知の海よ。全知者の息子であるあなたに敬礼する。あらゆる手段を使ってマーラに勝

った者であり、クマーラ（若者）であり、偉大な魂である者に〔敬礼する〕。 

kAmArim ardhanArICaM vIkSya kAmakRtaM kila / 

yo jigAya kumAro ’pi429 mAraM tasmai namo ’stu430 te //3// 

カーマーリであり、カーマによってアルダナーリーシャになっている者を見て、〔まだ〕

クマーラ（若者）であるのに、マーラに打ち勝ったあなたに敬礼する。 

 

 

 

4.2.ch.63.52 

vAmadevAya vAmArdhadhAriNe vRSagAmine / 

namo bhargAya bhImAya natabhItiharAya ca //52// 

ヴァーマデーヴァに、半〔身〕に美しい女性431を持つ者に、牛に〔乗って〕行く者に、

バルガに、ビーマ（恐ろしい者、シヴァ）に、敬礼する者たちの恐れを壊す者に、敬礼

する。 

 

 

 

4.2.ch.65.33 

vijJAya netrasaJjJAM432 tu sarvajJArdhaCarIriNI / 

tenaiva kandukenAtha433 yugapan nijaghAna tau //33// 

しかし、全知者の半身である女性は、合図に気が付いて、それから、まさにその鞠で同

時に彼ら 2 人を殺した。 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 

429 n版では kumAropiとなっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、kumAro ’piとした。 

430 n 版では namostu となっていが、アヴァグラハ記号の省略と考え、namo ’stu とした。 
431 vAma-には「美しい」という意味と「左側の」という意味がある。ここでは、「美しい」

という意味を採用したが、「左側の」という意味も含意している可能性がある。 

432 n 版では netrasaMjJAM となっている。 

433 n 版では kaMdukenAtha となっている。 
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4.2.ch.71.85434 

ardhAGgenAsmadbhayato435 yoSid ekA nigUhitA / 

tasya grAme ’pi436 sakale dvitIyo na catuSpadaH //85// 

私たちへの恐れから、〔シヴァの〕半身によって、1 人の女性が隠された。彼の全ての

村では、〔ナンディン以外の〕他の四足の生き物はいない。 

 

 

 

4.2.ch.76.99-101 

suptAsu tAsu bAlAsu trinetraH CaCibhUSaNaH / 

CuddhakarpUragaurAGgo437 jaTAmukuTamaNDalaH438 //99// 

tamAlanIlasugrIvaH sphuratphaNivibhUSaNaH / 

vAmArdhavilasacchaktir nAgayajJopavItavAn //100// 

tasmAd eva viniSkramya liGgAt439 pannagamekhalAt / 

uvAca ca tato bAlA vibhur uttiSThateti saH //101// 

その少女たちが眠っている時、三つ目を持ち、月を〔頭に〕飾り、清浄な樟脳のように

白い肢体を持ち、蓬髪を丸い冠としており、タマーラの木のごとき青色の美しい首を持

ち、輝く蛇で飾られ、左半〔身〕がシャクティによって輝き、ヘビを聖紐として付けた

者は、かの蛇の帯〔を付けた〕リンガから現れ出て、そして、その遍在者は少女たちに

「起きなさい」と言った。 

 

 

 

 

 

                                                 
434 人間に殺されないという恩恵を受け、世界を支配したダイトゥヤであるドゥルガは、言

いなりにならないマハーデーヴィーを自分の元に連れて来るように従者たちに言う。この

文章は、その従者たちの返答の一部である。従者たちは「彼女はか弱い女であり、我々は

強い。世界はあなたの支配下にある。我々にはあなたを通して出来ないことはない。ヴィ

シュヌは装飾品を賄賂にすればあなたの要請を受ける。シヴァは無視されている。シヴァ

は毒を飲みこみ、貧困から灰と動物の皮と蛇で身を飾り、我々を恐れて女を半身に隠して

いる。彼の村には、年老いた 1匹の雄牛以外、四足の動物はいない。彼の従者は火葬場に

住み、灰を体に塗り、腰布だけ巻き、蓬髪を束ねている。」と言った。 

435 n 版では ardhAMgenAsmadbhayato となっている。 

436 n 版では grAmepi となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、grAme ’pi とした。 

437 n 版では CuddhakarpUragaurAMgo となっている。 

438 n 版では jaTAmukuTamaMDalaH となっている。 

439 n 版では liMgAt となっている。 
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4.2.ch.76.109 

jaya sarpaphaNAratnaprabhAbhAsitavigraha / 

jayAdrirAjatanayAtapaH krItArdhadehaka //109// 

勝利あれ。蛇の鎌首にある宝石の輝きによって光っている独存者よ。勝利あれ。山の王

の娘の苦行によって半身が購われた者よ。 

 

 

 

4.2.ch.87.34-35 

sarvaH prakRtyA jJAyeta sthANuH prakRtivarjitaH / 

prAyaCaH puruSo nAsAv ardhanArIvapur yataH //34// 

全ての人は、〔自身の〕プラクリティ（本性）440によって知られている。〔しかし〕不動

者はプラクリティを欠いている。半分が女性の体であるため、彼はほとんど男ではない。 

yoSA ’pi na bhaved eSa yato ’sau CmaCrulAnanaH / 

napuMsako ’pi na bhavel liGgam asya yato ’rcyate //35// 

彼は女性でもない。なぜならば、彼は口ひげをつけた顔をしているからである。彼は中

性441でもない。なぜならば、彼のリンガが崇められているからである。 

 

 

 

4.2.ch.88.36-37 

tvayA ca CaktimAn asmin mahadaiCvaryarakSaNe442 / 

tvAJ443 ca CaktiM samAsAdya svalIlArUpadhAriNIm //36// 

etat sRjAmi pAmy admi tval lIlAprerito ’Ggane444 / 

kuto mAM hAtum icches tvaM mama vAmArdhadhAriNi //37// 

あなたによって（あなたのおかげで）〔私は〕この強大さと神通力を守ることにおける

シャクティを持つ者になった。そして、自身がリーラーの姿を持つ者であり、シャクテ

ィであるあなたを得て、あなたのリーラーに鼓舞された私はこの〔世界〕を創り、守り、

消費する。ふくよかな女性よ。どうしてあなたは私を許すのだ。私の左半身である女性

よ。 

                                                 
440 サーンキヤ哲学的なプラクリティすなわち根本原質あるいは物質の要素が強い。 
441 英訳では eunuch（去勢者）となっている。 

442 n版では ahadaiCvaryarakSaNeとなっているが、英訳を参照し、c版の mahadaiCvaryarakSaNe

を採用した。 

443 n 版では tvAM となっている。 

444 n 版では lIlApreritoMgane となっている。これはアヴァグラハ記号を省略しているものと

考えられる。 
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5.1.ch.38.13 

yaC candrakhaNDam445 amalaM vilasanmayUkhaM baddhvA sadA suradhunIM CirasA446 bibharti / 

vAmAGgake vidhRtavAn447 girirAjaputrI taM CaMkaraM CaraNadaM CaraNaM vrajAmi //13// 

汚れなく光り輝く三日月を持っており、常に神々の川（ガンガー）を頭に乗せている者

であり、左〔半〕身に山の王の娘を持つ者である、かの庇護者シャンカラに庇護を求め

る。 

 

 

 

5.1.ch.63.112cd 

strIpriyaH strIparaH straiNaH striyo vAmAGgavAsakaH448 //112cd// 

女性によって愛される者、女性に捧げられた者、女性に属する者、女性たちを左の体に

居させる者。 

 

 

 

5.2.ch.39.30c-34 

devam ArAdhayAmAsa tapasA duSkareNa tu //30cd// 

そして、厳しい苦行によって〔ブリンギリティ（シヴァの従者）は〕神（シヴァ）を崇

めた。 

etasminn antare449 devi liGgamadhyAt450 tvam utthitA451 / 

arddhAGgaM452 mAmakaM kRtvA svakIyAGgam453 athArddhatA454 / 

                                                 

445 n 版では、caMdrakhaMDam となっている。 

446 n 版では、surasaric chirasA となっているが、文法的に無理があるため、訳すとしたら「神々

の川（ガンガー）を頭に乗せている者」となるだろう。 

447 n 版では、yasyArdhadeham abhajad となっている。この場合の訳は、「その半身を占めて

いる」となる。 

448 n 版では vAmAMgavAsakaH となっている。 

449 n 版では aMtareとなっている。 

450 n 版では liMgamadhyAt となっている。 

451 c 版では utthita となっているが、英訳を参照し、語形変化を考慮し、n 版の utthitA を採

用した。 

452 n 版では arddhAMgaM となっている。 

453 n 版では svakIyAMgam となっている。 
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phaNIndrabaddhajUTArddham455 arddhadhamillabhUSitam //31// 

女神よ。この時、リンガの中央からあなたが現れ出た。〔あなたの〕半身は私のものと

し、そして〔もう一方の〕半身は〔あなた〕自身の体〔とした〕。半〔身〕には大蛇た

ちが結び付けられた編髪を〔持ち、反対の〕半〔身〕は編髪に飾り立てられている。 

patravallIvicitrArdham arddhacandravirAjitam456 / 

muktAhAranibaddhArddham arddhaM sarpaiC ca veSTitam //32// 

半〔身〕はつる草模様で美しく飾られ、〔反対の〕半〔身〕は〔三日〕月によって輝い

ている。半〔身〕はパールのネックレスをし、そして〔反対の〕半〔身〕は蛇をともな

っている。 

tato bhRGgiriTir457 devi dRSTvA tan mahad adbhutam / 

cintayAmAsa458 hRdaye mayA ’jJAnAd anuSThitam //33// 

そして、女神よ。ブリンギリティは、その偉大で不可思議な者を見て、心の中で考えた。

「私によって知らずに〔間違いが〕なされてしまった。」 

umA ca CaGkaraC459 caiva deham ekaM sanAtanam / 

ekA mUrttir anirdeCyA dvidhA bhedena dRCyate //34// 

ウマーとシャンカラは永遠の一体である。分けることができない 1 つの姿が、2 人に分

かれて見えている。 

 

 

 

5.3.ch.26.17ab 

jaya tvaM devadeveCa jayomArddhaCarIradhRk / 17ab 

あなたに勝利あれ。神々の神の主（シヴァ）よ。勝利あれ。ウマーを半身として持つ者

よ。 

 

 

 

5.3.ch.26.151-152 

tataH samvatsarasyAnte460 udyApanavidhiM CRNu / 

                                                                                                                                               

454 n 版では athArddhatAH となっているが、英訳を参照し、語形変化を考慮し、c 版の

athArddhatA を採用した。 

455 n 版では phaNIMdrabaddhajUTArddham となっている。 

456 n 版では arddhacaMdravirAjitam となっている。 

457 n 版では bhRMgiriTir となっている。 

458 n 版では ciMtayAmAsa となっている。 

459 n 版では CaMkaraC となっている。 
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madhuvRkSaM tato gatvA bahusambhArasamvRtaH461 //151// 

nikhanet pratimAM madhye mAdhUkIM madhukasya ca / 

tatrasthaM pUjayet sarvam umAdehArddhadhAriNam //152// 

そして、1 年の終わりに〔行なう〕ウディヤーパナの儀軌を聞きなさい。それから、多

くの儀礼の道具を持った者（信者）は、マドゥ462の木の所へ行き、マドゥの木から作ら

れた神像をマドゥの木〔がある所〕の中央に設置するべきである。そこにいるウマーを

半身に持つサルヴァ（全て、シヴァ463）を信仰するべきである。 

 

 

 

5.3.ch.48.78 

jayasva devadeveCa umArddhArddhaCarIradhRk / 

namas te devadeveCa sarvAya triguNAtmane //78// 

勝利あれ。神々の神の主（シヴァ）よ。ウマーの半〔身〕を〔自身の〕半身として持つ

者よ。神々の神の主よ。トリグナから構成されているサルヴァに敬礼する。 

 

 

 

5.3.ch.65.5-6ab 

bhairavaM rUpam AsthAya gauryA cArddhAGgasaMsthitaH464 / 

bhUtavetAlakaGkAlair465 bhairavair bhairavo vRtaH //5// 

nanarta narmadAtIre dakSine pANDunandana466 /6ab 

そして、ガウリーを半身に持つ者は、バイラヴァの姿をとって、〔その〕恐ろしいブー

タとヴェーターラとカンカーラ（骸骨）たちに囲まれているバイラヴァは、ナルマダー

川の岸辺の南方で踊った。パーンドゥの息子よ。 

 

 

 

                                                                                                                                               

460 n 版では saMvatsarasyAMteとなっている。 

461 n 版では bahusaMbhArasaMvRtaH となっている。 
462 サトウキビと思われる。 

463 英訳では Carva（シャルヴァ、これもシヴァの異名の 1 つ）となっているが、c 版および

n 版において sarva となっているため、「サルヴァ」とした。 

464 n 版では cArddhAMgasaMsthitaH となっている。 

465 n 版では bhUtavetAlakaMkAlair となっている。 

466 n 版では pAMDunaMdana となっている。 
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5.3.ch.66.2-4 

mAtaras tatra rAjendra saJjAtA narmadAtaTe467 / 

umArddhanArir deveCo vyAlayajJopavItadhRk //2// 

uvAca yoginI vRndaM kaSTam kaSTam aho hara / 

ajeyAH sarvadevAnAM tvatprasAdAn maheCvara //3// 

tIrtham atra vidhAnena prakhyAtaM vasudhAtale / 

evaM bhavatu yoginya ity uktvA ’ntaradhAc chivaH //4// 

そして、母たちはナルマダー川468の岸辺に集まった。王たちの主よ。〔そこには〕蛇を

聖紐として付けており、半〔身〕が女性ウマーである神々の主が〔いた〕。ヨーギニー

は言った。「とても苦しいです。苦しいです。ああ、ハラよ。〔私たちは〕あなたの恩恵

ゆえに、全ての神々には打ち負かされません。マヘーシュヴァラよ。地上において、こ

のティールタが規則として有名になるようにして下さい。」シヴァは「そうあれ。ヨー

ギニーたちよ。」と言って消えた。 

 

 

 

5.3.ch.72.40-43 

tatra tIrthe tu ye gatvA CuciprayatamAnasAH / 

paJcamyAM469 vA caturddaCyAm aSTam yAM CuklakRSNayoH //40// 

arcayanti470 sadA pArtha nopasarpanti471 te yamam472 /41ab 

白分と黒分の 5 日目、あるいは 14 日目、あるいは 8 日目にそのティールタへ行き、常

に〔シヴァを〕崇め、シュチ（シヴァ）に心を捧げる者たちは、ヤマのもとへ近づくこ

とはない（死なない）。パーンドゥの息子よ。 

dadhnA ca madhunA caiva ghRtena kSIrayogataH //41cd// 

snApayanti473 virUpAkSam umAdehArdhadhAriNam / 

kAmAGgadahanaM474 devam aghAsuraniSUdanam //42// 

ヨーグルトと蜂蜜とギーと牛乳によって、半身がウマーであり、カーマの体を燃やし、

                                                 

467 c 版では narmadA taTe（分書）となっているが、英訳を参照し、語形変化を考慮し、n 版

の narmadAtaTe を採用した。 
468 マディヤプラデーシュ州のアマルカンタク高地から、西に向かって流れ、アラビア海に

注ぐ川。 

469 n 版では paMcamyAM となっている。 

470 n 版では arcayaMti となっている。 

471 n 版では nopasarpaMti となっている。 

472 c 版では mamam となっているが、英訳を参照し、n 版の yamam を採用した。 

473 n 版では snApayaMti となっている。 

474 n 版では kAmAMgadahanaM となっている。 
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アガ〔という名の〕アスラを殺す者であるヴィルーパークシャ（異形の目を持つ者、シ

ヴァ）神を沐浴せしめる〔べきである〕。 

snApyamAnaJ475 ca ye bhaktyA476 paCyanti477 parameCvaram / 

yAnti478 ca pare loke sarvapApavivarjite479 //43// 

そして、バクティを持って、沐浴せしめられているパラメーシュヴァラを見る者たちは、

全ての罪から解放されている究極の世界へ行く。 

 

 

 

5.3.ch.76.2cd-3 

himavaddhuhitA tena gaurI nArAyaNI nRpa //2cd// 

toSitA parayA bhaktyA narmadottarake taTe / 

tasya tuSTA mahAdevI CaGkarArddhAGgadhAriNI480 //3// 

王よ。その者（パラーシャラ）によって、ナーラーヤニーであるヒマーラヤの娘ガウリ

ーは、究極のバクティによって、ナルマダー川の北方の岸辺で崇められた。シャンカラ

を半身として持つマハーデーヴィーは、彼（パラーシャラ）に満足した。 

 

 

 

5.3.ch.83.19-25 

gandhavAhasuto ’py evaM nandinoktaM481 niCamya ca / 

prayAto narmadAtIram aurvyA dakSiNasaGgamam482 //19// 

風の神の息子は、このように、ナンディンによって言われたことを聞き、地上の南方の

合流点であるナルマダー川の岸辺に行った。 

dadhyau sudakSine devaM virUpAkSaM triCUlinam / 

jaTAmukuTasaMyuktaM vyAlayajJopavItinam //20// 

                                                 

475 n 版では snApyamAnaM となっている。 

476 n 版では bhaktvA となっている。この場合、訳は「そして、崇めてから、沐浴せしめら

れているパラメーシュヴァラを見る者たちは、全ての罪を取り除く究極の世界へ行く。」と

なる。 

477 n 版では paCyaMti となっている。 

478 n 版では yAMti となっている。 

479 n 版では sarvapApavivarjitai となっているが、英訳を参照し、語形変化を考慮して、c 版

を採用した。 

480 n 版では CaMkarArddhAMgadhAriNI となっている。 

481 n 版では naMdinoktaM となっている。 

482 n 版では dakSiNasaMgamam となっている。 
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bhasmopacitasarvAGgaM483 DamarusvaranAditam484 / 

umArddhAGgaharaM485 CAMtaM gonAthAsanasaMsthitam //21// 

供物を与えることにおいて公平なる神であり、不可思議な目を持ち、三叉戟を持ち、編

髪を冠として持ち、蛇を聖紐にし、灰を全身に塗り、ダマルー（太鼓）の音を響かせ、

ウマーの半身を持ち、寂静なる者であり、雄牛に座り留まる者を瞑想した。 

vatsarAntsubahUn yAvad upAsAM cakra486 ICvaram / 

tAvat tuSTo mahAdeva AjagAma sahomayA //22// 

長い間487、神を崇め続けたところ、喜んだマハーデーヴァは、ウマーと共にやってきた。 

uvAca madhurAM vANIM meghagambhIranisvanAm488 / 

sAdhu sAdhv ity uvAceCaH kaSTaM vatsa tvayA kRtam //23// 

〔彼は〕雲が発する深い音のする甘い声を発した。「良し。良し。」とイーシャは言った。

「過酷なこと（苦行）がお前によってなされた。息子よ。 

na ca pUrvaM tvayA pApaM kRtaM rAvaNasaGkSaye489 / 

svAmikAryar atas tvaM hi siddho ’si mama darCanAt //24// 

以前にラーヴァナの完全な抹殺において、お前によっては罪はなされなかった。主人の

仕事を喜んでなしたお前は、私を拝謁することによってまさに成就者となった。」 

hanumAMC ca haraM dRSTvA umArddhAGgaharaM490 sthitam / 

sASTAGgaM491 praNato492 ’vocaj jaya Cambho493 namo ’stu te / 

jayA ’ndhakavinACAya494 jaya gaGgACirodhara495 //25// 

そしてハヌマーンは、ウマーの半身を持つ〔そこに〕立っているハラを見て、彼は八肢

〔を投地して〕敬礼して言った。「勝利あれ。シャンブよ。あなたに、敬礼します。勝

利あれ。アンダカの殺戮者よ。勝利あれ。ガンガーを頭で支える者よ。」 

 

 

                                                 

483 n 版では bhasmopacitasarvAMgaM となっている。 
484 言葉の意味が不明である。 

485 n 版では umArddhAMgaharaM となっている。 

486 c 版では upAsAJjakra となっているが、英訳を参照し、n 版の upAsAM cakra を採用した。 
487 意味が不明だったので、英訳を参照し、訳した。 

488 n 版では meghagaMbhIranisvanAm となっている。 

489 n 版では rAvaNasaMkSaye となっている。 

490 n 版では umArddhAMgaharaM となっている。 

491 n 版では sASTAMgaM となっている。 

492 c 版では praNayo となっているが、ここでは n 版の praNato を採用した。 

493 n 版では CaMbho となっている。 

494 n 版では’MdhakavinACAya となっている。 

495 n 版では gaMgACirodhara となっている。 
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6.ch.48.27-32 

purA devi mayAnandapUre496 vyAkulacetasA / 

na natA tvaM na me kopaM tasmAt tvaM kartum arhasi //27// 

女神よ。以前、至福の流れの中で心をかき乱された私によって、あなたは敬礼されなか

った。そのことで、あなたは私に怒らないでください。 

dehArdhadhAriNI devi sadA tvaM CUladhAriNaH / 

tadaikasmin nate kasmin na natA tvaM vadasva me //28// 

女神よ。あなたは常に、三叉戟を持つ者の半身を持つ者である。それゆえ、誰かが敬礼

される〔べき〕時、どうしてあなたが敬礼されないことがあるのか？私に話してくださ

い。 

yas taM namati deveCaM tena tvaM sarvadA natA / 

natAyAM tvayi deveCo nataH syAd iti me matiH //29// 

かのデーヴェーシャを崇める者によって、あなたは常に敬礼される。あなたが敬礼され

る時、デーヴェーシャは敬礼されるだろうと私は思う。 

tathApi ca pRthaktvena mayA tvaM tu natA saha / 

ekAsanaM samArUDhA tatsamaM devi pUjitA //30// 

そして、あなたは〔シヴァと〕一緒であっても、別々であっても、私によって敬礼され

た。女神よ。〔あなたはシヴァと〕1 つの座に座することによって同様に信仰される。 

tasmAt kuru prasAdaM me yaH puroktaH purAriNA / 

so ’stu497 vai saphalaH sadyo varaH putrakRte mama //31// 

それゆえ、私に恩恵を下さい。プラの敵498によって以前に言われた〔恩恵、すなわち〕、

私が息子をもうけるという恩恵がすぐに実現しますように。 

yathA vaMCadharaH putro dIrghAyur dRDhavikramaH / 

tvatprasAdAd bhaved devi tathA tvaM kartum arhasi //32// 

あなたの恩恵から、家系の存続と息子の長寿と堅実な栄華がなるように、そのようにし

て下さい。女神よ。 

 

 

 

6.ch.134.18-19 

ahaM puSpaCaro loke prasiddhaC cAruhAsini / 

                                                 

496 n 版では mayAnaMdapUre となっている。 

497 n 版では sostu となっている。これはアヴァグラハ記号を省略しているものと考えられ

る。 
498 辞書によるとヴィシュヌのことである。 
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viDaMbanAM499 mayA nItA devA api nijaiH CaraiH //18// 

美しい笑顔の女性よ。私は世界において花の矢の神として知られている。神々でさえ、

私によって私自身の矢によって、困惑に導かれる。 

madbANenAhato rudraH svaCarIre nitambinIm500 / 

arddhena dhArayAmAsa tyaktvA lajjAM sudUrataH //19// 

私の矢によって貫かれたルドラは、羞恥心を遠くへと捨て、自身の身体の半身に大きく

美しい腰を持つ女性を得た。 

 

 

 

6.ch.178.41-45 

yasya vRkSasya puSpaM ca tasya syAd dantadhAvanam / 

mAtuliGgena501 tasyAs tu mantreNAnena bhaktitaH //39// 

arghyaM dadyAt prayatnena gandhapuSpAkSatAnvitam / 

CaGkarasya502 priye devi himAcalasute Cubhe / 

arghyam enaM mayA dattaM pratigRhNa namo ’stu te //40// 

〔一般の規則では〕花503を持っているその同じ木で歯みがきをするべきである。しかし、

彼女（信仰対象の女神）にはこの〔次の〕マントラによって信愛と共にマートゥリンガ

（ザクロの木）によって、香と花と米をともなうアルギヤを捧げるべきである。「シャ

ンカラの愛しき者よ。女神よ。ヒマーラヤの娘よ。輝く者よ。私によってなされたその

アルギヤを受け入れたまえ。あなたに敬礼する。」 

tad eva prACanaM kuryAt tataH kAyaviCuddhaye / 

praharAnte504 ca sampUjya505 ardhanArICvaraM tataH //41// 

まさにそれから、体の浄化のために、プラハラ506が終わる〔毎〕にアルダナーリーシュ

ヴァラを崇め、そして食べ物をなす507べきである。 

surabhyA pUjayed bhaktyA mantreNAnena pArvati / 

vAmam ardhaM CarIrasya yA harasya vyavasthitA / 

sA me pUjAM pragRhNAtu tasyai devyai namo ’stu te //42// 

                                                 

499 c 版では biDambanAm となっているが、語意を考慮し、n 版の viDambanAM を採用した。 

500 n 版では nitaMbinIm となっている。 

501 n 版では mAtuliMgena となっている。 

502 n 版では CaMkarasya となっている。 
503 前文 38偈によると、その人のジャーティの花とされる。 

504 n 版では praharAMte となっている。 

505 n 版では saMpUjya となっている。 
506 1プラハラは約 3時間であり、1日が 8プラハラから成っている。 
507 食事をするという意味か、食べ物を捧げるという意味かは分からない。 
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香によって508信愛と共にこの〔以下の〕マントラによって崇めるべきである。「パール

ヴァティーよ。ハラの体の左半分に依拠する者、その者は、私のプージャーを受け入れ

るべきである。かの女神であるあなたに敬礼する。」 

agaruM ca tato bhaktyA dhUpaM dadyAt tathA Cubhe / 

naivedye guNakAMC caiva nAlikereNa cArghakam //43// 

それから、信愛によって香である伽羅を捧げるべきである。同様に、吉祥なナイヴェー

ディヤにおいて、グナカ（増やす物）を〔捧げるべきである〕。さらに、まさにココナ

ッツと共にアルガカを〔捧げるべきである〕。 

mantreNAnena dAtavyaM tad eva prACanaM smRtam / 

ardhanArICvarau yau ca saMsthitau parameCvarau //44// 

arghyo me gRhyatAM devau syAtaM sarvasukhapradau /45ab 

この〔以下の〕マントラと共に、まさにそのすでに知られている述べられた食べ物が捧

げられるべきであろう。「パラメーシュヴァラである 2 人のアルダナーリーシュヴァラ

よ。私のアルギヤを受け取ってください。2 人の神よ。あなた方は全ての喜びを与える

者であれ。」 

 

 

 

6.ch.254.85cd-104 

evaM prasAditaH Cambhur hRSTAtmA tridaCaiH saha //85cd// 

このように神々と共に崇められたシャンブは、自身の中で喜んだ。 

tIrNavrataparAnandanirbharaH509 prAha tAm umAm / 

ya imAM matstutiM bhaktyA paThiSyati tavodgatAm / 

tasya ceSTaviyogas ca na bhaviSyati pArvati //86// 

誓願が成就した大きな喜びに満たされた者（シヴァ）は、かのウマーに言った。「バク

ティによって、あなたに生じた私へのこの讃歌を唱える者、その者には愛する人からの

離別はないだろう。パールヴァティーよ。 

janmatrayadhanair yuktaH sarvavyAdhivivarjitaH / 

bhuktveha vividhAn bhogAn ante510 yAsyati matpuram //87// 

〔さらにその者は〕3 回生まれるという富を持ち、全ての障害から解放され、この世で

様々な喜びを享受し、最終的に我が地へ行くであろう。」 

ity uktvA tAM maheCo ’pi svam aGgaM511 pradadau tataH / 

                                                 
508 英訳では、with (scents?)となっており、surabhI が香ではない可能性もある。 

509 n 版では tIrNavrataparAnaMdanirbharaH となっている。 

510 n 版では aMte となっている。 

511 n 版では agMaM となっている。 
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vaiSNavaM vAmabhAgaM sA pratijagrAha pArvatI //88// 

と、彼女に言って、それからまさにマヘーシャは、自身の身体、すなわちヴィシュヌに

分け与えている左〔半〕身を与えた。かのパールヴァティーは〔それを〕手に入れた。 

CarvaM kapAlahastaM ca grIvArddhe garalAnvitam / 

ruNDamAlArddhahAraM ca sitagauraM samantataH512 //89// 

〔それは〕シャルヴァであり、カパーラを手にしており、首の半分に毒を持っており、

頭のない〔身体の〕ネックレスを半〔身〕に着けており、全体的に白く輝いている〔体〕

を〔持っていた〕。 

brahmANDakoTijanakaM513 jaTAbhir bhUSitaM CiraH / 

sitadyutikalAkhaMDaratnabhAsAvabhAsitam514 //90// 

〔さらに〕何千万のブラフマーンダ（宇宙卵）を生み出し、蓬髪によって飾られた頭を

〔持ち〕、白く煌めく三日月〔型〕の宝石の美しさに輝いている〔体〕を〔持っていた〕。 

svarNAbharaNasaMyuktam ekato bhujagAGgadam515 / 

ekataH kRttivasanam anyataH paTTakUlavat //91// 

〔一方の側（女性）に〕、金の装飾品を着け、〔反対側の〕一方（男性）には、蛇の腕輪

を〔着けている〕。一方（男性）に、〔ゾウの516〕皮をまとい、他方（女性）に、絹の衣
517を〔まとっている〕。 

matsyavAhanasaMyuktam anyato vRSabhAGkitam518 / 

ekataH pArSadaiH sevyam anyataH sakhisevitam //92// 

〔一方に〕、マツヤヴァーハナ（魚の乗り物）を従えており、他方に、雄牛の旗印を持

つ。一方では、パールシャダ（従者）たちに仕えられており、他方では、女性従者につ

き従われている。 

rUpam evaMvidhaM dRSTvA brahmAdyA devatAgaNAH / 

tuSTuvuH parayA bhaktyA tejobhUSitalocanam //93// 

このような類の姿を見て、ブラフマーをはじめとする神々の一団は、光り輝いた目を持

つ者（シヴァ）を、最高のバクティによって、崇めた。 

evam eko bhagavAn sarvavyApakaH sarvadehinAm / 

pitRvad rakSako ’si tvaM mAtA tvaM jIvasaMjJakaH //94// 

                                                 

512 n 版では samaMtataH となっている。 

513 n 版では brahmAMDakoTijanakaM となっている。 

514 c 版では sitadyutikalAkhaNDaralabhAsAvabhAsitam となっているが、英訳を参照し、n 版の

sitadyutikalAkhaMDaratnabhAsAvabhAsitam を採用した。 

515 n 版では bhujagAMgadam となっている。 

516 英訳を参照し、このように訳した。 
517 英訳を参照し、このように訳した。本来 kUlavat は furnished with shores という意味であ

る。 

518 n 版では vRSabhAMkitam となっている。 
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あなた 1 人が吉祥者であり、全ての体の中にいる遍在者である。あなたは父のような守

護者である。あなたは母であり、ジーヴァ（生命）という名を持つ者である。 

sAkSI viCvasya bIjaM tvaM brahmANDavaCakArakaH519 / 

utpadyante520 vilIyante521 tvayi brahmANDakoTayaH522 //95// 

あなたは目撃者であり、全宇宙の種であり、ブラフマーンダ（宇宙卵）を制御しようと

する者である。何千万ものブラフマーンダは、あなたの中で生じて、壊れていく。 

UrmayaH sAgare nityaM salile budbudA yathA / 

ahaM kadAcit te netrAt kadAcit tava bhAlataH //96// 

kvacit saGge523 CivAdevyA prAdurbhUtvA sRje jagat / 

tavAjJAkariNaH sarve vayaM brahmAdayaH surAH //97// 

常に海の波のように、水の泡のように、私524はある時はあなたの目から、ある時はあな

たの額から、ある時はシヴァー女神と共に現れ、世界を創る。ブラフマーをはじめとす

る神々である我々は皆、あなたの命令を遂行する者たちである。 

anantavaibhavo525 ’nanto526 ’nantadhAmA527 ’sy anantakaH528 / 

anantaH529 sarvabhaGgAya530 kuruSe rUpam adbhutam //98// 

〔あなたは〕永遠の力を持つ者であり、永遠である永遠の輝きであり、永遠者であり、

永遠であり、全てを壊すために、不可思議な姿になる。 

bhavAni tvaM bhayaM nityam aCivAnAM pavitrakRt / 

CivAnAm api dAtrI tvaM tapasAm api tvaM phalam //99// 

バヴァーニーよ。あなたは、常に不吉なものへの恐れを浄化する。あなたは、吉祥なも

のを与える者である。あなたはまさに苦行の果である。 

yaH CivaH sa svayaM viSNur yo viSNuH sa sadACivaH / 

ity abhedamatir jAtA svalpA nas tvatprasAdataH //100// 

シヴァである者自身がヴィシュヌである。ヴィシュヌである者はサダーシヴァである。

                                                 

519 n 版では brahmAMDavaCakArakaH となっている。 

520 n 版では utpadyaMte となっている。 

521 n 版では vilIyaMte となっている。 

522 n 版では brahmAMDakoTayaH となっている。 

523 n 版では saMge となっている。 
524 この人物が誰であるかは特定できないが、ブラフマーをはじめとする神々の中の 1名で

あると予測できる。ブラフマーもしくはヴィシュヌの可能性が高いだろう。 

525 n 版では anaMtavaibhavo となっている。 

526 n 版では’naMto となっている。 

527 n 版では’naMtadhAmA となっている。 

528 n 版では anaMtakaH となっている。 

529 n 版では anaMtaH となっている。 

530 n 版では sarvabhaMgAya となっている。 
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あなた（バヴァーニー）の恩恵によって、我々に、小さいけれども、このような同一で

あるという理解が生じた。 

yat kiJcic ca jagat yasmin dRCyate CrUyate ’pi vA / 

madhye bahiC ca tat sarvaM trayaM vyApya sthitA yadA //101// 

〔世界の〕内と外で、何であれ世界が見られたり聞かれたりするその三界全体に、〔あ

なた（バヴァーニー）が〕満ちて、浸透している。 

jagatpUjye sureCAni jagadvandye531 tathAmbike532 / 

prasAdaM kuru deveCi deveCa praNatA vayam //102// 

世界で崇められるべき神々の中の女神よ。世界から尊敬される者よ。アンビカーよ。神々

の中の女神よ。恩恵を与えたまえ。神々の中の神よ。我々は敬礼する。 

ity uktvA tridaCAH sarve hRSTA jagmur yathAgatam //103// 

このように言って、喜んだ神々は、来た〔時と同じ〕ように帰った。 

gAlava uvAca // 

ガーラヴァは言った。 

taddivyarUpam atulaM bhuvi ye manuSyAH saMsArasAgarasamuttaraNaikapotam / 

saJcintayanti533 manasA hRtakilbiSAs te brahmasvarUpam anuyAnti534 vimuktasaGgAH535 //104// 

地上において比類ない、かの〔アルダナーリーシュヴァラの〕神聖な姿をしており、輪

廻の海を越える 1 枚のいかだ〔に例えられる〕者を、心の中で人々が念想する、そのよ

うな人々は、罪を取り除かれ、執着から離れ、ブラフマーの姿と同一になる。 

 

 

 

6.ch.255.7-9 

yaH CRNoti naro bhaktyA vAcyamAnAm imAM kathAm / 

girICanRtyasambandhAm umAdehArddhavarNitAm //7// 

brahmaNaH stutisaMyuktAM sa gacchet paramAM gatim /8ab 

ギリーシャの踊りとウマーによって得られた体の半〔身〕とブラフマーの賛辞に関して

語られたこの物語を聞く者は、バクティと共に最高の帰趨〔境地〕に達する。 

ClokArddhaM ClokapAdaM vA samastaM Clokam eva vA //8cd// 

yaH paThed avirodhena mAyAmAnavivarjitaH / 

sa yAti paramaM sthAnaM yatra gatvA na Cocati //9// 

                                                 

531 n 版では jagadvaMdye となっている。 

532 n 版では tathAMbike となっている。 

533 n 版では saMcintayaMti となっている。 

534 n 版では anuyAMti となっている。 

535 n 版では vimuktasaMgAH となっている。 
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シュローカの半分、もしくはシュローカの 4 分の 1、もしくはシュローカ全てを、マー

ヤーと虚栄心536を捨て、抵抗せずに唱える者は、そこに行けば悲嘆に暮れることのない、

最高の地に至る。 

 

 

 

6.ch.255.26-28 

CaGkhaC ca dakSiNAvarto lakSmInArAyaNAtmakaH / 

tulasI kRSNasAro ’tra yatra dvAravatI CilA / 

tatra CrIr vijayo viSNur muktir evaM catuSTayam //26// 

ラクシュミーナーラーヤナと同一視される右巻きのほら貝とトゥラスィーとクリシュ

ナサーラとドヴァーラヴァティーという石の〔4 つが〕ある場所には、シュリーとヴィ

ジャヤとヴィシュヌとムクティの 4 つが、同様に（前述の 4 つのもののように）〔ある〕。 

lakSmInArAyane pUjAM vidhAtur manujasya tu / 

dadAti puNyam atulaM mukto bhavati tatkSaNAt //27// 

〔上記の 4 つが、〕ラクシュミーナーラーヤナに対してプージャーをなす者に、比類な

い美徳を与え、即座に解脱する。 

cAturmAsye viCeSeNa pUjyo lakSmIyuto hariH //28// 

チャートゥルマースヤにおいては、ラクシュミーと共なるハリが、特に崇められるべき

である。 

 

 

 

7.1.ch.3.40 

arddhAGgasaMsthayA537 vApi tvadvaktradhyAnakAmyayA / 

tathApi te jagannAtha nAnto538 labdho539 maheCvara //40// 

あなた（シヴァ）の顔を瞑想するという望みのために、〔あなたの〕半身となったのだ

が、あなたの目的は得られなかった。ジャガンナータ（世界の主、シヴァ）よ。マヘー

シュヴァラよ。 

 

 

 

                                                 
536 英訳を参照し、このように訳したが、「マーヤーの心を」という訳も可能である。 

537 n 版では arddhAMgasaMsthayA となっている。 

538 n 版では nAMto となっている。 

539 c 版、n 版共に labdhvo となっているが、語形変化などを考慮し、labdho とした。 
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7.1.ch.25.19-20 

oM namaH paJcavaktrAya daCabAhutrinetrine / 

CvetaM vRSabham ArUDha CvetAbharaNabhUSita //19// 

「オーム。五面十臂と三つ目を持つ者に敬礼する。白い雄牛に乗る者よ。白い装飾で飾

られた者よ。 

umAdehArddhasaMyukta540 namas te sarvamUrtaye / 

anenaiva tu mantreNa541 pUjAM homaM ca kArayet //20// 

ウマーを半身としている者よ、全ての姿であるあなたに敬礼する。そして、まさにこの

マントラによって、プージャーとホーマ（護摩）をなすべきである。」 

 

 

 

7.2.ch.9.1-17（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 

brahmovAca // 

ブラフマーは〔シヴァに〕言った。 

yadA sRSTaM mayA sarvaM trailokyaM sacarAcaram / 

tadA mUrtim imAM tyaktvA bhavaH sRSTo mayA ’dhunA //1// 

pitAmahamahat tvaM syAt tathA CIghraM vidhIyatAm / 

brahmaNo vacanaM CrutvA viSNunA sa promoditaH //2// 

mahadACcaryajanake saMprApto girim Urddhani / 

na vicAras tvayA kAryaH karttavyaM brahmabhASitam //3// 

「私によって、動くものから動かないものまでの三界の全て〔のもの〕が創られた時、

私はこの姿を捨て、その時バヴァを創ろう。汝は、ピターマハの偉大さとなるだろう。

直ちに、そのように創りなさい。」ブラフマーの言葉を聞き、ヴィシュヌに促されて、

非常に不思議な山頂にやってきた。あなたによって思議されるべきではなく、ブラフマ

ーに言われたことをなすべきである。 

tathety uktvA Civo devas tatraivAntaradhIyata542 / 

brahmA yayau meruCRMgaM manasaH Cirasi sthitam //4// 

「分かりました。」と言って、シヴァ神はそこから消えた。ブラフマーは頭の中のメー

ル山の山頂に心で行った。 

tapas tepe prajAnAtho vedoccAraNatatparaH / 

atharvavedoccaraNaM yAvac cakre pitAmahaH //5// 

                                                 

540 c 版では umAdehArddhasaMyuktaM となっているが、英訳を参照し、n 版の

umAdehArddhasaMyukta を採用した。 

541 n 版では maMtreNaとなっている。 

542 n 版では tatraivAMtaradhIyata となっている。 
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ヴェーダの朗唱に通暁したピターマハである創造主は、苦行をし、アタルヴァヴェーダ

を朗誦した。 

mukhAd rudraH samabhavad raudrarUpo bhavApahaH / 

arddhanArInaravapur duSprekSyo ’tibhayaGkaraH543 //6// 

〔ブラフマーの〕口から、恐ろしい姿をした者であり、破壊から生まれた者であり、見

るのが困難な者であり、大きな恐怖を感じさせる者であり、半身が女性である男性の姿

のルドラが生まれた。 

vibhajAtmAnam ity uktvA brahmA cAntardadhe544 bhayAt / 

tathokto ’sau dvidhA strItvaM puruSatvaM tathA ’karot //7// 

「〔汝〕自身を分けよ。」と言って、ブラフマーは恐れから消えた。このように言われ、

その者は、女性要素と男性要素の 2 つを創った。 

vibheda puruSatvaM ca daCadhA caikadhA punaH / 

ekAdaCaite kathitA rudrAs tribhuvaneCvarAH //8// 

そしてさらに、男性要素を 11 に分けた。これらの 11 人はルドラと呼ばれる三界の支配

者である。 

kRtvA nAmAni sarveSAM devakArye niyojitAH / 

vibhajya punar ICAnI svAtmAnaM CaMkarAd vibhoH //9// 

mahAdevaniyogena pitAmaham upasthitA / 

tAm Aha bhagavAn brahmA dakSasya duhitA bhava //10// 

全てのものに命名し、〔彼らは〕神の仕事を担った。さらにシャンカラ神から自分自身

を分けて〔創られた〕イーシャーニー（女性半身）は、偉大な神（シヴァ）の命令によ

り、ピターマハに近づいた。ブラフマー神は彼女に「ダクシャの娘になれ。」と言った。 

sApi tasya niyogena prAdur AsIt prajApateH / 

niyogAd brahmaNo dakSo dadau rudrAya tAM satIm //11// 

彼女も、彼（ブラフマー）の命令により、創造者（ダクシャ）から現れた。ダクシャは

ブラフマーの命令により、ルドラにかのサティーを与えた。 

dAkSIM rudro ’pi jagrAha svakIyAm eva CUlabhRt / 

atha barhmA babhASe taM sRSTiM kuru satIpate //12// 

三叉戟を持つ者であるルドラも、その人自身（ルドラ）であるダクシャの娘を受け入れ

た。そして、ブラフマーは彼に「創造をせよ。サティーの夫よ。」と言った。 

rudra uvAca // 

ルドラは言った。 

sRSTir mayA na karttavyA karttavyA bhavatA svayam / 

pAlanaM viSNunA kAryaM saMhartA ’haM vyavasthitaH //13// 

                                                 

543 n 版では ’tibhayaMkaraH となっている。 

544 n 版では cAMtardadhe となっている。 
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創造は私によってなされるべきではなく、あなた自身によってなされるべきである。維

持はヴィシュヌによってなされるべきである。私は破壊者となる。 

sthANuvatsaMsthito yasmAt tasmAs sthANur bhavAmy aham //14// 

柱のようにとどまるが故に、私はスターヌ〔と呼ばれる者〕となるであろう。 

rajorUpAH sattvarUpAs tamorUpAC ca ye narAH / 

sarve te bhavatA kAryA guNatrayavibhAgataH //15// 

yadA te tAmasaiH kArya tadA raudro bhava svayam / 

yadA te rAjasaiH kArya tadA tvaM rAjaso bhava / 

sAttvikais te yadA kArya tadA tvaM sAttviko bhava //16// 

ラジャスの形や、サットヴァの形、タマスの形の人間たちは皆、あなたによって、グナ

の 3 要素から〔創造〕されるべきである。彼らがタマス的なものによって創られる時、

自身でルドラ的なものとなれ。彼らがラジャス的なもの〔によって創られる〕時、汝は

ラジャス的なものとなれ。彼らがサットヴァ的なもの〔によって創られる〕時、汝はサ

ットヴァ的なものとなれ。 

ICvara uvAca // 

イーシュヴァラは言った。 

ity AjJApya ca brahmANaM svayaM sRSTyAdikarmasu / 

gRhItvA tAM satIM rudraH kailAsam adhitiSThati //17// 

そしてこのように、創造などの仕事にブラフマー自身を任命して、ルドラはかのサティ

ーを得て、カイラーサ山に住む〔ようになった〕。 
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vAmana-purANa :a 版（底本、英訳） 

 

ch.23.35545 

umACarIrArdhahara / 

半身がウマーであるハラ。 

 

 

 

ch.57.11546 

tatra devavaraM CaMbhum arddhanArICvaraM haram /  

dRSTvArcya547 saMpUjya pitQn mahendraM cottaraM gataH //11// 

そこで、最高神シャンブであり、アルダナーリーシュヴァラであるハラを見て、ピトリ

達を崇め、そして〔プラフラーダは〕北のマヘーンドラへ行った。 

 

 

 

ch.61.7548 

namasye ca gadApANiM namasye ca kuCeCayam / 

ardhanArICvaraM devaM namasye pApanACanam //7// 

ガダーパーニ（こん棒を持つ者）に敬礼する。クシェーシャヤ549に敬礼する。アルダナ

ーリーシュヴァラ神に敬礼する。パーパナーシャナ（不正を壊す者）に〔敬礼する〕。 

 

 

 

ch.63.10cd 

arddhanArICvaraM puNye mAhendre dakSiNe girau //10cd// 

吉祥な山マヘーンドラの南においては、アルダナーリーシュヴァラ〔の姿〕を〔してい

る〕。 

                                                 
545 神々や聖仙たちが唱えたシヴァ讃歌の一部である。35 偈と 36 偈の間に挿入されている

偈である。 
546 プラフラーダが様々なところで沐浴し苦行する物語の一部である。 
547 arcya（動詞√arc、崇める）はアルダナーリーシュヴァラに対しての行為か、ピトリ達に

対しての行為か、明確ではない。英訳では、ピトリ達に対しての行為ととらえている。 
548 唱えることで罪を壊す第二のパーパナーシャナ讃歌の一部である。 
549 クシャ草に横たわること、水に横たわること、睡蓮などの意味があるが、明確には不明

である。 
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varAha-purANa :b 版（底本）、aitm 版（英訳） 

 

ch.2.13-20（ブラフマー創造神話） 

evambhUtasya me devi nAbhipadme550 caturmukhaH / 

uttasthau sa mayA proktaH prajAH sRja mahAmate //13// 

このようになっている私（ヴァラーハ）の臍の蓮の上に四面〔のブラフマー〕が現れ出

た。女神よ。マハーマティ―（思慮深き者）よ。私は彼（ブラフマー）に「生類を創造

せよ」と言った。 

evam uktvA tirobhAvaM gato ’haM so ’pi cintayan / 

Aste yAvaj jagaddhAtri nAdhyagacchat tu kiJcana //14// 

tAvat tasya mahAroSo brahmaNo ’vyaktajanmanaH / 

sambhUya tena bAlaH syAd eko roSAtmasambhavaH //15// 

このように言って私は消えた。世界の母よ。彼（ブラフマー）もまさにどのように〔す

べきか〕を考えて、かの未顕現から生まれたブラフマーが非常に怒り、それによって〔ブ

ラフマー〕自身の怒りから生まれた一人の男の子が生まれ出るであろう時まで、留まっ

た。 

yo rudan vAritas tena brahmaNAvyaktamUrttinA / 

bravIti nAma me dehi tasya rudreti so dadau //16// 

泣いている彼はかの未顕現の姿のブラフマーによって〔泣くことを〕止められ、「私に

名前を下さい」と言った。それゆえ〔ブラフマーは〕その者にルドラという〔名を〕与

えた。 

so ’pi tena sRjasveti prokto lokam imaM Cubhe / 

aCaktaH so ’tha salile mamajja tapase dhRtaH //17// 

吉祥な女性よ。彼（ルドラ）はまた彼（ブラフマー）によって「この世界を創造せよ」

と言われた〔が、しかしルドラには〕不可能だったので、水へ飛び込み、苦行に専念し

ようとした。 

tasmin salilamagne tu punar anyaM prajApatim / 

brahmA sasarjja bhUteSu dakSiNAGguSThataH param //18// 

しかし彼（ルドラ）が水に沈んでいる間に、ブラフマーは再び、生類たちの間に、他の

最高のプラジャーパティ（創造者）を、右の親指から、創った。 

vAme caiva tathAGguSThe tasya patnIm athAsRjat / 

sa tasyAM janayAmAsa manuM svAyambhuvaM prabhuH //19// 

その後、まさに同様に、左の親指において彼（プラジャーパティ）の妻を創った。かの

                                                 

550 b 版は nAMbhipadme だが、英訳を参照し、nAbhipadme とした。 
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神（プラジャーパティ）は彼女（妻）の中にスヴァーヤンブヴァ・マヌを創り出した。 

tasmAt sambhAvitA buddhiH prajAnAM brahmaNA purA //20// 

このように以前に、ブラフマーによる生類の〔創造に関する〕知が得られたのである。 

 

 

 

ch.2.42-51（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 

dharaNy uvAca //  

ダラニー（大地）は言った。 

navadhA sRSTir utpannA brahmaNo ’vyaktajanmanaH / 

kathaM sA vavRdhe deva etan me kathayAcyuta //42// 

未顕現から生まれたブラフマーの 9 種の創造が起きた。それはどのように神において増

えたのか。それを私に語りなさい。不滅の者よ。 

varAha uvAca //  

ヴァラーハは言った。 

prathamaM brahmaNA sRSTA rudrAdyAs tu tapodhanAH / 

sanakAdayas tataH sRSTA marIcyAdaya eva ca //43// 

初めにルドラを始めとする偉大な苦行者たちがブラフマーによって創造された。それか

ら、サナカなどが、そしてマリーチなどが創られた。 

marIcir atriC ca tathA aGgirAH pulahaH kratuH / 

pulastyaC ca mahAtejAH pracetA bhRgur eva ca / 

nArado daCamaC caiva vaCiSThaC ca mahAtapAH //44// 

〔それは〕マリーチ、アトリ、アンギラス、プラハ、クラトゥ、プラスティヤ、偉大な

輝きを持つプラチェータス、ブリグ、ナーラダと、10 番目が偉大な苦行者ヴァシシュ

タである。 

sanakAdayo nivRttyAkhye tena dharmme prayojitAH / 

pravRttyAkhye marIcyAdyA muktvaikaM nAradaM munim //45// 

彼（ブラフマー）によって、サナカたちは自制という名の性質を付与され、聖仙ナーラ

ダ 1 人を除くマリーチなどは活動という名〔の性質を付与された〕。 

yo ’sau prajApatis tvAdyo dakSiNAGguSThasambhavaH / 

tasyAdau tatra vaMCe tu jagad etac carAcaram //46// 

それが最初のプラジャーパティで、〔ブラフマーの〕右の親指から生まれた者である。

そこで、彼（プラジャーパティ）の系譜の最初に、この動くものや動かないものから成

る世界が〔生じた〕。 

devAC ca dAnavAC caiva gandharvvoragapakSiNaH / 

sarvve dakSasya kanyAsu jAtAH paramadhArmmikAH //47// 
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神やダーナヴァ、ガンダルヴァ、蛇、鳥、という高徳なもの全てがダクシャの娘たちか

ら生まれた。 

yo ’sau rudreti vikhyAtaH putraH krodhasamudbhavaH / 

bhrukuTIkuTilAt tasya lalATAt parameSThinaH //48// 

かのルドラと呼ばれる息子は、かのパラメーシュティンの眉をしかめた額から、怒りに

よって生まれた。 

arddhanArInaravapuH pracaNDo ’tibhayaGkaraH / 

vibhajAtmAnam ity uktvA brahmA cAntardadhe punaH //49// 

〔それは〕半身が女性である男性の姿をしており、大きく、非常に恐ろしい姿であった。

「〔汝〕自身を分けよ。」と言ってブラフマーは再び消えた。 

tathokto ’sau dvidhA strItvaM puruSatvaM cakAra saH / 

bibheda puruSatvaM ca daCadhA caikadhA ca saH //50// 

彼はそのように言われ、女性要素と男性要素の 2 つになった。彼は、男性要素を 11 に

分けた。 

tatas tv ekAdaCa khyAtA rudrA brahmasamudbhavAH //51// 

そこで、11人のルドラはブラフマーから生まれたものとして知られる〔ようになった〕。 
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vAyu-purANa :A 版（底本）、n 版、aitm 版（英訳） 

 

ch.9.67-84（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 

evaM bhUtAni sRSTAni carANi sthAvarANi ca / 

yadAsya551 tAH prajAH sRSTA na vyavardhanta dhImataH //67552// 

このように〔ブラフマーによって〕動くものや動かないものという存在が生み出された。

彼の思考〔によるもの〕だったにもかかわらず、これらの創造された生類は繁栄しなか

った。 

athAnyAn mAnasAn putrAn sadRCAn Atmano ’sRjat / 

bhRguM pulastyaM pulahaM kratum AGgirasan tathA //68// 

marIciM dakSam atriM ca vasiSThaM caiva mAnasam / 

nava brahmANa ity ete purANe niCcayaM gatAH //69// 

teSAM brahmAtmakAnAM vai sarveSAM brahmavAdinAm /70ab 

それから彼は、自分に似た、心から生まれた他の息子たちを創った。すなわち、心から

生まれた、ブリグ、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、アンギラス、マリーチ、ダクシ

ャ、アトリ、ヴァスィシュタを〔創った〕。彼らは 9 人のブラフマーとしてプラーナ聖

典に定められている。彼らは皆、ブラフマー自身であり、ヴェーダに関して語れる者で

ある。 

tato ’sRjat punar brahmA rudraM roSAtmasaMbhavam //70cd// 

saMkalpaM caiva dharmaM ca pUrveSAm api pUrvajaH /71ab 

そして、祖先の中の祖先ブラフマーはさらに、自身の怒りから生まれたルドラと、サン

カルパとダルマを創った。 

agre sasarjja vai brahmA mAnasAn AtmanaH samAn //71cd// 

sanandanaM sasanakaM vidvAMsaM ca sanAtanam / 

sanatkumAraM ca vibhuM sanakaM ca sanandanam //72//  

na te lokeSu sarjjante553 nirapekSAH sanAtanAH /73ab 

初めに、ブラフマーは自身に似た心から生まれた息子たち、サナカをともなったサナン

ダナと博識なサナータナと遍在するサナトクマーラ（とサナカとサナンダナ554）を創っ

た。彼らは、世界〔の創造〕に無関心であり、永遠であるので〔創造を〕もたらさない。 

sarve te hy AgatajJAnA vItarAgA vimatsarAH //73cd// 

                                                 

551 A 版では yadA ’sya となっている。これは yadA asya の連声を分かりやすく記述したもの

と思われる。ここでは n 版を採用した。 

552 n 版では 9 章 67-77 偈に該当する。 

553 A では sajjante となっているが、英訳を参照し、n 版の sarjjante を採用した。 
554 サナカとサナンダナは繰り返しになっており、英訳では訳されていないため、省略した。 
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teSv evaM nirapekSeSu lokavRttAnukAraNAt / 

hiraNyagarbho bhagavAn parameSThI hy acintayat //74//  

tasya roSAt samutpannaH puruSo ’rkkasamadyutiH / 

arddhanArInaravapus tejasA jvalanopamaH //75// 

彼らは皆、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。このように、彼らが、

世界の〔生産〕活動に無関心であったので、金色の胎児である神パラメーシュティンは

熟考した。彼の怒りから人が生まれた。〔その者は〕太陽に等しい輝きをしており、半

身が女性である男性の姿であり、炎によって非常に輝くようであった。 

sarvaM tejomayaM jAtam Adityasamatejasam / 

vibhajAtmAnam555 ity uktvA tatraivAntaradhIyata //76// 

「全てが輝いた状態で太陽に等しい輝きを持つ〔汝〕自身を分けよ。」と言って、まさ

にそこから〔ブラフマーは〕消えた。 

evam uktvA dvidhA bhUtaH pRthak strI puruSaH pRthak / 

sa caikAdaCadhA jajJe arddham AtmAnam ICvaraH //77// 

このように言われ、〔その者は〕別々に男性と女性の 2 つになった。かのイーシュヴァ

ラは、自身の半分を 11 に分けた。 

tenoktAs te mahAtmAnaH sarva eva mahAtmanA / 

jagato bahulIbhAvam adhikRtya hitaiSiNaH //78//  

lokavRttAntahetor hi prayatadhvam atandritAH / 

viCvaM viCvasya lokasya sthApanAya hitAya ca //79// 

彼ら全ての偉大な魂を持つ者たちは、かの偉大な者556に言われた。「世界の繁栄に関し

て幸福を祈り、世界の一部始終のために、全世界の全ての秩序と恩恵のために、倦むこ

となく努めなさい。」 

evam uktvAs tu rurudur dadruvuC ca samantataH / 

rodanAd dravaNAc557 caiva rudrA nAmneti viCrutAH //80// 

このように言われ、彼らは泣いて四方八方に走り回った。泣いて走ったために〔彼らは〕

ルドラという名で知られている。 

yair hi vyAptam idaM sarvaM trailokyaM sacarAcaram / 

teSAm anuttarA558 loke sarvalokaparAyaNAH //81// 

彼らによって、この動くものや動かないものの全てが三界に満ちた。世界における彼ら

                                                 

555 A 版では vibhajA ’’tmAnam となっている。これは vibhajA AtmAnam の連声を分かりやすく

記述したものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 
556 シヴァもしくはブラフマーを指していると思われるが、明確には分からない。 

557 n 版では drAvaNAc となっている。意味はほぼ同じである。 

558 n 版では anucarA となっている。この場合の訳は「世界における彼らの末裔たちが全世

界の維持者となった。」となる。 
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の長たちが全世界の維持者となった。 

naikanAgAyutabalA vikrAntAC ca gaNeCvarAH / 

tatra yA sA mahAbhAgA CaMkarasyArddhakAyinI //82// 

prAg uktA tu mayA tubhyaM strI svayaMbhor mukhodgatA / 

kAyArddhaM dakSiNan tasyAH CuklaM vAmaM tathA ’sitam //83// 

〔彼らが〕何万もの象の力を持つ勇敢なガナの神々である。そこで、かの聖なるシャン

カラの半身を持つ者が、私によってあなたに先に述べられた、ブラフマーの口から生じ

た女である。彼女の体の右半身は白く、左〔半身〕は黒い。 

AtmAnaM vibhajasveti soktA devI svayaMbhuvA / 

sA tu proktA dvidhA bhUtA CuklA kRSNA ca vai dvijAH //84// 

その女神は、「汝自身を分けよ」とスヴァヤンブー（自生者、ブラフマー）に言われた。

そして言われた彼女は、白い者と黒い者の 2 つになった。再生族の者たちよ。 

 

 

 

ch.10.1-17（ブラフマー創造神話） 

sUta uvAca // 

スータは言った。 

evaM bhUteSu lokeSu brahmaNA lokakartRNA / 

yadA tA na pravarttante prajAH kenApi hetunA // 1 // 

このように、世界の創造者ブラフマーによって世界〔の生類〕が創られたが、それらの

生類はいかなる原因によっても増えなかった。 

tamomAtrAvRto brahmA tadAprabhRti duHkhitaH / 

tataH sa vidadhe buddhim arthaniCcayagAminIm // 2 // 

その時から、タマスの要素に包まれたブラフマーは落胆した。そして彼は目的を解決す

るために知性を働かせた。 

athAtmani559 samasrAkSIt tamomAtrAM niyAmikAm / 

rAjasatvaM parAjitya vartamAnaM560 ca561 dharmataH // 3 // 

さて〔ブラフマーは〕自身の中でラジャス性を抑えて、規則正しく機能するものの抑制

するタマス〔の要素〕のみを創った。 

tapyate tena duHkhena CokaM562 cakre jagatpatiH / 

                                                 

559 A 版では athA ’’tmAni となっている。これは atha AtmAni の連声を分かりやすく記述した

ものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 

560 n 版では varttamAnaM となっている。 

561 n 版では saとなっている。その場合、訳は「さて彼は自身の中でラジャス性を抑えて、

規則正しく機能するものの抑制するタマス〔の要素〕のみを創った」となる。 
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tamaC ca vyanudat tasmAd rajas tamasam563 AvRNot // 4 // 

世界の主（ブラフマー）は、その苦しみによって、傷ついて悲嘆にくれた。そしてタマ

スは取り除かれ、それ故にラジャスはタマスを覆った。 

tat tamaH pratinuttaM vai mithunaM sa vyajAyata / 

adharmAc caraNAj564 jajJe hiMsA CokAd ajAyata // 5 // 

彼（ブラフマー）は、その追い払われたタマスを双子として生んだ。双子はアダルマで

ある足565から生まれた。ショーカからヒンサーが生じた。 

tatas tasmin samudbhUte mithune caraNAtmani / 

tataC ca bhagavAn AsIt prItaC caivam aCiCriyat // 6 // 

そして、かの双子が〔ブラフマー〕自身の足から生まれた時、神（ブラフマー）は喜ぶ

と共に〔それらに〕依拠した。 

svAM tanuM sa tato brahmA tAm apohad abhAsvarAm / 

dvidhAkarot566 sa taM deham arddhena puruSo ’bhavat // 7 // 

そこで、かのブラフマーは輝かない自身の体を捨てた。彼はその体を 2 つに分け、〔体

の〕半身が男性になった。 

arddhena nArI sA tasya CatarUpA vyajAyata / 

prAkRtAM bhUtadhAtrIM tAM kAmAn vai sRSTavAn vibhuH // 8 // 

彼の半身がシャタルーパーという女性として生まれた。〔その後〕遍在する者（ブラフ

マー）は生類を支えるかの大地と欲望を創造した。 

sA divaM pRthivIM567 caiva mahimnA vyApya dhiSThitA / 

brahmaNaH sA tanuH pUrvA divam568 AvRtya569 tiSThati // 9 // 

彼女は偉大さによって天と地に満ちた。ブラフマーのかの以前の体は天を包んでいた。 

yA tv ardhAt570 sRjate nArI CatarUpA vyajAyata / 

sA devI niyutan taptvA tapaH paramaduCcaram // 10 // 

bhartAraM571 dIptayaCasaM puruSaM pratyapadyata / 

sa vai svAyaMbhuvaH572 pUrvaM puruSo manur ucyate // 11 // 

                                                                                                                                               

562 n 版では CokaJ となっている。 

563 A 版では tasam となっているが、英訳を参照し、n 版の tamasam を採用した。 

564 A 版では caraNAmaj となっているが、英訳を参照し、n 版の caraNAj を採用した。 
565 神のタマス性の表現と考えられる。 

566 A 版では dvidhA ’karot となっている。これは dvidhA akarot の連声を分かりやすく記述し

たものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 

567 n 版では pRthivIJ となっている。 

568 A 版では didam となっているが、英訳を参照し、n 版の divam を採用した。 

569 n 版では AvRttya となっている。 

570 n 版では arddhAt となっている。 

571 n 版では bhartAran となっている。 
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半身から創られた女性であるシャタルーパー女神は、1 億年の間、最高に困難な苦行を

し、〔彼女は〕夫として輝く名声の男性を得た。彼こそ最初のスヴァーヤンブヴァとい

う男性マヌであると言われる。 

tasyaikasaptatiyugaM manvantaram ihocyate / 

labdhA tu puruSaH patnIM CatarUpAm ayonijAm // 12 // 

tayA sa ramate sArddhaM tasmAt573 sA ratir ucyate / 

prathamaH saMprayogaH sa kalpAdau samavartata574 // 13 // 

その 71 の〔大〕ユガ期をこの世界ではマヌヴァンタラという。男性は、子宮から生ま

れた者ではないシャタルーパーを妻にし、彼は、彼女と共に楽しんだ。それゆえ彼女は

ラティと呼ばれる。最初の結合が、カルパの初めに行われた。 

virAjam asRjat brahmA so ’bhavat puruSo virAT / 

samrAN mAnasarUpAt575 tu vairAjas tu manuH smRtaH // 14 // 

ブラフマーはヴィラージュを創った。そのヴィラージュは男性になった。支配者の精神

的な姿であるために、ヴァイラージャ・マヌと言われる。 

sa vairAjaH prajAsargaH sa sarge puruSo manuH / 

vairAjAt puruSAd vIrAc chatarUpA vyajAyata // 15 // 

priyavratottAnapAdau putrau putravatAM varau / 

kanye dve ca mahAbhAge yAbhyAM jAtAH prajAs tv imAH // 16 // 

その人類創造はヴァイラージャである。創造において、かの男性はマヌになった。力強

い男性ヴァイラージャとシャタルーパーは、さらに息子をもうけることを願って、プリ

ヤヴラタとウッターナパーダという 2人の息子をもうけた。さらに 2人の吉祥な娘が〔生

まれ〕、この 2 人からこれらの生類は生まれた。 

devI nAmnA tathAkUtiH576 prasUtiC caiva te Cubhe / 

svAyaMbhuvaH577 prasUtin tu dakSAya vyasRjat prabhuH // 17 // 

吉祥な女神たちは、その名をアークーティとプラスーティという。スヴァーヤンブヴァ

神（マヌ）はプラスーティをダクシャに与えた。 

 

 

                                                                                                                                               

572 n 版では svAyambhuvaH となっている。 

573 A 版では tatmAt となっているが、英訳を参照し、n 版の tasmAt を採用した。 

574 n 版では samavarttata となっている。 

575 A 版では sa samrAT sAsarUpAt となっている。英訳を参照し、n 版を採用したが、A 版の場

合の訳は「彼は支配者の曲げられた（弓の、お辞儀した）姿であるために、ヴァイラージ

ャ・マヌと言われる。」 

576 A 版では tathA ’’kUtiH となっている。これは tathA AkUtiH の連声を分かりやすく記述した

ものと思われる。ここでは n 版の表記を採用した。 

577 n 版では svAyambhuvaH となっている。 
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ch.24.141578 

prahInaCokair vividhair bhUtaiH pariSTutAya ca / 

naranArICarIrAya devyAH priyakarAya ca //141579// 

悲しみがない様々な生類によって讃えられる者に、男女の体を持つ者に、女神を喜ばせ

る者に〔敬礼する〕。 

 

 

 

ch.41.36 

tatraivomAvanaM nAma sarvalokeSu viCrutam / 

ardhanArInaraMrUpaM dhRtavAn yatra CaMkaraH //36// 

こここそウマーの森と言われる全世界において有名な〔場所〕580である。ここでシャン

カラはアルダナーリーシュヴァラの姿を取ったのである。 

 

 

 

  

                                                 
578 ヴィシュヌによるシヴァ讃歌の一部である。 

579 n 版では 24 章 138 偈となっている。 
580 前後の文脈及び英訳とその註釈から意趣すると、この地はルドラとウマーが結婚をした

地であり、ルドラの遊び場であり二人がジャンブードゥヴィーパを眺めた地であった。こ

こはカイラーサ山であり、ヒマーラヤ山脈の南にあり、キンナラの街が多く点在する地で

あるとされる。 
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viSNu-purANa :n 版（底本）、h 版、aitm 版（英訳） 

 

1.ch.7.1-19ab（アルダナーリーシュヴァラ創造神話） 

CrIparACara581 uvAca // 

吉祥なるパラーシャラは言った。 

tato ’bhidhyAyatas582 tasya jajJire mAnasAH583 prajAH / 

taccharIrasamutpannaiH kAryais taiH kAraNaiH584 saha / 

kSetrajJAH samavarttanta gAtrebhyas tasya dhImataH //1585// 

瞑想している彼（ブラフマー）に、その体から生じたかの形と機能を伴った、心からな

る生類が生まれた。瞑想している彼（ブラフマー）の四肢から、知田者たちが生まれた。 

te sarve samavarttanta ye mayA prAg udAhRtAH586 / 

devAdyAH sthAvarAntAC ca traiguNyaviSaye sthitAH //2// 

彼らは皆、以前に私が言ったように生じた。神々を始めとして動かないものまでがトリ

グナから成るものの対象である。 

evaM bhUtAni sRSTAni carANi sthAvarANi ca //3// 

このように〔ブラフマーによって〕動くものや動かないものという存在が創られた。 

yadAsya tAH prajAH sarvA na vyavardhanta dhImataH / 

athAnyAn mAnasAn putrAn sadRCAn AtmAno ’sRjat //4// 

この賢者（ブラフマー）の〔創造した〕それら全ての生類が増えなかったので、〔ブラ

フマーは〕自分に似た心から生まれた他の息子たちを創った。 

bhRguM pulastyaM pulahaM kratum aGgirasaM tathA / 

marIciM dakSam atriM ca vasiSThaM587 caiva mAnasAn588 //5// 

すなわち、心から生まれた、ブリグ、プラスティヤ、プラハ、クラトゥ、アンギラス、

マリーチ、ダクシャ、アトリ、ヴァスィシュタを〔創った〕。 

nava brahmANa ity ete purANe niCcayaM gatAH //6// 

                                                 

581 h 版では parACara となっている。この場合の訳は「パラーシャラは言った」となる。 

582 原文（n 版）では tatobhidhyAyatas となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

tato ’bhidhyAyatas とした。 

583 h 版では mAnasIH となっている。 

584 原文（n 版）では karaNaiH となっており、この場合、訳は「原因と結果」という意味に

なる。英訳を参照し、ここでは h 版の kAraNaiH を採用した。 

585 h 版ではこの偈頌は 2ab となっており、これ以降の偈頌も原文（n 版）と異なっている。 

586 h 版では udIritAh となっている。訳はほぼ同じである。 

587 h 版では vaCiSThaM となっている。 

588 h 版では mAnasam となっている。 
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彼らは 9 人のブラフマーとしてプラーナ聖典において定められている。 

khyAtiM bhUtiM ca saMbhUtiM kSamAM prItiM tathaiva ca / 

sannatiM ca tathaivorjjAm anasUyAM tathaiva ca //7// 

prasUtiM ca tataH sRSTvA dadau teSAM mahAtmanAm / 

patnyo bhavadhvam ity uktvA teSAm eva tu dattavAn //8//589 

まさに同様に、キヤーティ、ブーティ、サンブーティ、クシャマー、プリーティ、サン

ナティ、ウールッジャー、アナスーヤー、プラスーティを創り、「偉大な魂を持つ彼ら

の妻になれ」と言って、彼女らの創造者（ブラフマー）は〔9 人の聖仙に彼女たちを〕

与えた。 

sanandanAdayo ye ca pUrvasRSTAs590 tu vedhasA / 

na te lokeSv asajjanta nirapekSAH prajAsu te //9// 

サナンダナなど、創造者によって以前に創られた彼らは、世界における生類〔の創造〕

に無関心で、創造しなかった。 

sarve te ’bhyAgatajJAnA591 vItarAgA vimatsarAH / 

teSv evaM nirapekSeSu lokasRSTau592 mahAtmanaH //10//  

brahmaNo ’bhUn593 mahAn krodhas594 trailokyadahanakSamaH / 

tasya krodhAt samudbhUtajvAlAmAlAtidIpitam595 / 

brahmaNo ’bhUt596 tadA sarvaM trailokyam akhilaM mune //11// 

彼らは皆、未来の知識を持ち、執着から離れ、嫉妬しなかった。このように彼らが世界

創造に無関心であったので、偉大な魂を持つブラフマーは、三界を燃やすことが出来る

ほど大きな怒りを感じた。彼の怒りから、燃える火炎の輪が生じ、三界全てに満ちた。

聖仙よ。 

bhrakuTIkuTilAt tasya lalATAt krodhadIpitAt /  

samutpannas tadA rudro madhyAhnArkasamaprabhaH //12// 

ardhanArInaravapuH pracaNDo ’tiCarIravAn / 

vibhajAtmAnam ity uktvA taM brahmAntardadhe tataH //13// 

怒りに燃え、眉をしかめた彼の額から、その時、真昼の太陽に等しい輝きを持つ、半身

                                                 

589 h 版では 7-8 偈が欠如している。 

590 h 版では pUrvaM sRSTA となっている。 

591 h 版では hy AgatajJAnA となっている。訳はほぼ同じである。 

592 h 版では lokasRSTo となっているが、英訳を参照し、n 版の lokasRSTau を採用した。 

593 原文（n 版）では brahmaNobhUn となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

brahmaNo ’bhUn とした。 

594 h 版では mahAkrodas となっている。訳はほぼ同じである。 

595 h 版では samudbhUtajvAlAmAlAvidIpitam となっている。 

596 原文（n 版）では brahmaNobhUt となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

brahmaNo ’bhUt とした。 
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が女性である男性の姿の、獰猛で大きな体を具えたルドラが生まれた。彼に「〔汝〕自

身を分けよ。」と言って、それからブラフマーは消えた。 

tathokto ’sau597 dvidhA strItvaM598 puruSatvaM tathA ’karot / 

vibheda599 puruSatvaM ca daCadhA caikadhA punaH600 //14// 

このように言われたその者は、女性部分と男性部分の 2 つを創った。そしてさらに男性

部分を 11 に分けた。 

saumyAsaumyais tathA CAntACAntaiH601 strItvaM ca sa prabhuH / 

vibheda602 bahudhA devaH svarUpair asitaiH sitaiH //15// 

そしてその神は女性部分を優しい者や粗野な者、穏やかな者、騒がしい者に分けた。さ

らに神は自身の姿を黒い者や白い者など多様に〔分けた〕。 

tato brahmAtmasaMbhUtaM pUrvaM svAyaMbhuvaM603 prabhuH / 

AtmAnam eva kRtavAn prajApAlye manuM604 dvija //16// 

それから神は、ブラフマー自身から生まれ、〔ブラフマー〕自身でもある前のスヴァー

ヤンブヴァをマヌとして〔創造の〕守護〔の仕事〕に任命した。再生族の者よ。 

CatarUpAM ca tAM nArIM taponirdhUtakalmaSAm / 

svAyaMbhuvo manur devaH patnItve605 jagRhe prabhuH606 //17// 

スヴァーヤンブヴァである主マヌ神は、妻として、苦行によって汚れを除去したかの女

性シャタルーパーを娶った。 

tasmAt tu607 puruSAd devI CatarUpA608 vyajAyata / 

priyavratottAnapAdau prasUtyAkUtisaMjJitam //18// 

kanyAdvayaM ca dharmajJa rUpaudAryaguNAnvitam /19ab 

その男性とシャタルーパー女神は、プリヤヴラタとウッターナパーダ〔という息子〕た

                                                 

597 原文（n 版）では tathoktosau となっているが、アヴァグラハ記号の省略と考え、

tathokto ’sau とした。 

598 h 版では stritvaM となっている。 

599 h 版では bibheda となっている。訳はほぼ同じである。 

600 h 版では ca saH となっている。この場合、訳は「そして彼は男性部分を 11 に分けた」

となる。 

601 原文（n 版）では tadA CAntA ’CAntaiH となっており、h 版では tathA CAntA CAntaiH となって

いる。ここでは平行句である kUrma-p. 1.11.6ab を参照し、tathA CAntACAntaiH とした。 

602 h 版では bibheda となっている。訳はほぼ同じである。 

603 h 版では sAyambhuvaM となっている。 

604 原文（n 版）では manuH となっているが、英訳を参照し、h 版の manuM を採用した。 

605 h 版では palnItve となっている。 

606 h 版では vibhuH となっている。訳は同じである。 

607 h 版では tasmAc ca となっている。訳はほぼ同じである。 

608 h 版では satarUpA となっている。 



376 

 

ちとプラスーティとアークーティと呼ばれる美貌と寛大さと徳をそなえた二人の娘た

ちをもうけた。ダルマを知る者よ。 

 

 

 


